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〇. ∵
『

』 

  、 

∵○◎▲■★●💛▽◇。 
 

ت ََّّفِيهِن َّ َ  ٠َََّّّحِسَان َََّّّخَيۡر   

بَانَََِّّّرَب ِكُمَاَّءَالََءََِّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّتكَُذ ِ  

ت َّ َ قۡصُور  م   ٠ََّّٱلۡخِيَامََِّّقِىََّّحُور   

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠َّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّوَلََجَآن ََّّقَبۡلهَُمََّّۡإِنس ََّّيَطۡمِثۡهُن ََّّلمََّۡ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠َّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّحِسَان ََّّوَعَبۡقرَِى  َََّّّخُضۡر ََّّفۡرَف َّرَََّّعَلَى ََّّمُت كِ ـيِنََّ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠٠َّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

رََكََّ لََِّّذِىَّرَب ِكَََّّٱسۡمََُّّتبَ   ـ كۡرَامََِّّٱلۡجَلَ  ٠ََّّوَٱلِۡۡ  
 

主
シュ

、 

ありがとうございます。 

お 願
ねが

いします。 

私
わたくし

、 藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

、と 申
もう

します。 

主
シュ

 らと 私
わたし

も 快
カイ

幸
コウ

福
フク

永
エイ

生
セイ

にあるコト、を 

第
ﾀﾞｲ

壱
ｲﾁ

に、Myou
ﾐ ﾖ ｰ

w a y
ウェイ

にて、 

宗
ｼｭｳ

教
ｷｮｳ

書
ｼｮ

『ぁけふじピョウ』、 

執
ｼｯ

筆
ﾋﾟﾂ

中
ﾁｭｳ

です。 

ご 漉
ロク

零
ゼロ

、ありがとうございます。 

 

〽 ♬ Пожалуйста  Спасибо!   Счастливым..   

神天如が救済完了す。 

僕も救われた。 

貴女も救われた。 

だからこそ、 

快幸福永生す。 
六. 

ありがとう！ (Y 伸びをする、一礼) 

おはよう！！ (H 手を振る、ご挨拶) 

神
shén2

天
tiān1

如
rú2

 救
jiù4

济
jì4

完
wán2

了
le

、 

僕
pú2

和
hé2

得
dé2

救
jiù4

了
le

、 

你
nǐ3

和
hé2

得
dé2

救
jiù4

了
le

、 

所
suǒ3

以
yǐ3

、 

快
kuài4

幸
xìng4

福
fú2

永
yǒng3

生
shēng1

、 
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一.天国の目覚め、最初の御挨拶と金科玉条、 

快籠自由日常への回帰前に 

霊感動.シンボルや 表現一念、好表象 

壱礼信念.宗教文読誦 

弐道徳日常.口上、百字、自己紹介 

賛美. 〽
いおりてん

(芸術表現、五七伍、短歌、即興芸術等) 
 

二.本書のテーマ 

十
ｼｨｰ 2

🔯 士
ｼｨｰ 4

☯ 王
ｩｱﾝ 2

🕉 玉
ﾕｲｰ 4

✡ 皇
ﾌｱﾝ 2

☦ 主
ﾁﾞｩｰ 3

☪ 

旺
おう
      理

り

☸ 聖
せい

✝ 球
きゅう

🌱 

主 神天如。 

快楽天国々、快美神天女ら、王玉皇 書。 
5宗教★ 6言語●7哲学💛  8快永生一般知▽

9性教育◇ 
七. 〇 勝現在、一 神天如、二 理性、三 指導、四 想ひ出、 

五 愛と正義、六 恋我陽叙、七 美しい快、八 疎通祝祭、九 世界性愛、 

(遵法余暇 宗教哲学生活、伝統宗教書、自作宗教、形而上学、宗教哲学、 

人工言語、多言語、一般死生学、一般科学、性の学問や写真) 

 

三.私の大事な経験論と 宗教：大本の教え 

0Myouway 初等実践 (伝統宗教書 原文読誦○五体投地礼◎安息日習慣▲祈り■諸戒律を楽しむ★)    

1個人での、伝統宗教書の典礼言語原文(主の御言葉)探求、学問(一般最高知性：宗教) 

2遵法余暇 宗教哲学生活の倫理的方法による獲得や実践 伝統宗教的思考の実装 

3与えられた美処女ら、大事で大きい私的環境(大 自環境)との隠れた疎通や関係 

4可死和案：運、従順、真面目、実践哲学 等、世俗の経験論、創造主へ回帰する 

5第壱：主 らと私も快幸福永生にあるコト 八.感謝、信愛、畏れ、喜び、讃える。 

6幸福哲学の工夫(幸福ランキング：リストアップや記録、再想起、全暗記、備誦図、幸玉練 etc.) 

7生を代表する創作物、その作成の継続 まず、使い込む自分自身に役立つ創作 

8逢瀬：一旦、生の拠り所となる経験   9健康 満腹 疎通 セルフプレジャー  
 

四.習慣原理 (本書のねらい、毎日 読誦することの効果) 
第壱動因：主 らと私も快幸福永生にあるコト、神の栄光の為、言動。第壱判断○  

現世利益：伝統宗教書哲学の知で世界観を矯正し、日常の幸福や質を改善する◎ 

天国信仰：天国の現実的存在を無意識下でも信じられ、快楽天国を強く求める▲ 

自浄作用：一般や王人物、本書でなく、自分の救い主や に より頼む様にする■ 

愛書主義：共同体への秘儀参入★九.自分の作品らと共に、いつも通りに生きること。 

 (∵『ハディース』) 

五.快美天処女ら との疎通の手順 (本書の構成)    

0.『ぁけふじピョウ』全 560 ページ 0.00.『明藤票』表表紙 0.43.『手明』裏表紙 

一.『天界聖祈』    P.001～P.055 伝統宗教文の精髄、要暗記。快幸福 時。幼 

±02.『明脂帖』      P.056～P.399 多様な宗教哲学と宗教書原文。日常。青壮 

003.『藤𠩤統治経』 P.400～P.545 快永生一般知の基礎と応用。正 非日常
月 祭

。老 

0004.『ケンスケサマ』P.546～P.555         秘密の巡礼。 

５.『    ,主』   
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 القرآنَّ
ｱﾙ=ｸるｱ∼ﾝ 

نَِّسُورَةَُّ َ حۡم  الر   
ｽｰｩらトゥー ｱﾙっらふﾏｰﾆ 

َّ    ﷽ 
ﾋﾞｽﾐ ｧｩﾙｯﾗﾋ ｧｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ 

 
َّحِسَان َّ ت  َ َّخَيۡر    ٠َّفِيهِن 
ﾌｨｨﾋｯﾅ ﾊぁｨらｰﾄｩﾝ ひｻｧﾇﾝ  

بَانََِّّفَبِأىَ َِّ   ٠ََّّءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

َّقِىَّٱلۡخِيَامَِّ ت  َ قۡصُور  م    ٠َّحُور 
ふーｩるんｯﾏくぅすーｩらｰﾄｩﾝ ﾌｨー ｧｩﾙﾋぃﾔｧﾐ  

بَانََِّّفَبِأىَ َِّ   ٠ََّّءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

َّقَبۡلَهُمَّۡوَلََجَآن َّ َّإِنس    ٠َّلَمَّۡيطَۡمِثۡهُن 
ﾗﾑ ﾔとぅﾐｻｩﾌｰｯﾅ イﾝｽﾝ くぁﾌﾞﾗﾌｰﾑ ﾜﾗｧ ｼﾞｬｧ~ｯﾇﾝ  

بَانََِّّفَبِأىَ َِّ   ٠ََّّءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

َّرَََّّمُت كِ ـيِنََّ ََّّفۡرَف َّعَلَى  خُضۡر   
َّحِسَان َّ   ٠َّوَعَبۡقرَِى  

ﾑｰｯﾀｷイｨｰﾅ あﾗーｰ らﾌらﾌｨﾝ ﾌぅｰどぅりん 
ﾜあﾌﾞくぁりｯイン ひｻｧﾆﾝ  

بَانََِّّفَبِأىَ َِّ ٠٠ََّّءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

رََكََّ كۡرَامََِّّتبَ  لَِّوَٱلِۡۡ  ـ   ٠َّٱسۡمَُّرَب ِكََّذِىَّٱلۡجَلَ
ﾀﾊﾞｰらｶ ｧｩｽﾑｰ らｯﾋﾞｶ ｻﾞぃー ｧｩﾙｼﾞｬﾗｰﾘ ﾜｧｩﾙイｸらｧﾐ 
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クルアーン 

慈
じ

愛
あい

ゆかしき御
み

方
かた

 

正
せい

義
ぎ

ゆかしき 慈
じ

愛
あい

あまねき 

アッラーの御
おん

名
な

にて…… 

 

そこには また、 

素
す

晴
ばら

しい美
び

処
しょ

女
じょ

が大
おお

勢
ぜい

おられ。  70 

これほどの主
しゅ

の御
み

恵
めぐ

み、 

さぁ、如何
い か

に讃
たた

えましょうか、 

あなたも、貴女
あなた

も！   71 

見
み

目
め

麗
うるわ

しい 

天
てん

上
じょう

の神
しん

女
にょ

らが天
てん

幕
まく

の奥
おく

に。 72 

これほどの主
しゅ

の御
み

恵
めぐ

み、 

さぁ、如何
い か

に讃
たた

えましょうか、 

あなたも、貴女
あなた

も！   73 

これまで 人
にん

間
げん

にも妖霊
ジ ン

にも 

体
からだ

を触
ふ

れられたことのない美
び

 少
しょう

女
じょ

。 74 

これほどの主
しゅ

の御
み

恵
めぐ

み、 

さぁ、如何
い か

に讃
たた

えましょうか、 

あなたも、貴女
あなた

も！   75 

君
きみ

も 緑
みどり

の おふとん、 

美
うつく

しい寝
ね

床
どこ

の上
うえ

に ゆったりと身
み

を休
やす

めて。 76 

これほどの主
しゅ

の御
み

恵
めぐ

み、 

さぁ、如何
い か

に讃
たた

えましょうか、 

あなたも、貴女
あなた

も！   77 

あぁ、何
なん

と 幸
しあわ

せなことか、 

主
しゅ

の御
おん

名
な

、気
け

高
だか

くも 尊
とうと

い主
しゅ

の御
おん

名
な

！ 78  
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 القرآنَّ
ｱﾙ=ｸるｱ∼ﾝ 

ةَِّحََّاتَِّالفَََّّةَُّورََّسَُّ  
ｽｰｩらトゥー ｱﾙﾌｧｧﾃｨはティ

 

 

َِّمَِّــــــسَّۡبَِّ نََِّّٱللّ  َ حۡم  حِيــمََِّّٱلر    َّٱلر 
ﾋﾞｽﾐ ｧｩﾙｯﾗﾋ ｧｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ 

ََِّّٱلۡحَمۡدَُّ لََمِينَََّّرَب ََِّّلِلّ   ََّّٱلۡع   
ｱｩルはﾑﾄﾞｩｰ ﾘｯﾗﾋ らｯﾋﾞ ｧｩﾙあｰﾗﾐｨﾅ  

نَِّ َ حۡم  حِيمََِّّٱلر   ََّّٱلر   
ｱｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ  

لِكَِّ َ ينََِّّيَوۡمََِّّم   ََّّٱلد ِ  
ﾏｰﾘｷ ﾔｩﾐ ｧｩﾙｯﾃﾞｨｨﾆ  

 َََّّّنَسۡتعَِينََُّّوَٳِي اكَََّّنَعۡبدََُُّّٳِي اكََّ  
イｯﾔｧｶ ﾅあﾌﾞｰﾄﾞｩｰ ﾜ イｯﾔｧｶ ﾅｽﾀいｨﾇｰ  

طَََّّٱهۡدِنَا َ ر   َََّّّٱلۡمُسۡتقَِيمَََّّٱلص ِ  
ｱｩﾌﾃﾞｨﾅｧ ｧｩﾙっしぃらｰた ｧｩﾙﾑｰｽﾀくぃｨﾏ  

طََّ َ َّعَايَۡهِمََّّۡٲنَۡعَمۡتَََّّٱل ذِينَََّّصِر   

ََّّعَلَيۡهِمََّّۡٱلۡمَغۡضُوبََِّّغَيۡرَِّ  

آل ِينََّلوَلََٱ ٠ََّّض   
しぃらｰた ｧｩｯﾗｻﾞぃｨﾅ アﾝあﾑﾀ あﾗｨﾋﾑ  

ｶﾞｧｨり ｧｩﾙﾏｸﾞｩどぅーｩﾋﾞ あﾗｨﾋﾑ  

ﾜﾗｧｧｩﾙっだｧ~ｯﾘｨﾅ  
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クルアーン 

開
かい

扉
ひ

 

 

正
せい

義
ぎ

ゆかしき 慈
じ

愛
あい

あまねき  

アッラーの御
おん

名
な

にて……  １ 

讃
たた

えあれ！アッラー！全
ぜん

世
せ

界
かい

の主
しゅ

。 ２ 

正
せい

義
ぎ

ゆかしき 慈
じ

愛
あい

あまねき 神
かみ

様
さま

。 ３ 

ハレの日の主
しゅ

宰
さい

者
しゃ

。  ４ 

汝
なんじ

をこそ我
われ

らは信
しん

じます、 

汝
なんじ

にこそ救
すく

いを求
もと

めます。 ５ 

お願
ねが

いします、 

私
わたし

たちに教
おし

えてください、 

正
ただ

しい道
みち

を。   ６ 

歩
あゆ

ましめ給
たま

え、御
ご

好
こう

意
い

の道
みち

を、 

御
ご

厳
げん

導
どう

の者
もの

でない様に、 

酔
すい

歩
ほ

の者
もの

でない様に。  ７ 

 

َّ    ﷽ 
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☪ 

  



9 

⚛

🔯  
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∵○◎▲■★●💛▽◇ 

ｩｨｧ
   

イ
ド

ア
レ

エ
ミ

オ
ファ

ウ
ソ

ウユ
ラ

ヤ
シ

ｲｪ
D o

ヨ
R e

 

ありがとうございます。 

Aligatou gozaimas 

お願いします。 

Onegai shimas 

谢
シィエ 4

谢
シィエ 4

 你
ニィー3

 

Xiè xiè Nǐ 

是
シィー4

 

Shì 

Yes, please.  

イェス プリーズ 

No, thank you.  
ノー サンキュー 

Да.  
ﾀﾞｰ 

Нет.  
ﾆｪｰﾄｩ 

 سكران.َََّّّ
ｼｭｸらｱﾝ 

 نعم.ََّّ
ﾅあﾑ  



11 

⇄ 

すふ 

●○🔯◎王99▲00��ة ﾟ▽ﾟ■ﾟ◇ﾟ★ 

ﾕｲｽ ｱｩｱﾝター ﾔｩｨｧ ｴﾖｰｼﾞｮ ｼｪ ｵｼｮ ｳｳ 

 

🔯≒(☯⇈🕉⇈✡⇈☦⇈☪⇈ 

    ⛩⇈☸⭦✝⭧🌱⇄) 

ｽﾑｩﾁｭふ ｽｨｽｨ ｻｻ ｾｾ ｿｿ ｽｩｽｩ 

ｼｭｼｭ ｼｬり ｼｪ― ｼｮふ ﾁｭﾁｭ 

 

主
し ゅ

 神
し ん

天
て ん

如
に ょ

 王
お う

玉
た ま

皇
こ う

 書
し ょ

 

霊国仏 妃宝后 
 

 

1.宗教、言語分析 

隠れたる伝統的王の現存推論 

2.元素で極限疎通 

一般以上の科学的精密現象支配の存在 

 

1+2⇒少なくも科学世界観で 

一般肉体死後の生の 存在可能性 

 

⇒宗教めいた 

主≧神天如、来世権力との関係構築 要 

一、伝統宗教書 原文や学問 

二、遵法余暇 宗教哲学生活 

三、美処女、大自環境 疎通 

主 らと私も快幸福永生にあるコト  (155.5文字) 

私 
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主
しゅ

 らと 私
わたし

も快
かい

幸
こう

福
ふく

永
えい

生
せい

にあるコト 

 主 神
しん

天
てん

如
にょ

。  

快
かい

楽
らく

天
てん

国
ごく

々
くに

、快
かい

美
び

神
しん

天
てん

女
にょ

ら、王
おう

玉
たま

皇
こう

 書。  

Myou
ﾐ ｮ ｰ

way
ウェイ

 万
まん

幸
こう

教
きょう

 本
ほん

教
きょう
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万 の幸福 
よろず

ま ん

   の こう ふく 

(波
なみ

線
せん

に好
す

きなものを入
い

れる)  

主
の
愛 

故
の 

シ
ュ
の
あ
い 

ゆ
え
の 
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な 

む 
 

あ 

み 

だ 
 

ぶ
つ 

南
無
阿
弥
陀
仏
。 

(

十じ
っ

返ぺ
ん

唱と
な

え
る) 

 

南無妙法蓮華経 
な む みょう ほう れん げ きょう 
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弥
み

陀
だ

の本
ほん

願
がん

 

sacen me bhagavaṃs  

tasmin buddhakṣetre  

nirayo vā tiryagyonir vā  

pretaviṣayo vāsuro  

vā kāyo bhaven  

mā tāvad aham anuttarāṃ  

samyaksaṃbodhim  

abhisaṃbudhyeyam | 1 | 
 

ｻﾁｪｰﾇ ﾒｰ ﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧﾝｽ 

ﾀｽﾐﾇ ﾌﾞｩｯﾀﾞﾊｸｼｪｰﾄｩれｰ 

ﾆらﾖー ｳﾞｧｰ ﾃｨりゃｷﾞｮーﾆる ｳﾞｧｰ 

ﾌﾟれｰﾀｳﾞｨｼｬﾖー ｳﾞｧｰｽｩろー 

ｳﾞｧｰ ｶｰﾖー ﾊﾞﾊｳﾞｪｰﾇ 

ﾏｰ ﾀｰｳﾞｧﾄﾞｩ ｱﾊﾑ ｱﾇｩｯﾀらｰﾝ 

ｻﾐｬｸｻﾝﾎﾞーﾃﾞｨﾋﾑ 

ｱﾋﾞﾋｻﾝﾌﾞｩﾃﾞｨｪﾍｰﾔﾑ 

 

第
だい

1本
ほん

願
がん

  

世
せ

尊
そん

よ。 

もしも、かのわたくしの仏
ぶっ

国
こく

土
ど

に、 

地
ぢ

獄
ごく

や、畜
ちく

生
しょう

や、 

餓
が

鬼
き

の 境
きょう

遇
ぐう

におちいる者
もの

や、阿修羅
ア ス ラ

の 

群
む

れがある様
よう

であったら、 

そ の 間
あいだ

は 私
わたくし

は 、 

＜ こ の 上
うえ

な い 正
ただ

し い  覚
さと

り ＞ を 

現
げん

に 悟
さと

る こ と が あ り ま せ ん 様
よう

に 。 
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मन्त्र  
ﾏﾝﾄﾗ  

真
しん

言
ごん

 
गते गते पारगते पारसंगते 

ｶﾞﾃｰ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｻﾝ ｶﾞﾃｰ 

बोधि स्वाहा । 
ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋ ｽﾜｰﾊｰ 

揭
ﾁﾞｨｴ 1

帝
ﾃﾞｨｰ 4

 揭
ﾁﾞｨｴ 1

帝
ﾃﾞｨｰ 4

 

般
ﾊﾟｧﾝ 1

羅
ﾙｩｵ 2

揭
ﾁﾞｨｴ 1

帝
ﾃﾞｨｰ 4

 

般
ﾊﾟｧﾝ 1

羅
ﾙｩｵ 2

僧
ｻｧﾝ 1

揭
ﾁﾞｨｴ 1

帝
ﾃﾞｨｰ 4

 

菩
ﾌﾟｩｰ 2

提
ﾃｨｰ 2

僧
ｻｧﾝ 1

莎
ｼｧｰ 1

訶
ﾌｩｰｧ 1

 

掲
ぎ ゃ

帝
て い

 掲
ぎ ゃ

帝
て い

 般
は

羅
ら

掲
ぎ ゃ

帝
て い

 

般
は

羅
ら

僧
そ う

掲
ぎ ゃ

帝
て い

 菩
ぼ

提
じ

僧
そ

莎
わ

訶
か

 
往
い
ける 者

もの
よ、往

い
ける 者

もの
よ、彼

ひ
岸
がん

に往
い
ける 者

もの
よ、 

彼
ひ

岸
がん

に 全
まった

く往
い
ける 者

もの
よ、さとりよ 幸

さち
あれ。 

地
じ

蔵
ぞう

真
しん

言
ごん

 

オン
oṃ 

 カカカ
ha ha ha

 ビサンマエイ
vismaye

 ソワカ
svāhā

 

(七
なな

回
かい

 唱
とな

える) 
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歎
たん

異
に

抄
しょう

 

 一
いち

 弥
み

陀
だ

の 誓
せい

願
ぐわん

不
ふ

思
し

議
ぎ

に 

た す け ら れ ま い ら せ て 、 

往
わう

生
じゃう

をばとぐるなりと信
しん

じて、 

念
ねん

仏
ぶつ

ま う さ ん と お も ひ た つ 

こ ゝ ろ の を こ る と き 、 

す な は ち 摂
せっ

取
しゅ

不
ふ

捨
しゃ

の 利
り

益
やく

に 

あ づ け し め た ま ふ な り 。 
 

नमो

ﾅ ﾓ ｰ

, अधमत

ｱ ﾐ ﾀ

 तथागत

ﾀ た ｰ ｶ ﾞ ﾀ

.  

 

 
   

南
ナ
ァ
ン2

無
ウ

ー2

阿
ウ
ー
ァ1

弥
ミ
ィ
ー2

陀
ト
ゥ
オ2

仏
フ
ォ
ー2

、 
 

南 な

無 む

阿 あ

弥 み

陀 だ

仏
ぶ

つ

。 
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☸  
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✝  
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THE HOLY BIBLE 

GENESIS 
1In the beginning  

God created the heaven and the earth. 
2And the earth was without form, and void;  

and darkness was upon the face of the deep.  

And the Spirit of God moved  

upon the face of the waters. 
3And God said,  

Let there be light:  

and there was light. 
4And God saw the light,  

that it was good:  

and God divided the light  

from the darkness. 
5And God called the light Day,  

and the darkness he called Night.  

And the evening  

and the morning  

were the first day. 

ｻﾞ ﾎｰﾘｰ ﾊﾞｲﾌﾞﾙ 

ｼﾞｪﾈｼｽ 
1 ｲﾝ ｻﾞ ﾋﾞｷﾞﾆﾝｸﾞ  

ｺﾞｯﾄﾞ ｸﾘｴｲﾃｯﾄﾞ ｻﾞ ﾍｳﾞﾝ ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｱｰｽ  
2 ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｱｰｽ ﾜｽﾞ ｳｨｽﾞｱｳﾄ ﾌｫｰﾑ ｱﾝﾄﾞ ｳﾞｫｲﾄﾞ  

ｱﾝﾄﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ ﾜｽﾞ ｱﾎﾟﾝ ｻﾞ ﾌｪｲｽ ｵﾌﾞ ｻﾞ ﾃﾞｨｰﾌﾟ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ｽﾋﾟﾘｯﾄ ｵﾌﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ﾑｰｳﾞﾄﾞ  

ｱﾎﾟﾝ ｻﾞ ﾌｪｲｽ ｵﾌﾞ ｻﾞ ｳｫｰﾀｰｽﾞ  
3 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｾﾄﾞ ﾚｯﾄ ｾﾞｱ ﾋﾞｰ ﾗｲﾄ  

ｱﾝﾄﾞ ｾﾞｱ ﾜｽﾞ ﾗｲﾄ  
4 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｿｰ ｻﾞ ﾗｲﾄ ｻﾞｯﾄ ｲｯﾄ ﾜｽﾞ ｸﾞｯﾄﾞ  

ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ﾃﾞｨｳﾞｧｲﾃﾞｨﾄﾞ ｻﾞ ﾗｲﾄ ﾌﾛﾑ ｻﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ  
5 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｺｰﾙﾄﾞ ｻﾞ ﾗｲﾄ ﾃﾞｲ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ ﾋｰ ｺｰﾙﾄﾞ ﾅｲﾄ  

ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾓｰﾆﾝｸﾞ ﾜｰ ｻﾞ ﾌｧｰｽﾄ ﾃﾞｲ  

英
えい

語
ご

訳
やく

 聖
せい

書
しょ
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聖
せい

書
しょ

 

創
そう

世
せい

記
き

 
 

1初
はじ

め神
かみ

は天
てん

と地
ち

を創
そう

造
ぞう

された。 
2地

ち

は混
こん

沌
とん

として、 

闇
やみ

が深
しん

淵
えん

の面
おもて

にあり、 

神
かみ

の霊
れい

が水
みず

の面
おもて

を動
うご

いていた。 
3神
かみ

は言
い

われた。「光
ひかり

あれ。」 

すると、光
ひかり

があった。 
4神
かみ

は光
ひかり

を見
み

て、良
よ

しとされた。 

神
かみ

は光
ひかり

と闇
やみ

を分
わ

け、 
5光
ひかり

を昼
ひる

と呼
よ

び、 

闇
やみ

を夜
よる

と呼
よ

ばれた。 

夕
ゆう

べがあり、朝
あさ

があった。 

第
だい

一
いち

の日
ひ

である。 
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The Lord’s Prayer 
My maidens 

Our Father which art in heaven,  

Hallowed be thy name. 
10Thy kingdom come.  

Thy will be done in earth,  

as it is in heaven. 
11Give us this day our daily bread. 
12And forgive us our debts,  

as we forgive our debtors. 
13And lead us not into temptation,  

but deliver us from evil: 

For thine is the kingdom,  

and the power,  

and the glory,  

for ever. Amen.  
 

ｻﾞ ﾛｰｽﾞ ﾌﾟﾚｲﾔｰ 
   (ﾏｲ ﾒｲﾃﾞﾝｽ) 

ｱﾜｰ ﾌｧｰｻﾞｰ ｳｨｯﾁ ｱｰﾄ ｲﾝ ﾍｳﾞﾝ 

ﾊﾛｳﾄﾞ ﾋﾞｰ ｻﾞｲ ﾈｲﾑ 
10 ｻﾞｲ ｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ ｶﾑ  

ｻﾞｲ ｳｨﾙ ﾋﾞｰ ﾀﾞﾝ ｲﾝ ｱｰｽ  

ｱｽﾞ ｲｯﾄ ｲｽﾞ ｲﾝ ﾍｳﾞﾝ 
11 ｷﾞﾌﾞ ｱｽ ﾃﾞｨｽ ﾃﾞｲ ｱﾜｰ ﾃﾞｲﾘｰ ﾌﾞﾚｯﾄﾞ  
12 ｱﾝﾄﾞ ﾌｧｰｷﾞﾌﾞ ｱﾜｰ ﾃﾞｯﾂ 

ｱｽﾞ ｳｨｰ ﾌｧｰｷﾞﾌﾞ ｱﾜｰ ﾃﾞﾀｽﾞ 
13 ｱﾝﾄﾞ ﾘｰﾄﾞ ｱｽ ﾉｯﾄ ｲﾝﾄｩ ﾃﾝﾌﾟﾃｲｼｮﾝ  

ﾊﾞｯﾄ ﾃﾞﾘﾊﾞｰ ｱｽ ﾌﾛﾑ ｴｳﾞｨﾙ  

ﾌｫｰ ｻﾞｲﾝ ｲｽﾞ ｻﾞ ｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾊﾟﾜｰ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ｸﾞﾛｰﾘｰ  

ﾌｫｰ ｴｳﾞｧｰ ｱｰﾒﾝ  
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主
し ゅ

の祈
い の

り 

( 私
わたくし

の美
び

処
しょ

女
じょ

らよ)  

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ 

ねがわくは み名
な

を 

あがめさせたまえ 

み国
くに

を 来
きた

らせたまえ 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ 

我
われ

らの日
にち

用
よう

の糧
かて

を 今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を 

我
われ

らがゆるすごとく 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ 

我
われ

らを こころみにあわせず 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ 

 

国
くに

と権
ちから

と栄
さかえ

とは 

限
かぎ

りなく 汝
なんじ

のものなればなり 

アーメン  
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ॐ नमः श्रीवज्रसत्त्वाय 
ｵｰﾝ ﾅﾏﾊ シュリーｳﾞｧｼﾞｭﾗｻｯﾄｩｳﾞｧｰﾔ 

 श्रीगुह्यसमाजतन्त्रम ्  

シュリーｸﾞｩﾋｬｻﾏｰｼﾞｬﾀﾇﾄｩﾗﾑ 

सववतथागतसमाधिमण्डलाधिष्ठानं नाम 
ｻﾙﾜﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｻﾏｰﾃﾞｨﾋﾏヌダ La ｰﾃﾞｨﾋｼｭタﾊーﾅﾝ ﾅｰﾏ 

प्रथमः पटलः 
ﾌﾟﾗﾀﾊﾏﾊ ﾊﾟタ La ﾊ 

एवं मया श्रतुम ्। एकधस्मन ्समये भगवान ्  
ｴｰﾜﾝ ﾏﾔｰ シュルｩﾀﾑ ｴｰｶｽﾐﾇ ｻﾏｲｪｰ ﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧｰﾇ 

 सववतथागतकायवाधचित्तहृदयवज्रयोधिद्भगेिु 
ｩｹﾞｰｼｭﾊﾄﾞｩﾊﾞﾖｰｼｳﾞｧｼﾞｭﾗ ﾀﾞﾔりｯﾀﾌｸﾁｰｶﾞﾀｶｰﾔｳﾞｧｰﾊﾀﾀﾙﾜｻ 

 धवजहार अनधभलाप्यानधभलाप्ययः 
ｳｨｼﾞｬﾊｰﾗ ｱﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｰﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｲﾋ 

 सववबदु्धक्षेरसमुेरुपरमाणरुजः 
 ﾊﾗｼﾞｬｩヌﾊﾟﾗﾏｰｩﾙﾒｰｩｽﾄｩﾗｸｼｪｰﾊｯﾀﾞｩﾙﾜﾌﾞｻ   

समयबोधिसत्त्वयमवहासत्तवयः ।  

ﾋｳﾞｧｲﾊｰｻｯﾀｯﾄｩｳﾞｧｲﾙﾏｻﾋﾙﾎﾞｰﾃﾞｨﾏｲｻ 
 

秘
ひ

密
みつ

集
しゅう

会
え

タントラ 

1 一
いっ

切
さい

如
にょ

来
らい

が 三
さん

摩
ま

地
ぢ

に入り 曼
まん

荼
だ

羅
ら

を加
か

持
じ

する 第
だい

一
いち

分
ぶん

  

〔通
つう

序
じょ

〕 

以
い

上
じょう

の よ う に 私
わたし

は 聞
き

い た 。 あ る 時
とき

、 世
せ

尊
そん

は 

一
いっ

切
さい

如
にょ

来
らい

の 身
しん

語
ご

心
しん

の 心 髄
しんずい

で あ る  

諸
しょ

処
しょ

の 金
こん

剛
ごう

妃
ひ

の 女
にょ

陰
いん

〔vajrayoṣidbhaga〕に 住
じゅう

しておられ、 

〔ときに〕 数
かぞ

えきれないものの 中
なか

でもとくに 数
かぞ

えきれない 程
ほど

の

あらゆる 仏
ぶっ

国
こく

土
ど

の( 須
しゅ

弥
み

山
せん

の) 極
ごく

微
び

の 塵
ちり

の 数
かず

にも 等
ひと

しい 

菩
ぼ

薩
さつ

、摩
ま

訶
か

薩
さつ

がおられた。 
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Θεογονία 
αὗται μὲν θνητοῖσι  

παῤ ἀνδράσιν εὐνηθεῖσαι  

ἀθάναται γείναντο  

θεοῖς ἐπιείκελα τέκνα.  

νῦν δὲ γυναικῶν φῦλον ἀείσατε, 

ἡδυέπειαι Μοῦσαι Ὀλυμπιάδες,  

κοῦραι Διὸς αἰγιόχοιο.  
 

 

テｵｺﾞﾆｱ 
ﾊﾕﾀｲ ﾒﾝ トｩﾈｰﾄｲｽｨ ﾊﾟる ｱﾝﾄﾞｩらｽｨﾝ ｴﾕﾈｰテｲｻｲ  

ｱタ ﾅ ﾀ ｲ  ｹ ﾞ ｲ ﾅ ﾝ ﾄ  テｵ ｲ ｽ  ｴ ﾋ ﾟ ｲ ｪ ｲ ｹ ﾗ  ﾃ ｸ ﾅ 

ﾆｭﾝ ﾃﾞ ｷﾞｭﾅｲｺｰﾝ ﾋﾟｭﾛﾝ ｱｴｲｻﾃ  ﾍｰﾃﾞｭｴﾍﾟｲﾔｲ  

ﾑｰｻｲ  ｵﾘｭﾑﾋﾟﾔﾃﾞｽ   ｸｰらｲ  ﾃﾞｨﾖｽ  ｱｲｷﾞﾖｸｫｲﾖ  

 

神
しん

統
とう

記
き

   新序詞 

身は不死ながら 

打つべき身の人
おとこ

らに添寝して 

神にも似た子たちを生みたもうた女神
かたがた

は 

以上のとおり。 

さぁ 今度
こ た び

は 

女
おんな

たちの族
やから

を歌いまつれ 

神楯
アイギス

もつゼウスの娘 

オリュンポスの声甘い 

詩歌女神
ム ゥ サ

たちよ。  
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БИБЛИЯ     ТОРА 

Первая книга Моисея  Бытие 
1 В начале сотворил Бог небо и землю. 2 Зем- 

ля была пуста и пустынна, тьма была над  

пучиной, и Дух Божий веял над водами. 
3 И сказал Бог: «Да будет свет». И появился 

свет. 4 Бог увидел, как хорош свет, и отделил 

его от тьмы, 5 дал свету имя «день», а тьме ― 

имя «ночь». Настал вечер, настало утро ― 

первый день. 
 

ﾋﾞﾌﾞﾘﾔ  ﾄﾗｰ 

ﾋﾟｪｰﾙﾊﾞｬ ｸﾆｰｶﾞ ﾓｲｰｽｪｬ ﾌﾞｩｨﾃｨｪ 

1 ｳﾞ ﾅﾁｬﾚ ｿﾄｩｳﾞｫﾘﾙ ﾎﾞｰﾌ ﾈｪｰﾎﾞ ｲ ｾﾞﾑﾘｭｰ  
2 ｾﾞﾑﾘｬ ﾌﾞｩｨﾗ ﾌﾟｽﾀ ｲ ﾌﾟｽﾄｩｨｯﾅ  ﾃｨﾏ ﾌﾞｩｲﾗ ﾅﾄﾞｩ 

ﾌﾟﾁｲﾉｲｰ  ｲ ﾄﾞｩｰﾌ ﾎﾞｼﾞｲｰ ｳﾞｪﾔﾙ ﾅﾄﾞｩ ｳﾞｧﾀﾞｰﾐｲ 

 3ｲ ｽｶｻﾞﾙ ﾎﾞｰﾌ  ﾀﾞｰ ﾌﾞﾃﾞｪﾄｩ ｽｳﾞｨｪｰﾄｩ   

ｲ ﾊﾟｲｳﾞｨﾙｰｽｬ ｽｳﾞｨｪｰﾄｩ   
4 ﾎﾞｰﾌ ｳｳﾞｨﾃﾞﾙ  ｶｸ ﾊﾗｼｭ ｽｳﾞｨｪｰﾄｩ   

ｲ ｱｯﾁﾞｪｰﾘﾙ ｴｳﾞｫｰ ｱﾄｩ ﾃｨﾑｩｨ   
5 ﾀﾞﾙ ｽｳﾞｨｪｰﾄｩｳ ｲｰﾐｬ  ﾁﾞｪｰﾆ  ｱ ﾃｨﾒ ｲｰﾐｬ  ﾉｰﾁ 

ﾅｽﾀﾙ ｳﾞｨｪｰﾁﾙ  ﾅｽﾀﾛ ｳｰﾄﾗ  ﾋﾟｪｰﾙｳﾞｲ ﾁﾞｪｰﾆ 

ロシア語
ご

訳
やく

 聖
せい

書
しょ

 

創
そう

世
せい

記
き

 

1元始
はじめ

に神
かみ

天
てん

地
ち

を造
つく

れり。 

2地
ち

は 形
かたち

なく虚
むな

しくして、 

暗
やみ

は淵
ふち

の 面
おもて

に在
あ

り、 

神
かみ

の神
しん

゜水
みづ

の 面
おもて

に覆
ふ

育
いく

せり。  

3 神
かみ

曰
い

へり、 光
ひかり

あるべし。 即
すなはち

光
ひかり

成
な

れり。 

4 神
かみ

光
ひかり

を観
み

て善
よし

とせり、 

神
かみ

光
ひかり

を暗
やみ

より判
わか

てり。 

5 神
かみ

光
ひかり

を昼
ひる

と名
な

づけ、 

暗
やみ

を夜
よる

と名
な

づけたり。 

夕
ゆふ

あり、朝
あさ

あり、是
こ

れ一
いち

日
じつ

なり。 『正教会訳聖書』 
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НОВЫЙ ЗАВЕТ  от Матфея 6.9-6.13 

Мои девушки 

  Отец наш на Небесах! 

  Да будет свято имя Твое, 
10 да придет Царство Твое, 

  да исполнится и на земле воля Твоя, 

как на Небе. 
11 Дай нам сегодня насущный наш хлеб. 
12 И прости нам наши долги, 

как и мы прощаем тем, кто нам должен. 
13 Не подвергай нас испытанию, 

но защити нас от Злодея. 
 

天
てん

主
しゅ

経
けい

 

 我
わ

が乙
おと

女
め

らよ 

天
てん

に在
いま

す我
われ

等
ら

の父
ちち

よ。 

願
ねがはく

は爾
なんぢ

の名
な

は聖
せい

とせられ。 

10 爾
なんぢ

の國
くに

は來
きた

り。 

爾
なんぢ

の旨
むね

は天
てん

に行
おこな

はるるが如
ごと

く、 

地
ち

にも行
おこな

はれん。 

11我
わ

が日用
にちよう

の糧
かて

を今
こん

日
にち

我
われ

等
ら

に與
あた

へ給
たま

へ。 

12
１２

我
われ

等
ら

に債
おひめ

ある者
もの

を我
われ

等
ら

免
ゆる

すが如
ごと

く、 

我
われ

等
ら

の債
おひめ

を免
ゆる

し給
たま

へ。 
13
１３

我
われ

等
ら

を 誘
いざなひ

に導
みちび

かず、 

猶
なほ

我
われ

等
ら

を凶
きょう

惡
あく

より救
すく

ひ給
たま

へ。 
 

蓋
けだ

し國
くに

と權
けん

能
のう

と光
こう

榮
えい

は 爾
なんぢ

父
ちち

と子
こ

と聖
せい

神
しん

゜に歸
き

す、 

今
いま

も何時
い つ

も世
よ

々
よ

に。 

「アミン」。  
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🌱☮ 

🕎 
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✡  
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נַּ״ךְ  תַּ
  בראשיתَّ

ים  ְ ְאֱלֹה  אְ   ְ רָּ יתְבָּ  ְ ש  רֵאְ   [סא]ְ 1ְְ1ְְְְבְּ

רֶץ׃ְ  ְ אָּ ת ְְהְָּ אְֵ  ם ְְְוְּ י   ְ מַּ שָּ ת ְְהַּ  אְֵ 

הוְְּ ב ְ  הְת  ְהוּ  ְוָּ  ְ תָּ יְּ רֶץְהָּ  ְ אָּ  הְָּ  2ְוְּ

ח ְ  ְוְּ לְשֶ  נֵי ְ ־ ךְעַּ הְ ְפְּ םתְּ ََّّו   

ְ ר  חֶ ְ אֱלֹה ְ ְחְַּ וּוְּ רַּ ליםְמְּ נֵיְ ־פֶתְעַּ ְ ְְפְּ מָּ םהָּ ׃ְי   

ר׃ְ י־א ְו  ה  ַֽיְּ רְוַּ  ְא ְו  יְ   ְ ה  יםְיְּ  ְ ְאֱלֹה  אמֶרְ  י ְ   3ְוְַּ

בְְ  יְ־ט ְו  רְכ  א ְו  יםְאֶת־הָּ  ְ אְאֱלֹה  יַּ ַֽרְּ  4ְוַּ

יַּבְְּ  א ְיםְבְֵ לְאֱלֹה ְ דְֵ וַּ רְוּבְֵ יןְהָּ ח ְ ו   ََّّ׃שֶךיןְהַּ

הְ  לָּ יְּ  ְ אְלָּ רָּ  ְ שֶךְקָּ ח  ְ  לַּ םְוְּ ו  ְיְ  רְ  ו  אְ  יםְ|ְלָּ  ְ אְאֱלֹה   ְ רָּ  5ְוַּ יקְּ

ַֽَّ יוַּ  ה  ַֽעְֶ ־יְּ יְרֶבְוַּ  ה  ם ְקֶרְיְ ב ְ ־יְּ ְ ְְו  ׃דאֶחָּ   

 

ｯタﾅﾌ 

ヴｪれｼｨトｩ 
1ｯﾍﾞれｼｨトｩ ｯﾊﾞらｧ ｴﾛﾋｨﾑ ｴト ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪｴト ﾊｱれﾂ  
2ｳﾞｪﾊｱれﾂ ﾊｲｪタｰ トﾌゥ ｳﾞｧヴｫﾌゥ  

ｳﾞｪホｼｪﾌ ｱﾙｯﾍﾟﾈｨ テﾎｫﾑ  

ｳﾞｪるゥｱハ ｴﾛﾋｨﾑ ﾒらヘﾌｪトｩ ｱﾙｯﾍﾟﾈｨ ﾊｯﾏｲﾑ  
3ｳﾞｧｯﾖォﾒる ｴﾛﾋｨﾑ ｲｪﾋｨ ｵｫる ｳﾞｧｲｪﾋｨｵｫる  
4ｳﾞｧｯﾔれェ ｴﾛﾋｨﾑ ｴトｩﾊｵｫる ｯｷｨﾄｫﾌﾞ  

ｳﾞｧｯﾔヴｪｯﾃﾞﾙ ｴﾛﾋｨﾑ ｯﾍﾞｨﾝ ﾊｵｫる ｳヴｪｨﾝ ﾊホｼｪﾌ  
5ｳﾞｧｯｲｸｪらァ ｴﾛﾋｨﾑ ﾗｵｫる ﾖｫﾑ ｳﾞｪﾗホｼｪﾌ ｸｧらァ ﾗｲｪﾗｰ  

ｳﾞｧｲｪﾋｨエれヴ ｳﾞｧｲｪﾋｨヴｫｸｪる ﾖｫﾑ ｴハｰﾄﾞｩ  

 

1 初め神は天と地を創造された。 

2 地は混沌として、 

闇が深淵の面
おもて

にあり、 

神の霊が水の面を動いていた。 

3 神は言われた。「光あれ。」 

すると、光があった。 

4 神は光を見て、良しとされた。 

神は光と闇を分け、 

5 光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。 

夕べがあり、朝があった。第一の日である。 
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כ ְ 2َّ1َََّّّפ יְּ שְְְָּוּלְ וַּ ְ הַּ םְמַּ  י 

 ְ אָּ הָּ  רֶץוְּ

ל כָּ בְָּ ־ וְּ ְ צְּ  ׃ְםאָּ
2ְ ְ כַּ יְּ יםְ ְלְ וַּ  אֱלֹה 

שְְּיְ בְַּ םְהַּ יע ְ ו   יב 

ת ְ אכְּ לַּ ְאֲשְֶ מְּ ְ َّרו  שָּ  הְעָּ

יְ  ְוַּ שְְּיְ בְְַּת ְבְ שְּ  םְהַּ יע ְ ו   יב 

כְָּ ת ְ־ למ  אכְּ לַּ ְ אֲשְֶ َّוְ מְּ שָּ  ׃ְהרְעָּ
3ְ ְ בָּ יְּ יםְ ְרֶךְ וַּ  אֱלֹה 

שְְּיְ ־אֶת םְהַּ יע ְ ו   יְב 

דְֵ  קַּ יְּ ת ְְשְוַּ  וְ א 

 ְ ְשְָּיְבְ כ  ת ְו   בַּ

כְָּ ת ְ־ למ  אכְּ לַּ  וְ מְּ

ְ בְָּ־ראֲשְֶ ְ ְאְ רָּ  יםאֱלֹה 

עֲש ְ תלַּ  ׃ו 
 

 

2 1 こうして天と地、そしてその森羅万象が完成した。 

2 第 七 の 日 に 、 神 は そ の 業 を 完 成 さ れ 、 

 第七の日に、そのすべての業を終えて休まれた。 

3 神は第七の日を祝福し、これを聖別された。その日、 

 神は救済創造の業を終え御仕事を休まれたからである。 

『タナハ』律法
ﾄ ｰ ﾗ ｰ

 創世記 天地の創造  
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シェマア・イスラエル 

 ְ מַּ ְ ְעשְּ הוָּ הְ׀ְאֶחָּ ינוְּיְּ הוָּ הְאֱלֹהֵ  לְיְּ אֵ  רָּ שְּ ׃ְדְי   
ｼｪﾏア ｲｽｪらｴﾙ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｨﾇｩ ｱﾄﾞﾅｲ ｴハｰﾄﾞｩ 

「聴
き

こう、おう、イスラエル、 

 主
しゅ

は 私
わたし

たちの神
かみ

、主
しゅ

こそ一
いつ

。」 

申命記 6 章 4 節 

夕
せき

朝
ちょう

の祈り 

(日
ひ

毎
ごと

に二
に

回
かい

以
い

上
じょう

 唱
とな

える) 

 
 

תָּ ְ בְּ הַּ אָּ  ְְוְּ  

ת הוָּ הְאֵ  יךְָיְּ ְְאֱלֹהֶ   

ךְָ  בְּ בָּ ל־לְּ כָּ ְְבְּ  

ךְָ  שְּ ל־נַּפְּ כָּ ְְוּבְּ  

ךָ׃ דֶ  א  ל־מְּ כָּ ְְוּבְּ  
 

あなたは心を尽くし、 

魂を尽くし、 

力を尽くして、 

あなたの神、 

主を愛しなさい。 
申命記 6 章 5 節 
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 דבריְהימיםְבְ
 

ס23ְְְסְְَّ רַּ  לֶךְפָּ רֶשְ׀ְמֶ  ו  רְכ  מַַּ֞ ה־אָּ  כ 

ת ו  כ  לְּ מְּ ל־מַּ יְְََّّכָּ ןְל   ְנָּ תַּ רֶץ  אָּ   הָּ

םְְ י  מַּ  שָּ ְהַּ י  ְאֱלֹהֵ  ה   הוָּ  יְּ

ד קַּ  וּא־פָּ ה  ְְَّוְּ י  לַּ  עָּ

תְְ י  ְבַּ  ו  ת־ל  ו  נ  בְּ  ל 

ה יהוּדָּ  רְב   ְאֲשֶ  ם  לַּ  ירוּשָּ  َّב 

ְְ ו  מ  ל־עַּ כָּ כֶ םְמ  י־בָּ  מ  

ְְ ו  מ  ְע  ו  י  ְאֱלֹהָּ  הוָּ ה   יְּ

ל׃ עַּ  יָּ    וְּ
 

ｯｺｰｱﾏる ｯｺｫれｼｭ ﾒﾚﾌ ｯﾊﾟﾗｽ  

ｯｶﾙﾏﾒﾙﾎｫﾄｩ ﾊｱれﾂ ﾅタﾝ ﾘｨ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｨ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ  

ｳﾞｪﾌゥﾌｧｸｧﾄﾞｩ アﾗｨ ﾘヴｪﾉｫﾄｩﾛｫ ヴｧｲﾄｩ ｯﾋﾞｨるゥｼｬﾗﾐ  

ｱｼｪる ｯﾋﾞｨﾕゥﾀﾞｰ  

ﾐｰヴｧへﾑ ﾐｯｶﾙｱｯﾓｫ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾊｲウ イｯﾓｫ  

ｳﾞｪﾔｰアﾙ  

 

 ペルシアの王、キュロスはこのように言う。 

「天の神、主は地上のすべての王国を私に与えられ、 

ユダのエルサレムに神殿を建てることを私に任された。

あなたがたの中で主の民に属する者は誰でも、その神、

主がその人と共におられるように。その者は上って行き

なさい。」 

『タナハ』諸 書
ｹﾄｩｰﾋﾞｰﾑ

 歴代誌 下  王とバビロン捕囚  
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古
事
記 

上
巻 

序
并 
 

 

コ
ジ
キ 

ジ
ョ
ウ
カ
ン 

ジ
ョ
ヘ
イ 

ｼﾝ  ｱﾝ ﾏﾝ ﾘｮ  ｹﾞﾝ  ﾌ ｺﾝ ｹﾞﾝ  ｷ ｷﾞｮｳ ｷ ｼｮｳ ﾐ  ｺｳ   ﾑ  ﾒｲ  ﾑ  ｲ  ｽｲ  ﾁ  ｷ   ｹｲ  
臣
安
萬
侶
言
夫
混
元
既
凝
氣
象
未
效
無
名
無
為
誰
知
其
形 

ｾﾞﾝ  ｹﾝ ｺﾝ ｼｮ ﾌﾞﾝ  ｻﾝ ｼﾝ  ｻ ｿﾞｳ  ｹ  ｼ  ｼｭ  ｲﾝ ﾖｳ  ｼ  ｶｲ   ﾆ  ﾚｲ ｲ  ｸﾞﾝ ﾋﾟﾝ ｼ  ｿ  

然
乾
坤
初
分
参
神
作
造
化
之
首
隂
陽
斯
開
二
霊
為
羣
品
之
祖 

ｼｮ  ｲ  ｼｭﾂ ﾆｭｳ ﾕｳ ｹﾝ  ｼﾞﾂ ｹﾞﾂ ｼｮｳ ｵ  ｾﾝ ﾓｸ  ﾌ  ﾁﾝ ｶｲ ｽｲ  ｼﾞﾝ ｷﾞ ﾃｲ  ｵ ｼﾞｮｳ ｼﾝ  

所
以
出
入
幽
顕
日
月
彰
於
洗
目
浮
沉
海
水
神
祇
呈
於
滌
身 

古
ふ
る

事
こ
と

記
ふ
み 

上
か
み

つ
巻

ま
き 

序
を
并

あ
は

せ
つ 

 

 

臣
や
つ
か
れ

、
安

や
す

萬ま

侶ろ

、
言

ま
を

す
。
夫そ

れ
、

混

元

ま
ろ
か
れ
た
る
も
の

既
す
で

に
凝こ

り
て
、

気

象

い
き
か
た
ち

効
あ
ら
は

れ
ず
、
名な

も
無な

く
為

わ
ざ

も
無
く
、
誰

た
れ

か
其そ

の

形
か
た
ち

を
知
ら
む
。 

然
し
か

れ
ど
も
、
乾
坤

あ
め
つ
ち

初
め
て
分
か
れ
て
、

参

み
は
し
ら
の

神
か
み

、
造
化

あ

め

の

首
は
じ
め

と
作な

り
、
陰
陽

め

を

斯
こ
こ

に
開

ひ
ら

け
て
、

二

ふ
た
は
し
ら
の

霊
か
み

、
羣
品

よ
ろ
づ

の
祖

お
や

と
為な

れ
り
。 

所
以

こ
の
ゆ
ゑ

に
、

幽

よ
も
つ
く
に

と

顕

う
つ
し
く
に

に
出い

で
入い

り
、
日ひ

と
月

つ
き

と
目
を
洗

あ
ら

ふ
に

彰
あ
ら
は

れ
、
海
水

う
し
ほ

に
浮う

き
沈

し
づ

み
て
、

神

あ
ま
つ
か
み

と

祇

く
に
つ
か
み

、
身
を
滌

す
す

く
に

呈
あ
ら
は

る
。 
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君
きみ

が代
よ

は   

千代
ち よ

に八千代
や ち よ

に   

さざれ石
いし

の   

いわおとなりて   

苔
こけ

のむすまで   

 

―君
きみ

が代
よ

、日本
に ほ ん

の国歌
こ っ か
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Kamuichikap kamui yaieyukar, 

“Shirokanipe ranran pishkan” 

 

“Shirokanipe ranran pishkan,  

konkanipe ranran pishkan.”  

arian rekpo chiki kane  

petesoro sapash aine,  

ainukotan enkashike  

chikush kor  

shichorpokun inkarash ko  

teeta wenkur tane nishpa ne,  

teeta nishpa tane wenkur ne  

kotom shiran.  

Atuiteksam ta ainuhekattar  

akshinotponku akshinotponai  

euweshinot korokai.  
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梟
ふくろう

の神
かみ

の 自
みずか

ら歌
うた

った 謡
うたい

 

「銀
ぎん

の 滴
しずく

 降
ふ

る降
ふ

るまわりに」 (冒頭
ぼうとう

) 

 

「銀
ぎん

の 滴
しずく

 降
ふ

る降
ふ

るまわりに,  

金
きん

の 滴
しずく

 降
ふ

る降
ふ

るまわりに. 」 

という歌
うた

を,  

私
わたし

は歌
うた

いながら  

流
なが

れに沿
そ

って下
くだ

り,  

人
にん

間
げん

の村
むら

の上
うえ

を  

通
とお

りながら下
した

を眺
なが

めると,  

昔
むかし

の 貧
びん

乏
ぼう

人
にん

が  

今
いま

 お金持
かねもち

になっていて,  

昔
むかし

の お金持
かねもち

が  

今
いま

の 貧
びん

乏
ぼう

人
にん

になっている様
よう

です.  

海
うみ

辺
べ

に  

人
にん

間
げん

の子
こ

供
ども

たちが,  

おもちゃの小
こ

弓
ゆみ

に  

おもちゃの小
こ

矢
や

をもって あそんで居
お

ります.  

『アイヌ神
しん

謡
よう

集
しゅう

』 
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☯ 
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論

ル
ゥ
ェ
ン2

語
ユ
イ
ー3 

卷
ヂ
ュ
ァ
ン3

第
デ
ィ
ー4

一イ
ー1 

學
シ
ュ
エ2

而
ウ
ー
ァ
ル2

第
デ
ィ
ー4

一イ
ー1 

子ヅ
ゥ3

曰ュ
エ1

、
 

學
シ
ュ
エ2

而
ウ
ー
ァ
ル2

時
シ
ィ
ー2

習
シ
ィ
ー2

之
ヂ
ィ
ー1

、

不
プ
ゥ
ー4

亦イ
ー4

説
シ
ゥ
ェ
イ4

乎
フ
ゥ
ー1

、

 

有
イ
ォ
ウ3

朋
パ
ァ
ン2

自ヅ
ゥ4

遠
ユ
ァ
ン3

方
フ
ァ
ン1

來
ラ
ァ
ィ2

、

不
プ
ゥ
ー4

亦イ
ー4

樂ュ
エ4

乎
フ
ゥ
ー1

、

 

人
レ
ェ
ン2

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

而
ウ
ー
ァ
ル2

不
プ
ゥ
ー4

慍
ユ
イ
ン4

、

不
プ
ゥ
ー4

亦イ
ー4

君
ヂ
ュ
ィ
ン1

子ヅ
ゥ3

乎
フ
ゥ
ー1

、 
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子シ

の

曰
の
た
ま

わ
く
、 

学ま
な

び
て
時と

き

に
こ
れ
を
習な

ら

う
、
亦ま

た

説
よ
ろ
こ

ば
し
か
ら
ず
や
。 

朋と
も

あ
り
、
遠エ

ン

方ポ
ウ

よ
り
来き

た
る
、
亦
た
楽た

の

し
か
ら
ず
や
。 

人ひ
と

知し

ら
ず
し
て
、
慍う

ら

み
ず
、
亦
た
君ク

ン

子シ

な
ら
ず
や
。 

『
論ロ

ン

語ゴ

』(

文
頭)
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論

ル
ゥ
ェ
ン2

語
ユ
イ
ー3 

卷

ヂ
ュ
ァ
ン3

第
デ
ィ
ー4

十
シ
ィ
ー2 

堯
ィ
ア
ォ2

曰
ュ
エ1 

第
デ
ィ
ー4

二

ウ
ー
ァ
ル4

十
シ
ィ
ー2 

 

 
 

孔
コ
ォ
ン3

子
ヅ
ゥ3

曰
ュ
エ1

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

命
ミ
ィ
ン4

、

無
ウ
ー2

以
イ
ー3

爲
ウ
ェ
イ2

君

ヂ
ュ
ィ
ン1

子
ヅ
ゥ3

也
イ
エ3

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

禮
リ
ィ
ー3

、

無
ウ
ー2

以
イ
ー3

立
リ
ィ
ー4

也
イ
エ3

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

言
イ
ェ
ン2

、

無
ウ
ー2

以
イ
ー3

知
ヂ
ィ
ー1

人
レ
ェ
ン2

也
イ
エ3

、 
 

論

ル
ゥ
ェ
ン2

語
ユ
イ
ー3 

卷

ヂ
ゥ
ァ
ン3

第
デ
ィ
ー4

十
シ
ィ
ー2 

終
ヂ
ォ
ン1 
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孔コ

ウ

子シ

の

曰
の
た
ま

わ
く
、 

命メ
イ

を
知し

ら
ざ
れ
ば
、
以も

っ

て
君ク

ン

子シ

た
る
こ
と
無な

き
な
り
。 

礼レ
イ

を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
立た

つ
こ
と
無
き
な
り
。 

言ゲ
ン

を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
人
を
知
る
こ
と
無
き
な
り
。 

 

『
論ロ

ン

語ゴ

』
全
十
巻 

二
十
篇 

五
百
十
二
章 
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バガヴァッド・ギーター 

神の詩 

 

श्रीभगवानवुाि ।  

シュリーﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧｰﾇｩｳﾞｧｰﾁｬ   

कुतस््वा कश्मलधमद ंधविमे समपुधस्थतम ्।  
ｸｩﾀｽﾄｩｳﾞｧｰ  ｶシュﾏ La ﾐﾀﾞﾝ  ｳﾞｨｼｬﾒｰ  ｻﾑｩﾊﾟｽﾃｨﾋﾀﾑ   

अनायवजषु्टमस्वर्गयवमकीधतवकरमजुवन ॥ २ ॥  
ｱﾅｰﾘｬｼﾞｭｩｼｭタﾏｽｳﾞｧﾙｷﾞｬﾏｷｰﾙﾃｨｶﾗﾏﾙｼﾞｭｩﾅ   

चलयब्यं मा स्म गमः पाथव नयतत्त्वय्यपुपद्यते ।  
klai ﾋﾞｬﾝ  ﾏ  ー  ｽﾏ  ｶﾞﾏﾊ  ﾊﾟｰﾙﾀﾊ  ﾅｲﾀｯﾄｩｳﾞｧｯﾕｩﾊﾟﾊﾟﾃﾞｬﾃ  ー   

क्षदु्र ंहृदयदौबवल्य ं्यत्त्वोधत्तष्ठ परन्त्तप ॥ ३ ॥  
ｸｼｭｩﾄﾞｩﾗﾝ  ﾌりﾀﾞﾔﾀﾞｳﾙﾊﾞLyaﾝ  ﾃｬｯﾄｩｳﾞｫｰｯﾃｨｼｭタﾊ ﾊﾟﾗﾇﾀﾊ  ゚   

 

 

 

聖
せい

なる方
かた

は諭
さと

しました。 

危
き

難
なん

に際
さい

し、この臆
おく

気
き

、いず方
かた

よりか、 

アルジュナよ、そなたのうちに生
しょう

じ来
き

たれる。 

そは卑
ひ

賤
せん

なるもののならい、 

天
てん

上
じょう

界
かい

に導
みちび

かず、恥
ち

辱
じょく

をもたらす。(２：2)［049］ 

女
め

々
め

しきにつく勿
なか

れ。プリター夫
ふ

人
じん

の御
み

子
こ

よ。 

こはそなたにそぐわず。 

卑
いや

しかるべき懦
だ

弱
じゃく

 抛
なげう

ち、 

立
た

て、剛
ごう

勇
ゆう

 手
て

ききの精兵
つわもの

よ。(２：3)［050］ 
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अर्जनु उवाच ।  

नष्टो मोहः स्मतृिर्बु्धा त्वत्रसादान्मयाच्यजि ।  

स्स्ििोऽस्स्म गिसन्देहः करिष्ये वचनं िव ॥ ७३ ॥  
 

 

ｱﾙｼﾞｭｩﾅ  ｳｳﾞｧｰﾁｬ   

ﾅｼｭトー  ﾓｰﾊﾊ  ｽﾑりﾃｨﾙ La ﾌﾞﾀﾞﾊ  ー   

ﾄｩｳﾞｧﾄｩﾌﾟﾗｻｰﾀﾞｰﾇﾏﾔｰﾁｭﾕｩﾀ   

ｽﾃｨﾋﾄｰ’ｽﾐ  ｶﾞﾀｻﾇﾃﾞｰﾊﾊ   

ｶﾘｼｭｨｪｰ  ｳﾞｧﾁｬﾅﾝ  ﾀｳﾞｧ   

 

アルジュナ王
おう

子
じ

は答
こた

えました。 

迷
まよ

いは失
う

せ、記
き

憶
おく

は、不
ふ

揺
よう

不
ふ

滅
めつ

の方
かた

よ、 

御
おん

身
み

の御
み

恵
めぐ

みゆえ、われにより得
え

られたり。 

疑
ぎ

迷
めい

は去
さ

り、われ確
かっ

固
こ

たり。 

御
おん

身
み

の御
み

言
こと

葉
ば

を果
は

たさん。(１８：73)［695］  
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यत्र योगेश्विः  
कृष्णो यत्र पािो धनजधिुः ।  
ित्र श्रीर्वरु्यो  
भूतिर्ध्जवुा नीतिमतुिममु ॥ ७८ ॥  
ﾔﾄｩﾗ  ﾖｰｹﾞｰシュヴァﾗﾊ   

ｸりｼｭノｰ  ﾔﾄｩﾗ  ﾊﾟｰﾙﾄﾎｰ  ﾀﾞﾊﾇｩﾙﾀﾞﾊﾗﾊ   

ﾀﾄｩﾗ  シュリーﾙｳﾞｨｼﾞｬﾖｰ   

ﾌﾞﾌｩｰﾃｨﾙﾄﾞｩﾌﾙｩｳﾞｧ  ー  ﾆｰﾃｨﾙﾏﾃｨﾙﾏﾏ    

॥ समाप्त ंभगवद्गीिा ॥  
ｻﾏｰﾌﾟﾀﾝ ﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧﾄﾞｩｷﾞｰﾀｰ  
 

 

不可思議
ヨ ー ガ

力
りょく

の主
しゅ

クリシュナの在
いま

すところ、 

プリター夫
ふ

人
じん

の御
み

子
こ

、(無
む

双
そう

の)弓
ゆみ

取
と

りあるところ、 

そこには、幸
こう

運
うん

、 勝
しょう

利
り

、繁
はん

栄
えい

と、 

確
かく

たる正
ただ

しきご政
せい

道
どう

ありとは、 

わが信
しん

ずるところです。(１８：78)［700］  

バガヴァッド・ギーター、ここに完結す  
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聖
せい

音
おん

 

オーン： ॐ  ओम ् oṃ  

フーン： हूूँ   hūṃ  

パット： फट  phaṭ  

ブルン： भ्ू ं bhrūṃ  

 

真
しん

言
ごん

  

マントラ：मन्त्र  Mantra 

スヴァーハー：स्वाहा  svāhā 

 

生
せい

の基
き

礎
そ

 

バクティ भक्ति  Bhakṭi 

信
しん

愛
あい

：最
さい

高
こう

神
しん

への帰
き

依
え

 

 

プルシャールタ：人
じん

生
せい

の目
もく

標
ひょう

 

पजरुषाि ु Puruṣ a rṭha 

ダルマ：義
ぎ

 धम ु Dharṃa 

アルタ： 共
きょう

同
どう

体
たい

 अि ु Arṭha 

カーマ：快
かい

楽
らく

 काम  Ka ṃa 

モークシャ：解
げ

脱
だつ

正
せい

常
じょう

 मोक्ष  Mokṣ a 

 

私
わたし

の根
こん

源
げん

、被
ひ

創
そう

造
ぞう

の目
もく

的
てき

 

アートマン：真
しん

我
が

 आत्मन ् A ṭṃan  
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🕉 

  



49 

☦ 
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Βίβλος 

ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 
 

3 Μακάριοι οἱ πτωχοὶ τῷ πνεύματι,  

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία  

τῶν οὐρανῶν. 

4 μακάριοι οἱ πενθοῦντες,  

ὅτι αὐτοὶ παρακληθήσονται.  

5 μακάριοι οἱ πραεῖς,  

ὅτι αὐτοὶ κληρονομήσουσιν τὴν γῆν.  

6 μακάριοι οἱ πεινῶντες  

καὶ διψῶντες τὴν δικαιοσύνην,  

ὅτι αὐτοὶ χορτασθήσονται.  

7 μακάριοι οἱ ἐλεήμονες,  

ὅτι αὐτοὶ ἐλεηθήσονται.  

8 μακάριοι οἱ καθαροὶ τῇ καρδίᾳ,  

ὅτι αὐτοὶ τὸν θεὸν ὄψονται.  

9 μακάριοι οἱ εἰρηνοποιοί,  

ὅτι αὐτοὶ υἱοὶ θεοῦ κληθήσονται.  

10 μακάριοι οἱ δεδιωγμένοι  

ἕνεκεν δικαιοσύνης,   

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία  

τῶν οὐρανῶν.  
 

11 μάκαριοί ἐστε ὅταν ὀνειδίσωσιν ὑμᾶς 

καὶ διώξωσιν καὶ εἴπωσιν  

πᾶν πονηρὸν καθ᾽ ὑμῶν [ψευδόμενοι] ἕνεκεν ἐμοῦ.  

12 χαίρετε καὶ ἀγαλλιᾶσθε,  

ὅτι ὁ μισθὸς ὑμῶν πολὺς ἐν τοῖς οὐρανοῖς ̇  

οὕτως γὰρ ἐδίωξαν τοὺς προφήτας τοὺς πρὸ ὑμῶν.  
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3 「神心の人々は、幸いである    

天の国はその人たちのものである。 

4 かなしむ人々は、幸いである 

その人たちは慰められる。 

5 へりくだった人々は、幸いである    

その人たちは好地を受け継ぐ。 

6 正義をよく求める人々は、幸いである    

その人たちは満たされる。 

7 憐れみ深い人々は、幸いである    

その人たちは憐れみを受ける。 

8 心の清い人々は、幸いである    

その人たちは神を見うる。 

9 平和を造る人々は、幸いである    

その人たちは神子と呼ばれる。 

10 正義の為 迫られた人々は、幸いである 

天の国はその義人たちのものである。 
 

11 わたしのために、呻かれ、迫られ、 

身に覚えのないことであらゆる口遊を 

浴びせられるとき、あなたがたは 

幸いである。 

12 喜びなさい。大いに喜びなさい。 

天には大きな報いがある。あなたがた 

より前の預言者たちも、同じように 

乗り越えたのである。」 

 

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 

5 章 3 節～12 節 

山上の説教 八福〔真福〕 The Beatitudes 

  



52 

Βίβλος   ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 
The Genealogy of Jesus Christ 

1 Βίβλος γενέσεως 

Ἰησοῦ Χριστοῦ 

υἱοῦ Δαυὶδ υἱοῦ Ἀβραάμ. 
ﾋﾞﾌﾞﾛｽ ｹﾞﾈｾｵｰｽ 

ｲｴｽｰ くりｽﾄｩｰ 

ﾋｭｲﾕｰ ﾀﾞﾕｲﾄﾞｩ ﾋｭｲﾕｰ ｱﾌﾞらｱﾑ 
1アブラハムの子の、ダビデの子の、 

イェス・キリストの系図。 

 

Ἀγαπήσεις κύριον τὸν θεόν σου  

ἐν ὅλῃ τῇ καρδίᾳ σου  

καὶ ἐν ὅλῃ τῇ ψυχῇ σου  

καὶ ἐν ὅλῃ τῇ διανοίᾳ σου ̇   
 

『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、 

あなたの神である主を愛しなさい。』 

マタイによる福音書 22 章 37 節 

 

頌
しょう

栄
えい

 
Δόξα ἐν ὑψίστοις θεῷ  

καὶ ἐπὶ γῆς εἰρήνη  

ἐν ἀνθρώποις εὐδοκίας.  
 

♫「いと高きところに 栄光が 神にあるように 
地の上に平和が 御心に 適う人々にあるように」♬ 

 ルカ による福音書 2 章 14 節 
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ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 

ｶﾀ ﾏｯﾀｲﾖﾝ 
マタイによる福音書 

Κυριακή προσευχή 

ｷｭﾘﾔｹｰ ﾌﾟﾛｾﾕｸｪｴｰ 

主の祈 

Παρθένες
パ ル テ ネ ス

 μου
ム ー

    

Πάτερ ἡμῶν ὁ ἐν τοῖς οὐρανοῖς  ̇   

ﾊﾟﾃﾙ ﾍｰﾓｰﾝ ﾎ ｴﾝ ﾄｲｽｰﾗﾉｲｽ  

ἁγιασθήτω τὸ ὄνομά σου ̇  

ﾊｷﾞｱｽﾃｰﾄｰ ﾄ ｵﾉﾏ ｽｰ  

10 ἐλθέτω ἡ βασιλεία σου  ̇     

ｴﾙﾃﾄｰ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｰｱｰ ｽｰ  

γενηθήτω τὸ θέλημά σου,  

ｹﾞﾈｰﾃｰﾄｰ ﾄ ﾃﾚｰﾏ ｽｰ  

ὡς ἐν οὐρανῷ καὶ ἐπὶ γῆς  ̇   

ﾎｰｾﾇｰﾗﾉｰｲ ｶｲ ｴﾋﾟ ｹﾞｰｽ  

11 τὸν ἄρτον ἡμῶν τὸν ἐπιούσιον  

ﾄﾅﾙﾄﾝ ﾍｰﾓｰﾝ ﾄﾈﾋﾟｳｰｽｨｵﾝ  

δὸς ἡμῖν σήμερον  ̇   

ﾄﾞｽ ﾍｰﾐｰﾝ ｾｰﾒﾛﾝ  

12 καὶ ἄφες ἡμῖν τὰ ὀφειλήματα ἡμῶν,   

ｶｲ ｱﾍﾟｽ ﾍｰﾐｰﾝ ﾀ ｵﾍﾟｰﾚｰﾏﾀ ﾍｰﾓｰﾝ  

ὡς καὶ ἡμεῖς ἀφήκαμεν τοῖς ὀφειλέταις ἡμῶν ̇   

ﾎｰｽ ｶｲ ﾍｰﾒｰｽ ｱﾍﾟｰｶﾒﾝ ﾄｲｿﾍﾟｰﾚﾀｲｽ ﾍｰﾓｰﾝ 

13 καὶ μὴ εἰσενέγκῃς ἡμᾶς εἰς πειρασμόν,   

ｶｲ ﾒｰ ｴｰｾﾈﾝｹｰｲｽ ﾍｰﾏｰｽ ｴｰｽ ﾍﾟｰﾗｽﾞﾓﾝ  

ἀλλὰ ῥῦσαι ἡμᾶς ἀπὸ τοῦ πονηροῦ.   

ｱｯﾗ ﾘｭｰｻｲ ﾍｰﾏｰｽ ｱﾎﾟ ﾄｩｰ ﾎﾟﾈｰﾙｰ 

 

ὅτι σοῦ ἐστιν ἡ βασιλεία  

ﾎﾃｨ ｽｰ ｴｽﾃｨﾝ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｰｱｰ    

καὶ ἡ δύναμις  

ｶｲ ﾍｰ ﾃﾞｭﾅﾐｽ  
καὶ ἡ δόξα εἰς τοὺς αἰῶνας. ἀμήν.  

ｶｲ ﾍｰ ﾄﾞｸｻ ｴｰｽ ﾄｩｰｻｲﾖｰﾅｽ ｱﾒｰﾝ 

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 

6 章 9 節～13 節 主の祈
いのり

、頌栄
しょうえい
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ت ََّّفِيهِن َّ َ حِسَان ََّّخَيۡر   

 

リンク集 

サイト：https://sites.google.com/view/myouway-fujiwara/ 

ホームページ：https://fujiwarakensuke.wixsite.com/myouway  

Weblog：http://fujiwarakensuke2020.blog.jp/ 

http://akesityou.blog.jp/ (参考文献 等) 

キーワード：FUJIWARAKensuke 

E-mail：fujiwarakensuke@gmail.com 

TEL(Mobile)：080-5331-6291 

PayPal.Me(Donations)：https://paypal.me/fujiwarakensuke 
 

口座 : Bank account 

ゆうちょ銀行  

【店名】四三八 (読み ヨンサンハチ)         

【店番】438         

【預金種目】普通預金         

【口座番号】3648559 

 

『ぁけふじピョウ』 

『天界聖祈』 

 

َّ    ﷽

  

https://sites.google.com/view/myouway-fujiwara/
https://fujiwarakensuke.wixsite.com/myouway
http://fujiwarakensuke2020.blog.jp/
http://akesityou.blog.jp/
mailto:fujiwarakensuke@gmail.com
https://paypal.me/fujiwarakensuke
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あ 

り 

が 

と 

う 

主 

  

ت ََّّفِيهِن َّ َ حِسَان ََّّخَيۡر   
 

ت َّ َ قۡصُور  م  ٱلۡخِيَامََِّّقِىَّحُور   
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『明脂帖』 Myouwish 十二ます：勝女理天道愛最快性交 

自作 フーリー快
け

楽
らく

セックス体系：まん
万

こう
幸

語群が一、手
しゅ

明
みょう

。 
 

  
浄 

超
便
住
性 
天
携
衣
学 

理
食
眠
鍵 

Q
V

F
R

J
P

B
C

D
Z

G
X

 

足

 
尻

器

 

腹

手

背

 

胸

髪

頭 

宇

 
王

 

畏

 

永

 

亜 

金 

白 

黄 

肌 

翠 

緑 
 

水 

青 

藤 

紫 

藍 
 

桃 

赤 

朱 

橙 

黒 

銀 

в
 

х
 

я
 

р
 

古
 

露

亜

英

梵

 

欧

希

日

万 

  

光 

◆
人
獣
雷 

火
木
地
水 

風
雲
日
□ 

ン

リ

ヤ

メ

ハ

の

つ

じ

く

い 
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二〇.メハッド MeHD 

 初ﾒﾓ, 表現のコソ アったかい、 

宗教書哲学   実践伝統宗教書   快永生性教育 
体(上半身)     頭(感覚器)    (下半身)性器 

個人での伝統宗教書原典探求や学問 遵法余暇 宗教哲学生活 大自環境美処女疎通 

客観的名誉記録
性写真やアイデンティティ

   思 想 、 著 書
ぁけふじピョウや宗教物品

   想ひ出物品
主との関係の証拠

 

Easy-repeat 
0∵9 ( 自由項目 ) 

Hot-think： 

十
球Ziq 療法 

Do-secretly 
٢٠
｜|
٢٩  
(適用条件) 

∵ どうして？ 

何故ならば、～ 

    原体験と理想 

原体験の言語化 
｜| Ziq 療法          

極限 

○ どなたが、 
ご設計なさった？ 

    カテゴリー分類 

分析・再発防止 

∩伝統的世界観分析 

新鮮 

◎ なにが、 

必要？ 

    政治的解決 
着地点目標 

≧極限疎通 

善美 

▲ 叶ったら、 

次は？ 

    経験の精査 
信仰因集め 

∴思想別世界観 

指導 

■  対話は、 

  できそう？ 

    自分の信仰する 

物語の編み直し 
∈日常賛美養生法 

自省 

★  自分で、 

  できそう？ 

    自作思想の 
体系化と表現 

＝拡張勝現在 

総合 

●  何に、 

似ている？ 

     補助問題設定 

宗教や言語分析 

＋問題を宗教で解釈 

改善 

💛   How  

should I do it? 

    科学的解法枚挙 

芸術等でまとめ 
－隠された疎通法 

終始美 

▽  What is 
 the best? 

    日常聖性快自己教育 

進化信仰因 
×複分法楽リスト 

要頻用 

◇ In summary?        快幸福を享受し 

意志し続ける 
÷幸福全暗記 

長時間快 

自己の最上知(自著)構成

での対人関係メソッド 

精髄・多様・応用 etc. 

勇気を出して 

原体験記録 

徳目の修養 

チャンス 

習慣原理：第壱動因 

現世利益 天国信仰 

自浄作用 愛書主義 

快い秘密、公開の

取捨選択や保存 

信じる知性の吟味 

成長 

霊感動、 

宗教壱礼、 

弐道徳回願、 

即興芸術賛美、 

宗教生活習慣で 
機転を利かせる。

宗教以外での主 
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平安あれ、平安あれ。 

مََا  ـ مََاََّّسَلَ  ـ ت ََّّفِيهِن َََََََََََََََّّّّّّّّّّّّّّّسَلَ َ حِسَان ََّّخَيۡر   
今、なさりたいことはありますか！ 

ありがとうございます。お願いします。 

少しメモや考え事をしたいです⇒表表紙(明藤票) 

大事なことを練り、覚えたいです⇒P.001～055 

死(重要な幻想)の課題があります⇒P.056~099 

健全な自我快の基礎を学びたいです⇒P.100～349 

今、幸せな気持ちですよ！⇒P.350～399 

快幸福を上手に冷ましたいです⇒P.400～441 

老(円熟)の課題がある様ですね⇒P.442～473 

色んなことを思い出したいです⇒P.474～545 

色々考えていました、笑い。⇒P.546~555 

遊びやお話を書いてもいいかな？⇒裏表紙(手明) 

お話ししたいです⇒        (本をパラパラと見る) 

今 日 は 、 い か が で す か ？ ⇒ 極 限 疎 通 ： N A M 

課題について、お教えください。⇒大ノート疎通

今の大事な考えに注目したいです⇒小ノート 

色 々、 調 べ 物 した い で す ⇒最 先 端 ア イテ ム 

御働き、ありがとうございます！⇒宗教文読誦 

少しゆっくりしたいですね。⇒アーサナ遊び 

お時間、よろしいですか？⇒インスタント遊び 

幸せです、お祈りしたい位です！⇒主への感謝 

自作宗教：万
まん

幸
こう

教
きょう

(uia sipatekoFU)、本
ほん

教
きょう

 

自作秘密宗教：Myouway(明和道)  
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0.ぁけふじピョウ(🔯∵、010,000.、明藤表、AQE fJI pyou、……) 

0.00.明藤票(表紙) 一.～球.～三九.『天界聖祈』宗教再発見(宗教哲学) P.001～055～109 

う±61.君が代(日本の国歌)    ±00.『明脂帖』  P.110～  

き±62.古事記(ふることふみ) 

さ±63.禊祓詞(みそぎはらへのことば) 

て±64.アイヌ神謡集 

の±65.日本書紀(やまとぶみ) 

ん±66.百人一首 

丸±16.千字文   P.125～  

札±14.大学 

永±11.論語 

ॐ±22.バガヴァッド・ギーター  P.150～  

व±27.般若心経(梵文、中文、日文、和文、英文) 

A±70.弥陀の本願(梵文『無量寿経』)  P.175～  

M±76.日本仏教、歎異抄 

D±74.念仏(六字名号、南無阿弥陀仏) 

  ～創世記    P.200.±31ב

 十戒.±32ר

±33.613א のミツヴォット( ユダヤ 教の戒律 抜粋)  

 朝夕の祈り(シェマア・イスラエル)、御言葉(みことば).±34ש

 歴代誌.±35יְ

th±88.創世記+主の祈り(各国語訳、ラテン文字) P.225～  

α±41.系図    P.250～  

μ±42.八福(山上の説教) 

η±43.主の祈 

ν±44.ヨハネの黙示録 

Б±97.秘密集会タントラ   P.275～  

о±99.神統記 (ギリシア神話) 

г±98.創世記+主の祈り(各国語訳、世界の文字) 

  ～開扉(アル ファーティハ)  P.300.51±ب

 慈愛ゆかしき御方(アルっらふマーン).55±س

アッラーフの.50±م 99 の美名、数秘術(記数法) 

±C0.世界の数字   P.325～  

±C2.世界の言語 

±A4.想ひ出 女性   P.350～  

±A1.想い出 経験論         

000.快永生一般知(幸福クーリング)   000.『藤𠩤統治経』P.400～  

 210.万皇記 

 0000.〽         0000.『ケンスケサマ』P.546～  

 1500.      

5500.    

0.40.著者紹介(藤𠩤 研介)   P.557～  

0.41.     

0.42.奥書(おうしょ)   P.560   

0.43.手明(しゅみょう、裏表紙)        
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幽隠王 実在！ 

 
 土
士

 王 

十主 

皇玉 

☷ 
王望 我信宗教。 

御
誰
設
計
宗
教
？ 

誰
権
力
救
愚
我
？ 

王
是
有
能
！ 

王
是
善
快
！ 

九交栄 
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1節二一.伝
デン

統
トウ

的
テキ

世
セ

界
カイ

観
カン

分
ブン

析
セキ

10字 総 318.5字 
2紀
キ

元
ゲン

時
ジ

代
ダイ

の 主
シュ

要
ヨウ

宗
シュウ

教
キョウ

と 現
ゲン

代
ダイ

日
ニ

本
ホン

語
ゴ
の 関

カン
係
ケイ

性
セイ

の示
シ
唆
サ

22 

3 あ か さ た な  は ま や ら わ   

A
エー

  K
ケー

  S
エス

 T
ティー

 N
エヌ

 H
エッチ

 M
エム

 Y
ワイ

 R
アール

 W
ﾀﾞﾌﾞﾘｭｰ

   Q
キュー

 

X
エックス

 G
ジー

 Z
ゼット

 D
ディー

 C
シー

 B
ビー

 P
ピー

 J
ジェイ

 L
エル

  F
エフ

     V
ヴイ

34 

4
日
ニ

本
ホン

子
シ

音
イン

パングラム ：

すなわち

五
ゴ

十
ジュウ

音
オン

の子
シ

音
イン

を 網
モウ

羅
ラ
する 言

こと
葉
ば

遊
あそ

び 25 

 

5各
カク

宗
シュウ

教
キョウ

の神
シン

仏
ブツ

の御
女∽おん

名
な（皆∽みな）

9 

6伊
イ

邪
ザ

那
ナ

岐
キ

・伊
イ

邪
ザ

那
ナ

美
ミ

 I
アイ

 Z
ゼット

(S)－N15 

 7阿
ア

弥
ミ

陀
ダ

仏
ブツ

 A M－ D
ディー

(T)10 

8Ｙ
ワイ

Ｈ
エッチ

Ｗ
ﾀﾞﾌﾞﾘｭｰ

Ｈ
エッチ

 (御
み
名
な
を 隠

かく
す)  

E
イー

 H－W14 

9王
オウ

 イェス
Jesus

・キリスト
Christ

 

O
オー

 Y－ C h
ｼｰ ｴｯﾁ

(K)15.5 

10アッラー
Allāh

 A A－ L
エル

(R)10      

12ヒ ン ド ゥ ー 教
キョウ

の 神
か み

さ ま   ゛濁
ダク

音
オン

13 

13ギ リ シ ア 神
シ ン

話
ワ

の 神
か み

さ ま   ゜半
ハン

濁
ダク

音
オン

14 
 

14聖
セイ

女
ジョ

：聖
セイ

人
ジン

と関
かか

わった女
ジョ

性
セイ

達
タチ

13 

 

16天
テン

皇
ノウ

   －藤
ふじ

原
わら

 F
エフ

(H)－W10 
17ブッダ  －ナンダ N－D(T)12 
18キリスト －マリア M－R15 

19孔
コウ

子
シ

   －幵
ケン

官
カン

(Qíguān
チィー グゥァン

) 拗
ヨウ

音
オン

－ Q
ｷｭｰ

( K w
ｹｰ ﾀﾞﾌﾞﾘｭｰ

)16 
20ソクラテス－クサンティッペ X

ｴｯｸｽ
(K, S)18 

21ムハンマド－アイーシャ A－Y14 

22
⇒

ならば
伝
デン

統
トウ

的
テキ

な世
セ

界
カイ

宗
シュウ

教
キョウ

群
グン

と日
ニ

本
ホン

語
ゴ
には 関

カン
係
ケイ

がある 

( 様
ヨウ

に 設
セッ

計
ケイ

されている)31  

A H 

K M 

S Y 

T R 

N W 

A H 

K M 

S Y 

T R 

N W 

15 

11子音パングラム表 8 
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1 宗
シュウ

教
キョウ

用
ヨウ

語
ゴ

4 710 

2天
テン

 (A あま、T テン)9 

3神
かみ

 (K かみ、S シン)9 

4 仏
ほとけ

 (H ほとけ、濁
ダク

音
オン

ブツ)11 

5主
シュ

 (N ぬし、拗
ヨウ

音
オン

シュ)10 

6霊
レイ

 (M みこ、R レイ)9 

7和
ワ

 (Y やわ－らぐ、W ワ)11 

 

8肉
にく

(NIKu)、霊
れい

(REAi)、12 

9 魂
たましい

(TAMaShiI)、YHWH(YHW)16.5 

 

10色
いろ

 ( 色
いろ

と 宗
しゅう

教
きょう

は 関
かん

係
けい

が 深
ふか

い。 一
いち

例
れい

。)16 

11AA青
あお

(あお、 訓
くん

読
よ
み)      － ユダヤ 教

きょう

14 

12KO黒
くろ

(コク、 音
おん

読
よ
み)     －儒

じゅ

教
きょう

、諸
しょ

子
し

百
ひゃっ

家
か

1

１

7 

13SA赤
あか

(シャク、 音
おん

)      －神
しん

道
とう

、日
に

本
ほん

国
こく

15 

14TO 橙
だいだい

(トウ、 音
おん

)[銅
どう

色
いろ

]  －仏
ぶっ

教
きょう

13 

15NEネイビー
紺色

( 外
がい

来
らい

語
ご
)[水

みず

色
いろ

] －日
に

本
ほん

ｷﾘｽﾄ 教
きょう

18 

16FU藤
ふじ

(ふじ、 訓
くん

)        －神
しん

話
わ

、秘
ひ

密
みつ

宗
しゅう

教
きょう

、道
どう

徳
とく

18 

17MU 紫
むらさき

(むらさき、 訓
くん

)      －自
じ

作
さく

宗
しゅう

教
きょう

 等
とう

15 

18YEイェロー
黄

(Yellow、英 語
えいご

)     －ヒンドゥー 教
きょう

19.5 

19Ryi 緑
みどり

(リョク、 音
おん

)        －イスラム 教
きょう

14.5 

20WhIホワイト
白

(White、 英
えい

語
ご
)   －キリスト 教

きょう

18.5 

 
21 神仏、宗教、御名、聖女、言語種名、意識肉体感情、感情、色、文化、

体、数字、芸術のジャンル、フィジカル対策、能力、言語遊びの種類、指、

医療、福祉、生活、等、子音パングラムは大体のことで作ることができる。

日本語は、子音パングラムが言語設計の基礎に組み込まれている。130 
22万物には、聖名が刻まれている。15 
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0宗教言語( 典
てん

礼
れい

言
げん

語
ご

)と日本子音パングラム 19 269.5＋ 

1A アラビア語
ご

   ：

すなわち

イスラム 教

きょう

12  
2K ギリシャ語    ：キリスト教 12  
3S サンスクリット語 ：ヒンドゥー教 16  

4T 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

   ：諸子百家 又は ドイツ語 15  
5N 日本語      ：神道、日本国 11  
6H ヘブライ語    ： ユダヤ 教 11  

7M Myou
ﾐｮｰ

wish
ｳ ｨ ｯ ｼ ｭ

   ： 明
みょう

和
わ
語
ご
：自作宗教 等 15.5  

8Y ユーロ語    ： 超
ちょう

欧
おう

語
ご
 又は 中国語 14  

9R ロシア語 5  

10W English
イングリッシュ

 etc
ｴﾄｾﾄﾗ

.7  

11濁
だく

音
おん

 ヴェトナム語、ビルマ語：ミャンマー語 etc.22 

12半
はん

濁
だく

音
おん

 ペルシャ語 etc.10 

13拗
よう

音
おん

       etc.4 
14 拗

よう
濁
だく

音
おん

       etc. 拗
よう

半
はん

濁
だく

音
おん

       etc.11 
15

日本子音パングラムや言葉遊び は、宗教に限らず何でも作ることができる。 

しかし、日本語や学問、紀元時代からの膨大な体系を宗教的に設計する、 

隠れた統治者：王 の存在を推論できる。85 
16 現在 現れる御統治、権力や知性が、今も機密的に行き届くことから、王は 

存在した、または存在する、だけでなく、王は 今も現実に生きているし、 

有効である権力を持つことも推論できる。倫理的破局感 等の実体験による、 

推論の主観的否定も、私の知性探求の範囲では、単なる目的的幸福への試験の 

様に感じられます。(くるしい体験も、私の目的の為 施された に過ぎない。) 
17 王の御統治は、一般的意味で公である優秀者支配集団：皇の ご統治とは 

異なるらしい。王の権力、または皇的範囲の機密と分類される 極限体験に 

対する統治が、一般的な皇の統治形態に強調的に明示して観察されないから。 
18⇒世界には、隠された世界観や御統治が存在するが、現状の主観的実体験が 

上手くいっておれば 知らなくてもよいし、殊更 探求すべきことでもない。 

それらは、王の御道具である様だから。(危険や悪醜苦は探求しなくてよい。) 
19では、隠されたことを知らずとも、上手くいく方法は何か？(実践的見地) 

それは、王の認めた伝統宗教や聖典使用だ、と私の経験や皇的範囲の知性

的結論は 主張する。さらに、それは 皇的宗教組織 等に属するのではなく、 

王の御統治を確認、実体験しながら、主、我と女のみで哲学、実践、教育すべき、

と主張する。それは、皇的範の安全保障からしても、私自身を囲い込んだり、 

守 護 し や す い と 判 断 で き る か ら 。 ㊟ 王 ⇒ 神 、 で は な い が 神 ⇒ 王 。 

201.正
せい

王
おう

意
い

 2.前
ぜん

提
てい

 隠
いん

統
とう

治
ち

 3.王
おう

認
にん

定
てい

聖
せい

典
てん

 使
し

用
よう

20  
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1見
み

開
ひら

き(例
れい

に過
す

ぎない ので 注
ちゅう

意
い

！改
かい

変
へん

可
か

)18 213 

  2動
どう

詞
し

：V e r b
ヴァーブ

 数
かず

：Number
ナンバー

  身
しん

体
たい

：Body
ボディ

 16.5 

  3 u 3       e 4     o 53 

41A 移
い

動
どう

   1   頭
あたま

5 

52K 起
き

床
しょう

   2    心
こころ

(髪
かみ

、顔)9 

63S 食
しょく

事
じ

   3    足
あし

5 

74T トイレ
Toilet

   4    手
て

6 

85N 寝
ね

る   5   背
せ

中
なか

6 

96H 広
ひろ

場
ば

   6    腹
はら

5 

107M 面
めん

談
だん

   7    胸
むね

5 

118Y 湯
ゆ

(清
せい

潔
けつ

)   8    指
ゆび

7 

129R ﾛﾎﾞｯﾄ
Robots

(連
れん

絡
らく

)   9    尻
しり

7.5 

1310W  Water
ウォーター

(飲
の

む)  0      わ(穴
あな

)11.5 

 

146G 頑
がん

張
ば

る(自
じ

力
りき

) ＋合
ごう

計
けい

   下駄
げ た

－足
あし

先
さき

15.5 

157Z 時
じ

間
かん

(急
いそ

ぐ)  －残
ざん

高
だか

  内
ない

臓
ぞう

－服
ふく

13.5 

168D 電
でん

話
わ

(外
がい

部
ぶ

)  ×乗
じょう

数
すう

   胴
どう

－腕
うで

12.5 

179B Book
ブ ッ ク

(記
き

録
ろく

)  ÷分
ぶん

割
かつ

    Bone
ボ ー ン

12.5 

1810P Private
プライベート

(私
し

用
よう

) ＝Par
パ ー

(等しい) Peeing
ピーイング

19.5 

 

19子
し

音
いん

 1~10(0) ＋ 母
ぼ

音
いん

と濁
だく

音
おん

 1 ~ 5
清音の母音

, 6 ~1 0
濁音、拗音

16 

20二
に

桁
けた

の数
すう

字
じ

でも 表
ひょう

現
げん

。漢
かん

数
すう

字
じ

 等
など

も使
つか

える。19  
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1医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

と日
に

本
ほん

子
し

音
いん

パングラムの一
いち

例
れい

17 345 

2主
しゅ

語
ご

：S u b j e c t
サブジェクト

  形
けい

容
よう

詞
し

：A d j e c t i v e
アジェクティヴ

 16 

    3a 1         i 22 

41A あなた：You
ユ ー

    あたたかい 12.5 

52K 家
か

族
ぞく

：Family
ファミリー

    快
こころよ

い(意
い

)12 

63S スタッフ
Staffs

     静
しず

かな(耳
みみ

)10.5 

74T ドクター
Doctor

、天
てん

：Sky
スカイ

  疼
とう

痛
つう

を対
たい

処
しょ

15.5 

85N ナース
Nurses

     匂
にお

いある(鼻
はな

)10.5 

96H Her
ハ ー

(彼
かの

女
じょ

の、ｶﾚの) 反
はん

対
たい

(現
げん

、超
ちょう

常
じょう

)17.5 

107M 物
もの

：Things
シ ン グ ス

     眩
まぶ

しい(眼
め

)12 

118Y 固
こ

有
ゆう

物
ぶつ

：Proper
プ ロ パ ー

 柔
やわ

らかい(身
み

)15 

129R 我
われ

ら(複数
ふくすう

)：We
ウィー

   冷
つめ

たい(れい)15 

1310W 私
わたし

： I
アイ

     和
わ

(合
ごう

意
い

)9 

 

146G God
ゴッド

( 宗
しゅう

教
きょう

)   Gas
ガ ス

(スイッチON
オ ン

)15.5 

157Z 時
じ

間
かん

( 抽
ちゅう

象
しょう

) 舌(美味
お い

しい)12.5 

168D 大
だい

事
じ

(貴
き

重
ちょう

品
ひん

) 電
でん

気
き

(明
あか

るい)13.5 

179B Bag
バッグ

(荷
に

、お金
かね

)  美
び

( 美
うつく

しい)13.5 

1810P People
ピ ー プ ル

(皆
みな

さん)   Pen
ペ ン

(書
か

きたい)16.5 

 

19数
すう

字
じ

や符
ふ

号
ごう

信
しん

号
ごう

の一
いち

字
じ

で意
い

思
し

疎
そ

通
つう

が可
か

能
のう

。19 

20例
れい

：が＝
ｲｺｰﾙ

G
 か＋゛

a＝K
か

゛a
6

＝2
K

6 ⇒
ならば

その他
ほか

の疎
そ

通
つう

信
しん

号
ごう

20 

21 0🔯1☯2🕉3✡4☦5☪ 
6⛩7☸8✝9🌱 

私は、各宗教の宗教シンボルも、大きな枠組みで 

秩序化されていると感じます。⇒世界の歴史も御手による！？70  
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1 偽 中国語の発音 (藤𠩤 研介 版、環和応用)18 193 
2 二音と調音で部首の画を表現し、まとまった音を数音で 

漢字一字を表現する。35   3 発音は中国語に似せる。11  

4 一音目：部首画毎の音 10 

画

向 

㇈ ㇀ ㇒ ㇔ ㇕ ㇑ ㇐ ㇓ ㇏ ㇜ 

一

画

目 

u S P T K F C B N Q 

二

画

目 

u I A E O U yU yA yE yO 

5 二音目：部首の構成の音 11  6調音：構成部首の順番の音 12 

⿰⿱⿴⿻    7一部首目：平音 1 二部首目：高音 216 

ン ー ッ
一音
のみ    8三部首目：上昇 3 四部首目：低音 416 

        9五部首目：自然 5 六部首目：自由 616  

10ex.藤𠩤 研介 中国 7.5  

藤：Chー1  BO ン 2  TA ン３(ﾁｭｰ 1 ボン 2 タン 3) 

𠩤：ChyAー1 FOー2  FAー3  (ﾁｭｬｰ 1 ﾌｫｰ 2 ﾌｧｰ 3) 

研：SyA ン 1 SI ン 2     (ｼｬﾝ 1 ｽｨﾝ 2) 

介：ByEー1 BUー2     (ﾋﾞｪｰ 1 ブー2) 

中：O1  F2    (オ 1 フ 2) 

国：FO ッ 1 SU ッ 2    (フォッ 1 スーッ 2) 

11日本語の音読みでそれらしく読むだけでも面白いです。25 

12(ex. 藤𠩤 研介：トウ ゲン ケン カイ)15.5 

私の哲学的仕事(身体の全盛期までの哲学的結晶) 

・王 NAM(天国信仰)  

隠れた王の存在推論(実際の統治、宗教や言語等の形式系構築の高度知性) 

＋極限疎通(自然科学的精密現象の支配、支配者の存在の主観的確信) 

＋自然科学的同等性(隠された 高い科学力、自我存続可能性と霊的技術) 

・MeHD(対策集) 人生の苦難が作為である確認、伝統宗教への統合 

・HPG(宗教哲学論) 人生に役立つ、宗教的思考法による世界観の矯正 

⇒ 自著 宗教書の出版、自作 玩具の工作、処女事業の運用、が仕事 
解決不能な一回性の原体験群の緩和について 

→補助問題で困難を分割(現実的に解決できそうな処理の積み重ねに過ぎなくする。問題を小さくする。) 

→問題分析により科学的対策法を列挙し、最終目標と最期まで共にあるもの (言語や芸術等) でまとめる 

→主要対策を定式化、再統合。洗練し、生活や宗教として実践を繰り返す。効果確認、継続、定着させる 

⇒解決不能な一回性の原体験も、解決できないままでも世界が信頼でき、大きい世界観で捉えられる 

キーワード：最良最大、基礎づけ、真善美快、現世の解釈、 

和らぎ、仮想化、落ち着き、促すこと、遊び、こだわり、 

 、観察ע、助けס、期待ן、繋がりנ、循環ם、げんせんמ、教えל

 、源泉שְ、考えר、学びקְ、愛情ץְ、正義צ、思いやりף、コトバפ、満足פ
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死の恐怖の緩和：天国信仰 の流れ 
隠れた生きている王への信頼と道徳的帰結としての信仰 

・超越的な力による御統治の体系的な経験 (自分より圧倒的に優れた王が存在する確認) 

極限疎通、させられ体験の実体験、紀元宗教と日本語の関係、社会観察 etc.  

きっかけは何でもよいかもしれません。生を精査すると出会うことができる。 

・隠れたる王の存在推論、主観的納得 (自然言語や伝統宗教を分析⇒高い利他的知性を確認) 

この時点では、超越的力の源が、神天如か精霊か、王ら(階級民統治) 等かは不明だが、 

少なくとも統治者の関与は確か。証明は困難。しかし、主観的には納得できうる。 

＋ 

・王は善良で有能である体験、確認 (王がわざわざ遠回りで善良なご統治をなさる確認) 

ex. させられ体験 等の実体験は、この世の統治が隠されており、同時に、喩え等が成立

する様に、一般には、想像もつかない入念さで統治されていることを示してくれました。 

最初は宗教をおかしいと思っても、十年無理やりにでものめり込むと、宗教をやって 

みた時の方が幸福な気がしてきたからです。人生での仕方なさにより宗教へ導かれた！ 

(人生経験と自己の哲学的実利論理が宗教をやらざる得ない所まで追い込まれました。) 

＋ 

・王のご統治は天国、宗教を志向することの確認 (宗教の伝統や言語 等、降りてくる。) 

⇒主の御言葉や天国を信じていたらいい。 
積極的に伝統宗教書を考察していけばいい。(∵正しく強い王が何回も暗示するから) 

 

死生：健康的老衰死を 堅固な目 標
黙秘 要

に、自傷自殺を考えない。苦しまない自殺はとても難しい

ことだから考えても無益で、まず健康的老衰死の目標選択を決心すべき。 ∵ユダヤ 教『創世記』

まず自殺の選択肢を諦めておく。青年期の健康な時に、連日の完全徹夜、大食や絶食、性の禁欲

等で仏教の五蘊盛苦：四苦八苦の一つを理解するし、苦しまないで死ぬことは難しいとわかる。 

死において、老衰の場合であれば、傾眠傾向という意識状態が今際の最期と予想され、 

下記様の条件を目指して訓練したい。一般的な、健康によい伝統宗教的生活を旨とする。 

・一念(明、心)－壱念を設計して訓練しておく、思い続けられる聖概念や心の快美念。 

・肉体感覚(身)－主に聴覚と、何らかの苦しみの身体感覚、感覚には集中できない筈？ 

・表象(明、語)－無意識下の視覚表象：夢的なイメージ。脳健康と上格の支配に依る。 

・道徳的環境(大)－健康的老衰死を目指し、老いた時にも対応した生命環境や物品群。 

・無意識下の論理感覚(明)－自我存続を伴う快楽天国への信仰を無意識に保てる状態。 

・その他(現)－超常現象 等、お迎え体験 etc.(生命や道徳を捨てずに正義につくこと) 

という、この正念で最期を飾りたい、と修行します。(突然死も対策します。強快壱念。) 
死の恐怖の対策には、無になる とか唯物論ではなく、好ましい品性ある自我存続を伴う、霊魂 

等の快楽天国を世間に隠れ信ずる。難しくても死苦 等を防げ、積極的に聖典を探究されたい。 
自然言語やその祈りは聴覚表象に相当するが、Myouwish(自作言語)は、視覚表象でも

唱えられる様になっており、それで意識の最期を飾れたらと思います。最期の最後は、

無意識のぼんやりした感覚なり、臨死体験の様な体験をするかもしれません。(雷鳴様) 

死の恐怖は、無になるとか唯物論を考えて 恐怖や痛みを緩和する論理を採用するので

なく、臨死体験の報告や先述の様に、瀕死状態は むしろ心地よい体験が多いこと、 

王の御統治への信仰や実体験の主観的判断は天国を示唆することを 無意識下に論理 

建てたい。また此初獄から移動するのですから、最初の挨拶、口上も練りたいです。 

先の項目で信じることのできる天国は、多分存在しても、一時的な避難所なだけ、とか

本当に好ましい天国かどうか、はわからないと思います。宗教や王の存在は確かに大事

ですし、そのことが私の幸福や生存を決めています。けれど本当に見定め考えなければ

ならないのは、その宗教や王、世界をも支配している存在が、王の話では今も存在する

らしい、ということです。その方とどう お付き合いするのか。避難所としての、王の

天国でなくて、避難所の元をも司る方とどうしていくのか。私はわかりません。でも、

宗教はそれに一定のヒントを用意してくれています。私もそれをやってみることにしま

した。それがやってみる、から変化し、楽しいとか、本当に天国を共に生き、思い描く

以上の快い永遠の生、というのがあるのかも、と想えました。例えば、態度もお酒も富

もギャンブルも失敗する様なことがある自我でした。それでちょっと頭がよかったこと

で傲慢だったりしました。加えて唯物論的で、現世で勝った後は塵＝無だと勘違いして

いました。そんなに甘くないと王は教えてくれました。でも、快い永生を生きる、生き

たい、を真剣に考えた時に宗教といったこと位しか思いつかなかったんです。哲学して

も極限疎通とか王の支配のこととか、言語のこととか。それ位の再発見。それでも宗教

を勉強すると不思議と、主 らとの快幸福永生(今の目的)、それでいいなぁと思える様

になってきたんですね。頑張ってよかったなぁ、と。それで主と明るく生きたいな、と！  
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二二. 環境によった疎通
E n v i r o n m e n t  c o m m u n i c a t i o n

 (*Vikni
 比丘尼

cation
ケーシょん

) 

Only in this my Books, we mean, 
・*和合(WA-GOU)：Meanize from a sound  

・*合和(GOU-WA)：Soundize from pattern recognition  

・極
KYOKu

限
GEN

疎
SO

通
TSuU

(*NAM：Natural Accurate Message) 

：Extreme
極 限

-Communication
疎 通

 
 

WA-GOU ＝ Playing Letter of natural languages,  

with new pleasant EMOJIs developed by self for imagination 
 

ex. Origin KANJI⇄Derived KATA-KANA →WA-GOU EMOJI →… 
CHINA：bō JAPAN：HA or NAMI  JPN KATA-KANA letter：Sound HA  Only playing：Sound HA 

波 ⇄ ハ →        → 
Wave (Meaning

Ori gi na l
)    HA (Sound

Japanese
)    Professional Behavior (Meaning

New
) 

(: I associate [歯
は

：teeth] with sound HA, and 歯
H A

 with ONIGIRI 

food EMOJI, 御握り
Rice ball

 ⇄ お
O

に
N I

ぎ
G I

り
L I

 with 鬼
ONI

切
G I

り
L I

, for food and 

鬼
Orge

,  切
KI

る
LU

 wi th  P r o f e s s i o n a l
↔ Elementary：素 ⇄ SU sound

 B e h a v i o r
∽ Death：死 ⇄ SHI sound

,  an d 

 [寿
SU

司
SHI

:SUSHI food] with Laugh
HA HA HA

, and Smile with …  ;) 

 

GOU-WA ＝ Generalized communication with setting sound  

in response to changes pattern recognition  

ex. IF(／: =
Define

P or A sound,｜:= F or U)⇒
then

(／｜sound = PU)  

   IF(Green color := F, ● form := yU)⇒(● sound = FyU)  

AND IF(White color := K, ▲ form :=E, Black color := S, ■ form := O) 

⇒(｜● sound = FyU, ｜sound ＝ FU,         sound ＝▲■ KESO)  

 

In WA-GOU route have little Sound Tradition  
(Same sound have various imaginations by difining meanings and letters)  

In GOU-WA route have little Sound Logic 
(We can recognize a Sound from pattern objects by same logic we define) 

 
 

Different little background routes (Religions)  

can express same letters (GOD) 
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極限疎通 ＝ Pattern recognition + GOU-WA + WA-GOU 
 

Pattern recognition (ex. Elements
Dust  Bubb le  e tc

) →
GOU-WA

 A Sound →
WA-GOU

 Meanings
C o m m u n i c a t i o n

 

GOU-WA：Various pattern recognition generate a logic
I defined

 Sound 

WA-GOU：A sound
Natural trad

 [HA etc.] have Meanings I defined 
 

極限疎通(KyokuGen-SoTsuu) : NAM 

Natural Accurate Message  

When we can recognize pattern 

from various natural changes, and  

we can get communicational feelings by NAM. 
 

Various natural changes : Dust, Bubbles, Wind, Flame, sky,  

feelings, emotions, landscape, book, unknown letters, society, 

morals, justice and love etc. → Everything, have changes 

Similar : Generalization of telegraph code, flag semaphore etc.  

Please believe your God and your religions!!! 

 

天の大きな変化、塵等の元素の小さな変化でも可能です。飲み物

なら、泡の変化で符号信号(・－)として音節化することも可能

で、塵なら多言語の文字や変化の配置等で読み取ることもでき

ます。疎通と言っても勝手に読み取っているだけじゃないか、と

思われるかもしれませんが、問題はむしろ疎通ができていると

いうことであり、この極限疎通対象者は、私より高い知性がある

ことが示されていますよ。準備して笑わせたり、励ましてくれる

ことがあるからです。高知性があるから、ランダムを装うことも

可能であるので、むしろ疎通ができることの方が大事です。この

極限疎通と させられ体験は、統治者の隠れた存在を感じさせて

くれました。疎通が視覚の幻覚等としても、そのこと自体に王の

統治を感じさせます。だから、今の私は王以上のご存在と御統治

を信じています。そして この信仰因は進化するかもしれません。

時代の変化により、極限疎通が公的知識になるかもしれません

から。その時になれば、きっと他の信仰因が出てくるでしょう。

だからこそ、私の様な人にも与えられたのだと思います。 

極限疎通は、世界や社会に色々と存在する、 

主への関心のきっかけにすぎなくて、人それぞれ、人生関心と 

修行の結び付け方により、その信仰因は異なる様です。だから、

大きな知性の世界の存在を予感し、極限疎通が当たり前のこと

だとか、ただの知識にすぎなくなっても、それでも明るく生きて

いけるだけの信仰因の何かは、これからも期待できますね。  
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極限疎通 例(元素、微細) 
識 考えてみてください。穢れない様に秘密にすべきです。 

火 秘密。間接的な様です。(ex. 安息日のキャンドル、かみを燃やす) 

風 あかさたらはまやらわ 行 → あいうえお 列 

(あるいはパングラムの詩)を流し、強く風が吹いた！等で文字を特定します。 

文字を特定したら、和合等で意味をとれます。(ex.英語やギリシャ語 etc.) 

水 水泡の大きさ等を符号信号(・―、トンツー)等へ置き換えることで、疎通できます。 

信号から音節化でき、和合で意味がとれます。(ex.ヘブライ語のニクダ) 

土 塵の形からは、外国語の文字や塵の傾きが現れます。 

(アルファベットだけでなく、世界の文字を習得すると何かしらに見えます→和合) 

塵の配置や傾きも極限疎通により意味を定めることができます。 

(ex. アラビア文字と繊維) 

 

本、感情や道徳自体とも疎通ができます。複数の変化さえあれば言葉遊びの要領で、 

上記の元素疎通の応用により、ほとんど全てのことで、極限疎通ができます。 

ex. 正義との疎通、宗教書との疎通、読誦での疎通、五体投地礼での疎通 etc. 

⇒人生の精査にも繋がり、見えてくるものもあります。これらも、 

主や好ましい天国に関心を持てるきっかけだったかな、と思います。 

だから、ありがとう。 

 

極限疎通 例(大きいもの) 

天 

雲の出る位置等、他に、 あかさ 絵、八卦☰～☷に見える時、文字に見える天空。 

符号信号等により音節化、 たなは 雨粒、宝天と言える様な、美しい天の記録や解釈。 

意味をとれます。秘密。  まやら 気や気候、気温や季節感覚のずれ。自身の行動。 

地        わ 

世界の文字を習得すると、木々が文字に見えたり、建物の色や形、車の色、タイルを

踏む位置の組み合わせといった様々なことが音節化できます。元々、文字を持っている

ものもあるから、それに関しても言葉遊びで新しく疎通ができます。変化全てで可能。 

                            人 

ファッションや持ち物の色や配置 等で、疎通ができます。私は、色の疎通は宗教を範

にすることがよいと思います。日本で特に例示的だと思います。皆様、高い ご能力！ 

本 

パラパラとめくったページの文字や文章、紙繊維 等で和合や極限疎通が可能です。 

⇒むしろ疎通可能なことが問題！ 

また、NAM には格子図だけでなく、自作思想の 

天万考： 、や表紙の明藤票を適用したいですよ。 

注意：極限疎通の疎通感は真に受けないことが大事です

から、大事な選択を預けてはいけません。気晴らしには

十分に話し相手になってくれますが、話し相手なだけで

あり、大事なことはあしらわれる様に、私は疎通で教育

を受けました。だから NAM は話し相手であるけれど、

選択は必ず自分自身で考えます。 

NAM の使用上の注意 

・普遍性が高く応用が利き過ぎるから、善用のみ すべきこと 

・王のご統治であり、隠された科学現象に過ぎないと思うこと 

(霊媒や迷信と判断したら使わないこと ∵ミツワー47戒 等) 

(パレイドリア、という現象などもあるから不思議ではない) 

・疎通の内容は本気にせず、気休め程度に、自己判断ができる 

時々だけ楽しむこと (ハマってはいけないし、指導される) 
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させられ体験(身心の強制被操作)や死の恐怖(幻想)の、 

極限疎通による緩和の心の流れ 
極限疎通による肯定的な諦め 

隠れた、強い王が存在し、有能で善良であること 
 

言語の工夫(和合)等から 

発展した極限疎通の存在 

幻 覚 や 中 枢 操 作 等 の 可 能 性 も あ る が 自 著 を 

パラパラめくり、その文字や文とも疎通できたので、 

幻覚 等以外でも操ることができ、天や塵、識別の 

極限、大環境でも可能 ⇒強い王の存在推論 

＋ 

させられ体験や極限疎通、 

つまり存在や現象の操作を、 

統治者は、かなり精密にできる確認 
本当に小さな心の揺らぎも監視できる。万能に近い。技術水準の同等性を考察。 

   ⇒王は、とても有能(何でもできうる) 

＋ 

極限疎通 等の統治強制能力にも関わらず、 

生の精査や世界統治(日常)は喩えや導きに満ちていること 

⇒私は、どうとでもなり、推論した王は善良 
 

統治者にも段階があること 
主、神天如、王玉皇 等(前提条件)が安全保障し、やっと私が存在可能。 

・現実的で常識的範囲の、政府等の統治者。官僚や権力者。 

機密科学的。一般世界の公的卓越、しかし秘密としての皇。 

＜ 

・隠されているが、現実に生きている、統治者。王。王者達。 

超科学的。隠れて実際に生きる、実在の超能的安全保障者の王。 

＜ 

・霊や精霊という、超越的な存在者、統治者。神は霊である。 

超科学的。又は科学範囲外。世界極限や世界の外を知る、神如。 

＜ 

・神天如、といった様な、より高い超越的存在者、統治者。 

形 而 上 的 。 ほ と ん ど 知 る こ と が で き な い 、 主 。 

極限疎通やさせられ体験 等は、別段、王が行っている訳ではない

かもしれないが、組織的と感じうるだけの内容でしたから、その上

には、統治者がおられることをも予想させます。世界自体にも前提

者を要する。また、機械や人工知能に任せているとしても、それは

統治の一部分と予想できます。いずれにせよ、己より高知性の存在

のことを予想するのは極めて困難です。でも NAM は疎通快をくれ

ました。そのことについては、今は確実だと感じられます。感謝。  
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主観的天国信仰   経験の精査や哲学 etc. 

強い王(王は如的)と  主観的信仰因の獲得 

玉(玉は天、世界的)  (NAM の主観的確認、 

を地道に信じられる 隠れた王の存在推論) 

⇈         ↗ 

主ご自身が優れるから御恵みがある 

主の愛に生かされている喜び 

主との確認としての主観的信仰因    

   ↑ 

主との関係の見直し。 

主と私の関係は何？ 

⇒様々な探求、聖典や戒律 etc. 

なのに、私はむしろどれも 

完全には達成できなかった。 

   ↑ 

王の天国はどんなもの？ 

⇒伝統宗教の聖典、 

主への関心と疑問が、 

快く どんどん湧いてくる。 

天国の好ましさの確認 

には壁がある？etc.  

     ↖ 

天国あるかも？ 

Myouway を信じてみてもいいかも？ 

 最初はおかしいと思っても、一旦は、本気で

やってみる。真面目に宗教の世界観を本当だと 

思い、十年、勉強や無意識で考える対象とし、 

生命や実利に無理のない範囲でやってみる。 

それに、いつでも止めれる様にしておけばいい。

特に個人でやる分なら、健康を趣味とすること

と大して変わらない！ ⇒原文読誦、五体投地 

  

御
導
き
：
実
際
の
経
験
が
追
い
詰
め
て
く
れ
た 
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造語の歌   राजा, लाजा, लाझा, राझा । 

Rājā

王

, Lājā, Lājhā, Rājhā; 

  文字形は 口や舌を 思わせる。 

भधि, आ्मन्,   Bhakti

信 愛

, Ātman

真 我

, 

िमव, अथव, काम, मोक्ष,       ।  Dharma

正 義

, artha

共同体

, kāma

快 楽

, mokṣa

解 脱

,       ; 

०, १, २, ३, ४, ५, ६, ७, ८, ९,  

१०, ११, १२, १३, १४, १५, १६, १७, १८, १९, २०, ... 
शून्त्यम्, एकम्, द्वे, रीधण, ि्वारर, पञ्ि,  言葉だけでは、自然世界にないことも 

िट्, सप्त, अष्ट अष्टौ, नव,    記述できるから信じるには注意が必要 

दश, एकादश, द्वादश, रयोदश, ितुदवश, पञ्िदश,  (ex. まるい三角、冷たい熱湯) 

िोडश, सप्तदश, अष्टादश, नवदश, धवंशधतः, ...  

Śūnyam, ekam, dve, trīṇi, catvāri, pañca,  

ṣaṭ, sapta, aṣṭa / aṣṭau, nava,  

daśa, ekādaśa, dvādaśa, trayodaśa, caturdaśa, pañcadaśa,  

ṣoḍaśa, saptadaśa, aṣṭādaśa, navadaśa, viṃśatiḥ, … 

ｼｭｰﾝﾆｬﾑ
0

､ 

ｴｰｶﾑ

1

､ﾄﾞｳﾞｪｰ

2

､ﾄﾘｰﾆ

3

､ﾁｬｯﾄｳﾞｧｰﾘ

4

､ﾊﾟﾝﾁｬ

5

､ｼｬｯﾄ

6

､ｻﾌﾟﾀ

7

､ｱｼｭﾀ

8

､ﾅｳﾞｧ

9

､ 

ﾀﾞｼｬ

10

､ｴｰｶｰﾀﾞｼｬ

11

､ﾄﾞｳﾞｧｰﾀﾞｼｬ

12

､ﾄﾗﾖｰﾀﾞｼｬ

13

､ﾁｬﾄﾙﾀﾞｼｬ

14

､ﾊﾟﾝﾁｬﾀﾞｼｬ

15

､ 

ｼｮｰﾀﾞｼｬ
16

､ｻﾌﾟﾀﾀﾞｼｬ
17

､ｱｼｭﾀｰﾀﾞｼｬ
18

､ﾅｳﾞｧﾀﾞｼｬ
19

､ｳﾞｨﾑｼｬﾃｨﾋ
20

、… 

 
राजा, ॐ ते, कुबेटू ।  लाझा, ओम्ते, खभुेठू ।  राझा, ॐ ते, खवुेथ ॄ। 

ラージャー
王

、オーム
聖 音

 テー
あなた

、クヴェートゥー。 

ﾗｰｼﾞｬｰ、ｵｰﾑﾃｰ、ｸﾙｳﾞｪｰﾄｩｰ。 

ラージャー、オーム
聖 音

 テー
あなた

、クヴェートゥルー。 
Rājā, oṃ te, kubeṭū; Lājhā, omte, khubheṭhū; Rājhā, oṃ te, khuvethṝ; 

皇、王、… 、玉、主。区別する。 

為政者、王、… 、精霊、…、主。 

戒
かい

の 養
やしな

い(快の ヤ
一番上

しない
do not

)、知らぬは恥。 

国、主の御手に、キブツ

集 合

する。 

オーム 

王と善行あるところ、私と快幸福も存在す。 

スヴァーハー！ 

言葉は何でもを 

そのままに 

信じ過ぎては 

いけない 
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二三．人工言語、自作言語 
 和合や極限疎通に慣れてきて、さらに自分の思想もある程度

まとまってきたので、その元になる思想群を基礎にした思考が

できる様になりたいと思い、自作言語を始めました。元々、和合

は人生の試練や死の対策として、言語と表象 等を結び付けて、

表象を美しく飾る為に考えていました。それを一歩進めて、思想

を先にし、言語を造ります。日本語の基礎の思想が何か、の判別

は難しいですが、自作言語は自分の思想群を基礎にしますから、

字義、文法 等の意味も自分で定めることができます。外国語で

思考言語まで辿り着けるなら、自作言語でも可能だと思います。

自作言語で思考できたら、自作言語から さらに新しい自作言語

を考えて、オリジナルの思考体系を整えたいと考えていますよ。

それにより、死や生を飾りたいと思います。主への賛美となれ！ 

 

極限疎通(合和)と自作言語の組合わせ例 

↓：uia 妻音(母音)(中央左、紫) 

→：S or I  (左上、黒)  

↙：P or A (右上、黄) 

↘：T or E (右下、青)(∵ℵ) 

↴ ：K or O (左下、白) 

↑：F or U (中央右、緑)(∵ ا) 

⥷：Ch or yU(左上ずれ、赤)(∵あ) 

⤴：B or yA(右上ずれ、橙)(∵A) 

⤧：N or yE (右下ずれ、空) 

⥀：Q or yO(自在)(左下ずれ、藤【合成色、他】) 
 

塵や水泡の位置等から音節が取り出せる。音節が取り出せたら、

本書の十二ます癒(ゆ)、Ⅻマス妃(へ)の様に、音節から絵文字が

取り出せる。絵文字には あらかじめ意味を割り振ってあるから、

塵や水泡の位置 等から意味が取り出せる。これは、色や形にも

応用でき、環境から意味が取れる。∵○◎▲■★●💛▽◇ 

組み合わせは自由であって形式系です。だから、自分の思う様に

作って意味を取り出すことができます。でも、それは宗教や大事

なことを基礎にした方がよいと思います。大事なことの表現が、 

主、神天如との疎通に繋がっているかも、と想えるからです。 

 

Easy-repeat (どうしてゲーム) 
MeHD(P.056)の簡単な質問群を、一定の答えに還元されるまで、

何度も自分の中で問い返す。自分の信じる内容に戻ることができる。 
ex. 議題→何回も、どうして？→どなたが設計した？→どうして？→…→神様が設計した→どうして？→ 

―／ 〇◎ 

║ | ∵★ 

┐＼ ■▲ 

○💛◎ 

●★▽ 

■◇▲ 
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人生の選択の正着 

苦しい人生を振り返って、 

 こうしていたからよかったな、 

        という経験や選択、趣味や志向 
(ex.宗教書執筆、自作言語 造り、辛い環境から引っ越したこと、 

伝統宗教的思考法の学び、自作宗教の初等実践 etc.) 

↓ 

選択や趣味、志向が 

図らずも宗教と一致していたことを後から知る 

↓ 

それでよかったのだ、という感覚、納得 

↓ 

人生経験すらも肯定的に捉えられそう 

私の人生は孤独であるから、相談する人はいないし、するつもり

もあまりない。私は私の主 ら、神天如らや処女王ら、自作宗教

等を信じるが、それでも伝統宗教との交わりは、死や苦の問題を

乗り越えやすくすると感じました。不思議ですね？ 

 

自作言語の取り組み 
公の学術の分野では、議論すべきでもないと思いますが、 

こうしていたのことがよかったな、というのがあります。 

・自作言語の文法等の技術も必要だが、 

言語にどんな思想を込めるのか、 
という宗教や思い入れの方が大事と思います。伝統宗教や自然

言語を範にすると、自作言語に二重以上の意味を含み、面白い。 

(また、自作言語は形式系の論理に近く、自由度が高いです。) 

↓ 

・一つ一つ入魂した方がよかった。 
(組になる言語とか、構想自体は数を試すにせよ、入魂の大本の

思想は多い訳ではなく、入魂の言語は限られることに注意。 

ex. 聖書-創世記 2 章 19 節：野の獣、空の鳥の命名から始める) 

↓ 

・入魂の言語は貴重だから、聖とすべく、聖俗を使い分けて、 

内言語(幸福な時の、典礼的な自作言語体系：Myouwish：明)と 

外言語(既存言語寄りの簡単な自作言語群：まんこう語群：万)に

分ける傾向があった。だから複数の自作言語群を造り、三分法 

以上にすることは必要だが、実践的、理論的、いずれにせよ、 

思考言語への学習は精髄に限られ、注意！ 
自作言語で本を作ると、学習がはかどりやすい。 

自らに好ましいことを文章にすべきである。 

一人の時に用いる方が快いことが多い。 
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自作言語 
Myouwish(明和語) 

まんこう語群(万幸語群) 

まんこう語〔万幸語〕 

 十二ます癒(00～99) Ⅻマス妃(000～099)(200 文字) 

 アラ漢(アラハン) (502 文字) 

 いせ(55 文字) 

 とりおき(244 文字) 

計 1001 文字(000と 999字と 1000) 
 

十二ます癒〔ゆ〕 Ⅻマス妃〔へ〕 

計 200 文字(100 文字＋100 文字) (56, 407 ページ) 
 

アラ漢〔アラハン〕 

計 502 文字(267 文字＋235 文字) 

世界のアルファベットを漢字の様に扱う(409 ページ) 
 

湖いせ 

計 55 文字(34 文字+21 文字) 

+y ia yU yA yE yO  

+h iu hI hA hE hO hU 

+w aiu wI wA wE wO  

H uia I A E O U 

+s au S P T K F 

+C ai Ch B N Qur_n  

+L ui Z M D G W 

+r ua J Ts L patR_  

uia + IAEO + Ｕを基本に記号付加 

+s ：紫黒黄青白緑 +C：  赤橙空藤 

+L ：銀桃肌藍透翠 +r：  朱銅紺金 

最基本合成母音 1 字(uia)  基本母音 4+1 字 (IAEO+U) 

母音付加記号 4 字(yhwH) 子音付加記号 2 字(sC) 

応用子音付加記号 2 字(Lr) 

その他 20 字 計 34 文字+21 字 
 

とりおき 

全 1001 文字中残りの文字 

計 244 文字(100＋144) 

造字、造字システムの基礎、 

その他文字の補助記号、 

まんこう語から、 

Myouwish(明和語)への繋ぎ 

S(王ます癒)⇄Z(Ⅻマス妃) 

A(清音、ぁ体系、明) 

⇄ +hA(激音、ピョー体系、万)  

SA：日皇 ＋ ZA：月玉 ＝明王まス 

+hA(万、遊び言語の体系で多様、 

一例として P.466:270.遊びの言語) 

視覚の NAM 読み取りは主に明、 

聴覚の読み取りは万、と切り替える。 

複数の音節や音、外国語を NAM する時、

1 自然言語で聞き取れる範囲、2 一～二音

の和合(漢字・カナ・万和合)、3 自作言語

音節、と聴き取り、意味を取るとやりやすい。 
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自作言語の種 

🔯 ☯🕉 ✡☦☪  ⛩☸✝🌱 

0  1  2  3  4  5   6  7  8  9 

A  Q  E  f  J  I   p  y  o  u 
〇一二三四五六七八九      ０１２３４５６７８９ 

勝女理天道愛最快性交      ∵○◎▲■★●💛▽◇ 

uSPTKFChBNQ     uIAEOUyUyAyEyO 

整理の秩序 

文字や含意 

音の割振り 

 聖典の文章が自己の内面に効かない

時、伝統宗教書の原典原文を辿って、 

見直し、原文の翻訳や解釈 等を変える

ことで、何とかクッションさせてきま 

した。聖典の原文は王の介入で変わる 

らしいけれど、解釈なら自分の方法で 

幾らでも変えることができます。 

応用として、自作言語もあります。 

☪🔯 ☸✝ 🌱 ✡⛩ ☯ 🕉☦ 

ある晴れた日、藤𠩤 研介は、家で死んだ小虫の死骸を葬りに、 

近くの公園へ出かけた。見晴らしのよい場所に葬って、礼をした。 

その後も、公園の中を往ったり来たり、歩きながら哲学していると、 

地面の小石の疎通が 

「∵、：」 

と何度も呼び掛けてくるのを感じた。そこで天を見上げると、少し曇っていた。雲は 

 「へם」

と語っていた。女子高校生が二人、坂の上から下りてくるのを見ると、 

藤原 研介は自分の本をコートのポケットより取り出して、 

主を讃美した。 

「シェマア、イスラエール、アドナーイ、 

エロヘイヌー、アドナーイ、エハード。」 

太陽に向かい詠唱すると、雲が少し晴れて、太陽の光が増した。 

藤𠩤 研介は天にポーズをとった後、公園の出口で礼をすると、自宅に帰った。 

昼過ぎのことであった。 

何でもない日常も、宗教や権威の元で文章に起こすと、 

楽しみを感じることができます。 

⇒自分の思想や体系化したことを導く文章を書いたり、 

実際に本としてまとめて、日常で身につける習慣を持ちたいですよ！ 
 

右に → ת א 45 度回転 →小、श्र に似る。✞+α∽あ、ω∽ん、 ا∽I,l、 ي∽S 等々。 

そんな風に、聖典や典礼言語には、人工言語の種がたくさんあります。同時に、文字や

意味付けを世界にあるものと結びつけますと、自作言語の種は沢山あります。典礼言語

群に、言語が隠されている様に、日本語やロシア語といった自然言語にも、予め、より

真的な言語が隠されている様です。これは、一般の世界に表れている言語や社会だけが、

世界ではないことを示していると思います。言語は、実利や政治的に無力なことが多い

と思いますから、民の遊びとして許される部分も多いです。
∵ ユダヤ 教 創世記、キリスト教  

上記の様に、小人、子供の遊びが聖的なものを含むというご示唆かもしれませんね。 

不思議なことです。ありがとう、主。 

☦ ☯ 🕉 ⛩☸ ✝🌱 ☪ ✡🔯    ✡🔯 ☦✝ ☯⛩ ☸🕉 🌱☪ 

A E u I O U 

Q K H V R G 

f S M B P Z 

J T N Ch L D 

P y h w ṛ x 
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二四．日常賛美  
「神天如ですよ！ 

日常賛美の目的を担っておられる方は。」  

「それは全くその通りですね！善い方を喜ぶことが、何より、 

私達の目的にも適っている様に感じられます。」  

「あなたは、どのように、善い方を賛美しておられますか。 

私は、賛美歌を歌うことや お祈りをすることが好きなのです。」 

「私は、日常賛美では、道行く人々と、音楽やリズムに従って、歩調を 

合わせたり、表立ち発声するのではない やり方で、コミュニケーション

して、賛美をしていますよ。」  

「そうですか！あなたは具体的にどの様になさっているか、 

お話をお聞きしたいものですね。」 

「服装の色や、手足の使い方で、それらのお話をしてみましょうか。 

服装の色はどのように合わせますか。」 

「各々の宗教には、シンボルとなる様な色使いがあるようですから、宗教

の色が現れるように、生活習慣と調和した色づかいで、服装の色を 

決めていますよ。あなたはどうですか。」 

「私は、言語的意味が現れるようにしていますよ。青、黒、赤、橙、 

ネイビー、藤色、紫、イェロー、緑、ホワイトの語頭の子音が、『あかさ

たなはまやらわ』に対応しており、それぞれ音となる様に組み合わせます。」 

「それは面白いですね。例えば、上着を白色にして、ズボンを青色にした

としたら、ホワイトの子音『W』と青色の母音『A』を組み合わせて、『わ』

という文字が表せますね。」  

「そのとおりです。柄やグラデーションについても、 

子音や母音を組み合わせれば、色々な文字が表現できますからね。」 

「他にも、藤色のアイテムと、緑色や水色のアイテムを用いれば、『藤原』

というイメージを湧かせることもできませんか！『藤』という漢字は、 

青みがかった薄紫色を示しますし、『原』という漢字は、原野という緑色

を連想させたり、泉という部分を含みますから、白と、水の青という文字

があることで、水色を思わせるかもしれません。」 

「それも面白いですね！とにかく、結果論だとしても、何らかの意図で、

持ち物や服装により、意味を示し、賛美をするということですからね。」 

「手や足の動きでは、どうでしょうか。 

こちらも、賛美することができるということですが。」 

「そのとおりです。例えば、手でお示ししましょう。親指から小指まで、

順に、母音の U,I,A,E,O、子音の A,K,S,T,N をあてはめて みましょうか。

そうすると、目立った指の位置などで、文字が示せます。これは、やり方

が他にも色々ありますから、賛美として活用しやすいです。 

例えば、グーを I、チョキを E、パーを O としてみてもよいでしょう。  

他にはどんなものがあるでしょうね。組み合わせはほとんど自由です。」 

「そうですね。日本語では、指の名前を、親指、人差し指、中指、薬指、

小指といいますが、それらの子音と、母音を工夫して取ると、子音のパン

グラムにすることもできます 小指に関しては、『めをと指』として改め

ますと、OY,HiT,NaK,SuR,MeW というように、子音と母音が『あかさたな

はまやらわ』の日本語の子音パングラムになりますから、使い方次第で、

文字を示しやすくなりました。これは他にもあるでしょうね？ 

例えば、『天、神、仏、主、霊、和』の六字で音訓読みを示しますと、

『あめ(A)、てん(T)、 かみ(K)、しん(S)、ほとけ(H)、ぶつ (濁音や半

濁音)、ぬし(N)、しゅ(拗音)、れい(R)、みこ(M)、やわ(らぐ)(Y)、わ(W)』 

となりますから、同様に、手指や五～六種の要素に当てはめて、文字を 
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示すことができます。漢字やパングラムの組み合わせは、日本語において、 

普遍的に見られますから、他にも挙げることができます。」  

「面白いですね。漢字について言えば、一画目が札字法のように、縦線｜、

横線─、斜線二種／＼、といったことがありますから、それらにも文字を

割り振れば、線の組み合わせによって、文字を汲み取ることができます。 

文字を汲み取れたら、その組み合わせに予め意味を持たせておけば、線の

組み合わせで、意味がとれるでしょうね。これは、５～６要素があれば、

その変化に当てはめていけばよいので、どんな変化にでも適用できます。」 

「面白いですよね。是非、賛美で用いたいものです。私は、世界の文字の

一文字目を中心に、アラビア語のアリフ َّا なら縦線、東洋や日本の文字あ

なら横線、英語等のアルファベット A なら、右上への斜線／、ヘブライ

語のアレフベートのアレフ א なら右下への斜線＼という様にもできます。

これは、参考にする素材次第なので、様々な組み合わせが網羅的に存在し

ますが、共同体や賛美の内容によって、美的な判断力を合わせ、定式化し、

賛美に用いればよいでしょうね。足の動きではどうでしょうか。」 

「そうですね。座っている時にでも、足の前後と傾きで、子音や母音等を

示すのは、どうでしょうか。左足を子音の足、右足を母音の足、として、

予め決めておき、左足の足場の前列なら、左から S,A,P とし、足場の後列

なら、K,F,T とします。同様に、右足の足場の前列なら、左から I,u,A と

し、足場の後列なら、左から O,U,E とするのです。そして無理のない範囲

での足の傾け方、つま先やかかとの浮かせによって、前中後列のそれぞれ

三つの子音や母音の区別をするのです。例えば、左足等を前列に置くか、

つま先を浮かせ、内側に向けたら子音 P。右足を前列で外側に向けたら、

母音 A を思い出すのです。これらにより両足の位置や傾きで、文字を示す

ことができます。他にもあるでしょうね。顔や腕の向き、手の配置など。

これは気を付ければ、いくらでも見つかるでしょう。ただ、技術的には色々

あるでしょうが、最も大事なことである、善い方に目的をおき、賛美する、

という事が特に大切ですよね。」  

「その通りです。考えることや心がけの変化ですら、文字にできるのです

から、心情を善い方に向けて賛美することが大切であると思います。技術

や善い方への熱情に関して、天使様方の賛美にかなうはずもありません。 

ですから、善い方を想う努めをするという気持ちこそ、大切にしなければ

なりませんね。」  

「私にとって、大きな天や小さな塵、人の書いた書物を読むことですら、

賛美になっているものと感じられます。難しく感じる時も、前の方の真似

をするだけ、という様なことでよいですし、簡単にできる方法はあります

から、続けていきたいものですね。障がい者や十分な知力がない人でも、

このような日常賛美、天体音楽に組み込まれていることを知る時、私達は、

現世においても、高い知性と能力をもって、御統治をなさっている方々が

おられることを想うものです。言葉遊びや、このような賛美の結果として、

くるしいことや辛いことが、現れているように感じることもあるでしょう。

しかし、善い方を喜べるのであれば、私たちはそのようなことであっても、

耐え忍んでいくことができるでしょうね。なぜなら、とてもとても善い方

が御計画されたものであると、感じ取ることもできるでしょうから。現代

社会の霊性としては、物に魂を認めるようなアニミズム等は、否定されて

いますが、物の間を自由に行き来し、楽しんでおられる霊の賛美を想定し、

生命だけでなく、物やゴミ、エネルギーや想い等であっても、大切にして

いくことが必要だと思いませんか！言動も、いつも神の栄光の為です！」 

「さぁ、主を賛美をしましょう！」 
天体音楽や日常芸術を、極限疎通や自作言語と組み合わせましょう！ 
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例えば、上半身にホワイト、ズボンに青色、という 

コーディネートは、宗教色ではキリスト教的な雰囲気

と認識されうると思います。(白：キリスト教、 

青： ユダヤ 教)そして、上記に従えば、日本語では

W A とも読みうると思います。(白 W、青 A) 

自作言語でも読めますね！(白 K、青 E：KE：        ) 

日常賛美 一例 極限疎通応用 

図形と音節化(自作言語で) 

0          50        100 

―――――――――― 

u   I   A   E   O   U 

又は 

uia  S   P  T  K   F 

Ch  B  N  Q 

 
P A       T E 

S I           K O 

                     
uia                          F U 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塵の様なミクロだけでなく、 

タイル等(ex.和タイル)のマクロでも賛美できる。  

NAM や日常賛美のコツ 

色・形・大きさの順で読み取る。 

(美張・濃淡・精雑等でも可能) 

色を子音で形を母音としたり、

二色で子母音構成が多い。 

文字・配置・傾きの順で読む。 

美しいものや主張のモノから、 

読み取る。 

組み合わせ方自体は自由である

べきだから、体系にこだわらず

主観によるべき。 

色や形が普段の読み取りと逆転

した美や主張の場合、普段とは

別の体系を使ってみる。 

(ex. 明体系⇄万体系。倒語読み 等) 
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健康と日常賛美、養生法 
・例えば、病気の診断名を言語分析する 

→言語分析、言葉遊びの確認 ex.肺気胸(ה意危機陽) 

(ぎなた読み、倒語 等、さまざまな読み方があり、目安程度。) 

・言語と宗教は密接 

特に日本語は世界宗教や一神教を言語に取り込んでいるらしい。 

・日本語話者≒各宗教の統治下にある。 

 (∴日本語話者を過度に恐れない) 

 符号信号(・―)や手話、点字も 

宗教的視点で見ると、覚えやすい。 

・宗教的体験も計画されたもの 

→大病すら統治にあることを知る。 

(極限疎通の様な被統治感覚) 

・社会は思うよりも宗教と密接 

→宗教的調和を目指し、宗教生活で 

賛美することは有用かも！ 

・日本には自作宗教の余地がある 

→自分の思想と生きること 

→自分の本を書いてみたり、 

暗記して、読誦の習慣を持つ 

⇒自分でも考えた伝統宗教的方法で、 

宗教の体験や経験を深めたらいい！ 

賛美や宗教生活で健康に、 

そして、生老病死の苦しみ等を穏やかに(できる、様に実践。) 
 

練り上げた人格や品性を破壊する程の、苦痛という試練への対策 

・日常から行う予防訓練 (科学的保証のある養生法、実践宗教) 

・くるしむ その時に行う対策法や訓練成果 (即効心理療法等) 

・くるしみが終わった後のケア (宗教教理や説教集、癒しの学) 
 

養生法一例：内丹、ﾁｬｸﾗを鍛える 快絶頂の記憶を集中する等 
(丹田や環境に、超絶的快楽の注入想像をする、呼吸を整える 等) 

ex.  ユダヤ 教のテフィリン：聖句箱、その他戒律、好ましい五体投地礼 

ex. PC 筋を鍛える(会陰辺りの排泄に関わる筋肉。五体投地中や

排尿後等に、好表象をイメージしながら、合わせて会陰を締めて

鍛える習慣的養生。ドライオーガズム、エナジーオーガズム等) 

養生法は沢山あるから、自分の心身や老病の傾向に合わせ、 

日常から訓練したい。自作宗教等とも合わせて行うと楽しい。 

各戒律の設定→世代間継承可能な養生法でなければならない。 
(世代間で、戒律実践をやめる世代が徐々におかしくなる危険や、 

戒律の実践がサポートでなくて、必須になってしまう危険があるから) 
 

くるしみの最中にも効く、心理装置を自分で発見しておく 

⇒くるしい時に考えること、やること等を決めておく 

キリストの十字架 等の宗教概念や宗教教理、表象で文字や絵

を描く、天国での自分の大きな幸福の為の現世の苦しみという

考え、タルパや理想の看取り人の想像、自著の黙読、暗唱 等。 

⇒大事な言葉を暗記して覚えておく。やることリストを作る。 

天酔(ウッドダイス)の設計一例 

0 紫/和タイル 正面 宗教シンボル 

1 黒/赤   左 宗教/和タイル 

2 黄/橙  上 文字/和カンチレーション 

3 青/水   右 絵文字/遊び方の工夫 

4 白(自然)/藤 下 想ひ出/記号や文字 

5 緑/枠/和タイル 奥 秘密/自由な仕掛け 

 玩具だから楽しんで自由に造るとよい。 
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二五.拡張勝現在、求めの力 
 私は、必要なものは既にほとんど与えられているから

こそ、生きていくことができるのだと思います。しかし、

主がいてくれたら、これこれがあったら、と思うことも

あります。ならば、それらが悪い欲望でなく、私に必ず

要することを示さなくてはならないと思います。 

 神さまがありありと感じられることが必要なら、その

ことを表現しなくてはなりませんね。天国や幸せが必要

なら、そのことを表現する必要があると思います。私に

必要であると示せるまでは、きっとくるしむのかもしれ

ません。つまり世のくるしみは、必要なものを示すため

にあるのかもしれません。 

 私は主、神天如や快楽天国々、フーリーら も求めます。

それが必要なことを示すためにも、日々を天国の伴侶や

神女ら、天女らと暮らす様、想像して暮らしています。 

 

二六. ▽一▲◎      →▲31        

日常生活の模範や社会変化の宗教解釈 
伝統的に保証があるとされる宗教を背景に、くるしみ

の理由や言動の起動因、教えとの一致が見つかることは

慰めです。例えば、健康の問題、共同体や富の問題等で、

現実に現れている実体験等が、好ましい快楽ある天国の

存在や天女らとの甘く永い生を前提とすると、必然的な

教育科目だと感じられる時もありますから。なにも困っ

たことでなくても、何でもよいから宗教や自分の思想に

結びつければよい、ということです。楽しい時も猶更の

こと、何かを感じたら、宗教文や自分の御題目等を思い

出し、結び付けて考え、言動すればよいのだと思います。 

日常生活での楽しいことも宗教文を考えればよいですし、

社会変化がわからなくても宗教を考えれば見えてきます。

信仰の段階が進んでくれば、自分で書いた宗教書で言動

することができる様になるかもしれませんね！ 

宗教、思想と共に生きること、 

やってみたいですよ！ 
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二七．隠された疎通法 
隠された疎通法を楽しむことは、解釈難しい 

人間関係の中でも癒しとなる時もあります。 

 
新作手旗信号(子音+母音で音節化) 

いくじつのハメヤリン(赤左、黒右)    
い⇅ ⇅ く／ じ|／ つ＿  の|    0u|| 1I＿＿  2A／  
   ＼      ／ ／             ／ 

ハ  メ＼／ ヤ＼＿ リ|  ン＼ ↗   ＼3E  ＿4O   5U 
／＼         |   ↙    ＼   |  || 

ex.ま＝メ+A＝数字に簡単な手旗を割振り、 

数桁の数字で音節化、和合や極限疎通もできる。 

五十音の数字による符号信号 
一A 二K 三S 四T 五N 六H 七M 八Y 九R 十W 土Q=Kw 

一 X 二 G 三 Z 四 D 五C 六 B 七P 八 J 九 L 十 F 土 V=Bw 
0uia 1S 2P 3T 4K 5F 6Ch 7B 8N 9Qur_n 

0uia 1I 2A 3E 4O 5U 6yU 7yA 8yE 9yO 

応用(要考察)  ex.名前から子音パングラム 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 拗 FU
濁 JI WA R 

⚊⚌⚍⚎⚏⚋⿰⿱⿴⿻  AE Nu SO K 
     (☱☲☴☷)  M D  Y H 

一般と異なる構造の符号信号一例 

⚊  S(Z) A(U) R(N) W    u なし I⚌ A⚍ 

⚋  T(D)K(G) H(B) M(P)      E⚎ O⚏ 

⚌  ⚍  ⚎  ⚏  清なし(濁)⚊ 拗⚋ 
規格は６信号。ex.が＝K+A+濁＝K⚋⚍ A⚍ 濁⚊ 

A頭 K髪(心)
S足 T手 N背中 H腹 M胸 Yヨニ(性)

R尻 Wわ 

〇● ★◎  ▲▽💛  ◇■∵ 

uia環境∵   
S左腕〇   

P右腕◎ 組み合わせ
 

T右足▲  
K左足■   

F胴体★ は自由に 
Ch顔(心)

● 
B頭(理)
💛   

N内臓▽ 使える！ 
 
Qur_n性器◇ 心身以外でも合図を読める。 

  

  

 目 

 眼 

 耳 

 聴 

 鼻 

 口 

 舌 

 身 

 意 

 心 十 

 士 

 王 

 玉 

 皇 

 主 

 旺 

 理 

 聖 

 球 

  

 日 

 月 

 火 

 水 

 木 

 金 

 土 

 祝 
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二八．複分法、楽リスト 
 大事にしている秘密や身体 等を、穢されない様に、 

予防・対策・訓練等を。学問的知性の準備も必要。 

例えば、いじめで悩んだことも、長生きするに従い、 

前向きになれそうですよ。まず生き延びること！ 

・予防 (まず起こさないこと、危険回避) 

集中した環境に籠る、俗を盾にする、危険からは逃げる。 

複分法－自分らしさを切り替える等。(一例：本名)自分のもの

の中で、穢れても大丈夫なスペースを事前に設けておくこと。 

藤：母国語で情熱的に優しく話す私 

藤原 研介(原、常用漢字) 

𠩤(原)：自作言語や多言語で話す私 

✡☦☪🔯 

研：よく考えられた言葉で話す私 

藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

(𠩤、異体字表記、本名) 

介：秘密の言葉で話す私 

🔯☪     🌱 

・対策 (実際に起こった時の対処) 

記憶に留めない努力(手軽にできる心理療法を前もって勉強、 

レム睡眠の様に眼球を動かす etc.)、王のご統治を思い出し、 

いつか、いつか肯定的な意味も見つかる、と前向きに考える等。 

・訓練 (日常でできる備え) 

空想や実際にできる楽しみのリストを考えておきたいです。

量で上回ることも必要です。例えば、宗教書は膨大な文献が

あります。宗教書を自分で改訳したり編集したりする様な、

量や質の大きな楽しみのストックを作っておきたいですね。

くるしい夜はどんなことで対策するか、量と質、関係や様態

を十分に用意しておく訓練も慰めになると感じました。 
 

一例：宗教哲学、勉強(宗教、言語、哲学 等)、家(道徳的環境群)や

持ち物の整理、麻雀やカード、ミラーキューブやサイコロ、プリズム

等の遊び(P.470)、芸術(映画や漫画雑誌)、風景を眺めて大事な念と

結び付けたり考えたり、手足で遊ぶ(指人形の演劇や模擬スポーツ)、

自分の辞典や wiki を作る、一般物をオリジナルに新しく仕立て直す、 

ホワイトボードに日常や俳句を書く、大事な言葉や書物をノートに

書き写す、ファッションや衛生に気を配る、新しく戒律を守る、軽い

トレーニング、日常の動作に感謝や感情を込め集中する、ゴミや不要

なものを芸術的に飾る、極限疎通になる様に、物や塵等の配置を再整

理、言葉遊び(宗教的存在らへ贈るコトバを考える)、記録した感謝帖

を見返す、想ひ出を振り返る、想ひ出の写真、ボイスパーカッション、

読誦、好ましい香りや味(医療用ガム等)、軽い体操やヨーガ、祈り 
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二九．幸福全暗記(簡約世界観習得) 

 伝統的世界観や自作思想から簡単にまとめた、

自作の簡約世界観を習得したいです。私は苦しみ

の原体験の後、苦しさのあまり、世界観や実践等が

伝統的世界観や世俗から逸脱して、恐怖が恐怖を

呼ぶ状態でした。そこから脱する為に勉強し、本を

書き、言葉を編みました。伝統宗教書の御言葉等も

よいのですが、思想的に頼りになる言葉は、自分の

世界観に共感できる言葉であり、美しい性愛者と

関わるコトバでした。贈るコトバ、贈られたコトバ

を繰り返し読誦、暗記、暗唱できると頼りになると

感じます。それに、外国語の宗教文を暗記すると、

新鮮な表象や気持ちになれましたよ！幸福哲学や

工夫により、幸福のランキング(自分の趣味判断の

元や体系化、リストアップや記録等)、幸福再想起

(幸福感情を引き出せる様に)、幸福全暗記(幸福の

記録をつけ覚える)、幸福備
び

誦
じゅ

図
ず

(幸福の実践創作)、

幸
さち

玉
だま

練
ねり

(幸福の念を練り、体に覚えさせる)等々、

様々な改善ができますよ！ 

遵法強快楽を伴う、宗教的感情の耽美と記憶 

神天如          Please, stay strong! 

後生も快生       YOU 

信じてん           life really is a gift. 

大事な人や自分の心傷ついたら 

一生懸命戦う。 

必要なときに強くなれる。 

Раздавила комара между 

ляшками, наверное, этот парень 

умер счастливым..   
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三〇.宗教について 
伝統宗教書は、言葉遊びが凝っている暗号文だと感じますし、人である私へ宛てた、 

主、神天如からのお手紙だと思います。だから、その秘儀は隠されています。同時に、

倫理法則的好結果を生み出す実践内容を示すと感じ、信じたいです。 

参考として宗教原典を引用しますが、細かい表記の違いもありますから、原典を入手

し、そちらを拝読する様にしてください。王らが貴女独自の聖典へ改編してくださる。 

私は、まず文字を覚えることと、宗教文の暗記をお勧めします。暗唱できる様に 

なったら、親しみやすくなりますから。貴女のお気に入りの御言葉(みことば)を見つけ、

それを心に留めたり、実践すると、きっと貴女の宗教的生活が開けてくると思います。

繰り返しますが、宗教文は暗号でもあり、倫理法則的好結果を導く力があると感じます。

隠された意味を考え継続実践すると、御恵みを感じる時が増えました。 

宗教は、たとえや反対言葉、言葉の順序や言葉遊び等を使うことで、読み手にも考え

させる様に仕組まれています。だから、言葉の深い意味を考えないまま平文の宗教文の

意味で全てを文字通りに実践することは危険です。その注意が必要なので、宗教は方便

だと言われます。しかし、安全な所で実践することは癒しにもなりますよ！幸福だから

宗教がなせるのか、宗教を実践するから幸福なのか、は次第にわかってくることであり、

例えば、「 召
しょう

命
めい

」という独自の導き体験等があるらしく、御導きを気長に待ちたい

ですよ！また、王のご統治は個人その人の為に、書物の文等をわからない様に消したり、

変更することがある様です。だから書物の誤字脱字等も疎通の源に過ぎず、それよりも

御統治の素晴らしさを味わうことの方が重要な様です。王の不思議にあっても喜びたい。 

 後で紹介する宗教文は、自分で改良することが必要かもしれません。紹介する宗教文

の原文は、私にとっても読み方や発音の原音がわかりません。カタカナで示した、音や

日本語の翻訳は目安に過ぎません。原文の文字も表記が変わったり、王のご統治により、

貴女が手に入れられるものと差異があるかもしれません。そして、宗教文は今の自分が

本当に思うことに改良して日々使うべきかもしれません。例えば反対言葉の部分や性別

や単複の原文を自分の正直な思い、自分の宗教段階に合わせ、言葉遊び等も修正し使い

たいです。これは、宗教を学ぶなら、その言語等、そして言葉遊びの論理等もよく学ぶ

必要があることを示します。ただ、公開されている辞書等も目安に過ぎず、王のご統治

により覆ることを思いたいです。お好みの宗教や言語等に出逢うといいですね！ 
一神天如と関わる宗教一は言語と密接だと思います。二理性や思いやりの言語二は自然

や社会と密接だと思います。三指導的自然や社会三は貴女の生とも密接であり、四幸福な

貴女の生の想ひ出四と五貴女の五＿＿＿＿＿＿＿＿＿五は密接だと思います。私は、人生

の苦しみ群に遭って、とても苦しかったです。ただ、その苦しみ群も王のご統治が深く

関わることを思うようになり、王のご統治や宗教に従うことが苦しみを和らげることに

つながると考え、一般の健康科学や実利的世俗生活よりも、宗教の実践に関心を持って

取り組みます。この本も想ひ出もそれで出来上がるに至りました。王の存在は確信でき、

王のご統治は伝統宗教や天国信仰を勧める、と以上の分析から感じます。また、尊貴な

方とのコミュニケーションは丁寧で よく考えられた型の通りに行うのが、敬意の現れ

と、我々は実感します。ですから、決まり通りの宗教実践も挨拶が正しくできるのと似

ているのかもしれません。宗教を超越的存在との関係としますと、生を懸けて行う一連

の挨拶や礼節の様なものでしょうか！有神論者でも宗教は信じないという方もおられ

ますが、宗教を超越的存在との学問的、歴史的保証のある 疎通や礼節の形としますと、

現代の幻惑的合理や嘘を用いた ご統治よりも、宗教を優先し実践することは、有神論

者だが無宗教者、という方々にとっても有用だと思います。日本には自作宗教の余地も

ある様ですから。だから、創造主の道に入る時、どうすればよいか悩みますが、素直に

伝統宗教書から始めるとよいと思いました。もしも、御導きが特定の宗教でなかったと

しても、私は有神論者でありたいです！貴女はどうでしょうか？ご一緒しませんか！！ 

 

主と私の出逢い、宗教の想い出 
青年期の非的日常の後、極大苦や苦しみ群の経験により哲学と伝統宗教の学習に追い込まれた 

→皇.ひたすら哲学や書物の学習、徳行と天の応答確認、近しい王や統治組織へ小報告 

→玉.幸運的・計画的な性力(シャクティ)との出逢いと部分的な癒し。軽度の戒律実践 

→王.伝統宗教的力や知性への思想的・実践的統合。抵抗を振り切って宗教哲学へ没頭 

→主.私の人生観、人としての物語が編み直され、主 らと共に永く生き得る第壱感覚。 

 

救い主との快幸福永生の準備としての人生  
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私の金剛経験 (物事は「永久
と わ

の時」を体得できる様に努めるコト) 
心：憧憬(主や努める美しい女性への 童の様に喜ぶ 大きい期待と美女顔鑑賞)を中心に、 

えうレビ(女体美鑑賞)、満快(食事の満足を伴う精神的快楽)、SNY(美処女疎通) 

語：宗教書の御言葉や文字遊び、自著のことば、美処女のコトバ(を記録し、暗記した。) 

身：連夜の鍛錬自慰行為、満腹と質高いご馳走、読書や哲学、麻雀でのエウレカ(閃き) 

大(道徳的環境)：宝天(天の特別に美しいさま)、大公園、すごいお店(特に大型小売店) 

明(無意識)：人生経験の不思議、天国信仰考、本をずっと手に持ち歩くと夢でも装備  
宗教の適用例 

 現世でのニュースや出来事を宗教の物語で解釈してみると、世の出来事の筋道が何と

なく分かったり、思考が柔軟になります。宗教の物語は、譬えとして使うことができる

様に設計されているらしく、生活に起こったことや悩み事等を何でも、似ている宗教の

物語に結び付ける訓練をしてみると、宗教や聖なる存在らが一緒に生きている様な快さ

を感じられます。戒律も守り続けると、主 らや天国との絆に感じられる様になります。 

物語に含まれる独特の矛盾等も、譬えとして使うからこそ、設計されている様に感じ

ます。実際に生を生きていき、宗教を考え方に取り込むと、物語に含まれる矛盾やおか

しな点、というのが、ちょうど現実のことでも矛盾の部分が現れるのに従って、譬えの

スムーズさが進み、人生を自らが主人公の様な宗教物語と感じ得て、明るく生きやすく

なります。しかもその宗教物語は自分だけで考えた訳ではなく、立派に生きた人たちや、

勿論、宗教的存在らと共に生きている、と感じられ、心強い気がします。そういう心理

作用も、実際に譬えとして使うかどうかというより、宗教的生活を送る内に感じられる

ことかな、と思います。自分で物語を書いてみてもよいですが、初等教育としては宗教

を推したいですね！神天如はいるかいないかでなく、いなければならない、と思います。 

極限疎通(科学的)という日常快 
布団の繊維で、寝ている時に極限疎通をすると面白いです。世界の文字、極限疎通で

疎通ができます。絵文字で劇をやってくれることもありました。飲食物でもできますし、

炭酸飲料の泡や汁の大きさとかでもできます。私に見せてくれる布団の繊維は、いつも

性について話してくれます。飲み物のとても小さな気泡や泡粒は、少し冷たい雰囲気で、

どうでもいいことは教えてくれるけれど、肝心なことははぐらかされますし、夜は特に

関わらない様に、と冷たくされます。人それぞれ対応が違うらしく、それも面白いです。 

一人麻雀や一人饗宴の習慣 
一人麻雀もしています。役満ありの混一色麻雀で、1～9索子の 4枚ずつ。一九の萬子

と①⑨の筒子一枚ずつ、(国士無双や大四喜等の役満にも用いる。暗刻、暗槓もできる。)

白を四枚と中を一枚と發を一枚の三元牌は計六枚、(白は二枚まで抜きドラ。役満の時、

抜きドラや暗刻の残りの時はオールマイティに。)東南西北を一枚ずつ。(役満、暗槓可)

花牌(春夏秋冬)四枚。1枚の百塔牌。(黒華牌、嶺上山に載せて、初の抜きドラの扱い。)

計 55 枚で一人麻雀をしています。ツモ切りの自動相手も設け、捨て牌に面子一つか、

雀頭と塔子か、対子二つ等ができれば、自動相手が両面待ち以上の待ちを河から推定し

自分で指定するか、難しければ嶺上牌の端から 5又は 6列目をめくり、表示牌の次の筋

を待ちとし、リーチします。自分が指定したことに惑わされず、通常通り攻守の打牌を

します。自動相手が和了したら、今までの総ての捨て牌で最高役を作り点数を決めます。

基本役を、テンパイ未満は満貫、テンパイを跳満、役が完成するなら最高の役で、それ

らを基本役とし、ドラ(王牌の五つ目を表示牌)を含めて自動相手のあがりの高さを決め

ます。自分が先にリーチした時、自動相手は、ツモが現物ならそのまま切ります。危険

牌ならもう一度ツモり、自分で攻守を判断して切ります。追っかけリーチもありです。 

役満(13～15飜)は+四倍満、16～18飜：五倍満、19,20飜：5.5倍満、W 役満は+八倍

満と数えます。飜数が大きくなるので、飜数の数字等で疎通もできます。点棒をカード

等でもやりとりし、疎通しながらでも面白いですよ！５巡目以内に一局が終了できたら、

自動相手なしで、もう一局続けて打ちます。二局の満貫数を組合わせても疎通できます。 

六面に色を付けた少し大きめのサイコロを 4個程度用意し、天酔麻雀(色麻雀)もして

います。麻雀の塔子や面子等の要領で牌を取り、2つのサイコロと 3つ目のサイコロで

あがりとします。見た目の美しさで役を決め、あがったら前に倒して、その色から疎通

をします。疎通の度合いで役の点数を決め、シンボルを刻んだカードを点棒とします。

極限疎通の要領で、色の組合わせやシンボルで疎通ができるので、言語で麻雀をしてい

る気になれます。3つのサイコロだけを読みますから、言語も読み取りやすく、工夫が

しやすいです。これらを風景や双六等、他のボードゲームと組み合わせても面白いです。 

週一回、一人饗宴を開き生活リズムを変えます。(夜更かしします) 

主との出逢いや宗教の想い出のまとめや暗記 
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三一.対話：和、感情的ケアとまとめ 

F:「あなたは、どんな時に、善い感情が高まりますでしょうか。

例えば、面白い物語を聴いた時かもしれません。例えば、写真を

見た時かもしれません。ですから、自らに相応しい最期を、肉体、

意識、感情の観点から設計して、それを彩る祈りやお経の様に、

何度も反復できる物語を作ってみてください。」  

O1:《Я тоже представляю.》  

(私も空想します。)  

O2:『 !!     ↗^∀^+■       ↗ RY
問

◎,,             ●↗    』 ← 

(はい、私もやってみます。)  

F:「最期の肉体、意識、感情において、どんなものがよいだろう

と考えると、快ある姿勢や美しい想像、善い感情を奮う物語等が

必要になってくるかもしれません。本当の最期の最後まで、それ

らが効果を持つか、は修行次第です。しかし、少なくとも意識が

あり、考えが巡っている内の恐怖感 等に対しては、効果もある

だろう、と思っていますよ。」 

O1:《Тоже так думаю.》  

(私もそう思います。)  

O2:『 !!     ↗             ◎↖              

          
,,             ●↗    』  

(はい、そうですよね。) 

F:「宗教的物語を受容することは、和らぎにもなるでしょうね。

死の妄想はとても激しいものだったけれど、実際の死において、

そこまで激しくなることはないだろうと思う。そして、霊か無か

で迷ったら、霊を採ること！等の様な、基本の考え方は、応用も

できるはずだから、考えを比較検討するのもよいでしょうね。」  

O1:《Я тоже думаю.》  

(私も考えます。)  

O2:『 !!     ↖ﾟ▽ﾟ■×NK
心

◎↖    』  

(自分で考えることですね。)  

F:「自ら考えた自分の為の本当によい物語を信じ込める様にね。 

私が大事だと思うことは、主 らと私も快幸福永生にあるコト、

真善美快な主を信ずこと、天国を信ずこと、自分で考えることを

周りにやってみること、自作品をも大事にすること、だと思って

いますよ。死後のよい生があるから、無茶をやれ、ということで

は決してなく、むしろ、現世の生活を天国への準備として大事に

するべき、と強く想って、死や試練に備えればよいと思います。」  

S:「ありがとうございます。そうですよね！」 

O1:《Я тоже так думаю.》  

(私もそう思います。)  
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O2:『 !!     ↖^∀^＋■ RH
智

◎↖    』 

(私も大事にします。)  

F:「身体には、六感に対し快楽を与えること、意識には、表象に

おいて美を整えること、感情には、満悦する様に快善を想うこと

等も対策として挙げられると思います。今回お示ししたことが

全てだと思うのではなくて、自分で考え、訓練法をアレンジし、

習得のやる気を引き出す中に、恐怖感 等の試練への対策の実践

ができると思っています。些細なことでも心の拠り所があると、

違いが出てくるものと思います。よくよく考えねばなりません。」  
V:”Yes, Thinking by oneself is important. ” 

  (はい、自分自身で考えることが大事ですね。)  

O1:《Да, я тоже так думаю.》  

(はい、私もそう思います。)  

O2:『 !!     ↗^∀^＋■ NK
心

◎↗    』  

(私も考えます。)  

F:「自分で工夫したコミュニケーション方法で天：世界、元素、

それらを統治する存在たちとコミュニケーションすることも、

和らぎになると思います。この本ともできますよ！貴女はどの

ようにコミュニケーションしますか！」 
 Y:"אניְגםְחושבת."ְְ

(私もそう思います。) 

O1:《Я тоже поговорю.》 

(私も話します。) 

O2:『 !!!     ↗       ▲×AN
可

◎＝    』 

(この本で できますね！) 

F:「死後の天国についてぼんやり信じることは、死の恐怖の対策

として、よいものと思います。人生での死を迎えるにあたって、

考えざる得ないことだと感じますよ。だから、事前に考えておく

ことは無益ではないと思います！それだけに集中しすぎ、肉体、

意識、感情等をおろそかにしてはいけないけれど、死後の天国を

少しずつ信じることは、貴女の人生に対する態度にも関わって

くると思いますよ。そして、日常の生活を正しく守りましょう。」  

O1:《Я тоже так думаю.》  

(私もそう思います。)  

O2:『 !!     ↗^∀^＋■ NK
心

◎↗    』  

(私も考えます。)  

S:「はい、ありがとうございます。天国や宗教を信じることと、

日常生活や世俗的なことのバランスが大事ですね！」 



90 

F:「気を付けなければいけない事の一つは、地獄についての想像

は一切やめてしまうことです。実際に、人生で死を くるしんで

いる時には、難しいことかもしれませんが、よいもの、好ましい

ものについてだけ想像をするように、心がけることが大切だと

思います。例の体験のきっかけを与えないように、明るく素直に

考えたいですね！思考の健全さを守ることが大事で、まず、おか

しいと気づける様、自分の身語心の戒律や信仰を保つことです。

いつも考えることの基準を設けること。そして、道徳的な存在と

疎通をすること。実際に発声や普段の日常動作もよいでしょう。」 

O1:《Я тоже думаю.》  

(私も考えます。)  

O2:『 !!     ↗^∀^＋■           

    
▽▲↗ NK

心
◎↗    』  

(私も明るいことを考えます。)  

V:”Yes, we should have positive mind with religion.”  

(はい、私たちは宗教で明るいマインドを持つべきです。) 

F:「そうはいっても、拭えない想像や、無意識下で働く恐怖感で

の肉体的反応はあるかもしれませんね。幼稚な恐怖感であると

わかっていても、肉体や意識が苦痛を感じていると、どうしても

恐怖感が拭えないものだと思います。だから、自分で考えてみた

ルーティンの対策集により、恐怖感を和らげることがよいかも

しれません。これらをすれば落ち着けるという決まりごと！」  

O1:《Я тоже попробую.》  

(私も試します。)  

O2:『 !!     ↗        ED
新

        ↗    』  

(訓練が必要ですね。)  

"ְאנחנוְגםְידעים." :Y 

(私たちも、知っています。) 

F:「最期を自ら設計して、自分の死出のパレードを行うつもりで

肉体、意識、感情、環境、無意識等を整えることを考えてみても

よいかもしれません。努める方を、信じることも大事でしょう。」 

O1:《Это тоже хорошо.》  

(それもよいですね。)  

S:「はい、私も備えておきますね！私も信じたいです。」 

O2:『 !!     ↗ S T

    取
↗    』  

(信じることですね。)  

F:「死後の天国にしろ、我々はどこに向かうのか、ということを、

いざ死に直面すると、考えてしまうものだと思います。繰り返し

ますが、明るく考えることが大事で、伝統宗教等の教えにより、

自分の考えを批判し、思考を健全に保つことも、とても大事だと
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思います。しっかり時間をかけて考えれば、人が納得しうるもの

は見つかると思います。私は見つかりました。」  

O1: 《Я тоже думаю.》  

(私も考えます。)  

V:”I like your story, and also I will find my story.”  

(私はあなたの物語が好きです、 

そして、私も私の物語が見つかりますよね！) 

O2:『 !!     ↗^○^＋■ ND
華

,NK
心

◎↗    』  

(私も見つけられると思います。)  

F:「死は自然界の生命にとって避けられないことです。 しかし、

避けられないものだからこそ、すでに設計に組み込まれている

もの、と感じます。その設計者の存在を信じるものにとっては、

死ですらも善いものとして。ある意味では、死の存在は幻に過ぎ

ないと言えますよね。肉的死の後を信じるのですから。そして、

設計者を信じ、その経験を積み重ねれば、死の恐怖という大きな

苦であっても、私たちの為になる、憐みの一つだ、とも考えられ

ます。死の恐怖によった憐み、合わせようか、天ら誉むえみ。」  

O1:《Я чувствую, что это для нас.》  

(私たちのためであると、私も感じます。) 

 Y:"אנחנוְגםְלומדיםְדתְושפה."ְ

(私たちも、宗教や言葉を学びます。) 

O2:『 !!     ↗＝      

        
＝ NK

心
◎↗    』  

(よいことなのでしょうね。) 

F:「ここまで、色々なお話しをしてきました。これらの一部でも、

実際に役に立てばよいと、拙くも願っていますよ。 

少しでも、大体のぼんやりした意味が伝わりましたでしょうか。」  

S:「とても興味深く お聴きしました。自らの御題目、善い方、

天国を信じ、自分で考え やってみるということですよね。最期

まで共にある、言語や芸術等を用いて、分類し、整理しますね。

例えば、不安な時にも時間を耐えられる遊びや物語の暗唱 等の

ルーティンも用意したいです。」  
V:“The philosophical idea was fun.”  

(哲学的な考えが面白かったです。)  
  Y:”השםְגםְחשוב.“

(名前も大事なのですよね。)  

O1:《Это было очень хорошо.》  

(とてもよかったです。)  

O2:『 !!      ↗ VR
縁

,NT
和

◎↗     』  

(努めていきたいものですね。) 
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F:「これで、今回のお話しは終わりにしたいと思います。 

共にお話しくださり、ありがとうございます。 

最後に一句づつ読んでみましょうか。では、私から。   

うきさての     

身語心大        

神天如」  

S:「こちらこそありがとうございます。 

それでは私からも。   

君が代は     

南無阿弥陀仏        

主の祈り」  

 

V:“Thank you for this talking.  

Thank you for,  

love and justice,  

your worlds !!”  

(お話しくださり、ありがとうございます。  

ありがとう、愛と正義と、君の御世。) 

 “ !!תודהְרבה,ְאדניְוהשם,ְהיְואהביְסּבהי ”:Y  

(ありがとう、主とその御名に、ヘイワビサビ！！) 

 O1:《Новые слова, спасибо!!》  

(新しい言葉よ、ありがとう！) 

 O2:『 >!     ⇆          

A
●⇈    ,,    ↖        ↗    』  

(感謝もち、礼拝のぞみて、コイガベイク！！)  

F:「それでは、さようなら！ありがとう！」  

S:「さようなら！ありがとう！」  

F:「ありがとう！さようなら！」  

V:“नमस्ि！ेGood bye!”  

F:「ナマステ！グッバイ！」  

“ אוְ  רָּ תְּ ה  תלְּ !”:Y  

F:「レヒトラオート！」  

O1:《До свидания!》  

F:「ダ・スビダーニヤ！」 

 ● 

O2:『>!      

    
         

   
↖    』  

F:「ケロツェベイティ！！」 

一同:「>!     ●⇈    」  
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ありがとう 
 

∵ 

○ 

◎ 

▲ 

■ 

★ 
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三三.世界宗教 原典 紹介(順不同)  
🔯.Myouway：明和道 Myouwish：明和語 まんこう語群  

『∵』(010,000.、ぁけふじピョウ、明藤表、…) 

☯.伝統宗教：諸子百家、儒教 中国語  

『千字文』、『大学』、『論語』 

🕉.東洋宗教、地域宗教：ヒンドゥー教、仏教  

サンスクリット語：梵語  

『バガヴァッド・ギーター』、 

『南無一切智』：『般若波羅蜜多心経』  

✡. ユダヤ 教 ヘブライ語 『タナハ』  

☦.キリスト教 ギリシャ語 『新約聖書』  

☪.イスラム教 アラビア語 『クルアーン』  

⛩.神道：自然宗教 日本国 日本語  

『君
きみ

が代
よ

』：日
に

本
ほん

の国歌
こ っ か

、『古事記
ふることふみ

』、『 禊 祓
みそぎはらへの

詞
ことば

』、 

『アイヌ神
しん

謡
よう

集
しゅう

』、『日本書紀
や ま と ぶ み

』、『百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

』 

☸.仏教、正教：知性宗教 English  

『般若心経』：Heart Sutra、  

『弥陀の本願』(『無量寿経』)、『日本仏教』、 

『歎
たん

異
に

抄
しょう

』、『念仏』：六
ろく

字
じ

名号
みょうごう

、  

『聖書』(国際語訳：英訳)  

✝.日本ｷﾘｽﾄ教：世界宗教 ユーロ語：超欧語   

『聖書』：個人訳、各国語訳、人工言語訳、自作言語訳、      

🌱.神話、東欧秘密宗教、啓典宗教 ロシア語  

『秘
ひ

密
みつ

集
しゅう

会
え

タントラ』：密教、    

『神統記』：神話、秘密宗教、道徳、        

啓
けい

典
てん

宗 教
しゅうきょう

経典
きょうてん

：『聖書』、新宗教経典 etc.  

0.自分で導く宗教、自分で造る言語  

自分に降りてくる宗教経典(自由経典)   

一.            

±02.   

003.           

0004. 

５. 
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世界宗教応用学習 
 

儒教、諸子百家：十一家 

『孟子』、『中庸』：四書五経、『近思録』、『伝習録』、  

『老子』、『荘子』、『荀子』、『韓非子』、『墨子』etc.  
 

バラモン教、ヒンドゥー教  

シュルティ(天啓) 『サンヒター』(本集) 『リグ・ヴェーダ』、『サーマ・

ヴェーダ』、『ヤジュル・ヴェーダ』、『アタルヴァ・ヴェーダ』 
『ブラーフマナ』(祭儀書、梵書)、『アーラニヤカ』(森林書)、『ウパニシャッド』(奥義書) 

副ヴェーダ 『ガンダルヴァ・ヴェーダ』(楽曲)、『ダヌル・ヴェーダ』、 

『スターパティア・ヴェーダ』(都市計画学)、『アーユル・ヴェーダ』(伝統的医学) 

スムリティ(聖伝)『ヴェーダーンガ』(6の補助学)、『プラーナ文献』、『マハーバーラタ』

(第 6巻は『バガヴァッド・ギーター』)、『ラーマーヤナ』、六派哲学の諸経典 etc.  

ダルマ・シャーストラ 『マヌ法典』、『ヤージュニャヴァルキヤ法典』etc.  

ゾロアスター教『アヴェスター』  

シク教『グル・グラント・サーヒブ』  

ジャイナ教『アーガマ』：『シッダーンタ』  
 

ユダヤ 教『タルムード』  

キリスト教『外典・偽典』  

イスラム教『ハディース』  

サービア教『     』       
 

神道、日本国『風土記』、『懐風藻』、『万葉集』etc.  

仏教『阿含経』、『大パリニッバーナ経』、『ダンマパダ』、 

  『臨済録』、『碧巌録』、『無門関』、『正法眼蔵』、 

『観無量寿経』、『阿弥陀経』、『法華経』、『華厳経』、 

『往生要集』、『選択本願念仏集』、『教行信証』etc.  

正教、日本ｷﾘｽﾄ教『聖書』各国語訳、日本語訳、個人訳 etc.  

 

ミトラ教 

マニ 教   

マンダ教『ギンザー・ラバ』、 

『ヨハネの書』、『コラスター』etc.  
中東：エジプト神話『死者の書』、メソポタミア神話 etc.  

オセアニア：アボリジニーの神話、ポリネシアの神話 etc.  

アフリカ：アカン族の神話、コンゴの神話、イボ神話 etc. 

アメリカ：アステカ神話、マヤ神話、イヌイットの神話、 

イロコイ族の神話、スー族の神話、インカ神話 etc.  

ヨーロッパ：ギリシア神話、ローマ神話、ケルト神話、北欧神話、 

バルト神話、フィンランド神話、スラヴ神話 etc.   

アジア：アイヌ神話、エヴェンキ族の神話、原始仏教、部派仏教、 

大乗仏教、上座部仏教、チベット仏教『死者の書』etc.    
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諸子百家 (例：十一家) 

陰陽家 儒家 墨家 法家 名家 道家 

縦横家 雑家 農家  小説家  兵家 

論語 (儒家) 

巻一 学
がく

而
じ

  第一   為
い

政
せい

 第二 

巻二 八
はち

佾
いつ

  第三   里
り

仁
じん

 第四 

巻三 公
こう

冶
や

長
ちょう

 第五  雍
よう

也
や

 第六 

巻四 述
じゅつ

而
じ

  第七   泰
たい

伯
はく

 第八 

巻五 子
し

罕
かん

  第九   郷
きょう

党
とう

 第十 

巻六 先
せん

進
しん

  第十一  顔
がん

淵
えん

 第十二 

巻七 子
し

路
ろ

  第十三  憲
けん

問
もん

 第十四 

巻八 衛
えい

霊
れい

公
こう

 第十五 季
き

氏
し

 第十六 

巻九 陽
よう

貨
か

  第十七 微
び

子
し

 第十八 

巻十 子
し

張
ちょう

  第十九 堯
ぎょう

曰
えつ

 第二十 

バガヴァッド・ギーター 
00.Gītā Dhyānam  ギーターを読む前に読むもの 

01.Arjuna-Viṣāda yoga  主人公の問いかけ  

02.Sāṃkhya yoga  ギーターの要約的教示 

03.Karma yoga  結果に執着しない実際の義務行為 

04.Jñāna-Karma-Saṃnyāsa yoga  善美の指導や教育に従う大事さ 

05.Karma-saṃnyāsa yoga  義務の放捨も義務行為も共に主が導く 

06.Dhyāna yoga(Ātmasaṃyama yoga)  上級精神技術は難しいこと 

07.Jñāna-Vijñāna yoga  快自体の様に、主は不可視でも力になる 

08.Akṣara-Brahma yoga  臨終に信仰をあてがい、死後を想定せよ 

09.Rāja-Vidyā-Rāja-Guhya yoga  世界を支える、主を愛すること  

10.Vibhūti-Vistāra-yoga  主を最高の存在として哲学すること 

11.Viśvarūpa-Darśana yoga  主の顕現は崇高であること 

12.Bhakti yoga  主に帰依することがお互いに好ましいこと 

13.Kṣetra-Kṣetrajña Vibhāga yoga  魂にも意識を向けること 

14.Guṇatraya-Vibhāga yoga  性質の哲学的三分法を宗教に昇華 

15.Puruṣottama yoga  主は不滅故に、最高の住処と想定すること 

16.Daivāsura-Sampad-Vibhāga yoga  主の哲学的基礎付けが必要 

17.Śraddhātraya-Vibhāga yoga  宗教哲学を生活に適用すること 

18.Mokṣa-Saṃnyāsa yoga  主と生きるなら世俗的義務は捨てうる   
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 タナハ  ユダヤ 教 聖典：תנ״ך
二十四巻(三十九巻) 

)律法.ת רָה ו  תּ ：トーラー)五巻(モーセ五書) 

01.創世記  ְית רֵאש   天地の創造 בְּ

02.出エジプト記  ְת מו   神との契約 שְּ

03.レビ記  ְא רָּ קְּ י   律法の細則 וַּ

04.民数記  ר בַּ דְּ מ   人数の暗号 בְּ

05.申命記  ים ר  בָּ  律法の写し דְּ
 
預言者( ים יא  ב  נ   ：ネビーイーム)八巻(二十一巻) 
 前の預言者４巻(６巻).נְ

05.ヨシュア記  ְַּע ש  הו   一生的物語  יְּ
06.士師記  ְים ט  פְּ  救済の英雄  שו 

07.サムエル記(上・下) מוּאֵל א׳ְְשְּ מוּאֵלְ  ב׳ְשְּ  最後の士師 
08.列王記(上・下)   ים לָּכ  א׳ְְמְּ ים  כ  לָּ ב׳ְמְּ   王達の物語 

 後の預言者４巻.ן 
09.イザヤ書  ְיָּה עְּ שַּ  最大の預言 יְּ
10.エレミヤ書  ְיָּה מְּ רְּ  預言の物語 י 
11.エゼキエル書  ְקֵאל חֶזְּ  希望の預言 יְּ
12.十二小預言者  裁きと回復の物語 

1.ホセア書  ְַּשֵע   הו 
2.ヨエル書  ְאֵל   יו 
3.アモス書  ְס מו    עָּ

4.オバデヤ書  יָּה דְּ בָּ  ע 
5.ヨナ書  ְנָּה  יו 
6.ミカ書  ְה יכָּ  מ 

7.ナホム書  נַּחוּם 
8.ハバクク書  ְקּוּק  חֲבַּ

9.ゼファニヤ書  ְיָּה נְּ  צֵפַּ
十.ハガイ書  י גַּ  חַּ

士.ゼカリヤ書  ְיָּה רְּ כַּ  זְּ
王.マラキ書  ְי כ  אָּ לְּ  מַּ

 
諸書(ים תוּב   ケトゥービーム)十一巻(十三巻)：כ 
 真理(エメス)３巻.כ

13.詩篇   ְים ל  ה   賛美の詩歌 תְּ
14.箴言   ְלֵי שְּ  格言や教訓 מ 

15.ヨブ記   ְב יו   義人の対話 א 
 巻物(メギロース)５巻.כ

16.雅歌   ְים יר  ש  יר־הַּ  恋の歌 ש 
17.ルツ記   ְרוּת 女性の物語 

18.哀歌   ְה  民の祈り אֵיכָּ
19.コヘレトの言葉(伝道者の書) ְהֶלֶת  戒の守り ק 
20.エステル記   ְתֵר  救済の美女 אֶסְּ

 その他３巻(５巻)   解放の物語.ך
21.ダニエル書   יֵאל נ   דַּ
22.23.エズラ記＋ネヘミヤ記  א יָּהְ עֶזְּרָּ חֶמְּ  נְּ

24.歴代誌(上、下)  רֵי בְּ יםְד  יָּמ  א׳ְְהַּ רֵי  בְּ יםְְד  יָּמ  ב׳ְהַּ  
  

トビト 

ユディト 

マカバイ 1, 2  

知恵の書 

シラ書(集会の書) 

バルク 1(含 エレミヤの手紙) 

ダニエル書補遺 

エステル記補遺 その他多数 

外典
がいてん

 
Apocrypha 

↔(正典：Canon) 
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Βίβλος：ビブロス 新約聖書 
キリスト教 聖典 

新約聖書：二十七巻 旧約聖書：三十九巻 計：六十六巻 

Β.福音書 

01.マタイによる福音書  Κατὰ Μαθθαῖον 

02.マルコによる福音書  Κατὰ Μᾶρκον 

03. ルカ による福音書  Κατὰ Λουκᾶν 

04.ヨハネによる福音書  Κατὰ Ἰωάννην 

 

ί.歴史書 

05.使徒言行録   Πρὰξεις Ἀποστόλων 

 

書簡 

λ.パウロ書簡 

06. ローマ の信徒への手紙  Πρὸς Ῥωμαίους 

07.コリントの信徒への手紙一  Πρὸς Κορινθίους α´ 

08.コリントの信徒への手紙二  Πρὸς Κορινθίους β´ 

09.ガラテヤの信徒への手紙  Πρὸς Γαλάτας 

10.エフェソの信徒への手紙  Πρὸς Ἐφεσίους 

11.フィリピの信徒への手紙  Πρὸς Φιλιππησίους 

12.コロサイの信徒への手紙  Πρὸς Κολοσσαεῖς 

13.テサロニケの信徒への手紙一  Πρὸς Θεσσαλονικεῖς α´ 

14.テサロニケの信徒への手紙二  Πρὸς Θεσσαλονικεῖς β´ 

15.テモテへの手紙一   Πρὸς Τιμόθεον α´ 

16.テモテへの手紙二   Πρὸς Τιμόθεον β´ 

17.テトスへの手紙   Πρὸς Τίτον 

18.フィレモンへの手紙  Πρὸς Φιλήμονα 

19.ヘブライ人への手紙  Πρὸς Ἑβραίους 

 

ο.公同書簡 

20.ヤコブの手紙   Ἰακώβου 

21.ペトロの手紙一   Πέτρου α´ 

22.ペトロの手紙二   Πέτρου β´ 

23.ヨハネの手紙一   Ἰωάννου α´ 

24.ヨハネの手紙二   Ἰωάννου β´ 

25.ヨハネの手紙三   Ἰωάννου γ´ 

26. ユダ の手紙   Ἰούδα 

 

ς.黙示文学 

27.ヨハネの黙示録   Ἀποκάλυψις Ἰωάνν
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01.開扉(アル・ファーティハ) 7 Ayahs  

02.雌牛(アル・バカラ) 286  

03.イムラーン一家(アーリ・イムラーン) 200  

04.女(アン・ニサーア) 176  

05.食卓(アル・マーイダ) 120  

06.家畜(アル・アンアーム) 165  

07.胸壁(アル・アアラーフ) 206  

08.戦利品(アル・アンファール) 75  

09.改悛(アッ・タウバ) 129  

10.ユーヌス(平安その上にあれ) 109  

11.フード 123  

12.ユースフ(ヨセフ) 111  

13.雷電(アッ・ラアド) 43  

14.イブラーヒーム 52  

15.アル・ヒジュル 99 

16.蜜蜂(アン・ナフル) 128  

17.夜の旅(アル・イスラー) 111  

18.洞窟(アル・カハフ) 110  

19.マルヤム(聖母マリア) 98  

20.ター・ハー 135  

21.預言者(アル・アンビヤーゥ) 112  

22.巡礼(アル・ハッジ) 78  

23.信者たち(アル・ムウミヌーン) 118  

24.御光(アン・ヌール) 64  

25.天啓(アル・フルカーン) 77  

26.詩人たち(アッ・シュアラーゥ) 227  

27.蟻(アン・ナムル) 93  

28.物語り(アル・カサス) 88  

29.蜘蛛(アル・アンカブート) 69  

30.ビザンチン(ギリシアびと) 60  

(アッ・ルーム) 

31.ルクマーン 34  

32.アッ・サジダ(跪拝) 30  

33.部族同盟(アル・アハザーブ) 73  

34.サバア 54  

35.創造者(ファーティル) 45  

36.ヤー・スィーン 83  

37.整列者(アッ・サーッファート) 182  

38.サード 88  

39.集団(アッ・ズマル) 75  

40.ガーフィル(信者) 85  

41.フッスィラ(わかりやすく) 54  

42.相談(アッ・シューラー) 53  

43.金の装飾(アッ・ズフルフ) 89  

44.煙霧(アッ・ドハーン) 59  

45.跪く時(アル・ジャーシヤ) 37  

46.砂丘(アル・アハカーフ) 35  

47.ムハンマド(マホメット) 38  

48.勝利(アル・ファトフ) 29  

49.私室(アル・フジュラート) 18  

50.カーフ 45  

51.撒き散らすもの(アッ・ザーリヤート) 60  

52.山(アッ・トール) 49  

53.星(アン・ナジュム) 62  

54.月(アル・カマル) 55  

55.慈愛ゆかしき御方 

(アル・ッラフマーン) 78  

 

 

 

56.出来事(アル・ワーキア) 96  

57.鉄(アル・ハディード) 29  

58.抗弁する女(アル・ムジャーダラ) 22  

59.集合(アル・ハシュル) 24  

60.試問される女(アル・ムンタヒナ) 13  

61.戦列(アッ・サッフ) 14  

62.集会(アル・ジュムア) 11  

63.偽信者たち(アル・ムナーフィクーン) 11  

64.騙し合い(アル・タガーブン) 18  

65.離縁(アッ・タラーク) 12  

66.禁止(アッ・タハリーム) 12  

67.主権(アル・ムルク) 30  

68.筆(アル・カラム) 52  

69.真実(アル・ハーッカ) 52  

70.階段(アル・マアーリジュ) 44  

71.ヌーフ 28  

72.幽精(アル・ジン) 28  

73.衣を纏う者(アル・ムッザンミル) 20  

74.包る者(アル・ムッダッスィル) 56  

75.復活(アル・キヤーマ) 40  

76.人間(アル・インサーン) 31  

77.放たれるもの(アル・ムルサラート) 50  

78.消息(アン・ナバア) 40  

79.引っこ抜くもの 

(アン・ナーズィアート) 46  

80.眉をひそめて(アバサ) 42  

81.包み隠す(アッ・タクウィール) 29  

82.裂ける(アル・インフィタール) 19  

83.量りをごまかす者 

(アル・ムタッフィフィーン) 36  

84.割れる(アル・インシカーク) 25  

85.星座(アル・ブルージュ) 22  

86.明星(アッ・ターリク) 17  

87.至高者(アル・アアラー) 19  

88.圧倒的事態(アル・ガーシヤ) 26  

89.暁(アル・ファジュル) 30  

90.町(アル・バラド) 20  

91.太陽(アッ・シャムス) 15  

92.夜(アッ・ライル) 21  

93.朝(アッ・ドハー) 11  

94.胸を広げる(アッ・シャルフ) 8  

95.無花果(いちじく)(アッ・ティーン) 8  

96.凝血(アル・アラク) 19  

97.御稜威(みいつ)(アル・カドル) 5  

98.明証(アル・バイイナ) 8  

99.地震(アッ・ザルザラ) 8  

100.進撃する馬(アル・アーディヤート) 11  

101.戸を叩く音(アル・カーリア) 11  

102.蓄積(アル・タカースル) 8  

103.日ざし傾く頃(アル・アスル) 3  

104.中傷者(アル・フマザ) 9  

105.象(アル・フィール) 5  

106.クライシュ族(クライシュ) 4  

107.慈善(アル・マーウーン) 7  

108.潤沢(アル・カウサル) 3  

109.不信者たち(アル・カーフィルーン) 6  

110.援助(アン・ナスル) 3  

111.棕櫚(：しゅろ)(アル・マサド) 5  

112.純正(アル・イフラース) 4  

113.黎明(アル・ファラク) 5  

114.人々(アン・ナース) 6  

 القرآنَّ

：クルアーン 
イスラム教 聖典 

 



100 

 

∵
『

』 

『ぁけふじピョウ』 

∵ ⇄ 

0+10.5+66 

すふ 

○●○🔯◎王99▲00��ة ﾟ▽ﾟ■ﾟ◇ﾟ★ 

1+6+1+10+2+100+530+7+0+3+99 

-91+8+4-91+9+5(=678.5) 

ﾕｲｽ ｱｩｱﾝター ﾔｩｨｧ ｴﾖｰｼﾞｮ ｼｪ ｵｼｮ ｳｩ 

 

 

一+1🔯≒(☯⇈🕉⇈✡⇈☦⇈☪⇈ 

     ⛩⇈☸⭦✝⭧🌱⇄) 

ｽﾑｩﾁｭふ ｽｨｽｨ ｻｻ ｾｾ ｿｿ ｽｩｽｩ 

ｼｭｼｭ ｼｬり ｼｪ― ｼｮふ ﾁｭﾁｭ 
一-1王≒(一⇈二⇈三⇈四⇈五⇈ 

    六⇈七⭦八⭧九⇄) 

 

∵
『

』 

(010,000.、ぁけふじピョウ) 

  



101 

 

∵
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『明脂帖』 

           🔯                        
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◇       →Д◇     ∈∵○д     ,д91★ 

ﾖﾆｪ ｼﾞ デー ﾖﾝ ﾎﾟｩｨｧｲﾃﾞｰﾆｭﾘｬ ﾃﾞｰ(ｸﾙｲﾝ)ｳｩ 
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 ｼ 
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〇
ﾘｨﾝ 2

 一
ｲｰ 1

二
ｳｰｧﾙ 4

三
ｻｧﾝ 1

四
ｽｩ 4

五
ｳｰ 3

六
ﾘｫｳ 4

 七
ﾁｨｰ 1

八
ﾊﾟｧｰ 1

九
ﾁﾞｫｳ 3

十
ｼｨｰ 2

 士
ｼｨｰ 4

王
ｩｱﾝ 2

玉
ﾕｲｰ 4

皇
ﾌｱﾝ 2

主
ﾁﾞｩｰ 3

 

日
ﾘｨｰ 3

月
ュエ 4

火
ﾌｩｵ 3

水
ｼｩｪｲ 3

木
ﾑｩｰ 4

金
ﾁﾞｨﾝ 1

土
ﾄｩｰ 3

 

丸
ｳｧﾝ 2

 ／＼ | ―ヘ⺃ 札
ﾁﾞｧｰ 2

永
ｲｫﾝ 3

 
N  

 i

A  

 e

H  

 i

S  

 u

M  

 o

K 

 i

T 

 o(
D 

 o)  
R  

 i

Y  

 u

h  

 + ǎ↓ à ↑ á
W 

 a ⇔ ā 

⿰⿲⿱⿳⿴⿸⿺ ⿶⿷⿵ ⿹ ⿻  

偏
ﾋﾟｨｪﾝ 1

旁
ﾊﾟｧﾝ 2

冠
ｸﾞｩｧﾝ 4

脚
ﾁﾞｨｱｫ 3

構
ｺﾞｫｩ 4

垂
ﾁｩｪｲ 2

繞
ﾗｧｫ 4

     旺
ゥアン 4

理
リィー3

聖
シァン 4

球
チォウ 2

 
ﾍﾝ 

ﾂｸ

ﾘ  
ｶﾝ

ﾑﾘ ｱｼ 
ｶﾏ

ｴ  ﾀﾚ 
ﾆｮ

ｳ  (日本語音読み) 

⚊⚌⚍⚎⚏⚋☯ 爻
ィアォ 2

 両
リィァン 3

儀
イー2

  四
スゥ 4

象
シィァン 4

 

陽
ｲｧﾝ 2

太  

 陽

少  

 陰

少  

 陽

太  

 陰陰
ｲ ﾝ 1

太  

 極    太
タァィ 4

 少
シァォ 3

 極
ヂィー2

 

☰☱☲☳☴☵☶☷  八
ﾊﾟｧｰ 1

卦
ｸﾞｩｱ 4

 

乾
ﾁｨｪﾝ 2

兌
ﾄﾞｩｪｲ 4

離
ﾘｨｰ 2

震
ﾁﾞｪﾝ 4

巽
ｼｭｨﾝ 4

坎
ｶｧﾝ 3

艮
ｹﾞｪﾝ 4

坤
ｸｩｪﾝ 1

 卦
ｸﾞｩｱ 4

名
ﾐｨﾝ 2

 
ｹﾝ   ﾀﾞ ﾘ  ｼﾝ ｿﾝ ｶﾝ ｺﾞﾝ ｺﾝ   日本語音読み 

天 沢 火 雷 風 水 山 地 自然 

健 悦 麗 動 入 陥 止 順 性情 

父
少  

 女

中  

 女

長  

 男

長  

 女

中  

 男

少  

 男 母 家族 

首 口 目 足 股 耳 手 腹 身体 

馬 羊 雉 龍 鶏 豚 犬 牛 動物 

金 金 火 木 木 水 土 土 五行 
海 王

星

金  

 星

火  

 星

木  

 星

冥 王

星

水  

 星

天 王

星

土  

 星  五星 

干
ガァン 1

支
ヂィー1

(えと、六十干支：十干十二支：天干地支)  

甲 乙 丙 丁 戊 己 庚 辛 壬 癸                                          
きの

え

きの

と

ひの

え

ひの

と

つち

のえ

つち

のと

かの

え

かの

と

みず

のえ

みず

のと                                          

子 丑 寅 卯 辰 巳 午 未 申 酉 戌 亥(鼬、猫 等)        

ね
う 

 し

と 

 らう
た 

 つみ
う 

 ま

ひつ

じ

さ 

 る

と 

 り

い 

 ぬい 

(ex. 甲子:1、乙丑:2、甲戌:11、癸亥:60)

六
ろく

曜
よう

：暦注の一つ 

先
せん

勝
しょう

→友
とも

引
びき

→先
せん

負
ぷ

→ 

仏
ぶつ

滅
めつ

→大
たい

安
あん

→ 赤
しゃっ

口
こう

 

(創世記の天地創造に注意) 
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ヨーガ(yoga、ヨガ、 瑜
ユイー2

伽
ヂィア 1

、योग) 

関心の対象に何でもヨーガ(つながり、精神集中)を結び付ける。 

八支ヨーガ 
1 ヤマ(禁戒、制戒、不殺生・真実語・不盗・不淫・無所有) 

2 ニヤマ(勧戒、内外の清浄・満足・タパス
難 行

・スヴァディアーヤ
読 誦 や 研 究

・ 

イーシュヴァラ・プラニダーナ
自 在 神 祈 念 、 念 神

) 

3 アーサナ(坐法、安定した快適な姿勢、姿勢を保つ努力の不必要) 

4 プラーナーヤーマ(調気、調息、息をしているかわからない状態) 

5 プラティヤーハーラ(制感、対象と感覚を離す、感覚器官の支配) 

6 ダーラナー(凝念、心を特定の場所に一点集中する) 

7 ディヤーナ(静考、禅定、想念集中の持続、対象の実在性の観取) 

8 サマーディ(三昧、対象への極度の集中、対象との調和や一体) 

6-8 サンヤーマ(綜制、純粋な心の行法) 

⇒9 アーナンダ(歓喜、永遠の現在を生き、解放された状態) 

ex. 古典ヨーガ『ヨーガ・スートラ』(瑜伽経、他にも様々存在) 

ヨーガを結び付ける対象の一例 

インドリヤ(感官、感覚器官)、思想、世界観、時空間、姿勢、数、

言 動 、 タ ン ト ラ 、 チ ャ ク ラ 、 神 通 力 、 遊 戯 、 天 や 自 然 物 、 

道 具 、 愛 や 正 義 、 心 理 、 実 践 、 行 事 、 哲 学 、 倫 理 、 

行為の厭離・放擲、生理、心霊、宗教、呪法、数珠、体育、 

瞑想、身体の動き、文字、念仏、道(タオ)、技芸、夢、タルパ、 

祭 具 、 知 性 、 快 楽 、 性 、 世 界 、 天 上 、 好 ま し い 天 国  e t c . 

身体姿勢ヨーガ 

 姿勢を型通りにしたり自然と楽にする。そこからストレッチの要領

で筋肉が張る様にする。呼吸や全身、特に脳や体の集中部分の脱力を

意識しながら、少しずつ体の張りを動かし気持良くなる位置を探す。

絶妙の位置に達したら、呼吸や脱力、ムドゥラ(特殊な手や顔の形。手を 

広げ、中指と薬指を掌へ折る。親指を握る等)、片目や半目、開口や舌を出す

等により、ほのかな快楽や健全な鈍痛を一定時間 味わう。同じ要領で

全身、特に頭や心臓、臓器等のチャクラに関しスクリーニングする。

日常生活では、人の体には不適切な体の癖が残る。その蓄積が老化等

によって顕著となり不調をもたらす。それを身体姿勢のヨーガ、マッ

サージにより多少は改善できる。壮年期頃より始めると姿勢ヨーガの

良性の鈍痛の許容感覚も分かり、丁寧にやれば、健康に効果がある。 



104 

言葉遊びの論理による予想文章の一例 

死の恐怖によった憐み、  

合わせようか、天ら誉むえみ。(ﾎﾎｴﾐ⇄ﾎﾑｴﾐ)  

(3.子音パングラムと余り 6.押韻、沓冠等) 

文章解析一例 

0.起動文 死の恐怖によった憐み、 (十一字) 

1.区別文  ⚌ ⚏ ⚌⚌ ⚏ ⚏⚏⚏ ⚌⚏、 

2.母音文  I O OU U I O u A A A E I 、 

3.子音文 S N Ky H N Y t T A W R M 、  

4.方向文 ─／‐╵ ｜‐ ┐- ╵ ┐＼  

5.画数文 6 1 10 8 3 2 1 4 16 2 1 

6.音節  シノｷｮｳﾌニヨッタｱﾜﾚﾐ、(十三音)  

7.英訳  The compassion by fear of death,   

8.倒語一例 ﾐﾚ、ﾜ、ｱｯﾀ、ﾖﾆﾌｳ、ﾖｷ、ﾉｼ (天 見たっヨニ
女 陰

の) 

9.ぎなた読み一例 ｼﾉｷ、ﾖｳﾌﾆ、ﾖｯﾀｱ、ﾜﾚﾐ  

A:絵    K:沓冠  S:字画   T:倒語  N:なぞかけ  

H:ﾊﾟﾝｸﾞﾗﾑ M:ﾓｰﾄﾞ Y:訳     R:ﾘﾌｫｰﾑ W:私の考え  

文章抽出一例  

0.モザイク画視点  ■□■■□□□□■□ 

1.欧文符号信号化  ETITOA TEMESN   

和文符号信号化  ﾍﾑﾞﾑﾚｲ ﾑﾍﾖﾍﾗﾀ  

2.母音の出現回数  A3 I3 U2 E1 O3 u1  

3.子音パングラム  A1K1S1T1N2H1M1Y1R1W1 

4.AuKiSaTeNo 翻訳 イアクウコイオ  

5.画数合計や積算  54(合計)368640(掛け算の積算)  

6.押韻や強勢   3 音目、7 音目、12 音目  

7.英文リズム   ﾄﾄﾝﾄｯﾄﾝﾄﾝﾄﾄﾄﾄﾄﾝ  

8.子母音倒語   IMERAWAATtOYINUHUOyKONIS  

9.初字と終字   死の→憐み、 SiNo→ReMi、  

勿論、他にも解析方法はある！ 

 

その他例題 ex. 神
しん

如
にょ

のラキア
天 空

二
ふた

眼
め

 

万
よろず

めをと
夫 婦

 の幸
こう

福
ふく

 

主の愛 故の 
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・まんこう語(万幸語) 

✡⭧⭧▲(                  

      ＝

)×(‖                   あ       ‖∈                                        ) ⭦☯ 

ｾ—－ｴﾁｭふﾄｩﾌﾟｩﾆｬｷｬﾁｭ
ﾁﾕ 

ﾋﾟｬﾁｭふﾌﾟﾋﾞｪｷｭﾆｪあﾋﾞｪﾌﾟﾎﾟｸﾙｲｪﾝﾋﾞｪﾌﾞｩｸﾙｲｪﾝﾁｭﾁｭりｽｨ 

☯⇄◎EL
SM

×共,,×▲笑▽(◎ S I
婦 R

↘(^∀^)■         

              

)⤴ 🔯☪ 

ｽｨふｱ SMLE ﾋﾟｬ共ﾘｬﾘｬ 

ﾋﾟｬｴ笑ｲｪﾁｭふｱ婦 RIS ｼﾞｪﾁｭ―ﾄｩﾑﾁｭりｵﾄｩｸﾙｲｪﾝｸﾙｴﾝﾆｮﾁｭﾁｭ⤴ｽｽウ 

 

・日本語  

死の恐怖によった憐み、 

合わせようか、天ら誉むえみ。  

 

・英語  

The compassion by fear of death,  

Could you smile with the skies praise.   

 

・ヘブライ語 

ים  חֲמ  עוּבְְְּרַּ צָּ וֶתאֶמְּ תְמָּ ََّّ,ְתְאֵימַּ  

דְכְ  יוּיַּחַּ שְָּךְאֲשְֶל,ְח  םְמְְּרְהַּ י  יםבְְּשְַּמַּ ََّّ.ְְח   

 

・ロシア語  

Жа́лость путём страх сме́рти,   

Дава́йте смея́ться вме́сте,  

улы́бками, кото́рые небеса́ хваля́т.   

 

・明和語(みょうわご) 

           

                

                    

 

 

 

 

 

 

 



106 

 

国
Kuni

 愛
Ai

義
Gi

 神
Kami

天
Ten

主
Syu

 本
Hon

美
Bi

如
Nyo

霊
Rei

  和
Wa

 后皇 

紫 黒黄  青白緑 赤橙氷藤   虹 混玉 

0
れい

 1
ﾜﾝ 

2
ﾄｩｰ 

3
さん 

4
よん 

5
いつ 

6
むう 

7
なな 

8
はち 

9
きゅう 

十
じゅう

 士王   

月
げつ

 火
か

 土
ど

日
にち

金
きん

       水
すい

 木
もく

 

                  

(＋13
宗 教

+13
色

+10
数 字

+3+7
七曜

   =+46   )  

 

いくじつのハメヤリン  (＋4+6=+10)  

A
ｴｰ

B
ﾋﾞｰ

C
ｼｰ

m
ｴﾑ

n
ｴﾇ

X
ｴｯｸｽ

Y
ﾜｲ

Z
ｽﾞｨｰ

         (+3+2+3=+8)  

あA
エー

א
アレフ

Я
ヤー

ا
アリフ

    (+1+1+1+1+1=+5)  

 

    、 明
みょう

。 (Y, uA) 

宗
しゅう

教
きょう

、心
しん

。 (S, NW) 

色
いろ

、身
み

。 (M) 

数
かず

、 語
かたる

。 (K, R) 

曜
よう

、 大
ふとし

。 (H, T) 

 

Myouwish(明和語)99+      

まんこう語(万幸語)1,001+ 

総合教理 65+真名代表 46+ 

和字代表 10+洋字代表 8+ 

世界文字代表 5+      

=1,234+2,480   
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ふじわらべうた  

あ
👑

い と せいぎ。      ア カ サ タ ナ 

い
👑

ろ は にほへと、     あ い う え お 

う
👑

ちゅう や てんごく    0
れい

 1
いち

 2
に

    

かみさま, え
👑

がお？      a
ア

 e
エ

 i
イ

 o
オ

 u
ウ

   

お
👑

おきに. よろしゅう！    A
ｴｰ

 B
ﾋﾞｰ

 C
ｼｰ

      

                            

(12+13+12+14+14   =65   ) 

 

藤わらべうた 

愛と正義。    アカサタナ 

色は匂へと、    安以宇衣於 

宇宙や天国     0 1 2           

神様, 笑顔？     あえいおう 

大きに. 宜しゅう！   ABC      (ｴｰ、ﾋﾞｰ、ｼｰ) 

 

梵
ぼん

中
ちゅう

数
すう

和
なご

ﾛｰﾏ (HW, TY, SA, NK, RM)    

a: カタカナ：片仮
か

名
な

、和
わ

字
じ

  

i: 漢字
かんじ

  ： 常
じょう

用
よう

漢
かん

字
じ

、真
ま

名
な

 

u: 数
すう

字
じ

 ：アラビア数
すう

字
じ

、ローマ数
すう

字
じ

、漢
かん

数
すう

字
じ

  

e: ひらがな：平仮
が

名
な

、和
わ

字
じ

  

o: ﾛｰﾏ字
じ

 ：ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ、半
はん

角
かく

ｶﾀｶﾅ、洋
よう

字
じ

  

:  ： 

インスタント音楽応用例     ♩日万の例(アブギダソング) 

ex. ヘブライカンチレーション  i:低֭い発声 a:楽な発声 

♪doumo    e:高֝めの発声 o:高いアーַ֞ト発声  

arigatou u:自然֘連動 ā,ai:forte
フォルテ

(大きく強 い)発声 

拍の調整 休符： 畏 分音符：Ä     19
十九

. 7
てん七

℃
ドシー

 

促音符：エ َّ 長音符：ָּお 調音符：5ͥ   
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一

藤 ふ
ぢ

祓
は
ら
へ
の

詞
こ
と
ば

〔
天
津

あ

ま

つ

祝
詞

の

り

と

・
藤 ふ

じ

𠩤 わ
ら

研 け
ん

介 す
け

伝 で
ん

〕 
 
 
 
 

 
二

鬘 ま
ん

藤 ふ
じ

𠩤 わ
ら

め
神 か

む

天 あ
ま

如 に
ょ

す 
 
 
 
 
 

三

神
愛
義

か

あ

ま

ぎ

神
愛
美

か

あ

ま

み

の
命

み
こ
と

以 も
ち

て 
 
 
 
 
 

四

皇 す
め

御 み

祖 お
や

神 か
む

天 あ
ま

照
て
ら
す

大 お
お

御 み

神 か
み 

 
 
 
 
 

五

世 せ

界 か
い

の
日 に

本 ほ
ん

の
兵

ひ
ょ
う

庫 ご

の
神 こ

う

戸 べ

の
藤 ふ

じ

𠩤 わ
ら

に 
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六

御
禊

み

そ

ぎ

祓 は
ら

ひ
給 た

ま

ふ
時 と

き

に
生 あ

れ

坐 ま
せ

る
祓

は
ら
ひ

戸 ど

の
大
神

お
ほ
か
み

立 た
ち 

 
 
 
 
 

七

諸
々

も
ろ
も
ろ

床 と
こ

事 ご
と

蜜 み
つ

穢
け
が
れ

を
祓

は
ら
ひ

賜 た
ま

へ
清

き
よ
め

賜 た
ま

へ
と
申 ま

を

す
事 こ

と

の
由 よ

し

を 
 
 
 
 

 
八

天
津

あ

ま

つ

神 か
み

国
津

く

に

つ

神 か
み

八
百
万

や

ほ

よ
ろ

づ

の
旺 お

う

達 た
ち

共 と
も

に 
 
 
 
 
 

九

天 あ
め

の
斑 ふ

ち

駒 こ
ま

の
ほ
ほ
え
み
合 あ

い
快 か

い

示 し
め

せ
と
畏

か
し
こ

み
喜

よ
ろ
こ

び
賛 た

た

わ
う 

 
 
 
 
 

十

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
お
願 ね

が

い
し
ま
す

私
わ
た
く
し

藤 ふ
じ

𠩤 わ
ら

研 け
ん

介 す
け

と
申 も

う

し
ま
す 

 
 
 
 
 

 

士 
 

 
 

 
 

 

王 
 

 



110 

い君
きみ

が代
よ

は      あ天照大御神 

千代
ち よ

に八千代
や ち よ

に   今上天皇 

さざれ石
いし

の     源平藤橘 

いわおとなりて    日本語 

苔
こけ

のむすまで      楽仁和恋魂 

 

―君
きみ

が代
よ

、日本
に ほ ん

の国歌
こ っ か

う 

 
え A thousand years of happy life be thine!  

Live on, my Lord, till what are pebbles now,  

By age united, to great rocks shall grow,  

 Whose venerable sides the moss doth line.  

   

 
 

 

レ
き

ド
み

レ
が

ミ
ー

ソ
よ

ミ
ー

レー
は

 ミ
ち

ソ
よ

ラ
に

ｿ
ー

ﾗ
ー

Re
や

シ
ち

ラ
よ

ソ
に

 

ミ
さ

ソ
ざ

ラー
れ

 Re
い

Do
し

Reー
の

 ミ
い

ソ
わ

ラ
お

ソ
と

ミｰ
な

ｿ
り

レー
て

 

ラ
こ

Do
け

Reー
の

 Do
む

Re
ー

ラ
す

ソ
ー

ラ
ま

ｿ
ー

ﾐ
ー

レー
で

 

お 4
よん

分
ぶん

の4
し

拍
びょう

子
し

 『古今和歌集』 

雅
が

楽
がく

 六
ろく

調
ちょう

子
し

 呂
りょ

旋
せん

 壱
いち

越
こっ

調
ちょう
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き

古
事
記 

上
巻 

序
并 

 
 

コ
ジ
キ 

ジ
ョ
ウ
カ
ン 

ジ
ョ
ヘ
イ 

ｼﾝ  ｱﾝ ﾏﾝ ﾘｮ  ｹ゙
ﾝ  ﾌ ｺﾝ ｹ゙

ﾝ  ｷ ｷ
ｮ゙ｳ ｷ ｼｮｳ ﾐ  ｺｳ   ﾑ  ﾒｲ  ﾑ  ｲ  ｽｲ  ﾁ  ｷ   ｹｲ  

臣
安
萬
侶
言
夫
混
元
既
凝
氣
象
未
效
無
名
無
為
誰
知
其
形 

ｾ゙
ﾝ  ｹﾝ ｺﾝ ｼｮ ﾌ゙

ﾝ  ｻﾝ ｼﾝ  ｻ ｿ゙
ｳ  ｹ  ｼ  ｼｭ  ｲﾝ ﾖｳ  ｼ  ｶｲ   ﾆ  ﾚｲ ｲ  ｸ゙

ﾝ ﾋ゚
ﾝ ｼ  ｿ  

然
乾
坤
初
分
参
神
作
造
化
之
首
隂
陽
斯
開
二
霊
為
羣
品
之
祖 

ｼｮ  ｲ  ｼｭﾂ ﾆｭｳ ﾕｳ ｹﾝ  ｼ
ﾂ゙

 ｹ゙
ﾂ  ｼｮｳ ｵ  ｾﾝ ﾓｸ  ﾌ  ﾁﾝ  ｶｲ ｽｲ  ｼ゙

ﾝ ｷ゙
 ﾃｲ  ｵ ｼ゙

ｮｳ ｼﾝ  

所
以
出
入
幽
顕
日
月
彰
於
洗
目
浮
沉
海
水
神
祇
呈
於
滌
身 

 ｺ  ﾀｲ ｿ  ﾖｳ ﾒｲ ｲﾝ ﾄｳ ｷｮｳ ｼ゙
 ｼｷ ﾖｳ ﾄ゙

 ｻﾝ ﾄｳ ｼ  ｼ゙
 ｹ

ﾝ゙ ｼ ﾒﾝ ﾊ゙
ｸ ﾗｲ ｾﾝ ｾｲ ｼ゙

 ｾﾁ ｾｲ ｼﾝ ﾘﾂ ｼ゙
ﾝ  ｼ  ﾖ  

故
太
素
杳
冥
囙
夲
教
而
識
孕
圡
産
嶋
之
時
元
始
綿
邈
頼
先
聖
而
察
生
神
立
人
之
世 

ｼｮｸ ﾁ  ｹﾝ ｷｮｳ ﾄ ｼｭ ｼ゙
 ﾋｬｸ ｵｳ ｿｳ ｿ゙

ｸ ｷﾂ ｹﾝ ｾﾂ ｼ゙
ｬ ｲ ﾏﾝ ｼ゙

ﾝ ﾊﾝ ｿｸ ﾖ ｷ゙
 ｱﾝ  ｶ  ｼ゙

 ﾍｲ ﾃﾝ ｶ ﾛﾝ ｼｮｳ ﾋﾝ ｼ゙
 ｾｲ ｺｸ  ﾄ゙

  

寔
知
懸
鏡
吐
珠
而
百
王
相
續
喫
釼
切
虵
以
万
神
蕃
息
與
議
安
河
而
平
天
下
論
小
濵
而
清
国
圡 

ｾ゙
 ｲ  ﾊ゙

ﾝ  ｼ゙
ﾝ ｷ ﾐｮｳ ｼｮ ｺｳ ｳ  ｺｳ ｾﾝ ﾚｲ  ｼ゙

ﾝ ﾜ  ﾃﾝ ﾉｳ  ｹｲ ﾚｷ  ｳ  ｼｭｳ ｼﾝ ﾄｳ  ｶ ﾕｳ  ｼｭﾂ ｾﾝ  ﾃﾝ ｹﾝ  ｶｸ  ｵ  ｺｳ ｿｳ  

是
以
番
仁
岐
命
初
降
于
髙
千
嶺
神
倭
天
皇
經
歴
于
秋
津
島
化
熊
出
川
天
釼
獲
於
髙
倉 

ｾｲ  ﾋ゙
 ｼｬ ｼﾂ ﾀ゙

ｲ ｳ ﾄ゙
ｳ ｵ  ｷﾁ ﾔ  ﾚﾂ ﾌ゙

 ｼ゙
ｮｳ ｿ゙

ｸ ﾌ゙
ﾝ ｶ ﾌｸ ｷｭｳ  ｿｸ ｶｸ  ﾑ  ｼ゙

  ｹｲ ｼ゙
ﾝ ｷ゙

  ｼｮ ｲ  ｼｮｳ ｹﾝ ｺ゙
ｳ  

生
尾
遮
侄
大
烏
導
於
𠮷
野
列
儛
攘
賊
聞
歌
伏
仇
即
覺
夢
而
敬
神
祇
所
以
稱
賢
后 

ﾎ゙
ｳ ｴﾝ ｼ゙

 ﾌ゙
 ﾚｲ ｹ゙

ﾝ ｵ ｺﾝ ﾃ゙
ﾝ ｾｲ ﾃｲ ｼ゙

ｮｳ
 ｷｮｳ ｶｲ

 ﾎｳ ｾｲ ｳ ｷﾝ ﾀﾝ ｶｲ ｼｮｳ ｾｲ ｾﾝ ｼ  ﾛｸ  ｳ ｴﾝ  ﾋ ﾁｮｳ ｽｲ ﾎ ｼｭｳ ｶｸ ｲ  

望
烟
而
撫
黎
元
於
今
傳
聖
帝
定
境
開
邦
制
于
近
淡
海
正
姓
撰
氏
勒
于
遠
飛
鳥
雖
歩
驟
各
異 

ﾓﾝ ｼﾂ  ﾌ ﾄ゙
ｳ ﾊ゙

ｸ ﾌ  ｹｲ ｺ ｲ ｼ゙
ｮｳ  ﾌｳ  ﾕｳ ｵ  ｷ  ﾀｲ ｼｮｳ ｺﾝ  ｲ  ﾎ ﾃﾝ ｷｮｳ ｵ ﾖｸ ｾ゙

ﾂ ｷ ﾋ ﾁｮｳ
  ｾｲ

 ｹ゙
ﾝ
 ﾀ゙

ｲ  ｸ゙
ｳ ｺ゙

 ﾀｲ ﾊﾁ ｽ 

文
質
不
同
莫
不
稽
古
以
縄
風
猷
於
既
頽
照
今
以
補
典
教
於
欲
絶
曁
飛
鳥
清
原
大
宮
御
太
八
州 

ﾃﾝ ﾉｳ  ｷ゙
ｮ ｾ  

天
皇
御
世 

く

妹
マ
イ

豊
ホ
ウ

御ゴ

食
シ
ョ
ク

炊
ス
イ

屋
オ
ク

比ヒ

賣
バ
イ

命
メ
イ

㘴ザ

小
シ
ョ
ウ

治チ

田
デ
ン

宮
キ
ュ
ウ

治ジ

天
テ
ン

下カ

卅
ソ
ウ

七
シ
チ

歳
サ
イ 

戊 ボ

子 シ

年
ネ
ン

三
サ
ン

月
ガ
ツ

十
ジ
ュ
ウ

五 ゴ

日
ニ
チ

癸 キ

丑
チ
ュ
ウ

崩
ホ
ウ 

御ゴ

𨹧
リ
ョ
ウ

在
ザ
イ

大
ダ
イ

野ヤ

㟵コ
ウ

上
ジ
ョ
ウ

後ゴ

遷
セ
ン

科カ

長
チ
ョ
ウ

大
ダ
イ

𨹧
リ
ョ
ウ

也ヤ 

 

『
古
事
記
』
全
三
巻 

下
巻 

(

文
末
、
推
古
天
皇) 

 

『
古
事
記
』全
三
巻 

上
巻 

(

序
文
抜
粋) 

か私神の言葉 

神、聖王らと共に生き、実生活を実践的に楽しむ

のであって、文字に過ぎず役に立たない教えなら

止めろ。多元論や裏表、隠れて大事にすることと

曖昧にすべきこと、等をはっきり使い分けること

で虚飾を捨て、美しい正直 に生きろ。神天如らも

聖王も道徳も安全力も性愛も、霊魂も天国も恋も

その他も一杯、自分なりの心我に照らして正直に

求めるまで、徹底的にいじめ抜くからな！神らと

幸福に生きるには、まず、苦界、苦しみが荒療治

であることを解るコト。それでもなお大事に想う

ことが幸せのプロトタイプ。神と共に生きるなら、

後は自由にやれ！皆、御前を待っていた。御前の

天国では、しっかりやれよ！          

貴女が好きです！ありがとう！！ 
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け

古 ふ
る

事 こ
と

記 ふ
み 

上 か
み

つ
巻 ま

き 

序
を
并

あ
は

せ
つ 

 

 

臣
や
つ
か
れ

、
安

や
す

萬 ま

侶 ろ

、
言

ま
を

す
。
夫 そ

れ
、

混

元

ま
ろ
か
れ
た
る
も
の

既
す
で

に
凝 こ

り
て
、

気

象

い
き
か
た
ち

効
あ
ら
は

れ
ず
、
名 な

も
無 な

く
為

わ
ざ

も
無
く
、
誰

た
れ

か
其 そ

の

形
か
た
ち

を
知
ら
む
。 

然
し
か

れ
ど
も
、
乾
坤

あ
め
つ
ち

初
め
て
分
か
れ
て
、

参

み
は
し
ら
の

神
か
み

、
造
化

あ

め

の

首
は
じ
め

と
作 な

り
、
陰
陽

め

を

斯
こ
こ

に
開

ひ
ら

け
て
、

二

ふ
た
は
し
ら
の

霊
か
み

、
羣
品

よ
ろ
づ

の
祖

お
や

と
為 な

れ
り
。 

所
以

こ
の
ゆ
ゑ

に
、

幽

よ
も
つ
く
に

と

顕

う
つ
し
く
に

に
出 い

で
入 い

り
、
日 ひ

と
月

つ
き

と
目
を
洗

あ
ら

ふ
に

彰
あ
ら
は

れ
、
海
水

う
し
ほ

に
浮 う

き
沈

し
づ

み
て
、

神

あ
ま
つ
か
み

と

祇

く
に
つ
か
み

、
身
を
滌

す
す

く
に

呈
あ
ら
は

る
。 

故
か
れ

、

太

素

は
じ
め
の
か
た
ち

は
杳
冥

ほ
の
か

な
れ
ど
も
、
本

も
と

つ

教
を
し

へ
に
因 よ

り
て
、
土

く
に

を
孕

は
ら

み

嶋
し
ま

を
産 う

み
し
時
を
識 し

り
、

元

始

あ
め
つ
ち
の
は
じ
め

は
綿
邈

と

ほ

け
れ
ど
も
、 

先
の

聖
ひ
じ
り

に
頼 よ

り
て
、

神
か
み

を
生
み
人
を
立
て
し
、
世 よ

を
察 し

れ
り
。

寔
ま
こ
と

に
知
る
。

鏡
か
が
み

を
懸 か

け

珠
た
ま

を
吐 は

き
て

百
も
も

の

王
き
み

相
あ
ひ

続 つ

ぎ
、 

釼
つ
る
ぎ

を
喫 か

み

虵
を
ろ
ち

を
切
り
て
、

万
よ
ろ
づ

の
神
、
蕃
息

う
ま
は

り
し
こ
と
を
。

安

河

や
す
の
か
は

に

議
は
か

り
て
、
天
の
下
を

平
こ
と
む

け
、
小
濱

を
ば
ま

に

論
あ
げ
つ
ら

ひ
て
、 

国
土

く

に

を
、
清

し
づ

め
た
ま
ひ
き
。
是

こ
こ

を
以 も

ち
、

番

仁

岐

命

ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

、
初
め
て

髙

千

嶺

た
か
ち
ほ
の
み
ね

に
降

く
だ

り
、

神

倭

天

皇

か
む
や
ま
と
の
す
め
ら
み
こ
と

、
秋
津
島

あ
き
づ
し
ま

に
経
歴

め

ぐ

り
た
ま
ふ
。 
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熊

く
ま

と
化 な

れ
る
も
の
、

川
か
は

よ
り
出 い

で
、

天
あ
め

の

釼
つ
る
ぎ

を

髙
倉

た
か
く
ら

に
獲 え

、
尾
生

を

お

ふ
る
、
ひ
と

径
み
ち

を
遮 さ

き
き
り
、
大
き

烏
か
ら
す

吉
野

え
し
の

に

導
み
ち
び

く
。 

儛
ま
ひ

を
列

つ
ら

ね
て
賊

あ
た

を
攘

は
ら

ひ
、
歌

う
た

を
聞
き
て
仇

あ
た

を
伏 ふ

す
。
夢

い
め

に
覚

さ
と

り
て
、

神

祇

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

を

敬
ゐ
や
ま

ひ
た
ま
ふ
。
所
以

こ
の
ゆ
ゑ

に

賢

后

さ
か
し
き
き
み

と
称

ま
を

す
。 

烟
け
ぶ
り

を

望
の
ぞ

み
て
、

黎

元

お
ほ
み
た
か
ら

を
撫 な

で
た
ま
ふ
。
今
に

聖
ひ
じ
り
の

帝
み
か
ど

と

伝
つ
た

ふ
。

境
さ
か
ひ

を

定
さ
だ

め
、

邦
く
に

を
開

ひ
ら

き
、

近

淡
海

ち
か
つ
あ
ふ
み

に

制
を
さ

め
た
ま
ふ
。 

姓
か
ば
ね

を

正
た
だ

し
、

氏
う
ぢ

を

撰
え
ら

み
、

遠

飛
鳥

と
ほ
つ
あ
す
か

に

勒
し
ら

し
た
ま
ふ
。

歩
あ
ゆ

む
と

驟
う
ぐ
つ

と
お
の
も
お
の
も

異
こ
と

に
、

文
か
ぎ

れ
る
と

質
す
な
ほ

な
る
と
、 

同
じ
く
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

古
い
に
し
へ

を

稽
か
む
が

へ
て
、

風
の
り

の

猷
み
ち

を

既
す
で

に

頽
す
た

れ
た
る
に

縄
た
だ

し
た
ま
ひ
、
今
を
照
ら
し
て
、 

典
の
り

の
教

を
し

へ
を
絶 た

え
な
む
と
す
る
に
、

補
お
ぎ
な

ひ
た
ま
は
ず
と
い
ふ
こ
と
莫 な

し
。 

 

飛
鳥

あ
す
か
の

清

原

き
よ
み
は
ら
の

大
宮

お
ほ
み
や

に
大

八

州

お
ほ
や
し
ま
く
に

御
し
ら

し
め
し
し
、

天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御
世

み

よ

に
曁

い
た

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

『
古
事
記
』
全
三
巻 

上
巻 

(

序
文
抜
粋) 
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こFURU-KOTO-FUMI  (THE KO-JI-KI)  

RECORDS OF ANCIENT MATTERS  

PREFACE.   

I Yasumaro say :   

 Now when chaos had begun to condense, but force and form 

were not yet manifest, and there was nought named, nought done, 

who could know its shape ?  Nevertheless Heaven and Earth first 

parted, and the Three Deities performed the commencement of 

creation ;  the Passive and Active Essences then developed, and 

the Two Spirits became the ancestors of all things. Therefore did 

he enter obscurity and emerge into light, and the Sun and Moon 

were revealed by the washing of his eyes ;  he floated on and 

plunged into the sea-water, and Heavenly and Earthly Deities 

appeared through the ablutions of his person ?  So in the dimness 

of the great commencement, we, by relying on the original 

teaching, learn the time of the conception of the earth and of the 

birth of islands ;  in the remoteness of the original beginning, we, 

by trusting the former sages, perceive the era of the genesis of 

Deities and of the establishment of men. Truly do we know that a 

mirror was hung up, that jewels were spat out, and that then an 

Hundred Kings succeeded each other ;  that a blade was bitten, 

and a serpent cut in pieces, so that a Myriad Deities did flourish,  

By deliberations in the Tranquil River the Empire was pacified ;  

by discussions on the Little Shore the land was purified.  

 

す 別
こと

天
あまつ

神
かみ

 (五柱の 独
ひとり

神
がみ

。まず 造
ぞう

化
か

三
さん

神
しん

が高
たか

天
あまの

原
はら

に成った。) 

神
かみ

世
よ

七
なな

代
よ
  (最初の二代は一柱で一代、後は二柱一対の神を一代。) 

伊
イ
邪
ザ
那
ナ
岐
ギ

命
の みこと

が禊で黄
よ

泉
み

の穢れを落とした時に最後にお生まれになった。 

せ 三 貴 子
みはしらのうずのみこ

 

左目：天
アマ

照
テラス

大
おほ

御
み

神
かみ

 

右目：月
ツク

讀
ヨミ

命
の みこと

 

鼻：建
たけ

速
はや

須
ス

佐
サ

之
ノ

男
オ

命
の みこと

し神話を明るく考えられる様に、 

文化内で重要視される言葉遊びで

ある、と考える必要がある。  

大事な想い出を、子、と言ったりも

する。⇒神話も本来は明るい物語 
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Wherefore His Augustness Ho-no-ni-ni-gi first descended to the 

Peak of Takachi, and the Heavenly Sovereign Kamu-Yamato did 

traverse the Island of the Dragon-Fly. A weird bear put forth its claws, 

and a heavenly sabre was obtained at Takakura. They with tails 

obstructed the path, and a great crow guided him to Yeshinu. 

Dancing in rows they destroyed the brigands, and listening to a song 

they vanquished the foemen. Being instructed in a dream, he was 

reverent to the Heavenly and Earthly Deities, and was therefore 

styled the Wise Monarch ;  having gazed on the smoke, he was 

benevolent to the black-haired people, and is therefore remembered 

as the the Emperor-Sage. Determining the frontiers and civilizing 

the country, he issued laws from the Nearer Afumi ; reforming the 

surnames and selecting the gentile names, he held sway at the 

Further Asuka. Though each differed in caution and in ardour, 

though all were unlike in accomplishments and in intrinsic worth, 

yet was there none who did not by contemplating antiquity correct 

manners that had fallen to ruin, and by illumining modern times 

repair laws that were approaching dissolution.  

 In the august reign of Heavenly Sovereign who governed the  

Eight Great Islands from the Great Palace of Kiyomihara at Asuka.     

『古事記』全三巻 上巻 英訳(序文抜粋) 

 

 

そ古
コ

事
ジ

記
キ

下
ゲ

巻
カン

 

夲
ホン

云
ウン

  文
ブン

永
エイ

三
サン

年
ネン

二
ニ

月
ガツ

仲
チュウ

旬
ジュン

書
ショ

冩
シャ

畢
ヒツ

 

神
ジン

祇
ギ

権
ケン

大
ダイ

副
フク

大
ダイ

中
チュウ

臣
シン

定
テイ

世
セイ

之
シ

 

同
ドウ

六
ロク

年
ネン

九
ク

月
ガツ

廿
ジュウ

九
ク

日
ニチ

於
オ

燈
トウ

下
カ

一
イッ

見
ケン

畢
ヒツ

    判
ハン

 

建
ケン

治
ジ

四
シ

年
ネン

仲
チュウ

春
シュン

廿
ジュウ

七
シチ

日
ニチ

 彼
ヒ

岸
ガン

中
チュウ

日
ニチ

 

又
ユウ

一
イッ

見
ケン

畢
ヒツ

宿
シュク

執
シツ

之
シ

至
シ

猶
ユウ

在
ザイ

神
シン

事
ジ

為
イ

之
シ

如
ジョ

何
カ

   判
ハン

 

借
シャク

請
セイ

親
シン

忠
チュウ

朝
チョウ

臣
シン

一
イッ

夲
ポン

𠮷
キチ

田
デン

大
ダイ

納
ノウ

言
ゴン

  定
テイ

房
ボウ

卿
キョウ

  被
ヒ

所
ショ

望
モウ

之
シ

間
ケン

 

依
エ

家
カ

君
クン

御
ゴ

命
メイ

書
ショ

冩
シャ

進
シン

畢
ヒツ

又
ユウ

一
イッ

夲
ポン

書
ショ

冩
シャ

之
シ

止
シ

之
シ

  (奥書) 
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さ
一

禊

祓

み
そ
ぎ
は
ら
へ
の

詞
こ
と
ば

〔
天
津

あ

ま

つ

祝
詞

の

り

と

・
藤 ふ

じ

𠩤 わ
ら

研 け
ん

介 す
け

伝 で
ん

〕 
 
 
 
 

 
二

高 た
か

天
あ
ま
の

原 は
ら

に
神 か

む

留
づ
ま
り

坐 ま

す 
 
 
 
 
 

三

神 か
む

魯 ろ

岐 ぎ

神 か
む

魯 ろ

美 み

の
命

み
こ
と

以 も
ち

て 
 
 
 
 
 

四

皇 す
め

御 み

祖 お
や

神 か
む

天 あ
ま

照
て
ら
す

大 お
お

御 み

神 か
み 

 
 
 
 
 

五

筑
紫

つ

く

し

の
日
向

ひ

む

か

の

橘
た
ち
ば
な

の
小
戸

お

ど

の
阿 あ

波 は

岐 ぎ

原 は
ら

に 
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六

御
禊

み

そ

ぎ

祓 は
ら

ひ
給 た

ま

ふ
時 と

き

に
生 あ

れ

坐 ま
せ

る
祓

は
ら
ひ

戸 ど

の
大
神

お
ほ
か
み

等 た
ち 

 
 
 
 
 

七

諸
々

も
ろ
も
ろ

枉
事

ま
が
こ
と

罪
穢

つ
み
け
が
れ

を
祓

は
ら
ひ

賜 た
ま

へ
清

き
よ
め

賜 た
ま

へ
と
申 ま

を

す
事 こ

と

の
由 よ

し

を 
 
 
 
 

 

八

天 あ
ま

津 つ

神 か
み

国 く
に

津 つ

神 か
み

八
百
万

や

ほ

よ
ろ

づ

の
神 か

み

等 た
ち

共 と
も

に 
 
 
 
 
 

九

天 あ
め

の
斑 ふ

ち

駒 こ
ま

の
耳 み

み

振 ふ

り
立 た

て
て
聞 き

こ

食 し
め

せ
と
畏

か
し
こ

み
畏

か
し
こ

み
も
白 ま

を

す 
 
 
 
 
 

十 
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て Kamuichikap kamui yaieyukar, 

“Shirokanipe ranran pishkan” 

 

 

“Shirokanipe ranran pishkan,  

   konkanipe ranran pishkan.”  

arian rekpo chiki kane petesoro sapash aine, 

ainukotan enkashike chikush kor  

shichorpokun inkarash ko  

teeta wenkur tane nishpa ne,  

teeta nishpa tane wenkur ne kotom shiran. 

Atuiteksam ta ainuhekattar  

akshinotponku akshinotponai  

euweshinot korokai.  

 
a：我、我々、～られる、坐っている、三人称  

i：我を、私を、物事を、その物を u：互いに  

e：それ、顔、にて、で、について、汝、食べる 

o：そこに、尻、～から、載せる、つける、入る  

ka：も、糸、皮、せしむ、か、上、面 ki：する、わら ku：弓  

ke：油、搔く 接尾辞 の処、削る ko：共に、そこへ、に向かって、反対  

sa：浜、前、姉 shi：自分の、自身 su：鍋 se：音、背負う  

so：真、平面部、床、座 

ta：～に、そこ、汲む chi：自動、自身 tu：沢山の、弦  

te：～せしむ、さす、ここ to：日、沼、あそこ、乳 

na：の方、～よ！、だ！、まだ、もっと ni：木  

nu：盛んなる、豊、在り、聴く ne：～である、それ、～になる、成し 

no：て、接尾辞 良く…する    ha： hi：こと fu：生 なま  

he：顔、～の方、か？、や？ ho：＝o、尻  

ma＝wa：～にて、～で、泳ぐ、焼く mi：着る mu：つまる me：寒気  

mo：静か ya：陸、や、網 yu； yo： wa：そして、～より、に  

ra：下、翼、草、葉、肝臓 ri：高い、上  

ru：半分、途、融ける、跡道、座す、髪 re：使役語尾～せしむ、名、沢山 

ro：   pa：複数接尾、口、上、頭、敬語、年  

pi：細い、抜く、微、小、種 pu：～も、堆積、倉  

pe：物、事、低い、水、汁 po：小辞、たった、ちっとも、違わず、子 

ちアイヌ語 
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た 梟
ふくろう

の神の 自
みずか

ら歌
うた

った 謡
うたい

 

「銀の滴 降
ふ

る降
ふ

るまわりに」(冒頭
ぼうとう

) 
 

「銀
ぎん

の 滴
しずく

 降
ふ

る降
ふ

るまわりに,  

金
きん

の 滴
しずく

 降
ふ

る降
ふ

るまわりに. 」 

という歌
うた

を,  

私
わたし

は歌
うた

いながら  

流
なが

れに沿
そ

って下
くだ

り,  

人
にん

間
げん

の村
むら

の上
うえ

を  

通
とお

りながら下
した

を眺
なが

めると,  

昔
むかし

の 貧
びん

乏
ぼう

人
にん

が  

今
いま

 お金 持
かねもち

になっていて,  

昔
むかし

の お金 持
かねもち

が  

今
いま

の 貧
びん

乏
ぼう

人
にん

になっている様
よう

です.  

海
うみ

辺
べ

に  

人
にん

間
げん

の子
こ

供
ども

たちが,  

おもちゃの小
こ

弓
ゆみ

に  

おもちゃの小
こ

矢
や

をもって あそんで居
お

ります.  
 

アイヌ語 数字 

1:shine 2:tu 3:re 4:ine 5:ashikne  

6:iwan 7:arawan 8:tupesan 9:shinepesan 10:wan  
20:shinehot, hotone 40:tuhot 60:rehot  

120:iwanhot  20 進法と独特の 5 進法からなる。20×5＝100 

メラネシア諸語(フィジー語 等)の一部の数詞体系と類似する点もある。 

二進法はデジタルで利用される。十二、十六、六十進法 等もある。 

「正」字で５を数えるのは一進法。十進数 3 桁を二進法 10 桁にも可。 
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つ Shiran chiki hanke kamui tuima kamui  

chikosonkoanpa chitak wa shisak tonoto 

chiukoante,  

ikutuikata kamuiutar chikoisoitaka,  

ainukotan chihotanukar  

eneshirani eneshirkii chiomommomo ko,  

kamuiutar unkopuntek.  

Kamuiutar hekompaita pirka inau  

tup chikore rep chikore.  

Nea ainukotan orun inkarash ko  

tane anakne ratchitara ainupitoutar opittano 

uwekatairotke nea nishpa  

kotan esapane wa okai,  

nea hekachi tane anakne okkai  

pakno shikup wa,  

mat ka kor po ka kor,  

onaha ka, unuhu ka, nunuke kor okai,  

rammaramma sakekarichi ko  

ikiratpa ta usa inau usa sake unenomi,  

chiokai nakka ainuutar sermakaha  

hempara nakka chiehorari,  

ainumoshir chiepunkine wa okayash.  

ari kamuichikap kamui isoitak. 
 

 

Kamúy 神 kamuycep 鮭 ika e ikka (na) 汝盗むなかれ 

áynu 人 間  itak 言 葉 、 語  yúkar ユ ー カ ラ 、 叙 事 詩 

iyayiraykere ありがとう mina 笑う popke, pokke 温かい 

kamuynomi 神に祈る sak サク、夏 kanto 天空、空  

nonno 花 cise チセ、家 samampe カレイ、女性器(性力信仰) 

pírka 美しい ika een oira (na) あなた、私を忘れないでね  

 

民俗社会 文学 口承文芸(叙事詩・民話・昔話) 音楽・楽器・舞踊 

郷村 生物・資源領域 伝統的住居 高台の聖域、公館 四階級 

儀礼・祭礼品 家紋・印 織物・ファッション 道具 料理 地名 

原始の民族文化区分の一例 (アルタ シャーストラを活用する段階) 
集団、分布 言語 歴史 時代区分 伝統と特殊 前史 交易 闘い 政治 文化 芸術  

生活 祭礼 伝承 教育 生活の知恵・療法 大人物 隣国 居住地域 宗教 進化保存  
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梟
ふくろう

の神の 自
みずか

ら歌
うた

った 謡
うたい

 

「銀の滴 降
ふ

る降
ふ

るまわりに」(文末) 
とそれで近い神, 遠い神に 

使者をたてて招待し,  

盛んな酒宴を張りました.  

席上,  

神様たちへ 

私は物語り,  

人の村を訪問した時の 

その村の状況,  

その出来事を詳しく話しますと 

神様たちは大そう私をほめたてました.  

神様たちが帰る時に美しい御幣を 

二つやり三つやりしました.  

彼のアイヌ村の方を見ると,  

今はもう平穏で, 人間たちはみんな仲よく,  

彼のニシパ
主 人

が村の頭になっています,  

彼の子供は, 今はもう, 成人して,  

妻ももち 子も持って 

父や母に孝行しています,  

何時でも何時でも,  

酒を造った時は酒宴のはじめに,  

御幣やお酒を私に送ってよこします.  

私も人間たちの後
あと

に坐して 

何時
い つ

でも 

人の国を守護
ま も

っています.  

  と, ふくろうの神様が物語りました.  

『アイヌ神
しん

謡
よう

集
しゅう

』  
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の

日
本
書
紀 

 
 
 

卷
第
一 

 
 

 
 

ね

や
ま
と
ぶ
み(

ニ
ホ
ン
シ
ョ
キ) 

  

か
ん 

だ
い 

い
ち 

神
代
上 

 
 

 
 

 

か
み 

よ
の 

か
み
の
ま
き(

シ
ン
ダ
イ
ジ
ョ
ウ) 

 
 

コ 
 

テ
ン 

チ 
 

ミ 

ボ
ウ
、 

イ
ン 

ヨ
ウ 

フ 

ブ
ン
、 

コ
ン 

ト
ン 

ニ
ョ 

ケ
イ 

シ
、
メ
イ 

ケ
イ 

ジ 

ガ
ン 

ガ
。 

 
 
 

い
に
し
へ 

あ
め
つ
ち 

い
ま  

わ
か 

 
 

 
 

め
を  

わ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

ま
ろ
か 

 
 

 
 

 
 

 

と
り
の
こ 

 

ご
と 

 
 

 
 

  
  

ほ
の
か 

 
 

  

き
ざ
し 

ふ
ふ 

古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鷄
子
、
溟
涬
而
含
牙
。 

古
に
天
地 

未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽 

分
れ
ざ
り
し
と
き
、
渾
沌
れ
た
る
こ
と
鶏
子
の
如
く
し
て
、
溟
涬
に
し
て
牙
を
含
め
り
。 

キ
ュ
ウ 

キ 

セ
イ 

ヨ
ウ 
シ
ャ
、
ハ
ク 

ビ 

ジ 

イ 

テ
ン
、
ジ
ュ
ウ 

ダ
ク 

シ
ャ
、
エ
ン 

タ
イ 

ジ 

イ 

チ
、 

 

そ 
 

す
み
あ
き
ら
か 

 
 

 
 

 
 

 

た
な
び 

 
 

 

あ
め 

 
 

な 
 

 

お
も
く
に
ご 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
つ 

 
 

 
 

つ
ち  

 

な 
 

 
 

お
よ 

 

及
其
淸
陽
者
、
薄
靡
而
爲
天
、
重
濁
者
、
淹
滯
而
爲
地
、 

其
れ
清
陽
な
る
も
の
は
、
薄
靡
き
て
天
と
為
り
、
重
濁
れ
る
も
の
は
、
淹
滞
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
、 

セ
イ 

ミ
ョ
ウ 

シ 

ゴ
ウ 

タ
ン 
イ
、
ジ
ュ
ウ 

ダ
ク 

シ 

ギ
ョ
ウ 

ケ
ツ 

ナ
ン
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
は
し
く
た
へ 

  
 

あ 
 

 
 

 
 

む
ら
が 

や
す 

 

お
も
く
に
ご 

 
 

 
 

こ 
 

 
 

 
 

か
た
ま 

 

が
た 

精
妙
之
合
摶
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
。 

 

精
妙
な
る
が
合
へ
る
は
摶
り
易
く
、
重
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
竭
り
難
し
。 

コ 

テ
ン 

セ
ン 

セ
イ 

ジ 

チ 

ゴ 

ジ
ョ
ウ
。 

 
 

か
れ 

あ
め  

 

ま 
 

な 
 

 
 

つ
ち 

の
ち 

 

さ
だ
ま 

故
天
先
成
而
地
後
定
。 

 
 

故
、
天 

先
づ
成
り
て
地 

後
に
定
る
。 

ゼ
ン 

ゴ
、
シ
ン 

セ
イ 

セ
イ 

キ 

チ
ュ
ウ 

エ
ン
。 

 
 

し
か
う 

  

の
ち 

 
 

 

か
み 

 
 
 

そ 
 

な
か 

 

あ 
 

 

然
後
、
神
聖
生
其
中
焉
。 

 
 

然
し
て
後
に
、
神
聖
、
其
の
中
に
生
れ
ま
す
。 

コ 

エ
ツ
、
カ
イ 

ビ
ャ
ク 

シ 

シ
ョ
、
シ
ュ
ウ 

ジ
ョ
ウ 

フ 

ヒ
ョ
ウ
、
ヒ 

ユ
ウ 

ユ
ウ 

ギ
ョ 

シ 

フ 

ス
イ 

ジ
ョ
ウ 

ヤ
。 

か
れ 

い 
 

 

あ
め
つ
ち
ひ
ら 

 
 

は
じ
め 

 

く
に
つ
ち 

う
か 

 

た
だ
よ 

  
 

 
 

 
 

た
と 

 

あ
そ
ぶ
い
を 

み
づ
の
う
へ 

う 
 

 
 

 

ご
と 

 

故
曰
、
開
闢
之
初
、
洲
壤
浮
漂
、
譬
猶
游
魚
之
浮
水
上
也
。 

故 

曰
は
く
、
開
闢
く
る
初
に
、
洲
壌
の
浮
れ
漂
へ
る
こ
と
、
譬
え
ば
游
魚
の
水
上
に
浮
け
る
が
猶
し
。 

ウ 

ジ
、 

テ
ン 

チ 

シ 

チ
ュ
ウ 

セ
イ 

イ
チ 

モ
ツ
。
ジ
ョ
ウ 

ニ
ョ 

イ 

ガ
。
ベ
ン 
カ 

イ 

シ
ン
。 

と
き 

 
 

あ
め
つ
ち 

な
か 

ひ
と
つ
の
も
の 

な 
 

 
 

か
た
ち 

あ
し
か
び 

ご
と 

 

す
な
わ 

 

か
み 

 
 

な 

于
時
、
天
地
之
中
生
一
物
。
狀
如
葦
牙
。
便
化
爲
神
。 

 

時
に
、
天
地
の
中
に
一
物 

生
れ
り
。
状 

葦
牙
の
如
し
。
便
ち
神
と
化
為
る
。 

ゴ
ウ 

コ
ク 

ジ
ョ
ウ 

リ
ツ 

ソ
ン
。
シ 

キ 

エ
ツ 

ソ
ン
。
ジ 

ヨ 

エ
ツ 

メ
イ
。
ヘ
イ 

ク
ン 

ミ
コ
ト 

ヤ
。
カ 

カ
イ 

コ
ウ 

シ
。 

 
 

く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と 

ま
う 

 
 

い
た 

 
 

た
ふ
と 

 
 

 

そ
ん 

 

い 
 

こ
れ
よ
り
あ
ま
り 

め
い 

 

い 
 

 

な
ら
び 

 

み
こ
と 

 
 

い 
 

 

し
も 

み
な 

こ
れ 

 

な
ら 

號
國
常
立
尊
。
至
貴
曰
尊
。
自
餘
曰
命
。
並
訓
美
擧
等
也
。
下
皆
效
此
。 

国
常
立
尊
と
号
す
。
至
り
て
貴
き
を
ば
尊
と
曰
ふ
。
自
余
を
ば
命
と
曰
ふ
。
並
に
美
挙
等
と
訓
ふ
。
下 

皆 

此
に
効
へ
。 

ジ 

コ
ク 

キ
ョ
ウ 

ツ
イ 

ソ
ン
。 

 
 

つ
ぎ 

く
に
の
さ
つ
ち
の
み
こ
と 

次
國
狹
槌
尊
。 

 
 

次
に
国
狭
槌
尊
。 

ジ 

ホ
ウ 

シ
ン 

テ
イ 

ソ
ン
。 

 
 

つ
ぎ 

と
よ
く
む
ぬ
の
み
こ
と 

 

次
豐
斟
渟
尊
。 

 
 

次
に
豊
斟
渟
尊
。 

ボ
ン 

サ
ン 

シ
ン 

イ
。 

 
 

す
べ 

み
は
し
ら 

か
み 

 

凡
三
神
矣
。  

 
 

凡
て
三
の
神
ま
す
。 

ケ
ン 

ド
ウ 

ド
ク 

カ
。 

シ
ョ 

イ
、
セ
イ 

シ 

ジ
ュ
ン 

ナ
ン
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
め
の
み
ち 
ひ
と
り
な 

 

こ
の
ゆ
ゑ 

 
  

こ  

を
と
こ
の
か
ぎ
り 

な 

乾
道
獨
化
。
所
以
、
成
此
純
男
。 

 
 

乾
道 
独
化
す
。
所
以
に
、
此
の
純
男
を
成
せ
り
。 

イ
ッ 

シ
ョ 

エ
ツ
、
テ
ン 

チ 

シ
ョ 

バ
ン
、
イ
チ 

モ
ツ 

ザ
イ 

オ 

キ
ョ 

チ
ュ
ウ
。 

 
 

あ
る
ふ
み 

 
 

い 
 

 
 

 
 

 

あ
め
つ
ち 

は
じ 

 
 

 

わ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ
と
つ
の
も
の 

そ
ら
の
な
か 

 

あ 

一
書
曰
、
天
地
初
判
、
一
物
在
於
虛
中
。 

 

一
書
に
曰
は
く
、
天
地 

初
め
て
判
る
る
と
き
に
、
一
物 

虚
中
に
在
り
。 

な八月乙丑朔、天皇定策禁中、禪天皇位於皇太子。 

日本書紀卷第卅 (原文 縦書き、文末) 

ぬ三種の神器 (帝の証、知仁勇) 八
や

咫
たの

鏡
かがみ

 (岩戸隠れ) 

天
あめの

叢
むら

雲
くもの

剣
つるぎ

 (八
ヤ

岐
マタノ

大蛇
オロチ

)・草
くさ

薙
なぎの

剣
つるぎ

 (日本武尊
ヤマトタケル

)  

八
や

尺
さか

瓊
にの

勾
まが

玉
たま

 (岩戸隠れ)  みくさのかむたから (和語) 

に藤
ふじ

原
わら

氏
し

 祖
おや

神
がみ

： 天
あめの

児
こ

屋
やねの

命
みこと
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ん

小
倉
百
人
一
首 

(

お
ぐ
ら 

ひ
ゃ
く
に
ん 

い
っ
し
ゅ) 

 
 

き
ゅ
う 

 
 

お 

の 
 

の 
 

こ 

ま
ち 

は

玖 
  

ひ

小
野
小
町 

 
 

 
 

 
(

生 せ
い

没 ぼ
つ

年 ね
ん

未 み

詳
し
ょ
う) 

ふ

古 こ

今 き
ん

和 わ

歌 か

集
し
ゅ
う

・
巻
二
・
春

し
ゅ
ん

下 か(

一
一
三) 

ま

花 は
な

の
色 い

ろ

は 
み

う
つ
り
に
け
り
な 

む

い
た
づ
ら
に 

よ

わ
が
身 み

世 よ

に
ふ
る 

を

な
が
め
せ
し
ま
に 

ゃ
体
快 

ゅ
王
大
楽 

ょ
倫
理 

即
是 

福 
 

 ご 

じ
ゅ
う 

し
ち  

む
ら
さ
き 

し
き 

ぶ 

ほ

伍
拾
漆 

  

へ

紫
式
部  

 
 

 
(

生
没
年
未
詳) 

ぶ

新 し
ん

古 こ

今 き
ん

和 わ

歌 か

集
し
ゅ
う

・
巻
十
六
・
雑 ぞ

う

上
じ
ょ
う(

一
四
九
七) 

ぷ

め
ぐ
り
逢 あ

ひ
て 

や

見
し
や
そ
れ
と
も 

ゆ

わ
か
ぬ
ま
に 

め

雲
が
く
れ
に
し 

も

夜 よ

半 わ

の
月
か
げ 

 

わ
日
本

に
ほ
ん

国 こ
く 

万 ま
ん

葉 よ
う

集
し
ゅ
う 

如 に
ょ

天 て
ん

神 し
ん 

ら神社の作法 (自分が神社、御神籤、巫女、と想えば、神社、おみくじ、ミコ、と心成る。) 

り1.門をくぐる前に一礼をする。(中央を避ける) 

る2.姿勢、言葉、心を正す。 

れ3.手水
ちょうず

舎
や

で手と口を清める。 

(柄杓を持つ→左手→右手→左手で口→左手→柄 杓
ひしゃく

を傾けて柄
え

を洗う) 

ろ4.会釈をし、賽銭箱にお賽銭を入れる。 

Ru5.(鈴を振り、)二礼二拍 手
左手が少し上

(、祈る
正しい手

、)一拝
深いお辞儀

 

LU6.神前を下がる 

御神籤を引いたら、結んだりするか、持ち帰る 
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鳥
とり

居
い

 

 

神
しん

道
とう

 日本
に ほ ん

国
こく

 日本
に ほ ん

語
ご

 
 

君
きみ

が代
よ

  P.110 

古事記
ふることふみ

   P.111～ 

禊 祓
みそぎはらへの

詞
ことば

  P.116～ 

アイヌ神
シン

謡
ヨウ

集
シュウ

 P.118～ 

日本
や ま と

書紀
ぶ み

  P.122 

百
ヒャク

人
ニン

一
イッ

首
シュ

  P.123  
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☯ 
太

タァィ 4

極
ヂィー2

圖
トゥー2

 (太
たい

極
きょく

図
ず

) 

 

諸
ヂゥー1

子
ヅゥ 3

百
パァィ 3

家
ヂィア 1

 儒
ルゥー2

教
ヂィアォ 1

 中
ヂォン 1

国
グゥオ 2

語
ユイー3

 

 

論
ルゥェン 2

語
ユイー3

   P.146～ 

大
ダァー4

学
シュエ 2

  P.140～ 

千
チィェン 1

字
ヅゥ 4

文
ウェン 2

  P.126～ 
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丸

千
チ
ィ
ェ
ン1

字 ヅ

ゥ

4

文 ウ
ェ
ン2 

天
テ
ィ
ェ
ン1

地 デ
ィ
ー4

玄
シ
ュ
ァ
ン2

黃 フ
ア
ン2 

宇 ユ
イ
ー3

宙 ヂ
ォ
ゥ4

洪 ホ
ォ
ン2

荒 フ
ア
ン1 

 

龍 ロ
ォ
ン2

師 シ
ィ
ー1

火 フ
ゥ
オ3

帝 デ
ィ
ー4 

鳥
ニ
ィ
ア
ォ3

官
グ
ゥ
ァ
ン1

人 レ
ェ
ン2

皇
フ
ア
ン2 

日 リ
ィ
ー4

月 ュ

エ

4

盈 イ

ン
2

昃
ヅ
ゥ
ー
ァ4  

辰 チ
ェ
ン2

宿 ス
ゥ
ー4

列 リ
ィ
エ4

張 ヂ
ァ
ン1 

 

始 シ
ィ
ー3

制 ヂ
ィ
ー4

文 ウ
ェ
ン2

字 ヅ

ゥ

4 

乃 ナ
ァ
ィ3

服 フ
ゥ
ー2

衣 イ

ー

1

裳 シ
ァ
ン2 

寒 ハ
ァ
ン2

來 ラ
ァ
ィ2

暑 シ
ゥ
ー3

住 ヂ
ゥ
ー4 

 

秋 チ
ォ
ウ1

收 シ
ォ
ゥ1

冬 ド
ォ
ン1

藏 ツ
ァ
ン2 

 

推
ト
ゥ
ェ
イ1

位 ウ
ェ
イ4

讓 ラ
ァ
ン4

國 グ
ゥ
オ2 

有 イ
ォ
ウ3

虞 ユ
イ
ー2

陶 タ
ァ
ォ2

唐 タ
ァ
ン2 

閏
ル
ゥ
ェ
ン4

餘 ユ
イ
ー2

成 チ
ァ
ン2

歲
ス
ゥ
ェ
イ4 

律 ル
ゥ
ー4

呂 ル
ゥ
ー3

調
デ
ィ
ア
ォ4

陽 イ
ァ
ン2 

 

弔
デ
ィ
ア
ォ4

民 ミ
ィ
ン2

伐 フ
ァ
ー2

罪
ヅ
ゥ
ェ
イ4 

周 ヂ
ォ
ゥ1

發 フ
ァ
ー1

殷 イ
ェ
ン1

湯 タ
ァ
ン1 

雲 ユ
イ
ン2

騰 タ
ァ
ン2

致 ヂ
ィ
ー4

雨 ユ
イ
ー3 

 

露 ロ
ォ
ゥ4

結 ヂ
ィ
エ1

為 ウ
ェ
イ2

霜
シ
ゥ
ア
ン1 

 

坐 ヅ
ゥ
オ4

朝 チ
ァ
ォ2

問 ウ
ェ
ン4

道 ダ
ァ
ォ4 

垂
チ
ゥ
ェ
イ2

拱 ゴ
ォ
ン3

平 ピ
ィ
ン2

章 ヂ
ァ
ン1 

金 ヂ
ィ
ン1

生 シ
ァ
ン1

麗 リ
ィ
ー2

水
シ
ゥ
ェ
イ3  

玉 ユ
イ
ー4

出 チ
ゥ
ー1

崑
ク
ゥ
ェ
ン1

岡 ガ
ァ
ン1 

 

愛 ア

ィ

4

育 ユ
イ
ー4

黎 リ
ィ
ー2

首 シ
ォ
ゥ3 

臣 チ
ェ
ン2

伏 フ
ゥ
ー2

戎 ロ
ォ
ン2

羌
チ
ィ
ァ
ン1 

劍
ヂ
ィ
ェ
ン4

號 ハ
ァ
ォ2

巨 ヂ
ィ
ー4

闕 チ
ュ
エ1  

珠 ヂ
ゥ
ー1

稱 チ
ェ
ン4

夜 イ

エ
4

光 グ
ア
ン1 

 

遐 シ
ィ
ア2

邇
ウ
ー
ァ
ル3

壹 イ

ー

1

體 テ
ィ
ー3 

率 ル
ゥ
ー4

賓 ピ
ィ
ン1

歸
グ
ゥ
ェ
イ1

王 ゥ
ア
ン2 

果 グ
ゥ
オ3

珍 ヂ
ェ
ン1

李 リ
ィ
ー3

柰 ナ
ァ
ィ4 

 

菜 ツ
ァ
ィ4

重 ヂ
ォ
ン4

芥 ヂ
ィ
エ4

薑
ヂ
ィ
ァ
ン1 

 

鳴 ミ
ィ
ン2

鳳 フ
ァ
ン4

在 ヅ
ァ
ィ4

樹 シ
ゥ
ー4 

白 パ
ァ
ィ2

駒 ヂ
ィ
ー1

食 シ
ィ
ー2

場 チ
ァ
ン2 

海 ハ
ァ
ィ3

鹹
シ
ィ
ェ
ン2

河
フ
ゥ
ー
ァ2

淡 ダ
ァ
ン4 

鱗 リ
ィ
ン2

潛
チ
ィ
ェ
ン2

羽 ユ
イ
ー3

翔
シ
ィ
ァ
ン2 

 

化 フ
ゥ
ア4

被 ペ
ェ
ィ4

草 ツ
ァ
ォ3

木 ム
ゥ
ー4 

賴 ラ
ァ
ィ4

及 ヂ
ィ
ー2

萬 ウ
ァ
ン4

方 フ
ァ
ン1 

(二句：８字) (十：40) 

(廿：80) (卅：120) 
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一
の
一(1

～1
8
) 

天
は
玄く

ろ

く
地
は
黄
色 

宇
宙
は
広
く
広こ

う

大だ
い

無む

辺へ
ん 

 

日
月

じ
つ
げ
つ

の
ぼ
り 

傾
き
欠
け
る 

星
や
星
座
が
並
び
広
が
る 

寒
さ
が
来
れ
ば
暑
さ
が
去
っ
て 

秋
に
穫と

り
入
れ
冬
に
備
え
る 

 

あ
ま
り
の
年
は

閏

年

う
る
う
ど
し

と
し 

調
ち
ょ
う

子し

笛ぶ
え

吹ふ

き 

日
月

じ
つ
げ
つ

た
だ
す 

雲
が
起
こ
れ
ば
雨
を
も
た
ら
し 

露つ
ゆ

が
凍
れ
ば
霜し

も

柱
ば
し
ら 

立
つ 

 

金き
ん

を
産さ

ん

す
は
麗れ

い

水す
い

の
岸き

し 

玉
ぎ
ょ
く

を
出
す
の
は
崑 こ

ん

崙 ろ
ん

の
山 

剣
つ
る
ぎ

は
巨
闕

き
ょ
け
つ 

天て
ん

下か

一い
っ

品ぴ
ん 

珠た
ま

は
夜や

光こ
う

が
至し

上
じ
ょ
う

最さ
い

高こ
う 

 

珍ち
ん

重
ち
ょ
う 

果か

実じ
つ 

あ
ん
ず 

や
ま
な
し 

重
ち
ょ
う

宝ほ
う 

野や

菜さ
い 

か
ら
し
な 

し
ょ
う
が 

海う
み

は
塩し

お

水み
ず 

河か
わ

は
淡た

ん

水す
い 

魚
は
潜
り 

鳥
は
羽
ば
た
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
の
二(

19

～36
) 

龍
り
ゅ
う

師し 

太た
い

皞こ
う 

火
師
は
炎
帝 

官
に
鳥
の
名 

少
皞 

人じ
ん

皇こ
う 

 

は
じ
め
て
文
字
を
蒼
頡

そ
う
け
つ

つ
く
る 

上
下
の
衣
服 

岐き

伯は
く

が
つ
く
る 

位
く
ら
い

を
ゆ
ず
り
国く

に

を
も
譲
る 

有ゆ
う

虞ぐ

の
舜 

陶と
う

唐と
う

の

尭
ぎ
ょ
う 

 

民
を
あ
わ
れ
み
罪
を
責
め
伐う

つ 
 

周
の
武
王
や
殷い

ん

の
湯と

う

王お
う 

玉
座

ぎ
ょ
く
ざ

に
座
し
て 

た
だ
道
を
問
う 

腕
こ
ま
ね
い
て
天て

ん

下か 

治
ま
る 

 

多
く
の
民
を 

愛
し 

は
ぐ
く
み 

異
民
族
ら
も 

従
い 

つ
ど
う 

遠
き
近
き
が
一
体
と
な
り 

地
の
果
て
ま
で
も
王
に
服
す
る 

 

鳳
凰

ほ
う
お
う 

樹き

に
鳴
き
在ざ

い

を
示し

め

し 

白は
っ

駒く

に
乗の

っ
て 

賢け
ん

人じ
ん

来き

た
る 

徳
化
は
覆
う 

草
や
木
ま
で
も 

王
化

お

う

か

は
お
よ
ぶ 

よ
ろ
ず
の
国く

に

に 
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蓋ガ
ァ
ィ4

此ツ

ゥ

3

身シ
ェ
ン1

髪フ
ァ
ー4  

四ス

ゥ

4

大ダ
ァ
ー4

五ウ

ー

3

常チ
ァ
ン2 
 

景ヂ
ィ
ン3

行シ
ィ
ン2

維ウ
ェ
イ2

賢
シ
ィ
ェ
ン2 

克
ク
ゥ
ー
ァ4

念
ニ
ィ
ェ
ン4

作ヅ
ゥ
オ4

聖シ
ァ
ン4 

恭ゴ
ォ
ン1

惟ウ
ェ
イ2

鞠ヂ
ィ
ー1

養イ
ァ
ン3  

豈チ
ィ
ー3

敢ガ
ァ
ン3

毀
フ
ゥ
ェ
イ3

傷シ
ァ
ン1 

 

德
ド
ゥ
ー
ァ2

建
ヂ
ィ
ェ
ン4

名ミ
ィ
ン2

立リ
ィ
ー4 

形シ
ィ
ン2

端
ド
ゥ
ァ
ン1

表
ピ
ィ
ア
ォ3

正ヂ
ァ
ン4 

女ヌ
ゥ
ー3

慕ム
ゥ
ー4

貞ヂ
ェ
ン1

絜シ
ィ
エ2  

男ナ
ァ
ン2

效
シ
ィ
ア
ォ4

才ツ
ァ
ィ2

良
リ
ィ
ァ
ン2 

 

空コ
ォ
ン1

谷グ
ゥ
ー3

傳
チ
ゥ
ァ
ン2

聲シ
ァ
ン1 

虛
シ
ュ
ィ
ー1

堂タ
ァ
ン2

習シ
ィ
ー2

聽テ
ィ
ン1 

知ヂ
ィ
ー1

過グ
ゥ
オ1

必ピ
ィ
ー4

改ガ
ァ
ィ3  

得
ド
ゥ
ー
ァ2

能ナ
ァ
ン2

莫モ
ォ
ー4

忘ゥ
ア
ン4 

 

禍フ
ゥ
オ4

因イ

ン

1

惡ウ
ー
ァ3

積ヂ
ィ
ー1 

福フ
ゥ
ー2

緣ユ
ァ
ン2

善シ
ァ
ン4

慶チ
ィ
ン4 

罔ゥ
ア
ン3

談タ
ァ
ン2

彼ピ
ィ
ー3

短
ド
ゥ
ァ
ン3 

靡ミ
ィ
ー3

恃シ
ィ
ー4

己ヂ
ィ
ー3

長チ
ァ
ン2 

 

尺チ
ィ
ー3

璧ピ
ィ
ー4

非フ
ェ
ィ1

寶パ
ァ
ォ3 

寸
ツ
ゥ
ェ
ン4

陰イ

ン

1

是シ
ィ
ー4

競ヂ
ィ
ン4 

信シ
ィ
ン4

使シ
ィ
ー3

可
ク
ゥ
ー
ァ3

覆フ
ゥ
ー4  

器チ
ィ
ー4

欲ユ
イ
ー4

難ナ
ァ
ン2

量
リ
ィ
ァ
ン2 

 

資 ヅ

ゥ

1

父 フ
ゥ
ー4

事 シ
ィ
ー4

君
ヂ
ュ
ィ
ン1 

曰 ュ

エ

1

嚴 イ
ェ
ン2

與 ユ
イ
ー2

敬 ヂ
ィ
ン4 

墨モ
ォ
ー4

悲ペ
ェ
ィ1

絲ス

ゥ

1

染ラ
ァ
ン3 
 

詩シ
ィ
ー1

讚 ヅ
ァ
ン4

羔ガ
ァ
ォ1

羊イ
ァ
ン2 

 

孝
シ
ィ
ア
ォ4

當 ダ
ァ
ン1

竭 ヂ
ィ
エ2

力 リ
ィ
ー4 

忠 ヂ
ォ
ン1

則
ヅ
ゥ
ー
ァ2

盡 ヂ
ィ
ン4

命 ミ
ィ
ン4 

 
 

 
 

 
 

臨 リ
ィ
ン2

深 シ
ェ
ン1

履 ル
ゥ
ー3

薄 パ
ァ
ォ2 

夙 ス
ゥ
ー4

興 シ
ィ
ン1

溫 ウ
ェ
ン1

凊 チ
ィ
ン1 

 
 

 
 

 
 

似 ス

ゥ

4

蘭 ラ
ァ
ン2

斯 ス

ゥ

1

馨 シ
ィ
ン1 

如 ル
ゥ
ー2

松 ソ
ォ
ン1

之 ヂ
ィ
ー1

盛 チ
ァ
ン2 

 

(卌：160) (五十：200) 

(六十：240) 
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一
の
三(37

～50
) 

思
う
に
こ
れ
ら
身
体

し
ん
た
い

髪
膚

は
っ

ぷ 

元
素
よ
り
出
て
仁
義
そ
な
え
る 

 

父
母
が
育
て
た 

こ
の
か
ら
だ
を
ば 

ど
う
し
て
痛
め
傷
つ
け
よ
う
ぞ 

女

は

慕

う

清

き

貞

操

 

男

は

学

ぶ

才

知

賢

良

 
 

過

ち

知

れ

ば

き

っ

と

改

め

 

良

い

こ

と

得

れ

ば

忘

ら

る

な

か

れ 

人

の

短

所

は

話

さ

ぬ

よ

う

に 

自

分

の

長

所

ほ

こ

ら

ぬ

よ

う

に 
 

約

束

ご

と

は

必

ず

守

り 

器

量

は

深

く

度

量

は

広

く 

墨
子

ぼ
く

し 

悲
し
む 

糸
が
染
ま
る
を 

詩
経
は
ほ
め
る 

官
の
節
約 

二
の
一(51

～68
) 

よ

き

行

い

は

賢

人

で

あ

り 

よ

き

考

え

は

聖

人

と

な

る 
 

徳

さ

だ

ま

れ

ば

名

も

ま

た

上

が

る 

形

た

だ

せ

ば

表
お
も
て

正

さ

る 

空

虚

な

谷

は

声

を

伝

え

る 

静

か

な

部

屋

は

聴

く

こ

と

習

う 
 

悪

行 

重

ね 

災

い

招

く 

善

行 

積

め

ば 

幸

い

来

た

る 

一 い
っ

尺
し
ゃ
く

の

玉
ぎ
ょ
く 

宝
た
か
ら

に
あ
ら
ず 
寸 す

ん

時 じ

を
惜
し
め 

こ
れ

競 き
そ

え 

追
え 

 

父
は
同
じ
に

君 き
み

に
仕
え
る 

こ
れ
尊
厳
と
敬
愛
を
い
う 

父

母

に

孝

行 

力

の

か

ぎ

り 
主

君

に

忠

義 

命

を

つ

く

す 
 

臣

は

仕

え

て

恐

れ

慎

み 

孝

子

は

気

遣

う

親

の

暮

ら

し

を 

蘭
の
香
り
に
似
る
を
目
指
し
て 

松
の
茂
る
が 

ご
と
く
栄
え
る 

 

声調 

四
し

声
せい

八
はっ

調
ちょう

 

 

天子聖哲 

平上去入 

1.第一声 陰平 

平音 　  ̄

2.第二声 陽平 

高音へ　  ́

3.第三声 上声 

上昇 　  ̌

4.第四声 去声 

低音へ　  ̀

5. 軽声 

自然な発音 

 

○平
へい

声
せい

 

●仄
そく

声
せい

 

(上去入) 

◎押
おう

韻
いん

 

第一声 

第二声 

第三声 

第四声 

高 
 

中 
 

低 
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川
チ
ゥ
ァ
ン1

流 リ
ォ
ウ2

不 プ
ゥ
ー4

息 シ
ィ
ー1  

淵 ユ
ァ
ン1

澄 ダ
ァ
ン4

取
チ
ュ
ィ
ー3

映 イ

ン

4 
 

諸 ヂ
ゥ
ー1

姑 グ
ゥ
ー1

伯 ポ
ォ
ー2

叔 シ
ゥ
ー1 

猶 イ
ォ
ウ2

子 ヅ

ゥ

3

比 ピ
ィ
ー3

兒
ウ
ー
ァ
ル2 

容 ロ
ォ
ン2

止 ヂ
ィ
ー3

若 ル
ゥ
オ4

思 ス

ゥ

1 
 

言 イ
ェ
ン2

辭 ツ

ゥ

2

安 ア

ン

1

定 デ
ィ
ン4 

 

孔 コ
ォ
ン3

懷
フ
ゥ
ア
ィ2

兄
シ
ィ
ォ
ン1

弟 デ
ィ
ー4 

同 ト
ォ
ン2

氣 チ
ィ
ー4

連
リ
ィ
ェ
ン2

枝 ヂ
ィ
ー1 

篤 ド
ゥ
ー3

初 チ
ゥ
ー1

誠 チ
ァ
ン2

美 メ
ェ
ィ3 

 

慎 シ
ェ
ン4

終 ヂ
ォ
ン1

宜 イ

ー

2

令 リ
ィ
ン4 

 

交
ヂ
ィ
ア
ォ1

友 イ
ォ
ウ3

投 ト
ォ
ゥ2

分 フ
ェ
ン1 

切 チ
ィ
エ1

磨 モ
ォ
ー2

箴 ヂ
ェ
ン1

規
グ
ゥ
ェ
イ1 

榮 ロ
ォ
ン2

業 イ

エ

4

所 ス
ゥ
オ3

基 ヂ
ィ
ー1 

 

籍 ヂ
ィ
ー2

甚 シ
ェ
ン4

無 ウ

ー

2

竟 ヂ
ィ
ン4 

 

仁 レ
ェ
ン2

慈 ツ

ゥ

2

隱 イ

ン

3

惻
ツ
ゥ
ー
ァ4 

造 ヅ
ァ
ォ4

次 ツ

ゥ

4

弗 フ
ゥ
ー2

離 リ
ィ
ー2 

學 シ
ュ
エ2

優 イ
ォ
ウ1

登 ダ
ァ
ン1

仕 シ
ィ
ー4 

 
攝

シ
ゥ
ー
ァ4

職 ヂ
ィ
ー2

從 ツ
ォ
ン1

政 ヂ
ァ
ン4 

 

節 ヂ
ィ
エ1

義 イ

ー

4

廉
リ
ィ
ェ
ン2

退
ト
ゥ
ェ
イ4 

顛
デ
ィ
ェ
ン1

沛 ペ
ェ
ィ4

匪 フ
ェ
ィ3

虧
ク
ゥ
ェ
イ1 

存
ツ
ゥ
ェ
ン2

以 イ

ー

3

甘 ガ
ァ
ン1

棠 タ
ァ
ン2  

去
チ
ュ
ィ
ー4

而
ウ
ー
ァ
ル2

益 イ

ー

4

詠 イ
ォ
ン3 

 

性 シ
ィ
ン4

靜 ヂ
ィ
ン4

情 チ
ィ
ン2

逸 イ

ー

4 

心 シ
ィ
ン1

動 ド
ォ
ン4

神 シ
ェ
ン2

疲 ピ
ィ
ー2 

 
 

 
 

 
 

守 シ
ォ
ゥ3

真 ヂ
ェ
ン1

志 ヂ
ィ
ー4

滿 マ
ァ
ン3 

逐 ヂ
ゥ
ー2

物 ウ

ー

4

意 イ

ー

4

移 イ

ー

2 

樂 ュ

エ

4

殊 シ
ゥ
ー1

貴
グ
ゥ
ェ
イ4

賤
ヂ
ィ
ェ
ン4 

禮 リ
ィ
ー3

別 ピ
ィ
エ2

尊
ヅ
ゥ
ェ
ン1

卑 ペ
ェ
ィ1 

 

堅
ヂ
ィ
ェ
ン1

持 チ
ィ
ー2

雅 ィ

ア

3

操 ツ
ァ
ォ1 

好 ハ
ァ
ォ3

爵 ヂ
ュ
エ2

自 ヅ

ゥ

4

縻 ミ
ィ
ー2 

上 シ
ァ
ン4

和
フ
ゥ
ー
ァ2

下 シ
ィ
ア4

睦 ム
ゥ
ー4  

夫 フ
ゥ
ー1

唱 チ
ァ
ン4

婦 フ
ゥ
ー4

隨
ス
ゥ
ェ
イ2 

外 ゥ
ア
ィ4

受 シ
ォ
ゥ4

傅 フ
ゥ
ー4

訓
シ
ュ
ィ
ン4  

入 ル
ゥ
ー4

奉 フ
ァ
ン4

母 ム
ゥ
ー3

儀 イ

ー

2 
(七十：280) (八十：320) 

(九十：360) (一百：400) 
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二
の
二(

69

～80
) 

川
は
流
れ
て
休
む
こ
と
な
し 

深
み
は
澄
ん
で 

物
影

も
の
か
げ 

映
す 

 

立
ち
居
振
る
舞
い 

静
か
に
動
く 

言
葉
遣
い
は
落
ち
着
き
大
事 

初
め
に
誠
意
し
め
す
が
美
徳 

終
り
つ
つ
し
む
更
に
な
お
良
し 

 

こ
れ
ら
教
え
の
基
づ
く
と
こ
ろ 

名
誉 

高
ま
り 

極
ま
り
し
ら
ず 

学
に
す
ぐ
れ
て
役
所
に
仕
え 

官
職
を
得
て
政
治
行
う 

 

人
は
善
政
た
た
え
て
慕
い 

去
っ
た
後
に
も
詩
に
し
て
歌
う 

  

三
の
一(8

1

～102
) 

楽が
く

の
音
色

ね

い

ろ

は 

高
低

こ
う
て
い 

異い

に
し 

礼
の
教
え
は
尊
卑

そ

ん

ぴ

を
わ
け
る 

 

上
が
和な

ご

め
ば
下
々

し
も
じ
も

む
つ
む 

夫
う
た
え
ば
妻
が
し
た
が
う 

男
子
は
外
で
師
の
教
え
受
け 

女
子
は
家
内
で
母
に
教
わ
る 

諸
々

し
ょ
し
ょ

の
伯
叔
母

お

ば

 

伯は
く

叔
し
ゅ
く 

き
ょ
う
だ
い
の
子
ら 

わ
が
子
と
同
じ 

大
い
に
思
う

仁

如

き
ょ
う
だ
い 

心
こ
こ
ろ 

気
を
同
じ
く
し
枝
を
連
ね
る 

 

交
友
す
る
に
身
分
を
捨
て
る 

互
い
に
切
磋

せ

っ

さ 

い
ま
し
め
正
す 

慈
愛
や
情
け 

い
た
わ
る
心 

い
そ
が
し
く
と
も
失
う
な
か
れ 

 

節せ
っ

操そ
う

道ど
う

義ぎ 

廉れ
ん

恥ち

謙け
ん

譲
じ
ょ
う 

と
っ
さ
の
と
き
も
欠
く
こ
と
な
か
れ 

こ
こ
ろ
静し

ず

め
ば 

心
こ
こ
ろ 

安
ら
ぐ 

こ
こ
ろ
動
け
ば 

心 

疲
れ
る 

 

ま
こ
と
守
れ
ば
こ
こ
ろ
は
満
ち
る 

物
事 

追
え
ば 

こ
こ
ろ
疲
れ
る 

正
し
い
操

み
さ
お

し
っ
か
り
持
て
ば 

官か
ん

位い

爵
し
ゃ
く

位い

は
お
の
ず
か
ら
つ
く 
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都 ド
ォ
ゥ1

邑 イ

ー

4

華 フ
ゥ
ア2

夏 シ
ィ
ア4 

 

東 ド
ォ
ン1

西 シ
ィ
ー1

二
ウ
ー
ァ
ル4

京 ヂ
ィ
ン1 
 

府 フ
ゥ
ー3

羅 ル
ゥ
オ2

將
ヂ
ィ
ァ
ン4

相
シ
ィ
ァ
ン1 

路 ル
ゥ
ー4

俠 シ
ィ
ア2

槐
フ
ゥ
ア
ィ2

卿 チ
ィ
ン1 

背 ペ
ェ
ィ4

邙 マ
ァ
ン2

面 ミ
ェ
ン4

洛 ル
ゥ
オ4 

 

浮 フ
ゥ
ー2

渭 ウ
ェ
イ4

據 ヂ
ィ
ー4

涇 ヂ
ィ
ン1 

 

戶 フ
ゥ
ー4

封 フ
ァ
ン1

八 パ
ァ
ー1

縣
シ
ィ
ェ
ン4 

家 ヂ
ィ
ア1

給 ゲ
ェ
ィ3

千
チ
ィ
ェ
ン1

兵 ピ

ン

1 

宮 ゴ
ォ
ン1

殿
デ
ィ
ェ
ン4

盤 パ
ァ
ン2

鬱 ユ
イ
ー4 

樓 ロ
ォ
ゥ2

觀
グ
ゥ
ァ
ン1

飛 フ
ェ
ィ1

驚 ヂ
ィ
ン1 

 

高 ガ
ァ
ォ1

冠
グ
ゥ
ァ
ン4

陪 ペ
ェ
ィ2

輦
ニ
ィ
ェ
ン3 

驅
チ
ュ
ィ
ー1

轂 グ
ゥ
ー3

振 ヂ
ェ
ン4

纓 イ

ン

1 

圖 ト
ゥ
ー2

寫 シ
ィ
エ3

禽 チ
ィ
ン2

獸 シ
ォ
ゥ4 

 

畫 フ
ゥ
ア4

綵 ツ
ァ
ィ3

仙
シ
ィ
ェ
ン1

靈 リ
ィ
ン2 

 

世 シ
ィ
ー4

祿
ル
ゥ
ー4 

侈 チ
ィ
ー3

富 フ
ゥ
ー4 

車
チ
ゥ
ー
ァ1

駕 ヂ
ィ
ア4

肥 フ
ェ
ィ2

輕 チ
ィ
ン1 

丙 ピ

ン

3

舍
シ
ゥ
ー
ァ4

傍 パ
ァ
ン4

啟 チ
ィ
ー3  

甲 ヂ
ィ
ア3

帳 ヂ
ァ
ン4

對
ド
ゥ
ェ
イ4

楹 イ

ン

2 
 

策
ツ
ゥ
ー
ァ4

功 ゴ
ォ
ン1

茂 マ
ァ
ォ4

實 シ
ィ
ー2 

勒 レ
ェ
ィ1

碑 ペ
ェ
ィ1

刻
ク
ゥ
ー
ァ4

銘 ミ
ィ
ン2 

肆 ス

ゥ

4

筵 イ
ェ
ン2

設
シ
ゥ
ー
ァ4

席 シ
ィ
ー2 

鼓 グ
ゥ
ー3

瑟
ス
ゥ
ー
ァ4

吹
チ
ゥ
ェ
イ1

笙 シ
ァ
ン1 

 

磻
パ
ァ
ン2 

溪 シ
ィ
ー1

伊 イ

ー

1

尹 イ

ン

3 

佐 ヅ
ゥ
オ3

時 シ
ィ
ー2

阿 ア

ー

1

衡 ハ
ァ
ン2 

升 シ
ァ
ン1

階 ヂ
ィ
エ1

納 ナ
ァ
ー4

陛 ピ
ィ
ー4 
 

弁
ピ
ィ
ェ
ン4

轉
ヂ
ゥ
ァ
ン3

疑 イ

ー

2

星 シ
ィ
ン1 

 

奄 イ
ェ
ン3

宅 ヂ
ァ
ィ2

曲
チ
ュ
ィ
ー1

阜 フ
ゥ
ー4 

微 ウ
ェ
イ1

旦 ダ
ァ
ン4

孰 シ
ゥ
ー2

營 イ

ン

2 

右 イ
ォ
ウ4

通 ト
ォ
ン1

廣 グ
ア
ン3

內 ネ
ェ
ィ4 

 

左 ヅ
ゥ
オ3

達 ダ
ァ
ー2

承 チ
ァ
ン2

明 ミ
ィ
ン2 

 

桓
フ
ゥ
ァ
ン2

公 ゴ
ォ
ン1

匡 ク
ア
ン1

合
フ
ゥ
ー
ァ2 

濟 ヂ
ィ
ー3

弱 ル
ゥ
オ4

扶 フ
ゥ
ー2

傾 チ
ィ
ン1 

既 ヂ
ィ
ー4

集 ヂ
ィ
ー2

墳 フ
ェ
ン2

典
デ
ィ
ェ
ン3 

亦 イ

ー

4

聚 ヂ
ィ
ー4

羣
チ
ュ
ィ
ン2

英 イ

ン
1 

 

綺 チ
ィ
ー3

迴
フ
ゥ
ェ
イ2

漢 ハ
ァ
ン4

惠
フ
ゥ
ェ
イ4 

說
シ
ゥ
オ1 

感 ガ
ァ
ン3

武 ウ

ー

3

丁 デ
ィ
ン1 

杜 ド
ゥ
ー4

稾 ガ
ァ
ォ3

鍾 ヂ
ォ
ン1

隸 リ
ィ
ー4 

 

漆 チ
ィ
ー1

書 シ
ゥ
ー1

壁 ピ
ィ
ー4

經 ヂ
ィ
ン1 

 

俊
ヂ
ゥ
ィ
ン4

乂 イ

ー

4

密 ミ
ィ
ー4

勿 ウ

ー

4 

多 ド
ゥ
オ1

士 シ
ィ
ー4

寔 シ
ィ
ー2

寧 ニ
ィ
ン2 

 

(一百十：440) (一百二十：480) 

(一百三十：520) (一百四十：560) 
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四
の
一(1

03

～12
2) 

天

子

の

都
み
や
こ 

東
西

と
う
ざ
い 

二

つ 

東
ひ
が
し 

洛
陽

ら
く
よ
う 

西に
し

は

長

安 
 

芒

山

を

背

に

洛ら
く

水す
い

を

見

る 

渭い

水す
い

に

浮

か

び

涇け
い

水す
い

に

拠よ

る 

宮

殿

き
ゅ
う
で
ん

そ

び

え

集

ま

り

並

び 

楼
閣

ろ
う
か
く 

高

く 

仰あ
お

ぎ

驚

く 
 

鳥

や

獣
け
だ
も
の 

描え
が

い

て

写う
つ

し 

絹き
ぬ

に

鮮あ
ざ

や

か

仙
界

せ
ん
か
い

の

人 

南
み
な
み

の
御
殿

ご

て

ん 
入
り
口 

二
つ 

東
ひ
が
し

の

帳
と
ば
り 

柱
は
し
ら

と
向
か
う 

 

筵
む
し
ろ

を
敷
い
て
座
席
を
設
け 

大
琴

お
お
ご
と 

弾
い
て 

笙
し
ょ
う

の
笛
吹
く 

階
段
の
ぼ
り 

宮
殿 

入
る 

弁
か
ん
む
り

の
珠 

綺
羅

き

ら

星ぼ
し

の
よ
う 

 

右
は
通
じ
る 

図
書 

秘
書 

御
殿 

左
は
達
す
承
明
殿
に 

す
で
に
集
め
し
三さ

ん

墳ぷ
ん

五ご

典て
ん(

書
物)

 

さ
ら
に
集
め
る 

学
者 

秀
才 

 

杜と

操そ
う

の
草
書 

鍾

繇

し
ょ
う
よ
う 

隷
書

れ
い
し
ょ 

漆
う
る
し

で
書
い
た 

壁へ
き

中
ち
ゅ
う 

経
書

け
い
し
ょ 

  

四
の
二(1

23

～14
2) 

役

所

に

並

ぶ 

大た
い

尉い

 

宰さ
い

相
し
ょ
う 

大お
お

路じ

を

挟は
さ

む

公く

卿
ぎ
ょ
う

屋

敷 
 

功
臣

こ
う
し
ん 

封ほ
う

ず 

領

地

八

県 

家

に

は

兵

士 

千

人 

給た
ま

う 

高

位

高

官 

天

子

に

同

乗 

車

走

ら

せ 

冠
纓

か
ん
え
い 

揺

ら

す 
 

代

々

仕

え

贅

沢

に

富

む 

太

っ

た

馬

や 

絹 

皮か
わ

衣
ご
ろ
も 

手
柄
を
記
し 

名
実

め
い
じ
つ 

上
げ
る 

石
碑
に
彫
っ
て 

銘
文 

刻
む 

 

太
公
望
や
伊い

尹い
ん

の
よ
う
に 

政
治
を
助
け
称
号
を
得
る 

周
し
ゅ
う

公こ
う

旦た
ん

は

曲
き
ょ
く

阜ふ

に
住
ん
だ 

旦
い
な
け
れ
ば
誰
が
治
め
た 

 

桓
公

か
ん
こ
う 

諸
侯 

集
め
て
正
す 

弱
小
た
す
け
傾
国
す
く
う 

綺
里
季

き

り

き

は
戻
す 

漢か
ん 

恵け
い

帝て
い

を 

傅
説

ふ

え

つ 

補
佐
す
る 
殷
の
高
宗

こ
う
そ
う 

 

才
徳 

備
え 

務
め
に
励
む 

多
士

た

し

済
済

せ
い
せ
い

は
国
が
安
ら
ぐ 
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晉 ヂ
ィ
ン4

楚 チ
ゥ
ー3

更 ガ
ァ
ン4

霸 パ
ァ
ー4  

 

趙 ヂ
ァ
ォ4

魏 ウ
ェ
イ4

困
ク
ゥ
ェ
ン4

橫 ハ
ァ
ン2 
 

治 ヂ
ィ
ー4

本 ペ
ェ
ン3

於 ユ
イ
ー1

農 ノ
ォ
ン2 

務 ウ

ー4

茲 ヅ
ゥ

1

稼 ヂ
ィ
ア4

穡
ス
ゥ
ー
ァ4 

假 ヂ
ィ
ア3

途 ト
ゥ
ー2

滅 ミ
ィ
エ4

虢 グ
ゥ
オ2  

 

踐
ヂ
ィ
ェ
ン4

土 ト
ゥ
ー3

會
フ
ゥ
ェ
イ4

盟 マ
ァ
ン2 

 

俶 テ
ィ
ー4

載 ヅ
ァ
ィ3

南 ナ
ァ
ン2

畝 ム
ゥ
ー3 

我 ゥ
オ

3

藝 イ

ー4

黍 シ
ゥ
ー3

稷 ヂ
ィ
ー4 

何
フ
ゥ
ー
ァ2

遵
ヅ
ゥ
ェ
ン1

約 ュ
エ

1

法 フ
ァ
ー3 

韓 ハ
ァ
ン2

弊 ピ
ィ
ー4

煩 フ
ァ
ン2

刑 シ
ィ
ン2 

 

稅
シ
ゥ
ェ
イ4

熟 シ
ォ
ゥ2

貢 ゴ
ォ
ン4

新 シ
ィ
ン1 

勸
チ
ュ
ァ
ン4

賞 シ
ァ
ン3

黜 チ
ゥ
ー4

陟 ヂ
ィ
ー4 

起 チ
ィ
ー3

翦
ヂ
ィ
ェ
ン3

頗 ポ
ォ
ー1

牧 ム
ゥ
ー4 

用 イ
ォ
ン4

軍
ヂ
ュ
ィ
ン1

最
ヅ
ゥ
ェ
イ4

精 ヂ
ィ
ン1  

孟 マ
ァ
ン4

軻
ク
ゥ
ー
ァ1

敦
ド
ゥ
ェ
ン1

素 ス
ゥ
ー4 

 

史 シ
ィ
ー3

魚 ユ
イ
ー2

秉 ピ
ン

3

直 ヂ
ィ
ー2 

宣
シ
ュ
ァ
ン1

威 ウ
ェ
イ1

沙 シ
ァ
ー1

漠 モ
ォ
ー4 

 

馳 チ
ィ
ー2

譽 ユ
イ
ー4

丹 ダ
ァ
ン1

青 チ
ィ
ン1 

 

庶 シ
ゥ
ー4

幾 ヂ
ィ
ー3

中 ヂ
ォ
ン1

庸 イ
ォ
ン1 

勞 ラ
ァ
ォ2

謙
チ
ィ
ェ
ン1

謹 チ
ィ
ー2

敕 チ
ィ
ー4 

九 ヂ
ォ
ウ3

州 ヂ
ォ
ゥ1

禹 ユ
イ
ー3

跡 ヂ
ィ
ー1  

 
百 パ

ァ
ィ3

郡
ヂ
ュ
ィ
ン4

秦 チ
ィ
ン2

并 ピ
ン

4 
 

聆 リ
ィ
ン2

音 イ

ン

1

察 チ
ァ
ー2

理 リ
ィ
ー3 

鑑
ヂ
ィ
ェ
ン4

貌 マ
ァ
ォ4

辨
ピ
ィ
ェ
ン4

色
ス
ゥ
ー
ァ4 

嶽 ュ
エ

4

宗 ヅ
ォ
ン1

恆 ハ
ァ
ン2

岱 ダ
ァ
ィ4  

 

禪 チ
ァ
ン2

主 ヂ
ゥ
ー3

云 ユ
イ
ン2

亭 テ
ィ
ン2 

 

貽 イ

ー

2

厥 ヂ
ュ
エ2

嘉 ヂ
ィ
ア1

猷 イ
ォ
ウ2 

勉 ミ
ェ
ン3

其 チ
ィ
ー2

祇 チ
ィ
ー2

植 ヂ
ィ
ー2 

雁 イ
ェ
ン4

門 メ
ェ
ン2

紫 ヅ
ゥ

3

塞 サ
ァ
ィ1  

 

雞 ヂ
ィ
ー1

田
テ
ィ
ェ
ン2

赤 チ
ィ
ー4

城 チ
ァ
ン2 

 

省 シ
ァ
ン3

躬 ゴ
ォ
ン1

譏 ヂ
ィ
ー1

誡 ヂ
ィ
エ4 

寵 チ
ォ
ン3

增 ヅ
ァ
ン1

抗 カ
ァ
ン4

極 ヂ
ィ
ー2 

昆
ク
ゥ
ェ
ン1

池 チ
ィ
ー2

碣 ヂ
ィ
エ2

石 ダ
ァ
ン4 

 

鉅 ヂ
ィ
ー4

野 イ
エ

3

洞 ド
ォ
ン4

庭 テ
ィ
ン2 

 

殆 ダ
ァ
ィ4

辱 ル
ゥ
ー3

近 ヂ
ィ
ン4

恥 チ
ィ
ー3 

林 リ
ィ
ン2

皋 ガ
ァ
ォ1

幸 シ
ィ
ン4

即 ヂ
ィ
ー2 

曠 ク
ア
ン4

遠 ユ
ァ
ン3

緜 ミ
ェ
ン2

邈
ミ
ィ
ア
ォ3 

 

巖 イ
ェ
ン2

岫 シ
ォ
ウ4

杳 ィ
ア
ォ3

冥 ミ
ィ
ン2 

 

兩
リ
ィ
ァ
ン3

疏 シ
ゥ
ー1

見
ヂ
ィ
ェ
ン4

機 ヂ
ィ
ー1 

解 ヂ
ィ
エ3

組 ヅ
ゥ
ー3

誰
シ
ゥ
ェ
イ2

逼 ピ
ィ
ー1 

(一百五十：600) (一百六十：640) 

(一百七十：680) (一百八十：720) 
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四
の
三(1

43

～16
2) 

晋し
ん 

楚そ 
こ
も
ご
も

春

秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

の
覇
者 

趙
ち
ょ
う 

魏ぎ 

苦
し
む 

戦
国 

秦し
ん

に 
 

虞ぐ

の
道 

借
り
て 

虢か
く

の
国
討
ち 

践
土
に
集
ま
り 

盟
約

め
い
や
く 

結
ぶ 

蕭
し
ょ
う

何か

は
約
す 

法
に

遵
し
た
が

い 

韓か
ん

非ぴ

は
煩は

ん

な
る
刑け

い

に
弊や

ぶ

れ
る 

 

白は
く

起き

 

王
翦

お
う
せ
ん 

廉れ
ん

頗ぱ

 

李り

牧ぼ
く

ら 

軍
を
指
揮
し
て
最
も
勝
る 

威い

力
り
ょ
く

を

匈
き
ょ
う

奴ど 
沙さ

漠ば
く

に
し
め
し 

絵
画
に
描
か
れ 

名
誉 

伝
え
る 

 

禹う

が
中
国
を
九
州
に
分
け 

秦
が
百
郡
す
べ
て
併あ

わ

せ
る 

山や
ま

は

恒こ
う

山ざ
ん

 

泰
山

た
い
ざ
ん

た

っ

と

ぶ

 

祭

天

の

儀ぎ

は

云う
ん

亭て
い

の

山や
ま

 
 

雁が
ん

門も
ん

山さ
ん

や

長
ち
ょ
う

城
じ
ょ
う

紫し

塞さ
い

 

鶏け
い

田で
ん

の

沢さ
わ

 

赤せ
き

城せ
い

の

山や
ま 

昆こ
ん

明め
い

の

池い
け 

碣け
っ

石せ
き

の

山や
ま 

鉅き
ょ

野や

の

沼
し
ょ
う

沢た
く 

洞ど
う

庭て
い

湖こ

水す
い 

 

大

地

広

大

は

る

か

に

遠

く 

険け
わ

し

い

山さ
ん

峰ぽ
う 

杳よ
う

と

し

て

暗

し 

 

五
の
一(

163

～1
82) 

国
の
大
本

お
お
も
と 

農の
う

桑そ
う

に
あ
り 

植
え
て
刈
り
取
る 

こ
れ
に
つ
と
め
る 

 

は
じ
め
て
田
畑 

耕
た
が
や

し
起
こ
し 

舜
帝 

植
え
る 

も
ち 

黍き
び 

う
る
ち 

稲い
ね

が
実み

の

れ
ば
新
穀

し
ん
こ
く

ま
つ
る 

賞
し
ょ
う

を
勧す

す

め
て
拙
劣

せ
つ
れ
つ

の
ぞ
く 

 

孟も
う

子し 

養
や
し
な

う 

お
の
れ
の
元
気 

史
魚

し

ぎ

ょ

は
死
ん
で
も 

忠
ち
ゅ
う

直
ち
ょ
く 

守
る 

願
う
と
こ
ろ
は

中
ち
ゅ
う

庸よ
う

の
道み

ち 

努つ
と

め
て
譲ゆ

ず

り

慎
つ
つ
し

み
諭さ

と

す 
 

こ
と
ば
を
聞
い
て
こ
と
わ
り
を
知
り 

顔
色
を
み
て 

心
こ
こ
ろ 

見み

分わ

け
る 

よ
い
考
え
を
子
孫
に
残
す 

た
だ
そ
の
た
め
に
つ
つ
し
み
励
む 

 

身
を

省
か
え
り

み
て 

諌い
さ

め 

戒
い
ま
し

め 

寵
ち
ょ
う

愛あ
い 

増ま

せ
ば 

驕お
ご

り
き
わ
ま
る 

恥ち

辱
じ
ょ
く 

受
け
る
は 

名
誉

め

い

よ

で
は
な
い 

郷
き
ょ
う

里り

に
帰
り
住
む
が
得と

く

策さ
く 

 

疏そ

広こ
う

と
疏そ

受じ
ゅ

は
足
る
を
知
っ
て 

官か
ん

を
辞や

め
た
が
誰だ

れ

が
責せ

め
よ
う 
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索 ス
ゥ
オ3

居 ヂ
ィ
ー1

閑
シ
ィ
ェ
ン2

處 チ
ゥ
ー3  

沈 シ
ェ
ン3

默 モ
ォ
ー4

寂 ヂ
ィ
ー4

寥
リ
ィ
ア
ォ2 
 

耽ダ
ァ
ン1

讀
ド
ゥ
ー2 

翫ウ
ァ
ン2

市シ
ィ
ー4 

寓ユ
イ
ー4

目ム
ゥ
ー4

囊ナ
ァ
ン1

箱
シ
ィ
ァ
ン1 

求 チ
ォ
ウ2

古 グ
ゥ
ー3

尋 シ
ィ
ン2

論
ル
ゥ
ェ
ン2  

散 サ
ァ
ン3

慮 ル
ゥ
ー4

逍
シ
ィ
ア
ォ1

遥 ィ
ア
ォ2 

 

易イ

ー

4

輶イ
ォ
ウ2

攸イ
ォ
ウ1

畏ウ
ェ
イ4 

屬シ
ゥ
ー3

耳
ウ
ー
ァ
ル3

垣ユ
ァ
ン2

墻
チ
ィ
ァ
ン2 

欣 シ
ィ
ン1

奏 ヅ
ォ
ゥ4

累 レ
ェ
ィ2

遣
チ
ィ
ェ
ン3  

慼 チ
ィ
ー1

謝 シ
ィ
エ4

歡
フ
ゥ
ァ
ン1

招ヂ
ァ
ォ1 

 

具ヂ
ィ
ー4

膳シ
ァ
ン4

飡ツ
ァ
ン1

飯フ
ァ
ン4 

適シ
ィ
ー4

口コ
ォ
ゥ3

充チ
ォ
ン1

腸チ
ァ
ン2 

 

渠
チ
ュ
ィ
ー2

荷
フ
ゥ
ー
ァ2

的
ド
ゥ
ー
ァ4

歷リ
ィ
ー4 

園ユ
ァ
ン2

莽マ
ァ
ン3

抽チ
ォ
ゥ1

條
テ
ィ
ア
ォ2 

 

飽パ
ァ
ォ3

飫ユ
イ
ー4

烹パ
ァ
ン1

宰ヅ
ァ
ィ3 

飢ヂ
ィ
ー1

厭イ
ェ
ン4

糟ヅ
ァ
ォ1

糠カ
ァ
ン1 

枇ピ
ィ
ー2

杷パ
ァ
ー2

晩ウ
ァ
ン3

翠
ツ
ゥ
ェ
イ4  

梧 ウ

ー2

桐 ト
ォ
ン2

早 ヅ
ァ
ォ3

凋
デ
ィ
ア
ォ1 

 

親チ
ィ
ン1

戚チ
ィ
ー1

故グ
ゥ
ー4

舊ヂ
ォ
ウ4 

老ラ
ァ
ォ3

少シ
ァ
ォ3

異イ

ー

4

糧
リ
ィ
ァ
ン2 

陳 チ
ェ
ン2

根 ゲ
ェ
ン1

委 ウ
ェ
イ3

翳 イ

ー

4 
 

落 ル
ゥ
オ4

葉 イ

エ

4

飄
ピ
ィ
ア
ォ1

颻 ィ
ア
ォ2 

 

妾チ
ィ
エ4

御ユ
イ
ー4

績ヂ
ィ
ー1

紡フ
ァ
ン3 

侍シ
ィ
ー4

巾ヂ
ィ
ン1

帷ウ
ェ
イ2

房フ
ァ
ン2 

遊 イ
ォ
ウ2

鵾
ク
ゥ
ェ
ン1

獨 ド
ゥ
ー2

運 ユ
イ
ン4  

凌 リ
ィ
ン2

摩 モ
ォ
ー2

絳
ヂ
ィ
ァ
ン4

霄
シ
ィ
ア
ォ1 

 

紈ウ
ァ
ン2

扇シ
ァ
ン4

圓ユ
ァ
ン2

潔ヂ
ィ
エ2 

銀イ

ン

2

燭ヂ
ゥ
ー2

煒ウ
ェ
イ3

煌フ
ア
ン2 

 
 

 
 

 
 
 

晝ヂ
ォ
ゥ4

眠ミ
ェ
ン2

夕シ
ィ
ー1

寐メ
ェ
ィ4 

藍ラ
ァ
ン2

笋
ス
ゥ
ェ
ン3

象
シ
ィ
ァ
ン4

床
チ
ゥ
ア
ン2 

 
 

 
 

 
 
 

絃
シ
ィ
ェ
ン2

歌
グ
ゥ
ー
ァ1

酒ヂ
ォ
ウ3

讌イ
ェ
ン4 

接ヂ
ィ
エ1

盃ペ
ェ
ィ1

舉ヂ
ィ
ー3

觴シ
ァ
ン1 

 
 

 
 

 
 
 

矯
ヂ
ィ
ア
ォ3

手シ
ォ
ゥ3

頓
ド
ゥ
ェ
ン4

足ヅ
ゥ
ー2 

悅ュ

エ

4

豫ユ
イ
ー4

且チ
ィ
エ3

康カ
ァ
ン1 

(一百九十：760) 

(两百：800) (两百十：840) 
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六
の
一(

183

～1
96) 

群
れ
を
離
れ
て
静
か
な
場
所
に 

人
に
知
ら
れ
ず
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す 

 

古
人

こ

じ

ん 

求
め
て 

論ろ
ん

議ぎ

を
尋
ね 

思
い
の
ま
ま
に
散
策

さ
ん
さ
く

を
す
る 

喜
び
集
め
悩
み
を
払
い 

憂う
れ

い 

し
り
ぞ
け 

歓
よ
ろ
こ

び
招ま

ね

く 
 

溝み
ぞ

の
蓮
華

れ

ん

げ

は
鮮あ

ざ

や
か
に
咲
き 

園そ
の

の
草
木

そ
う
も
く 

枝し

葉よ
う

を
伸
ば
す 

枇
杷

び

わ

は
晩ば

ん

翠す
い 

冬ふ
ゆ

な
お
青あ

お

し 

桐き
り

は
早そ

う

熟
じ
ゅ
く 

秋あ
き

に 

は
や
れ
る 

 

古
い
根ね

株か
ぶ

は
萎な

え
後の

ち 

倒
れ 

落
ち
葉ば

は
風
に

飄
ひ
ょ
う

々
ひ
ょ
う

と
舞
う 

遊あ
そ

ぶ
大
鳥

お
お
と
り 

ひ
と
り
巡め

ぐ

り
て 

夕ゆ
う

焼や

け
空ぞ

ら

に
迫せ

ま

り
越こ

え

ゆ
く 

 

七
の
一(

197

～2
16) 

市
で
立
ち
読
み 

楽
し
み
耽ふ

け

る 
袋

ふ
く
ろ

や
箱
の 

書
に
目
を
つ
け
る 

 

軽け
い

挙き
ょ

妄も
う

動ど
う 

お
そ
れ
る
と
こ
ろ 

壁か
べ

に
耳
あ
り

障
し
ょ
う

子じ

に
目
あ
り 

料
理
を
並
べ 

あ
れ
こ
れ
食
べ
る 
う
ま
く
て
腹
が 

ふ
く
れ
れ
ば 

よ
い 

 
 

た
ら
ふ
く
食く

っ
て
料

り
ょ
う

理り

に
あ
き
る 

飢う

え
た
と
き
に
は
糠ぬ

か

で
も
食
ら
う 

親
戚

し
ん
せ
き

縁
者

え
ん
じ
ゃ 

旧
き
ゅ
う

知ち

に

旧
き
ゅ
う

故こ

 

老ろ
う

若
に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ 

食
し
ょ
く

を
異い

に
す 

 

女
の
仕
事 

糸
つ
む
ぎ 

織お

る 

妻
と
も
な
れ
ば
閨ね

や

に
仕
え
る 

む
す
め
外が

い

出
し
ゅ
つ 

扇
お
う
ぎ

で
隠か

く

し 

夜よ
る 

出で

る
と
き
は
銀ぎ

ん

燭
し
ょ
く

を
持も

つ 
 

昼ひ
る

寝ね

の
と
き
は
竹た

け

の
敷
物

し
き
も
の 

夜よ
る 

寝ね

る
と
き
は
象ぞ

う

牙げ

の
寝ね

床ど
こ 

琴こ
と

ひ
き
歌
い 

酒さ
か

盛も

り
を
す
る 

さ
か
ず
き
交ま

じ

え 

酒さ
け

く
み
か
わ
す 

 

手
を
上
げ 

踊お
ど

り 

足
踏
み
鳴
ら
す 

喜
び
合
っ
て
更さ

ら

に
楽
し
む 
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嫡デ
ィ
ー2

後ホ
ォ
ゥ4

嗣ス

ゥ

4

續
シ
ュ
ィ
ー4  

祭ヂ
ィ
ー4

祀ス

ゥ

4

烝ヂ
ァ
ン1

嘗チ
ァ
ン2 
 

毛マ
ァ
ォ2

施シ
ィ
ー1

淑シ
ゥ
ー1

姿ヅ

ゥ

1 

工ゴ
ォ
ン1

顰ピ
ィ
ン2

妍イ
ェ
ン2

笑
シ
ィ
ア
ォ4 

稽ヂ
ィ
ー1

顙サ
ァ
ン3

再ヅ
ァ
ィ4

拜パ
ァ
ィ4  

悚ソ
ォ
ン3

懼ヂ
ィ
ー4

恐コ
ォ
ン3

惶フ
ア
ン2 

 

年
ニ
ィ
ェ
ン2

矢シ
ィ
ー3

每メ
ェ
ィ3

催
ツ
ゥ
ェ
イ1 

曦シ
ィ
ー1

暉
フ
ゥ
ェ
イ1

朗ラ
ァ
ン3

耀ィ
ア
ォ4 

牋
ヂ
ィ
ェ
ン1

牒デ
ィ
エ2

簡
ヂ
ィ
ェ
ン3

要ィ
ア
ォ4 

顧グ
ゥ
ー4

答ダ
ァ
ー2

審シ
ェ
ン3

詳
シ
ィ
ァ
ン2 

 

璇
シ
ュ
ァ
ン2

璣ヂ
ィ
ー1

懸
シ
ュ
ァ
ン2

斡ゥ

オ

4 

晦
フ
ゥ
ェ
イ4

魄ポ
ォ
ー4

環
フ
ゥ
ァ
ン2

照ヂ
ァ
ォ4 

骸ハ
ァ
ィ2

垢ゴ
ォ
ゥ4

想
シ
ィ
ァ
ン3

浴ユ
イ
ー4  

執ヂ
ィ
ー2

熱
ル
ゥ
ー
ァ4

願ユ
ァ
ン4

涼
リ
ィ
ァ
ン2 

 

指ヂ
ィ
ー3

薪シ
ィ
ン1

修シ
ォ
ウ1

祜フ

ゥ

ー 

永イ
ォ
ン3

綏
ス
ゥ
ェ
イ2

吉ヂ
ィ
ー2

劭シ
ァ
ォ4 

驢ル
ゥ
ー2

騾ル
ゥ
オ2

犢ド
ゥ
ー2

特
ト
ゥ
ー
ァ4  

駭ハ
ァ
ィ4

躍ュ

エ

4

超チ
ァ
ォ1

驤
シ
ィ
ァ
ン1 

 

矩ヂ
ィ
ー3

步プ
ゥ
ー4

引イ

ン

3

領リ
ィ
ン3 

俯フ
ゥ
ー3

仰イ
ァ
ン3

廊ラ
ァ
ン2

廟
ミ
ィ
ア
ォ4 

誅ヂ
ゥ
ー1

斬ヂ
ァ
ン3

賊ヅ
ェ
ィ2

盗ダ
ァ
ォ4  

捕プ
ゥ
ー3

獲フ
ゥ
オ4

叛パ
ァ
ン4

亡ゥ
ア
ン2 

 

束シ
ゥ
ー4

帶ダ
ァ
ィ4

矜ヂ
ィ
ン1

莊
ヂ
ゥ
ア
ン1 

徘パ
ァ
ィ2

徊
フ
ゥ
ア
ィ2

瞻ヂ
ァ
ン1

眺
テ
ィ
ア
ォ4 

 
 

 
 

 
 

孤グ
ゥ
ー1

陋ロ
ォ
ゥ4

寡グ
ゥ
ア3

聞ウ
ェ
ン2 

愚ユ
イ
ー2

蒙マ
ァ
ン2

等ダ
ァ
ン3

誚
チ
ィ
ア
ォ4  

 

布プ
ゥ
ー4

射
シ
ゥ
ー
ァ4

遼
リ
ィ
ア
ォ2

丸ウ
ァ
ン2 

嵇ヂ
ィ
ー1

琴チ
ィ
ン2

阮
ル
ゥ
ァ
ン3

嘯
シ
ィ
ア
ォ4 

 

謂ウ
ェ
イ4

語ユ
イ
ー3

助ヂ
ゥ
ー4

者
ヂ
ゥ
ー
ァ3 

焉イ
ェ
ン1

哉ヅ
ァ
ィ1

乎フ
ゥ
ー1

也イ

エ

3 

恬
テ
ィ
ェ
ン2

筆ピ
ィ
ー3

倫
ル
ゥ
ェ
ン2

紙ヂ
ィ
ー3 

鈞
ヂ
ュ
ィ
ン1

巧
チ
ィ
ア
ォ3

任レ
ェ
ン2

釣
デ
ィ
ア
ォ4 

 
 

釋シ
ィ
ー4

紛フ
ェ
ン1

利リ
ィ
ー4

俗ス
ゥ
ー2  

並ピ

ン

4

皆ヂ
ィ
エ1

佳ヂ
ィ
ア1

妙
ミ
ィ
ア
ォ4 

 

(两百二十：880) (两百三十：920) 

(两百四十：960) (两百五十句：1000 字) 
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七
の
二(

217

～2
28) 

嫡
ち
ゃ
く

子し 
長

ち
ょ
う

男な
ん 

親お
や

の
跡あ

と

継つ

ぎ 

四
季

し

き

の
祭ま

つ

り
に
先せ

ん

祖ぞ

を
祀ま

つ

る 
 

頭
あ
た
ま 

地ち

に
着
け 

二
度 

礼
を
す
る 

恐
れ
つ
つ
し
み

敬
う
や
ま

い
拝お

が

む 

手て

紙が
み 

文ぶ
ん

書し
ょ

は
簡か

ん

易い

 

簡か
ん

潔け
つ 

周ま
わ

り
見み

回ま
わ

し
答こ

た

え
詳く

わ

し
く 

 

か
ら
だ
の
汚
れ 

水
浴
び
望
む 

熱
く
な
っ
た
ら
涼
し
さ
願
う 

驢
馬

ろ

ば 

騾
馬

ら

ば 

犢と
く

特と
く

：
小こ

牛う
し

と
牡お

牛う
し 

驚
き
跳
ね
て 

と
び
越
え
走
る 

 
 

盗
賊
は
罪つ

み 

責
め 

斬き

り
果
て
る 

謀む

叛ほ
ん 

逃と
う

亡ぼ
う 

追
っ
て
捕
ら
え
る 

  

八
の
一(2

29

～25
0) 

呂り
ょ

布ふ

や

騎き

射し
ゃ 

宜ぎ

遼
り
ょ
う

お

手
玉

て

だ

ま 
稽け

い

康こ
う

は

琴 

阮げ
ん

籍せ
き 

口く
ち

笛ぶ
え 

 

蒙も
う

恬て
ん

は

筆ふ
で 

蔡さ
い

倫り
ん

 

は

紙か
み 

馬ば

鈞き
ん 

指し

南な
ん

車し
ゃ 

任じ
ん

公こ
う

子し

 

釣つ

り 

も
つ
れ
る
を
解と

き 

世せ

間け
ん

を
利
す
る 
と
も
に 

み
な
み
な 

す
ぐ
れ
た
人
だ 

 
 

毛も
う

嬙
し
ょ
う 

西せ
い

施し 

絶ぜ
っ

世せ
い

美び

人じ
ん 

顰
ひ
そ
み

う
る
わ
し 
笑わ

ら

い 

な
ま
め
く 

年ね
ん

矢し

の
ご
と
く
常
に
促
す 

陽よ
う 

輝
か
が
や

い
て
明
る
く
光
る 

 

き
ら
め
く
星ほ

し

は
移
ろ
い
巡
り 

月つ
き

は
隠
れ
て 

ま
た
出
て
照
ら
す 

薪ま
き

は
代
わ
る
も
火
は
滅
び
な
い 

永
久

と

わ

に
安
ら
ぎ
福
に
つ
と
め
る 

 

正
し
く
歩
き 

首
の
ば
し
待
つ 

宮
殿
内
の
立
ち
居
振
る
舞
い 

朝
ち
ょ
う

服ふ
く

を
着き

て
威い

厳げ
ん

を
保
ち 

行
っ
た
り
来
た
り
見
上

み

あ

げ
眺
め
る 

 

孤こ

陋ろ
う

寡か

聞ぶ
ん

は
道
理
に
暗
い 

愚ぐ

蒙も
う

ひ
と
し
く
責
め
叱
る
べ
し 

助じ
ょ

辞じ

と
い
う
の
は 

語ご

勢せ
い 

助た
す

け
る 

焉え
ん 

哉さ
い 

乎こ

 

也や

 
と 

こ
れ
に
て
終お

わ

る 
 

『

千せ
ん

字じ

文も
ん

』
四し

言ご
ん

古こ

詩し 

二に

百
ひ
ゃ
く

五ご

十
じ
ゅ
う

句く 
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札

大

学

 

大

学

之

道

、

 
在

明

明

徳

、

 
在

親

民

、

 

在

止

於

至

善

、

 

知

止

而

后

有

定

、

 

定

而

后

能

静

、

 

静

而

后

能

安

、

 

安

而

后

能

慮

、
 

慮

而

后

能

得

、

 

物

有

本

末

、

 

事

有

終

始

、

 

知

所

先

後

則

近

道

矣

、
 

大 学 Da4
ダァー4

-xue2
シュエ 2

      (拼
ピン

音
イン

：pīn-yīn) 

 

大 Dà
ダァー4

- xué
シュエ 2

  zhī
ヂィー1

  dào
ダァォ 4

,  

在 zài
ヅァィ 4

  míng
ミィン 2

  míng
ミィン 2

 - dé
ドゥーァ 2

,  

在 zài
ヅァィ 4

  qīn
チィン 1

  mín
ミィン 2

,  

在 zài
ヅァィ 4

  zhǐ
ヂィー3

  yū
ユイー1

  zhì
ヂィー4

 - shàn
シァン 4

.  

知 Zhī
ヂィー1

  zhǐ
ヂィー3

  ér
ウーァル 2

- hòu
ホォゥ 4

  yǒu
イォウ 3

 - dìng
ディン 4

,  

定 dìng
ディン 4

  ér
ウーァル 2

- hòu
ホォゥ 4

  néng
ナァン 2

  jìng
ヂィン 4

,  

静 jìng
ヂィン 4

  ér
ウーァル 2

- hòu
ホォゥ 4

  néng
ナァン 2

  ān
アン 1

,  

安 ān
アン 1

  ér
ウーァル 2

- hòu
ホォゥ 4

  néng
ナァン 2

  lǜ
ルゥー4

,  

慮 lǜ
ルゥー4

  ér
ウーァル 2

- hòu
ホォゥ 4

  néng
ナァン 2

  dé
ドゥーァ 2

.  

物 Wù
ウー4

  yǒu
イォウ 3

  běn
ペェン 3

 - mò
モォー4

,  

事 shì
シィー4

  yǒu
イォウ 3

  zhōng
ヂォン 1

 - shǐ
シィー3

,  

知 zhī
ヂィー1

  suǒ
スゥオ 3

  xiān
シィェン 1

 - hòu
ホォゥ 4

  zé
ヅゥーァ 2

  jìn
ヂィン 4

  dào
ダァォ 4

  yǐ
イー3

.  
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木

大 ダ
イ

学 ガ
ク

の
道 み

ち

は
、
明 メ

イ

徳 ト
ク

を
明 あ

き

ら
か
に
す
る
に
在 あ

り
、
民 た

み

を
親 し

た

し
ま
し
む
る
に
在
り
、
至 シ

善 ゼ
ン

に
止 と

ど

ま
る
に
在
り
。 

止
ま
る
を
知 し

り
て 

后 の
ち 

定 さ
だ

ま
る
有 あ

り
、
定
ま
り
て 

后 

能 よ

く
静 し

ず

か
に
、
静
か
に
し
て 

后 

能
く
安 や

す

く
、 

安
く
し
て 
后 
能
く

慮
お
も
ん
ぱ
か

り
、
慮
り
て 

后 

能
く 

得 う

。 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

物 も
の

に
本 ホ

ン

末 マ
ツ

あ
り
、
事 こ

と

に

終
シ
ュ
ウ

始 シ

あ
り
、
先 セ

ン

後 ゴ

す
る

所
と
こ
ろ

を
知
れ
ば
、

則
す
な
わ

ち
、
道
に
近 ち

か

し
。 

 

『
大
学
』 

(

文
頭)

 

    

  

 
 

五行 木 火 土 金 水 

五色 青 赤 黄 白 黒 

五方 東 南 
中

央 
西 北 

五時 春 夏 
土

用 
秋 冬 

五気 風 暖 湿 燥 涼 

五獣 
青

龍 

朱

雀 

麒

麟 

白

虎 

玄

武 

五官 目 舌 口 鼻 耳 

五音 角 徴 宮 商 羽 

五声 呼 言 歌 哭 呻 

五臓 肝 心 脾 肺 腎 

五腑 胆 
小

腸 
胃 

大

腸 

膀

胱 

五志 怒 喜 思 憂 驚 

五労 
過

歩 

過

視 

過

坐 

過

寝 

過

立 

五味 酸 苦 甘 辛 鹹 

味走 筋 骨 智 気 精 

五主 
筋

爪 

血

脈 

肌

唇 

皮

毛 

髄

髪 

五果 李 杏 棗 桃 栗 

五菜 韭 薤 
山

葵 
葱 

豆

葉 

五穀 麻 麦 米 黍 
大

豆 

五畜 鶏 羊 牛 馬 豚 

五常 仁 礼 信 義 智 

五経 楽 書 詩 礼 易 

五神 魂 神 意 魄 志 

八卦 
雷

風 
日 

山

地 

天

沢 
水 

五
ウー3

行
シィン 2

 中国自然哲学 

相生：順送りに相手を生み出す陽の関係 

木生火 火生土 土生金 金生水 水生木 

相剋：五星送りに相手を打つ陰の関係 

木剋土 土剋水 水剋火 火剋金 金剋木  

比和：同じ気が重なると良くも悪くも盛んになる。 

五音 中国音韻学 

宮
きゅう

：唇音・君主、 商
しょう

：歯音・臣下、

角
かく

：牙音・民、 

徴
ち

：舌音・事、羽
う

：喉音・物 

半徴：L、半商：ｒ (合わせて、七音) 

五声(七声) (教会旋法のリディア旋法に等しい) 

宮・商・角・変徴・徴・羽・変宮 

ファ・ソ・ラ・シ・ド・レ・ミ 
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火

古
グ
ゥ
ー3

之
ヂ
ィ
ー1

欲
ユ
イ
ー4

明
ミ
ィ
ン2

明
ミ
ィ
ン2

徳

ド
ゥ
ー
ァ2

於
ユ
イ
ー1

天

テ
ィ
ェ
ン1

下
シ
ィ
ア4

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 

先

シ
ィ
ェ
ン1

治
ヂ
ィ
ー4

其
チ
ィ
ー2

国
グ
ゥ
オ2

、

欲
ユ
イ
ー4

治
ヂ
ィ
ー4

其
チ
ィ
ー2

国
グ
ゥ
オ2

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 
先

シ
ィ
ェ
ン1

斉
チ
ィ
ー2

其
チ
ィ
ー2

家
ヂ
ィ
ア1

、

欲
ユ
イ
ー4

斉
チ
ィ
ー2

其
チ
ィ
ー2

家
ヂ
ィ
ア1

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 

先

シ
ィ
ェ
ン1

脩
シ
ォ
ウ1

其
チ
ィ
ー2

身
シ
ェ
ン1

、

欲
ユ
イ
ー4

脩
シ
ォ
ウ1

其
チ
ィ
ー2

身
シ
ェ
ン1

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 

先

シ
ィ
ェ
ン1

正
ヂ
ァ
ン4

其
チ
ィ
ー2

心
シ
ィ
ン1

、

欲
ユ
イ
ー4

正
ヂ
ァ
ン4

其
チ
ィ
ー2

心
シ
ィ
ン1

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 

先

シ
ィ
ェ
ン1

誠
チ
ァ
ン2

其
チ
ィ
ー2

意
イ
ー4

、

欲
ユ
イ
ー4

誠
チ
ァ
ン2

其
チ
ィ
ー2

意
イ
ー4

者

ヂ
ゥ
ー
ァ3

、 

先

シ
ィ
ェ
ン1

致
ヂ
ィ
ー4

其
チ
ィ
ー2

知
ヂ
ィ
ー1

、

致
ヂ
ィ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

在
ヅ
ァ
ィ4

格

グ
ゥ
ー
ァ2

物
ウ
ー4

、 

物
ウ
ー4

格

グ
ゥ
ー
ァ2

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

知
ヂ
ィ
ー1

至
ヂ
ィ
ー4

、

知
ヂ
ィ
ー1

至
ヂ
ィ
ー4

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

意
イ
ー4

誠
チ
ァ
ン2

、 

意
イ
ー4

誠
チ
ァ
ン2

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

心
シ
ィ
ン1

正
ヂ
ァ
ン4

、

心
シ
ィ
ン1

正
ヂ
ァ
ン4

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

身
シ
ェ
ン1

脩
シ
ォ
ウ1

、 

身
シ
ェ
ン1

脩
シ
ォ
ウ1

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

家
ヂ
ィ
ア1

斉
チ
ィ
ー2

、

家
ヂ
ィ
ア1

斉
チ
ィ
ー2

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

国
グ
ゥ
オ2

治
ヂ
ィ
ー4

、 

国
グ
ゥ
オ2

治
ヂ
ィ
ー4

而

ウ
ー
ァ
ル2

后
ホ
ォ
ゥ4

天

テ
ィ
ェ
ン1

下
シ
ィ
ア4

平
ピ
ィ
ン2

、 
 

中国の王朝 

先史時代、古国時代(三皇五帝、黄河文明・長江文明・遼河文明)、夏、殷、 

周(西周)、周(東周、春秋時代・戦国時代)、秦、漢(前漢)、新、漢(後漢)、 

呉(孫呉)・漢(蜀漢)・魏(曹魏)、晋(西晋)、 

晋(東晋)・五胡十六国( 匈
きょう

奴
ど

・ 鮮
せん

卑
ぴ

・ 羯
けつ

・ 氐
てい

・ 羌
きょう

、丁零、漢族、 

前涼・前趙・成漢・後趙・前燕・前秦・後燕・後秦・西秦・後涼・南涼・北涼・

南燕・西涼・夏・北燕)(その他の国： 仇
きゅう

池
ち

・ 代
だい

・ 冉
ぜん

魏
ぎ

・ 西
せい

燕
えん

・ 翟
てき

魏
ぎ

・ 後
こう

蜀
しょく

)、 

宋(劉宋)・斉(南宋)・魏(北魏)、梁・魏(西魏)・魏(東魏)、 

陳・梁(後梁)・周(北周)・斉(北斉)、隋、唐・周(武周)、 

五代十国(後梁・後唐・後晋・後漢・後周、 

前蜀・後蜀・呉・南唐・荊南・呉越・ 閩
びん

・楚
そ

・南漢・北漢)・契丹、 

宋(北宋、南宋)・夏(西夏)・遼・金、元、明・元(北元)、明(南明)・順・後金、 

清、中華民国・満州、中華人民共和国・中華民国(台湾) 

 

中華思想 華夏 中
ちゅう

原
げん

の覇者 

天子・内臣・外臣・朝貢国・夷狄 

東
とう

夷
い

、南 蛮
なんばん

、西
せい

戎
じゅう

、北
ほく

狄
てき

 

日本：八紘一宇 惟神〔かんながら〕 
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土

古
〔
い
に
し
〕
え
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
国
を
治
む
。
そ
の
国
を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
家
を
斉
〔
と
と
の
〕
う
。
そ
の
家
を
斉
え
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
身
を
脩
〔
修
〕
む
。
そ
の
身
を
脩
め
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
心
を
正
す
。
そ
の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
意
を
誠
に
す
。
そ
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は 

先
ず
そ
の
知
を
致
〔
き
わ
〕
む
。 

知
を
致
む
る
も
の
は
物
に
格
〔
至
：
い
た
〕
る
に
在
り
。 

 

 

物
格
り
て
后
知
至
〔
ち 
き
わ
〕
ま
る
。 

知
至
ま
り
て
后
意
誠
〔
い 

ま
こ
と
〕
な
り
。 

意
誠
に
し
て
后
心
正
し
。
心
正
し
く
し
て
后
身
脩
ま
る
。 

身
脩
り
て
后
家
斉
う
。
家
斉
い
て
后
国
治
ま
る
。 

国
治
ま
り
て
后
天
下
平
ら
か
な
り
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

『
大
学
』(

文
頭)

 
 

 

中国哲学 (中華思想など) 

諸子百家・儒教・道教・中国仏教・陰陽五行思想(木
もく

→火
か

→土
ど

→金
ごん

→水
すい

) 

道(個人の信念)・徳(美徳、力)・理(法則)・気(生命のエネルギーと物理的な力)・ 

太極(偉大な天の軸、相補的な両極端)・陰陽(闇・受動・女性、明・能動・男性) 

 

一.世界は自分を中心に回っていると考える(∽ ユダヤ 教、ゴーレム思想) 

二.自分の家や族以外の他人は基本的に信用しない(金銭を介する、複分法) 

三.誇り高く、面子(実利的名誉・大義名分・華夷内外・是非善悪)が潰れるコトを畏れる 

四.経済援助は、「謝すべき」ではなく、「させてあげるモノ」と考える 

五.窮した時は、自分のコト
⇄ 床

ではなく、他人の「陰謀
棒

」に責任転嫁する 

 

休養的思考法の一例：自らの善行、悪行を徳の高さに応じて定量、数値化し、 

お金の様に勘定や記録をして、自身を律しつつ楽しむ。 
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金

生
財
有
大
道
、
生
之
者
衆
、
食
之
者
寡
、 

為
之
者
疾
、
用
之
者
舒
、
則
財
恒
足
矣
、 

仁
者
以
財
発
身
、
不
仁
者
以
身
発
財
、 

未
有
上
好
仁
、
而
下
不
好
義
者
也
、 

未
有
好
義
、
其
事
不
終
者
也
、 

未
有
府
庫
財
非
其
財
者
也
、 

孟
献
子
曰
、 

畜
馬
乗
、
不
察
於
雞
豚
、 

伐
冰
之
家
、
不
畜
牛
羊
、  

 
 
 

百
乗
之
家
、
不
畜
聚
斂
之
臣
、 

 
 

 

与
其
有
聚
斂
之
臣
、
寧
有
盗
臣
、 

 
 

此
謂
国
不
以
利
為
利
、
以
義
為
利
也
、 

長
国
家
而
務
財
用
者
、
必
自
小
人
矣
、 

彼
為
善
之
、
小
人
之
使
為
国
家
、
葘
害
並
至
、 

雖
有
善
者
、
亦
無
如
之
何
矣
、 

此
謂
国
不
以
利
為
利
、
以
義
為
利
也
、 

 

生 shēng cái yǒu dà dào 、shēng zhī zhě zhòng 、shí zhī zhě guǎ 、  

為 wèi zhī zhě jí 、yòng zhī zhě shū 、zé cái héng zú yǐ 、  

仁 rén zhě yǐ cái fā shēn 、bù rén zhě yǐ shēn fā cái 、  

未 wèi yǒu shàng hǎo rén 、ér xià bù hǎo yì zhě yě 、  

未 wèi yǒu hǎo yì 、qí shì bù zhōng zhě yě 、  

未 wèi yǒu fǔ kù cái fēi qí cái zhě yě 、  

孟 mèng xiàn zǐ yuē 、 

畜 chù mǎ chéng 、bù chá yú jī tún 、  

伐 fá bīng zhī jiā 、bù chù niú yáng 、    

百 bǎi chéng zhī jiā 、bù chù jù liǎn zhī chén 、  

与 yǔ qí yǒu jù liǎn zhī chén 、níng yǒu dào chén 、  

此 cǐ wèi guó bù yǐ lì wèi lì 、yǐ yì wèi lì yě 、  

長 zhǎng guó jiā ér wù cái yòng zhě 、bì zì xiǎo rén yǐ 、  

彼 bǐ wèi shàn zhī 、xiǎo rén zhī shǐ wèi guó jiā 、zī hài bìng zhì 、  

雖 suī yǒu shàn zhě 、yì wú rú zhī hé yǐ 、上辺だけでない心からの愛国者には、 

此 cǐ wèi guó bù yǐ lì wèi lì 、yǐ yì wèi lì yě 、体力(∽ 大

たい

利

り

欲

よく

・大義)がある。 
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水

財
を
生
ず
る
に
大
道
あ
り
。 

こ
れ
を
生
ず
る
者 

衆 お
お

く
、
こ
れ
を
食 く

ら
う
者 

寡 す
く

な
く
、 

こ
れ
を
為 つ

く

る
者 

疾 と

く
、
こ
れ
を
用
い
る
者 

舒
ゆ
る
や

か
な
れ
ば
、
則
ち
財
は
恒 つ

ね

に
足
る
。 

仁
者
は
財
を
以
て
身
を
発 は

っ

し
、
不
仁
者
は
身
を
以
て
財
を
発
す
。 

未
だ 

上 か
み 

仁
を
好
み
て 

下 し
も 

義
を
好
ま
ざ
る
者
は
有
ら
ざ
る
な
り
。 

未
だ
義
を
好
み
て
其 そ

の
事
の
終
え
ざ
る
者
は
有
ら
ざ
る
な
り
。 

未
だ
府 ふ

庫 こ

の
財 

其
の
財
に
非
ざ
る
者
は
有
ら
ざ
る
な
り
。 

 

孟 も
う

献 け
ん

子 し

曰
わ
く
、 

「
馬 ば

乗
じ
ょ
う

を

畜
や
し
な

え
ば
雞 け

い

豚 と
ん

を
察
せ
ず
。
伐 ば

っ

冰
ぴ
ょ
う

の
家
に
は

牛
ぎ
ゅ
う

羊 よ
う

を
畜
わ
ず
。 

百
ひ
ゃ
く

乗
じ
ょ
う

の
家
に
は

聚
し
ゅ
う

斂 れ
ん

の
臣
を
畜
わ
ず
。
其
の
聚
斂
の
臣
あ
ら
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
盗 と

う

臣 し
ん

あ
ら
ん
」
と
。 

此
れ
を
、
国
は
利
を
以
て
利
と
為 な

さ
ず
、
義
を
以
て
利
と
為
す
、
と
謂 い

う
な
り
。 

 

国
家
に
長
と
し
て
財
用
を
務 つ

と

む
る
者
は
、
必
ず
小
人
を
自 も

ち

〔
用
〕
う
。 

彼 か
れ

は
こ
れ
を
善 よ

し
と
為 お

も

え
る
も
、
小
人
を
し
て
国
家
を
為 お

さ

め
し
む
れ
ば
葘 さ

い

害 が
い 

並
び
至
る
。 

善
き
者 ひ

と

あ
り
と

雖
い
え
ど

も
、
亦
た
こ
れ
を
如
何

い
か
ん

と
も
す
る
な
き
な
り
。 

此 こ

れ
を
、
国
は
利
を
以
て
利
と
為
さ
ず
、
義 ぎ

を
以
て
利
と
為
す
、
と
謂
う
な
り
。 

 

『
大
学
』(

文
末)  

道家：老子 荘子   黄老思想 老荘思想 道、無為自然 

三玄の書 (玄学)   気功、行気・導引・存思・房中・胎息 

『老子』(『老子道徳経』)、『荘子』、『周易』(『易経』卜占術の書) 

 

二十四史 

『史記』(『太史公書』)、『漢書』、『後漢書』、『三国志』、『晋書』、 

『宋書』、『南斉書』、『梁書』、『陳書』、『魏書』、『北斉書』、『周書』、『隋書』、

『南史』、『北史』、『旧唐書』、『新唐書』、『旧五代史』、『新五代史』、 

『宋史』、『遼史』、『金史』、『元史』、『明史』 

二十六史：『新元史』、『清史稿』 

  

その他：『東観漢記』、中華民國版『清史』、中国版『清史』 

『戦国策』、『淮南子』、『世経』、『三統経』、『資治通鑑外記』 
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永

論
ル
ゥ
ェ
ン2

語ユ
イ
ー3 

卷
ヂ
ュ
ァ
ン3

第デ
ィ
ー4

一イ

ー

1 

學シ
ュ
エ2

而
ウ
ー
ァ
ル2

第デ
ィ
ー4

一イ

ー

1 
子ヅ

ゥ

3
曰ュ

エ
1

、
 

學シ
ュ
エ2

而
ウ
ー
ァ
ル2

時シ
ィ
ー2

習シ
ィ
ー2

之ヂ
ィ
ー1

、

不プ
ゥ
ー4

亦イ

ー

4

説
シ
ゥ
ェ
イ4

乎フ
ゥ
ー1

、

 

有イ
ォ
ウ3

朋パ
ァ
ン2

自ヅ

ゥ

4

遠ユ
ァ
ン3

方フ
ァ
ン1

來ラ
ァ
ィ2

、

不プ
ゥ
ー4

亦イ

ー

4

樂ュ

エ

4

乎フ
ゥ
ー1

、

 

人レ
ェ
ン2

不プ
ゥ
ー4

知ヂ
ィ
ー1

而
ウ
ー
ァ
ル2

不プ
ゥ
ー4

慍ユ
イ
ン4

、

不プ
ゥ
ー4

亦イ

ー

4

君
ヂ
ュ
ィ
ン1

子ヅ

ゥ

3

乎フ
ゥ
ー1

、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

儒家経典 四書( 道 統
聖賢の正統

)：『論語』、『大学』、『中庸』、『孟子』 

六経 (五経：『楽』を除き、七経：『論語』、『孝経』を入れる) 

『詩』(『詩経』)、『書』(『尚書』)、 

『礼』(『礼記』)、『楽』(『楽経』)、 

『易』(『易経』)、『春秋』 

九経：『易経』、『尚書』(『書経』、『尚書孔安伝』)、 

『詩経』(『毛詩』)、 『周礼』、『儀礼』、『礼記』、(三礼) 

『春秋左氏伝』、『春秋公羊伝』、『春秋穀梁伝』 (春秋三伝)  

十二経：『爾雅』(中国最古の類語辞典・語釈辞典・訓詁学の書) 

十三経：『孟子』 十四経：『大戴礼記』読む順：『大学』→『論語』→『孟子』→『中庸』 
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天

子 シ

の
曰

の
た
ま

わ
く
、 

学ま
な

び
て
時
に
こ
れ
を
習な

ら

う
、
亦ま

た
説

よ
ろ
こ

ば
し
か
ら
ず
や
。 

朋と
も

あ
り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
。 

人
知
ら
ず
し
て
、
慍う

ら

み
ず
、
亦
た
君
子
な
ら
ず
や
。 

 

『
論ろ

ん

語ご

』(

文
頭) 

 

天
ティェン 1

津
ヂィン 1

炒
チァォ 3

飯
ファン 4

( ∽ 天
ティェン 1

地
ディー4

玄
シュァン 2

黄
ファン 2

)  

餃
ヂィアォ 3

子
ヅゥ

( ∽ 千
チィェン 1

字
ヅゥ 4

、 荘
ヂゥアン 4

子
ヅゥ 3

)  拉
ラァー1

麺
ミェン 4

 

台
Tái

湾
wān

料
lià

理
lǐ

：タピオカミルクティー、鳳
Fèng

梨
lí

酥
sū

(オンライソー：パイナップルケーキ)etc. 

麻
マァー2

將
ヂィァン 4

 雀
チュエ 4

 卓
ヂゥオ 2

 牌
パァィ 2

 洗
シィー3

 配
ペェィ 4

 理
リィー3

 

对
ドゥェイ 4

局
ヂィー2

 本
ペェン 3

場
チャン 2

 家
ヂィア 1

 賽
サァィ 4

 山
シァン 1

 河
フゥーァ 2

   

索
スゥオ 3

子
ヅゥ

 条
ティアォ 2

 萬
ウァン 4

子
ヅゥ

 筒
トォン 3

子
ヅゥ

 餅
ピン 3

   

白
パァィ 2

 中
ヂォン 1

 發
ファー1

 東
ドォン 1

 南
ナァン 2

 西
シィー1

 北
ペェィ 3

 風
ファン 1

 

春
チュェン 1

 夏
シィア 4

 秋
チォウ 1

 冬
ドォン 1

 華
フゥア 2

 百
パァィ 3

塔
タァー3

  

菊
ヂィー2

 竹
ヂゥー2

 蘭
ラァン 2

 梅
メェィ 2

 花
フゥア 1

 飜
ファン 1

 貫
グゥァン 4

 

倍
ペェィ 4

滿
マァン 3

 清
チィン 1

一
イー1

色
スゥーァ 4

 混
フゥェン 4

 四
スゥ 4

暗
アン 4

刻
クゥーァ 4

 

大
ダァー4

三
サァン 1

元
ユァン 2

 国
グゥオ 2

士
シィー4

無
ウー2

双
シゥアン 1

( 十
シィー2

三
サァン 1

么
ィアォ 1

)  

多
ドゥオ 1

 少
シァォ 3

 手
シォゥ 3

 門
メェン 2

前
チィェン 2

清
チィン 1

自
ヅゥ 4

摸
モォー1

和
フゥーァ 2

  

流
リォウ 2

 向
シィァン 4

聴
ティン 1

 栄
ロォン 2

和
フゥーァ 2

 和
フゥーァ 2

了
ルゥーァ

 点
ディェン 3

 

 

中
Zhōng 

国
guó 

菜
cài 

 中華料理 

八
パァー1

大
ダァー4

菜
ツァィ 4

系
シィー4

(四大菜系) 

山
さん

東
とう

料理(魯
Lǔ

菜)江
こう

蘇
そ

料理(蘇
S ū

菜) 

浙
せっ

江
こう

料理(浙
Zhè

菜)安徽
あんき

料理(徽
Huī

菜) 

福
ふっ

建
けん

料理(閩
Mǐn

菜)広東料理(粤
Yuè

菜) 

湖
こ

南
なん

料理( 湘
Xiāng

菜)四
し

川
せん

料理( 川
Chuān

菜) 

日本での分類 

南：広
カン

東
トン

料理：魚
y ú

翅
chì

(ふかひれ)スープ 

東：上海料理：八宝菜 bābǎocài 

北：北京料理：北
Běi 

京
jīng

ダック  

西：四川料理：麻婆豆腐 mápó dòufu  
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仙

論
ル
ゥ
ェ
ン2

語
ユ
イ
ー3 

卷
ヂ
ュ
ァ
ン3

第
デ
ィ
ー4

十
シ
ィ
ー2 

堯
ィ
ア
ォ2

曰
ュ
エ1 

第
デ
ィ
ー4

二
ウ
ー
ァ
ル4

十
シ
ィ
ー2 

 

 
 

孔
コ
ォ
ン3

子
ヅ
ゥ3

曰
ュ
エ1

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

命
ミ
ィ
ン4

、
無

ウ
ー2

以
イ
ー3

爲
ウ
ェ
イ2

君
ヂ
ュ
ィ
ン1

子
ヅ
ゥ3

也
イ
エ3

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

禮
リ
ィ
ー3

、
無

ウ
ー2

以
イ
ー3

立
リ
ィ
ー4

也
イ
エ3

、 

不
プ
ゥ
ー4

知
ヂ
ィ
ー1

言
イ
ェ
ン2

、
無

ウ
ー2

以
イ
ー3

知
ヂ
ィ
ー1

人
レ
ェ
ン2

也
イ
エ3

、 
 

論
ル
ゥ
ェ
ン2

語
ユ
イ
ー3 

卷
ヂ
ゥ
ァ
ン3

第
デ
ィ
ー4

十
シ
ィ
ー2 

終
ヂ
ォ
ン1 
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桃

孔コ
ウ

子シ

の
曰
わ
く
、 

命メ
イ

を
知し

ら
ざ
れ
ば
、
以
て
君ク

ン

子シ

た
る
こ
と
無
き
な
り
。 

礼
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
立
つ
こ
と
無
き
な
り
。 

言
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
人
を
知
る
こ
と
無
き
な
り
。 

 

『
論
語
』
全
十
巻 

二
十
篇 
五
百
十
二
章 
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ॐश्रीमद्भगवद्गीिा 
シュリーﾏﾄﾞｩﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧﾄﾞｩｷﾞｰﾀｰ 

 
अ रिमोऽध्यायः   ﾌﾟﾗﾀﾊﾓｰ‘ﾄﾞｩﾌｬｰﾔﾊ 

धिृिाष्ट्र उवाच ।  
धमुक्षेते्र कज रुक्षेते्र समवेिा यजयजत्सवः ।  
मामकाः पाण्डवाश्चैव ककमकज विु सञ्र्य ॥ १ ॥  
dhṛtarāṣṭra uvāca  

dharmakṣetre kurukṣetre samavetā yuyutsavaḥ  

māmakāḥ pāṇḍavāścaiva kimakurvata sañjaya (1)  
आ सञ्र्य उवाच ।  
दृष्ट्वा िज पाण्डवानीकं व्यूढं दजयोधनस्िदा ।  
आचायुमजपसम्गम्य िार्ा वचनमब्रवीि ्॥ २ ॥  
sañjaya uvāca  

dṛṣṭvā tu pāṇḍavānīkaṃ vyūḍhaṃ duryodhanastadā  

ācāryamupasamgamya rājā vacanamabravīt (2)  
इ पश्यिैां पाण्डजपजत्राणामाचाय ुमहिीं चममू ्।  
व्यूढां द्रजपदपजते्रण िव शिष्यणे धीमिा ॥ ३ ॥  
paśaitāṃ pāṇḍuputrāṇamācārya mahatīṃ camūm  

vyūḍhāṃ drupadaputreṇa tava śiṣyeṇa dhīmatā (3)  
ई अत्र िूिा महेष्यासा भीमार्जनुसमा यजधध ।  
यजयजधानो र्विाटश्च द्रजपदश्च महाििः ॥ ४ ॥  
atra śūrā maheṣvāsā bhīmārjunasamā yudhi  

yuyudhāno virāṭaśca drupadaśca mahārathaḥ (4)  
उ धषृ्टकेिजश्चकेकिानः काशििार्श्च वीयवुान ्।  
पजरुस्र्त्कज स्न्िभोर्श्च िैब्यश्च निपजङ्गवः ॥ ५ ॥  
dhṛṣṭaketuścekitānaḥ kāśirājaśca vīryavān  

purujitkuntibhojaśca śaibyaśca narapuṅgavaḥ (5)  
ऊ यजधामन्यजश्च र्वक्रान्ि उत्तमौर्ाश्च वीयुवान ्।  
सौभद्रो द्रौपदेयाश्च सव ुएव महाििाः ॥ ६ ॥  
yudhāmanyuśca vikrānta uttamaujāśca vīryavān  

saubhadro draupadeyāśca sarva eva mahārathāḥ (6)  
ऋ अस्माकं िज र्वशिष्टा य ेिास्न्नबोध द्विर्ोत्तम ।  
नायका मम सैन्यस्य संज्ञािं िान्ब्रवीशम ि े॥ ७ ॥  
asmākaṃ tu viśiṣṭā ye tānnibodha dvijottama  

nāyakā mama sainyasya saṃjñārthaṃ tānbravīmi te (7)  
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シュリーマドゥバガヴァドゥギーター 

神の詩 (バガヴァッド・ギーター) 
 

初章 

ドリタラーシュトラ
d h ṛ t a r ā ṣ ṭ r a

王は訊ねました
u v ā c a

。 

聖なる大地
d h a r m a k ṣe t r e

、クルの野に
k u r u k ṣ e t r e

、戦わんとて蝟
い

集
しゅう

せる 

わが殿ばらと、パーンドゥ
p ā ṇ ḍ a v ā

の 徒
ともがら

は、何をか なせる、 

サンジャヤ
s a ñ j a y a

よ。(１：1)［001］ 

 

サンジャヤ
s a ñ j a y a

は答えました
u v ā c a

。 

ときに、ドゥルヨーダナ
d u r y o d h a n a

王は、パーンドゥ
p ā ṇ ḍ a v ā

勢の布陣した

のを見て、ただちに、師父
r ā j ā

(：ドローナ)のもとに歩み寄り、

次のように申しました。(１：2)［002］ 

 

「師よ、ご覧あれ、ドゥルパダの子、御身の賢
さか

しき 

教え子により布陣されたる、パーンドゥの子らの大軍を。 

(１：3)［003］  
 

そなたには、いくさの園でビーマ王、アルジュナ王子 

にもならぶ、名うての弓取り、猛き武 士
もののふ

ユユダーナや 

ヴィラータ王、また大将軍なるドゥルパダ王。(１：4)［004］ 

 

ドリシュタケートゥ、チェーキターナ、勇猛果敢な 

カーシー国王、プルジット、クンティボージャ、無双の 

弓取りシビ国王。(１：5)［005］ 

 

剛勇無双ユダーマンユ、勇猛果敢なウッタマウジャス、

またスバドラー妃の王子や、ドラウパディー妃の 

王子たち、いずれも由々しき大将軍なる。(１：6)［006］ 

 

さて、われらがうちの名だたる面々、わが軍勢の将士 

たち、そを知り給え、最高のバラモンよ。ちなみに、 

それを御身に告げ申さん。(１：7)［007］  



152 

注 

क्र्ै等は、原文では別の合成文字表記。 

以降の合成文字も原典原文を確認すべき。 

藤色(固有名詞)の破線部には、 

自分の名や大事な方の名前で読むと楽しい。 
 

 

ॠ श्रीभगवानवुाि ।  

シュリーﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧｰﾇｩｳﾞｧｰﾁｬ   

कुतस््वा कश्मलधमद ंधविमे समपुधस्थतम ्।  
ｸｩﾀｽﾄｩｳﾞｧｰ  ｶシュﾏ La ﾐﾀﾞﾝ  ｳﾞｨｼｬﾒｰ  ｻﾑｩﾊﾟｽﾃｨﾋﾀﾑ   

अनायवजषु्टमस्वर्गयवमकीधतवकरमजुवन ॥ २ ॥  
ｱﾅｰﾘｬｼﾞｭｩｼｭタﾏｽｳﾞｧﾙｷﾞｬﾏｷｰﾙﾃｨｶﾗﾏﾙｼﾞｭｩﾅ   

चलयब्यं मा स्म गमः पाथव नयतत्त्वय्यपुपद्यते ।  
klai ﾋﾞｬﾝ  ﾏ  ー  ｽﾏ  ｶﾞﾏﾊ  ﾊﾟｰﾙﾀﾊ  ﾅｲﾀｯﾄｩｳﾞｧｯﾕｩﾊﾟﾊﾟﾃﾞｬﾃ  ー   

क्षदु्र ंहृदयदौबवल्य ं्यत्त्वोधत्तष्ठ परन्त्तप ॥ ३ ॥  
ｸｼｭｩﾄﾞｩﾗﾝ  ﾌりﾀﾞﾔﾀﾞｳﾙﾊﾞLyaﾝ  ﾃｬｯﾄｩｳﾞｫｰｯﾃｨｼｭタﾊ ﾊﾟﾗﾇﾀﾊ  ゚   

 

聖
せい

なる方
かた

は諭
さと

しました。 

危
き

難
なん

に際
さい

し、この臆
おく

気
き

、いず方
かた

よりか、 

アルジュナよ、そなたのうちに生
しょう

じ来
き

たれる。 

そは卑
ひ

賤
せん

なるもののならい、 

天
てん

上
じょう

界
かい

に導
みちび

かず、恥
ち

辱
じょく

をもたらす。(２：2)［049］ 

女
め

々
め

しきにつく勿
なか

れ。プリター夫
ふ

人
じん

の御
み

子
こ

よ。 

こはそなたにそぐわず。 

卑
いや

しかるべき懦
だ

弱
じゃく

 抛
なげう

ち、 

立
た

て、剛
ごう

勇
ゆう

 手
て

ききの精兵
つわもの

よ。(２：3)［050］ 
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लू अर्जनु उवाच ।  
ｱﾙｼﾞｭｩﾅ  ｳｳﾞｧｰﾁｬ   

नष्टो मोहः स्मतृिर्बु्धा त्वत्रसादान्मयाच्यजि ।  
ﾅｼｭトー  ﾓｰﾊﾊ  ｽﾑりﾃｨﾙLa ﾌﾞﾀﾞﾊ  ー  ﾄｩｳﾞｧﾄｩﾌﾟﾗｻｰﾀﾞｰﾇﾏﾔｰﾁｭﾕｩﾀ   

स्स्ििोऽस्स्म गिसन्देहः करिष्ये वचनं िव ॥ ७३ ॥  
ｽﾃｨﾋﾄ ’ーｽﾐ  ｶﾞﾀｻﾇﾃﾞｰﾊﾊ  ｶﾘｼｭｨｪ  ー  ｳ゙ ｧﾁｬﾅﾝ  ﾀｳﾞｧ   

 

アルジュナ王
おう

子
じ

は答
こた

えました。 

迷
まよ

いは失
う

せ、記
き

憶
おく

は、不
ふ

揺
よう

不
ふ

滅
めつ

の方
かた

よ、 

御
おん

身
み

の御
み

恵
めぐ

みゆえ、われにより得
え

られたり。 

疑
ぎ

迷
めい

は去
さ

り、われ確
かっ

固
こ

たり。 

御
おん

身
み

の御
み

言
こと

葉
ば

を果
は

たさん。(１８：73)［695］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

貴女にとって神への信愛とは何ですか？ 
私は、 

実際に生きる王に無知無能と自覚させられた私が、 

不思議に想いながらも、疑いや迷いを持ちながらも、 

神さまのやさしいお導きに付き従うことだと思いました。 

不思議と、主 らと好ましい不老不死を生き続けられる希望が湧きました。 
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िा：ktā क्ष：kṣa द्ध：ddha दे：rde र्ध्ज：dhuru स्न्द्र：ndri  

तद्भ：dbhi  ऊध्व：ंūrdhvaṃ प्तज：ंptuṃ  कज रु：kuru 

その他、合成文字 等で表記の異なるものもある。 

र्ॄ द्दादिोऽध्यायः 
अर्जुन उवाच ।  
एवं सिियजिा ये भिास्त्वां पयजुपासिे ।  
ये चाप्यक्षिमव्यिं िेषां के योगर्वत्तमाः ॥ १ ॥  
एश्रीभगवानुवाि ।  

मय्यावेशय मनो ये मां धन्ययुिा उपासते ।  

श्रद्धया परयोपेतास्ते मे युितमा मताः ॥ २ ॥  
ऐ ये ् वक्षरमधनदेशयमव्यिं पयुपासते ।  

सववरगधिन्त््यं ि कूटस्थमिलं ध्रवुम ्॥ ३ ॥  
ओ सधन्त्नयम्येधन्त्द्रयग्रामं सववर समबुद्धयः ।  

ते प्राप्नुवधन्त्त मामेव सववभतूधहते रताः ॥ ४ ॥  
औ चलेशोऽधिकतरस्तेिामव्यिासिितेसाम ्।  

अव्यिा धह गधतदुवःखं दहेवधद्भरवाप्यते ॥ ५ ॥  
क ये तु सवावधण कमावधण मधय सन्त्न्त्यस्य म्पराः ।  

अनन्त्येनयव योगेन मां ध्यायन्त्त उपासते ॥ ६ ॥  
ख तेिामह ंसमदु्धताव मृ् युसंसारसागरात् ।  

भवाधम न धिरा् पाथव मय्यावेधशतिेतसाम ्॥ ७ ॥  
ग मय्येव मन आि्स्व मधय बुधदं्ध धनवेशय ।  

धनवधसष्यधस मय्येव अत ऊध्वं न संशयः ॥ ८ ॥  
घ अथ धितं्त समािातुं न शचनोधि मधय धस्थरम ्।  

अभ्यासयोगेन ततो माधमच्छाप्तुं िनञ्जय ॥ ९ ॥  
ङ अभ्यासेऽप्यसमथेऽधस म्कमवपरमो भव ।  

मदथवमधप कमावधण कुववधन्त्सधद्धमवाप्स्यधस ॥ १० ॥  

 

 

 

 

 

  

 

  
三分法 

サットヴァ：純質的、聖：सास्ववकी  不如意→楽(sukha) 

ラジャス：激質的、王：िार्शस      楽→不如意(duh hka) 

タマス：暗質的、民：िामसी     不如意→異 不如意 
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第12章 
アルジュナは訊ねました。 

このように常に結ばれ、 

あなたを崇める信徒達、 

また不滅の非顕現を崇める者達、 

どちらが最もヨーガを知るものでありましょうか。(１２：1)[470]  

聖なる 主
バガヴァッド

は答えました。 

私に心 導き入れ、 

私に常にヨーガを修め、 

信により私に達する者達、 

そは、私に最高に結ばれた者達と考えられる。(１２：2)[471]  

しかし、不滅なもの、指示し難きもの、非顕現のもの、 

あらゆる場に遍満するもの、不可思議なもの、 

また不変に住する
ク ー タ ス タ

もの、 

不動にして堅固なものを崇める者達。(１２：3)[472]  

感官の一群を抑制し、 

至る所において智慧に等しい者達、 

一切生類への裨益を喜ぶ者達、 

そはまさに、私に到達する。(１２：4)[473]  

非顕現に心繋ぐ者達、その問はより大きい。 

なぜなら非顕現の道は、 

肉体を持つ者には到達し難きが故に。(１２：5)[474]  

しかし、一切の行為を私に捨離して、私を至高とし、 

ただ一なるヨーガによって、 

私を念思しつつ敬する者達。(１２：6)[475]  

そよ、私に心 浸す者達のために、プリターの御子よ！ 

私は直ちに、死と輪廻との苦海からの救済者となる。(１２：7)[476]  

ただ私に心据えよ、私に智 慧
ブッディ

を没入せしめよ。 

それより後は、 

あなたは まさに私に住むであろうこと、疑いはない。(１２：8)[477]  

もし心を、私に堅固に据え得ることができぬなら、 

その時は、常 念
アビャーサ

〔反復実修〕のヨーガにより私に達することを願え、 

富を得た者
ダナンジャヤ

よ！(１２：9)[478]  

また常念さえも為すことができぬなら、私への行為を至高となせ。 

私のため諸行為さえ為し得るなら、 

あなたは成就に到達するであろう。(１２：10)[479]  
  

भधूमरापोऽनलो वायःु खं मनो बधुद्धरेव ि ।  

अहङ्कार इतीयं मे धभन्त्ना प्रकृधतरष्टिा ॥ ४ ॥ 

地、水、火、風、空
くう

、 意
マナス

、 智
ブッディ

、また、 

我 意 識
アハンカーラ

、このように、私の 本 性
プラクリティ

は8種に分かれる。(７:4)[284] 
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अिेष्टा：adveṣṭā दृढतनश्चयः：dṛḍhaniścayaḥ र्द्धयो：buddhiryo 

मद्भिः：madbhaktaḥ र्रयः：priyaḥ द्वि：dvi  

हृष्यति：hṛṣyati मौ：rmau श्रद्दधाना：śraddadhānā  

 

ि 
अथयतदप्यशिोऽधस कतुं मद्योगमाधश्रतः ।  

सववकमवफल्यागं ततः कुरु यता्मवान ्॥ ११ ॥  
छ 
श्रेयो धह ज्ञानमभ्यासाज्ज्ज्ञानादध््यानं धवधशष्यते ।  

ध्याना् कमवफल्यागस््यागाच्छाधन्त्तरनन्त्तरम ्॥ १२ ॥  
ज 
अदे्वष्टा सववभतूानां मयरः करुण एव ि ।  

धनमवमो धनरहङ्कारः समदःुखसखुः क्षमी ॥ १३ ॥  
झ 
सन्त्तषु्टः सततं योगी यता् मा दृढधनश्चयः ।  

मय्यधपवतमनोबधुद्धयो मद्भिः स मे धप्रयः ॥ १४ ॥  
ञ 
यस्मान्त्नोधद्वजते लोको लोकान्त्नोधद्वजते ि यः ।  

हिावमिवभयोदे्वगयमुविो यः स ि मे धप्रयः ॥ १५ ॥  
ट 
अनपेक्षः शधुिदवक्ष उदासीनो गतव्यथः ।  

सवावरम्भपरर्यागी यो मद्भिः स मे धप्रयः ॥ १६ ॥
 
 

ठ 
यो न हृष्यधत न दे्वधष्ट न शोिधत न काङ्क्षधत ।  

शभुाशभुपरर्यागी भधिमान्त्यः स मे धप्रयः ॥ १७ ॥  
ड 
समः शरौ ि धमरे ि तथा मानापमानयोः ।  

शीतोष्णसखुदःुखेि ुसमः सङ्गधववधजवतः ॥ १८ ॥
 
 

ढ 
तलु्यधनन्त्दास्तधुतमौनी सन्त्तषु्टो येन केनधित ्।  

अधनकेतः धस्थरमधतभवधिमान्त्म ेधप्रयो नरः ॥ १९ ॥  
ण 
ये त ुिम्यावमतृधमद ंयथोिं पयुवपासते ।  

श्रद्दिाना म्परमा भिास्तऽेतीव मे धप्रयाः ॥ २० ॥
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もしもこれさえ為すことができぬなら、私のヨーガに依拠し、 

それにより自身を抑制し、 

一切の行為の結果を放捨せよ。(１２：11)[480]  

実に、 知 識
ジュニャーナ

は 常 念
アビャーサ

より優れ、静 考
ディヤーナ

は知識を凌駕する。 

静考により行為の結果の不問が、 

不問により直ちに平安がある。(１２：12)[481]  

一切生類を厭わず、また実に、親切で憐み深く、 

執着なく、我意識を慎んでおり、 

不如意
ドゥッカ

と楽
スカ

とに同等で、忍耐強い。(１２：13)[482]  

常に充足し、自己を抑制し、固く決心し、 

私に 意
マナス

と智 慧
ブッディ

とを据え、私に信愛したヨーガ行者、 

あなたは私に愛しい。(１２：14)[483]  

世界はあなたを全否定せず、あなたもまた世界を全否定しない者、 

狂喜・短気・恐怖・不安(を慎むことに)より解放された者、 

あなたもまた私に愛しい。(１２：15)[484]  

過度な期待を慎み、清浄で怜悧、公正で、苦悩を離れ、 

一切の企図を手放し、私に信愛した者、 

あなたは私に愛しい。(１２：16)[485]  

喜び狂わず、厭わない、悲しまない、過度に望まない者、 

善悪を手放し信愛する者、 

あなたは私に愛しい。(１２：17)[486]  

恋敵と性友とに、また名誉無名とに同等で、 

涼温快楽を等しいと見て、執着を離れる。(１２：18)[487]  

扇情と讃辞とに同等で、寡黙であり、全てに足るを知り、 

住処に自在で、心 堅固に信 愛
バクティ

する者は、 

私に愛しい。(１２：19)[488]  

もし、ここに語られたごとくの、聖法の甘 露
アムリタ

を崇め、 

信仰しつつ私を至高とし、信愛を捧ぐる者達、そは優れて、 

私に愛しい。(１２：20)[489]  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

सजख：sukha：su[good]+kha[aperture]：楽、幸福、安楽 

良い車輪の穴を持つ。軽やかに走る。(∵リグ・ヴェーダでの文意) 

在家者の求める富 (gihinā | kāma-bhoginā) アナナ経 (増支部四集, 適切業品) 

attihi-sukha：     正義の手段によって富を獲得する楽 

bhoga-sukha： 富を大事な人達、功徳的行為に自由に使う楽 

anaṇa-sukha：    債務から解放され、借りがない自由の楽 

anavajja-sukha：          心・語・身で誤りを犯すことなく、 

三毒から解放され、完璧で純粋な生を送る楽 

賢者：sumedhasa 経済的及び物質的な楽は、anavajja-sukhaの精神的幸福より小さい     

パッタカンマ経 受用の楽→財産確保の楽→義務を果たす楽 (親族、来客や旅人、先祖供養、王、神々 )→布施ができる楽 

カーラーマ経 利益(kusalā)、過失なきもの(anavajjā)、智者(viññuppasatthā)から賞賛されるもの、 

完遂され受持されたならば利益と安楽へ導かれるもの(samattā samādinnā hitāya sukhāya) 
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त
 अष्टादशोऽध्यायः 

 मन्त्मना भव मद्भिो मद्याजी मां नमस्कुरु ।  

मामेवयष्यधस स्य ंते प्रधतजाने धप्रयोऽधस मे ॥ ६५ ॥  
ﾏﾇﾏﾅｰ  ﾊﾞﾊｳﾞｧ  ﾏﾄﾞｩﾊﾞﾊｸﾄｰ  ﾏﾃ゙ ｬ ｼーﾞｰ  ﾏ ﾝー  ﾅﾏｽｸｩﾙｩ   

ﾏｰﾒｰｳﾞｧｲｼｭｬｽｨ  ｻﾃｬﾝ ﾃｰ  ﾌﾟﾗﾃｨｼ ｬ゙ ﾈーｰ  ﾌﾟﾘﾖ ‘ーｽｨ  ﾒｰ  (65) 
थ
 सवविमावन्त्परर्यज्ज्य मामेकं शरणं व्रज ।  

अह ं् वां सववपापेभ्यो मोक्षधयष्याधम मा शिुः ॥ ६६ ॥  

ｻﾙｳﾞｧﾀ゙ ﾊﾙﾏｰﾇﾊ ﾘ゚ﾄｩｬｼﾞｭｬ  ﾏ ﾒーｰｶﾝ  シャﾗナﾝ  ｳﾞﾗｼﾞｬ   

ｱﾊﾝ  ﾄｩｳ゙ ｧ ﾝー  ｻﾙｳﾞｧﾊﾟ ﾍーﾟｰﾋﾞｮﾎ  ー  ﾓｰｸｼｬイｼｭｬｰﾐ  ﾏ  ー  シュｩﾁｬﾊ  (66) 
द
 इद ंते नातपस्काय नाभिाय कदािन ।  

न िाशशु्रिूवे वाच्य ंन ि मां योऽभ्यसयूधत ॥ ६७ ॥  

ｲﾀ ﾝ゙  ﾃ  ー  ﾅｰﾀﾊ ｽ゚ｶｰﾔ  ﾅｰﾊ゙ ﾊｸﾀｰﾔ  ｶﾀﾞｰﾁｬﾅ   

ﾅ  ﾁｬー シュゥシュルゥーｼｬｳﾞｪ  ー  ｳ゙ ｧ ﾁーｭｬﾝ  ﾅ  ﾁｬ  ﾏ ﾝー  ﾖ ‘ーﾋﾞｬﾊｽｩｰﾔﾃｨ (67)  

ि
 य इद ंपरमं गहंु्य मद्भिेष्वधभिास्यधत ।  

भधिं मधय परां कृ्वा मामेवयष्य्यसंशयः ॥ ६८ ॥  

ﾔ  ｲﾀ ﾝ゙  ﾊﾟﾗﾏﾝ  ｸﾞｩﾋｬﾝ  ﾏﾄﾞｩﾊﾞﾊｸﾃｰｼｭｳ ｧ゙ﾋﾞﾋﾀﾞﾊ ｽーｬﾃｨ   

ﾊﾞﾊｸﾃｨﾝ  ﾏイ  ﾊ゚ ﾗ ﾝー  ｸりﾄｩｳ ｧ゙  ー  ﾏ ﾒーｰｳﾞｧｲｼｭｬﾄｩｬｻﾝシャﾔﾊ  (68) 
न
 न ि तस्मान्त्मनुष्येि ुकधश्चन्त्मे धप्रयकृत्तमः ।  

भधवता न ि मे तस्मादन्त्यः धप्रयतरो भधुव ॥ ६९ ॥  

ﾅ  ﾁｬ  ﾀｽﾏｰﾇﾏﾇｩｼｭｨｪｰｼｭｩ  ｶシュチﾇﾒ  ー  ﾌﾟﾘﾔｸりｯﾀﾏﾊ   

ﾊﾞﾊｳﾞｨﾀ  ー  ﾅ  ﾁｬ  ﾒ  ー  ﾀｽﾏー ﾀﾞﾇｬﾊ  ﾌﾟﾘﾔﾀﾛ  ー  ﾌﾞﾌｩｳﾞｨ  (69) 
प
 अध्येष्यते ि य इमं िम्यं संवादमावयोः ।  

ज्ञानयज्ञने तेनाहधमष्टः स्याधमधत मे मधतः ॥ ७० ॥  

ｱﾃﾞﾍｨｪｰｼｭｬﾃ  ー  ﾁｬ  ﾔ  ｲﾏﾝ  ﾀﾞﾊﾙﾐｬﾝ  ｻﾝｳﾞｧ ﾀー゙ ﾏｰｳﾞｧﾖ ﾎー   

ｼﾞｭﾆｬｰﾅﾔｼﾞｭﾆｪｰﾅ  ﾃｰﾅー ﾊﾐｼｭタﾊ  ｽｬ ﾐーﾃｨ  ﾒ  ー  ﾏﾃｨﾋ  (70) 
फ
 श्रद्धावाननसयूश्च श्रणृयुादधप यो नरः । 

 

सोऽधप मिुः शभुााँल्लोकान्त्प्राप्नुया् पणु्यकमवणाम ्॥ ७१ ॥  

シュラｯﾀﾞﾊｰｳﾞｧー ﾅﾅｽｩｰﾔシュチャ  シュりヌゥﾔｰﾀ ﾋ゙  ゚  ﾖ  ー  ﾅﾗﾊ   

ｿ ‘ーﾋﾟ  ﾑｩｸﾀﾊ  シュゥﾊﾞﾊｰﾝ Llo-ｶｰﾇﾌﾟﾗｰﾌﾟﾇｩﾔｰﾄｩﾌﾟｩナｬｶﾙﾏナ-ﾑ (71)  

ब
 कधच्िदतेच्रुतं पाथव ् वययकागे्रण िेतसा ।  

कधच्िदज्ञानसम्मोहः प्रनष्टस्त ेिनञ्जय ॥ ७२ ॥  

ｶｯﾁﾃﾞｰﾀｯﾁｭﾌﾙｩﾀﾝ  ﾊﾟ ﾙーﾀﾊ  ﾄｩｳﾞｧﾔｲｶ ｸーﾞﾚｰナ  ﾁｪｰﾀｻー    
ｶｯﾁﾀ゙ ｼﾞｭﾆｬｰﾅｻｯﾓｰﾊﾊ  ﾌﾟﾗﾅｼｭタｽﾃｰ  ﾀﾞﾊﾅﾆｭｼﾞｬﾔ  (72)  
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第18章 (抜粋) 
私に帰命せよ。 

私に心結び、私に信愛し、 

私を祀る者であれ。 

あなたは まさに私に至るであろう、 

私の愛しい あなたに確言する。(１８：65)[687] 

 

一切の法を捨て去って、 

ひとえに私に依拠を求めよ。 

嘆くなかれ、 

私はあなたを一切の邪悪より解放させる。(１８：66)[688]  

 

あなたは これを、難行せぬ者、信愛なき者、 

また聴く意欲無き者、また私を誹謗する者に、 

決して語ってはならない。(１８：67)[689]  

 

私に至高の信 愛
バクティ

を為し、この最高の秘密を、 

私へ信愛する者達に語る時、そは疑いなく、 

まさに私に至るであろう。(１８：68)[690]  

 

人
じん

間
かん

において、 

私に あなた以上に好ましきことなす人はいない。 

また地上において、 

私にとって あなたより愛しい人はない。(１８：69)[691]  

 

我ら二人の、 

この正義の対話を学ぼうとする者に対し、 

「私は 知 識
ジュニャーナ

の 祭 祀
ヤジュニャ

によって そに祀られた」 

と私は考える。(１８：70)[692]  

 

信心深く、不平無く、 

また聴くのみであろう者でさえ、 

その者は解放され、善良な行為なす人 の々、 

清浄な世界に達するであろう。(１８：71)[693]  

 

あなたは これを、プリターの御子よ！  

心一つに聴き得たであろうか？ 

あなたの無知による迷妄は、 

消え失せたであろうか？  

富を得た者
ダナンジャヤ

よ！(１８：72)[694] 

アルジュナの答え〔P.153〕 (１８：73)[695]  
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भ सञ्र्य उवाच ।  

इत्यहं वासजदेवस्य पािसु्य च महात्मनः ।  

संवादशमममश्रौषमद्भजिं िोमहषणुम ्॥ ७४ ॥  

ｻﾆｭｼﾞｬﾔ  ｳｳ ｧ゙ｰﾁｬ   

ｲﾄｩｬﾊﾝ  ｳﾞｧｰｽﾃﾞｰｳﾞｧｽｬ  ﾊﾟ ﾙーﾀﾊｽｬ  ﾁｬ  ﾏﾊｰﾄｩﾏﾅﾊ   

ｻﾝｳﾞｧー ﾀ ﾐ゙ﾏﾏシュラウｼｬﾏﾄﾞｩﾌﾞﾌｩﾀﾝ  ﾛｰﾏﾊﾙｼｬナﾑ  (74) 

म व्यासरसादाच्ुिवानेिद्गजह्यमहं पिम ्।  

योगं योगेश्विात्कृष्णात्साक्षात्कियिः स्वयम ्॥ ७५ ॥  
ｳﾞｬｰｻﾌﾟﾗｻｰﾀﾞー ｯﾁｭｩﾙﾀｳ ｧ゙ ﾈーｰﾀﾄﾞｩｸﾞｩﾋｬﾏﾊﾝ  ﾊﾟﾗﾑ   

ﾖｰｶ ﾝ゙  ﾖｰｹﾞｰシュヴァﾗ ﾄーｩｸりｼｭナｰﾄｩｻー ｸｼｬｰﾄｩｶﾀﾊﾔﾀﾊ  ｽｳﾞｧﾔﾑ  (75) 

य िार्न्संस्मतृ्य संस्मतृ्य संवादशमममद्भजिम ्।  

केिवार्जनुयोः पजण्यं हृष्याशम च मजहजमजहुजः ॥ ७६ ॥  
ﾗｰｼﾞｬﾇｻﾝｽﾑりﾄｩｬ  ｻﾝｽﾑりﾄｩｬ  ｻﾝｳﾞｧｰﾀ ﾐ゙ﾏﾏﾄﾞｩﾌﾞﾌｩﾀﾑ   

ｹｰシャｳ゙ ｧ ﾙーｼﾞｭｩﾅﾖ ﾎー  ﾌﾟナｬﾝ  ﾌりｼｭｬ ﾐー  ﾁｬ  ﾑｩﾌｩﾙﾑｩﾌｩﾌ  (76) 

ि िच्च संस्मतृ्य संस्मतृ्य रूपमत्यद्भजिं हिेः ।  

र्वस्मयो म ेमहान्रार्न्हृष्याशम च पजनः पजनः ॥ ७७ ॥  
ﾀｯﾁｬ  ｻﾝｽﾑりﾄｩｬ  ｻﾝｽﾑりﾄｩｬ  ﾙｩｰﾊﾟﾏﾄｩｬﾄﾞｩﾌﾞﾌｩﾀﾝ ﾊﾚ ﾍー   

ｳﾞｨｽﾏﾖ  ー  ﾒ  ー  ﾏﾊｰﾇﾗｰｼﾞｬﾇﾌりｼｭｬ ﾐー  ﾁｬ  ﾌﾟｩﾅﾊ  ﾌﾟｩﾅﾊ  (77) 

र् यत्र योगेश्विः कृष्णो यत्र पािो धनजधुिः ।  

ित्र श्रीर्वरु्यो भूतिर्ध्जवुा नीतिमतुिममु ॥ ७८ ॥  
ﾔﾄｩﾗ  ﾖｰｹﾞｰシュヴァﾗﾊ  ｸりｼｭノ  ー  ﾔﾄｩﾗ  ﾊﾟｰﾙﾄﾎ  ー  ﾀﾞﾊﾇｩﾙﾀﾞﾊﾗﾊ   

ﾀﾄｩﾗ  シュリーﾙｳﾞｨｼ゙ ｬﾖ  ー  ﾌﾞﾌｩｰﾃｨﾙﾄﾞｩﾌﾙｩｳﾞｧ  ー  ﾆｰﾃｨﾙﾏﾃｨﾙﾏﾏ  (78)  

॥ समाप्त ंभगवद्गीिा ॥ 

ｻﾏｰﾌﾟﾀﾝ ﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧﾄﾞｩｷﾞｰﾀ  ー   
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サンジャヤは語
かた

りました。 

 かく、われは、 

ヴァースデーヴァとプリター夫
ふ

人
じん

の気
け

高
だか

い御
み

子
こ

の、 

この思
し

議
ぎ

を超
こ

え、 

歓
かん

喜
き

 溢
あふ

れる対
たい

話
わ

を耳
みみ

にしたのです。(１８：74)［696］  

 

 ヴィヤーサ仙
せん

の御
み

恵
めぐ

みにより、 

われは この無
む

上
じょう

の秘
ひ

義
ぎ

たるヨーガ(の教
おし

え)を、 

不可思議
ヨ ー ガ

 力
りょく

の主クリシュナが、御
おん

自
みずか

ら、 

直 々
じきじき

に語
かた

り給
たま

えるのを 聴
ちょう

聞
もん

したのです。(１８：75)［697］  

 

 さらに、 

――     王
おう

よ ―― 、髪
かみ

 麗
うるわ

しき者
もの

(クリシュナ)とアルジュナの、 

この思議
しぎ

を超
こ

えた、聖
せい

なる対
たい

話
わ

を想
おも

い起
お

こすごとに、 

われは、再
さい

三
さん

再
さい

四
し

、 

悦
よろこ

びに 心
こころ

 打
う

ち震
ふる

えるのです。(１８：76)［698］  

 

また、かのハリ神
しん

の、 

はなはだ奇
き

異
い

幻
げん

怪
かい

な御
み

姿
すがた

を想
おも

い起
お

こすごと、 

――     王
おう

よ ―― 、われは大
おお

いなる 驚
きょう

懼
く

を覚
おぼ

え、 

つねに あらたな 悦
よろこ

びに( 心
こころ

)打
う

ち震
ふる

えるのです。(１８：77)［699］  

 

不可思議
ヨ ー ガ

力
りょく

の主クリシュナの在
いま

すところ、 

プリター夫
ふ

人
じん

の御
み

子
こ

、(無
む

双
そう

の)弓
ゆみ

取
と

りある ところ、 

そこには、幸
こう

運
うん

、 勝
しょう

利
り

、繁
はん

栄
えい

と、 

確
かく

たる正
ただ

しき ご政
せい

道
どう

ありとは、 

わが信
しん

ずるところです。(１８：78)［700］  

バガヴァッド・ギーター、ここに完
かん

結
けつ

す 
  

『バガヴァッド・ギーター』全700節  
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व॥ नमः सववज्ञाय ॥ 

आयाववलोधकतेश्वरबोधिसत्त्वो गंभीरायां प्रज्ञापारधमतायां  
ियां िरमाणो व्यवलोकयधत सम । पंि सकंिाः तांश्च स्वभाव- 
शनू्त्यान्त्पश्यधत स्म ।  

इह शाररपरु रूपं शनू्त्यता शनू्त्यतयव रूपं रूपान्त्न पथृचशनू्त्यता  
शनू्त्यताया न पथृग्रपूं यदू्रपं सा शनू्त्यता या शनू्त्यता तदू्रपम ्।  

एवमेव वेदनासंज्ञासंस्कारधवज्ञानाधन ।  

  इह शाररपरु सवविमावः शनू्त्यतालक्षणा अनु्पन्त्ना अधनरुद्धा  
अमला न धवमला नोना न पररपणूावः ।  

तस्माच्छाररपरु शनू्त्यतायां न रूपं न वेदना न संज्ञा न  
संस्कारा न धवज्ञानाधन । न िक्षःुश्रोरघ्राणधजह्वाकायमनांधस ।  
न रूपशब्दगंिरसस्प्रष्टव्यिमावः । न िक्षिुावतुयाववन्त्न मनोिातुः ।  
न धवद्या नाधवद्या न धवद्याक्षयो नाधवद्यक्षयो यावन्त्न जरामरणं  
न जरामरणक्षयो न दःुखसमदुयधनरोिमागाव न ज्ञानं न प्राधप्त्वम ्।  

बोधिसत्त्वस्य प्रज्ञापारधमतामाधश्र्य धवहरधत धित्तावरणः ।  
धित्तावरणनाधस्त्वादरस्तो धवपयावसाधतक्ांतो धनष्ठधनवावणः ।   

त्र्यध्वव्यवधस्थताः सववबुद्धाः प्रज्ञापारधमतामाधश्र्यानुत्तरां  
सम्यचसंबोधिमधभसंबुद्धाः ।  

तस्माज्ज्ज्ञातव्यः प्रज्ञापारधमतामहामंरो महाधवद्यामंरो  
ऽनुत्तरमंरो ऽसमसममंरः सववदःुखप्रशमनः स्यमधमथ्य्वा्प्रज्ञा- 
पारधमतायामिुो मन्त्रः । तद्यथा  
गते गते पारगते पारसंगते बोधि स्वाहा ।  

इधत प्रज्ञापारधमताहृदयं समाप्तम ्॥  
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॥ नमः सववज्ञाय ॥ 
Namaḥ sarvajñāya 

ﾅﾏﾊ ｻﾙｩﾜｼﾞｭﾆｬｰ
ッギャー

ﾔ  

南
ナァン 2

無
ウー2

 一
イー1

切
チィエ 1

智
ヂィー4

0 

ナム いっさい ち 

（帰依すべきであり、物事や疎通での、知性ある臣の手順） 

 

आयाववलोधकतेश्वरबोधिसत्त्वो  
ｱｰﾘｬ ｱﾜ Lo ｰｷﾃｰｼｭﾜﾗ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳｫｰ 

聖なる 観自在 菩薩が 

गंभीरायां प्रज्ञापारधमतायां ियां  
ｶﾞﾝﾋﾞﾋｰﾗｰﾔｰﾝ ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
 ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾔｰﾝ ﾁｬﾘｬｰﾝ 

深遠な 般若 波羅蜜多において 行を 

िरमाणो व्यवलोकयधत सम ।  
ﾁｬﾗﾏｰノｰ ｳｨｬﾜ Lo ｰｶﾔﾃｨ ｽﾏ 

行じつつ 見極め た。1 

पंि सकंिाः तांश्च स्वभावशनू्त्यान्त्पश्यधत स्म ।  
ﾊﾟﾝﾁｬ ｽｶﾝﾀﾞﾊｰﾊ ﾀｰﾝｼｭ ﾁｬ ｽﾜﾊﾞﾊｰﾜ ｼｭｰﾆｬｰﾝ ﾊﾟｯｼｭﾔﾃｨ ｽﾏ 

五 蘊が存在し そしてそれらを 自性 空である と見 た。2 

 

対機説法といって、聞き手の我々の能力や状況により、 

王は、五蘊 等の難しい用語の説明等をご調整くださいます。 

だから、文章や語句の意味等が撞着することがあるが、そういう

ことを気にするよりも、まず、今まさに存在する自分に、自分が

大事にする教えの効き目がある、ということが大切。そして、今

効き目がある様に自分の思考法を動かす、ということが必要。

様々な思考法や思想があるから、思想を使い分けることで宗教や

大事なことが真理であると感じられる絶妙の精神の立ち位置が、

それぞれの宗教にある。体を身体ヨーガにより整える様に、物事

への考え方も思考のヨーガにより、絶妙の位置を見つけるとよい。

真理であってほしい宗教や真理であるべき宗教を軸にして、自分

の身・語・心や、大：道徳的環境、明：無意識や把握不可のこと

を再構成する。夢や理想、道徳を軸とするのと違い、宗教だと、

意外に上手くいくものなのです。忘れてはいけないのは帰依の心。 

これもまた、主や王、その宗教の不思議です。 

信じる位で天国がどうとか、何が変わるのか、と思うでしょう。

やってみると信じることは難しいから、信じられる様に一生懸命

やらないとできないことです。だから、信仰は尊く天国に値する、

と言えます。そして信じることはできますし、実際に楽しいです。 
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इह शाररपरु रूपं शनू्त्यता  
ｲﾊ ｼｬｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ ﾙｰﾊﾟﾝ ｼｭｰﾆｬﾀｰ 

この世において 舎利子よ 色とは 空性であり 

शनू्त्यतयव रूपं रूपान्त्न पथृचशनू्त्यता  
ｼｭｰﾆｬﾀ ｲﾜ ﾙｰﾊﾟﾝ ﾙｰﾊﾟｰﾝﾅ ﾌﾟﾘﾀﾊｯｸ ｼｭｰﾆｬﾀｰ 

空性は まさに 色である 

色と 異なること がないのが 空性である。(実際の人へ説く) 

शनू्त्यताया न पथृग्रपूं यदू्रपं सा शनू्त्यता  
ｼｭｰﾆｬﾀｰﾔｰ ﾅ ﾌﾟﾘﾀﾊｯｸﾞ ﾙｰﾊﾟﾝ ﾔｯﾄﾞｩ ﾙｰﾊﾟﾝ ｻｰ ｼｭｰﾆｬﾀｰ  

空性と 異なることが ないのが 色である  

色 であるもの それが 空性である (色即是空) 

या शनू्त्यता तदू्रपम ्।  
ﾔｰ ｼｭｰﾆｬﾀｰ ﾀｯﾄﾞｩ ﾙｰﾊﾟﾑ 

空性 であるもの それが 色である。3(空即是色) 

एवमेव वेदनासंज्ञासंस्कारधवज्ञानाधन ।  
ｴｰﾜﾑ ｴｰﾜ ｳｪﾀﾞﾅｰ ｻﾝｷﾞｬｰ

ｼﾞｭﾆｬｰ
 ｻﾝｽｶｰﾗ ｳｨｯｷﾞｬｰ

ｼﾞｭﾆｬｰ
ﾅｰﾆ 

まさに このように 受 想 行 識がある。4 

इह शाररपरु सवविमावः शनू्त्यतालक्षणा  
ｲﾊ ｼｬｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ ｻﾙﾜ ﾀﾞﾊﾙﾏｰﾊ ｼｭｰﾆｬﾀｰ La ｸｼｬナｰ  

この世で 舎利子よ 一切 法は 空性という 特徴を持つ 

अनु् पन्त्ना अधनरुद्धा अमला न धवमला  
ｱﾇｯﾄｩﾊﾟﾝﾅｰ ｱﾆﾙｯﾀﾞﾊｰ ｱﾏ La ｰ ﾅ ｳｨﾏ La ｰ 

生じず 滅しない  汚れがなく 汚れがないこと もない 

नोना न पररपणूावः ।  
ﾉｰﾅｰ ﾅ ﾊﾟﾘﾌﾟｰﾙナｰﾊ 

減らず 増え ない? 5(言葉遊びの訓練の導入) 
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तस्माच्छाररपरु शनू्त्यतायां न रूपं  
ﾀｯｽﾏｰﾁ ﾁｬﾊｰﾘﾌﾟｯﾄｩﾗ ｼｭｰﾆｬﾀｰﾔｰﾝ ﾅ ﾙｰﾊﾟﾝ 

それ故に 舎利子よ 空性においては 色 がなく 

न वेदना न संज्ञा न संस्कारा न धवज्ञानाधन ।  
ﾅ ｳｪｰﾀﾞﾅｰ ﾅ ｻﾝｷﾞｬｰ

ｼﾞｭﾆｬｰ
 ﾅ ｻﾝｽｶｰﾗｰ ﾅ ｳｨｯｷﾞｬｰ

ｼﾞｭﾆｬｰ
ﾅｰﾆ 

受がな～く 想がな～く 行がな～く 識がな～い？6(矛盾論) 

न िक्षःु श्रोरघ्राणधजह्वाकायमनांधस ।  
ﾅ ﾁｬｸｼｭﾌ ｼｭﾛｰｯﾄｩﾗ ｸﾞﾌﾗｰナ ﾁﾞｯﾌﾜｰ ｶｰﾔ ﾏﾅｰﾝｽｨ 

 眼 耳 鼻 舌 身 意 がな～い？7(反対言葉も許容せよ) 

न रूपशब्दगंिरसस्प्रष्टव्यिमावः ।  
ﾅ ﾙｰﾊﾟ ｼｬｯﾌﾞﾀﾞ ｶﾞﾝﾀﾞﾊ ﾗｻ ｽﾌﾟﾗｯｼｭﾀｯｳｨｬ ﾀﾞﾊﾙﾏｰﾊ

 

色 声 香 味 触 法 がな～い？8 

न िक्षिुावतयुाववन्त्न मनोिातःु ।  
ﾅ ﾁｬｸｼｭﾙ ﾀﾞﾊｰﾄｩﾙ ﾔｰﾜﾝﾅ ﾏﾉｰ ﾀﾞﾊｰﾄｩﾌ 

眼 界 がな～いし ついには 意 界 もな～い？9 

न धवद्या नाधवद्या न धवद्याक्षयो नाधवद्यक्षयो  
ﾅ ｳｨｯﾃﾞｨｬ- ﾅｱｳｨｯﾃﾞｨｬｰ  

ﾅ ｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ｸｼｬﾖｰ ﾅｱｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ｸｼｬﾖｰ  

悟り がな～く 無明 もな～い 

悟り がなくなること がな～く  

無明 がなくなること もな～い(方便を語るべき道徳もある) 

यावन्त्न जरामरणं न जरामरणक्षयो  
ﾔｰﾜﾝﾅ ﾁﾞｬﾗｰ ﾏﾗナﾝ ﾅ ﾁﾞｬﾗｰ ﾏﾗナ ｸｼｬﾖｰ 

そしてついに 老・死(の本当の苦) がなく  

(譬えや言語的利用価値での)老・死が なくなること もない 

न दःुखसमदुयधनरोिमागाव न ज्ञानं  
ﾅ ﾄﾞｩﾌｶﾊ ｻﾑﾀﾞﾔ ﾆﾛｰﾀﾞﾊ ﾏｰﾙｶﾞｰ ﾅ ｷ ﾞ ｬ ｰ

ジュニャー
ﾅﾝ 

苦 集 滅 道 がない(既存方法が通用しない一般外も予測せよ) 

知ること がない(王により、知るべきでなければ知らないフリ) 

(知らない方がよい事は、知らないままでも無事に過ごせる様に) 

न प्राधप्त्वम ्।  
ﾅ ﾌﾟﾗｰﾌﾟﾃｨｯﾄｩﾜﾑ 

得ること がない。10(自己所有でなく、主や王の所有と思おう)  
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बोधिसत्त्वस्य प्रज्ञापारधमतामाधश्र्य  
ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋ ｻｯﾄｩﾜｽｬ ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
 ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾑ ｱｰｼｭﾘﾄｩｬ 

菩薩の 般若 波羅蜜多に 安んじて 

धवहरधत धित्तावरणः ।  
ｳｨﾊﾗﾃｨ ﾁｯﾀ ｱｰﾜﾗナﾊ

 

安住している、心の(または心に) 障
しょう

礙
げ

を。11 

धित्तावरणनाधस्त्वादरस्तो  
ﾁｯﾀ ｱｰﾜﾗナ ﾅｰｽﾃｨｯﾄｩﾜｰﾄﾞｩ ｱｯﾄｩﾗｯｽﾄｰ 

心の 障礙が ないから 恐れがない 

धवपयावसाधतक्ांतो धनष्ठधनवावणः ।  
ｳｨﾊﾟﾘｬｰｻ ｱﾃｨｸﾗｰﾝﾄｰ ﾆｯｼｭﾀﾊ ﾆﾙﾜｰナﾊ 

顚
てん

倒
どう

を 超越し 涅
ね

槃
はん

に 入っている。12 

त्र्यध्वव्यवधस्थताः सववबदु्धाः  
ﾄｩﾘｬﾄﾞｩﾜ ｳｨｬﾜｽﾃｨﾋﾀｰﾊ ｻﾙﾜ ﾌﾞｯﾀﾞﾊｰﾊ 

三
さん

世
ぜ

に 安
あん

住
じゅう

している 一
いっ

切
さい

 諸
しょ

仏
ぶつ

は 

प्रज्ञापारधमतामाधश्र्यानतु्तरां  
ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
 ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾑｱｰｼｭﾘﾄｩｬｰ ｱﾇｯﾀﾗｰﾝ 

般若 波羅蜜多に 安んじて 無上の 

सम्यचसंबोधिमधभसंबदु्धाः ।  
ｻﾐｬｸ ｻﾝﾎﾞｰﾃﾞｨﾋﾑ ｱﾋﾞﾋｻﾝﾌﾞｯﾀﾞﾊｰﾊ 

正等 覚に 到達した。13 
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तस्माज्ज्ज्ञातव्यः  
ﾀｯｽﾏｰｯﾁﾞ ｷﾞｬｰ

ｼﾞｭﾆｬｰ
ﾀｳﾔﾊ 

それ故に 知られるべきである 

प्रज्ञापारधमतामहामंरो  
ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
 ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰ ﾏﾊｰ ﾏﾝﾄｩﾛｰ 

般若 波羅蜜多の 大いなる 真言 

महाधवद्यामंरो ऽनतु्तरमंरो ऽसमसममंरः  
ﾏﾊｰ ｳｨｯﾃﾞｨｬｰ ﾏﾝﾄｩﾛｰ‘ﾇｯﾀﾗ ﾏﾝﾄｩﾛｰ‘ｻﾏｻﾏ ﾏﾝﾄｩﾗﾊ  

大いなる 悟りの 真言 無上の 真言 無比の 真言が 

सववदःुखप्रशमनः स्यमधमथ्य्वा्प्रज्ञा- 
ｻﾙﾜ ﾄﾞｩﾌｶ ﾌﾟﾗｼｬﾏﾅﾊ ｻｯﾃｨｬﾑ ｱﾐｯﾃｨﾋｬｯﾄｩﾜｰﾄｩ ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
  

一切の 不如意を 鎮めるものであり 

真実であるのは 偽りがないからで 般若 

पारधमतायामिुो मन्त्रः । तद्यथा  
ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰﾔｰﾑ ｳｸﾄｰ  ﾏﾝﾄｩﾗﾊ  ﾀｯﾄﾞｩ ﾔﾀﾊｰ 

波羅蜜多を 意味し説かれた 真言なのである。14 すなわち 

गते गते पारगते पारसंगते  
ｶﾞﾃｰ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｶﾞﾃｰ ﾊﾟｰﾗ ｻﾝ ｶﾞﾃｰ 

到達者よ 到達者よ 彼岸 到達者よ 完全な 彼岸 到達者よ  

बोधि स्वाहा ।  
ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋ ｽﾜｰﾊｰ 

悟りよ 幸あれ。15 

इधत प्रज्ञापारधमताहृदयं समाप्तम ्॥  
ｲﾃｨ ﾌﾟﾗｼﾞｭﾆｬｰ

ッギャー
 ﾊﾟｰﾗﾐﾀｰ ﾌﾘﾀﾞﾔﾝ ｻﾏｰﾌﾟﾀﾑ 

と 般若 波羅蜜多の 心が 完結される。16 

 

『南無一切智』梵文 

(般若波羅蜜多心経 梵文原文、般若心経 小本)  
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『
般
若
心
経
』
中
文(

漢
文 

中
国
語
読
み) 

 

インド 六派哲学 (アースティカ：正統派) 

ミーマーンサー学派(祭祀の解釈、研究) 

ヴェーダーンタ学派(神秘主義、ヴェーダや奥義書研究) 

サーンキヤ学派(霊魂論、数論派) 

ヨーガ学派(実践ヨーガ、解脱の研究) 

ニヤーヤ学派(認識論、論理学) 

ヴァイシェーシカ学派(自然哲学、勝論) 

ナースティカ：非正統派 (戒律や修行がない訳でない) 

仏教 (インドでは仏教も元々  異端派とされていた) 

六師外道 (ex.順世派は物質の諸元素
bhūta

が有機的な肉体の形になると精神現象を生じると考えた
Bhūtacaitanyavāda

) 

    無道徳論・道徳否定論 

    アージーヴィカ教：運命決定論・宿命論 

    順世派(ローカーヤタ、チャールヴァーカ)：唯物論・感覚論 

    常住論者(物体の不滅)：要素集合説・積集説 

ジャイナ教：相対主義、要素実在説、禁欲主義 

不可知論(霊や正義などは知ることができないとする立場)・懐疑論 

無道徳論や唯物論等は時の淘汰で何度も敗北したから、そこまで強固な思想ではない。 

特別な理由がないなら、正統派宗教を元にした自分の考察を信じるべきである。 

 



170 

ि

般 は
ん

若 に
ゃ

波 は

羅 ら

蜜 み
っ

多 た

心 し
ん

経
ぎ
ょ
う 

 

唐と
う

三さ
ん

蔵ぞ
う

法ほ
う

師し

玄げ
ん

奘
じ
ょ
う

訳や
く 

 

観か
ん

自じ

在ざ
い

菩ぼ

薩さ
つ

。

行
ぎ
ょ
う

深じ
ん

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

蜜み
っ

多た
時じ
。

照
し
ょ
う

見け
ん

五ご

陰お
ん

皆か
い

空く
う

。
度ど

一い
っ

切さ
い

苦く

厄や
く

。 

舎し
ゃ

利り
子し
。

色し
き

不ふ
異い

空く
う

。

空く
う

不ふ
異い

色し
き

。

色し
き

即そ
く

是ぜ

空く
う

。

空く
う

即そ
く

是ぜ

色し
き

。

受じ
ゅ

想そ
う

行
ぎ
ょ
う

識し
き

亦や
く

復ぶ

如に
ょ

是ぜ
。  

舎し
ゃ

利り
子し
。
是ぜ

諸し
ょ

法ほ
う

空く
う

相そ
う

。
不ふ

生
し
ょ
う

不ふ

滅め
つ

。
不ふ
垢く
不ふ

浄
じ
ょ
う

不ふ

増ぞ
う

不ふ

減げ
ん

。
是ぜ
故こ

空く
う

中
ち
ゅ
う

。 

無む

色し
き

。
無む

受じ
ゅ

想そ
う

行
ぎ
ょ
う

識し
き

。
無む

眼げ
ん

耳に
鼻び

舌ぜ
つ

身し
ん

意い
。
無む

色し
き

声
し
ょ
う

香こ
う

味み

触そ
く

法ほ
う

。 

無む

眼げ
ん

界か
い

。

乃な
い

至し
無む
意い

識し
き

界か
い

。
無む
無む

明
み
ょ
う

。

亦や
く

無む
無む

明
み
ょ
う

尽じ
ん

。 

乃な
い

至し
無む

老ろ
う

死し
。

亦や
く

無む

老ろ
う

死し

尽じ
ん

。
無む
苦く

集
し
ゅ
う

滅め
つ

道ど
う

。
無む
智ち

亦や
く

無む

得と
く

。
以い
無む

所し
ょ

得と
く

故こ
。 

菩ぼ

提だ
い

薩さ
っ

埵た
。
依え

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

密み
っ

多た
故こ
。

心し
ん

無む

罣け
い

礙げ
。
無む

罣け
い

礙げ
故こ
。
無む
有う
恐く
怖ふ
。 

遠お
ん

離り
〔

一い
っ

切さ
い

〕

顚て
ん

倒ど
う

夢む

想そ
う

。
究く

竟
き
ょ
う

涅ね

槃は
ん

。 
 

सजखस्य मूर् ंधमःु ।  幸福の根源はダルマ(倫理、正義)、 

धमुस्य मरू्ं अिुः ।  ダルマの根源はアルタ(経済、政治)、 

अिुस्य मूर् ंिाज्यं ।  アルタの根源は正しい統治(国家)、 

िाज्यस्य मूर् ंइस्न्द्रय र्यः ।  正しい統治の根源は感官(欲望)の制御、 

इस्न्द्रयार्यस्य मूर् ंर्वनयः ।  感官の制御の根源は修養(謙虚さ)、 

र्वनयस्य मरू्ं वदृ्धोपसेवा ॥  修養の根源は教老に師事することです。 

― Kautilya, Chanakya Sutra 1-6   The best king is the Raja-rishi, the sage king.  

聖賢王：ラジャリシは自制心を持ち、感覚の誘惑に陥らず、継続的に勉学し、自分の考えを育み、偽りのお世辞ばかりのイエスマンの顧問を避け、

代わりに真に熟練した聖仙や長老と交際し、自身の人々 の安全と福祉を真に促進し、自身の人々 を豊かにし、力を与え、自分は質素、シンプルな

生活を送り、危ない人々 やその活動を避けます。他人の妻から遠ざかりますし、他人の財産を欲したりしません。王の最大の敵は他人ではなく、

欲望、怒り、貪欲、うぬぼれ、傲慢さ等です。本当の王は、王の地位にあるから王とされるのでなく、正義の王だから王だ、と忠誠されるべき。 

宗教は一人の時に行うべきで、世俗や一般他者には宗教は通用しないから、思考を切り替え、遵法や習俗、教育による一般的帰結の中で付き合う。 
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三さ

ん
世ぜ

諸し
ょ

仏ぶ
つ

。
依え

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

密み
っ

多た
故こ
。

得と
く

阿あ

耨の
く

多た
羅ら

三さ
ん

藐
み
ゃ
く

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

。
故こ
知ち

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

密み
っ

多た
。 

是ぜ

大だ
い

神じ
ん

呪し
ゅ

。
是ぜ

大だ
い

明
み
ょ
う

呪し
ゅ

。
是ぜ
無む

上
じ
ょ
う

呪し
ゅ

。
是ぜ
無む

等と
う

等ど
う

呪し
ゅ

。

能の
う

除じ
ょ

一い
っ

切さ
い

苦く
。

真し
ん

実じ
つ

不ふ
虚こ
故こ
。 

説せ
つ

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

蜜み
っ

多た

呪し
ゅ

。 

即そ
く

説せ
つ

呪し
ゅ

曰わ
つ 

掲ぎ
ゃ

帝て
い 

掲ぎ
ゃ

帝て
い 

般は
羅ら

掲ぎ
ゃ

帝て
い 

：
往
け
る

者も
の

よ
、
往
け
る

者も
の

よ
、
彼ひ

岸が
ん

に
往
け
る
者
よ
、 

 

般は
羅ら

僧そ
う

掲ぎ
ゃ

帝て
い 

菩ぼ
提じ
僧そ
莎わ
訶か 

：
彼ひ

岸が
ん

に

全
ま
っ
た

く
往
け
る

者も
の

よ
、
さ
と
り
よ 

幸さ
ち

あ
れ
。 

般は
ん

若に
ゃ

波は
羅ら

密み
っ

多た

心し
ん

経
ぎ
ょ
う 

 

『
般
若
心
経
』
日
文(

漢
文 

日
本
語
音
読
み)

 
 



172 

  

स般若心経 

藤𠩤 研介 訳 

全知者である覚った御方に礼したてまつる。 

 観をも自在である聖なる菩薩は、深遠な智慧の完成、尊い存在のこしらえた甘味を 

実 践 し て い た 時 に 、 存 在 や 物 事 に は 五 の 構 成 要 素 が あ る と 考 え 観 て 、 

お 伝 え す る こ と が よ い と 閃 い た 。 し か も 、 こ れ ら の 構 成 要 素 は 、 

本 性 と し て 、 空 笑 の 様 に 実 体 が な い と 考 え る と 

実 践 的 で 、 危険 な 妄 想 や苦 厄 か ら免 れ う る考 え で あ る こと を 見 抜 いた 。 

(霊魂でないのに物体は不滅とする常住論 等の、仏教以外のナースティカ的思考の否定。) 

シャーリプトラさん、(目の前の貴女に集中して話すことが大事だと思っています。) 

この世においては、色事の様な物質的現象は、空笑の様に実体がないと考え、 

よい意味で実体がなく空笑を保つ様であるからこそ、物質的現象として、 

色事の様なことも存在し得る、と考えるとよいと思いませんか。(色事は天国ですべきです。) 

 実体がないといっても、それは物質的現象を離れてはいないと考えます。 

また、物質的現象は、実体がないことを離れて物質的現象であるのではないとも考えます。 

 このようにして、およそ色事を含めた物質的現象というものは、すべて、 

よい意味で実体がない空笑の様なものと考えられます。およそ  つかみ処のないのが、 

色事や物質的現象なのだ、と考えましょう。(砂曼荼羅や仮想空間の様なものですね？) 

 これと同じように、感覚も、表象も、意志も、知識も、実践的な物事の考え方としては、 

すべて実体がないと考えるとよいでしょう。 (電子情報データの様なものですね？ ) 

 シャーリプトラさん、 ( 自らの傷ついた自我の霊性面に語り掛けます。 ) 

この世においては、全ての存在するものには実体がない、空、の様な特性があると、 

実践的考察を踏まえて考えましょう。(色即是空、一切空、の様な、空、の考え方ですよ！) 

 生じたということなく、滅したということもなく、汚れたものでもなく、汚れを離れた

ものでもなく、減るということもなく、増すということもないと、これらは 

尊い存在の、空、である、と目覚めて日々を生活しましょう、そう考えると楽ですよ。 

それゆえに、現世は実体がない、空、の様なものだと考えると平安だ、という考え方の 

実践においては、尊い方を想い続け戒を保つなら、物質的現象にも、感覚にも、表象にも、

意志にも、知識にも、尊い存在に反したものはないと考えましょう。 (空、です。 ) 

眼 に も 、 耳 に も 、 鼻 に も 、 舌 に も 、 身 体 に も 、 心 に も な く 、 

形にもなく、声にも、香りにも、味にも、触れられる対象にも、心の対象にもない。 

眼の領域から意識の領域にいたるまでことごとく、尊い存在に反したものはない、 

と考えるとよいでしょう。(永遠の平安、空、に至る様に表現を変えて現れているだけです。) 

 さとりもなければ、迷いもなく、さとりがなくなることもなければ、迷いがなくなる 

こ と も な い か ら 、 く よ く よ し な い で 努 め ま し ょ う 。 こ う し て 、 

ついに、老いも死も尊い存在に反することなく、老いと死で物質的な形を変えることも、 

尊い存在に反することはないという境地に至りましょう。苦しみも、苦しみの 

原因も、苦しみを完全に制することも、苦しみを完全に制する方法もないことも動揺する 

必要はありません。知ることもなく、得るところもなくても、そうです。 

それ故に、実体ある尊い存在に反して得るということがない様に我々も努めますし、 

諸々の求道者の智慧の完成に安んじて、人は、心を覆われることなく住している、と感じ

られる生活や心の実践をしましょう。心を覆うものがないから、恐れがなく、顚倒した 

心を遠く離れて、永遠の平安に入っているのだと明るく考え、日々を実践しましょうね！ 

 過去・現在・未来の三世にいます目覚めた人々は、すべて、智慧の完成に安んじて、 

こ の 上 な い 正 し い 目 ざ め を 覚 り 得 ら れ た か ら 、 そ れ ら も 想 い 起 こ し 、 

明るい平安に至りたいですね。(人の存在は、智慧で既に全てを把握され、救われています。) 

 それ故にこう考えて平安に至るべきです。(常楽我浄、為楽願生、欣求浄土、抜苦与楽、) 

智慧の完成の大いなる真言、大いなるさとりの真言、無上の真言、無比の真言は、 

イチを切に想う苦しみを鎮めるものであり、虚を使う惑わしすらないから真実である、と。 

そ の 真 言 は 、 智 慧 の 完 成 に お い て 次 の よ う に 説 か れ ま し た か ら 、 

ご一緒に朗唱して鎮まりましょう。 (オン・アロリキャ・ソワカ：oṃ ālolik svāhā ) 

(オーン。泥土からの清浄蓮華よ。スヴァーハー。 観音菩薩 真言) 

「ガテー ガテー パーラガテー  

パーラサンガテー ボーディ スヴァーハー 

往ける者よ、往ける者よ、彼岸に往ける者よ、 

彼岸に全く往ける者よ、さとりよ、幸あれ。 

南無一切智  般若波羅蜜多心経」 

ここに、智慧の完成の心の甘味があり、現世に波立つ心が鎮まった。 

『般若波羅蜜多心経』和文 (個人訳) 
自らが上機嫌で温かい宗教人でいられる様に、仏空の教えを学び、上手く使いましょう。 

勝義諦(真諦：paramārtha satya )と世俗諦(俗諦：saṃvṛti-satya )の二諦(satya-dvaya )の様に、 

究極的に大切なことや勝つべきコトと、実用的な対策集を、上手に切り替えましょう。 
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हHeart Sutra 
Avalokitesvara Bodhisattva,   

when practicing deeply the Prajna Paramita,   

perceives that all are equipped FIVE skandhas as a Qoo like empty sky    

and is saved from all suffering and distress.  

Shariputra, you,   

Sexual Form does not differ from a Qoo,  

Like sky, a Qoo does not differ from various S Form.  

That which is many Forms is only a various change of A Qoo,  

that which is A Qoo is only surface accumulation of Form as element.  

Also it is same that, subjects what act like true for oneself,   

feelings, perceptions, impulses, consciousness are only Qoo.  

Shariputra, yourself in my mind,   

all true Dharmas for oneself are marked with Qoo;  

they do not appear or disappear,  

are not tainted or pure,  

do not increase or decrease. Like screen, world simulation software.   

For qoo in mind, Therefore, in qoo as empty sky no form,   

no feelings, perceptions, impulses, consciousness.  

No eyes, no ears, no nose, no tongue, no body, no mind;  

no color, no sound, no smell, no taste, no touch,  

no rigid object of mind; like this, we sometimes use contradictory word.  

no realm of eyes and so forth until no realm of mind consciousness.  

No ignorance and also no extinction of it.  

and so forth until no deeply old age and death  

and also no extinction of them as wordplay.  

If No notice as suffering, no gathering origination,  

no result of stopping, no path for solve,  

No cognition, also No attainment with nothing to attain.  

The Bodhisattva depends on Prajna Paramita  

and the mind is no hindrance;  

without any hindrance, no fears exist for this mind rank.  

Far apart from every perverted view one dwells in Nirvana.  

In the three worlds  

all Buddhas depend on Prajna Paramita  

and attain Anuttara Samyak Sambodhi.  

Therefore know that Prajna Paramita  

is the great transcendent mantra,  

is the great bright mantra,  

is the utmost mantra,  

is the supreme mantra  

which is able to relieve all suffering  

and is true, not false.  

So proclaim the Prajna Paramita mantra,  

proclaim the mantra which says:  

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha! 
  

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha! 
  

Gate, Gate, Paragate, Parasamgate, Bodhi Svaha!  

HEART SUTRA 

『Heart Sutra』般若心経 英文  

快生活の基本は社会や共同体、生計や財産。

社会は諸行無常で、永遠の平安を保つ為に、

自身と隠された王理に合わせ変化していく。 

共同体は、神や僧、正義の王族や仕事人達、

アルタを要する一般市民、危険な安全保障に

従事する者やスパイ、必勝者や天命者、等で

構成される。正義の仕事人達や処女人物に、

遵法に受領できたプルシャールタで生活を

支えていただく。法人物は無我で、一般正義

や永遠の平安の為に何でもしてしまうから、

人間関係上の過度な期待はしてはいけない。 
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🕉 
ओम ्オーム  ॐ オーン 

 

東洋宗教 

सनािनधमःु (द्वहन्दधूम)ु   ससं्कृि  
sanātana-dharmaḥ  hindū-dharma  saṃskṛta 

ヒンドゥー教 サンスクリット語：梵
ぼん

語 

 

श्रीमद्भगवद्गीिा 
Śrīmadbhagavadgītā 

バガヴァッド
  神 の

・ギーター
詩

 P.150～ 

 

 

仏教 

नमः सववज्ञाय 

Namaḥ sarvajñāya 
南無一切智  梵文 P.162～ 

Prajñā-pāramitā-hṛdaya 

般若波羅蜜多心経 中文 P.168～ 

般若心経  日文・和文 P.170～ 

Heart Sutra     英文 P.173 
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☸ 
dharma-cakra 法

ほう

輪
りん

 

 

बौद्धिमव 

Bauddha-dharma 

仏教 

Buddhism 

 

 

The Original Vows of AMIDA 

弥陀の本願 P.176～ 

Japanese Buddhism 

日本仏教 P.191～ 

tan-ni-show 

歎異抄 P.196～ 

NEM BUTSU 

念仏 P.199 
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A『無量寿経』冒頭 『弥陀の本願』 浄土三部経の一つ 

THE LARGER SUKHĀVATĪVYŪHA SŪTRA  

The Infinite Life Sutra：The Three Pure Land Sutras 

(ROMANIZED TEXT OF THE SANSKRIT) 

 

oṃ namo daśadiganantāparyantalokadhātupratiṣṭhitebhyaḥ 

sarvabuddhabodhisattvāryaśrāvakapratyekabuddhebhyo  

’tītānāgatapratyutpannebhyaḥ ॥ 

 namo ’mitābhāya namo ’mitāyuṣe  

      namo namo ’cityaguṇākarātmane ।  

 namo ’mitābhāya jināya te mune  

      sukhāvatīṃ yāmi tavānukampayā ॥ 1 ॥   

sukhāvatīṃ kanakavicitrakānanāṃ  

      manoramāṃ sugatasutair alaṃkṛtāṃ ।   

 tavāśrayāṃ prathitayaśasya dhīmataḥ  

prayāmi tāṃ bahuguṇaratnasaṃcayām ॥ 2 ॥  

 

 

オーム。 

十方の、果てもなく、 

限りもない世界に安住される、 

過去・未来・現在の、 

一切の覚った人たち、 

求道者たち、 

教えを聞く修行者たち、 

独り修行する修行者たちに礼したてまつる。 

無量の光あるものに礼したてまつる。 

無量の命あるものに礼したてまつる。 

不可思議な幾多のすぐれた徳性を 

具えたものに礼したてまつる。 

 

 無量の光あるもの、勝てるもの、 

 聖者であるおんみに礼したてまつる。 

  

おんみのなさけによって、 

 ＜幸ある ところ＞に、わたしは往く。 

 

 ＜幸ある ところ＞には、 

 金色に輝く うるわしの林がある。 

 めでたき如来らに飾られ、心たのしい。 

 

 名声あまねき、智慧を具えた 

おんみの まします ところ、 

 色々の珠宝の積み集められた、あの 

 ＜幸ある ところ＞に、わたしは往く。 
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『弥陀の本願』 出典『無量寿経』 

阿弥陀如来の本願(四十七願)  
The Original Vows of AMIDA (47 Vows) 

 
sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

nirayo vā tiryagyonir vā pretaviṣayo vāsuro vā kāyo bhaven  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 1 |  

第 1 本願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に、 

地獄や、畜生( ：
すなわち

動物界)や、餓鬼の境遇におちいる者や、 

アスラ(、阿
あ

修
しゅ

羅
ら

)の群れ(：苦しむ存在ら)があるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavaṃs tatra buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājātā bhaveyus te punas tataś cyutvā  

nirayaṃ vā tiryagyoniṃ vā pretaviṣayaṃ vāsuraṃ vā kāyaṃ prapateyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 2 |  

第 2 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々の中で、さらにそこから死没して(、救われる側には、

予測が難しい死後等の領域においてでも、)地獄に堕ちる者や、

畜生に生まれる者や、餓鬼の境遇に陥る者や、 

アスラの群れとなる者があるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavaṃs tatra buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājātās te cet sarve naikavarṇāḥ syur yad  

idaṃ suvarṇavarṇā  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 3 |  

3 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が、すべて一色、すなわち(譬
たと

えや言葉遊びを吟
ぎん

味
み

 

した隠された意味において)金 色
こんじき

でないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

devānāṃ ca manuṣyāṇāṃ ca nānātvaṃ prajñāyetānyatra 

nāmasaṃketasaṃvṛtivyavahāramātrā  

devā manuṣyā iti saṃkhyāgaṇanāto  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 4 |  

4 願 世尊よ。かのわたくしの仏国土において、 

ただ世俗の言いならわしで神々とか人とかいう 名 稱
めいしょう

で呼んで

仮りに表示する場合を除いて、もしも、 

神々と人物とを(、よい性質や礼節の模範等において、 

神 以外の者である両者を)区別するようなことがあるならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājātās te cet sarve narddhivaśitāparamapāramitāprāptā 

bhaveyur antaśa ekacittakṣaṇalavea 

buddhakṣetrakoṭīnyutaśatasahasrātikramaṇatayāpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 5 |  

5 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、たとえ心のほんの一刹那の中にでも、百千億・

百万劫の仏国土を飛び越えて行く(、神足通)ということによって

でも、神通自在の最高の完成に達しないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājātā bhaveyus te cet sarve  

na jātismarāḥ syur antaśaḥ kalpakoṭīniyutaśatasahasrānusmaraṇatayāpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 6 |  

6 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、少なくとも百千億・百万のような過去の境涯を 

思い出す程の前世の自我(、宿命通)が(全く)ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājāyeraṃs te sarve na divyasya cakṣuṣo  

lābhino bhaveyur antaśo lokadhātukoṭīnayutaśatasahasradarśanatayāpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 7 |  

7 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、少なくとも百千億・百万の諸世界を見る程の 

超人的な透視力(：天眼通)をもっていないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ pratyājāyeraṃs te 

sarve na divyasya śrotrasya lābhino bhaveyur antaśo  

buddhakṣetrakoṭīnayutaśtasahasrād api yugapat saddharmaśravaṇatayā  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 8 |  

8 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、少なくとも百千億・百万の諸々の仏国土で 

正しい理法を聞く程の超人的な聴覚(：天耳通)を 

持っていないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājāyeraṃs te sarve na paracittajñānakovidā bhaveyur 

antaśo buddhakṣetrakoṭīnayutaśatasahasraparyāpannānāṃ  

sattvānāṃ cittacaritaparijñānatayā  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 9 |  

9 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、少なくとも百千億・百万の諸々の仏国土に 

属する生ける方々の心の動きを全く知る超人的な読心力 

(：他心通)を持っていないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājāyeraṃs teṣāṃ kācit parigrahasaṃjñotpadyetāntaśaḥ 

svaśarīre ʼpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 10 |  

10 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が、少なくとも自分の身の上について(、濫
弥陀

り
理

に) 

執着する想いを起こすようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ye sattvāḥ pratyājāyeraṃs te sarve na niyatāḥ syur yad  

idaṃ samyaktve yāvan mahāparinirvāṇād  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 11 |  

11 願 世尊よ。もしも、かのわたくしの仏国土に生まれた 

生ける方々が皆、大いなる心の平安(：パリ ニルヴァーナ)に 

至るまでの間、いつかは正しく目ざめるに決っていると思える

状態にいないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre  

ʼnuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbuddhasya kaścid eva sattvaḥ 

śrāvakāṇāṃ gaṇanām adhigacched antaśas 

trisāhasramahāsāhasraparyāpannā api sarvasattvāḥ 

pratyekabuddhabhūtāḥ kalpakoṭīniyutaśatasahasram api gaṇayanto  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 12 |  

12 願 世尊よ。もしも、わたくしがこの上ない正しい覚りを 

現に覚った後
のち

に、生ける方々の誰かが、この(わたくしの) 

仏国土における＜教えを聞くのみの修行者＞の数を数えて知る

ようなことがあったら、たとえ、三千大千(の世界)に属する 

生ける方々すべてが＜独居する修行者＞となって、 

百千億・百万劫の間数えたのであったとしても、そうなら、 

(とにかく、わたくしの仏国土における 

＜教えを聞くのみの修行者＞の数が知られるようであったら、) 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 
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sacen me bhagavann  

anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbuddhasya tasmin buddhakṣetre  

prāmāṇikī me prabhā bhaved antaśo 

buddakṣetrakoṭīnayutaśatasahasrapramāṇenāpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 13 |  

13 願 世尊よ。もしも、わたくしが＜この上ない正しい覚り＞

を現に覚った後に、この(わたくしの)仏国土において、 

わたくしの光が量の限られたものであるようであったら、 

たとえ百千億・百万もある諸々の仏国土の量(というような 

無限に近い量)によって限られているのであったとしても、 

そうなら、(とにかく、量で限られているようであったら、) 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre 

ʼnuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbuddhasya sattvānāṃ 

pramāṇīkṛtam āyuṣpramāṇaṃ bhaved anyatra praṇidhānavaśena  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 14 |  

14 願 世尊よ。もしも、わたくしがこの上ない正しい覚りを 

現に覚った後に、このわたくしの仏国土において、 

誓願の力によって、(幸福な寿命が自在な存在は別として、) 

(とにかく、)生ける方々の(幸福な)寿命の量が、 

量り得られるようなものであるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasyāyuṣpramāṇaṃ paryantīkṛtaṃ 

bhaved antaśaḥ kalpakoṭīnayutaśatasahasragaṇanayāpi  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 15 |  

第 15 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

わたくしの(幸福な)寿命の量が、たとえ百千億・百万劫 

(というような無限に近い数まで)数えたとしても、 

(とにかく、)量の限界のあるものとされるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya tasmin buddhakṣetre sattvānām 

akuśalasya nāmadheyam api bhaven  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 16 |  

16 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

かの仏国土の生ける方々の間に、＜悪い者＞というような 

(悪役として名付けられた)名ばか
莫 迦

り
理

があるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya nāprameyeṣu buddhakṣetreṣv 

aprameyāsaṃkhyeyā buddhā bhagavanto nāmadheyaṃ parikīrtayeyur  

na varṇaṃ bhāṣeran  

na praśaṃsām abhyudīrayeyur na samudīrayeyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 17 |  

17 願 世尊よ、もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

無量の諸仏国土における 

無量・無数の世尊・目ざめた人たち(：諸
しょ

仏
ぶつ

)が、 

わたくしの 名
みょう

号
ごう

を称えたり、ほめ讃えたりせず、 

賞賛もせず、ほめことばを宣揚したり、 

弘めたりもしないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya ye sattvā anyeṣu lokadhātuṣv 

anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau cittam utpādya mama nāmadheyaṃ 

śrutvā prasannacitā mām anusmareyus teṣāṃ ced ahaṃ 

maraṇakālasamaye pratyupasthite bhikṣusaṃghaparivṛtaḥ puraskṛto  

na puratas tiṣṭheyaṃ yad idaṃ cittāvikṣepatāyai  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 18 |  

18 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

諸々の世界にいる生ける方々が、＜この上ない正しい覚り＞を

得たいという心をおこし、わたくしの名を聴いて、 

清く澄んだ心(、信ずる心)をもって、わたくしを念いつづけて 

いたとしよう。そして、もしも、かれらの(苦界での肉体的)臨終

の時節がやって来たときに、その心が散乱しないように、わた

くしが、修行僧たちの集いに囲まれ尊敬され、かれらの前に 

(有形無形定めず、)在立するということがないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasyāprameyāsaṃkhyeyeṣu 

buddhakṣetreṣu ye sattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā tatra buddhakṣetre 

cittaṃ preṣayeyur upapattaye kuśalamūlāni ca pariṇāmayeyus te  

ca tatra buddhakṣetre nopapadyerann antaśo daśabhiś 

cittotpādaparivartaiḥ sthpāyitvānantaryakāriṇaḥ 

saddharmapratikṣepāvaraṇāvṛtāṃś ca sattvān  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 19 |  

19 王本願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

あまねき無量・無数の仏国土にいる生ける方々が、 

わたくしの名を聞き、(よい)仏国土に生まれたい 

という心をおこし、色々な善根が 

そのために熟するようにふり向けたとして、そのかれらが、 

――  無間業の罪を犯した者どもと、正法を誹謗するという 

(修行上の)障碍に蔽われている者どもとを除いて――   

たとえ、(清澄に信じる)心をおこすことが 

十返に過ぎなかったとしても、(如来らの大慈悲により、) 

(よい)仏国土に生まれないようなことがあるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye 

bodhisattvāḥ pratyājāyeraṃs te sarve  

na dvātriṃśatā mahāpuruṣalakṣaṇaih samanvāgatā bhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 20 |  

20 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

その仏国土に生まれるであろう菩薩たちが皆、 

偉大な人物に具わる三十二(以上)の特徴を 

身に具えるようにならないのであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te sarve naikajātipratibaddhāḥ syur anuttarāyāṃ 

samyaksaṃbodhau sthāpayitvā praṇidhānaviśeṣāṃs teṣām eva 

bodhisattvānāṃ mahāsattvānāṃ mahāsaṃnāhasaṃnaddhānāṃ 

sarvalokārthasaṃnaddhānāṃ sarvalokārthābhiyuktānāṃ 

sarvalokaparinirvāpitābhiyuktānāṃ sarvalokadhātuṣu 

bodhisattvacaryāṃ caritukāmānāṃ sarvabuddhān satkartukāmānāṃ 

gaṅgānadīvālukāsamān sattvān anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau 

pratiṣṭhāpakānāṃ bhūyaś cottaricaryābhimukhānāṃ 

samantabhadracaryāniyatānāṃ  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 21 |  

21 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

生まれるであろう生ける方々が皆、＜この上もない正しい 

覚り＞に向うものであり、それを得るために＜一生のみ、苦界

に縛られているだけの身＞とならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

ただし、(それは、)大いなる(誓願の)鎧を身にまとい、一切の 

世間の利益の為に鎧を身にまとい、すべての世の為に努力し、 

全ての界を永遠の平安(：パリ ニルヴァーナ)に入らせる為に 

努力し、全体の世界で求道者(、菩薩)の行を実行しようと願い、

一切の目ざめた人々に恭しく仕えようと思い、ガンジス河の砂

(の数等)に等しい(程、多くの)生ける方々を＜この上ない正しい 

覚り＞に向って安定させ、さらにその上の行の実践に向かい、

サマンタ・バドラ(普賢)の行を実現することに定まっている 

求道者たち・すぐれた人々の保つ、 

特別な誓願を除いてのことである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四十八願(アラビア数字は本著の梵47願,。漢訳 等、各原典により差異がある。王のご統治やご改楽を楽しもう。) 

1無
む

三
さん

悪
まく

趣
しゅ

の願
がん

 2不
ふ

更
こう

悪
あく

趣
しゅ

の願
がん

 悉
しっ

皆
かい

金
こん

色
じき

の願 無
む

有
う

好
こう

醜
しゅう

の願 

六

ろく

神

じん

通

ずう

[ 宿
しゅく

命
みょう

通
つう

の願 天
てん

眼
げん

通
つう

の願 天
てん

耳
に

通
つう

の願 他
た

心
しん

通
つう

の願 神
じん

足
そく

通
つう

の願 漏
ろ

尽
じん

通
つう

の願]順不同  

必
ひっ

至
し

滅
めつ

度
ど

の願 光
こう

明
みょう

無
む

量
りょう

の願 15(十三)寿
じゅ

命
みょう

無
む

量
りょう

の願
がん

 声
しょう

聞
もん

無
む

数
しゅ

の願 眷
けん

属
ぞく

長
ちょう

寿
じゅ

の願 

無
む

諸
しょ

不
ふ

善
ぜん

の願 諸
しょ

仏
ぶつ

称
しょう

揚
よう

の願 19王本願：念
ねん

仏
ぶつ

往
おう

生
じょう

の願
がん

 臨
りん

終
じゅう

現
げん

前
ぜん

の願 植
じき

諸
しょ

徳
とく

本
ほん

の願 

三十二相の願 必
ひっ

至
し

補
ふ

処
しょ

の願 供
く

養
よう

諸
しょ

仏
ぶつ

の願 供
く

具
ぐ

如
にょ

意
い

の願 説
せつ

一
いっ

切
さい

智
ち

の願  

26那
な

羅
ら

延
えん

身
しん

の願
がん

 所
しょ

須
しゅ

厳
ごん

浄
じょう

の願 見
けん

道
どう

場
じょう

樹
じゅ

の願 得
とく

弁
べん

才
ざい

智
ち

の願 (智
ち

弁
べん

無
む

窮
ぐう

の願)  

国
こく

土
ど

清
しょう

浄
じょう

の願 宝
ほう

香
こう

合
ごう

成
じょう

の願 華雨楽雲の願 33触
そく

光
こう

柔
にゅう

輭
なん

の願
がん

 聞
もん

名
みょう

得
とく

忍
にん

の願 女
にょ

人
にん

成
じょう

仏
ぶつ

の願 

( 常
じょう

修
しゅ

梵
ぼん

行
ぎょう

の願) 人
にん

天
でん

致
ち

敬
きょう

の願 衣
え

服
ぷく

随
ずい

念
ねん

の願 受
じゅ

楽
ぎょう

無
む

染
ぜん

の願 見
けん

諸
しょ

仏
ぶつ

土
ど

の願  

40(四十一)諸
しょ

根
こん

具
ぐ

足
そく

の願
がん

 住
じゅう

定
じょう

供
く

仏
ぶつ

の願 生
しょう

尊
そん

貴
き

家
け

の願 

具
ぐ

足
そく

徳
とく

本
ほん

の願  住
じゅう

定
じょう

見
けん

仏
ぶつ

の願   随
ずい

意
い

聞
もん

法
ぽう

の願  

得
とく

不
ふ

退
たい

転
てん

の願         47(四十八)得
とく

三
さん

法
ぽう

忍
にん

の願
がん
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadbuddhakṣetre ye bodhisattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te sarva ekapurobhaktenānyāni buddhakṣetrāṇi 

gatvā bahūni buddhaśatāni bahūni buddhasahasrāṇi bahūni 

buddhaśatasahasrāṇi bahvīr buddhakoṭīr yāvad bahūni 

buddhakoṭīniyutaśatasahasrāṇi nopatiṣṭheran sarvasukhopadhānair yad 

idaṃ buddhānubhāvena  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 22 |  

22 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

生まれるであろう求道者(、菩薩)たちが皆、朝飯前の時に他の

諸々の仏国土に行って、数百の多くの仏たち(、諸仏)、数千の 

目ざめた人たち、数百千の多くの目ざめた人たち、数億の多く

の目ざめた人たち、さらに、数百千億・百万の多くの目ざめた

人たちに至るまで、楽しみを生ずるために必要なあらゆる種類

のものを以て供養すること――  それはすなわち如来の威力により

そうするのであるが――  それらができないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye bodhisattvā 

yathārūpeir ākārair ākāṃkṣeyuḥ kuśalamūlāny avropayituṃ yad idaṃ 

suvarṇena vā rajatena vā maṇimuktāvaiḍūryaśaṅkhaśilāpravāḍasphaṭi-

kamusāragalvalohitamuktāśmagarbhādīnāṃ vānyatamānyatamaiḥ 

sarvaratnair vā sarvapuṣpagandhamā-

lyavilepanacūrṇacīvaracchatradhvajapatākāpradīpair vā 

sarvanṛtygītavādyair vā teṣāṃ cet tathārūpā ākārāḥ sahacittotpādān  

na prādurbhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 23 |  

23 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

いる求道者(、菩薩)たちが、黄金や、銀や、宝石や、真珠や、 

瑠璃や、螺貝や、石や、珊瑚や、水晶や、琥珀や、赤真珠や、

瑪瑙など(に喩えられるもの)のうちのどれか一つをもってでも、

あるいはあらゆる宝をもってでも、あるいはまた一切の花や、

薫香や、花かずらや、塗香〔ずこう〕や、抹香や、衣服や、 

傘や、幢や、幡や、燈明や、あるいはまた、あらゆる踊りや、

歌や、音楽 等の、(好ましい)どのような形のものをもってして

でも、(如来を供養して)善根を植えようと願う時に、 

このような(好ましい)形のものが、かれらが 

その心をおこすと同時にあらわれて来ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye sattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te sarve  

na sarvajñatāsahagatāṃ dharmāṃ kathāṃ kathayeyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 24 |  

24 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

生まれるであろう生ける方々が皆、＜一切を知る智＞(、仏智)を

ともなった法話を話し得ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

  



184 
sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre bodhisattvānām 

evaṃ cittam utpādyeta yan nv ihaiva vayaṃ lokadhātau 

sthitvāprameyāsaṃkhyeyeṣu buddhakṣetreṣu buddhān bhagavataḥ 

satkuryāmo gurukuryāmo mānayemaḥ pūjayemo yad  

idaṃ cīvarapiṇḍapātaśayanāsanaglānapratyayabhai-ṣajyapariṣkāraiḥ 

puṣpadhūpagandhamālyavilepanacūrṇacīvara-cchatradhavajapatākābhir 

nānāvidhanṛttagītavāditaratnavarṣair iti teṣāṃ cet te buddhā 

bhagavantaḥ sahacittotpādāt tan na pratigṛhṇīyur yad  

idam anukampān upādāya  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 25 |  

25 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

おける求道者たちが、『われわれは世界の中に住んで、 

〔Ⅰ〕衣服や、〔Ⅱ〕飲食物や、〔Ⅲ〕臥床・座席(住居)や、 

〔Ⅳ〕病を癒す医薬という〔様々な〕生活用具や、 

花や、薫香や、香料や、花かずらや、塗香や、抹香や、 

祭服や、傘や、幢や、幡や、様々な踊りや、歌や、音楽や、 

宝石の如き雨 等をもって、無量・無数の仏国土にまします 

世尊・目ざめた人たちを恭敬し、尊び、敬い、供養しよう。』

という心をおこしたとし、その時、世尊・目ざめた人たちが、

慈悲の心をおこし、これらを受け入れるようとすることがない

ようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadbuddhakṣetre ye bodhisattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te sarve na 

nārāyaṇavajrasaṃhatanātmabhāvasthāmapratilabdhā bhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 26 |  

第 26 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

仏国土に生まれる求道者たちが皆、ナーラーヤナ神 

(、神ヴィシュヌ、那羅延天)が金剛で護り快打するかのような 

逞しい体や力 等を得るようにならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre kaścit sattvo 

ʼlaṃkārasya varṇaparyantam anugṛhṇīyād antaśo na divyenāpi 

cakṣuṣaivaṃvarṇam evaṃvibhūtīdaṃ  

buddhakṣetram iti nānāvarṇatāṃ saṃjānīyān  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 27 |  

27 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

仏国土にいる生ける方々の誰かが、飾りの美しさの限界を 

とらえていて、たとえ超人的な透視力(、天眼)によってであった

としても、『この仏国土はこのような美しさである、このよう

な壮麗さである。』と、様々な美しさ(の限界)を(全て知ること

はできないはずであるのに)、もしも、その美しさを知っている

ようなことがあるようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

  



185 
 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre  

yaḥ sarvaparīttakuśalamūlo bodhisattvaḥ sa ṣoḍaśayojanaśatocchritam 

udāravarṇabodhivṛkṣaṃ na saṃjānīyān  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 28 |  

28 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

おいて善根を積むこと極めて少ない求道者であっても、 

(喩えとして)少なくとも高さが千六百ヨージャナある 

色に勝れた菩提樹を認めることがないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre kasyacit 

sattvasyoddeśo vā svādhyāyo vā kartavyaḥ syān na te sarve 

pratisaṃvitprāptā bhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 29 |  

29 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

いる或る生ける方が、説法したり、勤行せねばならぬことが 

あったとして、かれら一切が、 

とどこおりの無い理解表現力を得ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya naivaṃ prabhāsvaraṃ tad 

buddhakṣetraṃ bhaved yatra samantād 

aprameyāsamkhyeyācintyātulyāparimāṇāni buddhakṣetrāṇi 

saṃdṛśyeraṃs tad yathāpi nāma suparimṛṣṭa ādarśamaṇḍale 

mukhamaṇḍalaṃ  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 30 |  

30 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土が

例えば、よく磨かれて清らかな円鏡の中に映った顔のように、

その中で、あまねき無量・無数・不可思議・無比・無限の 

諸仏国土が見られ得る様な、 

輝かしい光ある極楽浄土とならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre dharaṇitalam 

upādāya yāvad antarīkṣād devamanuṣyaviṣayātikrāntasyābhijātasya 

dhūpasya tathāgatabodhisattvapūjāpratyarhasya sarvaratnamayāni 

nānāsurabhigandhaghaṭikāśatasahasrāṇi sadā nirdhūpiāny eva na syur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 31 |  

31 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

おいて、大地から天空に至るまで、神々と人々の境域を超え、 

香り高い薫香、如来と求道者(、菩薩)とを供養するに相応しい 

薫香が、あらゆる宝石からできていて、様々な芳香ある百千の

香炉に常に焚かれて薫っているかのようでなかったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  



186 
 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre na 

sadābhipraviṣṭāny eva sugandhinānāratnapuṣpavarṣāṇi sadā pravāditāś  

ca manojñasvarā vādyameghā na syur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 32 |  

32 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

芳香ある様々な宝石の花の如き雨が、よく降りそそぐことが 

なく、また妙なる音楽を鳴らす楽器の如き雲が、 

よく(音楽を)奏でているということがないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya ye sattvā 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyeṣu lokadhātuṣv ābhayā sphuṭā 

bhaveyus te sarve na devamanuṣyasamatikrāntena sukhena 

samanvāgatā bhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 33 |  

第 33 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

あまねき無量・無数・不可思議・無比の諸世界にいる生ける

方々が(如来の)光に照らされ、はっきりと明らかに見えるように

なったとして、かれらすべてが、神々と人々とを超えた幸せを

そなえるようにならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya samantāc 

cāprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddakṣetreṣu 

bodhisattavā mama nāmadheyaṃ śrutvā tacchravaṇasahagatena 

kuśalamūlena jātivyativṛttāḥ santo  

na dhāraṇīpratilabdhā bhaveyur yāvad bodhimaṇḍaparyantam iti  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 34 |  

34 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、あまねき

無量・無数・不可思議・無比・無限量の諸仏国土にいる求道者

たちがわたくしの名号を聞いて、それを聞いたことにともなう

善根によって、迷いの生存を除いているから、以後、覚りの座

に至るまで、神秘的な記憶保持能力を得ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya samantād 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddhakṣetreṣu yāḥ striyo 

mama nāmadheyaṃ śrutvā prasādaṃ saṃjānayeyur bodhicittaṃ 

cotpādayeyuḥ strībhāvaṃ ca vijugupserañ jātivyativṛttāḥ samānāḥ 

saced dvitīyaṃ strībhāvaṃ pratilabheran  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 35 |  

35 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

あまねき無量・無数・不可思議・無比・無限量の諸仏国土に 

いる女人たちがわたくしの名を聴いて、清く澄んだ心を生じ、

覚りに向かう心をおこし、(くノ一の)女人の身を厭うたとして、

苦界を脱してから(苦しい)女身をうけるようなことがあったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 



187 
sacen me bhagavan bodhiprāptasya samantād daśasu dikṣv 

aprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇeṣu buddhakṣetreṣu ye 

bodhisattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā praṇipatya 

pañcamaṇḍalanamaskāreṇa vandiṣyante te bodhisattvacaryāṃ caranto  

na sadevakena lokena satkriyeran  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 36 |  

36 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、あまねき

十方の無量・無数・不可思議・無比・無限量の諸仏国土にいる

求道者たちが、わたくしの名を聴いて、五体投地 礼によって 

わたくしに敬礼し、求道者の行ないを実行しているのに、 

神々と人物との世から敬われないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

  

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya kasyacid bodhisattvasya 

cīvaradhāvanaśoṣaṇasīvanarajanakarma kartavyaṃ bhaven  

na navanavābhijātacīvararatnaiḥ prāvṛtam evātmānaṃ saṃjānīyuḥ 

sahacittotpādāt tathāgatājñānujñātair  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 37 |  

37 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

いる求道者らが、衣服の洗濯や乾燥や裁縫や染色をしようと 

思い立つと、如来が許しうる宝の如き立派な新調の衣服を自分

の身につけていることも気がつかないで、(例えば、そのような

安全装置なしに、直ちに)衣服の洗濯や乾燥や裁縫や染色の 

(学びある)仕事をしなければならないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre sahotpannāḥ 

sattvā naivaṃvidhaṃ sukhaṃ pratilabheraṃs tad yathāpi nāma 

niṣparidāhasyārhato bhikṣos tṛtīyadhyānasamāpannasya  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 38 |  

38 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

いる生ける方々が、生まれると同時に、あたかも禅のような 

心の安定を得て、燃えさかる苦悩のなくなった敬わるべき人・

修行僧のような安楽さを得ないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre  

ye bodhisattvāḥ pratyājātās te yathārūpaṃ 

buddhakṣetraguṇālaṃkāravyūham ākāṃkṣeyus tathārūpaṃ 

nānāratnavṛkṣebhyo na saṃjānīyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 39 |  

39 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

生まれた求道者たちが、希望する仏国土のみごとな特徴や装飾

や配置を、様々な宝石などから 

気づきうることができないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

  



188 
 sacen me bhagavan bodhiprāptasya taṃ mama nāmadheyaṃ 

śrutvānyabuddhakṣetropapannā  

bodhisattvā indriyabalavaikalyaṃ nirgaccheyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 40 |  

第 40 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

他の仏国土に生まれた求道者たちがわたくしの名を聴くのに、 

必要であるのに、ぬくもりの通った力を欠くようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadanyabuddhakṣetrasthā 

bodhisattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā sahaśravaṇān na 

suvibhaktavatīṃ nāma samādhiṃ pratilabheran yatra samādhau sthitvā 

bodhisattvā ekakṣaṇavyatihāreṇāprameyāsaṃkhyeyā-

cintyātulyāparimāṇān buddhān bhagavataḥ paśyanti sa caiṣāṃ 

samādhir antarā vipraṇaśyen  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 41 |  

41 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、(仏国土 

以外の)他の仏国土に住む求道者たちがわたくしの名を聴いて、

聞くと、＜よくコトバを分別する＞と分類できる心の安定 

――  その心の安定に住していながら求道者たちが、一瞬に、 

あまねき無量・無数・不可思議・無比・無限量の目ざめた人・ 

世尊たちを見うるのであるが――  それらを得ることができず、 

また、心の安定が中間で消えてしまうようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya mama nāmadheyaṃ śrutvā 

tacchravaṇasahagatena kuśalamūlena sattvā nābhijātakulopapattiṃ 

pratilabheran yāvad bodhimaṇḍaparyanataṃ  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 42 |  

42 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

(仏国土に)生ける方々がわたくしの名を聴く時、 

覚りの座を究めるに至るのに、善根によって、 

高貴と思える生まれ、と感じられることが 

ないようであったならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya tadanyeṣu buddhakṣetreṣu ye 

sattvā mama nāmadheyaṃ śrutvā tacchravaṇasahagatena kuśalamūlena 

yāvad bodhiparyantaṃ na sarve bodhisattva- 

caryāprītiprāmodyakuśalamūlasamavadhānagatā  bhaveyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 43 |  

43 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、(仏国土 

以外の)他の仏国土の生ける方々がわたくしの名を聴き、それを

聴くと同時に善根によって、ついに覚りを究めるに至るのに、

皆、求道者の行を喜び、 

歓喜する善根に感謝できないようであったならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  
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 sacen me bhagavan bodhiprāptasya sahanāmadheyaśravaṇāt 

tadanyeṣu lokadhātuṣu bodhisattvā na samantānugataṃ nāma 

samādhiṃ pratilabheran yatra sthitvā bodhisattvā ekakṣaṇa-

vyatihāreṇāprameyāsaṃkhyeyācintyātulyāparimāṇān buddhān 

bhagavataḥ satkurvanti sa caiṣāṃ samādhir antarā vipraṇaśyed yāvad 

bodhimaṇḍaparyantaṃ  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 44 |  

44 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、他の諸々

の世界にいる求道者たちが、(わたくしの)名を聴くと同時に、 

＜あまねき達す＞と名づけられる心の安定―― 求道者たちがその

心の安定に住して、一瞬に、あまねき無量・無数・不可思議・

無比・無限量なる(多くの)目ざめた人・世尊たちを敬することが

できるのであるが――  それらを得ることができなくて、また、 

かれらのその心の安定が、覚りを究めるに至るのに、 

中間で消えてしまうようであったならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye bodhisattvāḥ 

pratyājātā bhaveyus te yathārūpāṃ dharmadeśanām ākāṃkṣeyuḥ 

śrotuṃ tathārūpāṃ sahacittotpādān na śṛṇuyur  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 45 |  

45 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、仏国土に

生まれたであろう求道者たちが、説法を聴きたいと真摯に 

願い、そういう心をおこすと、 

期待できる説法を聞くことができないようであったら、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。  

 

 sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre tadanyeṣu 

buddhakṣetreṣu ye bodhisattvā mama nāmadheyaṃ śṛṇuyus te 

sahanāmadheyaśravaṇān nāvaivartikā bhaveyur anuttrāyāḥ 

samyaksaṃbodher  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 46 |  

46 願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、 

他の諸々の仏国土においてわたくしの名を聞くであろう求道者

たちが、名を聴く時、＜この上ない正しい覚り＞より 

不退転の者になれないようであったならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。 
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sacen me bhagavan bodhiprāptasya tatra buddhakṣetre ye bodhisattvā 

mama nāmadheyaṃ śṛṇuyus te sahanāmadheyaśravaṇān na 

prathamadvitīyatṛtīyāḥ kṣāntīḥ pratilabheran nāvaivartikā bhaveyur 

buddhadharmebhyo  

mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisaṃbudhyeyam | 47 |  

第 47 大本願 世尊よ。もしも、わたくしが覚りを得た後に、

仏国土にいる求道者たちがわたくしの名号を聞くであろうが、

名号を聞くと同時に第一、第二、第三(と次々に知る認識 ：
すなわち

)

忍
にん

(、そして名は名に過ぎず、 

本当に大事なことを見失わない覚り)を得ることができず、 

目ざめた法から退堕しない者になれないようであったならば、 

その間はわたくしは、＜この上ない正しい覚り＞を 

現に覚ることがありませんように。   

 

『弥陀の本願』 出典『無量寿経』 
 

 

 

 

47(無量寿経 最終段落) 

 idam avocad bhagavān ।  
āttamanā āyuṣmāñ śāriputras te ca bhikṣavas te ca bodhisattvāḥ 

sadevamānuṣāsuragandharvaś ca loko bhagavato bhāṣitam 

abhyanandan ॥  

 sukhāvatīvyūho nāma mahāyānasūtram ॥  

 

47 段
ドゥァン 4

落
ルゥオ 4

( 最
ヅゥェイ 4

終
ヂォン 1

行
ハァン 2

 中
ヂォン 1

文
ウェン 2

 訳
イー4

) 

仏
フォー2

説
シゥオ 1

経
ヂィン 1

已
イー3

、 

弥
ミィー2

勒
レェィ 1

菩
プゥー2

薩
サァー4

及
ヂィー2

十
シィー2

方
ファン 1

来
ラァィ 2

諸
チゥー2

菩
プゥー2

薩
サァー4

衆
ヂォン 4

、 

長
チァン 2

老
ラァォ 3

阿
アー1

難
ナァン 2

諸
チゥー2

大
ダァー4

声
シァン 1

聞
ウェン 2

、一
イー1

切
チィエ 1

大
ダァー4

衆
ヂォン 4

、 

聞
ウェン 2

仏
フォー2

所
スゥオ 3

説
シゥオ 1

、 靡
ミィー3

不
プゥー4

歓
フゥァン 1

喜
シィー3

。 

 仏
フォー2

説
シゥオ 1

無
ウー2

量
リィァン 2

寿
シォゥ 4

経
ヂィン 1

 

 

47 段落(最終行 和文 訳) 

 師がこれを説かれたところ、 

求道者・立派な僧・六師外道や、 

うら若きアーナンダ尊者や、その集まりにいた全ての人々や、 

神々や、人物や、アスラや、ガンダルヴァや、世間の方々は、 

師の説かれたところを歓喜したのであった。 

 

世尊・無量光(如来ら)の、 

＜幸あるところ＞の功徳の称賛、 

求道者たちの＜不退転の境地＞への入門、 

無量光の章、 

＜幸あるところの美しい光景＞という章を終わる。 

『無量寿経』  
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M 禅
チァン 2

問
ウェン 4

答
ダァー2

  (ぜんもんどう、原文縦書き) 

你
ニィー3

若
ルゥオ 4

能
ナァン 2

歇
シィエ 1

得
ドゥーァ

念
ニィェン 4

念
ニィェン 4

馳
チィー2

求
チォウ 2

心
シィン 1

、 

便
ピィェン 4

與
ユイー2

祖
ヅゥー3

佛
フォー2

不
プゥー4

别
ピィエ 2

。 

你
ニィー3

欲
ユイー4

得
ドゥーァ

識
シィー2

祖
ヅゥー3

佛
フォー2

麽
モォー2

。 

祇
チィー2

你
ニィー3

面
ミェン 4

前
チィェン 2

聽
ティン 1

法
ファー3

底
ディー3

是
シィー4

。  
 

もし君たちが 

外に向って求めまわる心を断ち切ることができたなら、 

そのまま祖仏と同じである。 

君たち、その祖仏に会いたいと思うか。(前後の矛盾が快い) 

今わしの面前でこの説法を聴いている君こそがそれだ。 

『 臨
リィン 2

済
ヂィー3

録
ルゥー4

』(りんざいろく) 
 

N
趙

ヂァォ 4

州
ヂォゥ 1

狗
ゴォゥ 3

子
ヅゥ

 

 趙
ヂァォ 4

州
ヂォゥ 1

和
フゥーァ 2

尚
シァン

、因
イン 1

僧
サァン 1

問
ウェン 4

、狗
ゴォゥ 3

子
ヅゥ

還
ハァィ 2

有
イォウ 3

佛
フォー2

性
シィン 4

也
イエ 3

無
ウー2

。 

州
ヂォゥ 1

云
ユイン 2

、無
ウー2

。 

(中略) 

颂
ソォン 4

曰
ュエ 1

 

 狗
ゴォゥ 3

子
ヅゥ

佛
フォー2

性
シィン 4

  全
チュァン 2

提
ティー2

正
ヂァン 4

令
リィン 4

 

纔
ツァィ 2

渉
シゥーァ 4

有
イォウ 3

無
ウー2

  喪
サァン 1

身
シェン 1

失
シィー1

命
ミィン 4

     
 

 或る僧が 趙
じょう

州
しゅう

和
お

尚
しょう

に向かって、 

「狗(：犬)にも仏性がありますか」と問うた。 

趙州は「無い(有る)」と答えられた。 

(仏性を有る無し、と期待した問題は禅ではナンセンスだから、

僧の答えへの期待を裏返した、「無」と答えることが鋭く快い。)  

  (中略) 

 頌
うた

って言う、 

狗に仏性 有る無しか、丸出し仏の正命だ。 

有無の話をした途端、喩えの命 奪われる。 

『 無
ウー2

門
メェン 2

関
グゥァン 1

』(むもんかん) 
 

O 八大人覚：大いなる菩薩の八種の覚り 『正法眼蔵』(『修証義』) 

一：少欲 二：知足 三：楽寂静 四：懃精進  

五：不忘念(守正念) 六：修禅定 七：修智慧 八：不戯論 
 

坐禅 中国語：坐禪  パーリ語：paṭisallānā, paṭisallīna  

サンスクリット語：रतिसंर्ान, रतिसंर्यन 英語：seated meditaiton 
看話禅(公案の解答を探求し坐る)  黙照禅(坐ることに集中)  只管打座(ひたすら坐る) 

坐法 (ヨーガの要領で、平常と逆向きの体の使い方により、快を得る) 

入堂：叉手で入口の左側から左足で入り、合掌低頭 等。ルーティン。 

調身：結跏趺坐または半跏趺坐。手は法界定印。安定した坐法で。 

調息：口を閉じ、静かに細く長く息を吸い、下腹からゆっくり吐く。 

調心：心の中で呼吸を数える(数息観)、呼吸になりきる(随息観)等。 
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P仏教 
初期(原始)仏教→部派仏教、上座部仏教→大乗仏教→密教

→？？？(世俗を承認し、世俗権力を聖王が隠れても掌握し救済) 

東南アジア：上座部仏教 

中央アジア：密教(チベット仏教 他) 

東 アジア：禅(中国 他)、大乗仏教(日本仏教 他) 

 

Q 初期仏教 (原始仏教) 
口伝、パーリ仏典 等 

『マハー・ワッガ
大 品

』、『ダ ン マ パ ダ
法句経 ほっくぎょう

』、『スッタ
経

 ニパータ
集 ま り

』、『 ウ ダ ー ナ
自説経 じせつきょう

』、

『サンユッタ
相 応

・ニカーヤ
部

』、『テーラ
長 老

 ガーター
偈頌 げじゅ

』、『ミリンダ王の問い』etc. 

『महापररधनवावणसूर』(ﾏﾊｰﾊﾟﾘﾆﾙｳﾞｧｰﾅ･ｽｰﾄﾗ：『大
だい

般
はつ

涅
ね

槃
はん

経
ぎょう

』)etc. 

如
にょ

来
らい

常
じょう

住
じゅう

 一
いっ

切
さい

衆
しゅ

生
じょう

悉
しつ

有
う

仏
ぶっ

性
しょう

 常
じょう

楽
らく

我
が

浄
じょう

 一
いっ

闡
せん

提
だい

成
じょう

仏
ぶつ

 

 

R部派仏教、上座部仏教 
部派仏教 ：アビダルマ(論蔵)仏教 

上座部仏教：テーラワーダ(テーラヴァーダ)仏教、パーリ仏教 

『阿
あ

含
ごん

経
きょう

』、『大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

』、パーリ仏典、ヴィパッサナー瞑想 etc. 
律蔵(Vinaya Piṭaka)、経蔵(Sutta Piṭaka)、論蔵(Abhidhamma Piṭaka)の三蔵(Tipiṭaka) 

 
S 大乗仏教 

中国仏教 大乗仏教五部経 

『般
はん

若
にゃ

経
きょう

』(Prajñāpāramitā sūtra、『般若心経』 等) 

『宝
ほう

積
しゃく

経
きょう

』(Mahāratnakūṭa Sūtra、『大
だい

宝
ほう

積
しゃく

経
きょう

』) 

『大
だい

集
じっ

経
きょう

』(Mahāsaṃnipāta-sūtra、『大
だい

方
ほう

等
どう

大
だい

集
じっ

経
きょう

』) 

『華
け

厳
ごん

経
きょう

』(Avataṃsaka Sūtra、『雑
ぞう

華
け

経
きょう

』：Gaṇḍavyūha Sūtra、 

『大方広仏華厳経』：Buddhāvataṃsaka-nāma-mahāvaipulya-sūtra) 

『涅
ね

槃
はん

経
きょう

』 

 

『維
ゆい

摩
ま

経
きょう

』(Vimalakīrti-nirdeśa Sūtra：『不可思議解脱経』) 

『 勝
しょう

鬘
まん

経
ぎょう

』(Śrīmālādevī
勝 鬘 夫 人

-siṃhanāda
獅 子 吼

-sūtra
経

) 

『解
げ

深
じん

密
みっ

経
きょう

』(Saṃdhi
連 結

-nirmocana
解 脱

 Sūtra
経

)、『大乗起信論』etc.  

 
T 日本仏教 浄土三部経 

『仏説無量寿経』(Sukhāvatī-vyūha、極楽の荘厳) 

『仏説観無量寿経』(『観経』)、『仏説阿弥陀経』 

護国三部経 

『金
こん

光
こう

明
みょう

経
きょう

』(Suvarṇa
黄 金

-prabhāsa
輝 き

 Sūtra
経

) 

『 妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

』(सद्धमवपुण्डरीक सूर：Sad
正しい

-dharma
法

 Puṇḍarīka
清浄な白い蓮華

 S ū t r a
たて糸：経

：『法華経』) 

南無妙法蓮華経 

『仁
にん

王
のう

般
はん

若
にゃ

波
は

羅
ら

蜜
みつ

経
きょう

』(『仁
にん

王
のう

経
ぎょう

』) 
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U 密教 (秘密の教え) 
大日三部経 

『蘇
そ

悉
しつ

地
じ

羯
か

羅
ら

経
きょう

』(S u
優れた

-siddhi
成 就

-kāra
行

 Sūtra
経

) 

『大
だい

毘
び

盧
る

遮
しゃ

那
な

成
じょう

仏
ぶつ

神
じん

変
べん

加
か

持
じ

経
きょう

』 

(『大
だい

日
にち

経
きょう

』、Mahābvairocana-abhisaṃbodhi-vikurvita- 

adhiṣṭhāna-vaipulyasūtra-indrarāja nāma dharmaparyāya： 

『大毘盧遮那成仏神変加持という方
ほう

等
どう

経
きょう

の大王と名付くる法門』) 

『金剛
こんごう

頂
ちょう

経
ぎょう

』(Vajraśekhara Sūtra、『理趣経』等) 

+『菩提心論』(三経一論) 

『瑜
ゆ

祗
ぎ

経
きょう

』+『一字頂輪王経』(五部秘経・一論) 

+『要略念誦経』、『 釈
しゃく

摩
ま

訶
か

衍
えん

論
ろん

』(五部秘経・二論) 

 

日本仏教 十三宗派 
華厳宗『華厳経』、法相宗『解深密経』等、律宗『四分律』、 

真言宗(東密)『大日経』等、天台宗(台密)『法華経』等、 

日蓮宗『妙法蓮華経』、 

浄土宗『仏説観無量寿経』等、浄土真宗『仏説無量寿経』等、 

融通念仏宗『華厳経』、『法華経』等、 

時宗『仏説阿弥陀経』等、 

曹洞宗『摩訶般若波羅蜜多心経』等、臨済宗、黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

 

 

V 四聖諦 (catur-ārya-satya:ﾁｬﾄｩﾙ・ｱｰﾘﾔ・ｻﾃｨﾔ) 

くたい・じったい・めったい・どうたい 

苦 諦
duḥkha satya

：この苦しみの世界に限り、一切が苦：不如意
ドゥッカ

と認識 

集 諦
samudaya satya

：苦には原因、因果があり、その集積であること 

滅 諦
nirodha satya

：苦の原因の滅という結果に向うことができること 

道 諦
mārga satya

：悟りの実践という解決の方法(八正道 等)があること 

 

三法印(四法印) 三宝(仏
ぶっ

法
ぽう

僧
そう

)  八正道(戒
かい

定
じょう

慧
え

)  

            慧
prajñā

 1.正見 

         2.正思惟 

              戒
śīla

 3.正語 

          4.正業 

    5.正命 

         定
samādhi

 6.正精進 

    7.正念 

    8.正定 

 

諸行無常 

諸法無我 

涅槃寂静 

一切皆苦 

 

仏   ブッダ 

法   ダルマ 

僧伽  サンガ 

上師  ラマ 

言語圏 
サンスクリット語圏 インド・ネパール 

パーリ語圏      東南アジア 

漢語圏        東 アジア 

チベット語圏    中央アジア 
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W『弥陀の本願』 

阿弥陀如来の本願(47願) The Original Vows of AMIDA (47 Vows) 

日本では、四
し

十
じゅう

八
はち

願
がん

として知られる。 

王本願(念仏往生の願－第十八願)は、 

梵文原典では 19 願後半に当たる。 

47 願のちに、12 の詩句が続く。 

本願が成らないなら、仏にならないと願を立て、 

菩薩は仏となったので、本願は成った、という、 

宗教論理や全体救済の論理があるとされている。 

仏教の聖典は特に、王意により内容が変化する。 

ex. 英語への翻訳では 46
フォーティーシックス

願 表記、魏訳・唐訳：48 願、 

呉訳・漢訳：24 願、宋訳：36 願、梵本46 願、チベット訳49 願 
 

聖音： ॐ ：ओम ्：オーム：oṃ 、स्वाहा：スヴァーハー：svāhā、 

 हूूँ ：フーム：hūṃ 、 फट ：パット：phaṭ 、 भंू् ：ブルム：bhru ṃ  eṭc. 

真言：オン
oṃ 

 カカカ
ha ha ha

 ビサンマエイ
vismaye

 ソワカ
svāhā

   क्षक्षतिघभु
Kṣ itigarbha

、地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

 

ノウボウ
namo

 アキャシャ
ākāśa-

 キャラバヤ
garbhāya

   (各々 七度～十七度程度唱えてもよい) 

オン
oṃ 

 アリキャ
alika

 マリ
māli

 ボリ
muli

 ソワカ
svāhā

 

आकािगभु
Ākāśagarbha

, गगनगञ्र्
gaganagañja

、虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

 

(虚空蔵菩薩求
ぐ

聞
もん

持
じ

法
ほう

、という、何度も真言を唱える修行法もある。) 

(真言は、日本化もされていて多数存在。何度か繰り返して詠唱する。) 

本願：pūrva-pran idha na(プールヴァ
以前の

・プラニダーナ
誓願

) 

総願：sāmānya-pran idha na 

仏ですべて同じ誓
せい

願
がん

：四
し

弘
ぐ

誓
ぜい

願
がん

：菩
ぼ

提
だい

心
しん

 

別願：viśeṣ a-pran idha na(諸仏それぞれの願) 

薬師如来
Bhaiṣ ajyaguru

の十二願、普 賢 菩 薩
samantabhadra

の十大願、 

釈迦如来の五百大願、阿弥陀如来の四十八願etc.  

三心：至誠心・深心・廻向発願心(極楽浄土に往生したいと願う心)  

四修：恭敬修・無余修(無雑念)・無間修(ひたすら)・長時修(生涯継続) 

五念門：礼拝門・讃歎門・作願門・観察門・廻向門 

六念処：念 仏・法・僧・戒・施・天  九品往生：三三之品 

仏教 ┰ 聖道門(閣)(悟りを得て 仏に成る道、難行) 
   ┃           ┌ 雑行(抛)(極楽往生を主目的としない行) 

┃     │   ┌ 助業(傍)(読誦・観察・礼拝・讃歎供養) 
┗ 浄土門(選入) ┷ 正行(帰) ┷ 正定業(専)(称名) ━ ??? 『選択本願念仏集』 

第一：日想観 二：水想観 三：地想観 四：宝樹観 五：宝池観 

六：宝楼観 七：華座観 八：像想観 九：真身観 十：観音観 

十一：勢至観 十二：普観 十三：雑想観  『観無量寿経』(観経)  

┌
 

依
報
観 

┬
 

仮
観(

第
一
、
第
二
観) 

│
 

 
 

 
 

└
 

真
観(

第
三 ―

 

第
七
観) 

定
善
十
三
観 

┤
 

 
 

 
 

┌
 

仮
観(

第
八
観) 

└
 

正
報
観 

┴
 

真
観(

第
九 —

 

第
十
三
観) 
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X 日本仏教 称
しょう

名
な

念
ねん

仏
ぶつ

  

それ往生極楽の教行は、 濁
じょく

世
せ

末
まつ

代
だい

の目足なり。道俗貴賤、 

誰
たれ

か帰せざる者あらん。ただし顕密の教法は、その文、一にあらず。事理の

業 因 、 そ の 行 こ れ 多 し 。 利 智 精 進 の 人 は 、 い ま だ 難
かた

し と 

為 さ ざ ら ん も 、 予 が 如 き 頑
がん

魯
ろ

の 者 、 あ に 敢 て せ ん や 。 

この故に、念仏の一門に依りて、いささか経論の要
よう

文
もん

を集む。 

これを披
ひら

いてこれを修むるに、覚
さと

り易
やす

く 行
おこな

ひ易
やす

からん。惣
す

べて 

十門あり。分ちて三巻となす。一には厭
おん

離
り

穢
え

土
ど

、二には欣
ごん

求
ぐ

浄
じょう

土
ど

、 

三には極楽の証拠、四には 正
しょう

修
じゅ

念
ねん

仏
ぶつ

、五には助念の方法、 

六 には 別時念 仏、 七には 念仏 の 利
り

益
やく

、八 には 念仏の 証拠 、 

九 に は 往 生 の 諸
しょ

業
ごう

、 十 に は 問
もん

答
どう

料
りょう

簡
けん

な り 。 

これを座右
ざ ゆ う

に置いて、廃
はい

忘
もう

に備へん。               

『往
おう

生
じょう

要
よう

集
しゅう

』(文頭) 

南無阿弥陀仏 

 

念仏の行、水月を感じて、昇降を得たり。しかるに今、図らざるに 

仰せを蒙る。辞謝するに 地
ところ

なし。よつて今 憖
なまじ

ひに念仏の要文
ようもん

を 

集めて、あまつさへ念仏の要義を述ぶ。ただし 命
みょう

旨
し

を顧みて、 

不
ふ

敏
びん

を顧みず。これ即ち無
む

慙
ざん

無
む

愧
き

の甚だしきなり。庶
こい

幾
ねが

はくは 

一たび高覧を経て後に、壁の底に埋めて窓の前に遺すことなかれ。おそらく

は 破 法 の 人 を し て 、 悪 道 に 堕 せ し め ざ ら む が た め な り 。 

『選
せん

択
じゃく

本
ほん

願
がん

念
ねん

仏
ぶつ

集
しゅう

』(文頭の念仏と文末) 

 

顯
ケン

浄
ジョウ

土
ド

眞
シン

實
ジツ

敎
キョウ

行
ギョウ

證
ショウ

文
モン

類
ルイ

序
ジョ

  

 ひそかにおもんみれば、難思の弘
ぐ

誓
ぜい

は難度海を度
ど

する大
たい

船
せん

、 

無
む

礙
げ

の光明は無明の闇を破する慧
え

日
にち

なり。  

 

しかれば末代の道俗、あふいで信敬すべきなり。しるべし。 

華
け

嚴
ごん

經
きょう

の偈
げ

にいふがごとし。もし菩薩種々の行を修行するをみて、 

善 不 善 の 心
しむ

を お こ す こ と あ れ ど も 、 菩 薩 み な 攝 取 す 。
己 

上 
 

顯浄土眞實敎行證文類六 『 教
きょう

行
ぎょう

信
しん

証
しょう

』(序文と文末)  
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Y『歎異抄』 (冒頭、古典仮名遣い、原文縦書き) 

 

竊
セツ

廻愚案、粗勘古今、 

歎 異 先 師 口 伝 之 真 信 、 思 有 後 学 相 続 之 疑 惑 。 

幸 不 依 有 縁 知 識 者 、 争 得 入 易 行 一 門 哉 。 

全 以 自 見 之 覚 悟 、 莫 乱 他 力 之 宗 旨 。 

仍
ジョウ

故 親 鸞 聖 人 御 物 語 之 趣 、 所 留 耳 底 、 

聊
リョウ

註 之 、 偏 為 散 同 心 行 者 之 不 審 也 、 云 々 。 

 

 ひそかに愚案をめぐらして、ほゞ古
こ

今
こん

を勘ふるに、 

先
せん

師
し

の口伝の真
しん

信
しん

に異なることを歎き、後
こう

学
がく

相
さう

続
ぞく

の 

疑惑あることを思ふ。 幸
さいはひ

に有
う

縁
えん

の知識に依らずば、 

い か で か 易
い

行
ぎゃう

の 一 門 に 入
い

る こ と を 得 ん や 。 

全く自
じ

見
けん

の覚悟を以て他力の宗旨を乱ることなかれ。 

よ つ て 、 故
こ

親
しん

鸞
らん

聖
しゃう

人
にん

の 御
おん

物
もの

語
がたり

の お も む き 、 

耳
みゝ

の底に留まる所いささかこれをしるす。ひとへに 

同
どう

心
しん

行
ぎゃう

者
じゃ

の不審を散
さん

ぜんがためなりと。 云 々
うんぬん

。 

 

〔一〕 

 一 弥
み

陀
だ

の誓
せい

願
ぐわん

不
ふ

思
し

議
ぎ

にたすけられまいらせて、 

往
わう

生
じゃう

をばとぐるなりと信じて、念仏まうさんと 

おもひたつこゝろのをこるとき、すなはち摂
せっ

取
しゅ

不
ふ

捨
しゃ

の 

利
り

益
やく

にあづけしめたまふなり。弥陀の本
ほん

願
ぐわん

には、 

老
ろう

少
せう

善
ぜん

悪
まく

のひとをえらばれず、たゞ信
しん

心
じん

を要
えう

とす  

と しるべし。そのゆへは、罪
ざい

悪
あく

深
じん

重
ぢゅう

、煩
ぼん

悩
なう

熾
し

盛
じゃう

の 

衆
しゅ

生
じゃう

をたすけんがための 願
ぐわん

にてまします。しかれば 

本
ほん

願
ぐわん

を 信 ぜ ん に は 、 他 の 善 も 要
えう

に あ ら ず 、 

念
ねん

仏
ぶつ

にまさるべき善
ぜん

なきゆへに。悪
あく

をもおそるべからず、

弥
み

陀
だ

の本願をさまたぐるほどの悪なきがゆへにと、云 々
うんぬん

。
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第二条 (抜粋) 

念仏は、まことに 浄 土
じゃうど

にむまるゝたねにてやはんべるらん、 

ま た 地獄
ぢごく

に お つ べ き 業
ごふ

に て や は ん べ る ら ん 、 

総
そう

じ て も て 存知
ぞんち

せ ざ る な り 。 

た と ひ 法
ほふ

然
ねん

聖
しゃふ

人
にん

に す か さ れ ま ひ ら せ て 、 

念 仏 し て 地 獄 に お ち た り と も 、 

さ ら に 後 悔
こうくわい

す べ か ら ず さ ふ ら ふ 。 

そのゆへは、自余
じ よ

の 行
ぎょう

をはげみて仏
ぶつ

になるべかりける身
み

が、 

念 仏 を ま う し て 地 獄 に も お ち て さ ふ ら は ゞ こ そ 、 

す か さ れ た て ま つ り て と い ふ 後
こう

悔
くわい

も さ ふ ら は め 、 

い づ れ の 行 も を よ び が た き 身
み

な れ ば 、 

と て も 地 獄 は 一
いち

定
ぢょう

す み か ぞ か し 。 

弥 陀 の 本
ほん

願
ぐわん

ま こ と に お は し ま さ ば 、 

釈 尊
しゃくそん

の 説 教 、 虚 言
きょごん

な る べ か ら ず 。 

仏 説
ぶっせつ

ま こ と に お は し ま さ ば 、 

善 導
ぜんどう

の 御
おん

釈
しゃく

、 虚 言
きょごん

し た ま ふ べ か ら ず 。 

善 導
ぜんどう

の 御
おん

釈
しゃく

ま こ と な ら ば 、 

法 然 の お ほ せ そ ら ご と な ら ん や 。 

法
ほふ

然
ねん

の お ほ せ ま こ と な ら ば 、 

親鸞がまうすむね、またもてむなしかるべからずさふらふ歟
か

。 

詮
せん

ずるところ愚
ぐ

身
しん

の 信 心
しんじん

にをきては、かくのごとし。 

このうへは、 念
ねん

仏
ぶつ

をとりて信じたてまつらんとも、 

またすてんとも、 面 々
めんめん

の 御
おん

はからひなりと、 云 々
うんぬん

。  

 

 

 

 

 

 

(注：破線部には、自分の名などで読むと楽しい。 

ex. ひとへに藤𠩤 一人がためなりけり、) 

祖仏から受け継がれた精神の この法話は、数学的帰納法に似て、硬い。  

弥陀
み だ

の五
ご

劫
ごう

思
し

惟
ゆい

の願
がん

を よく 〱

よく

案
あん

ずれば、 

ひとへに親
しん

鸞
らん

 一人
ひ と り

がためなりけり、 
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tan-ni-show 
(A Tractate Deploring Heresies Against True Faith & Others)  

The Second Chapter 

(Excerpt, Historical KANA orthography) 

 

I don’t know at all whether the NEMBUTSU may truly be the cause to 

rebirth in Pure land or may be the karma to go down to ji-goku. Even if 

I were deceived by my teacher, Saint Honen, and as a result I were turned 

into ji-goku in spite of calling the NEMBUTSU, I would never repent of 

that. This is the reason why : Were I the sort of man who could become 

a BUDDHA through devotion to the other, stern, ascetic exercises, and 

yet descended into hell by the NEMBUTSU, then I might regret having 

been deceived by my teacher.  

But since I am such a man as can’t attain any religious practice,  

ji-goku is supposed to be my dwelling place after all. 

If The Original Vows of AMIDA be true, the preaching of Shakamuni 

can’t be false. If the teaching of Shakamuni be not false, the 

commentaries of Zendo must be true. If the commentaries of Zendo be 

true, how can the words of Honen be false? And if the words of Honen 

be not false, can the words which I, Shinran speak be vain? After all, the 

faith of such an ignorant person as myself is like that. Now that I have 

told you in that way, it surely depends upon your discretion whether you 

would accept and believe in the NEMBUTSU or cast it aside. 

第二条 (抜粋) 英訳 

 
 

 

 

 

 

 

まことに、われもひとも、そらごと を のみ まうしあひ さふらふ  

なかに、ひとつ いたましきことの さふらふ なり。そのゆへは、念仏

まうすについて、信心の をもむき をも たがひに問答し、ひとにも 

いひきかする とき、ひとのくちを ふさぎ、相論のたゝかひ かたんが

ために、またく おほせにてなきことをも、おほせとのみまうすこと 

あさましくなげき存じ さふらふ なり。このむねを よくよく おもひ

とき、こゝろえらるべきことに  さふらふ  なり。これさらに 

わたくしの ことば に あらず と いへども、経釈のゆくぢもしらず、

法文の浅深をこゝろえわけたることも さふらはねば、さだめて  

おかしきこと にて こそ さふらはめども、古親鸞のおほせごと  

さふらひし をもむき、百分が一、かたはしばかりをも おもひいで 

まいらせて、かきつけ さふらふ なり。かなしきかなや、さひはひに

念仏しながら、直(ぢき)に報土にむまれずして辺地に やど を  

とらんこと。一室の行者のなかに信心ことなること なからんために、

な く 〱 ( な く な く ) ふ で を そ め て 、 こ れ を し る す 。 

なづけて歎異抄といふべし。外見(ぐわいけん)あるべからず。 

『歎異抄』(文末)  

When I reflect exceedingly on AMIDA’s  

 five kalpa-long meditation, 
I am convinced it was achieved perfectly for only Shinran. 
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D न
म

ो

ﾅ
ﾓ
ｰ, अ

धम
त

ｱ
ﾐ

ﾀ

 त
थ

ाग
त

t
athā

gata. I

〔5
1 な+

7
3 む+

1
1 あ+

7
2 み+

4
6 だ+

6
8 ぶ+

4
3 つ+

 
 
=

+
3
6

4
+

 
 
 
→

弥

3

み

勒

69

ろ
く

：m
a
itre

y
a

：म
यरे

य

〕 

 E

南
ナ
ァ
ン2

無
ウ
ー2

阿
ウ
ー
ァ1

弥
ミ
ィ
ー2

陀
ト
ゥ
オ2

仏
フ
ォ
ー2

、
〔 

 
 

 
 

 

〕 
 

 
 

C

南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

。(
N

am
-A

M
ID

A
-b

u
tsu

 . )
(

十
信
心) 

 
 

 
F

南
無
阿
弥
陀
仏
。(
ナ
ム 

ע
מְ
ﾌהדי

ﾞ
ﾂ

。)
(

小
三
元
音 

早
口) 

 
 

 
G

南
無
阿
弥
陀
仏
。(

な
ま
ん
だ
ぶ
！)

(

自
分
の
四
調
子) 

 
 

 

(
 
 
 
 
 

 
 

 
)
(

計 

十
七
返
、
繰
り
返
す
。
∵

19 願

47 願 

信
心
を
も
っ
て
念
仏)

 
 

 
 

Bन
म

ो, 

阿
弥
陀
如
来
。(

L
N

A
M

, A
M

ID
A

 o
n

e w
h
o

 h
as th

u
s g

o
n
e. )

H

〔

如
ル
ゥ
ー2

来
ラ
ァ
ィ2

：One who has thus gone

： 
त

थ
ाग

त

t
a

t
h
ā

g
a

t
a

〕 
 

Z

『
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

』(

六 ろ
く

字 じ

名

号

み
ょ
う
ご
う)

 
 

K念
ねん

仏
ぶつ

には、 

無
む

義
ぎ

をもて 

 義
ぎ

とす。  

Jドル
解 脱

 チェンモ
大 き な

 

大解脱 

ゴンパ
瞑 想

   デンパ
記 憶 す る

 

(チベット語) 

 

サルヴァ マンガラム 

全ては吉祥にあれ 

(梵語) 
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רֶץְ׃  ְ אָּ ת ְְהְָּ אְֵ  ם ְְוְּ י   ְ מַּ שָּ ת ְְהַּ יםְאְֵ   ְ ְאֱלֹה  אְ   ְ רָּ יתְבָּ  ְ ש  רֵאְ   11בְּ
→11ｯﾍﾞﾚｰｼｨﾄｩ ｯﾊﾞﾗｰ ｴろﾋｨﾑ ｴﾄ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪｴﾄ ﾊｱｰﾚﾂ: 

11 初め神は天空と大地をご創造されました。 
 

1 Βίβλος γενέσεως Ἰησοῦ Χριστοῦ υἱοῦ Δαυὶδ υἱοῦ Ἀβραάμ.  
1 ﾋﾞﾌﾞﾛｽ ｹﾞﾈｾｵｰｽ ｲｴｰｿﾕ くりｽﾄﾕ ﾋｭｲﾖﾕ ﾀﾞﾕｲﾄﾞｩ ﾋｭｲﾖﾕ ｱﾌﾞらｱﾑ 

1 アブラハムの子の、ダヴィデの子の、イェス・キリストの系図。 

 

َِّسۡمَِّبَِّ نََِّّٱللّ  َ حۡم  حِيمََِّّٱلر    ََّّٱلر 
→ ﾋﾞｽﾐ ｧｩﾙｯﾗﾋ ｧｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ 1 

正義ゆかしき慈愛あまねきアッラーの御名にて…… 1 

 
 

רֶשרְכְ מְַַּ֞אְָּ־הכְ 23ְְסَّ ְ לֶךְפְָּמְֶ ְְ׀ְו   סְרַּ

כְ ־לכְָּ לְּ מְּ תמַּ אְָּ َّו  ןְל ְ נָּ ְרֶץְ הָּ ְ תַּ ה  הוָּ שְְָּיְ אֱלֹהְֵ ְיְיְּ םְְמְַּ הַּ  י 

הְ  ְ ־אוּוְּ קַּ יְ ََّّדפָּ לַּ נְ ְְעָּ בְּ תל  ְבְַּ לְ ־ו  תְבְ ו  ְ שְָּירוּי  ְ אֲשְֶ ְְםְ לַּ ְ יהוּרְב   َّהדָּ

 ְ כְֶ ־ְימ  כְָּבָּ מְ ־לםְמ  ְ עַּ הוָּ ְיְּ ְ ְהְ ו  מְ ְוְ יְ אֱלֹהָּ ְע   ו 

 ְ יָּ   ׃לעְַּ וְּ
  

 ペ ル シ ア の 王 キ ュ ロ ス は こ の よ う に 言 う 。 

「天の神、主は地上のすべての王国を私に与えられ、 

ユダのエルサレムに神殿を建てることを私に任された。

あなたがたの中で主の民に属する者は誰でも、その神、 

主がその人と共におられるように。その者は上って行き 

なさい。」                

 

 

21 Ἡ χάρις τοῦ κυρίου Ἰησοῦ μετὰ πάντων. 

(μετὰ τῶν ἁγίων. ) 

(μετὰ πάντων τῶν ἁγίων. ) 
21 主イエスの恵

めぐ

みが、スベﾃの者
もの

と共
とも

にあるように。 

心の中の祭儀：アボダー 

自由に、祈りましょう。 

(アミダーの祈り：十八祈祷文：シュモナ・エスレ、 

という祈り：テフィラーなどもある。) 
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 سُوۡرَةُ النَّاس 
ِ ٱلرَّحۡمَ ــــــ بِسۡ  مِ ــــــ نِ ٱلرَّحِي ـ  ـ ـ مِ ٱللََّّ  

  ( ١) قُلۡ أعَُوذُ بِرَبِ  ٱلنَّاسِ  
  ( ٢) مَلِكِ النَّاسِ  

  ( ٣) هِ ٱلنَّاسِ  ـ  ـ ـ إِلَ 
  ( ٤) مِن شَرِ  ٱلۡوَسۡوَاسِ ٱلۡخَنَّاسِ  

  ( ٥) ٱلَّذِى يُوَسۡوِسُ فِى صُدُورِ ٱلنَّاسِ  
  ( ٦) مِنَ ٱلۡجِنَّةِ وَٱلنَّاسِ  

 

一一四 

人 
――メッカ啓示、全六節―― 

 

正義ゆかしき慈愛あまねきアッラーの御名にて…… 
 

言え。お縋り申す、人の主
しゅ

に、1 

人の王者、2 

人の神に。3 

そっと隠れて私語
ささや

く者が、4 

ひそひそ声で人の心に私語きかける、5 

妖霊
ジ ン

も私語く、人も私語く、 

その私
∽死

語
後

ノ アし をのがれて。6  
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 בתורהְנביאיםְוכתוביםְ
タナハ ユダヤ 教 ヘブライ語聖書 (原文 右横書き) 

創世記 ََّّבראשית  
 

רֶץ׃  ְ אָּ ת ְְהְָּ אְֵ  ם ְְוְּ י   ְ מַּ שָּ ת ְְהַּ יםְאְֵ   ְ ְאֱלֹה  אְ   ְ רָּ יתְבָּ  ְ ש  רֵאְ  א]ְ 1ְ1ְְְְְבְּ  [סְ 
ｯﾍﾞﾚｰｼｨﾄｩ ｯﾊﾞﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪｴﾄ ﾊｱﾚﾂ  

ΣΤΗΝ αρχή δημιούργησε ο Ξεός τον ουρανό και τη γη.  

初め神は天と地を創造された。 
In the beginning God created the heaven and the earth.  

В начале сотворил Бог небо и землю.  

 .فيِ الْبدَْءِ خَلقََ اللهُ السَّمَاوَاتِ وَالارْضَ 

 

הוְְּ ב ְ  הְת  ְהוּ  ְוָּ  ְ תָּ יְּ רֶץְהָּ  ְ אָּ  הְָּ  2ְוְּ

ח ְ  ְוְּ לשֶ  נֵי ְ ־ ךְעַּ הְ ְפְּ םתְּ ََّّו   

ְ ר  חֶ ְ אֱלֹה ְ ְחְַּ וּוְּ רַּ ליםְמְּ נֵיְ ־פֶתְעַּ ְ ְפְּ מָּ םהָּ ׃ְי   
ｳﾞｪﾊｱﾚﾂ ﾊｲｪﾀｰ ﾄﾌｰ ｳﾞｧｳﾞｫﾌｰ  

ｳﾞｪﾎｼｪﾌ ｱﾙｯﾍﾟﾈｲ ﾃﾎﾑ  

ｳﾞｪﾙｰｱﾊ ｴﾛﾋｰﾑ ﾒﾗﾍﾌｪﾄ ｱﾙｯﾍﾟﾈｲ ﾊｯﾏｲﾑ  
Και η γη ήταν άμορφη και έρημη·  

και σκοτάδι υπήρχε επάνω στο πρόσωπο της αβύσσου.  
Και Πνεύμα Ξεού φερόταν επάνω στην επιφάνεια των νερών.  

地は混沌として、 

闇が深淵の面
おもて

にあり、 

神の霊が水の面を動いていた。 
And the earth was without form, and void; and darkness was 

upon the face of the deep. And the Spirit of God moved upon 
the face of the waters.  

Земля была пуста и пустынна, тьма была над пучиной, и 

Дух Божий веял над водами.  

وَكَانتَِ الارْضُ خَرِبةًَ وَخَالِيةًَ وَعَلىَ وَجْهِ الْغمَْرِ ظلُْمَةٌ وَرُوحُ اِلله  2  
 .يَرِفُّ عَلىَ وَجْهِ الْمِياَهِ 

  

ר׃ יְ־א ְו  ה  ַֽיְּ רְוַּ  ְא ְו  יְ   ְ ה  יםְיְּ  ְ ְאֱלֹה  אמֶרְ  י ְ   3ְוְַּ
ｳﾞｧｯﾖﾒﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ｲｪﾋｰ ｵﾙ ｳﾞｧｲｪﾋｰｵﾙ  

Και είπε ο Ξεός: Ας γίνει φως· και έγινε φως·  

神は言われた。「光あれ。」 

すると、光があった。 
And God said, Let there be light: and there was light.  

И сказал Бог: «Да будет свет». И появился свет.  

 .نوُرٌ وَقاَلَ اللهُ: »لِيكَنُْ نوُرٌ« فكََانَ  3  



203 
 

יַּ 4ְַֽ  ְ וַּ אְאֱלֹה  א ְ־יםְאֶתרְּ יְהָּ רְכ  בְְט ְ־ו   ו 

יַּבְְּ  א ְיםְבְֵ לְאֱלֹה ְ דְֵ וַּ רְוּבְֵ יןְהָּ ח ְ ו   َّ׃ְשֶךיןְהַּ

ｳﾞｧｯﾔﾚｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄﾊｵﾙ ｯｷｨﾄｰﾌﾞ  

ｳﾞｧｯﾔﾍﾞｯﾃﾞﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ｯﾍﾞｲﾝ ﾊｵﾙ ｯｳｳﾞｪｲﾝ ﾊﾎｼｪﾌ  
και είδε ο Ξεός το φως ότι ήταν καλό·  

και διαχώρισε ο Ξεός το φως από το σκοτάδι·  

神は光(自身の天国)を見て、良しとされた。 

神は光と闇を分け、 
And God saw the light, that it was good:  

and God divided the light from the darkness.  

Бог увидел, как хорош свет, и отделил его от тьмы,  

 .النُّورِ وَالظُّلْمَةِ وَرَاى اللهُ النُّورَ انَّهُ حَسَنٌ. وَفَصَلَ اللهُ بيَْنَ  4  

 

הְ  לָּ יְּ  ְ אְלָּ רָּ  ְ שֶךְקָּ ח  ְ  לַּ םְוְּ ו  ְיְ  רְ  ו  אְ  יםְ|ְלָּ  ְ אְאֱלֹה   ְ רָּ  5ְוַּ יְקְּ

ַֽَّ יְוַּ  ה  ַֽעְֶ ־יְּ יְרֶבְוַּ  ה  ם ְקֶרְיְ ב ְ ־יְּ ְ ְו  ׃דאֶחָּ   

ｳﾞｧｯｲｹﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ﾗｵﾙ ﾖﾑ ｳﾞｪﾗﾎｼｪﾌ ｶﾗｰ ﾗｲｪﾗｰ  

ｳﾞｧｲｪﾋｰｴﾚｳﾞ ｳﾞｧｲｪﾋｰｳﾞｫｹﾙ ﾖﾑ ｴﾊｯﾄﾞ  
και ονόμασε ο Ξεός το φως Ημέρα·  
και το σκοτάδι το ονόμασε Νύχτα.  

Και έγινε εσπέρα, και έγινε πρωί, ημέρα πρώτη.  

光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。 

夕があり、朝があった。第一の日である。 
And God called the light Day,  

and the darkness he called Night.  

And the evening and the morning were the first day.  

дал свету имя «день», а тьме ― имя «ночь».  

Настал вечер, настало утро ― первый день.  

 وَدَعَا اللهُ النُّورَ نهََارا وَالظُّلْمَةُ دَعَاهَا لَيْلا.  5  

 .وَكَانَ مَسَاءٌ وَكَانَ صَباَحٌ يوَْما وَاحِدا 

 

  
創世記 天地の創造 (概念操作の基本。生 眠食性物金休・祝) 

1 日目 天空や大地、光を御創造され、昼と夜を名付けられた。 

2 日目 大空：天をつくられ、水を上と下にわけられた。(聖俗) 

3 日目 地や海、植物等をつくられた。(複数の体系的な基礎) 

4 日目 太陽と月、星々をつくられた。(1日目と関連、不触の無限美) 

5 日目 水生生物や鳥類をつくられた。(2日目と関連、応用の理論) 

6 日目 獣や家畜等、人をつくられた。(3日目と関連、理性や自由) 

7 日目 安息された。(創始者が休んでも、自存を続ける確認) 
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םְ׃ְְ י  מָּ ְ  םְלָּ י   ְ יןְמַּ ילְבְֵ  ד ְ  בְּ יְמַּ  ְ ה  יְ  םְו  י   ְ מָּ ךְהַּ ו  ת  יְַּעְבְּ  ְ ק  יְרָּ  ְ ה  יםְיְּ ְאֱלֹה ְ  אמֶר  י ְ   גְפ6ְְְוַּ

ََّّ םְ  י  מְַּ  יןְהַּ לְבְֵ  דְֵ  יְַּבְְּ  ְוַּ יַּעְ  ק  רָּ ְאֶת־הָּ יםְ  ְְאֱלֹה  ש  יַּ עַּ  7ְוְַּ

ְ ְרְ אֲשְֶ תַּ ק ְ מ  רָּ תְלָּ מְַּ בְֵ יַּעְוּחַּ םְאֲשְֶ יןְהַּ ְ י  ְ َّלְ רְמֵעַּ ק  רָּ יְ יַּעְוְַּ֭לָּ ה    ן:ְְכְֵ ־יְּ
י:ְְ  ְ ְשְֵנ  םְ  ו  קֶרְיְ  י־ב ְ  ה  ַֽיְּ רֶבְוַּ  י־עְֶ  ה  ַֽיְּ םََّّוַּ  י   ְ מָּ יַּעְשְָּ  ְ ק  רָּ  ְ יםְלָּ  ְ אְאֱלֹה   ְ רָּ קְּ יְ   8ְוַּ

 

6 神
シェン 2

说
シゥオ 1

， 

诸
ヂゥー1

水
シゥェイ 3

之
ヂィー1

间
ヂィェン 1

要
ィアォ 4

有
イォウ 3

空
コォン 1

气
チィー4

， 

将
ヂィァン 1

水
シゥェイ 3

分
フェン 1

为
ウェイ 2

上
シァン 4

下
シィア 4

。 

7 神
シェン 2

就
ヂォウ 4

造
ヅァォ 4

出
チゥー1

空
コォン 1

气
チィー4

， 

将
ヂィァン 1

空
コォン 1

气
チィー4

以
イー3

下
シィア 4

的
ドゥーァ

水
シゥェイ 3

， 

空
コォン 1

气
チィー4

以
イー3

上
シャン 4

的
ドゥーァ

水
シゥェイ 3

分
フェン 1

开
カァィ 1

了
ルゥーァ

。 

事
シィー4

就
ヂォウ 4

这
ヂゥーァ 4

样
イァン 4

成
チァン 2

了
ルゥーァ

。 

8 神
シェン 2

称
チェン 4

空
コォン 1

气
チィー4

为
ウェイ 2

天
ティェン 1

。 

有
イォウ 3

晚
ウァン 3

上
シァン 4

， 

有
イォウ 3

早
ヅァォ 3

晨
チェン 2

， 

是
シィー4

第
ディー4

二
ウーァル 4

日
リィー4

。 『マンダリン訳聖書』 

 

6 And God said,  

Let there be a firmament in the midst of the waters, 

and let it divide the waters from the waters.  

7 And God made the firmament, and divided the 

waters which were under the firmament from the 

waters which were above the firmament: and it was so.  

8 And God called the firmament Heaven.  

And the evening and the morning were the second day.  
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6 神 は 言 わ れ た 。 「 水 の 中 に 大 空 が あ り 、 

水 と 水 を 分 け る よ う に な れ 。 」 

7 神は大空を造り、大空の下の水と、大空の上の水とを 

分 け ら れ た 。 そ の よ う に な っ た 。 

8 神 は 大 空 を 天 と 呼 ば れ た 。 

夕 べ が あ り 、 朝 が あ っ た 。 第 二 の 日 で あ る 。 

 

6 И сказар Бог: «Пусть средь воды́ будет свод, 

разделяющий во́ды надвое». И стало так.  

7 Бог создал свод,  
и отделил воды под сводом от вод над сводом,  

8 и дал своду имя «небо».  

Настал вечер, настало утро ― второй день.  
 

 .« الْمِياَهِ. وَلْيكَُنْ فاَصِلا بَيْنَ مِياَهٍ وَمِياَهٍ وَقاَلَ اللهُ: »لِيكَنُْ جَلدٌَ فيِ وَسَطِ  6  
 فعَمَِلَ اللهُ الْجَلدََ  7  

 .وَفَصَلَ بَيْنَ الْمِياَهِ الَّتيِ تحَْتَ الْجَلدَِ وَالْمِياَهِ الَّتيِ فَوْقَ الْجَلدَِ. وَكَانَ كَذلَِكَ 
 .وَكَانَ صَباَحٌ يَوْما ثاَنِيا وَدَعَا اللهُ الْجَلدََ سَمَاءً. وَكَانَ مَسَاءٌ  8  

 

 
ְ  

 ユダヤ 教 三巡礼祭 ְַּגְח  (七大祭という分類もある) 

熟慮した いずれの実践にも、具体的な現世利益もある。 

仮庵
かりいお

の祭り (スコット、Sukkot)  ְותְכְס  

ザドク暦 第七のホデシュの15日。(満月の日)(事
慈

前
善

に転じ、夏の避暑キャンプ) 

太陽暦10月頃。(ユダヤ暦は太陰太陽暦：月の動きで決まる) 

10 月の過ごしやすい時によく食べて収穫を祝うこと。(∽彼岸) 

・仮の家屋に住む 等 レビ記23章34～43節 (秋の収穫祭) 

過
すぎ

越
こし

 (除酵祭、ペサハ、Passover) ְח  פֶסַּ

ザドク暦 第一のホデシュの14日。(事前に転じ、冬の防寒対策。) 

ユダヤ暦ではニサンの月14 日。(宗教暦の1月、政治暦の7月) 

グレゴリオ暦(太陽暦)3月末から4 月頃。(越冬後の体力回復) 

・神への祭り として代々 祝われたい 出エジプト記12 章14 節 他 

七
なな

週
しゅう

の祭り (シャブオット、Shavuot) ְָּתְעוְ בוּש  

ザドク暦 第三のホデシュの15 日。(事前に転じ、年度末や新年度の準備) 

太陽暦５月または６月。過越より7 週間後。週： עְַּבוּשְָּ に由来。 

・タナハの学習 等 レビ記23 章15～16 節 (新年度の予習・復習) 

暦の動きや行事、体調管理は日本の暦や二十四節気も参考に。 
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דְְ ם ְְאֶחְָּ  ו  קְ  ם ְَّאֶל־ מָּ י  מְַּ  שְָּ תְהַּ חַּ  ְ תַּ םְמ  י  מְַּ  וְְּהַּ וְ  קְָּּ  יםְי  ְאֱלְֹה ְ  מֶרְ  אְ   דפ9ְְוַּיְ 

 ְ תֵרָּ יַּבְָּאְֶ וְּ ְ הְהַּ ַֽשָּ יְ הְוַּ  ה  ן:ְְכְֵ ־ְיְּ  
רֶץְְ ְאְֶ  הְ  שְָּ יַּבְָּ  יםְ|ְלַּ  ְ אְאֱלֹה   ְ רָּ קְּ יְ   10ְוַּ

מ ְ וּ וְֵ לְּ ְ קְּ מַּ םהְהַּ ְ َّי  רָּ ְ קָּ יַּ ַֽאְיַּמ  ְ יםְוַּ אְאֱלֹה  בְטְ ־ייםְכְ רְּ ְְ׃ו   

ְְ ו  ינְ  מ ְ  ְלְּ יְ  ר  שְֶהְפְְּ יְע ְ  ְַ֞ ר  ְפְְּ ץְ  עְעְֵ  רַּ יַּעְזְֶ   ְ ר   זְּ שְֶאְעֵ ְשְֶבְَّמַּ ְדְֶ  רֶץְ  אְָּ  אְהָּ שְֵ  דְְּ  יםְתְַּ ְאֱלְֹה ְ  אמֶרְ  י ְ   11ְוַּ
עוְ َّראֲשְֶ  לבְ ־זַּרְּ ְעַּ ְ ־ְו  אָּ ַֽהָּ יְ רֶץְוַּ  ה  ׃ְןכְֵ ־יְּ  

ר  ְיְְ שְֶהְפְְּ ץְע ְ  עְֵ  הוּََّّוְּ נְֵ  יְ  מ  ְלְּ עְ  רַּ יַּעְזְֶ   ְ ר   זְּ ְשְֶאְעְֵ שְֶבְמַּ רֶץְדֶ  אְָּ  אְהָּ צְֵ   12ְוַּתו ְ 

עוְ אֲשְֶ  יְ בְ ־רְזַּרְּ מ  ְלְּ יַּ ְַֽהוּנֵ ו  אוַּ ְ َّרְּ ב:ְְטְ ־ייםְכְ אֱלֹה  ו   
יש  ְי:ְְ ל  םَّשְְּ ו  קֶרְיְ  יְ־ב ְ  ה  רֶבְוְַּ֭יְּ י־ עְֶ  ה   13ְוְַּ֭יְּ

 
9 कफि पिमेश्वि ने कहा, आकाि के नीचे का र्र् एक स्िान में इकट्ठा 
हो र्ाए औि सूखी भूशम द्वदखाइु दे; औि वैसा ही हो गया ।  
10 औि पिमेश्वि ने सूखी भूशम को पथृ्वी कहा;  
ििा र्ो र्र् इकट्ठा हजआ उसको उसने समजद्र कहा:  

औि पिमेश्वि ने देखा कक अच्छा है ।  
11 कफि पिमेश्वि ने कहा, पथृ्वी से हिी घास, ििा बीर् वारे् छोटे छोटे 
पेड़, औि फर्दाइु वकृ्ष भी स्र्नके बीर् उन्ही में एक एक की र्ाति के 
अनजसाि होिे हैं पथृ्वी पि उगें; औि वैसा ही हो गया ।  
12 िो पथृ्वी से हिी घास, औि छोटे छोटे पेड़ स्र्न में अपनी अपनी 
र्ाति के अनजसाि बीर् होिा है, औि फर्दाइु वकृ्ष स्र्नके बीर् एक एक 
की र्ाति के अनजसाि उन्ही में होिे हैं उगे;  
औि पिमेश्वि ने देखा कक अच्छा है ।  
13 ििा साझं हजइु कफि भोि हजआ । इस रकाि िीसिा द्वदन हो गया ॥  

『ヒンディー語訳聖書』(श्व:śva ट्ठा:Tthā द्र:dra)  

 

9 And God said, Let the waters under the heaven  

be gathered together unto one place,  
and let the dry land appear: and it was so.  

10 And God called the dry land Earth;  

and the gathering together of the waters called he Seas:  
and God saw that it was good.  

11 And God said, Let the earth bring forth grass, the herb 

yielding seed, and the fruit tree yielding fruit after his kind, 
whose seed is in itself, upon the earth: and it was so.  

12 And the earth brought forth grass, and herb yielding 
seed after his kind, and the tree yielding fruit, whose seed 

was in itself, after his kind: and God saw that it was good.  

13 And the evening and the morning were the third day.  
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9 神は言われた。「天の下の水は一か所に集まり、 

乾 い た 所 が 現 れ よ 。 」 そ の よ う に な っ た 。 

1 0 神は乾いた所を地と呼び、水の集まった所を 

海 と 呼 ば れ た 。 神 は 見 て 良 し と さ れ た 。 

11 神は言われた。「地は草木を生えさせよ。種をつける 

草と種のある実を結ぶ果樹を、それぞれの種類に従って 

地 上 に 生 え さ せ よ 。 」 そ の よ う に な っ た 。 

1 2 地 は 草 木 を 生 じ さ せ 、 種 を つ け る 草 を 

それぞれの種類に従って、種のある実をつける木を 

そ れ ぞ れ の 種 類 に 従 っ て 生 じ さ せ た 。 

神 は ( そ れ ら の 天 国 を ) 見 て 良 し と さ れ た 。 

1 3 夕べがあり、朝があった。第三の日である。 

 

9 И сказал Бог: «Пусть воды, что под небом, соберутся 

вместе и покажется суша». И стало так. Воды, что под 

небом, собрались вместе ― и показалась суша.  

10 Бог дал суше имя «земля», а собравшимся водам ― 

имя «моря». И увидел Бог, как это хорошо.  

11 И сказал Бог: «Пусть земля порастет растениями: 

травами, которые будут давать семена, и деревьями разных 
видов, которые будут давать плоды с семенами».  

И стало так.  

12 Земля породила растения: травы разных видов,  
дающие семена, и деревья разных видов, приносящие 

плоды с семенами. И увидел Бог, как это хорошо.  

13 Настал вечер, настало утро ― третий день.  

 

 وَقاَلَ اللهُ:  9  
 »لِتجَْتمَِعِ الْمِياَهُ تحَْتَ السَّمَاءِ الىَ مَكَانٍ وَاحِدٍ وَلْتظَْهَرِ الْياَبسَِةُ«.  

 .وَكَانَ كَذلَِكَ 
 وَدَعَا اللهُ الْياَبسَِةَ ارْضا وَمُجْتمََعَ الْمِياَهِ دَعَاهُ بحَِارا.  10  

 .وَرَاى اللهُ ذلَِكَ انَّهُ حَسَنٌ 
 وَقاَلَ اللهُ:  11  

الارْضُ عُشْبا وَبقَْلا يبُْزِرُ بزِْرا وَشَجَرا ذاَ ثمََرٍ يعَْمَلُ ثمََرا    »لِتنُْبتِِ 
 .كَجِنْسِهِ بِزْرُهُ فِيهِ عَلىَ الارْضِ«. وَكَانَ كَذلَِكَ 

 فاَخْرَجَتِ الارْضُ عُشْبا وَبقَْلا يبُْزِرُ بزِْرا كَجِنْسِهِ  12  
 .وَرَاى اللهُ ذلَِكَ انَّهُ حَسَنٌ   وَشَجَرا يعَْمَلُ ثمََرا بِزْرُهُ فِيهِ كَجِنْسِهِ. 

 .وَكَانَ مَسَاءٌ وَكَانَ صَباَحٌ يوَْما ثاَلِثا 13  
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םְְ י  מְַּ  שְָּ יַּעَّהַּ  ְ ק  רְּ ת ְְבְ  ר ְ  אְ  יְמְּ  ְ ה  יםְיְּ ְאֱלֹה ְ  אמֶרְ  י ְ   הפ14ְְְוַּ

 ְ ד  בְּ הַּ יְ֭ילְבְֵ לְּ םְוּיןְהַּ ְ בְֵ ו  לָּ יְ יןְהַּ הָּ הְוְּ לָּ אְ ََّّוּיְּ מְ וְְּת ְתְ לְּ ְ ו ְ לְּ ְ יםְוּעֲד  יָּמ  שְָּלְּ ׃ְיםנ  ְ יםְוְּ  
ןְ: ־כְֵ  יְ  ה  רֶץְוְַּ֭יְּ  ְ אָּ ל־ְהָּ ירَّעַּ  ְ א  הָּ םְלְּ י  מְַּ  שְָּ יַּעְהַּ  ְ ק  רְּ ְבְ  תְ  רְ  או  מְּ וְְּל  יְ  הָּ  15ְוְּ

יםְְ  ְ ל  ד  גְְּ ְתְהַּ ר   א ְ  מְְּ נֵ יََّّהַּ ת־שְְּ יםְאְֶ  ש ְְאֱלֹה ְ  יַּ עַּ  16ְוַּ

מְָּ־ אֶת גְָּא ְהַּ רְהַּ מֶמְְּ ְְלְ דְ ו  יְ ََّّלֶתשְֶ לְּ םְְהַּ ו   
אֶת מְָּ־ ְוְּ קְָּּאְ הַּ רְהַּ ןְ ו  מֶמְְּ ְט  לְַּ שְֶ לְּ אְֵ לֶתְהַּ לָּהְוְּ כְَّתְיְּ ְ הַּ ב  כָּ ים:ְְו   

רֶץ:ְְ  ְ אָּ ל־ְהָּ ירְעַּ  ְ א  הָּ םَّלְּ י   ְ מָּ שְָּ יַּעְהַּ  ְ ק  רְּ יםְבְ   ְ םְאֱלְֹה   ְ תָּ ןְאְ  תְֵ  י   17ְוַּ

ב:ְְ י־ט ְו  יםَّכְ   ְ אְאֱלֹה  יַּ ַֽרְּ שְֶךְוַּ ח ְ  יןְהַּ רְוּבְֵ  ו  אְ  יןְהָּ ילְבְֵ  ד ְ  בְְּ  להََّّוְּ֭לֲהַּ יְְּ  לְַּ  םְוּבַּ ו  יְ  ְבַּ לְ  שְ  מְְּ  ל   18ְוְּ
י׃ְ  ְ יע  ב  ְרְּ םְ  ו  קֶרְיְ  י־ב ְ  ה  ַֽיְּ רֶבְוַּ  ־עְֶ  יְ  ה  ַֽיְּ  19ְוַּ 

 
14 And God said, Let there be lights in the firmament of the 

heaven to divide the day from the night; and let them be  

for signs, and for seasons, and for days, and years:  
15 And let them be for lights in the firmament of the heaven 

to give light upon the earth: and it was so.  
16 And God made two great lights; the greater light  
to rule the day, and the lesser light to rule the night:  

he made the stars also.  
17 And God set them in the firmament of the heaven  
to give light upon the earth,  
18 And to rule over the day and over the night, and to divide 

the light from the darkness: and God saw that it was good.  
19 And the evening and the morning were the fourth day.  

『英訳聖書』 

 

  

メシア( יחַ   。救世主、油を注がれた者)が来臨し、人々を救うという預言がある、מָשִׁ

王の末裔で、メシア的王国を樹立する。(キリスト教のメシアはイェス。) 

キリストは大祭司。ユダヤの祭司レビは富や世俗にも長けた大王的存在。 

教典『タルムード』は改良を重ねられてきた生活や思想の基礎。ユダヤ教は

教育を重視する。憩いの場と裁きの場の概念がある。贖罪の日(肉的死)に、善の

記憶が神に帰り再創造され、悪の記憶がなくなる。神との生こそが天国。 

第七天 アラボット  

 ערבות

第六天 メホナー(メホン、マホン、マコン、ゼブル)    

נָּהְ כו  列王記一 (מכון) מְּ 7 章 30 節、申命記 28 章 12 節 

第五天 マオン(メオン、マテイ、マコン)    

ן עו  申命記 מְּ 26 章 15 節、詩篇 42 章 9 節 

第四天 ゼブル(マカノン、マケン)    

ב ל ) זְּ זבול)ְ  イザヤ書 63 章 15 節 

第三天 シェハキム(サグン、シェハクィム)  

יםְ ק  חָּ 詩篇 שְּ 78 章 23 節、詩篇 19 章 7 節 

第二天 ラキア(ラクィア) 

יעְַּ ק  創世記 רְּ 1 章 17 節 

第一天 ヴィロン(ם י  מַּ    (シャマイム、シャマイン：שָּ

イザヤ書 וילון 40 章 22 節 
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14 神は言われた。「天の大空に昼と夜を分ける 

光るものがあり、季節や日や年のしるしとなれ。 

15 天の大空に光るものがあって、地上を照らせ。」 

そのようになった。 

1 6 神 は 二 つ の 大 き な 光 る も の を 造 ら れ た 。 

昼を治める大きな光るものと、 

夜を治める小さな光るものである。また星を造られた。 

17 神は地上を照らすため、それらを天の大空に置かれた。

18 昼と夜を治めるため、光と闇を分けるためである。 

神 は ( そ れ ら の 天 国 を ) 見 て 良 し と さ れ た 。 

1 9 夕べがあり、朝があった。第四の日である。 

 

14 И сказал Бог: «Пусть будут светила на своде небесном, 

чтобы отделять день от ночи, указывать сроки,  

отмерять дни и года.  
15 Пусть светят они с небесного свода и освещают землю». 

И стало так.  

16 Бог создал два больших светила (большее ―  чтобы 

оно управляло днями, меньшее ― чтобы  

оно управляло ночами) и звезды.  
17 Бог поместил их на своде небесном,  

чтобы они освещали землю,  

18 управляли днями и ночами и отделяли свет от тьмы.  
И увидел Бог, как это хорошо.  

19 Настал вечер, настало утро ― четвертый день.  
 

النَّهَارِ وَاللَّيْلِ  وَقاَلَ اُلله: »لِتكَُنْ انْوَارٌ فيِ جَلدَِ السَّمَاءِ لِتفَْصِلَ بَيْنَ  14  
 .وَتكَُونَ لاياَتٍ وَاوْقاَتٍ وَايَّامٍ وَسِنِينٍ 

 .وَتكَُونَ انْوَارا فيِ جَلدَِ السَّمَاءِ لِتنُِيرَ عَلىَ الارْضِ«. وَكَانَ كَذلَِكَ 15  
 فعَمَِلَ اُلله النُّورَيْنِ الْعظَِيمَيْنِ:  16  

 .ورَ الاصْغرََ لِحُكْمِ اللَّيْلِ وَالنُّجُومَ النُّورَ الاكْبرََ لِحُكْمِ النَّهَارِ وَالنُّ 
 وَجَعلَهََا اللهُ فيِ جَلدَِ السَّمَاءِ لِتنُِيرَ عَلىَ الارْضِ 17  
 وَلِتحَْكُمَ عَلىَ النَّهَارِ وَاللَّيْلِ وَلِتفَْصِلَ بَيْنَ النُّورِ وَالظُّلْمَةِ.  18  

 .وَرَاى اللهُ ذلَِكَ انَّهُ حَسَنٌ 
 .وَكَانَ مَسَاءٌ وَكَانَ صَباَحٌ يوَْما رَابعِا 19  
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י ְ 20ְפְְו   יםְְאֱלֹה ְ ְאמֶרְ וַּ

שְְּ ְ י  מְְְַּוּצְ רְּ םְשְֶ הַּ יָּ ְְְפֶשנֶ َّרֶץי  עחַּ עְְפְ וְ הְוְּ לְ פְֵ ו ְ יְּ אְָּ ־ףְעַּ להָּ ְ נֵ פְְּ־רֶץְעַּ ק  שְָּََّّיַּעיְרְּ ְ הַּ ם:ְְמָּ  י 
יְ 21ְ ְ וַּ רָּ  יםְְה ְ אֱלְְֹאְ בְּ

תְַּ־אֶת ְ נ ְ הַּ גְְּינ  ְ םְהַּ ל  אְֵ ََّّיםד  ְְְפֶשנֶ ְ־לתְכְָּוְּ יָּ ְהַּ֭ ְ חַּ מְֶ הְ|ְהָּ ְר  צְ שְְָּרְ תְאֲשְֶשֶ  מְַּ ְוְּרְּ םְהַּ  ََّّי 

 ְ מ  אְֵ ינֵהְֶ לְּ יְ ְנָּףְ ףְכְָּוְ עְ ־לתְכְָּםְוְּ מ   ְְהוּנְֵ לְּ
יַּ ַֽ ְ וַּ אְאֱלֹה   ב:ְְוְ טְ ־ייםְכְ רְּ
22ְ ְ בָּ יְּ ְ ְרֶךְ וַּ תָּ ְ א   יםְְםְאֱלֹה 

ְרְפְְּלֵאמ ְ  בְ וּَّוּר  לְְּ וְְּוְּרְּ מְַּ ־ְאֶתְוּא ְמ  ם ְהַּ ע ְ מ ְ יְַּ בְְַּי  הָּ ְ וְ יםְוְּ ְ בְָּَّבְרְֶ ףְי   רֶץ:ְאָּ
23ְַֽ יוַּ  ה  ַֽעְֶ ־ יְּ ירֶבְוַּ  ה  יש  ְְםְ וְ קֶרְיְ ב ְ ־יְּ  י:ְְחֲמ 

 
20 Und Gott sprach: Es errege sich das Wasser mit webenden 
und lebendigen Tieren,  

und Gevögel fliege auf Erden unter der Feste des Himmels.  
21 Und Gott schuf große Walfische und allerlei Getier,  

daß da lebt und webt, davon das Wasser sich erregte,  

ein jegliches nach seiner Art, und allerlei gefiedertes Gevögel, 
ein jegliches nach seiner Art. Und Gott sah, daß es gut war.  
22 Und Gott segnete sie und sprach:  

Seid fruchtbar und mehrt euch und erfüllt das Wasser im Meer;  
und das Gefieder mehre sich auf Erden.  
23 Da ward aus Abend und Morgen der fünfte Tag.  

『ドイツ語訳聖書』 
 

20 And God said, Let the waters bring forth abundantly  
the moving creature that hath life, and fowl that may fly above 

the earth in the open firmament of heaven.  

21 And God created great whales, and every living creature  
that moveth, which the waters brought forth abundantly,  

after their kind, and every winged fowl after his kind:  

and God saw that it was good.  
22 And God blessed them, saying, Be fruitful, and multiply,  

and fill the waters in the seas, and let fowl multiply in the earth.  

23 And the evening and the morning were the fifth day.  
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20 神は言われた。「水は群がる生き物で満ち溢れ、 

鳥は地の上、天の大空を飛べ。」 

21 神は大きな海の怪獣を創造された。 

水に群がりうごめくあらゆる生き物を 

それぞれの種類に従って、また、翼のあるあらゆる鳥を 

それぞれの種類に従って創造された。 

神 は ( そ れ ら の 天 国 を ) 見 て 良 し と さ れ た 。 

22 神はそれらを祝福して言われた。 

「産めよ、増えよ、海の水に満ちよ。鳥は地に増えよ。」 

2 3 夕べがあり、朝があった。第五の日である。  

 
20 И сказал Бог: «Пусть вода кишит живыми существами. А 
над землей, по своду небесному, пусть летают птицы».  
21 И Бог сотворил огромных чудищ морских и разные виды 

живых существ, которые снуют и кишат в воде, и разные 
виды крылатых птиц. И увидел Бог, как это хорошо,  
22 и благословил их: «Будьте плодовиты и многочисленны, 

заселяйте воды морей. А на земле пусть будет много птиц».  
23 Настал вечер, настало утро ― пятый день.  
 

افاَتٍ ذاَتَ نفَْسٍ حَيَّةٍ  20    وَقاَلَ اللهُ: »لِتفَِضِ الْمِياَهُ زَحَّ
 .« وَلْيطَِرْ طَيْرٌ فوَْقَ الارْضِ عَلىَ وَجْهِ جَلدَِ السَّمَاءِ 

 فَخَلقََ اللهُ التَّناَنِينَ الْعِظَامَ وَكُلَّ نفَْسٍ حَيَّةٍ تدَِبُّ الَّتيِ فاَضَتْ بهَِا  21  
 .ا وَكُلَّ طَائرٍِ ذِي جَناَحٍ كَجِنْسِهِ. وَرَاى اللهُ ذلَِكَ انَّهُ حَسَنٌ الْمِياَهُ كَاجْناَسِهَ 

الْبحَِارِ.  22   فيِ  الْمِياَهَ  وَامْلاي  وَاكْثرُِي  قاَئلِا: »اثمِْرِي  وَباَرَكَهَا اللهُ 
 .« وَلْيكَْثرُِ الطَّيْرُ عَلىَ الارْضِ 

 .خَامِسا وَكَانَ مَسَاءٌ وَكَانَ صَباَحٌ يوَْما  23  
  

カシェルート ְרוּת שְּ  ユダヤ 教の食べる生き物の清浄規定、カシェルな状態 ：  כַּ

カシェル、コシェル、コーシャ ְשֵר  、ユダヤ 教戒律に適合したもの ： כָּ

相応しい状態を示す形容詞。「イーシュ・カシェル」と言えば律法に適う人物 

キリスト教：霊主肉従 苦肉は、わたしたちを神に導くものではない。1コリント8章8節  

感謝して食べる 空腹で食べる 市場で売られている物を食べるetc.   1コリント 

ハラル、ハラール َََّّّلاَّلَّح  (Halāl)   َّهاَّلََّل(ウイグル語) ：合法的な物・事 

ハラーム َّحراَّم (Harām) ：やってはいけない物・事 (世俗化すると緩い戒) 

・清い動物 七つがい、清くない動物 一つがい ずつ  レビ記 第11章 

1.４つ足の獣のうち、蹄〔ひづめ〕が全く分かれ、反芻〔はんすう〕するもの 

2.水生生物でヒレと鱗のあるもの 鳥の極一部 昆虫のイナゴ・バッタの極々 一部 

・野外で獣に裂き殺された動物の肉や、自然に死んだ動物の肉は食べない 

・血を食べてはいけない  レビ記 第17章、出エジプト記 第22章 

・一定の仕方で、生き物を苦しめず食肉処理すること (シェヒーター) 

・子の肉をその母の乳で煮てはならない 出エジプト記23章19節 

どれも自然科学的根拠があり、実践的戒律。(生物的遺伝も考慮し、縛られ過ぎない様に) 
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י ְ 24ََّّפז  יםְְאֱלֹה ְ ְאמֶרְ וַּ

אְָּ צְֵ וְ ת יְָּפֶשרֶץְנֶ אְהָּ ינְָּ ََّّהְ חַּ מ  ְ בְְְּהּלְּ רְֶ הֵמָּ ְ ְְמֶשְ הְוָּ חַּ ינָּ אְֶ ־וְ תְיְְּ וְּ מ  ַֽََّّהּרֶץְלְּ יְ וַּ  ה   כֵן:ְְ־יְּ
יַּ 25ְ ְוַּ ש  יםְ ְעַּ  ְְאֱלֹה 

יְַּ ־אֶת אְָּ ְְת ְחַּ ינְָּ َّרֶץהָּ מ  אֶתְְְהּלְּ בְְּ־וְּ הְ הַּ ינְָּ ְהֵמָּ מ  אְֵ ְהְּלְּ ְ َّמֶשְרְֶ ־לתְכְָּוְּ ְ הָּ מָּ יְ אֲדָּ מ   ְְהוּנֵ הְלְּ

יַּ ַֽ ְ וַּ אְאֱלֹה    ׃ְבְוְ טְ ־ייםְכְ רְּ
יםְְ ְאֱלְֹה ְ  אמֶרְ  י ְ   26ְוַּ

 ְ ְ הְאְָּעֲשְֶ נַּ מְֵ םְבְְּדָּ לְּ מוּכְ ְְנוּצַּ ََّّנוְּתְֵ דְּ  

דוְּ  רְּ י  גְַּ ְוְּ דְּ יְָּ ב  ע ְ םְוּתְהַּ שְָּוְ בְּ םְוּמְַּ ףְהַּ בְְּי  הְ בַּ כְָּ וּََّّהֵמָּ אְָּ ־ְלבְּ َّרֶץהָּ  
לוּ כָּ רְֶ ־בְּ ְְְמֶשהָּ מְֵ הָּ֭ לְשר  ְ הְָּ־ְעַּ ََّّ׃רֶץאָּ  

יםְְ  ְ לֶםְَّאֱלֹה  צֶ ְ  ְבְְּ וְ  מְ  לְְּ  צַּ ם ְَّבְְּ דָּ ְאְָּ יםَّ|َّאֶת־ְהָּ֭  ְ ְאֱלְֹה  אְ   ְ רָּ בְּ יְ   27َّוַּ

ְ בְָּ ת ְרָּ ְ ְוְ אְא  ְ רְוּזָּכָּ קֵבָּ ְ הְבְָּנְּ ְ אְאְ רָּ ם׃ְתָּ  
יםְְ םְאֱלְֹה ְ  הְֶ  َّלָּ אמֶרְ  י ְ  ְְוַּ יםְ  ְאֱלְֹה  םְ  תָּ רֶךְאְ   ְ בָּ יְּ  28َّוַּ

ְפְְּ בְ וּََّّוּר  לְְּ וְְּוּרְּ ְ ־ְאֶתְוְּא ְמ  אָּ רֶץְְהָּ  
בְְּ  כ  ְ וְּ ְוּש  דְַ֞הָּ ְ בְ ְוּרְּ גַּ יְָּדְּ ע ְ וּََّّם ְתְהַּ שְָּוְ בְּ םְוּמְַּ ףְהַּ לי  כָּ יָּ ְ־ְבְּ ְחַּ מֶ ְ הְהָּ֭ לَّתשְֶר  ְ ־ְעַּ אָּ ََّّ׃רֶץהָּ  

יםְְ ְאֱלֹה ְ  אמֶרְ  י ְ   29َّוַּ

נְֵ כְֶ ְיְתְ נָּתַּ ְְהְ ה  רְֵ َّ|َّבְשְֶעְֵ ־לכְָּ־ְאֶתَّםְלָּ ְזְֶ ז  עְְעַּ רַּ  
לְרְ אֲשְֶ לְְנֵיְ פְְּ־עַּ אְָּ ־ְכָּ אֶתְَّרֶץהָּ עְֵ ־ְלכְָּ־וְּ ץְְהָּ  

יְ ְוְ בְ ־ראֲשְֶ ר  רְֵ עְֵ ־פְּ ְזָּ ַֽץְז  כְֶ עַּ עְלָּ ְ َّםרַּ יֶ ְי  אְָּהְּ ְ הְלְּ לָּ ََّّה:כְּ  

םְְ י  מְַּ  שְָּ ףََّّהַּ וְ  ל־ עְ  כָּ רֶץְוּלְּ ְאְָּ יַּ ְת ְְְהָּ  ל־ חַּ כְָּ   30ְוְּ֭לְּ
כ ְ וּ לְשְמֵ ְ וְ לְ|ְרלְּ יְָּ َّפֶשנֶ ְו ְ בְ־ררֶץְאֲשְֶאְָּ הְָּ־ְעַּ אְָּשְֶרֶקְעְֵ יֶ ַֽ־לכְָּ־ְהְאֶתחַּ ְ בְלְּ לָּ ַֽכְּ יְ הְוַּ  ה  ׃ןכְֵ ־ְיְּ   

יַּ 31ְַֽ ים ְוַּ אְאֱלֹה   ְְרְּ

ְאֲשְֶ ־לכְָּ־אֶת שָּ  נְֵרְעָּ ה  א  ְََّّבְ וְ ט ְ־ְהְ הְוְּ יְדְוְַּ֭מְּ ה  הְ רֶבְוְַּ֭עְֶ ־יְּ ש  ְְְם ְוְ קֶרְיְ ־ב ְ יְּ ש   ְְ׃יהַּ
 

 لِتخُْرِجِ الارْضُ ذوََاتِ انْفسٍُ حَيَّةٍ كَجِنْسِهَا:  » وَقاَلَ اللهُ:  24  
 .. وَكَانَ كَذلَِكَ « بَهَائمَِ وَدَبَّاباَتٍ وَوُحُوشَ ارْضٍ كَاجْناَسِهَا 

فعَمَِلَ اللهُ وُحُوشَ الارْضِ كَاجْناَسِهَا وَالْبهََائمَِ كَاجْناَسِهَا وَجَمِيعَ دَبَّاباَتِ  25  
 .رَاى اللهُ ذلَِكَ انَّهُ حَسَنٌ الارْضِ كَاجْناَسِهَا. وَ 

 نعَْمَلُ الانْسَانَ عَلىَ صُورَتِناَ كَشَبهَِناَ فَيَتسََلَّطُونَ  » وَقاَلَ اللهُ:  26  
 عَلىَ سَمَكِ الْبحَْرِ وَعَلىَ طَيرِْ السَّمَاءِ وَعَلىَ الْبَهَائمِِ وَعَلَى كُلِِّ الارْضِ  

بَّاباَتِ الَّتيِ تدَِبُّ عَلىَ الارْضِ   .« وَعَلىَ جَمِيعِ الدَّ
 فخََلقََ اللهُ الانْسَانَ عَلىَ صُورَتِهِ.  27  

 .وَانْثىَ خَلقَهَُمْ عَلىَ صُورَةِ اللهِ خَلقََهُ. ذكََرا  
 وَباَرَكَهُمُ اللهُ وَقاَلَ لهَُمْ:  28  
اثمِْرُوا وَاكْثرُُوا وَامْلاوا الارْضَ وَاخْضِعوُهَا وَتسََلَّطُوا عَلىَ سَمَكِ الْبحَْرِ  » 

 .« وَعَلىَ طَيْرِ السَّمَاءِ وَعَلىَ كُلِِّ حَيوََانٍ يدَِبُّ عَلَى الارْضِ 
دْ اعْطَيْتكُُمْ كُلَّ بقَْلٍ يبُزِْرُ بزِْرا عَلىَ وَجْهِ كُلِِّ الارْضِ  انِِّي قَ » وَقاَلَ اللهُ:  29  

 .وَكُلَّ شَجَرٍ فِيهِ ثمََرُ شَجَرٍ يبُزِْرُ بزِْرا لكَُمْ يكَوُنُ طَعاَما 
وَلِكُلِِّ حَيوََانِ الارْضِ وَكُلِِّ طَيرِْ السَّمَاءِ وَكُلِِّ دَبَّابةٍَ عَلىَ الارْضِ فِيهَا  30  

 .. وَكَانَ كَذلَِكَ « ةٌ اعْطَيْتُ كُلَّ عُشْبٍ اخْضَرَ طَعاَما نفَْسٌ حَيَّ 
 وَرَاى اللهُ كُلَّ مَا عَمِلهَُ فاَذاَ هوَُ حَسَنٌ جِدِّا.  31  

 .   『アラビア語訳聖書』 وَكَانَ مَسَاءٌ وَكَانَ صَباَحٌ يوَْما سَادِسا 
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24 神は言われた。「地は、それぞれの種類に従って、 

家畜、這うもの、地の獣をそれぞれの種類に従って 

生み出せ。」そのようになった。 

25 神は地の獣をそれぞれの種類に従って、家畜を 

それぞれの種類に従って、地を這うあらゆるものを 

それぞれの種類に従って造られた。 

神は(それらの天国を)見て良しとされた。 

26 神は言われた。「我々のかたちに、我々の姿に人を

造ろう。そして海の魚
うお

、空の鳥、家畜、地のあらゆる 

もの、地を這うあらゆるものを治めさせよう。」 

27 神は人を自分のかたちに創造された。 

神のかたちにこれを創造し 

男と女に創造された。 

28 神は彼らを祝福して言われた。 

「産めよ、増えよ、地に満ちて、これを従わせよ。 

海の魚
うお

、空の鳥、地を這うあらゆる生き物を治めよ。」  

29 神は言われた。「私は全地の面
おもて

にある、種をつける

あらゆる草と、種をつけて実がなるあらゆる木を、 

あなたがたに与えた。それはあなたがたの食物となる。 

30 また、地のあらゆる獣、空のあらゆる鳥、地を這う命

あるあらゆるものに、すべての青草を食物として与えた。」 

そのようになった。 

31 神は、造ったすべてのものを御覧になった。 

それは(各々の為の天国を見ると)極めて良かった。 

夕 べ が あ り 、 朝 が あ っ た 。 第 六 の 日 で あ る 。 

 

כ ְ 2ََّّ1ََّّפח יְּ שְְָּוּלְ וַּ ְ הַּ ְ מַּ אָּ הָּ םְוְּ לי  כָּ בְָּ ־ רֶץְוְּ ְ צְּ  ְְ׃םאָּ

ְ2ְ ְ כַּ יְּ ים ְְלְ וַּ שְְּיְ בְְַּאֱלֹה  םְהַּ יע ְ ו  ת ְב  אכְּ לַּ ְאֲשְֶ יְמְּ ְ ََّّרו  שָּ  הְְעָּ

יְ  ְוַּ םְיְ בְְַּת ְבְ שְּ  שְְּו  יע ְ הַּ כְָּב  ת ְ־ ליְמ  אכְּ לַּ ְ אֲשְֶ َّוְ מְּ שָּ  ְְ׃הרְעָּ

ְ3ְ ְ בָּ יְּ ים ְְרֶךְ וַּ שְְּיְ ־אֶתְאֱלֹה  םְהַּ יע ְ ו  דְֵ َّיְב  קַּ יְּ ת ְְשוַּ ְְא   ו 

 ְ ְשְָּיְבְ כ  ת ְו  כְְָּבַּ ת ְ־ למ  אכְּ לַּ ְ בְָּ־ְראֲשְֶَّוְ מְּ ְ ְאְ רָּ עֲש ְאֱלֹה  תיםְלַּ   ׃ְו 

 

2 1 こうして天と地、そしてその森羅万象が完成した。 

2 第 七 の 日 に 、 神 は そ の 業 を 完 成 さ れ 、 

 第七の日に、そのすべての業を終えて休まれた。 

3 神は第七の日を祝福し、これを聖別された。その日、 

神 は 救 済 創 造 の 御 業 を 完 了 し 、 

御 仕 事 を 休 ま れ た か ら で あ る 。 

『ッタナフ』律法
ﾄ ｰ ﾗ ｰ

 創世記 天地の創造  
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 ראלהְהדבריםְ
 

ר׃ְסְ  לֵאמ  

ְ  ים׃ְ ד  תְעֲבָּ י  בֵ  םְמ  י  רַּ  צְּ רֶץְמ  יךְָמֵאֶ  ת   צֵא  רְהו  יךְָאֲשֶ  הוָּ הְאֱלֹהֶ  י  ְיְּ כ  נ   6אָּ 

יַּ׃ְְ נָּ   ל־פָּ יםְעַּ יםְאֲחֵר    ְאֱלֹה    ךָ   יֶ ה־לְּ הְּ אְי   7ל  

הְְ מוּנָּ   ל־ תְּ ְ׀ְכָּ סֶל  פֶ    ְ ךָ  ה־לְּ עֲשֶ  א־תַּ  8ל   

ְ ר  אֲשֶ  תְוַּ חַּ תָּ   רֶץְמ  אָּ   ְבָּ ר  אֲשֶ  לְוַּ עַּ מַּ   ְ׀ְמ  ם  י  מַּ   שָּ ְבַּ ר  יְ אֲשֶ  מַּ  ַּתְמְ ְ׀ְם בַּ ח  רֶץ׃ְתַּ  אָּ   ְְלָּ  

אְְ נָּ  לְקַּ ְאֵ  יךְָ  הוָּ הְאֱלֹהֶ  ְְיְּ יְ  כ ַ֞ נ  יְאָּ ְכ   םְ  דֵ  בְּ עָּ אְתָּ ל   ְוְּ םְ  הֶ  ְלָּ חֲוֶ הְ  תַּ שְּ  9ל א־ת 

קֵד ןְְפ   תְְעֲו  ו  ב  יםְאָּ נ   ל־בָּ יםְְעַּ לֵש    ל־ ש  עַּ יםְוְּ בֵע   ל־ר  עַּ ְ ְוְּ אָּ ש נְּ ְי׃ לְּ  

ו׃ְסְְ תָּ  ו  צְּ  יְמ  רֵ  מְּ ש   יְוּלְּ הֲבַּ  א  יםְְלְּ פ    אֲלָּ ַּ ְְל  סֶדְ  ְחֶ   הְ  שֶ  ע     10וְּ

אְְ וְּ שָּ  יךְָלַּ הוָּ הְאֱלֹהֶ  ם־יְּ אְאֶת־שֵ  שָּ  אְת   11ל  

י אְכ   נַּקֶּהְ ְל   הְיְּ הוָּ  א׃ְסְְאְֵ ְיְּ וְּ שָּ  ְלַּ ו  מ  אְאֶת־שְּ שָּ   תְאֲשֶר־י   

יךְָ ְאֱלֹהֶ   הוָּ ה  ׀ְיְּ  ְ ךָ  וְּּ רְצ  אֲשֶ  ְכַּ ו  ש   דְּ קַּ תְלְּ בָּ   שַּ ְהַּ ם  ו  רְאֶת־י  ו  מ     12שָּ

׃ְְ ךָ  תֶ  אכְּ לַּ ל־מְּ ָּ ְכ  ְ  יתָּ ש  עָּ ְוְּ ד  עֲב   ַּ ְת  ים  תְיָּמ   שֶ   13שֵ 

הְ אכָּ  לָּ ל־מְּ הְכָּ עֲשֶ  אְתַּ יךְָל   ְאֱלֹהֶ   ְ ה  יהוָּ ְ׀ְלַּ ת  בָּ  יְשַּ יע    ב  שְּ ְהַּ ם  ו  י   14וְּ

ךְְָ תֶ  הֶמְּ ל־ בְּ כָּ ְוְּ ךָ   רְּ חֲמ   ְוַּ ךָ   רְּ שו  ְוְּ תֶךָ  אֲמָּ ־  וַּ ךָ  דְּ בְּ עַּ ךְָוְּ תֶ  ־וּב  ךָ  נְּ הְוּב  תָּ   אַּ

ךָ׃ְְ מ  ו  ְכָּ ךָ  תְּ אֲמָּ ְוַּ ךָ  דְּ בְּ ְעַּ וּחַּ ןְיָּנ  עַּ מַּ  יךְָלְּ רֶ  עָּ שְּ רְב  ְאֲשֶ  ךָ  ַֽרְּ גֵ   וְּ

ְ יךָ  הְאֱלֹהֶ   הוָּ   ְיְּ אֲךָ   צ    יּׄ םְוַּ י  רַּ   צְּ רֶץְמ  אֶ  ְ׀ְבְּ יתָּ  י    י־עֶ  ֶ֥֤בֶדְהָּ  ְ ְכ  ַ֞ תָּ  רְּ זָּכַּ  15וְּ

יךְָ הוָּ הְאֱלֹהֶ  ְיְּ ךָ  וְּּ ןְצ  ל־כֵ  הְעַּ טוּיָּ   ְנְּ עַּ ר   זְּ ְוּב  ה  ְחֲזָּקָּ  יָּ ד  ְבְּ ם  שָּ   מ 

ת׃ְסְְ בָּ  שַּ םְהַּ ו  תְאֶת־י  ו  עֲש   לַּ

יךְָ הוָּ הְאֱלֹהֶ  ְיְּ ךָ  וְּּ רְצ  אֲשֶ  ךְָכַּ מֶ  אֶת־א  ְוְּ יךָ  ב   דְאֶת־אָּ בֵ   16כַּ

ךְְ בְלָּ  יטַּ ְי   ן  עַּ מַּ  יךְָוּלְּ יכ  ןְיָּמֶ  ןְ׀ְיַּאֲר   עַּ מַּ   לְּ

ך׃ְסְְ ןְלָּ  תֵ  יךְָנ  הוָּ הְאֱלֹהֶ  הְאֲשֶר־יְּ מָּ  אֲדָּ ַּלְהָּ   ע 

׃ְסְְ ח  צָּ  רְּ ְת   א   17ל    

ְ  ף׃ְסְְ אָּ נְּ ְת   א  ל     18וְּ

ב׃ְסְְ נ    גְּ ְת   א  ל     19וְּ

א׃ְסְְ וְּ ְשָּ  ד  ְעֵ  עֲךָ  רֵ  עֲנֶ הְבְּ ־תַּ א  ל    20וְּ

שֶתְרֵעֶ ךְָסְְ דְאֵ  מ   חְּ אְתַּ ל     21וְּ

ךְְָ יתְרֵעֶ  הְבֵ  וֶּ  אַּ תְּ אְת  ל    וְּ

ךָ׃ְסְְ רֵעֶ  רְלְּ לְאֲשֶ  כ   ְוְּ ו  ר  חֲמ  ְוַּ ו   ר  תו  ְשו  אֲמָּ ְוַּ ו   ד  בְּ עַּ ְוְּ הוּ  דֵ   שָּ

הְ הוָּ  ְיְּ בֶר  לֶהְד  אְֵ  יםְהָּ ר   בָּ דְּ ת־הַּ  22אֶ  

ףְְ ְיָּסָּ  א  ל   לְוְּ ו  ד  לְגָּ ו  לְק  פֶ  עֲרָּ הָּ  נָּ ַֽןְוְּ עָּ ְהֶ  אֵש  ךְהָּ ו  ת  רְמ  הָּ  םְבָּ כֶ  לְּ הַּ ל־קְּ  אֶל־כָּ

י׃ְְ נֵ םְאֵלָּ  תְּ ַֽי  יםְוַּ  נ   תְאֲבָּ ְל ח   נֵי  ל־שְּ םְעַּ בֵ  תְּ כְּ י    וַּ
 

罪祭(罪を赦してもらう祭。苦しみは自分が知らずに犯した罪によるかもしれない。赦しを乞う。) 

無傷の牛又は羊、山羊を捧げる。貧しいなら二羽の山鳩または家鳩を祭壇に捧げる。(詳細はレビ記) 

さらに貧しいなら、小麦粉十分の一エファを祭壇で火を通し、捧げ物に載せ、燃やして煙にする。 

様々な物も捧げうるが、想いこそが大事。できない時は喩えの捧げモノでもよいから行われたい。 

アロンの祝祷 ְח כָּ רָּ  טבְּ

ךָ׃ְס רֶ  מְְּ  שְּ י  ְ הְְוְּ הוָּ ְיְּ ךָ ְ  כְּ רְֶ  בָּ  24יְּ

׃ְְס ַֽךָּ נֶ  יחְ  יךְְְָו   נָּ יוְְאֵלֶ  הוָּ הְ׀ְפָּ רְיְּ אְֵ   25יְָּ 

ם׃ְְס ו  ל  ְשָּ ךְָ  יָּשֵ  ְםְלְּ יךְְְָוְּ ְאֵלֶ  נָּיוְ  הוָּ הְ׀ְפָּ אְיְּ שָּ   26י ְ 
24主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

25主が御顔を向けてあなたを照らし 

   あなたに恵みを与えられるように。 

26主が御顔をあなたにむけて 

   あなたに平安を賜るように。   民数記 6章 24～26節  
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 主は言われた。(快い時は宗教。苦しい時は哲学や芸術。表現、発言せよ。) 

6「わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの国、奴隷の家(：苦しみ

の喩え)から救
きゅう

導
どう

した神です。(苦しい時、主が救いと気付く様、哲学せよ。) 
7 あなたには、私(主)をヨソに私達(という共同体)があってはならない。 
8 あなたは 如何なる偶像も崇拝してはならない。上は天にあり、下は地

にあり、また地の下の水の中にある、如何なる被造物の偶像崇拝もしては

ならない。9 あなたは(主を畏れて像を造っても)それらに対し(主を畏れず)

ひれ伏したり仕えたりしてはならない。わたしは主、あなたの神。わたし

は熱情の神である。わたしを心から拒絶する者には、父祖の 極
きょく

罪
ざい

を子孫

に三代、四代 位
くらい

までは問う。10 わたしを愛し、わたしの戒め(主よりの、

苦に効く個人の戒め)を守る者には、幾千代にも及ぶ慈しみを与える。 
11 あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。みだりにその名を

唱える者を主は監
かん

罰
ばつ

せずにはおかれない。(苦しい時は宗教文を控えよ。) 

12安
あん

息
そく

日
じつ

を守ってこれを聖別せよ。あなたの神、主が命じられた通りに。

13六
むい

日
か

の間働いて、何であれあなたの仕事をせよ。14七
なの

日
か

目
め

等は、あなたの

神、主の安息日であるから、いかなる仕事もしてはならない。(休める様に

六日の間に準備せよ。)あなたも、息子も、娘も、男女のドレイも、牛、ろ

ば等すべての家畜も、あなたの町の門の中に寄留する人々も同様である。 

そうすれば、あなたの男女のﾄﾞﾚｲもあなたと同じように休むことができる。 
15 あなたはかつてエジプトの国で奴隷であったが、あなたの神、主が力 

ある御
み

手
て

と御
み

腕
うで

を伸ばしてあなたを導きだされたことを思い起こさねば

ならない。そのために、あなたの神、主は安息日を守るよう命じられた。 

16 あなたの(この御方こそと想う、霊的)父
ちち

母
はは

を(名だけからでもよいから)敬え。 

あなたの神、主が命じられた通りに。(主よりの個々の救導を熟慮せよ。) 

そうしてあなたも、(人それぞれに、主よりの正義があり、それに集中し、) 

あなたの神、主が与える所で長い幸福を得よ。(長い幸福は主の手掛かり。) 

17拷
ごう

殺
さつ

してはならない。(支配を極めた主でもなさらず、あなたもするな。) 

18淫
いん

苦
く

してはならない。(主 らとの快永生を見越し、苦の淫乱はするな。) 

19要
よう

盗
とう

してはならない。(盗まざるえなくても、相手の幸福を忖度せよ。) 
20 隣人に関して(悪意を以て)偽証してはならない。(嘘はできれば避けよ。) 

21 あなたの隣人の妻を法貪
ぽうどん

してはならない。隣人の家、畑、男女のﾄﾞﾚｲ、

牛、ろば等(の様な大事な存在ら)、隣人のものを一切 法貪してはならない。」 

22主
しゅ

は、山で人と雲と密雲の中から、力強い声をもって これらの言葉を 

集まったあなたたち  すべてに向かって告げ、 (明示の範囲では )それに 

何も加えられなかった。更に、それを二枚 位の石の板の上に書いて私に

授けられた。 

(苦しい時の対策とは：哲学、持 戒
ヴェーダ

、余暇
経 済

、宗教的思考法
政 治

 等である。) 

『タナハ』律法 申命記 5 章 5～22 節 十
じっ

戒
かい

 

(DEUTERONOMIUM 5:5-22 Ten Commandments : עשרתְהדיברות) 

(類似：出エジプト記 20 章 1～21 節 EXODUS) 

 

十戒 (簡約。ヘブライ語原文は様々な解釈ができる。) 

1.救い主である創造主を神とすること(共同体守護に神は必須。) 

2.偶像崇拝の禁止(安全な創造主以外を崇拝するな。ハマるな。) 

3.神の名を濫りに唱えてはいけない(名は大事な時だけ唱える。) 

4.安息日を守りなさい(主の安息に合わせ、休みをとりなさい。) 

5.霊父母を敬いなさい  6.殺すな  7.邪淫するな  8.盗むな 

9.偽証をしてはいけない 10.他家のモノを欲張ってはいけない  
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 אתרי״גְְמצוותְ
ﾐﾂｳﾞｫｯﾄ  613(タルヤグ) 

365 は禁止(一年に相当)、 

248 は肯定的訓戒(体の器官の数) 

 ְ ְ נְ אָּ ְ יְְְּ  יְכ  ְ אְ צְֵוְ רְהשְֶ אְְֲיךָהֶ ְ לֹהְאְֱהוָּ ְ צְְּץְמְ רְֶאְֶ מְְְֵיךָת  ְ בְָּתְעְֲיְ בְֵ םְמְ יְ רַּ ים׃ְ ד  .1 

 ְ ְ ְאל   ךָ  יֶ ה־לְּ הְּ יםאֱלְֹי  יםְְה    יְְַּאֲחֵר    נָּ   ל־פָּ עַּ .2 

 ְ מַּ ְ ְעְשְּ הוָּ הְ׀ְאֶחָּ ינוְּיְּ הוָּ הְאֱלֹהֵ  לְיְּ אֵ  רָּ שְּ ׃דְי  .3 

הוָּ הְאֱלֹ תְיְּ ְאֵ  תָּ  בְּ הַּ אָּ  אְ וְּ ל־מְּ כָּ ְוּבְּ ךָ  שְּ ל־נַּפְּ כָּ ְוּבְּ ךָ  בְּ בָּ ל־לְּ כָּ יךְָבְּ ךָ׃הֶ  דֶ  .4 

הוָּ ה ת־יְּ ךָאֱלְְֹאֶ  אְְהֶי  ירָּ  עֲב ְ ְְו ְ ת ְאְ ְת  קְְוְ וּבְ ְדְ תַּ בָּ  דְּ  מְ ְת  שְּ  ׃ְוְ וּב  עַּ בֵ  שָּ ת  .5 
ל  ְ לוְּ ְְאוְּ לְּ חַּ םְְתְּ יְאֶת־שֵ  ש   דְּ יְקָּ ת   שְּ דַּ קְּ נ   תְ ְוְּ נֵיְ ְךוְ בְּ לְבְּ אֵ  רָּ שְּ יְ ְי  הוָּ הְ ְאֲנ   ם׃ְיְּ כֶ  שְּ ד  קַּ מְּ .7.6 

וּןְל ְ  ש  עֲ  ןְא־תַּ יהוָּ הְכֵ  ם׃אֱלְְֹלַּ הֵיכֶ  .8 

יא ךְָ ְנָּב    בְּ רְּ קּ  יךְָ ְמ  חֶ  מ ְ ְמֵאַּ יְכָּ יםְנ  ךְָ ְיָּק   הוָּ הְְְלְּ יךָאֱלְֹיְּ יוְהֶ  וּן׃ְְְאֵלָּ  ע  מָּ שְּ ת  .9 
וְּאל ְ  נַּסּ  הוָּ הְתְּ רְְהֵיכֶ םאֱלְְֹאֶת־יְּ אֲשֶ  םְכַּ יתֶ  סּ  ה׃ְנ  סָּּ  מַּ  בַּ .10 

ךְָ  מְּ י  ק   הוָּ הְיְּ םְוְ לְֹיְּ עַּ  דְ ְְלְּ רְשְוְ קָּ אֲשֶ  ךְכַּ ע־לָּ  בַּ  שְּ ְְנ   .11 

יְְְְְ רְְכ   מ   שְּ צְְְּת  הוָּ הְְת ְוְ אֶת־מ  יךְָאֱלְֹיְּ ְ ְהֶ  תָּ כְּ לַּ הָּ יו׃ְְוְּ כָּ  רָּ דְּ ב   
הוָּ ה ת־יְּ יךְָאֶ  אְְאֱלֹהֶ  ירָּ  ו ְ ְת  ת  דְ ְְא  עֲב   וְ ְתַּ קְְוּב  בָּ  דְּ  וְ ְת  מ  שְּ  ׃ְוּב  עַּ בֵ  תשָּ .12 

ם קּ    א־ת  רְ ְל   ט  א־ת   ל   נֵיְ ְוְּ ךְָאֶת־בְּ מֶ  ְ ְְעַּ תָּ בְּ הַּ אָּ  רֵעֲךְָ ְוְּ ךְְָלְּ ו  מ  יְְכָּ ה׃.ְאֲנ   הוָּ  יְּ .21.20.13 
םְ תֶ  בְּ גֵ רְוַּאֲהַּ יםְאֶת־הַּ י־גֵר   םְכ   יתֶ  רֶץְהֱי  אֶ  ם׃ְבְּ י  רָּ  צְּ מ  .14 

נָּ א שְּ א־ת  יךְְָל   ח   ךְָאֶת־אָּ בֶ  בָּ לְּ חְְַּב  כֵ  יחְַּ ְהו   כ   ְתו  .17.16.15 

ךְְְְְְְְְְְְְְְְְָ יתֶ  אְְאֶת־עֲמ  שָּ  ־ת  ל א  יוְְוְּ לָּ  א׃ְְעָּ טְּ חֵ   
נָּ ה מָּ לְּ ל־אַּ םְכָּ ו  יָּת   אְְוְּ וּן׃ְְל   נ  עַּ  תְּ .18 

ילְ ְל א־תֵלֵ ך כ  יךְְָרָּ מֶ  עַּ  אְבְּ דְְל   עֲמ   םְתַּ ל־דַּ  יְרֵעֶ ךְָעַּ ה׃ְאֲנ   הוָּ  יְּ .19 

ם תָּ  נַּנְּ  ש  יךְָוְּ נֶ  בָּ ְ ְְלְּ תָּ רְּ בַּ ד  םְוְּ ךְָ ְבָּ  תְּ בְּ ש  ךְָ ְבְּ בֵיתֶ  ְבְּ .22 
ךְָ  תְּ לֶכְּ רֶךְוּבְּ דֶ  ךְָ ְבַּ בְּ כְּ שָּ  בְּ ךָ׃ְְְוּ  מֶ  קוּ  וּבְּ     

 

ユダヤ 教は信仰、教義そのもの以上に、 

その前提としての行為・行動の実践と学究を重視する。 

アミーダー・ アーレーヌー・ ムーサーフなどを含んだ 

シャハリート・ ミンハー・ マアリーブを行うこと 

シェマア・イスラーエールを唱えること 

ミクラーを読むこと 

食事の前とトイレの後の手洗いと祈りを行うこと 

戸口のメズーザーに手を当てて祈りを行うこと 

カシュルートを実行すること 

タルムード・トーラー、ベート・ミドラーシュ、 

イェシーバー、コーレールなどミクラーとラビ文献の研究を行うこと 

シャッバート(安息日)を行うこと 

パーラーシャー(安息日毎に読むトーラーの箇所)を読むこと 

 

地上の動物には全てシェヒーターを行う 

ヘデル(教室)での研究 

タッカーノート 

ショーファール(角笛)を吹くこと 

リンモーニーム、香炉 

ネール・ターミード 

改宗手続き(生後 8 日：時間が大分経ったら)や 

ベリート・ミーラー(割礼) 

ユダヤ 教では、宗教に関係なく、 

「地上の全ての民が」聖なるものに近づくことができる、 

救いを得ることができる、と考える。血縁より教徒としての言動を重視。 

タルムード 七つの戒め 

1.偶像崇拝の禁止。  

2.殺人の禁止。 

3.盗難の禁止。 

4.性的不品行の禁止。 

5.冒涜の禁止。 

6.まだ生きている動物

の中から取られる肉を

食べることの禁止。 

7.法的手段を提供する

為に裁判所を維持する

ための要件。 
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613のミツヴォット 613の戒律(抜粋)とその出典 

 

1. 貴女の神を知りなさい  

  出エジプト記 第 20章:2節 

2. 御方以外に属する他のｶﾐｶﾞﾐがあってはならない  

出エジプト記 20:3 

3. 御方が(重要概念の)一であることを知りなさい 

申命記 6:4 

4. 御方を愛しなさい 申命記 6:5 

5. 御方を畏れなさい 申命記 10:20 

6. 御方の名を神聖にしなさい レビ記 22:32 

7. 御方の名を汚してはならない レビ記 22:32 

8. 御方の名に関連したものを 

虚しく破壊してはならない 申命記 12:4 

9. 御方の名によって語る預言者に聞き従いなさい  

申命記 18:15 

10. 過度に預言者を試みてはならない 申命記 6:16 

11. 御方の道に倣いなさい 申命記 28:9 

12. 御方を知る、忠実な者となりなさい  

申命記 10:20 

13. 他の同じ宗教人を愛しなさい レビ記 19:18 

14. (主への)転向者を愛しなさい 申命記 10:19 

15. 仲間の同じ宗教人を憎んではならない  

レビ記 19:17 

16. 罪人を(できれば)叱責しなさい レビ記 19:17 

17. 他者に恥をかかせてはならない レビ記 19:17 

18. 弱者を虐げてはならない 出エジプト記 22:21 

19. 他者を中傷してはならない レビ記 19:16 

20. 復讐してはならない レビ記 19:18 

21. 恨みを抱いてはならない レビ記 19:18 

22. 律法〔トーラー〕を学びなさい 申命記 6:7 

 

以下 613まで戒律の項目が続く(P.506~P.518) 

 

冒頭 22戒の出典 

出エジプト記 20・22章 

申命記 6・10・12・18・28章 

レビ記 19・22章 

 

くるしい時の緩和原理(仏教やキリスト教は異端的原理で、正道の戒律に戻るべき。) 

・解決の為の哲学や学習 ・戒律の穏やかな伝統宗教実践 

・余暇や休養(経済、社会資源や福祉制度) 

・宗教的思考法(政治、王、天国への期待) 
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תרְוְ זָּכְ  הְְאֵ  שָּ  ךְָ ְאֲשֶר־עָּ קְלְּ לֵ  רֶךְעֲמָּ דֶ  כֶ םְבַּ צֵאתְּ ם׃ְמְ ְְבְּ י  רָּ  צְּ מ  .599 

ְ הְָּ הְבְְּיְָּ הְָּוְְּ.600 ְְְ׀ְְיךָהְֶ לְֹהְאְֱהוָּ יְְְּיחְַּנ  ְיךְָבְֶ יְְּא ְ ־לכְָּמְ ְךָלְּ   

ְ רְיְְּשְֶ אְְֲץְ רְֶאְָּ יבְבְָּב ְ סְָּּמְ    ְ־ההוָּ ְְיךָהְֶלְֹאֱ   
ְ לְָּחְֲנְְַּךָ ְ לְְְּןְ תֵ ְנְ  ְלְְְּה  ְ קְמְ לְֵ מְָּרְעֲכְֶזֵ ־תאְְֶהְ חְֶמְְּתְ ְהְּתָּ ְשְְּר  ְ שְָּתְהְַּחְַּתַּ ְ שְְּתְ ְְאְ םְל ְ יְ מָּ ׃ְחְכָּ  

ְיְַּ־אְ ל ְְקְ רְַּ.601 ְיָּ־אל ְ וְְְְּיםְ סְ סוְְּוְ לְ ־הְבְֶרְּ ְ צְְּ מְ ְם ְעְָּהְָּ־תיבְאְֶש    ְ הְלְְּמְָּיְְּרַּ ְןְהְַּעְַּמַּ סְְוּתְסְ וְ בְ רְּ  

   ְ ְ אְְָּהְ וְָּיהְ וַּ ׃ְדוְ הְעְ זֶ הְְַּךרְֶדְֶ בְבְַּוּש ְןְלְָּוּפְ ס ְ אְתְ םְל ְ כְֶ רְלְָּמַּ      
 ְ ְ קְְּתְ ־יכ  ְ קְָּוְְְּיהְָּלְֶ םְעְָּחְֵ לְָּהְ ירְלְְּע ְ ־לבְאְֶרַּ םְלְ שְָּלְְְְּיהְָּלְֶ אְְֵאתָּ ְרָּ ׃ו  .602 

ְדְְּתְ ־אל ְ ְ לְֹשְְְּשְר   ְ בְָּ טְ םְוְְּמָּ ְ ו ְ עלְְְּיךְָמְֶ יְָּ־ְלםְכְָּתָּ ׃םְלָּ .603 

604. ְ ְ תְָּ־ְיכ  ְ ב ְ יםְרְַּמ ְ יְָּירְ עְ ־לרְאְֶוּצ  ְפְְּתְָּלְְְּיהְָּלְֶ םְעְָּחְֵ לְָּהְ יםְלְּ ְְהְּשָּ   
ְ שְְּא־תְַּל ְ    ְ לְ ְהְּ צְָּ עְֵת־יתְאְֶח  ְ גְְַּיוְ לְָּעְְָּחְַּדְ נְּ לְְכְֵ אְ ת ְְוְּנמְֶ יְמְ ןְכ ְ זְֶ רְּ      

ְכְְּאְתְ ל ְ ְְוְ ת ְאְ וְְּ   ְ ר   ְ תְכ  ְ הְלְָּדְֶ שְָּץְהְַּעְֵ ְם ְדְָּאְָּיְהָּ ׃רְוְ צְ מְָּבְְַּיךָנֶ פְָּאְמְ ב        

ְ וּחְ מְ ְךְָ הְלְְּיֶ הְְּתְ ְְדְ יְָּ וְְּ ְ יְָּהְוְְּנֶ ְחְֲמְַּץְלַּ ְ ְאתְָּצָּ ׃ץְוּהְחְ מְָּשָּ .605 
ץְְוּחְ ְְךְָ תְְּבְְּשְ בְְְּהְ יָּהְָּוְְְּךָנֶ ַֽזְֵ אְֲ־לְעְְַּךְָ הְלְְּיֶ ְהְְּדְתְ תְֵ יְָּוְְּ .606 

ְפְַּ חְָּוְְּ ְ רְּ ְ בְְּשְַּוְְְְּהּהְבְָּ תָּ ְ כְ וְְְּתָּ ׃ךְָתְֶ אְָּ צְֵ־ְתאְְֶיתְָּסּ       

ְ קָּ ְהְכְְּיְָּ הְָּוְְּ ְ חְָּלְְּמְ הְַּ־ ְלםְאְֶכְֶ בְְּרָּ ְ נְ הְוְְּמָּ ְ הְָּ־לרְאְֶבְֶ דְ וְְּןְְהְֵ כְ הְְַּשגַּ ׃ְםעָּ .607 
 ְ ְ יְ ־יכ  ְ אְ ְיש ְחְאְ קַּּ רב ְ עֲיְַּ־אל ְאְוְְּבְָּ צְָּ בְְַּאְ צְֵאְיְֵהְל ְ שָּ ְדְָּהְחְֲשָּ .609.608 

ְ עְְְְְְְְָּ ְ דְָּ־לכְָּיוְלְְּלָּ ְתְוְְּחְָּ אְְֶהְ נָּ ְשְְָּיתוְ בְֵהְלְְּיֶ הְְּיְיְ ק ְַ֞רְנְָּבָּ ְ ש   ְאְֲת ְשְְּאְ ־תְחְאְֶמַּ ׃ְחְקָּ ְלְָּ־רשְֶו   

ְ אְָּוְְּ ְ שְְְְּם ְהְֶלְֵרְאְֲמַּ ְ רְֵ םְקְְּתֶ ְלְאְַּאְֵ רְָּשְְּעְיְ מַּ םְְיְ יםְהְַּב  ו  .610 
ְ חְָּלְְּמְ לְַּ   ְְךרַּ ְ יְֵ־לםְאְַּיכְֶ בְֵיְְּאְ ־להְעְַּמָּ  

ְת  ְ־לםְאְַּכְֶ בְְּבְַּלְְּ ְ וְְְּוּאְ ירְּ ְַּ־לְאְַּוְְְּוּזְ פְְּחְְּתְַּ־לְאַּ ְעְַּת  ׃ְםיהְֶ נְֵפְְּמְ ְְוּצְ רְּ      

ְ קְְּשְַּחְָּרְוְְּאְַּת  ְ־ְתפְַּתְיְְּשְֶהְאְֵ יְָּ בְְּשְ בְְַּיתָּ ְאְ רְָּוְְּ ְ חְְּקְַּלְָּוְְְּהְּבְָּ ְתָּ ְ אְ לְְְְּךְָ לְְְּתָּ ׃הְשָּ .611 
ְ אְחְָּל  ְ ־ְםהְאְ יְַָּ֞הְָּוְְּ רְכ ְ מְָּ וְְּהּשָּ ְפְְּנְַּלְְְְּהְּ תְָּחְְּ לְַּשְ וְְְּהְּבְָּ ְתְָּצְְּפַּ .613.612 

ְ רְבְָּ מְֵ עְַּ תְְּתְ ־ְאףְל ְסְֶכָּ ְ הְבְַּנְָּרְֶ כְְּמְְּתְ ־ְאל ְְְְְְְְְְְְְְְ ְ יְ נְ רְעְ שְֶ תְאְֲחְַּהְתַּ ׃ְהְּתָּ  

  .614 
.615 
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599. ｱﾏﾚｸが宗教人の私達にしてくださったことを 

覚えなさい 申命記 25:17 

600. ｱﾏﾚｸのヒドイ行為とｻﾊﾞｸでのｴｼﾞﾌﾟﾄの旅で待って

くださったことを忘れてはならない 申命記 25:19 

601. (ﾄﾞﾚｲにされた)ｴｼﾞﾌﾟﾄに 

永く住まない様にしなさい 申命記 17:16 

602. 完全に包囲したなら市民にはヘイワ
平 和

の条件を 

提供し、条件を受け入れる場合は 

御方のﾄｰﾗｰに従って扱いなさい 申命記 20:10 

603. ｱﾝﾓﾝとﾓｱﾌﾞの包囲中はヘイワ
平 和

の条件を 

秘密にしなさい 申命記 23:7 

604. ホウイチュウ
包 囲 中

もｶｼﾞｭ
果 樹

を 

破壊しない様にしなさい 申命記 20:19 

605. ｷｬﾝﾌﾟの外にもトイレを準備しなさい  

申命記 23:13 

606. 各ﾍｲｼ
兵 士

がﾎ
掘

るためにｼｬﾍﾞﾙを 

準備しなさい 申命記 23:14 

607. ｾﾝｿｳ
戦 争

中にﾍｲｼ
兵 士

と話す為に、 

祭司を任命しなさい 申命記 20:2 

608. ﾂﾏ
妻

と連れ添ったり、新しいｲｴ
家

を建てたり、 

ﾌﾞﾄﾞｳ園を育てたりした人は、 

妻と喜ぶためにイチ
一

年間が与えられなければならない 

申命記 24:5 

609. 上記のイチ年間で兵役や公務が 

課せられてはならない 申命記 24:5 

610. (性的な)タタカイの間、 

慌てたり退いてはならない 申命記 20:3 

611. 捕まえたｵﾝﾅの決まり事を守りなさい  

申命記 21:11 

612. ｵﾝﾅをドレイ
奴 隷

に売ってはならない  

申命記 21:14 

613. ｵﾝﾅと性的関係を持った後、 

ﾄﾞﾚｲ扱いのママにしてはならない 申命記 21:14 

614.             

 

615.             

 

末尾 15戒の出典 

申命記 17・20・21・23・24・25章 



220 

 
ש
ユダヤ 教 夕朝の祈り シェマア・イスラエル 

 ְ מַּ ְ ְעשְּ הוָּ הְ׀ְאֶחָּ ינוְּיְּ הוָּ הְאֱלֹהֵ  לְיְּ אֵ  רָּ שְּ ׃ְדי   
→ｼｪﾏア ｲｽらｴﾙ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｲﾇｰ ｱﾄﾞﾅｲ ｴハｰﾄﾞ 

「聴こう、おう、イスラエル、 

 主は私たちの神、主こそ一。」 

申命記 6 章 4 節 夕朝の祈り 

(類似：民数記 15 章 41 節  
NUMERI : ר בַּ דְּ מ   (בְּ

 

御
み

言
こと

葉
ば

 
 
 
 

 
 

עְְ מָּ  שְּ לְנ  כ   רְהַּ בָּ  ףְְדָּ ו   כס  

ים אֱלֹה   אְ ְאֶת־הָּ רָּ  יוְיְּ תָּ  ו  צְּ אֶת־ מ  רְְוְּ ו  מ  ְשְּ  

י־זֶ הְ ם׃ְכ  דָּ  אָּ ל־הָּ ְכָּ  
すべてに耳を傾けて得た結論。 

「神を畏れ、その戒めを守れ。」 

これこそ、人の全て。 

コヘレトの言葉(伝道者の書)12 章 13 節 
 

ךְָ  מְּ שְְמ  רֵ   הְְדו  הוַָּ֞ ה־ יְּ בְוּמָּ  ו  ה־ט  םְמַּ דָּ  ְאָּ ךְָ  ְלְּ ידְ  ג    לה 
יְ תְכ   ו  ם־עֲש  טְ ְא  פָּ שְּ תְמ  בַּ הֲ  אַּ  סֶדְוְּ ְְחֶ   

נֵ עְַּ צְּ הַּ כֶתְוְּ יךָ׃ְְלֶ  ם־אֱלֹהֶ  ע   
人よ、何が善であり 

主が何をお前に求めておられるかは 

お前に告げられている 

正義を行ない、慈しみを愛し 

へりくだって神と共に歩むこと、これである。 

ミカ書 6 章 8 節 
 

הְְ קָּ  דָּ וְְּצְּ עֲש  פָּ טְְוַּ שְּ וְְּמ  ר  מְּ הְְְש  הוָּ  ְיְּ רְ  מַּ  ְאָּ הְ   מכ  
主はこう言われる 

正義を守り、恵みの業を行なえ 

イザヤ書 56 章 1 節  
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יוּ׃ְְ חְּ יְו  שוּנ  רְּ  נד 
わたしを求めよ、そして生きよ。 

アモス書 5 章 4 節 
 

ה׃ְְ יֶ  הְּ  ְי  וְ  יקְְבֶאֱמוּנָּת  ד    צַּ  סוְּ

義しい人は信仰によって生きる。 

ハバクク書 2 章 4 節 
 

 
 
 

 
 

ואְְ םְה   י  מַּ  שָּ אְבַּ וָּ הְְל   צְּ מ   ְעהַּ

この戒めは 

天にあるものではないから 

申命記 30 章 12 節 
 

הְְְ  ְ הוָּ ם־יְְּ אְ  ךְְנְְּ ְיתְֵ  חְֲר  אְַּ ְ הְלְְּ וָּ קְְּ יְֵש־ תְ   פוְְּ

あなたの終わりには希望がある、 

と主は言われる 

エレミヤ書 31 章 17 節 
 

הוְּ י  תְפ   ו  ק  י  ש  נְּ ְְמ  יְ  נ  קֵ  שָּ   צי 

 ְ יםיְכ  ב   יךְְָ־טו  דֶ  ן׃ְְְד  ַֽי  יָּ  מ   

どうか あの方が、 

その口の美唇をもって 

私に口づけしてくださるように。 

雅歌 1 章 2 節 
 

  
 

 。御言葉を本書から求めましょうקְ
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歴代誌 下：CHRONICA 2 : ְיְדבריְהימיםְב 
 

רֶשרְכְ מְַַּ֞אְָּ־הכְ 23ְְְסَّ ְ לֶךְפְָּמְֶ ְְ׀ְו   סְְרַּ

כְ ־לכְָּ לְּ מְּ תמַּ אְָּ َّו  ןְל ְ נָּ ְרֶץְ הָּ ְ תַּ ה  הוָּ שְְָּיְ אֱלֹהְֵ ְיְיְּ םְְמְַּ הַּ  י 

הְ  ְ ־אוּוְּ קַּ יְ َّדפָּ לַּ נְ ְעָּ בְּ תל  ְבְַּ לְ ־ו  תְבְ ו  ְ שְָּירוּי  ְ אֲשְֶ ְםְ לַּ ְ יהוּרְב   ََّّהדָּ

 ְ כְֶ ־ימ  כְָּבָּ מְ ־לםְמ  ְ עַּ הוָּ ְיְּ ְ ְהְ ו  מְ ְוְ יְ אֱלֹהָּ ְְע   ו 

 ְ יָּ   ׃לעְַּ וְּ
ｯｺｰｱﾏﾙ ｯｺﾚｼｭ ﾒﾚﾌ ｯﾊﾟﾗｽ  

ｯｶﾙﾏﾒﾙﾎﾄ ﾊｱﾚﾂ ﾅﾀﾝ ﾘｲ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｲ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ  

ｳﾞｪﾌｰﾌｧｶﾄﾞｩ ｱﾗｲ ﾘｳﾞﾉﾄﾛｰ ｳﾞｧｲﾄ ｯﾋﾞｰﾙｰｼｬﾗﾐ  

ｱｼｪﾙ ｯﾋﾞｰﾕｰﾀﾞｰ  

ﾐｰｳﾞｧﾍﾑ ﾐｯｶﾙｱｯﾓ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾊｲｰ ｲｯﾓ  

ｳﾞｪﾔｰｱﾙ              
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 ペ ル シ ア の 皇主下
Кошка

の 王 は こ の よ う に 言 う 。 

「天の神、主は地上のすべての王国を私に与えられ、 

ユダのエルサレムに神殿を建てることを私に任された。

あなたがたの中で主の民に属する者は誰でも、その神、

主がその人と共におられるように。その者は上って行き 

なさい。」 

 

『タナハ』諸 書
ｹﾄｩｰﾋﾞｰﾑ

 歴代誌 下  王とバビロン捕囚
星ュー

 

 

 

 

 。主を畏れ、喜び、讃えましょうתְ



224 

✡ 
ダビデの星(盾、守護星) ְד ו  גֵן־דָּ  מָּ

 

 יַּהֲדוּתְ
 ユダヤ 教 

 

נַּ״ך הְְְְְְְְְְתַּ רָּ יםְְתו  יא  ב  יםְנְּ תוּב  כְּ   

タナハ (ﾄｰﾗｰ
律 法

 ﾈﾋﾞｨｲｨﾑ
預 言 者

 ｹﾄｩｰﾋﾞｨﾑ
諸 書

) 

 

ית רֵאש   בְּ

P.201～   創
そう

世
せい

記
き

 天地の創造 

ים ר  בָּ  דְּ

P.214～    申
しん

命
めい

記
き

 十
じっ

戒
かい

 

מצוותְְתרי״ג  

P.216～   613のミツヴォット
戒 律

 

מְַּ אֵלְְעשְּ רָּ שְּ י   

P.220   ｼｪﾏｰ
聞 け

・ｲｽﾗｴﾙ 朝夕の祈り 

רֵי יםְדבְּ יָּמ  ב׳ְְהַּ  

P.222～ 歴
れき

代
だい

誌
し

 下
した

 王とバビロン捕
ほ

囚
しゅう
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✝ 
Latin cross ラテン十字 

 

Religio Christiana 

Christianity 

世界ｷﾘｽﾄ教 (世界宗教、日本ｷﾘｽﾄ教) 
 

旧約聖書 創世記 天地の創造 第一の日 ヘブライ語 

新約聖書 マタイによる福音書 主の祈り・頌栄 ギリシャ語 

ギリシャ語
Greek

訳 ヘブライ語
Hebrew

訳 個人訳 My maidens 

フランス語
French

 ドイツ語
German

 イタリア語
Italian

 オランダ語
Dutch

 英語
English

 

インドネシア語
Indonesian

 タガログ語
Tagalog

  

スワヒリ語
Swahili

 フィジー語
Fijian

  

フィンランド語
Finnish

 スウェーデン語
Swedish

 デンマーク語
Danish

 ノルウェー語
Norwegian

 

スペイン語
Spanish

 ポルトガル語
Portuguese

  

アフリカーンス語
Afrikaans

 アルバニア語
Albanian

 アイスランド語
Icelandic

  

セブアノ語
Cebuano

 Toki Pona(人工言語) チェコ語
Czech

  

ルガンダ語
Luganda

 ポーランド語
Polish

 スロバキア語
Slovak

 

ラテン語
Latin

  



226 

 

thÄבראשיתَّ
 

רֶץ׃ אָּ  הָּ
7ְ

ְ תְ  אֵ 
6ְ

ְוְְּ םְ  י  מַּ  ַּשָּ
5ְ

ְהְ תְ  אֵ 
4ְ
יםְְ אֱלֹה  

3ְ
ְ אְ  רָּ  בָּ
2ְ

יתְְְ ש   רֵא  בְּ
1ְ

 [סא]ְ 1ְ1ְְְְְְ

הוְְְּ ב  
1ְ1

הוּ  ְְוְָּ ת  
1ְ 0

הְְְ תָּ  יְּ הָּ
9ְ

רֶץְ אָּ   הָּ
8ְ

 2ְוְְּ

םְََّّ ו  ה  תְּ
1ְ5

ְ נֵי ְ  פְּ
1ְ4

ל־  עַּ
1ְ3

ךְְ שֶ  ח  
1ְ2

 וְְּ

םְ׃ י  מָּ  הָּ
2ְ1

ְ נֵיְ  פְּ
2ְ0

ל־ְ עַּ
1ְ9

פֶתְְ חֶ   רַּ מְּ
1ְ8

יםְְ אֱלֹה  
1ְ7

ְְ וּחְַּ  ר 
1ְ6

 וְְּ

ר׃ ו  א 
2ְ7

יְ־ ה  יְּ
2ְ6

 ְ רְוַּ ו  א 
2ְ5

ְ יְ  ה   יְּ
2ְ4

יםְְְ אֱלֹה  
2ְ3

ְ אמֶרְ  י  
2ְ2

 3ְוְַּ

בְְ  ו  ט 
3ְ3

־ י כ 
3ְ2

רְְ ו  א  הָּ
3ְ1

אֶתְ־ְ
3ְ0

יםְְ אֱלֹה  
2ְ9

אְ יַּ ַֽרְּ
2ְ8

 4ְְוְַּ

יְ לוַּ דֵ  ַּבְּ 
3ְ4
יםְְ אֱלֹה  

3ְ5
יןְ בֵ 

3ְ6
רְְְ ו  א  הָּ

3ְ7
יןוְּ בֵ 

3ְ8
שֶךְְְ ח   הַּ

3ְ9
 ََّّ׃

הְ  לָּ יְּ לָּ 
4ְ6

אְ רָּ קָּ 
4ְ5

שֶךְְ ח    לַּ
4ְ4

םְְוְְּ ו  י 
4ְ3

ְְ רְ  ו  א 
4ְ2

יםְְ|ְלְָּ אֱלֹה  
4ְ1

אְ רָּ  יקְּ
4ְ0

 5ְְוַּ ְ

ד׃ אֶחָּ 
5ְ2

ְְ םְ  ו  י 
5ְ1

קֶרְ ב  
5ְ0

יְ־ ה  יְּ
4ְ9

 ְ רֶבְוַּ עֶ 
4ְ8

יְ־ ה  יְּ
4ְ7

 ְ   َّוַּ

 
ﾍﾞﾚｼｰﾄ ﾊﾞﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄ ﾊｯｼｬﾏｲﾑ ｳﾞｪｴﾄ ﾊｱﾚﾂ  

ｳﾞｪﾊｱﾚﾂ ﾊｲｪﾀｰ ﾄﾌｰ ｳﾞｧｳﾞｫﾌｰ  

ｳﾞｪﾎｼｪﾌ ｱﾙﾍﾟﾈｲ ﾃﾎﾑ  

ｳﾞｪﾙｰｱﾊ ｴﾛﾋｰﾑ ﾒﾗﾍﾌｪﾄ ｱﾙﾍﾟﾈｲ ﾊｯﾏｲﾑ  

ｳﾞｧｯﾖﾒﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ｲｪﾋｰ ｵﾙ ｳﾞｧｲｪﾋｰｵﾙ  

ｳﾞｧｯﾔﾚｰ ｴﾛﾋｰﾑ ｴﾄﾊｵﾙ ｷｨﾄｰﾌﾞ  

ｳﾞｧｯﾔﾍﾞｯﾃﾞﾙ ｴﾛﾋｰﾑ ﾍﾞｲﾝ ﾊｵﾙ ｳｳﾞｪｲﾝ ﾊﾎｼｪﾌ  

ｳﾞｧｯｲｹﾗｰ ｴﾛﾋｰﾑ ﾗｵﾙ ﾖﾑ ｳﾞｪﾗﾎｼｪﾌ ｶﾗｰ ﾗｲｪﾗｰ  

ｳﾞｧｲｪﾋｰｴﾚｳﾞ ｳﾞｧｲｪﾋｰｳﾞｫｹﾙ ﾖﾑ ｴﾊｯﾄﾞ  

 

初め
1

 神は
3

 天
5

 と
4

 地
7

 を
6

 創造された
2

。1.3.5.4.7.6. 

そして
ו

地は
8

混沌
10 11

であって
9

、    1.8.10.11.9. 

闇が
12

深淵
15

の面
14

にあり
13

、     12.15.14.13. 

神
17

の霊
16

が水
21

の面
20

を
19

動いて
18

いた。   17.16.21.20.19.18. 

神は
23

言われた
22

。「光
25

あれ
24

。」   23.22.25.24. 

すると
ו

、光
27

があった
26

。    27.26. 

神は
29

その
ה

光
31

を
30

見て
28

、良し
33

とさ
32

れた。 29.31.30.28.33.32. 

神
35 41

は光
37

と
36

、闇
39

とを
38

分け
34

、     35.(41.)37.36.39.38.34. 

光
42

を
ל
昼
43

と呼び
40

、闇
44

を
ל
夜
46

と呼ば
45

れた。 42.43.40.44.46.45. 

そして
ו

夕べ
48

があり
47

、朝
50

があった
49

。       48.47.50.49. 

第一
52

の日
51

である。 52.51. 『タナハ』トーラー 創世記  

第一文の言葉遊び
(沓冠などの一例、歴代誌とも掛かる) 
泥、ぬかるみ；泥沼： ץְבְ   

瞳・尊いもの： הְבְָּ בָּ  

人形、操り人形： הְבְ  בָּ  

1(鏡や水面の)像、影。： בוּ הְאְָּבָּ  

2影絵、シルエット。 

3反射、反映。  

心、中心：ְ9 לֵב： הְ   עָּ שְּ ת   

誰、どの人：ְי י：メシア מ  ש  ַּחְמָּ  
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ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ マタイによる福音書 

Κυριακή προσευχή    主の祈 

Πάτερ
1

 ἡμῶν
2

 ὁ
3
 ἐν

4
 τοῖς

5
 οὐρανοῖς

6
 ̇   

ἁγιασθήτω
7

 τὸ
8

 ὄνομά
9

 σου
10

 ̇  

10 ἐλθέτω
11

 ἡ
12

 βασιλεία
13

 σου
14

 ̇     

γενηθήτω
15

 τὸ
16

 θέλημά
17

 σου
18

,  

ὡς
19

 ἐν
20

 οὐρανῷ
21

 καὶ
22

 ἐπὶ
23

 γῆς
24

 ̇   

11 τὸν
25

 ἄρτον
26

 ἡμῶν
27

 τὸν
28

 ἐπιούσιον
29

  

δὸς
30

 ἡμῖν
31

 σήμερον
32

 ̇   

12 καὶ
33

 ἄφες
34

 ἡμῖν
35

 τὰ
36

 ὀφειλήματα
37

 ἡμῶν
38

,   

ὡς
39

 καὶ
40

 ἡμεῖς
41

 ἀφήκαμεν
42

 τοῖς
43

 ὀφειλέταις
44

 ἡμῶν
45

 ̇   

13 καὶ
46

 μὴ
47

 εἰσενέγκῃς
48

 ἡμᾶς
49

 εἰς
50

 πειρασμόν
51

,   

ἀλλὰ
52

 ῥῦσαι
53

 ἡμᾶς
54

 ἀπὸ
55

 τοῦ
56

 πονηροῦ
57

.   

 

ὅτι
58

 σοῦ
59

 ἐστιν
60

 ἡ
61

 βασιλεία
62

  

καὶ
63

 ἡ
64

 δύναμις
65

  

καὶ
66

 ἡ
67

 δόξα
68

 εἰς
69

 τοὺς
70

 αἰῶνας
71

. ἀμήν
72

.  

My maidens Our
2

 father
1

, the one
3

 in
4

 the
5

 heavens
6

,  2.1.3.4.5.6. 

sanctify
7

 your
10

 name
9

!     7.10.9. 

Let come
11

 your
14

 kingdom
13

!   11.14.13. 

Let come to
15

 pass your
18

 will
17

    15.18.17. 

as
19

 in
20

 heaven
21

 also
22

 upon
23

 the earth
24

!     19.20.21.22.23.24. 

Our
27

 bread
26

, the
28

 sufficient
29

, give
30

 to us
31

 today
32

!  27.26.28.29.30.31.32. 

And
33

 forgive
34

 us
35

 our
38

 debts
37

!     33.34.35.38.37. 

as
39

 also
40

 we
41

 forgive
42

 our
45

 debtors
44

.    39.40.41.42.45.44. 

And
46

 do not
47

 insert
48

 us
49

 for
50

 a test
51

,      46.47.48.49.50.51. 

but
52

 rescue
53

 us
54

 from
55

 the
56

 wicked
57

 one!     52.53.54.55.56.57. 
 

For
58

 of you
59

 is
60

 the
61

 kingdom
62

,     58.59.60.61.62. 

and
63

 the
64

 power
65

,    63.64.65. 

and
66

 the
67

 glory
68

, into
69

 the
70

 eons
71

, amen
72

.   66.67.68.69.70.71.72. 

『新約聖書』マタイによる福音書 6 章 9 節～13 節  主の 祈

いのり

と 頌 栄

しょうえい
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ÖΒΙΒΛΟΣ  
ΠΑΛΑΙΑ ΔΙΑΘΗΚΗ  

ΓΕΝΕΣΗ  

ΣΤΗΝ αρχή δημιούργησε ο Θεός τον ουρανό και τη γη.  

2 Και η γη ήταν άμορφη και έρημη·  

και σκοτάδι υπήρχε επάνω στο πρόσωπο της αβύσσου.  

Και Πνεύμα Θεού φερόταν επάνω στην επιφάνεια των νερών.  

3 Και είπε ο Θεός: Ας γίνει φως· και έγινε φως·  

4 και είδε ο Θεός το φως ότι ήταν καλό·  

και διαχώρισε ο Θεός το φως από το σκοτάδι·   

5 και ονόμασε ο Θεός το φως Ημέρα·  

και το σκοτάδι το ονόμασε Νύχτα.  

Και έγινε εσπέρα, και έγινε πρωί, ημέρα πρώτη.  

『ギリシャ語訳聖書』創世記 

 

標語：Ελευθερία ή θάνατος (自由または死) 

ギリシア料理：  
ムサカ(グラタンに似た野菜料理)：μουσακάς 

パスティツィオ(パスタ風ムサカ)：παστίτσιο  

スパナコピタ(塩味のほうれん草パイ)：σπανακόπιτα  

ウーゾ(リキュール)：ούζο  

ギリシア神話：ελληνική μυθολογία  

政治家：Πολιτικός  饗宴：Συμπόσιον  

国家：Πολιτεία  法律：Νόμοι  

徳(人間性のよい卓越性)：ἀρετή  

アガペー(神の 人に対する愛、無償の愛)：αγάπη  

あなたは：εσείς  私は：ἐγώ  

はい：μάλιστα (ναι)  いいえ：Όχι   

どうもありがとうございます：ευχαριστώ πολύ  

ְ  
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 ספרְהבריתות

 הבריתְהחדשה

 הבשורהְעל־פיְמתי

ְ

ינוּ'אְָּ םְב  י  מַּ שָּ ךְָ,שֶבַּ מְּ דֵשְש  קַּ תְּ ְ,י 
ב 10 ךְָאו ְתָּ כוּתְּ לְּ שֶהְ,מַּ צְיֵעָּ ךָוְ רְּ םְנְּ י  מַּ שָּ בַּ רֶץְכֵןְכְּ אָּ ְ.בָּ
קֵּנוְְּלֶחֶםְאֶת 11 נוְּתֵןְח  יְלָּ  ,םוְ הַּ
ח 12 לַּ נוְּוּסְּ לְלָּ אֵינוְּעַּ יְחֲטָּ פ  יםְוְ שֶסְּכְּ ח  נוְּגַּםְלְּ חְאֲנַּחְּ יםוְ לַּ א  נוְּטְּ  .לָּ

ל 31 אַּ יאֵנוְּוְּ ב  ידֵיְתְּ יְל  סָּּ יְ,ןוְ נ  םְכ  צֵנוְּא  לְּ ןְחַּ עְמ  רָּ   'ְ.הָּ

 
『ヘブライ語訳聖書』主の祈り 
 

 (ハティクヴァ)ְהתקווה希望： 

ユダヤ料理(イスラエル料理) 

ְ：フムス(ひよこ豆のペースト)חומוס

 ：ファラフェル(ひよこ豆のミニコロッケ)פלאפל

 ：シャクシューカ(辛味のトマトソースに玉子)שקשוקהְ

 (アニィ)אני私は：    (アたー)ְאתהあなたは：ְְְ

 (ロー)לאいいえ：  (ケン) כןはい： 

 (とダー らバー)ְתודהְרבהありがとうございます： 
  



230 
Ü 創世記 

1初 め 、֓ご創造されました、 

神は 救
きゅう

快
かい

多
た

天
てん

国
ごく

や此
し

初
しょ

獄
ごく

を。 
2此初獄は防腐の為、御闇が、 

初夜如き深淵の美
び

筋
すじ

面
めん

にあり、 

御神霊が愛水の美面をも 

動いておられました。  
3神は言われました。 

「光温よ、ありなさい。」   

すると、 完
かん

美
び

光
こう

がありました。  
4神は光温をも見、良しとされました。 

神は完美光と御闇も、とりわけなさり、   
5光温や昼や と および、闇は夜は と およびました。 

夕べがあり、朝がありました。第一の日です。 

藤𠩤 研介 訳  創世記 

主の祈り 

天

てん

にまします 私

わたくし

の 快

かい

美

び

神

しん

天

てん

女

にょ

ら〔チチ

乳

〕よ 

ねがわくは 御

おん

名

な

をあがめさせたまえ 

10御

お

国

くに

を 来

きた

らせたまえ 

御心の 天

てん

になるごとく 

地にもなさせたまえ 

11 我

われ

の日

ひ

の 精

せい

資

し

糧

りょう

を今 日

きょう

も 与

あた

えたまえ 

12 我

われ

に 債

おひめ

ある 者

もの

を 我

われ

がゆるすごとく 

我

われ

の ﾂ ﾐ

∽蜜

をもゆるしたまえ 

13 我

われ

をこころみにあわせず 

凶

きょう

悪

あく

より 救

すく

い 出

いだ

したまえ 

御国

くに

と威 力

ちから

と栄 光

さかえ

とは 

限

かぎ

りなく( 共 同

きょうどう

一 体

いったい

たる) 

汝

なんじ

のものなればなり 

アメーン 

藤

ふじ

𠩤

わら

 研

けん

介

すけ

 訳

やく

  主の祈り  Qṛi ｽトｭ祈祷 

個人訳の一例に過ぎないですから、自ら考えたいです。 

我
ゥオ 3

的
ドゥーァ

處
チゥー3

女
ヌゥー3

們
メェン 5

 मेिी
メーリー

 यजवतियां
ユヴァティヤーン

  

  (ｱﾙﾓｰﾄ ｼｪﾘｨ)  ילְ תְשְֶוְ למעְַּ

Παρθένες
パ ル テ ネ ス

 μου
ム ー

  (Τα κορίτσια μου )  

私 (eadharaa) عذارى
わたくし

の美
び

処 女
しょじょ

ら  

My
マイ

 maidens
メイデンス

 Meine Jungfrauen Мои девушки  
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ßMy maidens 

Mes demoiselles フランス語 Le mie fanciulle イタリア語 Mijn maagden オランダ語  

Meyjar mínar アイスランド語 Mo mhaighdeana アイルランド語 

Mənim qızlarım アゼルバイジャン語 My maagde アフリカーンス語 

የኔ ሴቶች yenē sētochi  アムハラ語 Vajzat e mia アルバニア語 

Աղջիկներս Aghjikners アルメニア語 ְדלעךמײנעְײְַּמ  Mayne meydlekh イディッシュ語 

Ụmụ agbọghọ m イボ語 Gadis-gadisku インドネシア語 

ウイグル語 ىرىملقىز  Fy morwynion ウェールズ語 

Мої дівиці Moyi divytsi ウクライナ語 Mening qizlarim ウズベク語 

ウルドゥー語 َّياںڈنولميرى  Minu neiud エストニア語  

Miaj fraŭlinoj エスペラント語 ମ ୋର ଦୋସୀ ୋମେ mora dāsīmāneオディア語 
  

Менің қыздарым Meniñ qızdarım カザフ語 Les meves donzelles カタロニア語  

As miñas doncelas ガリシア語 ನನನ ಕನ್ಯೆಯರು Nanna kan'yeyaru カンナダ語  

Inkumi zanjye キニアルワンダ語 Менин кыздарым Menin kızdarım キルギス語  

મારી દાસી Mārī dāsī グジャラート語 ក្រម ុំខ្ញ ុំ kramoum khnhom クメール語  

Keçikên min クルド語 moje djeve クロアチア語  

Iintombi zam コサ語 I mo fanciulle コルシカ語  

O'u taupou サモア語 prawanku ジャワ語  

ჩემო ქალწულებო chemo kalts’ulebo ジョージア語 Vasikana vangu ショナ語 

シンド語 َّنوڪريَّونَّڇومنهنج  මගේ නරුණියන් magē taruṇiyan シンハラ語 
 

Mina jungfrur スウェーデン語 Izintombi zami ズールー語 

Mo mhaighdeanan スコットランド・ゲール語 Mis doncellas スペイン語 

Moje dievky スロバキア語 Moje deklice スロベニア語 

Wajakazi wangu スワヒリ語 Budak awéwé kuring スンダ語 

Akong mga dalaga セブアノ語 Моjе девоjке moje devojke セルビア語 

Gabdhahayga ソマリ語 นอ้งสาวของฉัน N̂xng s̄āw k̄hxng c̄hạn タイ語 

Aking mga dalaga タガログ語 Духтарони ман Duxtaroni man タジク語 

Минем кызларым タタール語என் கன்னிப்பபண்கள் Eṉ kaṉṉippeṇkaḷ タミル語 

Moje děvčata チェコ語 నా కన్య లు Nā kan'yalu テルグ語  

Mine jomfruer デンマーク語 Gyrnaklarym トルクメン語  

benim bakirelerim トルコ語 Anamwali anga ニャンジャ語  

मेिा कन्याहरू Mērā kan'yāharū ネパール語 Mine jomfruer ノルウェー語  

 

Jenn fi mwen yo ハイチ・クレオール語 Budurwa na ハウサ語 

パシュトゥー語 َّېڼولزما  Nire neskameak バスク語  

Ko'u mau kaikamahine ハワイ語 A lányaim ハンガリー語 

ਮੇਰੀਆ ਂਕੁੜੀਆ ਂMērī'āṁ kuṛī'āṁ パンジャブ語 मेिी यजवतियां mērī yuvatiyān ヒンディー語 

Noqu goneyalewa yalewa フィジー語 Neitsyteni フィンランド語  

Моите моми Moite momi ブルガリア語 Các thiếu nữ của tôi ベトナム語  

Мае дзевачкі Maje dzievački ベラルーシ語 ペルシア語 دوَّشيزَّگانَّمن  

আমার কাজের মমজ়েরা Āmāra kājēra mēẏērā ベンガル語 Moje dziewczęta ポーランド語  

Moje devojke ボスニア語 Minhas donzelas ポルトガル語  
 

Aku kotiro マオリ語 Моите моми Moite momi マケドニア語  

ny ankizivaviko マダガスカル語 माझ्या दासी Mājhyā dāsī マラーティー語  

എന്റെ കന്യകമാർ enṟe kan'yakamār マラヤーラム語 xebba tiegħi マルタ語  

Anak dara saya マレー語 င ါ့မိန ်းမ ngar meinm ミャンマー語(ビルマ語) 

Бүсгүйчүүд минь Büsgüichüüd mini モンゴル語 Kuv poj niam モン語  

Awon omobirin mi ヨルバ語 ເມຍຂອງຂ້ອຍ mia khongkhony ラオ語  

meae virgines ラテン語 Manas jaunavas ラトビア語  

Mano mergelės リトアニア語 Fecioarele mele ルーマニア語  

Meng Meedercher ルクセンブルク語 나의 처녀들 naui cheonyeodeul 韓国語  

Myn fammen 西フリジア語 我的少女 Wǒ de shàonǚ 中国語  

Baroetsana ba ka 南部ソト語 私の乙女達 Watakushi no otome-tachi 日本語   
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La Bible フランス語訳聖書  fr th1 

Genèse 創世記 
1Au commencement, Dieu créa les cieux et la terre. 
2La terre était informe et vide:  
il y avait des ténèbres à la surface de l’abîme,  

et l’esprit de Dieu se mouvait au-dessus des eaux. 
3Dieu dit: Que la lumière soit! Et la lumière fut. 
4Dieu vit que la lumière était bonne;  

et Dieu sépara la lumière d’avec les ténèbres. 
5Dieu appela la lumière jour, et il appela les ténèbres nuit.  
Ainsi, il y eut un soir, et il y eut un matin:  

ce fut le premier jour. 

 

Notre Père 主の祈り  Mes demoiselles 

Notre Père qui es aux cieux!  

Que ton nom soit sanctifié; 
10que ton règne vienne;  

que ta volonté soit faite sur la terre comme au ciel. 
11Donne-nous aujourd’hui notre pain quotidien; 
12pardonne-nous nos offenses,  

comme nous aussi nous pardonnons  

à ceux qui nous ont offensés; 
13ne nous induis pas en tentation, mais délivre-nous du malin.  

Car c’est à toi qu’appartiennent,  

dans tous les siècles, le règne, la puissance et la gloire. Amen! 

 

 

標語：Liberté, Égalité, Fraternité (自由、平等、友愛) 

フランス料理：Cuisine française  
1 オードブル：hors d'œuvre (テリーヌ etc.) 

2 アントレ：entrée (ビスク、クロックムッシュ etc.) 

3 プラ プランシパル：plat principal (ポトフ、ステーキフライ etc.) 

4 パティスリー：Pâtisserie (ミルフィーユ、マカロン、エクレア、クレープ etc.) 

5 デザート：dessert (フロマージュ：チーズ、クレームブリュレ、ムース、パフェ etc.) 

ワイン：vin (ヴァン) 

あなたは：vous  私は：je  

はい：Oui  いいえ：Non 

ありがとうございます：Merci beaucoup (メルシーボークー) 
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Die Bibel ドイツ語訳聖書  de th2 

DIE SCHÖPFUNG 創世記 
1Am Anfang schuf Gott Himmel und Erde. 
2Und die Erde war wüst und leer,  
und Finsternis lag auf der Tiefe;  

und der Geist Gottes schwebte über dem Wasser. 
3Und Gott sprach: Es werde Licht! Und es ward Licht. 
4Und Gott sah, dass das Licht gut war.  

Da schied Gott das Licht von der Finsternis 
5und nannte das Licht Tag und die Finsternis Nacht.  
Da ward aus Abend und Morgen der erste Tag. 

 

Das Vaterunser 主の祈り Meine Jungfrauen 

Unser Vater im Himmel! 
Dein Name werde geheiligt. 
10Dein Reich komme. 

Dein Wille geschehe 
wie im Himmel so auf Erden. 
11Unser tägliches Brot gib uns heute. 
12Und vergib uns unsere Schuld, 
wie auch wir vergeben unsern Schuldigern. 
13Und führe uns nicht in Versuchung, 

sondern erlöse uns von dem Bösen. 
[Denn dein ist  

das Reich und die Kraft und die Herrlichkeit in Ewigkeit. 

Amen.] 
 

標語：Einigkeit und Recht und Freiheit (統一と正義と自由) 

ドイツ料理：deutsche Küche  

ソーセージ：Wurst (ヴルスト) ハム：Schinken  

チーズ：Käse ザワークラウト：SauerKraut   

ビール：Bier  黒：schwarz  

存在(あること)：Sein 当為(あるべきこと)：Sollen 

現象：Phänomen 物自体：Ding an sich  

悟性(概念把握、認識能力)：Verstand (フェアシュタント) 

理性(推論能力)：Vernunft  判断力(趣味的判断)：Urteilskraft 

あなたは：Sie 私は：Ich  

はい：Ja  いいえ：Nein  

ありがとうございます：Danke schön  
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La Sacra Bibbia イタリア語訳聖書  it th3 

Genesi 創世記 
1In principio Dio creò il cielo e la terra. 
2La terra era informe e deserta  
e le tenebre ricoprivano l’abisso  

e lo spirito di Dio aleggiava sulle acque. 
3Dio disse: «Sia la luce!». E la luce fu. 
4Dio vide che la luce era cosa buona  

e Dio separò la luce dalle tenebre. 
5Dio chiamò la luce giorno,  
mentre chiamò le tenebre notte.  

E fu sera e fu mattina: giorno primo.  

 

Padre nostro 主の祈り Le mie fanciulle 

Padre nostro che sei nei cieli, 

sia santificato il tuo nome, 
10venga il tuo regno, 

sia fatta la tua volontà, 

come in cielo così in terra. 
11Dacci oggi il nostro pane quotidiano, 
12e rimetti a noi i nostri debiti  

come anche noi li rimettiamo ai nostri debitori, 
13e non abbandonarci alla tentazione, 

ma liberaci dal male.  

 

緑：verde  白：Bianco  赤：rosso   

イタリア料理：cucina italiana  
1.アペリティーヴォ(食前酒)：aperitivo  

2.アンティパスト(前菜)：antipasto (燻製、カルパッチョ etc. ) 

3.プリモ・ピアット(第一皿)：primo piatto (リゾット、ポレンタ etc.) 

4.セコンド・ピアット(第二皿)：secondo piatto (魚料理、肉料理) 

5.コントルノ(副菜)：contorno (ミニサラダ、マリネ etc.) 

6.ドルチェ(デザート)：dolce (果物、ドルチェ etc.) 

7.カッフェ(コーヒー)：caffè (エスプレッソ、カフェ・マキアット) 

8.ディジェスティーヴォ(食後酒)：digestivo (グラッパ、リモンチェッロ) 

お金持ち：ricco  

あなたは：Lei (tu) 私は：Sono (io, mi )  敬語と親称 

はい：Si  いいえ：No  

ありがとうございます：Grazie mille  
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De Bijbel オランダ語訳聖書  nl th4 

Genesis 創世記 
1In den beginne schiep God den hemel en de aarde. 
2De aarde nu was woest en ledig,  
en duisternis was op den afgrond;  

en de Geest Gods zweefde op de wateren. 
3En God zeide: Daar zij licht! En daar werd licht. 
4En God zag het licht, dat het goed was;  

en God maakte scheiding tussen  

het licht en tussen de duisternis. 
5En God noemde het licht dag,  

en de duisternis noemde Hij nacht.  

Toen was het avond geweest,  

en het was morgen geweest,  

de eerste dag. 

 

Onzevader 主の祈り Mijn maagden 

Onze Vader, Die in de hemelen zijt!  

Uw Naam worde geheiligd. 
10Uw Koninkrijk kome.  

Uw wil geschiede, gelijk in den hemel alzo ook op de aarde. 
11Geef ons heden ons dagelijks brood. 
12En vergeef ons onze schulden,  

gelijk ook wij vergeven onzen schuldenaren. 
13En leid ons niet in verzoeking,  

maar verlos ons van den boze.  

Want Uw is het Koninkrijk, en de kracht, en de heerlijkheid,  

in der eeuwigheid, amen.  
 

標語：Ik zal handhaven (我、守り続けん) 

赤：rood (ローツゥ) 白：wit  青：blauw (ブラウ) 

オランダ料理：Nederlandse keuken  

キャベツ：kool  サラダ：sala (日：コールスローの語源) 

スタムポット(大きいソーセージ)：Stamppot  

フラー(バニラカスタード)：Vla  

コーヒータイム：koffietijd (コフィテイト) 

メイド：hulp in de huishouding  

あなたは：u (Jij)  私は：Ik  

はい：ja  いいえ：nee  

ありがとうございます：Dank u wel  
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THE HOLY BIBLE 英語訳聖書  en th5 

GENESIS 創世記 
1In the beginning God created the heaven and the earth. 
2And the earth was without form, and void;  
and darkness was upon the face of the deep.  

And the Spirit of God moved upon the face of the waters. 
3And God said, Let there be light: and there was light. 
4And God saw the light, that it was good:  

and God divided the light from the darkness. 
5And God called the light Day,  
and the darkness he called Night.  

And the evening and the morning were the first day. 

 

ｻﾞ ﾎｰﾘｰ ﾊﾞｲﾌﾞﾙ  ｼﾞｪﾈｼｽ 
1 ｲﾝ ｻﾞ ﾋﾞｷﾞﾆﾝｸﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｸﾘｴｲﾃｯﾄﾞ ｻﾞ ﾍｳﾞﾝ 

 ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｱｰｽ  
2 ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｱｰｽ ﾜｽﾞ ｳｨｽﾞｱｳﾄ ﾌｫｰﾑ ｱﾝﾄﾞ ｳﾞｫｲﾄﾞ  

ｱﾝﾄﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ ﾜｽﾞ ｱﾎﾟﾝ ｻﾞ ﾌｪｲｽ ｵﾌﾞ ｻﾞ ﾃﾞｨｰﾌﾟ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ｽﾋﾟﾘｯﾄ ｵﾌﾞ ｺﾞｯﾄﾞ  

ﾑｰｳﾞﾄﾞ ｱﾎﾟﾝ ｻﾞ ﾌｪｲｽ ｵﾌﾞ ｻﾞ ｳｫｰﾀｰｽﾞ  
3 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｾﾄﾞ ﾚｯﾄ ｾﾞｱ ﾋﾞｰ ﾗｲﾄ  

ｱﾝﾄﾞ ｾﾞｱ ﾜｽﾞ ﾗｲﾄ  
4 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｿｰ ｻﾞ ﾗｲﾄ ｻﾞｯﾄ ｲｯﾄ ﾜｽﾞ ｸﾞｯﾄﾞ  

ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ﾃﾞｨｳﾞｧｲﾃﾞｨﾄﾞ ｻﾞ ﾗｲﾄ ﾌﾛﾑ ｻﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ  
5 ｱﾝﾄﾞ ｺﾞｯﾄﾞ ｺｰﾙﾄﾞ ｻﾞ ﾗｲﾄ ﾃﾞｲ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾀﾞｰｸﾈｽ ﾋｰ ｺｰﾙﾄﾞ ﾅｲﾄ  

ｱﾝﾄﾞ ｼﾞ ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾓｰﾆﾝｸﾞ ﾜｰ ｻﾞ ﾌｧｰｽﾄ ﾃﾞｲ  

 

標語：Dieu et mon droit (フランス語：神と我が権利)  

イギリス料理：British cuisine  

ローストビーフ(牛肉の塊を蒸し焼きにし、薄くスライス)：Roast beef  

スコーン(スコットランド料理)：scone  

サンドイッチ：sandwich  

カントリー・ハウス：English country house  
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 The Lord’s Prayer 主
しゅ

祷
とう

文
ぶん

     My
マイ

 maidens
メイデンス

 
Our Father which art in heaven,  

Hallowed be thy name. 
10Thy kingdom come.  
Thy will be done in earth,  

as it is in heaven. 
11Give us this day our daily bread. 
12And forgive us our debts,  

as we forgive our debtors. 
13And lead us not into temptation,  

but deliver us from evil: 

For thine is the kingdom,  
and the power,  

and the glory,  

for ever. Amen.  
 

ｻﾞ ﾛｰｽﾞ ﾌﾟﾚｲﾔｰ 
ｱﾜｰ ﾌｧｰｻﾞｰ ｳｨｯﾁ ｱｰﾄ ｲﾝ ﾍｳﾞﾝ 

ﾊﾛｳﾄﾞ ﾋﾞｰ ｻﾞｲ ﾈｲﾑ 
10 ｻﾞｲ ｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ ｶﾑ  

ｻﾞｲ ｳｨﾙ ﾋﾞｰ ﾀﾞﾝ ｲﾝ ｱｰｽ  

ｱｽﾞ ｲｯﾄ ｲｽﾞ ｲﾝ ﾍｳﾞﾝ 
11 ｷﾞﾌﾞ ｱｽ ﾃﾞｨｽ ﾃﾞｲ ｱﾜｰ ﾃﾞｲﾘｰ ﾌﾞﾚｯﾄﾞ  
12 ｱﾝﾄﾞ ﾌｧｰｷﾞﾌﾞ ｱﾜｰ ﾃﾞｯﾂ 

ｱｽﾞ ｳｨｰ ﾌｧｰｷﾞﾌﾞ ｱﾜｰ ﾃﾞﾀｽﾞ 
13 ｱﾝﾄﾞ ﾘｰﾄﾞ ｱｽ ﾉｯﾄ ｲﾝﾄｩ ﾃﾝﾌﾟﾃｲｼｮﾝ  

ﾊﾞｯﾄ ﾃﾞﾘﾊﾞｰ ｱｽ ﾌﾛﾑ ｴｳﾞｨﾙ  

ﾌｫｰ ｻﾞｲﾝ ｲｽﾞ ｻﾞ ｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ﾊﾟﾜｰ  

ｱﾝﾄﾞ ｻﾞ ｸﾞﾛｰﾘｰ  

ﾌｫｰ ｴｳﾞｧｰ ｱｰﾒﾝ 

 

標語：E pluribus unum (ラテン語：多数から一つへ) 

In God We Trust (我らは神を信ずる) 

Annuit cœptis (神は我らの企てに与し給えり) 

Novus ordo seclorum (ラテン語：時代の新秩序) 

国歌：The Star-Spangled Banner (星条旗) 

アメリカ料理：American food  

ハンバーガー(ドイツ発祥)：Hamburger  

カリフォルニアロール(寿司)：California roll  

ペミカン(アメリカ先住民の伝統的な保存食)：Pemmican  

はい：Yes  いいえ：No  あなたは：You  私は：I  

ありがとうございます：Thank you very much.  
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ALKITAB  

PERJANJIAN LAMA  

Pada mulanya Allah menciptakan langit dan bumi.  
2 Bumi belum berbentuk dan kosong;  

gelap gulita menutupi samudera raya,  

dan Roh Allah melayang-layang di atas permukaan air.  
3 Berfirmanlah Allah: “Jadilah terang.”  

Lalu terang itu jadi.  
4 Allah melihat bahwa terang itu baik,  
lalu dipisahkan-Nyalah terang itu dari gelap.  
5 Dan Allah menamai terang itu siang,  
dan gelap itu malam.  

Jadilah petang dan jadilah pagi, itulah hari pertama.  

 

PERJANJIAN BARU     MATIUS  Gadis-gadisku 
Bapa kami yang de sorga,  

Dikuduskanlah nama-Mu,  
10 datanglah Kerajaan-Mu,  

jadilah kehendak-Mu di bumi seperti di sorga.  
11 Berikanlah kami pada hari ini makanan  
kami yang secukupnya 
12 dan ampunilah kami akan kesalahan kami,  

seperti kami juga mengampuni  
orang yang bersalah kepada kami;  
13 dan janganlah membawa kami ke dalam pencobaan,  

tetapi lepaskanlah kami dari pada yang jahat.  
(Karena Engkaulah yang empunya  

Kerajaan dan kuasa dan kemuliaan sampai selama-lamanya.  

Amin.)       

『インドネシア語訳聖書』  id th6  

 

標語：Bhinneka Tunggal Ika (古ジャワ語：多様性の中の統一) 

インドネシア料理 

ナシゴレン(インドネシア風チャーハン)：nasi goreng  

テンペ(インドネシアの納豆)：tempe (英語：tempeh) 

サンタン(ココナッツミルク)：santen  

ジャワ島(首都 ジャカルタ)：Jawa (英語：Java ) 

ボルネオ島(マレーシア、ブルネイ)：Pulau Kalimantan (英語：Borneo)  

ニューギニア島(パプワニューギニア)：Nugini  

ティモール島(東ティモール)：Timor (ポルトガル語) 

はい：Ya  いいえ：Tidak (Bukan)  

あなたは：Anda (Kamu)  私は：saya (aku) 

ありがとう(受け取ります、愛)：Terima kasih  
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BIBLIYA  
LUMANG TIPAN     GENESIS  

Nang pasimula ay nilikha ng Dios ang langit at ang lupa.  
2 At ang lupa ay walang anyo at walang laman;  

at ang kadiliman ay sumasa ibabaw ng kalaliman;  

at ang Espiritu ng Dios ay sumasa ibabaw ng tubig.  
3 At sinabi ng Dios Magkaroon ng liwanag;  

at nagkaroon ng liwanag.  
4 At nakita ng Dios ang liwanag na mabuti,  
at inihiwalay ng Dios ang liwanag sa kadiliman.  
5 At tinawag ng Dios ang liwanag na Araw,  
at tinawag niya ang kadiliman na Gabi.  

At nagkahapon at nagkaumaga ang unang araw.  

 

BAGONG TIPAN     MATEO Aking mga dalaga  
Ama namin na nasa langit ka,  

Sambahin nawa ang pangalan mo.  
10 Dumating nawa ang kaharian mo.  

Gawin nawa ang iyong kalooban, kung paano sa langit,  

gayon din naman sa lupa.  
11 Ibigay mo sa amin ngayon ang aming kakanin sa araw-araw.  
12 At ipatawad mo sa amin ang aming mga utang,  

gaya naman namin na nagpatawad sa mga may utang sa amin.  
13 At huwag mo kaming ihatid sa tukso,  

kundi iligtas mo kami sa masama.  

Sapagka’t iyo ang kaharian,  
at ang kapangyarihan,  

at ang kaluwalhatian,  

magpakailan man.  
Siya nawa.  

『タガログ語訳聖書』(フィリピン)  tl th7  

 

標語：Maka-Diyos, Maka-Tao, Makakalikasan at Makabansa  

(神、国民、自然、国への愛情のために) 

アドボ(マリネ)：Adobo (スペイン語、タガログ語) 

ナタ・デ・ココ(ココナッツ果汁を発酵・ゲル化)：nata de coco (スペイン語) 

ハロハロ(混ぜこぜの意、サンデーに似る)：Haluhalo, Halo-halo  

ルソン島(呂宋島)：Luzon  

ミンダナオ島：Mindanao (英語) 

ヴィサヤ諸島：Kabisayaan  

はい：Opo (Oo )  いいえ：Hindi  

あなたは：ka (ikaw：文の先頭の時)  私は：ako  

ありがとうございます：Salamat po.  



240 

BIBLIA TAKATIFU  
AGANO LA KALE  

MWANZO  

Hapo mwanzo Mungu aliziumba mbingu na nchi.  
2 Nayo nchi ilikuwa ukiwa, tena utupu,  
na giza lilikuwa juu ya uso wa vilindi vya maji;  

Roho ya Mungu ikatulia juu ya uso wa maji.  
3 Mungu akasema, Iwe nuru; ikawa nuru.  
4 Mungu akaiona nuru, ya kuwa ni njema;  

Mungu akatenga nuru na giza.  
5 Mungu akaiita nuru Mchana, na giza akaliita Usiku.  

Ikawa jioni ikawa asubuni, siku moja.  

 

AGANOJIPYA  

MATHAYO   Wajakazi wangu 
Baba yetu uliye mbinguni, Jina lako litukuzwe,  

Ufalme wako uje,  
10 Mapenzi yako yatimizwe,  

hapa duniani kama huko mbinguni.  
11 Utupe leo riziki yetu.  
12 Utusamehe deni zetu,  

kama sisi nasi tuwasamehevyo wadeni wetu.  
13 Na usitutie majaribuni, lakini utuokoe na yule mwovu.  
[Kwa kuwa ufalme ni wako, na nguvu, na utukufu,  

hata milele. Amina.]  

 『スワヒリ語訳聖書』  sw th8  

 

由来：Sawāhalii：アラビア語で「海岸に住む人」 

アフリカ料理 

フフ(餅に似る。中部アフリカ、西アフリカ)：fufu・foutoa  

ウガリ(餅状の主食。東アフリカ)：Ugali  

マゲウ(トウモロコシを醗酵させた伝統的なノンアルコール飲料) 

南部アフリカの食文化は rainbow cuisine とも呼ばれる。 

メタヒリ(言葉遊び・洒落・韻文)：Methali  

(ex. Haraka haraka haina baraka：Hurry hurry has no blessing ) 

はい：Ndiyo  いいえ：Hapana  

あなたは：wewe  私は：Mimi  

どうも ありがとう：Asante sana (Asante：ありがとう) 
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AI VOLA TABU  
VEIYALAYALATI MAKAWA  

VAKATEKIVU  

Na Kalou, e nai tekitekivu ni ka kecega,  

sa vakavune na veilomalagi kei na vuravura.  
2 Na vuravura sa sega ni vakavotukana tu, qai lala talega;  

na kena butobuto sa titobu sara.  

Na Yalo ni Kalou sa vakaraica sobu tu mai na dela ni wai.  
3 Na Kalou sa tukuna, “Me sa rarama mai,”  

sa qai dua sara na rarama.  
4 Na Kalou sa raica na rarama, ka sa vinaka.  

Na Kalou sa wasea na rarama mai na butobuto.  
5 Na Kalou sa tukuna, na rarama me Siga,  

kei na butobuto me Bogi.  
Na karobo ni yakavi ki na kida ni mataka, sai matai ni siga.  

 

VEIYALAYALATI VOU     

MACIU   Noqu goneyalewa yalewa  
Tama i keimami mai Lomalagi,  

Me vakarokorokotaki na Yacamuni.  
10 Me yaco na nomuni lewa.  

Me caka na lomamuni  

e vuravura me vaka sa caka mai lomalagi.  
11 Solia mai vei keimami  

e na siga oqo na kakana e yaga vei keimami.  
12 la kakua ni cudruvi keimami  
e na vuku ni neimami valavala ca,  

me vaka keimami  

sa sega ni cudruvi ira era sai valavala ca vei keimami.  
13 la kakua ni kauti keimami ki na vere,  

ka mo ni vakabulai keimami mai na ca:  

Ni sa nomuni na lewa, kei na kaukauwa, kei na vakarokoroko,  
ka sega ni mudu. Emeni.       

『フィジー語訳聖書』  fj th9  

 

標語：Rerevaka na Kalou ka Doka na Tui  

(フィジー語：神を畏敬し、女王を尊敬する) 

ロボ(蒸し料理)：Lovo  

ココンダ(白身魚のマリネ)：Kokoda  

カバ(コショウ科の木の根を乾燥、粉状にし、水とミックス)：Kava  

西にバヌアツ、東にトンガ、北にツバル。 

はい：io (イ～オ) いいえ：sega (センガ) 

あなたは：Kemuni (iko)  私は：au  ありがとう：Vinaka  
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RAAMATTU  
VANHA TESTAMENTTI  

ENSIMMÄINEN MOOSEKSEN  

Alussa loi Jumala taivaan ja maan.  
2 Ja maa oli autio ja tyhjä, ja pimeys oli syvyyden päällä,  

ja Jumalan Henki liikkui vetten päällä.  
3 Ja Jumala sanoi: “Tulkoon valkeus”.  

Ja valkeus tuli.  
4 Ja Jumala näki, että valkeus oli hyvä;  
ja Jumala erotti valkeuden pimeydestä.  
5 Ja Jumala kutsui valkeuden päiväksi,  

ja pimeyden hän kutsui yöksi.  

Ja tuli ehtoo, ja tuli aamu, ensimmäinen päivä.  

 

UUSI TESTAMENTTI  

EVANKELIUMI  

MATTEUKSEN MUKAAN  Neitsyteni 
Isä meidän, joka olet taivaissa! Pyhitetty olkoon sinun nimesi;  
10 tulkoon sinun valtakuntasi;  

tapahtukoon sinun tahtosi  
myös maan päällä niinkuin taivaassa;  
11 anna meille tänä päivänä meidän jokapäiväinen leipämme;  
12 ja anna meille meidän velkamme anteeksi,  
niinkuin mekin annamme anteeksi meidän velallisillemme;  
13 äläkä saata meitä kiusaukseen; vaan päästä meidät pahasta, 

(sillä sinun on valtakunta ja voima ja kunnia iankaikkisesti. 
Amen.)  

『フィンランド語訳聖書』  fi th10  

 

スオミ語(フィンランド語、フィン語)：Suomen kieli, Suomi  

フィンランド料理 

カレリアン ピーラッカ
パ イ

(パイ料理)：Karjalanpiirakka  

レイパ
パ ン

 ユースト
チ ー ズ

(ユーストレイパ)：leipäjuusto, juustoleipä  

マンミ(復活祭のデザート)：Mämmi  

サウナ：sauna  

カンテレ(ツィター属の撥弦楽器)：kantele  

アキオ(ボート型の曳きソリ)：ahkio (アハキオ) 

はい：Kyllä (キュッラ) (Joo：ヨー) いいえ：Ei  

あなたは：Sinä  私は：Minä  

ありがとう、あなたに：Kiitos sinulle! (キートス スィヌッレ) 
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BIBELN  
GAMLA TESTAMENTET  

1 MOSEBOK  

Ibegynnelsen skapade Gud himmel och jord.  
2 Och jorden var öde och tom, och mörker var över djupet,  
och Guds Ande svävade över vattnet.  
3 Och Gud sade: “Varde ljus”; och det vart ljus.  
4 Och Gud såg att ljuset var gott;  
och Gud skilde ljuset från mörkret.  
5 Och Gud kallade ljuset dag, och mörkret kallade han natt.  

Och det vart afton, och det vart morgon, den första dagen.  

 

NYA TESTAMENTET  

MATTEUS  Mina jungfrur 
'Fader vå, som är i himmelen! Helgat varde ditt namn;  
10 tillkomme ditt rike; ske din vilja, såsom i himmelen,  

så ock på jorden;  
11 vårt dagliga bröd giv oss i dag;  
12 och förlåt oss våra skulder,  

såsom ock vi förlåta dem oss skyldiga äro;  
13 och inled oss icke i frestelse, utan fräls oss ifrån ondo.'  

『スウェーデン語訳聖書』  sv th11  

 

標語：För Sverige I tiden  

(スウェーデン語：スウェーデンのために、時代と共に) 

スウェーデン料理 

ヒュスマンスコスト(北欧家庭料理のこと)：Husmanskost  

アートソッパ(エンドウマメのスープ)：Ärtsoppa  

オストカーカ(スウェーデンのチーズケーキ)：Ostkaka  

フィーカ(コーヒー、コーヒーブレイクの習慣)：fika  

ラーゴム(ちょうど良い、ほど良い)：Lagom  

ニッケルハルパ(弓で演奏する擦弦楽器)：nyckelharpa  

はい：Ja  いいえ：Nej   

あなたは：Du  私は：Jag   

ありがとうございます：Tack så mycket.  

(タック ソ ミュッケ)(ありがとう：Tack)  
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BIBELEN  
GAMLE TESTAMENTE  

1 MOSEBOG  

I Begyndelsen skabte Gud Himmelen og Jorden.  
2 Og Jorden var øde og tom,  
og der var Mørke over Verdensdybet.  

Men Guds Ånd svævede over Vandene.  
3 Og Gud sagde: “Der blive Lys!” Og der blev Lys.  
4 Og Gud så, at Lyset var godt,  

og Gud satte Skel mellem Lyset og Mørket,  
5 og Gud kaldte Lyset Dag, og Mørket kaldte han Nat.  

Og det blev Aften, og det blev Morgen, første Dag.  

 

NYE TESTAMENTE  

MATTHÆUS  Mine jomfruer 
Vor Fader, du, som er i Himlene! Helliget vorde dit Navn;  
10 komme dit Rige; ske din Villie,  
som i Himmelen således også på Jorden;  
11 giv os i dag vort daglige Brød:  
12 og forlad os vor Skyld, som også vi forlade vore Skyldnere;  
13 og led os ikke i Fristelse; men fri os fra det onde;  

(thi dit er Riget og Magten og Æren i Evighed! Amen. )       

『デンマーク語訳聖書』  da th12  

 

王のモットー：Guds hjælp, Folkets kærlighed, Danmarks styrke  

(デンマーク語：神の救い、国民の愛情、デンマークの力) 

デンマーク：Danmark (ダンマルク) 

デンマーク料理 

1 前菜(通常、魚料理)：forret (小エビのカクテル等) 

2 スープ：supper 
 (乾燥豆スープ：Gule ærter, 鶏肉スープ：Hønsekødssuppe 等) 

3 メイン料理：hovedretter  

フレスケスタイ(ローストポーク)：Flæskesteg  

4 デザート：desserter  

エイブルスキーバー(りんごの薄切り)：Æbleskiver  

ヒュッゲ(居心地のよい雰囲気や時間)：Hygge  

はい：Ja  いいえ：Nej   

あなたは：Du  私は：Jeg  

どうも ありがとう：Tusind tak!  
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BIBELEN  
OLD TESTAMENT  

1 MOSEBOK  

I begynnelsen skapte Gud himmelen og jorden.  
2 Og jorden var øde og tom,  
og det var mørke over det store dyp,  

og Guds Ånd svevde over vannene.  
3 Da sa Gud: Det bli lys! Og det blev lys.  
4 Og Gud så at lyset var godt, og Gud skilte lyset fra mørket.  
5 Og Gud kalte lyset dag, og mørket kalte han natt.  

Og det blev aften, og det blev morgen, første dag.  

 

NEW TESTAMENT 

MATTEUS  Mine jomfruer 
Fader vår, du som er i himmelen! Helliget vorde ditt navn;  
10 komme ditt rike;  

skje din vilje, som i himmelen, så og på jorden;  
11 gi oss idag vårt daglige brød;  
12 og forlat oss vår skyld, som vi og forlater våre skyldnere;  
13 og led oss ikke inn i fristelse; men fri oss fra det onde.  
For riket er ditt, og makten og æren i evighet. Amen.       

『ノルウェー語訳聖書』  nb  nn th13  

 
ノルウェー語の標準語は、ブークモール nb とニーノシュク nn がある。 

ブークモール(書き言葉の規範)：bokmål (本の言語) 

ニーノシュク(方言を文語に採用)：nynorsk (新ノルウェー語) 

サーミ語：Sámegielat  

ノルウェー料理 

フェナロー(仔羊の腿肉を塩漬けにした生ハムの一種)：fenal  

ピンネ・ヒョット(塩漬けの羊の腿肉を蒸しあげたもの)：pinnekjøtt  

イェトスト(山羊乳のチーズ、キャラメル化したもの)：Gjetost  

ノルウェーサーモン(アトランティックサーモン)：laks  

コーシェリ(居心地の良い)：Koselig  

はい：Ja  いいえ：Nei   

さぁ、どうだろう(曖昧な返事)：Nja (ニャー) 

あなたは：Du  私は：Jeg  

どうも ありがとう：Tusen takk!  (千：Tusen ) 
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LA SANTA BIBLIA   
EL ANTIGUO TESTAMENTO 

GÉNESIS  

EN el principio crió Dios los cielos y la tierra.  
2 Y la tierra estaba desordenada y vacía,  
y las tinieblas estaban sobre la haz del abismo,  

y el Espíritu de Dios se movía sobre la haz de las aguas.  
3 Y dijo Dios: Sea la luz: y fué la luz.  
4 Y vió Dios que la luz era buena:  

y apartó Dios la luz de las tinieblas.  
5 Y llamó Dios á la luz Día, y á las tinieblas llamó Noche:  

y fué la tarde y la mañana un día.  

 

EL NUEVO TESTAMENTO 

MATEO  Mis doncellas 
Padre nuestro que estás en los cielos,  

santificado sea tu nombre. 
10 Venga tu reino.  

Sea hecha tu voluntad, como en el cielo,  

así también en la tierra.  
11 Danos hoy nuestro pan cotidiano.  
12 Y perdónanos nuestras deudas,  

como también nosotros perdonamos á nuestros deudores. 
13 Y no nos metas en tentación,  

mas líbranos del mal:  

porque tuyo es el reino, y el poder, y la gloria,  
por todos los siglos. Amén.  

 『スペイン語訳聖書』  es th14 

 

標語：Plus Ultra (ラテン語：更なる前進) 
スペイン料理 

アリオリソース：Allioli (カタルーニャ語) 

トルティリャ(スペイン風オムレツ)：tortilla española  

ガスパチョ(トマト等を用いた冷製スープ)：Gazpacho  

パエリア：paella (バレンシア語) アヒージョ：ajillo  

1 朝食：Desayuno  

2 午前の間食： 

Merienda media Mañana (メリエンダ・メディア・マニャーナ) 

3 昼食：Almuerzo (アルムエルソ)  昼休憩：siesta(シエスタ) 

4 午後の間食：Merienda (メリエンダ) 5 夕食：Cena  

メキシコ、コロンビア、アルゼンチン、米国 等(中央アメリカ、南米) 

ガリシア語、スペイン語：español、カタルーニャ語、バレンシア語、 

アストゥリアス語、エストレマドゥーラ語、バスク語 等 

はい：Sí  いいえ：No  あなたは：Tú  私は：Yo  

逆疑問符：¿  どうも ありがとう：Muchísimas gracias    
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A BÍBLIA SAGRADA  
VELHO TESTAMENTO 

GÉNESIS  

No princípio, criou Deus os céus e a terra.  
2 E a terra era sem forma e vazia;  
e havia trevas sobre a face do abismo;  

e o Espírito de Deus se movia sobre a face das águas.  
3 E disse Deus: Haja luz. E houve luz.  
4 E viu Deus que era boa a luz;  

e fez Deus separação entre a luz e as trevas.  
5 E Deus chamou á luz Dia; e ás trevas chamou Noite.  

E foi a tarde e a manhã: o dia primeiro.  

 

NOVO TESTAMENTO  

MATEUS  Minhas donzelas 
Pai nosso, que estás nos céus, santificado seja o teu nome;  
10 Venha o teu reino, seja feita a tua vontade,  
assim na terra como no céu;  
11 O pão nosso de cada dia nos dá hoje;  
12 E perdoa-nos as nossas dívidas,  
assim como nós perdoamos aos nossos devedores;  
13 E não nos induzas à tentação; mas livra-nos do mal;  

porque teu é o reino, e o poder, e a glória, para sempre. Amen.  

『ポルトガル語訳聖書』  pt th15  

 

ポルトガル語：português (língua portuguesa )  

イベリアポルトガル語(ポルトガルポルトガル語) 

アフリカポルトガル語 

ブラジルポルトガル語(ブラポル語) 

ポルトガル料理 

カステロ・ブランコ(羊乳のチーズ)： 

Queijo de Castelo Branco (ケイジョ・デ・カステロ・ブランコ) 

ガスパチョ：gaspacho  

パステル・デ・ナタ(エッグタルト)：Pastel de Nata  

(パステル・デ・ベレン：Pastel de Belém) 

サウダージ(郷愁、憧憬、思慕)：Saudade  

はい：Sim  いいえ：Não   

あなたは：Vós (tu) 私は：eu  

ありがとう：Obrigado. (男性形)  Obrigada. (女性形)  

どうも ありがとう：Muito obrigada!   
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DIE HEILIGE BYBEL   Afrikaans Bible  af  My maagde 

1In die begin het God die hemel en die aarde geskape.  
13en lei ons nie in versoeking nie, maar verlos ons van die Bose.  

Want aan U behoort die koninkryk  

en die krag en die heerlikheid tot in ewigheid. Amen.  
BIBLA E SHENJTË  Albanian Holy Bible  sq Vajzat e mia 

1Në fillim Perëndia krijoi qiejt dhe tokën.  
13Dhe mos lejo të biem në tundim, por na çliro nga i ligu.  

sepse jotja është mbretëria dhe fuqia dhe lavdia përjetë. Amen.  

BIBLÍAN   Icelandic Holy Bible      is     

1Íupphafi skapaði Guð himin og jörð.     Meyjar mínar 

13Og eigi leið þú oss í freistni, heldur frelsa oss frá illu.  

Því að þitt er ríkið, mátturinn og dýrðin að eilífu, amen.  

BILIYA – CEBUANO   Cebuano Holy Bible  ceb 

1Sa sinugdan gibuhat sa Dios ang mga langit ug ang yuta.  
13ug ayaw kami itugyan sa panulay,          Akong mga dalaga 

kondili luwasa kami gikan sa dautan. Kay imo ang gingharian,  

ug ang gahum, ug ang himaya, hangtud sa kahangturan. Amen.  

Pipele  Toki Pona Bible     tp    

1Tenpo pini mute la jan sewi li pali e sewi e ma.    
13o lawa ala e mi tawa ike. o lawa e mi tan ike.  

tenpo ali la sina jo e ma e wawa e pona. Amen.       Meli suwi 

BIBLE SVATÁ   Czech Holy Bible   cs       

1Na počátku stvořil Bůh nebe a zemi.        Moje děvčata 
13I neuvoď nás v pokušení, ale zbav nás od zlého.  

Nebo tvé jest království, i moc, i sláva, na věky. Amen. 
BAIBULI Y'OLUGANDA   Luganda Holy Bible  lg 

1Olubereberye Katonda yatonda eggulu n'ensi. Abawala bange 
13Totutwala mu kukemebwa, naye otulokole eri omubi.  

Kubanga obwakabaka, n'obuyinza, n'ekitiibwa,  
bibyo, emirembe n'emirembe, Amiina.  

POLSKA BIBLIA   Polish Bible   pl    Moje dziewczęta 

1Na początku stwozył Bóg niebo i ziemię.  
13I nie wwódź nas na poluszenie, ale nas zbaw ode złego;  

albowiem twoje jest królestwo i moc i chwała na wieki. Amen.  
Biblia   Slovak Bible     sk Moje dievky 

1Na počiatku stvoril Boh nebo a zem.  
13I neuvoď nás do pokušenia, ale zbav nás zlého!  

Lebo Tvoje je kráľovstvo i moc i sláva na veky. Amen.  
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ULGATA 
VETUS TESTAMENTUM  

GENESIS  

in principio creavit Deus caelum et terram  
2 terra autem erat inanis et vacua et tenebrae  
super faciem abyssi et spiritus Dei ferebatur super aquas  
3 dixitque Deus fiat lux et facta est lux  
4 et vidit Deus lucem quod esset bona  
et divisit lucem ac tenebras  
5 appellavitque lucem diem  

et tenebras noctem factumque est vespere et mane dies unus  

 

NOVUM TESTAMENTUM 

MATTHÆUM 

Oratio Dominica   meae virgines 
Pater noster qui in caelis es sanctificetur nomen tuum  
10 veniat regnum tuum fiat voluntas tua sicut  
in caelo et in terra  
11 panem nostrum supersubstantialem da nobis hodie  
12 et dimitte nobis debita nostra sicut  
et nos dimisimus debitoribus nostris  
13 et ne inducas nos in temptationem sed libera nos a malo  

『ラテン語訳聖書』  la 

 

ラテン語：lingua latina  

アドリブ(即興)：ad lib. (ad libitum )  

ア・プリオリ(先天的に、先験的に)：a priori  

アクア(水)：aqua  

コロナ(王冠)：corona  

たとえば：exempli gratia (e.g. )  

その他 (エトセトラ) ：et cetera (etc.)(エト・ケテラ) 

エゴ(私、自我)：ego  

メメント・モリ(死を想え)：Memento mori  

&(アンパサンド)：et の合字が記号になったもの 

！(エクスクラメーション・マーク)： 

io を縦に重ねた合字が記号になったもの 

？(クエスチョンマーク)： 

quaestio の最初の q と最後の o を縦に重ねた合字？ 

はい：ita  いいえ：non   

あなたは：Vos (tu )  私は：ego  

ありがとう：gratias tibi / ago  (gratias tibi ago )  
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γ キリスト教 新約聖書 

頌
しょう

栄
えい

 
Δόξα ἐν ὑψίστοις θεῷ  

καὶ ἐπὶ γῆς εἰρήνη ἐν ἀνθρώποις εὐδοκίας.  
 

♫「いと高きところに 栄光が 神にあるように 
地の上に平和が 御心に 適う人々にあるように」♬ 

 ルカ による福音書 2 章 14 節 

  

ユダヤ 教 朝夕の祈り 

シェマー・イスラエル 

 ְ מַּ ְ ְעשְּ הוָּ הְ׀ְאֶחָּ ינוְּיְּ הוָּ הְאֱלֹהֵ  לְיְּ אֵ  רָּ שְּ ׃ְדי   
→ ｼｪﾏｰ ｲｽﾗｴﾙ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾛﾍｲﾇｰ ｱﾄﾞﾅｲ ｴﾊｯﾄﾞ 

 

「聞け、おう、イスラエルよ、 

主は私たちの神、主こそは一。」 

申命記 6 章 4 節 

(類似：民数記 15 章 41 節、原文右横書き) 
 

イスラム教 
ムスリム(イスラム教徒)の挨拶 

ビスミッラー〔Bismillah〕 

ََِّّمَِّبسَِّۡ ٱللّ    
 

「アッラーの御名にて……」 
アッラーには美名が多くあります。 

 

  تحَْمِيد

(タフミード、と呼ばれるフレーズ) 

アルハムドゥリッラー 〔al-ḥamdu li-llāh〕 

ََِّّٱلۡحَمۡدَُّ لِلّ   
 

「讃えあれ、アッラー！」 
他に、スブハー ナッラー(タスビーフ、アッラーは超越せしかな) 

ラー イラーハ イッラッラーフ(タフリール、アッラーの他に神はなし)、

アッラーフ アクバル(タクビール、アッラーは最も偉大である)もある。 
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    ٤   إِنَّ ٱلۡمُتَّقِينَ فِى جَنَّ ـت ٍ۬ وَنَہَر ٍ۬ 
イｯﾅ ｧｩﾙﾑｩｯﾀくぃｨﾅ ﾌｨー ｼﾞｬｯﾅｰﾃｨﾝ ﾜﾅタりん 

 
まことに、畏れ身を守る者たちは楽園と川にいる。 

月 第 54 章 54 節 

  (類似：第 52 章 17 節、他)  
 

תָּ ְ בְּ הַּ אָּ  תְוְּ הוָּ הְאֵ  יךְָיְּ ְְאֱלֹהֶ   

ךְָ  בְּ בָּ ל־לְּ כָּ ךְָ ְבְּ שְּ ל־נַּפְּ כָּ ךָ׃ְוּבְּ דֶ  א  ל־מְּ כָּ ְְוּבְּ  
 

あなたは心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くして、 

あなたの神、主を愛しなさい。 

申命記 6 章 5 節 
 

Ἀγαπήσεις κύριον τὸν θεόν σου  

ἐν ὅλῃ τῇ καρδίᾳ σου  

καὶ ἐν ὅλῃ τῇ ψυχῇ σου  

καὶ ἐν ὅλῃ τῇ διανοίᾳ σου· ς 

『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、 

あなたの神である主を愛しなさい。』 

マタイによる福音書 22 章 37 節 

(類似：マルコによる福音書 12 章 29 節、30 節 

ルカ による福音書 10 章 27 節) 
 

16 Πάντοτε χαίρετε,  

17 ἀδιαλείπτως προσεύχεσθε,  

18 ἐν παντὶ εὐχαριστεῖτε·  

τοῦτο γὰρ θέλημα θεοῦ ἐν Χριστῷ Ἰησοῦ εἰς ὑμᾶς.  
 

16 いつも喜んでいなさい。 

17 絶えず祈りなさい。 

18 すべてのことについて、感謝しなさい。 

これこそ、キリスト・イェスにあって、 

神があなたがたに、望んでおられることです。 

テサロニケの信徒への手紙 一  5 章 16 節～18 節 
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αΒίβλος   ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 
The Genealogy of Jesus Christ 

1 Βίβλος γενέσεως Ἰησοῦ Χριστοῦ υἱοῦ Δαυὶδ υἱοῦ Ἀβραάμ.  
ﾋﾞﾌﾞﾛｽ ｹﾞﾈｾｵｰｽ ｲｴｽｰ くりｽﾄｩｰ ﾋｭｲﾕｰ ﾀﾞﾕｲﾄﾞｩ ﾋｭｲﾕｰ ｱﾌﾞらｱﾑ 

2 Ἀβραὰμ ἐγέννησεν τὸν Ἰσαάκ, Ἰσαὰκ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰακώβ, Ἰακὼβ 

δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰούδαν καὶ τοὺς ἀδελφοὺς αὐτοῦ, 3 Ἰούδας δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Φάρες καὶ τὸν Ζάρα ἐκ τῆς Θαμάρ, Φάρες δὲ ἐγέννησεν 

τὸν Ἑσρώμ, Ἑσρὼμ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἀράμ, 4 Ἀρὰμ δὲ ἐγέννησεν τὸν 

Ἀμιναδάβ, Ἀμιναδὰβ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ναασσών, Ναασσὼν δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Σαλμών, 5 Σαλμὼν δὲ ἐγέννησεν τὸν Βόες ἐκ τῆς Ῥαχάβ, 

Βόες δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰωβὴδ ἐκ τῆς Ῥούθ, Ἰωβὴδ δὲ ἐγέννησεν τὸν 

Ἰεσσαί, 6 Ἰεσσαὶ δὲ ἐγέννησεν τὸν Δαυὶδ τὸν βασιλέα.  

 Δαυὶδ δὲ ἐγέννησεν τὸν Σολομῶνα ἐκ τῆς τοῦ Οὐρίου, 7 Σολομὼν δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ῥοβοάμ, Ῥοβοὰμ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἀβιά, Ἀβιὰ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἀσάφ, 8 Ἀσὰφ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰωσαφάτ, Ἰωσαφὰτ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἰωράμ, Ἰωρὰμ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ὀζίαν, 9 Ὀζίας δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἰωαθάμ, Ἰωαθὰμ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἀχάζ, Ἀχὰζ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἑζεκίαν, 10 Ἑζεκίας δὲ ἐγέννησεν τὸν Μανασσῆ,  

Μανασσῆς δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἀμώς, Ἀμὼς δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰωσίαν,  

11 Ἰωσίας δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰεχονίαν καὶ τοὺς ἀδελφοὺς αὐτοῦ ἐπὶ τῆς 

μετοικεσίας Βαβυλῶνος.  

 12 Μετὰ δὲ τὴν μετοικεσίαν Βαβυλῶνος Ἰεχονίας ἐγέννησεν τὸν 

Σαλαθιήλ, Σαλαθιὴλ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ζοροβαβέλ, 13 Ζοροβαβὲλ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἀβιούδ, Ἀβιοὺδ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἐλιακίμ, Ἐλιακὶμ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἀζώρ, 14 Ἀζὼρ δὲ ἐγέννησεν τὸν Σαδώκ, Σαδὼκ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἀχίμ, Ἀχὶμ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἐλιούδ, 15 Ἐλιοὺδ δὲ 

ἐγέννησεν τὸν Ἐλεάζαρ, Ἐλεάζαρ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ματθάν, Ματθὰν 

δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰακώβ,  

16 Ἰακὼβ δὲ ἐγέννησεν τὸν Ἰωσὴφ τὸν ἄνδρα Μαρίας, ἐξ ἧς ἐγεννήθη 

Ἰησοῦς ὁ λεγόμενος Χριστός.  

 17 Πᾶσαι οὖν αἱ γενεαὶ ἀπὸ Ἀβραὰμ ἕως Δαυὶδ γενεαὶ δεκατέσσαρες, 

καὶ ἀπὸ Δαυὶδ ἕως τῆς μετοικεσίας Βαβυλῶνος γενεαὶ δεκατέσσαρες, 

καὶ ἀπὸ τῆς μετοικεσίας Βαβυλῶνος ἕως τοῦ Χριστοῦ γενεαὶ 

δεκατέσσαρες.  

The Birth of Jesus Christ  

 18 Τοῦ δὲ Ἰησοῦ Χριστοῦ ἡ γένεσις οὕτως ἦν. μνηστευθείσης τῆς 

μητρὸς αὐτοῦ Μαρίας τῷ Ἰωσήφ, πρὶν ἢ συνελθεῖν αὐτοὺς εὑρέθη ἐν 

γαστρὶ ἔχουσα ἐκ πνεύματος ἁγίου. 19 Ἰωσὴφ δὲ ὁ ἀνὴρ αὐτῆς, δίκαιος 

ὢν καὶ μὴ θέλων αὐτὴν δειγματίσαι, ἐβουλήθη λάθρᾳ ἀπολῦσαι αὐτήν. 

20 ταῦτα δὲ αὐτοῦ ἐνθυμηθέντος ἰδοὺ ἄγγελος κυρίου κατ᾽ ὄναρ ἐφάνη 

αὐτῷ λέγων, Ἰωσὴφ υἱὸς Δαυίδ, μὴ φοβηθῇς παραλαβεῖν Μαρίαν τὴν 

γυναῖκά σου· τὸ γὰρ ἐν αὐτῇ γεννηθὲν ἐκ πνεύματός ἐστιν ἁγίου.  

21 τέξεται δὲ υἱὸν, καὶ καλέσεις τὸ ὄνομα αὐτοῦ Ἰησοῦν ̇ αὐτὸς γὰρ 

σώσει τὸν λαὸν αὐτοῦ ἀπὸ τῶν ἁμαρτιῶν αὐτῶν. 22 Τοῦτο δὲ ὅλον 

γέγονεν ἵνα πληρωθῇ τὸ ῥηθὲν ὑπὸ κυρίου διὰ τοῦ προφήτου λέγοντος,  

 23 Ἰδοὺ ἡ παρθένος ἐν γαστρὶ ἕξει καὶ τέξεται υἱόν,  

   καὶ καλέσουσιν τὸ ὄνομα αὐτοῦ Ἐμμανουήλ,  

ὅ ἐστιν μεθερμηνευόμενον Μεθ᾽ ἡμῶν ὁ θεός. 24 ἐγερθεὶς δὲ ὁ Ἰωσὴφ 

ἀπὸ τοῦ ὕπνου ἐποίησεν ὡς προσέταξεν αὐτῷ ὁ ἄγγελος κυρίου καὶ 

παρέλαβεν τὴν γυναῖκα αὐτοῦ, 25 καὶ οὐκ ἐγίνωσκεν αὐτὴν ἕως οὗ 

ἔτεκεν υἱόν· καὶ ἐκάλεσεν τὸ ὄνομα αὐτοῦ Ἰησοῦν.  
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δ新約聖書 マタイによる福音書 
1 章 イエス・キリストの系図 

1 アブラハムの子の、ダビデの子の、イエス・キリストの系図。 

2 アブラハムはイサクをもうけ、イサクはヤコブを、ヤコブは 

ユダとその仁如たちを、3 ユダはタマルによってペレツとゼラを、

ペレツはヘツロンを、ヘツロンはアラムを、4 アラムはアミナ 

ダブを、アミナダブはナフションを、ナフションはサルモンを、 

5 サルモンはラハブによってボアズを、ボアズはルツによってオ

ベドを、オベドはエッサイを、6 エッサイはダビデ王をもうけた。 

 ダビデはウリヤの妻によってソロモンをもうけ、7 ソロモンは

レハブアムを、レハブアムはアビヤを、アビヤはアサを、8 アサ

はヨシャファトを、ヨシャファトはヨラムを、ヨラムはウジヤを、

9 ウジヤはヨタムを、ヨタムはアハズを、アハズはヒゼキヤを、

10 ヒゼキヤはマナセを、マナセはアモスを、アモスはヨシヤを、

11 ヨシヤは、バビロンへ移住させられたころ、エコンヤとその

仁如たちをもうけた。  

 12 バビロンへ移住させられた後
のち

、エコンヤはシャルティエル

をもうけ、シャルティエルはゼルバベルを、13 ゼルバベルは 

アビウドを、アビウドはエリアキムを、エリアキムはアゾルを、 

14 アゾルはサドクを、サドクはアキムを、アキムはエリウドを、

15 エリウドはエレアザルを、エレアザルはマタンを、マタンは

ヤコブを、16 ヤコブはマリアの夫ヨセフをもうけた。この 

マリアから、メシアと呼ばれる、イエスがお生まれになった。  

 17 こうして、全部合わせると、アブラハムからダビデまで 

十四代、ダビデからバビロンへの移住まで十四代、バビロンへ 

移されてからキリストまでが十四代である。 

イエス・キリストの誕生 

 18 イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母 

マリアはヨセフと婚約していたが、二人が(霊的に)一緒になる前

に、聖霊によって(霊的に)身ごもっていることが明らかになった。 

19 夫ヨセフは(真似できない程)正しい人であったので、マリア

のことを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心 

した。20 このように考えていると、主の天使が(理想としての)

夢に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え

入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって(霊的に)宿ったので

ある。21 マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付け 

なさい。この子は自分の民(つまりは主や主のモノ)を罪から救う

からである。」22 このすべてのことが起こったのは、主が預言者 

を通して言われていたことが実現するためであった。 

 23 「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。 

   その名はインマヌエルと呼ばれる。」 

この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。 

24 ヨセフは(精神的な)眠りから覚めると、主の天使が命じた 

とおり、妻を迎え入れ、25 男の子が生まれるまで(霊的な証明 

としても)マリアと(苦しい淫では)関係することはなかった。 

そして、その子をイエスと名付けた。 
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μΒίβλος

  

ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 

 
3 Μακάριοι οἱ πτωχοὶ τῷ πνεύματι,  

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία τῶν οὐρανῶν. 

4 μακάριοι οἱ πενθοῦντες,  

ὅτι αὐτοὶ παρακληθήσονται.  

5 μακάριοι οἱ πραεῖς,  

ὅτι αὐτοὶ κληρονομήσουσιν τὴν γῆν.  

6 μακάριοι οἱ πεινῶντες καὶ διψῶντες τὴν δικαιοσύνην,  

ὅτι αὐτοὶ χορτασθήσονται.  

7 μακάριοι οἱ ἐλεήμονες,  

ὅτι αὐτοὶ ἐλεηθήσονται.  

8 μακάριοι οἱ καθαροὶ τῇ καρδίᾳ,  

ὅτι αὐτοὶ τὸν θεὸν ὄψονται.  

9 μακάριοι οἱ εἰρηνοποιοί,  

ὅτι αὐτοὶ υἱοὶ θεοῦ κληθήσονται.  

10 μακάριοι οἱ δεδιωγμένοι ἕνεκεν δικαιοσύνης,   

ὅτι αὐτῶν ἐστιν ἡ βασιλεία τῶν οὐρανῶν.  

 

11 μάκαριοί ἐστε ὅταν ὀνειδίσωσιν ὑμᾶς 

καὶ διώξωσιν καὶ εἴπωσιν  

πᾶν πονηρὸν καθ᾽ ὑμῶν [ψευδόμενοι] ἕνεκεν ἐμοῦ.  

12 χαίρετε καὶ ἀγαλλιᾶσθε,  

ὅτι ὁ μισθὸς ὑμῶν πολὺς ἐν τοῖς οὐρανοῖς ̇  

οὕτως γὰρ ἐδίωξαν τοὺς προφήτας τοὺς πρὸ ὑμῶν.  

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 5 章 3 節～12 節 

山上の説教 八福〔真福〕 The Beatitudes 

 

  
ἐκκλησία (ecclesia, church, エクレシア、教会)の活動 一例 

日曜礼拝＠プロテスタント(ミサ＠カトリック) (日曜 午前) 教会学校など 

祈り、賛美歌、聖書朗読、牧師(プロテスタント)や神父(カトリック)の説教。礼拝後食事 

ゴスペルアワー (日曜 夕) バイブルセミナー、バイブルキャンプ、聖歌隊〔クワイア〕 

カジュアルな説教や賛美歌、信仰生活での学びの分かち合い、頌栄や祝祷、食事etc. 

学生会・青年会・婦人会など(アドベント、クリスマス会、定例集会、イースターetc.) 

集会、聖書学習、奉仕活動、トーンチャイム、賛美フラダンス、讃美歌、手芸、伝道etc. 

祈りのファミリー：小グループで祈り励まし合う。傾聴。守秘義務。日常でも。 

コイノニア(交流会)(金曜)・祈祷会(水曜 夜)・オリーブの会・家庭集会etc. 
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3 「神心の人々は、幸いです    

天の国はその人たちのものです。 

4  かなしい
カ ナ 思 惟

人々は、幸いになれ 

その人たちは慰められて。(主を探そう。) 

5 へり
ヘ 理

くだった人々は、幸いですし    

その人たちは好地
巧 智

を受け継ぐ様ですよ。 

6 (主の)正義をよく求める人々は、幸いである    

その人たちは(主の施す正義に)満たされる。 

7 憐れみ深い人々は、幸いですね    

その人たちは(秘儀ある)憐れみを受けよ。 

8 心の清い人々は、幸せですよ    

その人たちは神を見うる。(と希望をもつ。) 

9 平和を造る人々は、幸いです    

その人たちは神子と呼ばれる。(故よい。) 

10 正義の為 迫られた人々は、幸いでいて 

天の国はその(正義の)人たちのものですよ。 
 

11 ワタシ(という幸いや正義の完遂)の為

に呻かれ、迫られ、身に覚えのないことで、

あらゆる口遊を浴びせられるとき、あなた

がたは幸いである。(自分の為に頑張る方を

幸いに導ける様になりたいですね。) 

12 喜びなさい。大いに喜びなさい。天には

大きな報いがある。あなたがたより 前の

預言者たちも、同じように乗り越えたので

ある。」(くるしい時は強引にでも、大喜び

をしなさい。くるしみには大喜びをぶつけ、

幸いに相応しい感情は、主を畏れ、自分で

深く考えなさい。 

初等としては、聖典や八福を参考にすると

よいでしょう。)  
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ζSalt and Light 

13 Ὑμεῖς ἐστε τὸ ἅλας τῆς γῆς ̇ ἐὰν δὲ τὸ 

ἅλας μωρανθῇ, ἐν τίνι ἁλισθήσεται;  εἰς οὐδὲν 

ἰσχύει ἔτι εἰ μὴ βληθὲν ἔξω καταπατεῖσθαι ὑπὸ 

τῶν ἀνθρώπων. 14 Ὑμεῖς ἐστε τὸ φῶς τοῦ 

κόσμου. οὐ δύναται πόλις κρυβῆναι ἐπάνω 

ὄρους κειμένη ̇  

15 οὐδέ καίουσιν λύχνον καὶ τιθέασιν αὐτὸν ὑπὸ 

τὸν μόδιον ἀλλ’ ἐπὶ τὴν λυχνίαν, καὶ λάμπει 

πᾶσιν τοῖς ἐν τῇ οἰκίᾳ. 16 οὕτως λαμψάτω τὸ 

φῶς ὑμῶν ἔμπροσθεν τῶν ἀνθρώπων, ὅπως 

ἴδωσιν ὑμῶν τὰ καλὰ ἔργα καὶ δοξάσωσιν τὸν 

πατέρα ὑμῶν τὸν ἐν τοῖς οὐρανοῖς.  

 

Teaching about the Law 

17 Μὴ νομίσητε ὅτι ἦλθον καταλῦσαι τὸν 

νόμον ἢ τοὺς προφήτας ̇ οὐκ ἦλθον καταλῦσαι 

ἀλλὰ πληρῶσαι. 18 ἀμὴν γὰρ λέγω ὑμῖν ̇ ἕως ἂν 

παρέλθῃ ὁ οὐρανὸς καὶ ἡ γῆ, ἰῶτα ἓν ἢ μία 

κεραία οὐ μὴ παρέλθῃ ἀπὸ τοῦ νόμου, ἕως ἂν 

πάντα γένηται. 19 ὃς ἐὰν οὖν λύσῃ μίαν τῶν 

ἐντολῶν τούτων τῶν ἐλαχίστων καὶ διδάξῃ 

οὕτως τοὺς ἀνθρώπους, ἐλάχιστος κληθήσεται 

ἐν τῇ βασιλείᾳ τῶν οὐρανῶν ̇ ὃς δ᾽ ἂν ποιήσῃ 

καὶ διδάξῃ, οὗτος μέγας κληθήσεται ἐν τῇ 

βασιλείᾳ τῶν οὐρανῶν. 20 λέγω γὰρ ὑμῖν ὅτι ἐὰν 

μὴ περισσεύσῃ ὑμῶν ἡ δικαιοσύνη πλεῖον τῶν 

γραμματέων καὶ Φαρισαίων, οὐ μὴ εἰσέλθητε 

εἰς τὴν βασιλείαν τῶν οὐρανῶν.  

  
黄金比 (外中比) golden ratio (extreme and mean ratio ) 

1＋√5  黄金数は二次方程式 ｘ
2

− 𝑥 − 1 = 0 の正の解 

  φ ＝ 1.6180339887… 

長方形は縦と横の長さの比が黄金比となるとき、安定した美感を与える、とされる。(黄金長方形) 

1.正方形abcdを描く。2.辺bcの中点oを取る。3.中心をoとし、d(a)を通る円を描き、辺bcとの延長との 

交点をeとする。4.長方形abefを描く。5.ab：beは黄金比となる。(長方形abefは黄金長方形) ex. 黄金螺旋 

白銀比 (大和比
やまとひ

) silver ratio  1：1＋√2  τ = 2.4142135623… ≈ 
12

5
 

 

 

 

 

 

2 
1： 
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山上の説教   Sermon on the Mount   

マタイによる福音書 5 章 13 節～48 節 

 

地の塩、世の光 
13「あなたがたは地の塩(の様)である。だが、塩に 

塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が付けられ

よう。(あなたがたは必ず必要な存在である。その存在の

スパイスをなくしたら)もはや、何の役にも立たず、外に

投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだけである。(自分

で自分の塩味と思っていたことは主を畏れて再構築され

なければならない。)14あなたがたは世の光(の様)である。

山の上にある町は、(道を極めたが故に)隠れることが 

できない。(あなたがたの光は皆が知っている。)15 また、

ともし火をともして升の下に置く者はいない。燭台の上

に置く。そうすれば、(あなたがたの光を知る)家の中の 

ものすべてを照らすのである。16そのように、あなたがた

の(好ましい)光を(あなたがたの光を知る)人々の前に 

輝かしなさい。(あなたがたの光を知る)人々が、あなた 

がたの立派な行いを見て、あなたがたの天の父を 

あがめるようになるためである。」 

 

ローについて 
17「わたし(という律法完成者)が来たのは(あなたがたの

温めた)律法や預言者を廃止するためだ、と思ってはなら

ない。廃止するためではなく、完成するためである。 
18はっきり言っておく。(主にとっても好ましい)スベテの

ことが実現し、天地が(その楽しみを)全うするまで、(主

が好ましいと思う)律法のモジ(に込められた正しい真意)

から一点一画も消え去ることはない。 
19 だから、これらの最も小さな掟を一つでも破り、そう 

するようにと人に教える者は、天の国で最も小さい者と

呼ばれる。(主の教えは一人一人に特別で、隠されたもの

だから。)しかし、それを守り、そうするように(自分 

自身に)教える者は、天の国で大いなる者と呼ばれる。 
2 0 言っておくが、あなたがたの正義が律法学者や 

ファリサイ派(：主流派)の人々の(様な主を畏れることに

おいて、とっても立派な人々の)正義にまさっていな 

ければ、あなたがたは(主流派の)天の国には入ることが

できない。」(と思って、主から下った自らの正義や遵法

に真剣に取り組みなさい。)  
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θTeaching about Anger 

21 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη τοῖς ἀρχαίοις, Οὐ 
φονεύσεις ̇ ὃς δ’ ἂν φονεύσῃ, ἔνοχος ἔσται τῇ 

κρίσει. 22 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν ὅτι πᾶς ὁ 

ὀργιζόμενος τῷ ἀδελφῷ αὐτοῦ ἔνοχος ἕσται τῇ 

κρίσει  ̇ ὃς δ᾽ ἂν εἴπῃ τῷ ἀδελφῷ αὐτοῦ, Ῥακά, 

ἔνοχος ἔσται τῷ συνεδρίῳ ̇ ὃς δ’ ἂν εἴπῃ, Μωρέ, 

ἔνοχος ἔσται εἰς τὴν γέενναν τοῦ πυρός. 23 ἐὰν 

οὖν προσφέρῃς τὸ δῶρόν σου ἐπὶ τὸ 

θυσιαστήριον κἀκεῖ μνησθῇς ὅτι ὁ ἀδελφός σου 

ἔχει τι κατὰ σοῦ, 24 ἄφες ἐκεῖ τὸ δῶρόν σου 

ἔμπροσθεν τοῦ θυσιαστηρίου καὶ ὕπαγε πρῶτον 

διαλλάγηθι τῷ ἀδελφῷ σου, καὶ τότε ἐλθὼν 

πρόσφερε τὸ δῶρόν σου. 25 ἴσθι εὐνοῶν τῷ 

ἀντιδίκῳ σου ταχύ, ἕως ὅτου εἶ μετ᾽ αὐτοῦ ἐν τῇ 

ὁδῷ, μήποτέ σε παραδῷ ὁ ἀντίδικος τῷ κριτῇ 

καὶ ὁ κριτὴς τῷ ὑπηρέτῃ καὶ εἰς φυλακὴν 

βληθήσῃ ̇ 26 ἀμὴν λέγω σοι, οὐ μὴ ἐξέλθῃς 

ἐκεῖθεν, ἕως ἂν ἀποδῷς τὸν ἕσχατον κοδράντην.   
 

ギリシアの名言 
言葉は人の性格次第.  

οἷος ὁ τρόπος τοιοῦτος ὁ λόγος. 
ことわざ 

 

現在の難儀も いつの日かよい思い出になるであろう.  

καὶ που τῶνδε μνήσεσται ὀίω.  
『オデュッセイア』第十二歌 212  

 

はじめは全体の半分.  

ἀρχὴ ἥμισυ παντός. 
ことわざ 

『法律』第六巻 2(753E)、『ニコマコス倫理学』第一巻 7(1098b7)、『書簡詩』第一巻 2.40 他 

 

実に その驚異の情こそ 知恵を愛し求める者の情なのだからね.  

つまり, 求知のはじまりは, これより ほかには ないのだよ.  

μάλα γὰρ φιλοσόφου τοῦτο τὸ πάθος,  

τὸ θαυμάζειν  ̇

οὐ γὰρ ἄλλη ἀρχὴ φιλοσοφίας ἢ αὐτή.  
対話篇『テアイテトス』知識について 155D 
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An アンガーマネジメント 
 2 1「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は 

『ころすな。人をころした者は裁きを受ける』と 

命じられている。22 しかし、わたしは言っておく。仁如 

(の様に支え合うべき存在)に腹を立てる者はだれでも 

裁きを受ける。仁如に『ばか』と(むやみに悪口を)言う者

は、(支え合うべきと心から想う存在の間の)最高法院に

引き渡され、『愚か者』と(むやみに忠言して)言う者は、

(想い合う存在の)火の獄(の様な思いやりの恋煩い)に 

投げ込まれる。23 だから、あなたが祭壇に供え物を献げ 

ようとし、仁如が自分に反感を持っているのをそこで 

思い出したなら、24 その供え物を祭壇の前に置き、まず 

行って仁如と仲直りをし、それから帰って来て、 

供え物を献げなさい。(主を通じてでもよいから、すぐに

きちんと仲直りしなさい。)25あなたを訴える(、想い合う

大事な)人と一緒に道を行く場合、途中で早く和解しな 

さい。さもないと、その人はあなたを(貴女の良心という)

裁判官に引き渡し、裁判官は下役に引き渡し、あなたは

(支え合うべきと心から想える存在に想い煩う)牢に投げ

込まれるにちがいない。26 はっきり言っておく。最後の 

一クァドランス(通貨の様に、神との良心の貸し借り)を

返すまで、決して (想い煩いの )そこから出ることは 

できない。」 

  
黄金律 Golden Rule  

人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさい  

マタイによる福音書７章12節、 ルカ による福音書６章31節 

白銀律 Silver Rule  

其恕乎、己所不欲、勿施於人也、 恕、己の欲せざる所、他に施すことなかれ 

論語 卷第八 衛霊公 第十五 二十四 

人が他人から してもらいたくないと思う いかなることも 他人にしてはいけない 

『マハーバーラタ』5：15：17 

あなたにとって好ましくないことをあなたの隣人に対してするな。 

 ユダヤ 教のラビの言葉 

自分が嫌なことは、ほかのだれにもしてはならない  

『トビト記』４章15節 

自分が人から危害を受けたくなければ、だれにも危害を加えないことである。 

ムハンマドの遺言 

白金律 Platinum Rule  (気配り、気遣い、忖度) 

人があなたからしてもらいたいと思っていることを人にしなさい 
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λTeaching about Adultery 

27 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη, Οὐ μοιχεύσεις.  

28 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν ὅτι πᾶς ὁ βλέπων γυναῖκα 

πρὸς τὸ ἐπιθυμῆσαι αὐτὴν ἤδη ἐμοίχευσεν 

αὐτὴν ἐν τῇ καρδίᾳ αὐτοῦ. 29 εἰ δὲ ὁ ὀφθαλμός 

σου ὁ δεξιὸς σκανδαλίζει σε, ἔξελε αὐτὸν καὶ 

βάλε ἀπὸ σοῦ ̇ συμφέρει γάρ σοι ἵνα ἀπόληται 

ἓν τῶν μελῶν σου καὶ μὴ ὅλον τὸ σῶμά σου 

βλητῇ εἰς γέενναν.  

30 καὶ εἰ ἡ δεξιά σου χεὶρ σκανδαλίζει σε, 

ἔκκοψον αὐτὴν καὶ βάλε ἀπὸ σοῦ  ̇ συμφέρει 

γάρ σοι ἵνα ἀπόληται ἕν τῶν μελῶν σου καὶ μὴ 

ὅλον τὸ σῶμά σου εἰς γὲενναν ἀπέλθῃ.  

 

ローマの名言 (ラテン語) 
健全な精神が健全な身体に宿りますように と祈るべきである.  

[orandum est ut sit] mens sana in corpore sano. 
『風刺詩』第十番 356 

 

私は生きおえた. 運が私に与えてくれた筋道を, 私は歩き通したのだ.  

vixi et quem dederat cursum fortuna peregi. 
『アエネイス』第四歌 653 

 

いや, 私も人間ですからね.  

人間に関わる事なら何でも, 私にとって無縁とは思えないのですよ.  

homo sum; humani nihil a me alienum puto. 
『自虐者』77(第一幕 1.25) 

 

ゆっくり急げ.  

Festina lente.  (Σπεῦδε βραδέως) 
『ローマ皇帝伝』第二巻 25 

 

平穏にして温和な老年は,  

静かに, 清く, 優雅に送られた生涯の賜物である.  

est enim quiete et pure et eleganter actae aetatis placida ac lenis senectus. 

『老年について』5.13 
 

愛はすべてのものを支配する. さればわれらも愛に従おう.  

omnia vincit Amor et nos cedamus Amori. 
『牧歌』第十番 69 

 

まだ愛したことがない人も, あすは愛しますよう.  

愛したことがある人も, あすは愛しますよう.  

cras amet, qui numquam amavit; quique amavit, cras amet. 
詠み人知らず『ウェヌスの宵宮』1 
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精霊 elementals                               

妖精 fairy, faery  fée：仏              

火の精霊：サラマンダー  

salamander：英 salamandra：羅  

風の精霊：シルフ、シルフィード 

Sylph  sylphid  

水の精霊：ウンディーネ  

Undine：英、独 Ondine：仏 

Ondina：伊 語源：unda「波」 

地の精霊：ノーム (グノーメ) 

Gnome：英 

語源：ゲノーモス (ギリシャ語) 

「地中に住むもの」 

 

淫ヲ苦しいものにしてはならない 
 27「あなたがたも聞いているとおり、『淫苦するな』と

命じられている。 2 8 しかし、わたしは言っておく。 

みだらな思いで他人の偶者を見る者はだれでも、 

既 に 心 の 中 で そ の オ ン ナ を 犯 し た の で あ る 。 

(他人の配偶者をできる限り性的な異性として見ない様

に心がけなさい。)29 もし、右の目があなたを(性的に) 

つまずかせるなら、 (性的な気持ちから悪い部分を ) 

えぐり出して捨ててしまいなさい。(みだらな想像の) 

体の一部がなくなっても、 (大事な想像の )全身が 

(神の仲間内の)獄に投げ込まれない方がましである。 
30 もし、右の手があなたを(ワルい行為に)つまずかせる 

なら、 (ワルい行為の悪く汚い気持ちの部分を )切り 

取って捨ててしまいなさい。(ワルい行為の汚い気持ちの

部分の)体の一部がなくなっても、全身が(悪を為すとい

う)獄に落ちない方がましである。」(悪い行為を我慢でき

なかったら、適切な治療を受けなさい。悪い行為を言動

するなら、他人や物でなくて、いつも神さまを相手にし

なさい。あなたの神さまに訴えなさい。できるだろうか。) 

 

Φαίδων 
105E Εἶεν· ὃ δ᾽ ἂν θάνατον μὴ δέχηται τί καλοῦμεν;  

Ἀθάνατον, ἔφη.  
Οὐκοῦν ψυχὴ οὐ δέχεται θάνατον;  

Οὔ.  

Ἀθάνατον ἄρα ψυχή.  
Ἀθάνατον.   

Εἶεν, ἔφη· τοῦτο μὲν δὴ ἀποδεδεῖχθαι φῶμεν;  

ἢ πῶς δοκεῖ;  
Καὶ μάλα γε ἱκανῶς,  

ὦ Σώκρατες.  
 

「よかろう。 

では、死を受け入れないものを、 

われわれは何と呼ぶかね」 

「不死なるもの、と呼びます」 

「(魂とは、常に生を与えるものだから、) 

魂は死を受け入れない(様に造られている) 

のではないか」 

「受け入れません」 

「それなら、魂は不死なるものだ」 

「不死なるものです」 

「よろしい、これで、 

魂は不死である、という点に関しては、 

証明は完了した、と言おうか。 

それとも、どう思うかね」 

「はい、まったく充分に 

証明されました、ソクラテス」 

対話篇『パイドン』 

魂の不死について  
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ξTeaching about Divorce 

31 Ἐρρέθη δέ, Ὃς ἂν ἀπολύσῃ τὴν γυναῖκα 
αὐτοῦ, δότω αὐτῇ ἀποστάσιον. 32 ἐγὼ δὲ λέγω 

ὑμῖν ὅτι πᾶς ὁ ἀπολύων τὴν γυναῖκα αὐτοῦ 

παρεκτὸς λόγου πορνείας ποιεῖ αὐτὴν 

μοιχευθῆναι, καὶ ὃς ἐὰν ἀπολελυμένην γαμήσῃ, 

μοιχᾶται.  

 

Teaching about Oaths 

33 Πάλιν ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη τοῖς ἀρχαίοις, 

Οὐκ ἐπιορκήσεις, ἀποδώσεις δὲ τῷ κυρίῳ τοὺς 

ὅρκους σου. 34 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν μὴ ὀμόσαι 

ὅλως ̇ μήτε ἐν τῷ οὐρανῷ, ὅτι θρόνος ἐστὶν τοῦ 

θεοῦ,  

35 μήτε ἐν τῇ γῇ, ὅτι ὑποπόδιόν ἐστιν τῶν ποδῶν 

αὐτοῦ, μήτε εἰς Ἱεροσόλυμα, ὅτι πόλις ἐστὶν τοῦ 

μεγάλου βασιλέως, 36 μήτε ἐν τῇ κεφαλῇ σου 

ὀμόσῃς, ὅτι οὐ δύνασαι μίαν τρίχα λευκὴν 

ποιῆσαι ἢ μέλαιναν. 37 ἔστω δὲ ὁ λόγος ὑμῶν  

ναὶ ναί, οὒ οὒ ̇ τὸ δὲ περισσὸν τούτων ἐκ τοῦ 

πονηροῦ ἐστιν.  

 

 

Νόμοι 

624a Ἀθηναῖος: θεὸς ἤ τις ἀνθρώπων ὑμῖν,  

ὦ  ξένοι,  

εἴληφε τὴν αἰτίαν τῆς τῶν νόμων διαθέσεως;  

Κλεινίας: θεός, ὦ ξένε, θεός,  

ὥς γε τὸ δικαιότατον εἰπεῖν:  
 

アテナイからの客人：神さまですか、それとも誰か 

人間なのですか、あなた方のお国で法律制定の名誉を

担っておられるのは。 

クレイニアス：神さまです、それは神さまですよ、 

一番正しい言い方をするならば。 

対話篇『法律』立法について(文頭)  
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リエンが予測できる婚姻はやめなさい 
3 1「『配偶者を離縁する者は、離縁状を渡せ』と 

命 じ ら れ て い る 。 3 2 し か し 、 わ た し は 言 っ て 

おく。不法な結婚でもないのに配偶者を離縁する 

者は(神の仲間内の)だれでも、そのオンナに姦通を犯さ

せることになる(様なものだから、軽率に離縁はするな)。

離縁されたオンナを配偶者にする者も、姦通を犯すこと

になる  ( 様なものだから、離縁したことのある 

オンナとは、軽率に婚姻するな) 。」 

 

ミダ
弥 陀

り
理

に誓ってはならない 

 33「また、あなたがたも聞いているとおり、昔の人は、

『偽りの誓いを立てるな。主に対して誓ったことは、 

必ず果たせ』と命じられている。34 しかし、わたしは 

言っておく。一切誓いを立ててはならない。天にかけて

誓ってはならない。そこは神の玉座である。35地にかけて

誓ってはならない。そこは神の足台である。エルサレム

にかけて誓ってはならない。そこは大王の都である。 
36 また、あなたの頭にかけて誓ってはならない。髪の毛 

一本すら、あなたは白くも黒くもできないからである。
37 あなたがたは、『はい、ありがとうございます。～』 

『ｲイエ、ﾑズカシク思います。～』と言いなさい。 

それ以上のことは、悪い者から出るのである。」 

 
 

969d Μέγιλλος: ὦ φίλε Κλεινία,  

ἐκ τῶν νῦν ἡμῖν εἰρημένων ἁπάντων ἢ τὴν πόλιν ἐατέον 

τῆς κατοικίσεως ἢ τὸν ξένον τόνδε οὐκ ἀφετέον,  

ἀλλὰ δεήσεσιν καὶ μηχαναῖς πάσαις κοινωνὸν ποιητέον  

ἐπὶ τὴν τῆς πόλεως κατοίκισιν.  

Κλεινίας: ἀληθέστατα λέγεις, ὦ Μέγιλλε,  

καὶ ἐγὼ ποιήσω ταῦθ᾽ οὕτως καὶ <σὺ> συλλάμβανε.  

Μέγιλλος: συλλήψομαι.  
 

メギロス：ねぇ、クレイニアス、 

今までわたしたちが聴いてきたこと全てを元にして考えてみると、

私たちとしては、この国の建設は断念するか、 

そうでなければ、この客人を手放さないで、百方 手を尽くして 

懇願し、この国の建設に協力してもらうか、どちらかにしなければ

なりませんね。 

クレイニアス：まったく、おっしゃるとおりです、メギロス。 

わたしもそのとおりにしますから、あなたも手を貸してください。 

メギロス：ええ、よろしいですとも。 

対話篇『法律』立法について(文末)  
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σTeaching about Retaliation 

38 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη,  Ὀφθαλμὸν ἀντὶ 
ὀφθαλμοῦ καὶ ὀδόντα ἀντὶ ὀδόντος. 39 ἐγὼ δὲ 

λέγω ὑμῖν μὴ ἀντιστῆναι τῷ πονηρῷ ̇ ἀλλ’ 

ὅστις σε ῥαπίζει εἰς τὴν δεξιὰν σιαγόνα [σου], 

στρέψον αὐτῷ καὶ τὴν ἄλλην ̇ 40 καὶ τῷ θέλοντί 

σοι κριθῆναι καὶ τὸν χιτῶνά σου λαβεῖν, ἄφες 

αὐτῷ  καὶ  τὸ  ἱμάτιον  ̇  41 καὶ  ὅστις  σε 

ἀγγαρεύσει μίλιον ἕν, ὕπαγε μετ’ αὐτοῦ δύο.  

42 τῷ αἰτοῦντί σε δός, καὶ τὸν θέλοντα ἀπὸ σοῦ 

δανίσασθαι μὴ ἀποστραφῇς.  

 

仲間内のフクシュウはするな 
 3 8 「あなたがたも聞いているとおり、目には 

目を、歯には歯を」と(神の仲間内の掟ではしばしば)命じ

られている。39 しかし、わたしは言っておく。(神の仲間

内の間の)悪役に手向かってはならない。(神の仲間内の)

だれかがあなたの右の頬を打つなら、左の頬をも向け 

なさい。(神の仲間内の赦しの合図を決めなさい。) (その 

ように本当の神には心から赦していただこう。)40 あなた

を訴えて下着を取ろうとする(神の)者には、上着(の様に

相手に必要なもの)をも(準備できたなら)取らせなさい。
41だれかが、一ミリオン(の距離を)行くように強いるなら、

一緒に二ミリオン(の様に倍の計画をも準備しておき、)

行きなさい。(あれもこれもしてあげられる、と思える 

から、本当の神と認めるのである。)42求める(本当の神の)

者には与えなさい。あなたから借りようとする(神の)者

に、(むやみに)背を向けてはならない。」(自らが進んで 

実際に助けようとしない程度の神なら、むやみに本当の 

神に祭りあげるな。)  

 

ギリシア哲学のテーマ(幸福主義や一般美学) 
哲学：Φιλοσοφία、善く生きる：エウゼーン、愛知者(哲学者)、哲人王、 

διαλεκτική：ディアレクティケー：dialectic (弁証術・問答法)、師弟関係、

行動実践、敬虔、節制、勇気、友愛、詩、美、方便、ソフィスト(弁論

家・教育家)、論争、弁論術、正しい名前、徳、演説、ἔρως：エロース、

魂の不死、正義、恋、イデア(天上の善美型)、知識、存在、王者の統治、

自然、物語、快楽、立法、書簡、人間、祈願、実利、知恵、夜明け前

の会議、徳のすすめ、法、定義、助言、審議、死、論理、形而上学、

倫理、政治、制作、犬儒・享楽・問答・謎、逍遥・幸福・美徳・懐疑、

独断、概念、理論、寓話、比喩、引用、批評、文献学、数、幾何学、

神秘学、宗教、言語、医学、イスラーム哲学、教育、学問、無知の知、  
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ςLove for Enemies 

43 Ἠκούσατε ὅτι ἐρρέθη, Ἀγαπήσεις τὸν 

πλησίον σου καὶ μισήσεις τὸν ἐχθρόν σου.  

44 ἐγὼ δὲ λέγω ὑμῖν, ἀγαπᾶτε τοὺς ἐχθροὺς 

ὑμῶν καὶ προσεύχεσθε ὑπὲρ τῶν διωκόντων 

ὑμᾶς, 45 ὅπως γένησθε υἱοὶ τοῦ πατρὸς ὑμῶν 

τοῦ ἐν οὐρανοῖς, ὅτι τὸν ἥλιον αὐτοῦ ἀνατέλλει 

ἐπὶ πονηροὺς καὶ ἀγαθοὺς καὶ βρέχει ἐπὶ 

δικαίους καὶ ἀδίκους. 46 ἐὰν γὰρ ἀγαπήσητε 

τοὺς ἀγαπῶντας ὑμᾶς, τίνα μισθὸν ἔχετε; ουχὶ 

καὶ οἱ τελῶναι τὸ αὐτὸ ποιοῦσιν; 47 καὶ ἐὰν 

ἀσπάσησθε τοὺς ἀδελφοὺς ὑμῶν μόνον, τί 

περισσὸν ποιεῖτε; οὐχὶ καὶ οἱ ἐθνικοὶ τὸ αὐτὸ 

ποιοῦσιν; 48 Ἔσεσθε οὖν ὑμεῖς τέλειοι ὡς ὁ 

πατὴρ ὑμῶν ὁ οὐράνιος τέλειός ἐστιν.  
(Παρθένες μου) 

神の仲間内なら恋敵をも愛しなさい 
4 3 「 あ な た が た も 聞 い て い る と お り 、 

『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。44しかし、

わたしは言っておく。恋敵を愛し、自分に迫る者のため

に祈りなさい。45 あなたがたの天の父の子となるためで

ある。父は悪役にも善人にも太陽を昇らせ、正しい者に

も正しくない者にも雨を降らせてくださるからである。 
46 自分を愛してくれる人を愛したところで、あなたがた

にどんな報いがあろうか。(自分を愛してくれる様に 

みえる存在を愛し返すと恵みがあることもある。)徴税人

でも、同じことをしているではないか。(物のお金が貴女

を愛すのではなく、人格あるオカネや実際に愛を示す 

存在が愛してくれるのである。お金持ちになっても注意

しなさい。)47 自分の(理想の)仁如(の様に支え合うべき 

存在)にだけ挨拶したところで、どんな優れたことをした

ことになろうか。(愛し返すのは難しいが、立派な)異邦人

でさえ、同じこと (や挨拶 )をしているではないか。 
48だから、あなたがたの天の父が完全であられるように、

あなたがたも完全な者となりなさい。」(天のチチの様な 

理想の実在に向ける挨拶や愛し返す、ということを 

考える様にして、天のチチの恵みを得なさい。できれば

好ましく愛し返しなさい。考え続けていると、恵みを 

喜べる時もある。)  
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ηΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 
ｶﾀ ﾏｯタｲﾖﾝ  

マタイによる福音書 

Κυριακή προσευχή 

ｷｭりﾔｹｰ ﾌﾟろｾﾕｸｪｰ  

主の祈 

Παρθένες
パ ル テ ネ ス

 μου
ム ー

(ﾊﾟるテﾈｽ ﾓﾕ) 
Πάτερ ἡμῶν ὁ ἐν τοῖς οὐρανοῖς  ̇   

ﾊﾟﾃる ﾍｰﾓｰﾝ ﾎ ｴﾝ ﾄｲｽ ｵﾕらﾉｲｽ  

ἁγιασθήτω τὸ ὄνομά σου ̇  

ﾊｷﾞﾔｽテｰﾄｰ ﾄ ｵﾉﾏ ｿﾕ  

10 ἐλθέτω ἡ βασιλεία σου  ̇     

ｴﾙテﾄｰ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｲﾔ ｿﾕ  

γενηθήτω τὸ θέλημά σου,  

ｹﾞﾈｰテｰﾄｰ ﾄ テﾚｰﾏ ｿﾕ  

ὡς ἐν οὐρανῷ καὶ ἐπὶ γῆς  ̇   

ﾎｰｽ ｴﾝ ｵﾕらﾉｰｲ ｶｲ ｴﾋﾟ ｹﾞｰｽ  

11 τὸν ἄρτον ἡμῶν τὸν ἐπιούσιον  

ﾄﾝ ｱるﾄﾝ ﾍｰﾓｰﾝ ﾄﾝ ｴﾋﾟﾖﾕｽｨﾖﾝ  

δὸς ἡμῖν σήμερον  ̇   

ﾄﾞｽ ﾍｰﾐﾝ ｾｰﾒろﾝ  

12 καὶ ἄφες ἡμῖν τὰ ὀφειλήματα ἡμῶν,   

ｶｲ ｱﾍﾟｽ ﾍｰﾐﾝ ﾀ ｵﾍﾟｲﾚｰﾏﾀ ﾍｰﾓｰﾝ  

ὡς καὶ ἡμεῖς ἀφήκαμεν τοῖς ὀφειλέταις ἡμῶν ̇   

ﾎｰｽ ｶｲ ﾍｰﾒｲｽ ｱﾍﾟｰｶﾒﾝ ﾄｲｽ ｵﾍﾟｲﾚﾀｲｽ ﾍｰﾓｰﾝ 

13 καὶ μὴ εἰσενέγκῃς ἡμᾶς εἰς πειρασμόν,   

ｶｲ ﾒｰ ｴｲｾﾈｸﾞｹｰｲｽ ﾍｰﾏｽ ｴｲｽ ﾍﾟｲらｽﾓﾝ  

ἀλλὰ ῥῦσαι ἡμᾶς ἀπὸ τοῦ πονηροῦ.   

ｱｯﾗ ﾌりゅｻｲ ﾍｰﾏｽ ｱﾎﾟ ﾄﾕ ﾎﾟﾈｰﾛﾕ 

 

ὅτι σοῦ ἐστιν ἡ βασιλεία  

ﾎﾃｨ ｿﾕ ｴｽﾃｨﾝ ﾍｰ ﾊﾞｽｨﾚｲﾔ    

καὶ ἡ δύναμις  

ｶｲ ﾍｰ ﾃﾞｭﾅﾐｽ  
καὶ ἡ δόξα εἰς τοὺς αἰῶνας. ἀμήν.  

ｶｲ ﾍｰ ﾄﾞｸｻ ｴｰｽ ﾄﾕｽ ｱｲﾖｰﾅｽ ｱﾒｰﾝ 

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 

6 章 9 節～13 節 主の祈
いのり

と頌栄
しょうえい
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τ主
しゅ

の 祈
いのり

 

私
わたくし

の美
び

処女
しょじょ

らよ 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ 

ねがわくは み名
な

を 

あがめさせたまえ 

10 み国
くに

を 来
きた

らせたまえ 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ 

11我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を 今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ 

12我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を 

我
われ

らがゆるすごとく 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ 

13我
われ

らを こころみにあわせず 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ 

 

国
くに

と権
ちから

と栄
さかえ

とは 

限
かぎ

りなく 汝
なんじ

のものなればなり 

アーメン  
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νἈποκάλυψις Ἰωάννου  Revelation 

22 Καὶ ἔδειξέν μοι ποταμὸν ὕδατος 

ζωῆς λαμπρὸν ὡς κρύσταλλον, 

ἐκπορευόμενον ἐκ τοῦ θρόνου τοῦ 

θεοῦ καὶ τοῦ ἀρνίου. 2 ἐν μέσῳ τῆς 

πλατείας αὐτῆς καὶ τοῦ ποταμοῦ 

ἐντεῦθεν καὶ ἐκεῖθεν ξύλον ζωῆς 

ποιοῦν καρποὺς δώδεκα, κατὰ μῆνα 

ἕκαστον ἀποδιδοῦν τὸν καρπὸν 

αὐτοῦ, καὶ τὰ φύλλα τοῦ ξύλου εἰς 

θεραπείαν τῶν ἐθνῶν. 3 καὶ πᾶν 

κατάθεμα οὐκ ἔσται  ἔτι. καὶ ὁ 

θρόνος τοῦ θεοῦ καὶ τοῦ ἀρνίου ἐν 

αὐτῇ ἔσται, καὶ οἱ δοῦλοι αὐτοῦ 

λατρεύσουσιν αὐτῷ 4 καὶ ὄψονται 

τὸ πρόσωπον αὐτοῦ, καὶ τὸ ὄνομα 

αὐτοῦ ἐπὶ τῶν μετώπων αὐτῶν. 

5 καὶ νὺξ οὐκ ἔσται ἔτι καὶ οὐκ 

ἔχουσιν χρείαν φωτὸς λύχνου καὶ 

φωτὸς ἡλίου, ὅτι κύριος ὁ θεὸς 

φωτίσει ἐπ᾽ αὐτούς, καὶ 

βασιλεύσουσιν εἰς τοὺς αἰῶνας τῶν 

αἰώνων.  
ヨハネの黙示録の構成 

1.緒言 2.七つの協会へのメッセージ 3.神の玉座(天の礼拝と小羊)  

4.子羊が七つの封印を開封       5.七人の天使がラッパを吹く 

6.天のたたかい、地の獣の増大、地の刈り入れ 

7.最後の七つの災い、神の怒り     8.大淫婦バビロンの裁き 

9.天の礼拝、子羊の婚礼   10.キリストの千年王国、サタンの裁き 

11.新天地         12.全体の結び、イェス・キリストの再臨 
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φ ヨハネの黙示録 22 章 1 節～21 節  Apocalypsis Iōannis  

22 1 天使はまた、神と小羊の玉
ぎょく

座
ざ

から流れ出て、水晶

のように輝く命の水の川を私に見せた。2 川は、都
みやこ

の大

通りの中央を流れ、その両
りょう

岸
がん

には命の木があって、年に

十二回実を結び、毎月実をみのらせる。そして、その木
き

の葉は諸国の民の病を治す。3もはや、呪われるものは何

一つない。神と小羊の玉座が都にあって、神の僕
しもべ

たちは

神を礼
れい

拝
はい

し、4御
み

顔
かお

を仰ぎ見る。彼らの額
ひたい

には、神の名が

記されている。5もはや、夜はなく、ともし火
び

の光も太陽

の光も要らない。神である主が僕たちを照らし、彼らは

世々
よ よ

限りなく統治するからである。 

 

ΚΑΤΑ ΙΩΑΝΝΗΝ   TheWord Became body 

1 Ἐν ἀρχῇ ἦν ὁ λόγος, καὶ ὁ λόγος ἦν πρὸς τὸν θεόν,  

καὶ θεὸς ἦν ὁ λόγος.  

2 οὗτος ἦν ἐν ἀρχῇ πρὸς τὸν θεόν.  
3 πάντα δι᾽ αὐτοῦ ἐγένετο,  

καὶ χωρὶς αὐτοῦ ἐγένετο οὐδὲ ἕν. ὃ γέγονεν  
4 ἐν αὐτῷ ζωὴ ἦν, καὶ ἡ ζωὴ ἦν τὸ φῶς τῶν ἀνθρώπων  ̇

1初めに 言
ことば

があった。言は神と共にあった。言は神であった。 
2この言は、初めに神と共にあった。 
3万物は御言葉によって成った。 

御言葉によらずに成ったものは何一つなかった。 
4言の内に成ったものは、命であった。この命は人の光であった。 

言が智体となった ヨハネによる福音書 1 章 1～4 節 

  天使  天軍九隊、九歌隊 

熾天使：セラフィム： יְ פ  רָּ םְשְּ  

 智天使：ケルビム：ְים רוּב    Χερουβείμ, cherubim ,כְּ

  座天使：スローンズ：Thrones, Ofanim, Galgalim  

主天使：ドミニオンズ：Dominions, Κυριοτητες  

 力天使：ヴァーチュース：Virtues, Dynamis   

  能天使：エクスシーアイ：Εξουσιαι, Potestates, Powers  

権天使：アルヒャイ：Αρχαι, Principalities  

 大天使：アークエンジェル： 

 ,αρχάγγελος, Archangelus ,המלאךְ

ََّّكةَّملائَّيسَّالَّئَّرَّ , Архангер, Archangel 

  天使：エィンジェル：angel, ְך אָּ לְּ  مََّلائكِةَّ ,ἄγγελος ,מְַּ
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ψThe Coming of Christ 

 6 Καὶ εἶπέν μοι, Οὗτοι οἱ λόγοι πιστοὶ καὶ 

ἀληθινοί, καὶ ὁ κύριος ὁ θεὸς τῶν πνευμάτων 

τῶν προφητῶν ἀπέστειλεν τὸν ἄγγελον αὐτοῦ 

δεῖξαι τοῖς δούλοις αὐτοῦ ἃ δεῖ γενέσθαι ἐν 

τάχει. 7 καὶ ἰδοὺ ἔρχομαι ταχύ. μακάριος ὁ 

τηρῶν τοὺς λόγους τῆς προφητείας τοῦ 

βιβλίου τούτου.  

 8 Κἀγὼ Ἰωάννης ὁ ἀκούων καὶ βλέπων 

ταῦτα. καὶ ὅτε ἤκουσα καὶ ἔβλεψα, ἔπεσα 

προσκυνῆσαι ἔμπροσθεν τῶν ποδῶν τοῦ 

ἀγγέλου τοῦ δεικνύοντός μοι ταῦτα. 9 καὶ 

λέγει μοι, Ὅρα μή ̇ σύνδουλός σού εἰμι καὶ 

τῶν ἀδελφῶν σου τῶν προφητῶν καὶ τῶν 

τηρούντων τοὺς λόγους τοῦ βιβλίου τούτου  ̇

τῷ θεῷ προσκύνησον. 10 καὶ λέγει μοι, Μὴ 

σφραγίσῃς τοὺς λόγους τῆς προφητείας τοῦ 

βιβλίου τούτου, ὁ καιρὸς γὰρ ἐγγύς ἐστιν.  

11 ὁ ἀδικῶν ἀδικησάτω ἔτι καὶ ὁ ῥυπαρὸς 

ῥυπανθήτω ἔτι, καὶ ὁ δίκαιος δικαιοσύνην 

ποιησάτω ἔτι καὶ ὁ ἅγιος ἁγιασθήτω ἔτι.  

 12 Ἰδοὺ ἔρχομαι ταχύ, καὶ ὁ μισθός μου μετ᾽ 

ἐμοῦ ἀποδοῦναι ἑκάστῳ ὡς τὸ ἔργον ἐστὶν 

αὐτοῦ. 13 ἐγὼ τὸ Ἄλφα καὶ τὸ Ὦ, ὁ πρῶτος 

καὶ ὁ ἔσχατος, ἡ ἀρχὴ καὶ τὸ τέλος.  
 

 
ΚΑΤΑ ΙΩΑΝΝΗΝ Jesus and the Woman of Samaria 
24 πνεῦμα ὁ θεός,  

καὶ τοὺς προσκυνοῦντας αὐτὸν ἐν πνεύματι  

καὶ ἀληθείᾳ δεῖ προσκυνεῖν.  
 

24神は霊である。(肉眼では見えず、隠れておられる。) 

だから、神を礼拝する者は、(隠れて行うべきで、) 

霊と真実をもって礼拝しなければならない。 

(聖典の御言葉は、無茶をせよ、という意味ではない。) 

神は霊 イエスとサマリアの女  ヨハネによる福音書 4 章 24 節  
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キリストの再臨 
 6そして、天使はわたしにこう言った。「これらの言

葉は、信頼でき、また真実である。預言者たちの霊感

の神、主が、その天使を送って、すぐにも起こるはず

のことを、御
ご

自
じ

分
ぶん

の僕たちに示されたのである。7見よ、

わたしはすぐに来る。この書物の預言の言葉を守る者

は、幸いである。」 

 8わたしは、これらのことを聞き、また見たヨハネで

ある。聞き、また見たとき、わたしは、このことを示

してくれた天使の足もとにひれ伏して、拝
おが

もうとした。
9すると、天使はわたしに言った。「やめよ。わたしは、

あなたや、あなたの仁如である預言者たちや、この書

物の言葉を守っている人たちと共に、仕える者である。

神を礼拝せよ。」10 また、わたしにこう言った。「こ

の書物の預言の言葉を、秘密にしておいてはいけない。

時が迫っているからである。11 不正を行う者には、な

お不正を行わせ、汚れた者は、なお汚れるままにして

おけ。正しい者には、なお正しいことを行わせ、聖な

る者は、なお聖なる者とならせよ。 

 12見よ、わたしはすぐに来る。わたしは、報いを携
たずさ

え

て来て、それぞれの行いに応じて報いる。13わたしはアル

ファであり、オメガである。最初の者にして、最後の者。

初めであり、終わりである。 

 
ΙΩΑΝΝΟΥ Α        God is Light 

5 Καὶ ἔστιν αὕτη ἡ ἀγγελία ἣν ἀκηκόαμεν ἀπ᾽ αὐτοῦ  

καὶ ἀναγγέλλομεν ὑμῖν,  
ὅτι ὁ θεὸς φῶς ἐστιν καὶ σκοτία ἐν αὐτῷ οὐκ ἔστιν οὐδεμία.  

5私たちがイエスから聴いて、あなたがたに伝える知らせとは、 

神は光であり、神には(心の)闇が全くないということです。 

神は光 ヨハネの手紙 一 1 章 5 節 

 
God is Love 

16 καὶ ἡμεῖς ἐγνώκαμεν  

καὶ πεπιστεύκαμεν τὴν ἀγάπην ἣν ἔχει ὁ θεὸς ἐν ἡμῖν.  

Ὁ θεὸς ἀγάπη ἐστίν,  

καὶ ὁ μένων ἐν τῇ ἀγάπῃ ἐν τῷ θεῷ μένει,  

καὶ ὁ θεὸς ἐν αὐτῷ μένει.  
16 私たちは、神が私たちに抱いておられる愛を知り、信じています。 

  神は愛です。 

愛の内にとどまる人は、神の内にとどまり、 

神もその人の内にとどまってくださいます。 

神は愛 ヨハネの手紙 一 4 章 16 節  
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14 Μακάριοι οἱ πλύνοντες τὰς στολὰς αὐτῶν, 

ἵνα ἕσται ἡ ἐξουσία αὐτῶν ἐπὶ τὸ ξύλον τῆς 

ζωῆς καὶ τοῖς πυλῶσιν εἰσέλθωσιν εἰς τὴν 

πόλιν. 15 ἔξω οἱ κύνες καὶ οἱ φάρμακοι καὶ οἱ 

πόρνοι καὶ οἱ φονεῖς καὶ οἱ εἰδωλολάτραιρι 

καὶ πᾶς φιλῶν καὶ ποιῶν ψεῦδος.  

 16 Ἐγὼ Ἰησοῦς ἔπεμψα τὸν ἄγγελόν μου 

μαρτυρῆσαι ὑμῖν ταῦτα ἐπὶ ταῖς ἐκκλησίαις. 

ἐγώ εἰμι ἡ ῥίζα καὶ τὸ γένος Δαυίδ, ὁ ἀστὴρ ὁ 

λαμπρὸς ὁ πρωϊνός. 17 Καὶ τὸ πνεῦμα καὶ ἡ 

νύμφη λέγουσιν, Ἔρχου. καὶ ὁ ἀκούων 

εἰπάτω, Ἔρχου. καὶ ὁ διψῶν ἐρχέσθω, ὁ 

θέλων λαβέτω ὕδωρ ζωῆς δωρεάν.  

 18 Μαρτυρῶ ἐγὼ παντὶ τῷ ἀκούοντι τοὺς 

λόγους τῆς προφητείας τοῦ βιβλίου τούτου  ̇

ἐάν τις ἐπιθῇ ἐπ᾽ αὐτά, ἐπιθήσει ὁ θεὸς ἐπ᾽ 

αὐτὸν τὰς πληγὰς τὰς γεγραμμένας ἐν τῷ 

βιβλίῳ τούτῳ, 19 καὶ ἐάν τις ἀφέλῃ ἀπὸ τῶν 

λόγων τοῦ βιβλίου τῆς προφητείας ταύτης, 

ἀφελεῖ ὁ θεὸς τὸ μέρος αὐτοῦ ἀπὸ τοῦ ξύλου 

τῆς ζωῆς καὶ ἐκ τῆς πόλεως τῆς ἁγίας τῶν 

γεγραμμένων ἐν τῷ βιβλίῳ τούτῳ.  

 20 Λέγει ὁ μαρτυρῶν ταῦτα, Ναί, ἔρχομαι 

ταχύ. Ἀμήν, ἔρχου κύριε Ἰησοῦ.  

 21 Ἡ χάρις τοῦ κυρίου Ἰησοῦ μετὰ πάντων.  

(μετὰ τῶν ἁγίων. )  

(μετὰ πάντων τῶν ἁγίων. )  
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 14 命の木に対する権利を与えられ、門を通って都に

入れるように、自分の衣を洗い清める者は幸いである。

15 犬のような者、魔術を使う者、みだらなことをする

者、人を殺す者、偶
ぐう

像
ぞう

を拝む者、すべて偽りを好み、

また行う者は都の外
そと

にいる。 

 16わたし、イエスは使いを遣わし、諸
しょ

教
きょう

会
かい

のために以

上のことをあなたがたに証
あか

しした。わたしは、ダビデの

ひこばえ、その一族、輝く明けの明
みょう

星
じょう

である。」  

17〝霊〟と花
はな

嫁
よめ

とが言う。「来てください。」これを聞く

者も言うがよい、「来てください」と。渇いている者は

来るがよい。命の水が欲しい者は、価
あたい

なしに飲むがよい。 

 18 この書物の預言の言葉を聞くすべての者に、わたし

は証
あか

しする。これに付け加える者があれば、神はこの書

物に書いてある災いをその者に加えられる。19 また、こ

の預言の書の言葉から何か取り去る者があれば、神は、

この書物に書いてある命の木と聖なる都から、その者が

受ける分
ぶん

を取り除
のぞ

かれる。 

 20 以上すべてを証しする方が、言われる。「然
しか

り、

わたしはすぐに来る。」アーメン、主イエスよ、来て

ください。 

 21主イエスの恵
めぐ

みが、すべての者
もの

と共
とも

にあるように。  

 

ω主を喜びましょう。 
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☦ 
八
はっ

端
たん

十
じゅう

字
じ

架
か

 (Eight-pointed cross, Orthodox cross) 

 

Χριστιανισμός 

キリスト教 

 

Βίβλος  

ビブロス 

(新約聖書、Καινή Διαθήκη,  

Novum Testamentum, New Testament) 

 

ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 

マタイによる福音書 

系図      P.252～ 

山上の説教 (八福 etc.)    P.254～ 
Κυριακή προσευχή 

主の祈      P.266～ 
 

Ἀποκάλυψις Ἰωάννου 

ヨハネの黙示録  P.268～ 
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🌱☮ 
  Peace symbol 

 

 
 

🕎 
יָּהְ  ハヌッキーヤー חֲנ כ 

世界の文字 その他 宗教 

神話 秘密宗教 道徳 

श्रीगुह्यसमाजतन्त्रम ्  秘
ひ

密
みつ

集
しゅう

会
え

タントラ P.276～ 

Θεογονία  神統記 (ギリシア神話) P.279 

創世記 第一の日 主の祈り・頌栄 翻訳  P.280～ 

ウクライナ語 カザフ語  モンゴル語 ヒンディー語 マンダリン 韓国語  

トルコ語 クロアチア語  ミャンマー語・ビルマ語 タイ語 ヴェトナム語  

ブルガリア語 ハンガリー語 ルーマニア語  

アムハラ語 ベンガル語 グジャラート語 カンナダ語 クメール語 マラヤーラム語  

アラビア語       ロシア語  



276 

ॐ नमः श्रीवज्रसत्त्वाय 

ｵｰﾝ ﾅﾏﾊ シュリーｳﾞｧｼﾞｭﾗｻｯﾄｩｳﾞｧｰﾔ 

Б
श्रीगुह्यसमाजतन्त्रम ्  

シュリーｸﾞｩﾋｬｻﾏｰｼﾞｬﾀﾇﾄｩﾗﾑ 

सववतथागतसमाधिमण्डलाधिष्ठानं नाम 

ｻﾙﾜﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｻﾏｰﾃﾞｨﾋﾏヌダ La ｰﾃﾞｨﾋｼｭタﾊーﾅﾝ ﾅｰﾏ 

प्रथमः पटलः 

ﾌﾟﾗﾀﾊﾏﾊ ﾊﾟタ La ﾊ 

[B.1,G.1] एवं मया श्रतुम ्। एकधस्मन् समये भगवान्  

ｴｰﾜﾝ ﾏﾔｰ シュルｩﾀﾑ ｴｰｶｽﾐﾇ ｻﾏｲｪｰ ﾊﾞﾊｶﾞｳﾞｧｰﾇ 

सववतथागतकायवाधचित्तहृदयवज्रयोधिद्भगेि ु  

ｻﾙﾜﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｶｰﾔｳﾞｧｰｸﾁｯﾀﾌりﾀﾞﾔ ｳﾞｧｼﾞｭﾗﾖｰｼﾄﾞｩﾊﾞﾊｹﾞｰｼｭｩ 

धवजहार अनधभलाप्यानधभलाप्ययः  

ｳｨｼﾞｬﾊｰﾗ ｱﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｰﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｲﾋ 

सववबुद्धक्षेरसुमेरुपरमाणरुजः  

  ｻﾙﾜﾌﾞｩｯﾀﾞﾊｸｼｪｰﾄｩﾗｽｩﾒｰﾙｩﾊﾟﾗﾏｰヌｩﾗｼﾞｬﾊ  

समयबोधिसत्त्वयमवहासत्तवयः ।  

ｻﾏｲﾙﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾙﾏﾊｰｻｯﾀｳﾞｧｲﾋ 

तद्यथा―समयवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

ﾀﾃﾞｬﾀﾊｰ ｻﾏﾔｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

कायवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

身金剛   ｶｰﾔｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

वार्गवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

語金剛  ｳﾞｧｰｸﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

धित्तवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

心金剛   ﾁｯﾀｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

समाधिवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

三摩地金剛 ｻﾏｰﾃﾞｨﾋｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

जपवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

勝金剛  ｼﾞｬﾊﾟｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

三
さん

昧
ま

耶
や

金
こん

剛
ごう
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पधृथवीवजे्रण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

地金剛 ﾌﾟりﾃｨﾋｳﾞｨｰｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

अब्वज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

水金剛     ｱﾌﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

तेजोवजे्रण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

火金剛    ﾃｰｼﾞｮｰｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

वायुवजे्रण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

風金剛    ｳﾞｧｰﾕｩｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

आकाशवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

虚空金剛  ｱｰｶｰシャｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

रूपवजे्रण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

色金剛    ﾙｩｰﾊﾟｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

शब्दवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

声金剛   シャﾌﾞﾀﾞｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

गन्त्िवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

香金剛    ｶﾞﾇﾀﾞﾊｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

रसवज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

味金剛      ﾗｻｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

[G.2] स्पशववज्रेण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन,  

触金剛     ｽﾊﾟﾙシャｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

िमविातुवजे्रण ि नाम बोधिसत्त्वेन महासत्त्वेन ।  

法界金剛 ﾀﾞﾊﾙﾏﾀﾞﾊｰﾄｩｩｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ ﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｪｰﾅ 

एवंप्रमखुयरनधभलाप्यानधभलाप्ययः  

ｴｰﾜﾝﾌﾟﾗﾑｩｶﾊｲﾗﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｰﾅﾋﾞﾋ La ｰﾋﾟｬｲﾋ 

सववबुद्धक्षेरसुमेरुपरमाणुंरजः  

ｻﾙﾜﾌﾞｩｯﾀﾞﾊｸｼｪｰﾄｩﾗｽｩﾒｰﾙｩﾊﾟﾗﾏｰヌゥﾝﾗｼﾞｬﾊ 

–समयबोधिसत्त्वयमवहासत्त्वयराकाशिातुसमाध्मातयश्च तथागतयः ।  

ｻﾏｲﾙﾎﾞｰﾃﾞｨﾋｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾙﾏﾊｰｻｯﾄｩｳﾞｧｲﾗｰｶｰシャﾀﾞﾊｰﾄｩｩｻﾏｰﾄﾞｩﾌﾏｰﾀｲシュﾁｬ  

ﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｲﾋ 
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तद्यथा―अक्षोभ्यवज्रेण ि नाम तथागतेन,  

阿
あ

閦
しゅく

如来      ﾀﾃﾞｬﾀﾊｰ ｱｸｼｮｰﾋﾞｬﾊｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾃｰﾅ 

वयरोिनवज्रेण ि नाम तथागतेन,  

毘盧
び る

遮
しゃ

那
な

如来          ｳﾞｧｲﾛｰﾁｬﾅｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾃｰﾅ 

र्नकेतुवजे्रण ि नाम तथागतेन,  

宝幢
ほうとう

如来            ﾗﾄｩﾅｹｰﾄｩｩｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾃｰﾅ 

अधमतवज्रेण ि नाम तथागतेन,  

阿弥陀如来              ｱﾐﾀｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾃｰﾅ 

अमोघवज्रेण ि नाम तथागतेन ।  

不空如来             ｱﾓｰｶﾞﾊｳﾞｧｼﾞｭﾚｰナ ﾁｬ ﾅｰﾏ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾃｰﾅ 

एवंप्रमखुयः सवावकाशिातुसमाध्मातयश्च तथागतयः ।  

ｴｰﾜﾝﾌﾟﾗﾑｩｶﾊｲﾋ ｻﾙﾜｰｶｰシャﾀﾞﾊｰﾄｩｩｻﾏｰﾄﾞｩﾌﾏｰﾀｲシュﾁｬ ﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｲﾋ 

तद्यथा―अधप नाम धतलधबम्बधमव 

ﾀﾃﾞｬﾀﾊｰ ｱﾋﾟ ﾅｰﾏ ﾃｨ La ﾋﾞﾑﾊﾞﾐﾜ 

 पररपूणवः सवावकाशिातुः सववतथागतयः सन्त्दृश्यते सम ।  

ﾊﾟﾘﾌﾟｩｰﾙナﾊ ｻﾙﾜｰｶｰシャﾀﾞﾊｰﾄｩｩﾌ ｻﾙﾜﾀﾀﾊｰｶﾞﾀｲﾋ ｻﾇﾄﾞｩりシュｬﾃｰ ｻﾏ 

Д秘
ひ

密
みつ

集
しゅう

会
え

タントラ 

1 一切如来が三
さん

摩
ま

地
ぢ

に入り曼
まん

荼
だ

羅
ら

を加持する第一分  

〔通序〕 

以上のように私は聞いた。ある時、世尊は一切如来の身語心の心髄である 

諸
しょ

々
しょ

の金剛妃の女
にょ

陰
いん

〔vajrayoṣidbhaga〕に住しておられた。 

〔ときに〕数えきれないものの中でもとくに数えきれないほどのあらゆる 

仏国土の (須
しゅ

弥
み

山
せん

の )極微の塵の数にも等しい菩
ぼ

薩
さつ

、摩
ま

訶
か

薩
さつ

、即ち、 

三
さん

昧
ま

耶
や

金
こん

剛
ごう

、身金剛、語金剛、心金剛、三摩地 金剛、勝金剛、 

地 金 剛 、 水 金 剛 、 火 金 剛 、 風 金 剛 、 虚 空 金 剛 、 

色 金 剛 、 声 金 剛 、 香 金 剛 、 味 金 剛 、 触 金 剛 、 法 界 金 剛 、 

以上のような菩薩、摩訶薩を上首とする数えきれないものの中でもとくに 

数えきれないほどの数の仏国土の(須弥山の)極微の塵の数にも等しい菩薩、 

摩訶薩と、阿
あ

閦
しゅく

如来、毘盧
び る

遮
しゃ

那
な

如来、宝幢
ほうとう

如来、阿弥陀如来、不空如来、 

以上のような如来を上首とする如来たちが、あたかも胡麻
ご ま

の莢
さや

の様に、 

あ ら ゆ る 虚 空 界 に 満 ち あ ふ れ 、 ご 出 現 し た 。 

『秘
ひ

密
みつ

集
しゅう

会
え

タントラ』グヒャサマージャ・タントラ 
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оΒιβλιοθήκη  

Οὐρανὸς πρῶτος τοῦ παντὸς ἐδυνάστευσε κόσμου.  

Ⅰ 天空
ウーラノス

が最初に全世界を支配した。 
Sky was the first who ruled over the whole world.  

(コトバに激しい言葉を用いる、という神話体系の神話) 

『ギリシア神話』(文頭) 

 

ЁΘεογονία 
αὗται μὲν θνητοῖσι παῤ ἀνδράσιν εὐνηθεῖσαι  

ἀθάναται γείναντο θεοῖς ἐπιείκελα τέκνα.  

νῦν δὲ γυναικῶν φῦλον ἀείσατε, ἡδυέπειαι  

Μοῦσαι Ὀλυμπιάδες, κοῦραι Διὸς αἰγιόχοιο.  

 

テｵｺﾞﾆｱ 
ﾊﾕﾀｲ ﾒﾝ トｩﾈｰﾄｲｽｨ ﾊﾟる ｱﾝﾄﾞｩらｽｨﾝ ｴﾕﾈｰテｲｻｲ  

ｱタ ﾅ ﾀ ｲ  ｹ ﾞ ｲ ﾅ ﾝ ﾄ  テｵ ｲ ｽ  ｴ ﾋ ﾟ ｲ ｪ ｲ ｹ ﾗ  ﾃ ｸ ﾅ 

ﾆｭﾝ ﾃﾞ ｷﾞｭﾅｲｺｰﾝ ﾋﾟｭﾛﾝ ｱｴｲｻﾃ  ﾍｰﾃﾞｭｴﾍﾟｲﾔｲ  

ﾑｰｻｲ  ｵﾘｭﾑﾋﾟﾔﾃﾞｽ   ｸｰらｲ  ﾃﾞｨﾖｽ  ｱｲｷﾞﾖｸｫｲﾖ  

 

ё神
しん

統
とう

記
き

   新序詞 

身は不死ながら 

打つべき身の 人
おとこ

らに添寝して 

神にも似た子たちを生みたもうた女神
かたがた

は 

以上のとおり。 

さぁ 今度
こたび

は 

女
おんな

たちの 族
やから

を歌いまつれ 

神楯
アイギス

もつゼウスの娘 

オリュンポスの声甘い 

詩歌女神
ム ゥ サ

たちよ。 

 

『神統記』テオゴニア(文末) 
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БІБЛІЯ  СТАРИЙ ЗАВІТ  БУТТЯ 

На початку Бог створив Небо та землю.  
2 А земля була пуста та порожня,  

і темрява була над безоднею,  
і Дух Божий ширяв над поверхнею води.  
3 І сказав Бог: «Хай станеться світло!» І сталося світло.  
4 І побачив Бог світло, що добре воно,  
і Бог відділив світло від темряви. 
5 І Бог назвав світло: День, а темряву назвав:   

Ніч. І був вечір, і був ранок, день перший.  
 

НОВИЙ ЗАВІТ  ВІД МАТВІЯ Мої дівиці (Moyi divytsi ) 

Отче наш, що єси на небесах! Нехай святиться Ім'я Твоє,  
10 нехай прийде Царство Твоє, нехай буде воля Твоя,  

як на небі, так і на землі.  
11 Хліба нашого насущного дай нам сьогодні.  
12 І прости нам довги наші,  

як і ми прощаємо винуватцям нашим.  
13 І не введи нас у випробовування,  
але визволи нас від лукавого.  

Бо Твоє є царство, і сила, і слава навіки. Амінь.      

『ウクライナ語訳聖書』  ukr г1 
 

ウクライナ人女性の名前 

善き名誉をもつ女：Доброслава (ドブロスラーヴァ) 

和の名誉をもつ女：Мирослава (ムィロスラーヴァ) 

愛の名誉をもつ女：Любослава (リュボスラーヴァ) 

語頭        語尾 

支配：Волоби～  支配：～волоб 

全：Все～      肥：～жир 

命・麦：Жито～  名誉：～слав 

聖：Свято～  歓待：～вост 

造：Твори～   軍：～полк 

善：Добри～ 世・和：～мир 

守：Бори～   海：～мор 

世・和：Миро～   愛：～люб 

復習：Мсти～ 

豊・大：Яро～ ありがとう：Спасибі  

愛：Любо～  Дякую.  

生育：Расти～ 

本来   ウクライナ人女性の名前(一例よりも多数ある) 

アンナ→ハーンナ、ハヌーシャ、ハーニャ：Ганна, Гануся, Ганя  

アレクサンドラ→オレクサンドラ、レーシャ：Олексанбра, Леся  

カタリナ→カテルィーナ、カトルーシャ、カーチャ、カルィーナ： 

Катерина, Катруся, Катя, Карина  

マリア→マリヤ、マリーチカ、マルーシャ：Марія, Марічка, Маруся  

オレーナ：Олена  イルーニャ：Ірина  スヴェトラーナ：Світлана   

タティアーナ：Тетяна  ナターリャ：Наталя  

フルネーム：一般では「名・父称・姓」、公式文書では「姓・名・父称」  
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ҚАЗАҚ ТІЛІНДЕГІ КИЕЛІ КІТАП 

КӨНЕ ӨСИЕТ 
ЖАРАТЫЛЫСТЫҢ БАСТАУЫ 

Әуел баста Құдай аспан мен жерді жаратты.  
2 Жер ретсіз, тіршіліксіз бос жатты;  

суға толы тұңғиықтың үстін қара түнек жауып тұрды.  

Ал Құдайдың Рухы су бетінде қалықтап ұшып жүрді.  
3 Сонда Құдай: «Жарық пайда болсын!» ― деп бұйырды. 

Осылай жарық пайда болды.  
4 Құдай жарыққа қарап, оның жақсы екенін көрді.  
Ол жарықты қара түнектен бөліп,  
5 жарықты күн, ал қара түнекті түн деп атады.  

Кеш түсіп, таң атты; бұл бірінші күн еді.  

 

ЖАҢА ӨСИЕТ  Матай      Менің қыздарым (Meniñ qızdarım ) 

Көктегі Әкеміз! Сенің киелі есімің қастерлене берсін,  
10 Патшалығың осында орнасын!  

Сенің еркің көкте орындалғандай,  

Жер бетінде де орындала берсін!  
11 Күнделікті нанымызды бүгін де бере гөр.  
12 Бізге күнə жасағандарды кешіргеніміздей,  

Сен де күнəларымызды кешіре гөр.  
13 Азғырылуымызға жол бермей,  

Бізді жамандықтан сақтай гөр.  

(Патшалық, құдірет жəне ұлылық Мəңгі бақи Сенікі! 
Аумин.)        

『カザフ語訳聖書』  kaz Ж2 

 

カザフ語 (Kazakh language)：Қазақ тілі (Qazaq tili ) 

 

昔、文字はほとんど使用されておらず、 

口承文芸が発達。 

中央アジアのテュルク系言語の共通語の 

チャガタイ語が文語として使用されていた。 

そこからカザフ文語が発達し、 

共通語としてのロシア語や、 

改良アラビア文字による正書法、 

ラテン文字による正書法、 

改良キリル文字による表記法、と発展している。 

 

қ:q  н:n  ң:ŋ  ғ:G  щ:ɕ  і:ɘ  ə:æ  ү:ʉ  ұ:u  ө:ɵ 

 

はい：Ие  いいえ：Жоқ  

ありがとう：Рахмет / Рақмет сізге 
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МОНГОЛ АРИУН БИБЛИ  
ХУУЧИН ГЭРЭЭ    ЭХЛЭЛ  

Эхэнд Бурхан тэнгэр газрыг бүтээжээ.  
2 Газар нь ямар ч хэлбэр дүрсгүй, эзгүй хоосон,  

гүний гадаргуу дээгүүр нь харанхуй бүрхэж,  

Бурханы Сүнс усны мандал дээгүүр элин хальж байлаа.  
3 Тэгээд Бурхан—Гэрэл бий болог! гэсэнд гэрэл бий болов.  
4 Бурханыг харахад тэр гэрэл нь сайхан байв.  

Бурхан гэрлийг харанхуйгаас салгажээ.  
5 Бурхан гэрлийг өдөр, харанхуйг шөнө хэмээн нэрлэжээ. 

Үдэш болоод, өглөө болжээ. Тэр нь анхны өдөр болой.  
 

ШИНЭ ГЭРЭЭ  МАТАЙ Бүсгүйчүүд минь (Büsgüichüüd mini ) 
“Тэнгэрт байгаа бидний Эцэг минь,  
Таны нэр ариунаар дуурсгагдаг.  
10 Таны хаанчлал ирэх болтугай.  

Хүсэл тань тэнгэрт шигээ газар дээр биелэгдэх болтугай.  
11 Өдөр тутмын минь талхыг энэ өдөр бидэнд өгөөч.  
12 Бид өртөнгүүдээ уучилсны  

адил бидний өрийг мөн уучлаач.  
13 Биднийг сорилтод бүү оруулаач,  

Харин бузар муугаас гэтэлгээч.  

[Учир нь хаанчлал, хүч чадал, алдар сүр үүрд Таных. Амен]”  

『モンゴル語訳聖書』  mon З3  
 

モンゴル諸語：ハルハ語(ハルハ方言)、ブリヤート語、テュルク諸語 

モンゴル人は、 

基本的に氏(家族名、family name )を持たなかった。 

モンゴル語の表記は、ウイグル文字をもとに作られた、 

縦書きのモンゴル文字(モンゴルビチゲ)の蒙古文語が、

専ら使用されてきた。 

 

モンゴルでは、食べ終わった食器は、舐めて綺麗にし、

清水で洗う、ということがある。(内陸で貴重な水の節約) 

 

モンゴルは厳しい気候(亜寒帯冬季少雨気候：DW、ステ

ップ気候：BS、砂漠気候：BW)のため、殆どの青果物

栽培には適しておらず、遊牧民の畜産業に重点が置かれ

ている。ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 等が飼育

されており、牧草地もとても広く、遊牧が行われる。 

 

はい：Тийм (ティーム) いいえ：Үгүй (ウグィ) 

ありがとう：Баярлалаа (バヤルララー) 
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पर्वत्र
ﾊﾟｳﾞｨﾄｩﾗ

 बाइबबर्
ﾊﾞｰｲﾋﾞ La

 पजिाना
ﾌﾟﾗｰﾅｰ

 तनयम
ﾆﾔﾏ

 उत्पर्त्त
ｳﾄｩﾊﾟｯﾃｨ

 

आ
ｱ ｰ

द्वद

ﾃﾞｨ

 में
ﾒｰﾝ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 ने
ﾈｰ

 आकाि
ｱｰｶｰｼｬ

 औि
ｱｳﾗ

 पथृ्वी
ﾌﾟﾗﾄｩｳﾞｨｰ

 की
ｷｰ

 सरृ्ष्ट
ｽﾗｼｭﾃｨ

 की
ｷｰ

 ।  

2 औि
ｱｳﾗ

  पथृ्वी
ﾌﾟﾗﾄｩｳﾞｨｰ

  बेडौर्
ﾍﾞｰﾀﾞｳ La

  औि
ｱｳﾗ

  सजनसान
ｽﾅｻｰﾅ

  पड़ी
ﾊﾟﾘｰ

  िी
ﾃｨｰ

; औि
ｱｳﾗ

  गहिे
ｶﾞﾊﾚｰ

  र्र्
ｼﾞｬ La

  के
ｹｰ

  ऊपि
ｳｰﾊﾟﾗ

 

अस्न्धयािा
ｱﾝﾃﾞｨﾔｰﾗｰ

 िा
ﾀｰﾊ

: ििा
ﾀﾀｰ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 का
ｶｰ

 आत्मा
ｱｰﾄｩﾏｰ

 र्र्
ｼﾞｬ La

 के
ｹｰ

 ऊपि
ｳｰﾊﾟﾗ

 मण्डर्ािा
ﾏﾝﾀﾞ La ｰﾀｰ

 िा
ﾀｰ

 ।  
3 िब
ﾀﾊﾞ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 ने
ﾈｰ

 कहा
ｶﾊｰ

, उस्र्यार्ा
ｳｼﾞﾔｰ La ｰ

 हो
ﾎｰﾊ

: िो
ﾄｰ

 उस्र्यार्ा
ｳｼﾞﾔｰ La ｰ

 हो
ﾎｰ

 गया
ｶﾞﾔｰ

 ।  
4 औि
ｱｳﾗ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 ने
ﾈｰ

 उस्र्यारे्
ｳｼﾞﾔｰ Le ｰ

 को
ｺｰ

 देखा
ﾃﾞｰｶｰ

 कक
ｷ

 अच्छा
ｱﾁｭﾁｬｰ

 है
ﾊｲ

;  

औि
ｱｳﾗ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 ने
ﾈｰ

 उस्र्यारे्
ｳｼﾞﾔｰ Le ｰ

 को
ｺｰ

 अस्न्धयािे
ｱﾝﾃﾞｨﾔｰﾚｰ

 से
ｾｰ

 अर्ग
ｱ La ｶﾞ

 ककया
ｷﾔｰ

 ।  
5 औि
ｱｳﾗ

 पिमेश्वि
ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ

 ने
ﾈｰ

 उस्र्यारे्
ｳｼﾞﾔｰ Le ｰ

 को
ｺｰ

 द्वदन
ﾃﾞｨﾅ

 औि
ｱｳﾗ

 अस्न्धयािे
ｱﾝﾃﾞｨﾔｰﾚｰ

 को
ｺｰ

 िाि
ﾗｰﾀ

 कहा
ｶﾊｰ

 ।  

ििा
ﾀﾀｰ

 सांझ
ｻｰﾝｼﾞｬ

 हजई
ﾌｲｰ

 कफि
ﾋﾟﾗ

 भोि
ﾎﾞｰﾗ

 हजआ
ﾌｱｰ

 । इस
ｲｻ

 रकाि
ﾌﾟﾗｶｰﾗ

 पद्वहर्ा
ﾊﾟﾋ La ｰ

 द्वदन
ﾃﾞｨﾅ

 हो
ﾎｰ

 गया
ｶﾞﾔｰ

 ॥  

 

नया
ﾅﾔｰ

 तनयम
ﾆﾔﾅ

   मत्ती
ﾏｯﾃｨｰ

  मेिी यजवतियां (mērī yuvatiyān ) 

“हे
ﾍｰ

 हमािे
ﾊﾏｰﾚｰ

 र्पिा
ﾋﾟﾀｰ

, िू
ﾄｩｰ

 र्ो
ｼﾞｮｰ

 स्वगु
ｽｳﾞｧﾙｶﾞ

 में
ﾒｰﾝ

 है
ﾊｲ

;  

िेिा
ﾃｰﾗｰ

 नाम
ﾅｰﾏ

 पर्वत्र
ﾊﾟｳﾞｨﾄｩﾗ

 माना
ﾏｰﾅｰ

 र्ाए
ｼﾞｬｰｴｰ

 ।  
10 िेिा

ﾃｰﾗｰ

 िाज्य
ﾗｰｼﾞｭﾔ

 आए
ｱｰｴｰ

; िेिी
ﾃｰﾘｰ

 इच्छा
ｲﾁｭﾁｬｰ

 रै्सी
ｼﾞｬｲｼｰ

 स्वगु
ｽｳﾞｧﾙｶﾞ

 में
ﾒｰﾝ

 पूिी
ﾌﾟｰﾘｰ

 होिी
ﾎｰﾃｨｰ

 है
ﾊｲ

,  

वैसे
ｳﾞｧｲｾｰ

 पथृ्वी
ﾌﾟﾗﾄｩｳﾞｨｰ

 पि
ﾊﾟﾗ

 भी
ﾋﾞｰ

 हो
ﾎｰ

 ।  
11 हमािी

ﾊﾏｰﾘｰ

 द्वदन
ﾃﾞｨﾅ

 भि
ﾊﾞﾗ

 की
ｷｰ

 िोटी
ﾛｰﾃｨｰ

 आर्
ｱｰｼﾞｬ

 हमें
ﾊﾒｰﾝ

 दे
ﾃﾞｰ

 ।  
12 औि

ｱｳﾗ

 स्र्स
ｼﾞｻ

 रकाि
ﾌﾟﾗｶｰﾗ

 हम
ﾊﾏ

 ने
ﾈｰ

 अपने
ｱﾊﾟﾈｰ

 अपिाधधयों
ｱﾊﾟﾗｰﾃﾞｨﾖｰﾝ

 को
ｺｰ

 क्षमा
ｸｼｬﾏｰ

 ककया
ｷﾔｰ

 है
ﾊｲ

,  

वैसे
ｳﾞｧｲｾｰ

 ही
ﾋｰ

 िू
ﾄｩｰ

 भी
ﾋﾞｰ

 हमािे
ﾊﾏｰﾚｰ

 अपिाधों
ｱﾊﾟﾗｰﾄﾞｰﾝ

 को
ｺｰ

 क्षमा
ｸｼｬﾏｰ

 कि
ｶﾗ

 ।  
13 औि

ｱｳﾗ

 हमें
ﾊﾒｰﾝ

 पिीक्षा
ﾊﾟﾘｰｸｼｬｰ

 में
ﾒｰﾝ

 न
ﾅ

 र्ा
ﾗｰ

, पिन्िज
ﾊﾟﾗﾝﾄｩ

 बजिाई
ﾌﾞﾗｰｲｰ

 से
ｾｰ

 बचा
ｳﾞｧﾁｬｰ

;  

क्योंकक
ｸﾖｰﾝｷ

 िाज्य
ﾗｰｼﾞｭﾔ

 औि
ｱｳﾗ

 पिाक्रम
ﾊﾟﾗｰｸﾗﾏ

 औि
ｱｳﾗ

 मद्वहमा
ﾏﾋﾏｰ

 सदा
ｻﾀﾞｰ

 िेिे
ﾃｰﾚｰ

 ही
ﾋｰ

 हैं
ﾊｲﾝ

 ।” आमीन
ｱｰﾐｰﾅ

 ।  
『ヒンディー語訳聖書』(文字規則によった読み方) hin И4 
 

標語：सत्यमेव र्यिे “satyameva jayate” 
サンスクリット語：まさに真理は自ずと勝利する  

インド：भािि(バーラタ) サフラン(オレンジ)色はヒンドゥー教：勇気と犠牲、      
緑色はイスラム教、白は平和と真理を意味し両宗教の和合を表す。 

チャクラ(法輪：仏教シンボル)の 24 本の線は一日 24 時間を意味する。 

インド系の方の名前： श्री
ミスター・

मिी
ミ ス

「個人名・(中間名)・副名」र्ी
様

 /साहब ्
様

 

インド哲学：ドゥッカ
不 如 意

とサンサーラ
不 如 意 の 輪 廻

から個人を解放する  
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圣
シァン 4

经
ヂィン 1

 

旧
ヂォウ 4

约
ュエ 1

全
チュァン 2

书
シゥー1

  创
チゥアン 4

世
シィー4

纪
ヂィー4

 

起
チィ ー 3

初
チゥー1

神
シェン 2

创
チゥアン 4

造
ヅァォ 4

天
ティェン 1

地
ディー4

。 

2 地
ディー4

是
シィー4

空
コォン 1

虚
シュィー1

混
フゥェン 4

沌
ドゥェン 4

。 渊
ユァン 1

面
ミェン 4

黑
ヘェィ 1

暗
アン 4

。 

神
シェン 2

的
ドゥーァ

灵
リィン 2

运
ユイン 4

行
シィン 2

在
ヅァィ 4

水
シゥェイ 3

面
ミェン 4

上
シァン 4

。 

3 神
シェン 2

说
シゥオ 1

， 要
ィアォ 4

有
イォウ 3

光
グアン 1

， 就
ヂォウ 4

有
イォウ 3

了
ルゥーァ

光
グアン 1

。 

4 神
シェン 2

看
カァン 4

光
グアン 1

是
シィー4

好
ハァォ 3

的
ドゥーァ

， 

就
ヂォウ 4

把
パァー3

光
グアン 1

暗
アン 4

分
フェン 1

开
カァィ 1

了
ルゥーァ

。 

5 神
シェン 2

称
チェン 4

光
グアン 1

为
ウェイ 2

昼
ヂォゥ 4

， 称
チェン 4

暗
アン 4

为
ウェイ 2

夜
イエ 4

。 

有
イォウ 3

晚
ウァン 3

上
シァン 4

， 有
イォウ 3

早
ヅァォ 3

晨
チェン 2

， 这
ヂゥーァ 4

是
シィー4

头
トォゥ 2

一
イー1

日
リィー4

。 

 

新
シィン 1

约
ュエ 1

全
チュァン 2

书
シゥー1

 马
マァー3

太
タァィ 4

福
フゥー2

音
イン 1

  

我
ゥオ 3

们
メェン

在
ヅァィ 4

天
ティェン 1

上
シァン 4

的
ドゥーァ

父
フゥー4

， 我的少女 (Wǒ de shàonǚ ) 

愿
ユァン 4

人
レェン 2

都
ドォゥ 1

尊
ヅゥェン 1

你
ニィー3

的
ドゥーァ

名
ミィン 2

为
ウェイ 2

圣
シァン 4

。 

10 愿
ユァン 4

你
ニィー3

的
ドゥーァ

国
グゥオ 2

降
ヂィァン 4

临
リィン 2

， 

愿
ユァン 4

你
ニィー3

的
ドゥーァ

旨
ヂィー3

意
イー4

行
シィン 2

在
ヅァィ 4

地
ディー4

上
シァン 4

， 

如
ルゥー2

同
トォン 2

行
シィン 2

在
ヅァィ 4

天
ティェン 1

上
シァン 4

。 

11 我
ゥオ 3

们
メェン

日
リィー4

用
イォン 4

的
ドゥーァ

饮
イン 3

食
シィー2

， 今
ヂィン 1

日
リィー4

赐
ツゥ 4

给
ゲェィ 3

我
ゥオ 3

们
メェン

。 

12 免
ミェン 3

我
ゥオ 3

们
メェン

的
ドゥーァ

债
ヂァィ 4

， 

如
ルゥー2

同
トォン 2

我
ゥオ 3

们
メェン

免
ミェン 3

了
ルゥーァ

人
レェン 2

的
ドゥーァ

债
ヂァィ 4

。 

13 不
プゥー4

叫
ヂィアォ 4

我
ゥオ 3

们
メェン

遇
ユイー4

见
ヂィェン 4

试
シィー4

探
タァン 4

， 

救
ヂォウ 4

我
ゥオ 3

们
メェン

脱
トゥオ 1

离
リィー2

凶
シィォン 1

恶
ウーァ 3

， 

因
イン 1

为
ウェイ 2

国
グゥオ 2

度
ドゥー4

， 权
チュァン 2

柄
ピン 3

， 荣
ロォン 2

耀
ィアォ 4

， 

全
チュァン 2

是
シィー4

你
ニィー3

的
ドゥーァ

， 直
ヂィー2

到
ダァォ 4

永
イォン 3

远
ユァン 3

，阿
アー1

们
メェン 5

。    

『マンダリン訳聖書』zho Й5  (中国語)(Mandarin：官話)  
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성
ソン

경
ギョン

  구
ク

약
ヤク

 성
ソン

서
ソ

   창
チャン

세
セ

기
ギ

 

태
テ

초
チョ

에
エ

 하
ハ

나
ナ

님이
ニミ

 천
チョン

지
ジ

를
ルル

 창
チャン

조
ジョ

하
ハ

시
シ

니
ニ

라
ラ

 

2 땅
ッタン

이
イ

 혼
ホン

돈하
ドナ

고
ゴ

 공
コン

허
ホ

하
ハ

며
ミョ

 흑암이
フガミ

 깊음
キプム

 위
ウィ

에
エ

 있고
イッコ

  

하
ハ

나
ナ

님의
ニメ

 신은
シヌン

 수
ス

면에
ミョネ

 운행
ウネン

하
ハ

시
シ

니
ニ

라
ラ

 

3 하
ハ

나
ナ

님이
ニミ

 가
カ

라
ラ

사
サ

대
デ

 빛이
ビチ

 있으
イッス

라
ラ

 하
ハ

시
シ

매
メ

 빛이
ピチ

 있었고
イッソッコ

 

4 그
ク

 빛이
ピチ

 하
ハ

나
ナ

님의
ニメ

 보
ボ

시
シ

기
ギ

에
エ

 좋았더
チョアット

라
ラ

  

하
ハ

나
ナ

님이
ニミ

 빛과
ピックヮ

 어
オ

두
ドゥ

움을
ウムル

 나
ナ

누
ヌ

사
サ

 

5 빛을
ピチュル

 낮이
ナジ

라
ラ

 칭
チン

하
ハ

시
シ

고
ゴ

 어
オ

두
ドゥ

움을
ウムル

  

밤이
パミ

라
ラ

 칭
チン

하
ハ

시
シ

니
ニ

라
ラ

 저
チョ

녁이
ニョギ

 되
トゥェ

며
ミョ

  

아
ア

침이
チミ

 되
トゥェ

니
ニ

 이
イ

는
ヌン

 첫
チョッ

째
チェ

 날이
ナリ

니
ニ

라
ラ

 

 

신약
シニャク

 성
ソン

서
ソ

   마
マ

태
テ

복음
ボグム

 

하
ハ

늘에
ヌレ

 계
キェ

신
シン

 우
ウ

리
リ

 아
ア

버
ボ

지
ジ

여
ヨ

  나의 처녀들 (naui cheonyeodeul ) 

이
イ

름이
ルミ

 거
コ

룩히
ルキ

 여
ヨ

김을
ギムル

 받으
パドゥ

시
シ

오
オ

며
ミョ

 

10 나
ナ

라
ラ

이
イ

 임하옵시
イマオプッシ

며
ミョ

 뜻이
ットゥシ

 하
ハ

늘에
ヌレ

서
ソ

  

이
イ

룬
ルン

 것같이
コッカティ

 땅
ッタン

에
エ

서
ソ

도
ド

 이
イ

루
ル

어
オ

지
ジ

이
イ

다
ダ

 

11 오
オ

늘날
ヌルラル

 우
ウ

리
リ

에
エ

게
ゲ

 일용
イリョン

할
ハル

 양
ヤン

식을
シグル

 주
チュ

옵시
オプッシ

고
ゴ

 

12 우
ウ

리
リ

가
ガ

 우
ウ

리
リ

에
エ

게
ゲ

 죄
チュェ

 지
チ

은
ウン

 자
チャ

를
ルル

 사
サ

하
ハ

여
ヨ

 준
チュン

것
ゴッ

 같이
カティ

  

우
ウ

리
リ

 죄
チュェ

를
ルル

 사
サ

하
ハ

여
ヨ

 주
チュ

옵시
オップシ

고
ゴ

 

13 우
ウ

리
リ

를
ルル

 시
シ

험에
ホメ

 들
トゥル

게
ゲ

 하
ハ

지
ジ

 마
マ

옵시
オプッシ

고
ゴ

 다
タ

만
マン

  

악에
アゲ

서
ソ

 구
ク

하
ハ

옵소
オプッソ

서
ソ

  

(나
ナ

라
ラ

와
ワ

 권
クォン

세
セ

와
ワ

 영
ヨン

광
グヮン

이
イ

  

아
ア

버
ボ

지
ジ

께
ッケ

 영
ヨン

원히
ウ ォ ニ

 있사옵나
イッサオムナ

이
イ

다
ダ

 아
ア

멘
メン

) 

『韓国語訳聖書』 kor К6 (韓国語)ハングル한글：조선글チョソングル(朝鮮語) 

基本子音 ㄱ:k/g ㄴ:n ㄷ:t/d ㄹ:r/l ㅁ:m ㅂ:p/b ㅅ:s/ɕ ㅇ:無音/ng ㅈ:j ᄎ:ch 

ᄏ:k ᄐ:t ᄑ:p ᄒ:h/ɦ  合成子音 ㄲ:kk ㄸ:tt ㅃ:pp ㅆ:ss ㅉ:jj  

基本母音 ㅏ:a ㅑ:ya ㅓ:eo ㅕ:yeo ㅗ:o ㅛ:yo ㅜ:u ㅠ:yu ㅡ:eu ㅣ:i 

合成母音 ㅐ:ae ㅒ:yae ㅔ:e ㅖ:ya ㅘ:wa ㅙ:wae ㅚ:oe ㅝ:wo ㅞ:we ㅟ:wi ㅢ:ui  
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KİTAP  
ESKİ ANTLAŞMA  

YARATILIŞ  

Başlangıçta Tanrı göğü ve yeri yarattı.  
2 Yer boştu, yeryüzü şekilleri yoktu; engin karanlıklarla kaplıydı.  
Tanrı'nın Ruhu suların üzerinde dalgalanıyordu.  
3 Tanrı, “Işık olsun” diye buyurdu ve ışık oldu.  
4 Tanrı ışığın iyi olduğunu gördü ve onu karanlıktan ayırdı.  
5 Işığa “Gündüz”, karanlığa “Gece” adını verdi.  

Akşam oldu, sabah oldu ve ilk gün oluştu.  

 

YENİ ANTLAŞMA  

MATTA   benim bakirelerim 

'Göklerdeki Babamız, Adın kutsal kılınsın.  
10 Egemenliğin gelsin.  

Gökte olduğu gibi, yeryüzünde de Senin istediğin olsun.  
11 Bugün bize gündelik ekmeğimizi ver.  
12 Bize karşı suç işleyenleri bağışladığımız gibi,  

Sen de bizim suçlarımızı bağışla.  
13 Ayartılmamıza izin verme.  
Bizi kötü olandan kurtar.  

Çünkü egemenlik, güç ve yücelik  

Sonsuzlara dek senindir! Amin'.  

『トルコ語訳聖書』  tur Л7 

 

トルコ：Türkiye, Turkey(ターキー) 

トルコ語：Türkçe  

ç:tʃ(ch)  ğ:ğ(gh, yumuşak ge)   

ı:ɯ(唇を丸めずにウの音)  İ:i   

ö:œ(丸めた唇でエの音)  ş:sh  ü:y(丸めた唇でイの音) 

 

ヒッタイト神話：トルコを中心とした帝国を築いた 

ヒッタイト人の宗教的信念と実践 

 

世界三大料理：フランス料理・中華料理・トルコ料理 

アジアとヨーロッパの２つの大州にまたがる。 

北、西、南を海に囲まれ、古代交易の要所。世俗主義。 

様々な文明が栄え、諸文化の混交が文化の基層。 

 

はい：Evet  いいえ：Hayır  

あなたは：Siz (sen )  私は：Ben  

ありがとうございます： 

Teşekkür ederim (テシェキュル エデリム) 
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BIBLIJA  
STARI ZAVJET  

POSTANAK  

Upočetku stvori Bog nebo i zemlju.  
2 Zemlja bijaše pusta i prazna;  
tama se prostirala nad bezdanom  

i Duh Božji lebdio je nad vodama.  
3 I reče Bog: “Neka bude svjetlost!” I bi svjetlost.  
4 I vidje Bog da je svjetlost dobra;  

i rastavi Bog svjetlost od tame.  
5 Svjetlost prozva Bog dan, a tamu prozva noć.  

Tako bude večer, pa jutro – dan prvi.  

 

NOVI ZAVJET 

MATEJ   moje djeve 
‘Oče naš, koji jesi na nebesima! Sveti se ime tvoje!  
10 Dođi kraljevstvo tvoje!  
Budi volja tvoja kako na nebu tako i na zemlji!  
11 Kruh naš svagdanji daj nam danas!  
12 I opusti nam duge naše  
kako i mi otpustismo dužnicima svojim!  
13 I ne uvedi nas u napast, nego izbavi nas od Zloga!’”  

『クロアチア語訳聖書』  hrv У8 

 

クロアチア語：Hrvatski (フルヴァツキ)  

アベツェダ：abeceda (ラテン文字アルファベットの変種) 

３つの二重音字 dž, lj, nj はそれぞれ１文字とみなされる。 

ラテン文字を中心に、キリル文字、グラゴル文字も。 

クロアティアとはラテン語読み。 

該当地域が、分離と合併を幾度も繰り返した地域の一つ。 

本 土 で は 西 に ス ロ ベ ニ ア 、 北 に ハ ン ガ リ ー 、 東 に 

ボスニア・ヘルツェゴビナ、セルビアと国境を接している。 

南 は ア ド リ ア 海 に 面 し 、 対 岸 は イ タ リ ア 、 飛 び 地 の 

ドゥブロヴニクでは東にモンテネグロと接している。 

シュト方言、カイ方言、チャ方言の 3 種類。 

 

クロアチア料理：Hrvatska kuhinja  

フジ(イストラ地方にある伝統的なパスタ)：Fuži  

シュトゥルクリ(ザグレブ風ラザニア)： 

Štruklji, Zagorski Štrukli  

フリトゥレ(揚げた、祝祭 特にクリスマスのペイストリー)：Fritule 

 

ありがとうございます：Hvala vam!  
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မမန 

ﾐ ｬ ﾝ

မာ

ﾏ ｰ

သ

ｻ

မ 

ﾝ

မာ

ﾏ ｰ

က

ｶ ﾐｬﾔｰ"

မမ ်း   

ဓ

ﾀﾞ

မမ

ﾑﾏ

ဟ ာ

ﾎｰ ﾝ"

င ်းက 

ﾁｬ ﾝ"

မ ်း      က

ｶ

မဘာ

ﾑﾊﾞｰｯｳｰ"

ဦ်းက 

ﾁｬ ﾝ"

မ ်း   

အ
ｱ

စ

ｻ

အ

ｱ ｯｳｰ"

ဦ်း ၌

ﾌﾅｲｯ

 ဘု

ﾌﾞ ﾔｰ"

ရာ်းသ

ｻ

ခ

ｶ

င 

ﾝ

သ

ｻ

ည 

ﾝ

 ဟကာ

ｺｰ ﾝ"

င ်းက

ｶ

င 

ﾝ

နှ

ﾌﾅ

င ါ့

ﾝ

  

ဟမမ

ﾐｪ ｼﾞｨ"

ကက ်းကို

ｺｰ

 ဖ

ﾊﾟ

န 

ﾝ

ဆ

ｼｬ ﾝ"

င ်းဟ ာ 

ﾄｰｯ

မူ

ﾑｰ

၏

ｯｲ

။  

2 ဟမမ

ﾐｪ ｼﾞｨ"

ကက ်းသ

ｻ

ည 

ﾝ

အ

ｱ

ဆ

ｼｬ ﾝ"

င ်းသ

ｻ

ဏ္ဍာ

ﾝﾀﾞｰ

န 

ﾝ

မ

ﾏ

ရှိ

ｼ

၊  

လွ

ﾙﾜ

  

ｯ

လ

ﾗ

ပ 

ｯ

လ

ﾗ

  ာ

ﾊｰ

မဖ

ﾋﾟｬ

စ 

ｯ

၏

ｯｲ

။  

န

ﾅ

က 

ｯ ﾈ"

နရဲာ

ﾔｰ

အ

ｱ

ရ

ﾔ

ပ 

ｯ

ကို

ｺｰ

 

ﾌﾓｰ"

ဟမှာ

ﾝ"

င မုိ

ﾓｰ

က 

ｯ ﾎﾟｰﾝ"

ဖ ု်း လွှ

ﾌﾗ ｰﾝ"

မ ်း၍

ﾕｳｪ

  

ဘု

ﾌﾞ ﾔｰ"

ရာ်းသ

ｻ

ခ

ｶ

င 

ﾝ

၏

ｯｲ

 ဝိ

ｳｨ

ညာ

ﾅｰ

ဉ်

ﾝ

ဟ ာ 

ﾄｰ

သ

ｻ

ည 

ﾝ

  

ဟရ

ｲｪｰ

မ 

ﾐｬ

က 

ｯ

နာှ

ﾌﾅｰ

မပ

ﾋﾟｬ

င 

ﾝ

ဟပေါ်

ﾎﾟｰ

မှာ

ﾌﾏｰ

 လှု

ﾙｳ

ပ 

ｯ ﾌﾔｰ"

ရှာ်းဟ ာ 

ﾄｰ

မူ

ﾑｰ

၏

ｯｲ

။  

3 ဘု

ﾌﾞ ﾔｰ"

ရာ်းသ

ｻ

ခ

ｶ

င 

ﾝ

က

ｶ

လ

ﾗ ｰﾝ"

ည ်း လ

ﾗ ｰﾝ"

င ်းမဖ

ﾋﾟｬ

စ 

ﾝ

ဟစ

ｾｰ

 ု

ﾌ

  

အ

ｱ

မိ

ﾐ

န ါ့

ｱﾝ

ဟ ာ 

ﾄｰ

ရှိ

ｼ

၍

ﾕｳｪ

 အ

ｱ

လ

ﾗ ｰﾝ"

င ်းမဖ

ﾋﾟｬ

စ 

ﾝ

ဟလ

ﾚｰ

၏

ｯｲ

။  

4 ထို

ﾄｰ

အ

ｱ

လ

ﾗ ｰﾝ"

င ်းဟကာ

ｺｰ ｱﾝ"

င ်းသ

ｻ

ည 

ﾝ

ကို

ｺｰ

 ဘု

ﾌﾞ ﾔｰ"

ရာ်းသ

ｻ

ခ

ｶ

င 

ﾝ

မမ

ﾐｬ

င 

ﾝ

၍

ﾕｳｪ

၊  

အ

ｱ

လ

ﾗ ｰﾝ"

င ်းနှ

ﾌﾅ

င ါ့

ｲﾝ

 ဟမှာ

ﾌﾓｰ

င 

ﾝ

မုိ

ﾓｰ

က 

ｯ

ကို

ｺｰ

ပုိ

ﾎﾟｰ

င 

ﾝ ﾁｬｰ"

မခာ်း

ｸｳｪｰ"

ခွဲ

ﾀｰ"

ထာ်းဟ ာ 

ﾄｰ

မူ

ﾑｰ

၏

ｯｲ

။  

5 အ

ｱ

လ

ﾗ ｰﾝ"

င ်းကို

ｺｰ

 ဟန ါ့

ﾈ

 ူ

ﾌｰ ｿｰ"

ဟသာအ

ｱ

မ

ﾏ

ည 

ﾝ

မဖ

ﾋﾟｬ

င ါ့

ｲﾝﾗｺﾞｰﾝ"

၎င ်း ၊  

ဟမှာ

ﾌﾓｰ

င 

ﾝ

မုိ

ﾓｰ

က 

ｯ

ကို

ｺｰ

 ည

ﾅ

ဉ်ါ့

ﾝ

 ူ

ﾌｰ ｿｰ"

ဟသာအ

ｱ

မ

ﾏ

ည 

ﾝ

မဖ

ﾋﾟｬ

င ါ့

ｲﾝﾗｺﾞｰﾝ"

၎င ်း ၊  

ဟခေါ်

ｺｰ

ဟဝေါ်

ｳｫｰ

သ

ｻ

မု

ﾑ

  

ｯ

 ဟ ာ 

ﾄｰ

မူ

ﾑｰ

၍

ﾕｳｪ

 ည

ﾅ ｯｳｰ"

ဦ်း နှ

ﾌﾅ

င ါ့

ｲﾝ

 န 

ｱﾝ

န

ﾅ

က 

ｯ

သ

ｻ

ည 

ﾝ

  

ပ

ﾊﾟ

ဌ

ﾀ

မ

ﾏ

ဟန ါ့

ﾈ

ရ

ﾔ

က 

ｯ

မဖ

ﾋﾟｬ

စ 

ﾝ

ဟလ

ﾚｰ

၏

ｯｲ

။  

 

基本字母 33 個。母音は主に 8 種。それぞれに 3 種類の声調の区別。 

ありがとうございます：ဟက ်းဇူ်း င ပ  ယ  チェーズー ティン バーデー(恩義を置く) 
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ဓ
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သ
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     ရှ
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ﾝ
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ﾃｰｲ

ခ
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ရ

ﾔ

စ 

ﾝ

ဝ

ﾜ

င 

ﾝ

။    င ါ့မိန ်းမ (ngar meinm ) 

က

ｶ

င 

ﾝ

ဘ ု
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ｵｰﾝ

၌

ﾌﾅｲｯ
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『ミャンマー語訳・ビルマ語訳聖書』  mya Ц9 

上座部仏教が盛ん。ルビーやサファイアの産出地。  
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พ
ﾌﾟ

ระ
ﾗ  

คั
ｶ

ม
ﾑ

ภี
ﾋﾟｰ

รไ์บ
ﾊﾞｲ

เบิ
ﾌ ﾞ

ล
ﾙ

 

พั
ﾊﾟ

น
ﾝ

ธ
ﾄｩ 

สั
ｻ

ญญา
ｯ ﾔ ｰ  

เดิ
ﾄﾞｩ

ม
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ป
ﾌﾟ

ฐ
ﾄｩ

ม
ﾑ 

กา
ｶ ｰ

ล
ﾙ

 

ใ น
ﾅｲ 

เริ่
ﾙ

ม
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แร
ﾚ ｰ

ก
ｸ 

นั้
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น
ﾝ 
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เจา้
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ท
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ร
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ง
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ﾙ
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รา้
ﾗ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

ฟ้ า
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น
ﾝ

ดิ
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น
ﾝ 

โล
ﾛ ｰ

ก
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2

２

 แผ่
ﾍﾟｰ

น
ﾝ

ดิ
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น
ﾝ 
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ﾛ ｰ

ก
ｸ 
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ﾝ 
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ป
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ﾗ ｰ

ศ
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ก
ｸ 
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ป
ﾌﾟ
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ﾗ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

 

และ
 ﾚ  

วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

เ ป
 ﾍﾟｰ

ลา่
ﾗｰ 

อยู่
 ﾕｰ

 

 ค
ｸ

วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

มื
 ﾑｰ

ด
ﾄﾞｩ 

อยู่
 ﾕｰ 

เห
 ﾍｰ
นื
ﾇｰ

อ
ｳ 

ผิ
 ﾋﾟ
ว
ｳ

น ้า
ﾅ ﾑ

  

และ
 ﾚ  

พ
ﾌﾟ

ระ
ﾗ  

วิ
 ｳｨ
ญญา
ｯ ﾔ ｰ

ณ
ﾝ  

ข
ｺ

อ
ｵ

ง
ﾝｸﾞ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

เจา้
ﾁｬｵ 

ป
ﾌﾟ

ก
ｸ

อยู่
 ﾕｰ 

เห
 ﾍｰ
นื
ﾇｰ

อ
ｳ

ผิ
 ﾋﾟ
ว
ｳ

น ้า
ﾅﾑ 

นั้
 ﾅ
น
ﾝ

  
3

３

 พ
ﾌﾟ

ระ
ﾗ

เจา้
ﾁｬｵ 

ต
 ﾄｩ
รั
ﾗ

ส
ｽ 

ว่ า
 ﾜｰ 

 
”

" จ
ﾁｮ

ง
ﾝｸﾞ

ให ้
 ﾊｲ 

มี
 ﾐｰ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ

ส
 ｽ
วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ”

"   

แล ้
ﾚ ｰ

ว
ｳ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

ส
 ｽ
วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

ก็
 ｸ 
เกิ
 ｸｰ

ด
ﾄﾞｩ 

ขึ้
 ｸｰ
น
ﾝ 

  
4

４

 พ
ﾌﾟ

ระ
ﾗ

เจา้
ﾁｬｵ 

ท
 ﾄｩ
ร
ﾛ

ง
ﾝｸﾞ

เห็
 ﾍ
น
ﾝ 

วา่
 ﾜｰ
ค
ｸ

วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

ส
 ｽ
วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

นั้
 ﾅ
น
ﾝ

ดี
 ﾃﾞｨｰ

  

และ
ﾚ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

เจา้
ﾁｬｵ 

ท
ﾄｩ

ร
ﾛ

ง
ﾝｸﾞ

 

แย
 ｲｪｰ

ก
ｸ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

ส
 ｽ
วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

นั้
 ﾅ
น
ﾝ 

อ
 ｵ
อ
ｵ

ก
ｸ 

จา
 ﾁｬｰ

ก
ｸ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

มื
 ﾑｰ
ด
ﾄﾞｩ

  
5

５

 พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

เจา้
ﾁｬｵ 

ท
 ﾄｩ
ร
ﾛ

ง
ﾝｸﾞ

เรยี
 ﾘ ｱ

ก
ｸ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

ส
 ｽ
วา่
ﾜ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

นั้
 ﾅ
น
ﾝ 

ว่ า
 ﾜｰ 

วั
 ﾜ
น
ﾝ 

  

และ
 ﾚ  

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｵ

ง
ﾝｸﾞ

ค์ท
 ﾄｩ
ร
ﾛ

ง
ﾝｸﾞ

เรยี
 ﾘ ｱ

ก
ｸ 

ค
 ｸ
วา
ﾜ ｰ

ม
ﾑ 

มื
 ﾑｰ

ด
ﾄﾞｩ 

นั้
 ﾅ
น
ﾝ 

ว่ า
 ﾜｰ 

คื
 ｸｰ
น
ﾝ 

  

มี
 ﾐｰ 

เ ว
 ｳｪｰ

ลา
ﾗｰ 

เย็
 ｲｪ
น
ﾝ 

และ
 ﾚ  

เ ว
 ｳｪｰ

ลา
ﾗｰ 

เชา้
 ﾁｬｵ 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

วั
 ﾜ
น
ﾝ 

ที่
 ﾃｨｰ 

ห
 ﾌ
นึ่
ﾇ

ง
ﾝｸﾞ

  
 
タイ文学においては、上座部仏教の「業」の思想が長らく主題とされ、

また、釈迦の前世譚であるパーリ語経典『ジャータカ』(：Jātaka, 本生譚) 

(十二部経：d v ā d a ś ā ṅ  g a d h a r m a p r a v a c a n a  の一つ ) 

が人気であった。美術は仏教美術、建築は寺院が主。 

スポーツはセパタクロー(：sepak takraw：籐球)も盛ん。 

(セパタクローは足のバレーボールとも呼ばれる。) 

(sepak：マレー語で「蹴る」、takraw：ตะกรอ้：タイ語で籐製のボール) 

タイ語は声調言語であり、標準タイ語では５つの声調を持つ。 

(ex. 低声 อ่น、下声 ตม้、高声 โต๊ะ、上声 แก๋、平声。) 

声調記号は声調の種類を直接あらわすものでなく、 

・記号の有無 ・頭子音の種類 ・音節の種類や長短 で変わる。 

タイ文字(：シャム文字。子音全 44 字、母音 9 音。他)から声調を割り出す

ルールは複雑で例外もある。固有数字もある。0～9：๐๑๒๓๔๕๖๗๘๙ 

ありがとうございます：ขอบคุณ (ครับ  ค่ะ) コープ・クン 
 (クらップ、又は話し手が女性ならカー、を語尾につけると丁寧)  
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พั
ﾊﾟ

น
ﾝ

ธ
ﾄｩ 

สั
 ｻ
ญญา
ｯ ﾔ ｰ  

ให
 ﾊｲ
ม่
ﾑ

  

มั
 ﾏ
ท
ｯ

ธิ
ﾃｨ

ว
ｳ

   นอ้งสาวของฉัน (N̂xng s̄āw k̄hxng c̄hạn ) 

ขา้
ｶｰ 

แต่
 ﾃｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ  

บิ
 ﾋﾞ
ดา
ﾀﾞｰ 

แห่
 ﾍ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

ขา้
 ｶｰ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｶ 

ทั ้
 ﾀ
ง
ﾝｸﾞ

ห
ﾌ

ลา
ﾗ ｰ

ย
ｲ 

  

ผู ้
 ﾌﾟｰ

ท
ﾄｩ

ร
ﾙ

ง
ﾝｸﾞ

ส
 ｽ
ถิ
ﾃｨ

ต
ﾄｩ

ใน
 ﾅｲ 

ส
 ｽ
ว
ｳ

รร
ｯ ﾙ

ค์
ｸ

  

ข
 ｸ
อ
ｳ 

ให ้
 ﾊｲ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

นา
ﾅ

ม
ﾑ 

ข
 ｸ
อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

ที่
ﾃｨｰ

เคา
 ｶ ｵ

ร
ﾙ

พ
ﾌﾟ 

สั
 ｻ
กกา
ｯ ｶ ｰ

ระ
ﾗ  

  

10 ข
ｸ

อ
ｳ 

ให ้
 ﾊｲ 

อา
 ｱｰ
ณา
ﾅ ｰ

จั
ﾁｬ

ก
ｸ

ร
ﾙ 

ข
 ｸ
อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

มา
 ﾏｰ 

ตั ้
 ﾀ
ง
ﾝｸﾞ

อ
 ｳ
ยู่
ﾕｰ 

  

ข
 ｸ
อ
ｳ

ให ้
 ﾊｲ 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

ไ ป
 ﾊﾟｲ 

ตา
 ﾀｰ
ม
ﾝ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

ทั
ﾀ

ย
ｲ 

ข
 ｸ
อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

ใน
 ﾅｲ 

ส
 ｽ
ว
ｳ

รร
ｯ ﾙ

ค์
ｸ 

 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

อ
 ｳ
ยา่
ﾔ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

ไร
ﾗｲ 

 ก็
 ｸ 
ให ้
 ﾊｲ 

เ ป็
 ﾍﾟｰ

น
ﾝ 

ไ ป
 ﾊﾟｲ 

อ
ｲ

ยา่
ﾔ ｰ

ง
ﾝｸﾞ

นั้
 ﾅ
น
ﾝ 

ใน
 ﾅｲ 

แผ่
 ﾍﾟｰ

น
ﾝ

ดิ
ﾃﾞｨ

น
ﾝ 

โล
 ﾛｰ
ก
ｸ 

  
11

１１

 ข
 ｸ
อ
ｳ 

ท
 ﾄｩ
ร
ﾙ

ง
ﾝｸﾞ

โป
 ﾎﾟｰ

ร
ﾙ

ด
ﾄﾞｩ 

ป
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

ทา
ﾀ ｰ

น
ﾝ 

อา
 ｱｰ
หา
ﾊ ｰ

ร
ﾙ 

ป
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

จ า
ﾁｬﾑ 

วั
 ﾜ
น
ﾝ 

แก่
 ｹｰ 

ขา้
 ｶｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

 

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

ทั ้
 ﾀ
ง
ﾝｸﾞ

ห
ﾌ

ลา
ﾗ ｰ

ย
ｲ 

ใน
 ﾅｲ 

กา
 ｶｰ
ล
ﾙ 

วั
 ﾜ
น
ﾝ 

น้ี
 ﾆｰ

  
12

１２

 และ
 ﾚ  

ข
 ｸ
อ
ｳ 

ท
 ﾄｩ
ร
ﾙ

ง
ﾝｸﾞ

โป
 ﾎﾟｰ

ร
ﾙ

ด
ﾄﾞｩ 

ย
 ｲ
ก
ｸ 

ห
 ﾌ
น้ี
ﾆｰ 

ข
 ｸ
อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

ขา้
 ｶｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

  

เห
 ﾍｰ
มื
ﾑｰ

อ
ｳ

น
ﾝ 

ขา้
 ｶｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

ย
 ｲ
ก
ｸ 

ห
 ﾌ
น้ี
ﾆｰ 

ผู ้
ﾌﾟｰ

ที่
 ﾃｨｰ

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

ห
 ﾌ
น้ี
ﾆｰ 

ขา้
 ｶｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

นั้
 ﾅ
น
ﾝ 

  
13

１３

 และ
 ﾚ  

ข
 ｸ
อ
ｳ 

อ
 ｳ
ยา่
ﾔｰ 

น า
ﾅﾑ 

ขา้
 ｶｰ
พ
ﾌﾟ

ระ
ﾗ

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

เขา้
 ｶ ｵ

ไป
ﾊﾟｲ 

ใน
 ﾅｲ 

กา
 ｶｰ
ร
ﾙ 

ท
 ﾄｩ
ด
ﾄﾞｩ

ล
ﾙ

อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

  

แต่
 ﾃｰ 

ข
 ｸ
อ
ｳ 

ท
 ﾄｩ
ร
ﾙ

ง
ﾝｸﾞ

ช่
 ﾁｭ
ว
ｳ

ย
ｲ 

ขา้
 ｶｰ 

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ  

 

อ
ｱ

ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

ให ้
 ﾊｲ 

พ ้
 ﾌﾟ
น
ﾝ 

จา
 ﾁｬｰ

ก
ｸ 

ซึ่
 ｽ
ง
ﾝｸﾞ

ชั่
 ﾁｬ
ว
ｳ 

รา้
 ﾗｰ
ย
ｲ 

  

เห
 ﾍｰ
ตุ
ﾄｩ 

ว่ า
 ﾜｰ 

อา
 ｱｰ
ณา
ﾅ ｰ

จั
ﾁｬ

ก
ｸ

ร
ﾙ 

และ
 ﾚ  

ฤ
ﾙ

ท
ｯ

ธิ์
ﾃｨ 

เ ด
 ﾃﾞｰ

ช
ﾁｭ 

และ
 ﾚ  

ส
 ｽ
ง่ า
ﾝｶﾞｰ 

รา
 ﾗｰ

ศี
ｽｨｰ 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ 

ข
 ｸ
อ
ｳ

ง
ﾝｸﾞ

พ
 ﾌﾟ
ระ
ﾗ  

 

อ
 ｱ
ง
ﾝｸﾞ

ค์
ｸ 

สื
 ｽｰ
บ
ﾌﾞ 

ๆ
ｽｰﾌﾞ

ไ ป
 ﾊﾟｲ 

เป็
 ﾍﾟ
น
ﾝ

นิ
ﾆ

ต
ﾄｩ

ย์
ｲ 

 เอ
ｴ ｰ

เม
ﾒ ｰ

น
ﾝ

  

『タイ語訳聖書』   tha Ч10 

 

タイは「微笑みの国」、バンコク都は「天使の都」と呼ばれる。 

タイは外交での立ち回りが上手く、性の多様性に寛容。 

南方 上座部仏教が盛ん。それにヒンドゥー教や精霊信仰

を加味した、独特の仏教。紀年法はタイ仏暦(仏滅紀元、タイ暦)

が主に使用されている。上座部仏教徒は、一生に一回は出家する

ものとされる。ムスリムやキリスト教徒も多い。 

タイ料理：อาหารไทย(アーハーンタイ) 

トムヤムクン(Tom yum goong )：ตม้ย ากุง้  

パッタイ(phad thai )：ผัดไทย  

カーオ・パッ(khao
ご 飯

 phat
炒 め る

 、ナンプラー等を用いる)：ขา้วผัด  

挨拶をする時には、ワイ：ไหว ้と呼ばれる関係別の合掌をする。  
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KINH THÁNH  
CỰU ƯỚC  

SÁNG-THẾ KÝ  

Ban đầu Ðức Chúa Trời dựng nên trời đất.  
2 Vả, đất là vô hình và trống không, sự mờ tối ở trên mặt vực; 

Thần Ðức Chúa Trời vận hành trên mặṭ nước.  
3 Ðức Chúa Trời phán rằng: Phải có sự sáng; thì có sự sáng.  
4 Ðức Chúa Trời thấy sự sáng là tốt lành,  

bèn phân sáng ra cùng tối.  
5 Ðức Chúa Trời đặt tên sự sáng là ngày; sự tối là đêm.  
Vậy, có buổi chiều và buổi mai; ấy là ngày thứ nhứt.  

 

TÂN ƯỚC  
MA-THI-Ơ   Các thiếu nữ của tôi 

Lạy Cha chúng tôi ở trên trời;  

Danh Cha được thánh;  
10 Nước Cha được đến;  

Ý Cha được nên, ở đất như trời!  
11 Xin cho chúng tôi hôm nay đồ ăn đủ ngày;  
12 Xin tha tội lỗi cho chúng tôi,  

như chúng tôi cũng tha kẻ phạm tội nghịch cùng chúng tôi;  
13 Xin chớ để chúng tôi bị cám dỗ,  
mà cứu chúng tôi khỏi điều ác!  

Vì nước, quyền, vinh hiển đều thuộc về Cha đời đời.  

A-men.       

『ヴェトナム語訳聖書』  vie Ш11 

 

標語：Độc lập - Tựdo - Hạnh phúc (独立・自由・幸福) 

ヴェトナム語(越南語)：tiếng Việt  

チュ・クオック・グー(𡨸國語、声調入りアルファベット)： 

Chữ Quốc Ngữ 

チュハン(𡨸漢、ベトナムのおける漢字)：Chữ Hán  

チュノム(𡨸喃、発明された独自の合成漢字)：Chữ Nôm  

ベトナム哲学：儒教思想に仏教や道教の思想を融合 

tam tài (三才。天・地・人)の哲学、陰陽形而上学、農業哲学 

はい：Vâng  いいえ：Không  

ありがとうございます：Xin cảṃ ơn (シン カム
感

 オン
恩

) 

 

   



293 
БЪЛГАРСКА БИБЛИЯ  

СТАРИЯТ ЗАВЕТ  
БИТИЕ 

В начало Бог създаде небето и земята.  
2 А земята беше пуста и неустроена;  

и тъмнина покриваше бездната;  

и Божият Дух се носеше над водата.  
3 И Бог каза: Да бъде светлина.  

И стана светлина.  
4 И Бог видя, че светлината беше добро;  
и Бог раздели светлината от тъмнината.  
5 И Бог нарече светлината Ден,  

а тъмнината нарече Нощ.  

И стана вечер, и стана утро, ден първи.  

 

НОВИЯТ ЗАВЕТ  
МАТЕЙ    Моите моми (Moite momi ) 

Отче наш, Който си на небесата,  

да се свети Твоето име!  
10 да дойде Твоето царство;  

да бъде Твоята воля, както на небето така и на земята;  
11 Дай ни днес ежедневния хляб;  
12 и прости ни дълговете,  

както и ние простихме на нашите длъжници;  
13 и не ни въвеждай в изкушение,  
но избави ни от лукавия,  

[защото царството е Твое, и силата и славата, до вековете.  

Амин].  

『ブルガリア語訳聖書』  bul Щ12 

 

標語：Съединението прави силата (団結は力なり) 

キリル文字発祥の国。スラヴ系民族の間で、宗教・学問の

言語として用いられた古代教会スラヴ語は、ブルガリア語

やマケドニア語の祖となる南スラヴ語(古ブルガリア語)を

元にしており、ブルガリア語自体も古い文語の伝統をもつ。 

ブルガリアヨーグルト(ブルガリアのすっぱい乳)： 

българско кисело мляко (bǎlgarsko kiselo mlyako) 

日本では、のむヨーグルトやソフトキャンディー等がある。 

 

ブルガリアでは、「はい」の意思表示として首を横に振り、(一般には縦)

「いいえ」の意思表示として首を縦に振る。(一般には横) 

ありがとう：Благодаря (ブラゴダリャ)  
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SZENT BIBLIA  

ÓSZÖVETSÉG  
MÓZES ELSŐ KÖNYVE  

Kezdetben teremté Isten az eget és a földet.  
2 A föld pedig kietlen és puszta vala,  

és setétség vala a mélység színén,  

és az Isten Lelke lebeg vala a vizek felett.  
3 És monda Isten: Legyen világosság: és lõn világosság.  
4 És látá Isten, hogy jó a világosság;  

és elválasztá Isten a világosságot a setétségtõl.  
5 És nevezé Isten a világosságot nappalnak,  

és a setétséget nevezé éjszakának:  

és lõn este és lõn reggel, elsõ nap.   

 

ÚJSZÖVETSÉG  

MÁTÉ   A lányaim 
Mi Atyánk, ki vagy a mennyekben,  

szenteltessék meg a te neved;  
10 Jõjjön el a te országod;  
legyen meg a te akaratod, mint a mennyben, úgy a földön is.  
11 A mi mindennapi kenyerünket add meg nékünk ma.  
12 És bocsásd meg a mi vétkeinket,  
miképen mi is megbocsátunk azoknak,  

a kik ellenünk vétkeztek;  
13 És ne vígy minket kísértetbe,  
de szabadíts meg minket a gonosztól.  

Mert tiéd az ország és a hatalom és a dicsõség mind örökké.  

Ámen!  

『ハンガリー語訳聖書』  hun Ъ13 

 

ハンガリー語：マジャル語：magyar nyelv  

マジックキューブ(立体パズル、ミラーキューブなど) 

２×２ミラーキューブの簡単な解き方のヒント 

U(上面左へ)R(右面上へ)U‘(上面逆方向)R’(右面逆方向)で正面の

右下の向きや位置が変わる。(URU’R’)×６で元に戻ってくる。 

上一面を揃えたら、下面を URU’R’数回で高さを揃え、別下面の高さも

D(下面)で右下に移動させ、同じ操作で高さ向きを揃え、上面も平に揃う。 

上一面、下部の高さ、上部との手前横二面を揃えたら、(後下部が違う時) 

URU‘R’×３＋D(下面右)→URU‘R×３＋D→ 

URU’R‘×３＋DD→URU’R’×３、等で位置を揃えられる。 

はい：Igen  いいえ：Nem 

ありがとうございます：Köszönöm szépen (クゥスヌム セーパン) 
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BIBLIA ROMÂNĂ 

VECHIUL TESTAMENT  
FACEREA – GENEZA 

La început, Dumnezeu a făcut cerurile şi pămîntul.  
2 Pămîntul era pustiu şi gol;  

peste faţa adîncului de ape era întunerec,  

şi Duhul lui Dumnezeu se mişca pe deasupra apelor.  
3 Dumnezeu a zis: ,,Să fie lumină!” Şi a fost lumină.  
4 Dumnezeu a văzut că lumina era bună;  

şi Dumnezeu a despărţit lumina de întunerec.  
5 Dumnezeu a numit lumina zi,  

iar întunerecul l -a numit noapte.  

Astfel, a fost o seară, şi apoi a fost o dimineaţă:  

aceasta a fost ziua întîi.  

 
NOUL TESTAMENT     MATEI Fecioarele mele 

,,Tatăl nostru care eşti în ceruri! Sfinţească-se Numele Tău;  
10 vie împărăţia Ta; facă-se voia Ta,  
precum în cer şi pe pămînt.  
11 Pînea noastră cea de toate zilele (Sau: pentru mîne.)  

dă-ne -o nouă astăzi;  
12 şi ne iartă nouă greşelile noastre,  

precum şi noi iertăm greşiţilor noştri  

(Greceşte: Lasă-ne datoriile noastre,  
cum şi noi am lăsat pe ale datornicilor noştri.);  
13 şi nu ne duce în ispită, ci izbăveşte-ne de cel rău.  

Căci a Ta este împărăţia şi puterea şi slava în veci. Amin!  

『ルーマニア語訳聖書』  ron Ы14  

 

ルーマニア語：limba română (リンバ・ロムナ) 

語彙がラテン語に由来することが多い。 

ルーマニアとポーランド(ユダヤ人も移住)は、東欧にお

いて、言語的にも宗教的にも好対照の存在となっている。 

ルーマニアという国は、言語的には公用語が、ラテン語：

ロマンス諸語が起源のルーマニア語で、宗教的には東方

教会系のルーマニア正教会が多数派。ポーランドは言語

的にはスラヴ語派に属するポーランド語が主に話され

ており、宗教的には西方教会のカトリック教会が支配的。 

 

はい：Da  いいえ：Nu   

ありがとうございます：Mulţumesc (ムルツメスク)  
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Meṭṣ’ih āfi k’iduṣi 

መጽሐፍ ቅዱስ   Amharic Bible   amh   የኔ ሴቶች yenē sētochi 

beṃejeṃerīya igizī’ābih ēri ṣeṃayinina ṃidirini feṭ’ere። 
1በመጀመሪያ እግዚአብሔር ሰማይንና ምድርን ፈጠረ።  

kekifuṃi ādineni inijī wede feṭena āṭagibani፤  
13ከክፉም አድነን እንጂ ወደ ፈተና አታግባን፤  

ṃenigišiṭi yaniṭe naṭina ḫayilimi lezele‘aleṃu፤ āṃēni። 

መንግሥት ያንተ ናትና ኃይልም ለዘለዓለሙ፤ አሜን።  

Pabiṭra bā'ibēla 

পবিত্র িাইজিল   The Holy Bible in Bengali  ben 

śuruṭē, īśbara ākāśa ō pr̥ṭhibī ṣr̥ṣṭi karalēna |  আমার কাজের মমজ়েরা Āṃāra kājēra ṃēẏērā 
1শুরুজে, ঈশ্বর আকাশ ও পৃবিিী সৃষ্টি করজলন |  

āṃādēra pralōbhanē paṛaṭē di'ō nā,  
13আমাজের প্রজলাভজন পড়জে বেও না,  

kinṭu ṃandēra hāṭa ṭhēkē ud'dhāra kara | 

বকন্তু মজের হাে মিজক উদ্ধার কর ৷  
Paviṭra bā'ibala 

પવિત્ર બાઇબલ   Gujarati Holy Bible  guj 
āraṃbhaṃāṁ dēvē ākāśa anē pr̥ṭhvīnuṁ sarjana karyuṁ. 
1આરંભમાં દેિે આકાશ અને પૃથ્િીન ં સર્જન કર્ ું.    મારી દાસી Mārī dāsī 
Anē aṃanē lālacaṃāṁ paḍavā da'īśa nahi;  
13અને અમને લાલચમાં પડિા દઈશ નવિ;  

paranṭu śēṭānaṭhī aṃanē bacāva. 

પરંત  શેતાનથી અમને બચાિ.  

Pavitra baibal  kan 

ಪವಿತ್ರ  ಬೈಬಲ್   Kannada Holy Bible ನನನ  ಕನೆ್ಯ ಯರು Nanna kan'yeyaru 
ādiyalli dēvaru ākāśavannū bhūṃiyannū ṣr̥ṣṭisidanu.  
1ಆದಿಯಲಿ್ಲ  ದೇವರು ಆಕಾಶವನ್ನನ  ಭೂಮಿಯನ್ನನ  ಸೃಷಿ್ಟ ಸಿದನು.  

Naṃ'ṃannu śōdhaneyoḷage naḍiṣade kēḍininda tappisu.  
13ನಮ್ಮ ನುನ  ಶೋಧನ್ಯಯೊಳಗೆ ನಡಿಸದೆ ಕೇಡಿನಿಂದ ತ್ಪಿ್ಪ ಸು.  

Yākandare rājyavū balavū ṃahiṃeyū endendigū ninnavē. Āṃen. 

ಯಾಕಂದರೆ ರಾಜೆ್ ವೂ ಬಲವೂ ಮ್ಹಿಮೆಯೂ ಎಿಂದೆಿಂದಿಗೂ ನನನ ವೇ. 

ಆಮೆನ .  
Preahkompir brisotth 

ក្រះគមពីរបរសិ ទ្ធ   Khmer Holy Bible  khm   ក្រម ុំខ្ញ ុំ kramoum khnhom 
kal daemdambaung laey        preah ban bangkeut phtaimekh   ning phendei.  
1កាលដដើមដុំបូងដ ើយ ក្រះបានបដងក ើតផ្ទៃដមឃ និងផទនដី ។  

saumkom noam yeungokhnhom tow knong sechakdei lbuong laey     
13សូមរ ុំនុំដយើងខ្ញុំដៅរន ញងដសចរដ ីលបួ ងដ ើយ  

te saum braosa aoy yeungokhnhom ruochpi sechakdeiakrak vinh   

ផតសូមដក្បាសឲ្យដយើងខ្ញុំរចួរីដសចរដ ីអាក្ររ់វញិ  
dbet reachy preah chesta   ning serila chea robsa phng trong    now asa kalbcheanichch    a men 

ដបិតរាជ្យ ក្រះះដចស្តា  និងសិរ  ះលអជារបស់ទងក្ទ្ង់ ដៅអស់រលបះជានិចច អាផម៉ែន 
ṣaṭyavēdapuṣṭakaṁ   

സത്യവേദപുസ്തകം   Malayalam Holy Bible  mal 
ādiyil daivaṁ ākāśavuṁ bhūṃiyuṁ sr̥ṣṭiccu.   എന്റെ കന്യകമാർ enṟe kan'yakaṃār 
1ആദിയിൽ ദദേം ആകാശേും ഭൂമിയും സൃഷ്ടിച്ചു.  

ñaṅṅaḷe parīkṣayil kaṭaṭṭāṭe duṣṭaṅkalninnu  
13ഞങ്ങളെ പരീക്ഷയിൽ കടത്താളത് ദുഷ്ടങ്കൽനിന്നു  

ñaṅṅaḷe viṭuvikkēṇaṃē.  
ഞങ്ങളെ േിടുേിവേണവമ.  

rājyavuṁ śakṭiyuṁ mahatvavuṁ ennēkkuṁ ninakkuḷḷaṭallēā. 

രാജ്യേും ശക്തിയും മഹത്വേും എവന്നേും 

നിനേുള്ളത്വലാ.  



297 

 الكتابَّالمقدسَّ
 العهدَّالقديمَََََّّّّّالتكوينَّ

 فَِّيَّالۡبَدۡءَِّخَلقَََّاٰللََُّّّالس مَاوَاتَِّوَالَرۡضَ.ََّّ

→ ﾌｨｨ ｧｩﾙﾊﾞﾄﾞｩ畏 ﾊぁﾗくぁ ｧｩﾙｯﾗｰﾌｰ 

ｧｩﾙｯｻﾏｧﾜｧﾀ ﾜｧﾗｧるだ 

2َّوَكَانَتَِّالَرۡضَُّخَرِبَةًَّوَخَالِيَةًَّوَعَلَىَّوَجۡهَِّالۡغمَۡرَِّظُلۡمَة ََّّ

 وَرُوحَُّاٰللََِّّّيََّرَِّف ََّّعََّلََّىَّوَجۡهََِّّالۡمِياَهَِّ.ََّّ

ﾜｶｧﾅﾃｨ ｧｩﾗｧるどぅー ﾊぁりﾊﾞータン ﾜﾊぁｧﾘﾔータン 

ﾜあﾗー ﾜｼﾞｭﾋ ｧｩﾙｶﾞｧﾑり ずーﾙﾏートゥン  

ﾜるーｩふー ｧｩﾙｯﾗｰﾋ ﾔりｯﾌｰ あﾗー ﾜｼﾞｭﾋ ｧｩﾙﾐﾔｧﾋ 

 3َّوََّقاَلََََّّّاٰللَُّّ:َّ»لِيَكُنَّۡنوُر َّ«َّفكََانَََّّنوُر َّ.ََّّ

ﾜくぁｧﾗ ｧｩﾙｯﾗｰﾌｰ   

ﾘﾔｸｰﾝ ﾇｰｩるん  ﾌｧｶｧﾅ ﾇｰｩるん 

 4َّوَرَاىَّلٰلََُّّّالن َّورَََّّان هَََُّّّحَسَن َّ.َََّّّ

ﾜらｧー ｧｩﾙｯﾗｰﾌｰ ｧｩﾙｯﾇｰｩら ｧｩｯﾅﾌｰ はｻﾇﾝ 

 وَفَصَلَََّّاٰللََُّّّبََّيۡنَََّّالن َّورََِّّوَالظ َّلَّۡمَةَِّ.ََّّ

ﾜﾌｧさﾗ ｧｩﾙｯﾗｰﾌｰ ﾊﾞｨﾅ ｧｩﾙｯﾇｰｩり  

ﾜｧｩﾙっずーﾙﾏティ 

 5َّوَدعََاَّاٰللََُّّّالن َّورَََّّنَهَاراَّوَالظ َّلَّۡمَةَََُّّّدعََاهَاََّّلَيۡلا.َّ

ﾜﾀﾞあｧ ｧｩﾙｯﾗｰﾌｰ ｧｩﾙｯﾇｰｩら ﾅﾊｧらｧ  

ﾜｧｩﾙっずーﾙﾏトゥー ﾀﾞあｧﾊｧ ﾗｨﾗｧ 

 وَكَانَََّّمَسَاء ََّّوَكَانَََّّصَباَح ََّّيوَۡماَّوَاحِدا.َََّّّ

ﾜｶｧﾅ ﾏｻｧ右ん ﾜｶｧﾅ さﾊﾞｧふーん ﾔｳﾏｧ ﾜｧひだｧ 

 

عذارىَََََََََََََََّّّّّّّّّّّّّّّمتىََََََّّّّّّالجديدَّلعهدَّ  
 .اسْمُكَََّّلِيتَقََد سََِّّالس مَاوَاتََِّّفِيَّال ذِيَّأبَاَناَ

 .الأرَْضَََِّّّعَلَىََّّكَذلَِكََََّّّالس مَاءَََِّّّفِيَََّّّكَمَاََّّمَشِيئتَكََََُّّّلِتكَُنَّْ.ََّّمَلَكُوتكََََُّّّلِيأَت10َِّْ  

 .الْيَوْمَََّّأعَْطِنَاَّكَفاَفنَاََّخُبْزَنا11َ  

ًََّّنَحْنََُّّنَغْفِرََُّّكَمَاَّذنُوُبنَاََّلنَاََّوَاغْفِر12َّْ    .إلَِيْناََّلِلْمُذنِْبيِنَََّّأيَْضا

ناََّلَكِنََّّْتجَْرِبةَ ََّّفِيَّتدُْخِلْناََّوَل13َََّ   يرَََِّّّمِنَََّّنَجِ   .َّالشِ رِ 

ةَََّّالْمُلْكَََّّلَكَََّّلأنَ َّ  .آمِينََّ.َّالأبََدََِّّإلَِىَّوَالْمَجْدَََّّوَالْقوُ 

『アラビア語訳聖書』  ara  Ь  
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БИБЛИЯ     ТОРА 

Первая книга Моисея 

Бытие 

1 В начале сотворил Бог небо и землю. 2 Зем- 

ля была пуста и пустынна, тьма была над  

пучиной, и Дух Божий веял над водами. 
3 И сказал Бог: «Да будет свет». И появился 

свет. 4 Бог увидел, как хорош свет, и отделил 

его от тьмы, 5 дал свету имя «день», а тьме ― 

имя «ночь». Настал вечер, настало утро ― 

первый день.  
『聖書』トーラー 創世記 ロシア語訳  rus Э15 

 
 

1元始
はじめ

に神
かみ

天
てん

地
ち

を造
つく

れり。 

2地
ち

は 形
かたち

なく虚
むな

しくして、 

暗
やみ

は淵
ふち

の 面
おもて

に在
あ

り、 

神
かみ

の神
しん

゜水
みづ

の 面
おもて

に覆
ふ

育
いく

せり。  

3 神
かみ

曰
い

へり、 光
ひかり

あるべし。 即
すなはち

光
ひかり

成
な

れり。 

4 神
かみ

光
ひかり

を観
み

て善
よし

とせり、 

神
かみ

光
ひかり

を暗
やみ

より判
わか

てり。 

5 神
かみ

光
ひかり

を昼
ひる

と名
な

づけ、 

暗
やみ

を夜
よる

と名
な

づけたり。 

夕
ゆふ

あり、朝
あさ

あり、是
こ

れ一
いち

日
じつ

なり。 

Ю『正教会訳聖書』創世記 

 

ロシア料理：Русская кухня  

ペリメニ(水餃子に似たダンプリング)：пельмени  

ボルシチ(ウクライナ発祥)：борщ (ウクライナ語) 

ビーフストロガノフ(スメタナ和え)：бефстроганов  

 

スラヴ神話 スラヴ民族は文字を持たず、資料は少ない。 

 

はい：Да  いいえ：Нет  

あなたは：Вы (Ты)  私は：Я  

ありがとう：Спасибо (スパシーバ)  
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НОВЫЙ ЗАВЕТ  от Матфея 6.9-6. 13
Тринадцать

 

Мои девушки 

  Отец наш на Небесах!  

  Да будет свято имя Твое,  
10 да придет Царство Твое,  

  да исполнится и на земле воля Твоя,  

как на Небе.  
11 Дай нам сегодня насущный наш хлеб.  
12 И прости нам наши долги,  

как и мы прощаем тем, кто нам должен.  
13 Не подвергай нас испытанию,  

но защити нас от Злодея.  

『新約聖書』天
てん

主
しゅ

経
けい

 ロシア語訳  Я 

 
 

天主経   日本 正教会訳 

我が乙女ら よ 

天
てん

に在
いま

す我
われ

等
ら

の父
ちち

よ。 

願
ねがはく

は 爾
なんぢ

の名
な

は聖
せい

とせられ。 

10 爾
なんぢ

の國
くに

は來
きた

り。 

爾
なんぢ

の旨
むね

は天
てん

に 行
おこな

はるるが如
ごと

く、 

地
ち

にも 行
おこな

はれん。 

11我
わ

が日 用
にちよう

の糧
かて

を今
こん

日
にち

我
われ

等
ら

に與
あた

へ給
たま

へ。 

12 我
われ

等
ら

に 債
おひめ

ある者
もの

を我
われ

等
ら

免
ゆる

すが如
ごと

く、 

我
われ

等
ら

の 債
おひめ

を免
ゆる

し給
たま

へ。 

13 我
われ

等
ら

を 誘
いざなひ

に 導
みちび

かず、 

猶
なほ

我
われ

等
ら

を 凶
きょう

惡
あく

より救
すく

ひ給
たま

へ。 

 

蓋
けだ

し國
くに

と權
けん

能
のう

と光
こう

榮
えい

は 爾
なんぢ

父
ちち

と子
こ

と聖
せい

神
しん

゜に歸
き

す、 

今
いま

も何時
い つ

も世
よ

々
よ

に。 

「アミン」。      (司祭が居る場合、司祭 朗誦・高声) 
(司祭がいない場合は以下、ただし唱えられないことも多い。) 

蓋
けだ

し國
くに

と權
けん

能
のう

と光
こう

榮
えい

は 爾
なんぢ

に世
よ

々
よ

に歸
き

す「アミン」。 
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 ثسَُّورََّةََُّّالر َّحَّۡم ََّنَِّ
َّ    ﷽ 

 وَلِمَنََّّۡخَافََََّّّمَقَامَََّّرَب هَِِّےَّجَن تاَنََِّّ  َّ

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠ ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

   َّٲفَۡنَان ََّّذوََاتآَ

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

  َََّّّتجَۡرِيَانََِّّعَيۡنَانََِّّفِيهِمَا  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

كِهَة ََّّكُل َََِّّّمِنَّفِيهِمَا  ـ   َََّّّزَوۡجَانََِّّفَ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

ََّّعَلَى ََّّمُت كِ ـيِنََّ ِ َّفرُُش   

  ََّّداَن ََّّٱلۡجَن تيَۡنََِّّوَجَنَىََََّّّّۚإسِۡتبَۡرَق ََّّمِنَََّّّۡبَطَآـِٕنهَُا  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

تََُّّفِيهِن َّ َ صِر   ـ ََّّٱلط رۡفََِّّقَ  

  ََّّجَآن ََّّوَلََََّّقَبۡلهَُمََّّۡإِنس ََّّيَطۡمِثۡهُن ََّّلمََّۡ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠ ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

  ََّّوَٱلۡمَرۡجَانََُّّٱلۡيَاقوُتََُّّكَٲنَ هُن َّ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

نََِّّجَـزَآءََُّّهَلَّۡ  ـ حۡسَ ََّّٱلِۡۡ نََُّّٳِلَ   ـ حۡسَ   ََّّٱلِۡۡ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

  ََّّجَن تاَنََِّّدوُنِهِمَاَّوَمِن  

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

تاَنَِّ   ََّّمُدۡهَآم   

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

اخَتاَنََِّّعَيۡنَانََِّّفِيهِمَا   َََّّّنضَ   

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠ ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

كِهَة ََّّفِيهِمَا  ـ ان ََّّوَنخَۡل ََّّفَ   ََّّوَرُم   

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
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ت ََّّفِيهِن َّ َ  ٠َََّّّحِسَان َََّّّخَيۡر   

بَانَََِّّّرَب ِكُمَاَّءَالََءََِّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّتكَُذ ِ  

ت َّ َ قۡصُور  م   ٠ََّّٱلۡخِيَامََِّّقِىََّّحُور   

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّوَلََجَآن ََّّقَبۡلهَُمََّّۡإِنس ََّّيَطۡمِثۡهُن ََّّلمََّۡ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّحِسَان ََّّوَعَبۡقرَِى  َََّّّخُضۡر ََّّفۡرَف َّرَََّّعَلَى ََّّمُت كِ ـيِنََّ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

رََكََّ لََِّّذِىَّرَب ِكَََّّٱسۡمََُّّتبَ   ـ كۡرَامََِّّٱلۡجَلَ  ٠ََّّوَٱلِۡۡ  

 
 

第55章 慈愛ゆかしき御方 

46節～69節、70節～78節 

典礼言語：アラビア語 原文 
 

 天国の出来事 第56章 11節～26節 和訳تَّ
11それらの者は主のおそばに近い者たちである。12至福の楽園の中で。13昔の者 

からの大勢や、14そして立派な信仰の精鋭らは、15刺繡された快寝椅子の上にいる。 

16その上に寄りかかり、ゆったりと向い合っている。17それらの者らの周りには 

永遠の健康美の子供たちがお酌に回っている。1 8 グラスと水差しと 

美酒の泉からの酒杯を持って。19 それらの者らはそれらによって頭痛を 

覚えることはなく、悪酔いすることもない。20そして、それらの者らが好みに選ぶ 

美食らや、21 そして、それらの者らが好む、とりどりの肉らを持って 

回っている。22 そして、円らな瞳の快美神処女らもいる。23 まるで隠された 

真珠の様である。24 それらの者らがなして来た善いことの報いとして。 

2 5 そこでは、それらの者らは無駄話や雑言を聞く必要はなく、 

2 6 平 安 あ れ 、 平 安 あ れ 、 と い う 、 よ い 言 葉 も あ る 。 

27 そして、正手の徒、正手の徒とは何か、何とよいことであろうか。 

28棘を取られたナツメの木の間に、29そして実の積み重なったタルフ、

バナナの木に、30 そして広げられた、よい陰どころに、31 そして 

流れてやまぬ美水に、32そして多くの快美果物に楽しみ、33快美果物

等はとだえることはなく、禁じられることもない。34そしてあなたは、

高く上げられた、歓楽を交える寝床の中にいる。35まことに、われら

は歓楽を交える彼女ら、快美神処女らを新創生の神女として、特別

に新しく創生した。36そして、彼女らを特別な快美神処女らとなした。

37あなたにも愛情こまやかに、年も頃合いとなした。38正手の徒の為

である。39 昔の者からの大勢であり、40 後の者からも大勢でもある。 
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 القرآنَّ
ｱﾙ=ｸるｱ∼ﾝ 

 بسَُّورََّةََُّّالفََّاتَِّحََّةَِّ
ｽｰｩらトゥー ｱﾙﾌｧｧﾃｨはティ 

َِّمَِّــــــسَّۡبَِّ نََِّّٱللّ  َ حۡم  حِيــمََِّّٱلر    َّٱلر 
ﾋﾞｽﾐ ｧｩﾙｯﾗﾋ ｧｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ 

ََِّّٱلۡحَمۡدَُّ لََمِينَََّّرَب ََِّّلِلّ   ََّّٱلۡع   
ｱｩルはﾑﾄﾞｩｰ ﾘｯﾗﾋ らｯﾋﾞ ｧｩﾙあｰﾗﾐｨﾅ  

نَِّ َ حۡم  حِيمََِّّٱلر   ََّّٱلر   
ｱｩﾙっらふﾏｰﾆ ｧｩﾙっらひｨﾐ  

لِكَِّ َ ينََِّّيَوۡمََِّّم   ََّّٱلد ِ  
ﾏｰﾘｷ ﾔｩﾐ ｧｩﾙｯﾃﾞｨｨﾆ  

 َََّّّنَسۡتعَِينََُّّوَٳِي اكَََّّنَعۡبدََُُّّٳِي اكََّ  
イｯﾔｧｶ ﾅあﾌﾞｰﾄﾞｩｰ ﾜ イｯﾔｧｶ ﾅｽﾀいｨﾇｰ  

طَََّّٱهۡدِنَا َ ر   َََّّّٱلۡمُسۡتقَِيمَََّّٱلص ِ  
ｱｩﾌﾃﾞｨﾅｧ ｧｩﾙっしぃらｰた ｧｩﾙﾑｰｽﾀくぃｨﾏ  

طََّ َ َّعَايَۡهِمََّّۡٲنَۡعَمۡتَََّّٱل ذِينَََّّصِر   

ََّّعَلَيۡهِمََّّۡٱلۡمَغۡضُوبََِّّغَيۡرَِّ  

آل ِينََّلوَلََٱ ٠ََّّض   
しぃらｰた ｧｩｯﾗｻﾞぃｨﾅ アﾝあﾑﾀ あﾗｨﾋﾑ  

ｶﾞｧｨり ｧｩﾙﾏｸﾞｩどぅーｩﾋﾞ あﾗｨﾋﾑ  

ﾜﾗｧｧｩﾙっだｧ~ｯﾘｨﾅ 
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 クルアーンج

第 1 章
スーラ

 快扉開帳 (開端) 
〔かいひかいちょう〕 

――メッカ啓示、全 7 節
アーヤ

―― 

日本語 和意訳 

  

正義ゆかしき慈愛あまねき 

アッラーの御名にて……   １ 

讃えあれ！アッラー！快楽天の主
しゅ

。 ２ 

正義ゆかしき 慈愛あまねき 神
かみ

様
さま

。 ３ 

ハレ舞
ぶ

台
たい

の主
しゅ

宰
さい

者
しゃ

。  ４ 

汝
なんじ

をこそ我
われ

らは信
しん

じます、 

汝
なんじ

にこそ救
すく

いを求
もと

めます。 ５ 

お願
ねが

いします、 

私
わたし

たちに教
おし

えてください、 

正
ただ

しい道
みち

を。   ６ 

あなたの 御
お

蔭
かげ

、ありがとう！ 

教えてくださり、ありがとう。 

どれがよいかな！ありがとう。 ７ 

 

َّ    ﷽ 
  



304 

 سسَُّورََّةََُّّالر َّحَّۡم ََّنَِّ
ｽｰｩらトゥー ｱﾙっらふﾏｰﾆ 

 

 ح﷽    َّ
 

 وَلِمَنََّّۡخَافََََّّّمَقَامَََّّرَب هَِِّےَّجَن تاَنََِّّ  َّخَّ
ﾜﾘﾏﾝ ﾊぁｧﾌｧ ﾏくぁｧﾏ らｯﾋﾞﾋ― ｼﾞｬｯﾅﾀｧﾆ 

٠ َّد بََّانََِّّ  فَبِأىَ ََِّّءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

 ذوََاتآََّٲفَۡنَان ََّّ  ذ
ｻﾞぁﾜｧﾀｧ~ アﾌﾅｧﾆﾝ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

 فِيهِمَاَّعَيۡنَانََِّّتجَۡرِيَانَََِّّّ  َّر
ﾌｨｨﾋﾏｧ あｨﾅｧﾆ ﾀｼﾞｭりﾔｧﾆ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

كِهَة ََّّزَوۡجَانَََِّّّ  َّز  ـ  فِيهِمَاَّمِنََّّكُل ََِّّفَ
ﾌｨｨﾋﾏｧ ﾐﾝ ｸｰｯﾘ ﾌｧｰｷﾊティン

 ｻﾞｩｼﾞｬｧﾆ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

ََّّعَلَى ََّّمُت كِ ـيِنََّ ِ َّفرُُش   
 بَطَآـِٕنهَُاََّّمِنََّّۡإسِۡتبَۡرَق ََََّّّّۚوَجَنَىََّّٱلۡجَن تيَۡنََِّّداَن ََّّ  َّش

ﾑｰｯﾀｷイｨﾅ あﾗーｰ ﾌｰるーｼﾑ  

ﾊﾞたｧ~イﾇｰﾊｧ ﾐﾝ イｽﾀﾌﾞらくぃん  

ﾜｼﾞｬﾅー ｧｩﾙｼﾞｬｯﾅﾀｨﾆ ﾀﾞｧﾆﾝ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 
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第 55 章 46 節～78 節 

章
スーラ

  慈愛ゆかしき御方 

正義ゆかしき慈愛あまねき 

アッラーの御名にて…… 

46 だが 常
つね

日
ひ

頃
ごろ

、 主
しゅ

の 御
おん

許
もと

だ、と勃てるよう畏れて来た者には 

緑の快楽園が二種よりもあって……(勃つ時、五体投地の行訓練) 

47 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

48 ともに さまざまな 快
かい

草
そう

木
もく

が密に生え…… 

49 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

50 ともに さらさらと 泉
せん

美
び

水
みず

が流れ…… 

51 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

52 ともに あらゆる種類の 快
かい

美
び

果 物
くだもの

が二種より賜わり…… 

53 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

54 錦
にしき

張りつめた 臥牀
ねだい

にゆったりと手足のばせば、 

二種よりもあり、快楽園にも賜わるる、 快
かい

美
び
果
か

実
じつ

は取り放題。 

55 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 
 

 

 はハムザトルワスル〔ハムザト・アル＝ワスル〕と言い、読まずに発音を ٱ

省略することが一般的だが、本書では接続の為、ｧｩ又はﾜと読み、表記する。 

 。ター・マルブータは、古いアラビア語で女性形を示すために用いられる ة

語尾は母音 aになることが一般的だが、本書では[t]＋前の母音、で読む。 

 。アリフ・マクスーラも、一般的な読み方と異なり、本書では母音で読む ى

アラビア語は右横書きです。(右から読みます。) 

イスラム教は回
かい

教または回々
フイフイ

教とも呼ばれます。  

回文(palindromes) ex. Madam, I’m Adam 私 負けましたわ 

ex. SATOR スクウェア 種蒔き者のアレポが努力して車輪を保持する 

SATOR 

AREPO 

TENET 

OPERA 

ROTAS 
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تََُّّفِيهِن َّ َ صِر   ـ ََّّٱلط رۡفََِّّقَ  
 لمَََّّۡيَطۡمِثۡهُن ََّّإِنس ََّّقَبۡلهَُمََّّۡوَلََََّّجَآن ََّّ  َّص

ﾌｨｨﾋｯﾅ くぁｰすぃらｰﾄｩｰ ｧｩﾙったるﾌｨ  

ﾗﾑ ﾔとぅﾐｻｩﾌｰｯﾅ イﾝｽﾝ くぁﾌﾞﾗﾌｰﾑ  

ﾜﾗｧ ｼﾞｬｧ~ｯﾇﾝ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠ ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

 كَٲنَ هُن ََّّٱلۡيَاقوُتََُّّوَٱلۡمَرۡجَانََُّّ  َّض
َّｶアｯﾅﾌｰｯﾅ ｧｩﾙﾔｧくぅｰｩﾄｩｰ ﾜｧｩﾙﾏるｼﾞｬｧﾇｰ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

نََُّّ  َّط  ـ حۡسَ ََّّٱلِۡۡ نََِّّٳِلَ   ـ حۡسَ  هَلََّّۡجَـزَآءََُّّٱلِۡۡ
ﾊﾙ ｼﾞｬｻﾞｧ~右 ｧｩﾙイふｻｰﾆ イｯﾗｧ ｧｩﾙイふｻｰﾇｰ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  
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56 傳
かしず

くは 目
まな

差
ざ
し抑えた 快美神天女たち、 

これまで人間にも妖霊
ジ ン

にも 

体を触れられたことのない安全な方々。 

57 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

58 その美しさ、紅玉
ルビー

、珊瑚
さんご

の如き美しさ。 

59 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

60 よいこと すれば、よい 報
むく

いをも 戴
いただ

ける。 

61 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

 

 

 

 
 

☪ 
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 وَمِنَّدوُنِهِمَاَّجَن تاَنََِّّ  َّظ
ﾜﾐﾝ ﾄﾞｩｰｩﾆﾋﾏｧ ｼﾞｬｯﾅﾀｧﾆ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

تاَنََِّّ  َّع  مُدۡهَآم 
ﾑｰﾄﾞｩﾊｧ~ｯﾏﾀｧﾆ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

اخَتاَنَََِّّّ  َّغ  فِيهِمَاَّعَيۡنَانََِّّنضَ 
ﾌｨｨﾋﾏｧ あｨﾅｧﾆ ﾅｯだｧﾊぁﾀｧﾆ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠ ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ 

ان ََّّ  َّف كِهَة ََّّوَنخَۡل ََّّوَرُم   ـ  فِيهِمَاَّفَ
ﾌｨｨﾋﾏｧ ﾌｧｰｷﾊトゥン ﾜﾅﾌぅﾙﾝ ﾜるーｯﾏｧﾇﾝ 

بَََّّفَبِأىَ َِّ   ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  
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62 いや、このほかに もう二つ快楽園があって…… 

63 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

64 緑福あふれる程の、 

65 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

66 そこに 滾 々
こんこん

と二つの美泉は湧き、 

67 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

68 そこに快美果物はたわわに賜わる、椰子
や し

も、柘榴
ざくろ

も。 

69 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

 

 

 

 

 

 ۞ 
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ت َََّّّحِسَان َََّّّ َّ٠ق َ  فِيهِن ََّّخَيۡر 
ﾌｨｨﾋｯﾅ ﾊぁｨらｰﾄｩﾝ ひｻｧﾇﾝ  

بَانَََِّّّرَب ِكُمَاَّءَالََءََِّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

ت ََّّقِىََّّٱلۡخِيَامََِّّ َّ٠ك َ قۡصُور  م   حُور 
ふーｩるんｯﾏくぅすーｩらｰﾄｩﾝ ﾌｨー ｧｩﾙﾋぃﾔｧﾐ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

 لمَََّّۡيَطۡمِثۡهُن ََّّإِنس ََّّقَبۡلهَُمََّّۡوَلََجَآن ََّّ َّ٠ل
ﾗﾑ ﾔとぅﾐｻｩﾌｰｯﾅ イﾝｽﾝ くぁﾌﾞﾗﾌｰﾑ  

ﾜﾗｧ ｼﾞｬｧ~ｯﾇﾝ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ  ٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ  

 مُت كِ ـيِنَََّّعَلَى ََّّرََّفۡرَف ََّّخُضۡر َََّّّوَعَبۡقرَِى  ََّّحِسَان ََّّ َّ٠ن
ﾑｰｯﾀｷイｨｰﾅ あﾗーｰ らﾌらﾌｨﾝ ﾌぅｰどぅりん  

ﾜあﾌﾞくぁりｯイン ひｻｧﾆﾝ  

بَََّّفَبِأىَ َِّ ٠٠ََّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  
ﾌｧﾋﾞアｯイ 亜ｧﾗｧ~畏 らｯﾋﾞｸｰﾏｧ ﾄｩｰｶｯｻﾞぃﾊﾞｧﾆ

كۡرَامََِّّ َّ٠وَّ لََِّّوَٱلِۡۡ  ـ رََكَََّّٱسۡمََُّّرَب ِكَََّّذِىَّٱلۡجَلَ  تبَ 
ﾀﾊﾞｰらｶ ｧｩｽﾑｰ らｯﾋﾞｶ  

ｻﾞぃー ｧｩﾙｼﾞｬﾗｰﾘ ﾜｧｩﾙイｸらｧﾐ   
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70 そこには また、素
す

晴
ばら

しい快美神天女らが大勢おられ、 

71 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

72 目元すずしい天上の神処女らが快楽天幕の奥に、 

73 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

74 これまで人間にも妖霊
ジ ン

にも 

体を触れられたことのない安全な方々。 

75 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

76 みんな緑の 褥
しとね

、 

美しい 敷 物
しきもの

の上にゆったりと身を 凭
もた

せて。 

77 これほどの主の御恵み、 

さ、そのどれを嘘と言うのか、あなたも、貴女も。 

78 ああ なんと めでたいことか、 

主の 御
おん

名
な
よ、気

け
高
だか

くも 尊
とうと

い 主
しゅ

の御名よ。 

 

 

 

 

 ۩ 
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 ヘブライ数字：ヘブライ文字記数法م

 (ゲマトリア、数秘術)גימטריהְ
ヘブライ語の単語を構成する各文字を数字に置き換える。 

各数字を足し、数が等しい単語は同じ性質を持つとみなす。 

קכ״אְ    א׳  

数字であることを示

す記号が 2 種類あり、 

数字が 1 文字の場合、

文字の後に 

  (Geresh) ׳

複数文字の場合には、 

最後の文字の前に 

 (Gershayim) ״

というアポストロフ

ィ、トレマや引用符

に似た記号を書く。 

注)15、16 は特別で、 

神の名の最初の 2 文

字であったり、固有

名詞で神の名の略形

として使われるため、

規則的な表記を避け

ている。 

例： 

כגְְתהלימ  

テヒリーム 

カフ・ギメル(と読む) 

詩篇 23 篇 

 ה׳תשע״הְ

ユダヤ歴 5775 年 

：西暦 2015 年  

   1 א

   2 ב

   3 גְ

   4 ד

   5 הְ

   6 וְ

   7 ז

   8 ח

   9 ט

 15 טוְ 10 יְ

 16 טז 20 כ

 31 לא 30 ל

 49 מטְ 40 מְ

 55 נהְ 50 נ

   60 ס

   70 ע

   80 פ

   90 צְ

 121 קכאְ 100 קְ

 155 קנהְ 200 ר

   300 שְ

   400 ת

 500 תקְ 500 ך

 600 תר 600 םְ

 700 תשְ 700 ן

 800 תת 800 ף

 900 תתקְ 900 ץ
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ギリシャ数字： 

ギリシャ文字記数法(イオニア式) 
 
小文字(大文字) 

ϛ (Ϝ  Ϛ)：ディガンマとスティグマ 

半母音［w］ N-ディガンマ：ͷ Ͷ 

 (スティグマ：ϛ＝σ とτの合字、 

ファイナルシグマ：ς で代用、本来は別の字。) 

→ ϟ (Ϙ Ϟ)：コッパ /q/ 古代の字形→現代の字形 

← ͳ (Ϡ Ͳ)：サンピ(別名：ディシグマ) /ts/  

ギリシャ数詞用の文字 

ʹ(Dexia keraia)     ͵(Aristeri keraia) 

κεραια (keraia)：角や触覚状のものを指す単語。 

  

1 αʹ 10 ιʹ 100 ρʹ 

2 βʹ 20 κʹ 200 σʹ 

3 γʹ 30 λʹ 300 τʹ 

4 δʹ 40 μʹ 400 υʹ 

5 εʹ 50 νʹ 500 φʹ 

6 ϝʹ 

ϛʹ 

60 ξʹ 600 χʹ 

7 ζʹ 70 οʹ 700 ψʹ 

8 ηʹ 80 πʹ 800 ωʹ 

9 θʹ 90 ϙʹ 

ϟʹ 

900 Ϡʹ 

ͳʹ 

 

325 τκεʹ 1000 ͵αʹ 

2000 ͵βʹ 4321 ,δτκαʹ 

10000 αΜαʹ 88888 αΜηʹ͵ ,ηωπηʹ 

10000000 βΜαʹ 
ϝ 

ϙ 

Ϡ 
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アラビア文字記数法 

 1000 غ 100 ق 10 ي 1 ا

   200 ر 20 ك 2 بَّ

 121 قكاَّ 300 ش 30 لَّ 3 جَّ

 ق+ك+اَّ 400 تَّ 40 م 4 د

 2000 بغ 500 ثَّ 50 ن 5 ه

 ب+غَّ 600 خَّ 60 س 6 و

 55 نه 700 ذ 70 ع 7 ز

 ن+هَّ 800 ضَّ 80 ف 8 حَّ

   900 ظ 90 صَّ 9 ط

アッラーフのي  99 の美
み

名
な

： 

Asma’ Allah al-Husná 

اللهَّالحسنىَََّّّءسماأ  
アッラーには様々な美名があり、 

クルアーンにも示され、数秘術である。 

Al-Llah  1 الله の名：神  

 66＝5+30+30+1＝ا+ل+ل+هَّ＝

 Al-Raḥman 2の名：全ての慈愛ぶかき者 الرحمنَّ

 اَّ+لَّ+ر+حَّ+م+ن＝

＝1+30+200+8+40+50＝31+298 

＝329  

Al-Raḥiym  3 الرحيم の名：最も慈悲ぶかき者 

كرامذوالجلالَّوالۡ  Dhuw-al-Jalaali Wa-al-Ikraam 

85 の名：偉大にして高潔なる王(Q55:27,55:78) 

الأعظمََّّالَسم  Al-Ism ala-a’ẓam  

100 の名：最も偉大な名前 
神の名を唱え、神のことを忘れないように、 

名の一覧を暗誦することは、ズィクル、という修行の一部。 

Q59：22-24 にも、神の別名がたくさん載っている。 

記数法の数字の当てはめは一例に過ぎず、 

隠された当てはめ方がある。 
 

神を求めよ、 

最も慈愛ゆかしき御方を求めよ。 

汝が求めしものは全て、 

主の持つ最も美しき名なり。 



315 

キリル数字：キリル文字記数法 

1 ҃а 10 ҃і 100 ҃р 

2 ҃в 20 ҃к 200 ҃с 

3 ҃г 30 ҃л 300 ҃т 

4 ҃д 40 ҃м 400 ҃у 

5 ҃е 50 ҃н 500 ҃ф 

6 ҃ѕ 60 ҃ѯ 600 ҃х 

7 ҃з 70 ҃о 700 ҃ѱ 

8 ҃и 80 ҃п 800 ҃ѡ 

9 ҃ѳ 90 ҃ч 900 ҃ц 

 

11 ҃аі 12 ҃ві 13 ҃гі 

14 ҃ді 15 ҃еі 16 ҃ѕі 

17 ҃зі 18 ҃иі 19 ҃ѳі 

222 ҃скв 319 ҃тѳі 431 ҃ула 

988 ҃цпи 1000 ҂а҃ 1706 ҂а҃ѱѕ 

2000 ҂в҃ 7118 ҂з҃риі   

20000 ҂к҃ 43000 ҂м҃҂г 

10000 ⃝ キリル数字を囲む 

100000 ҈ 1000000 ҉ 

千万、億、十億の位の囲み記号もある。 

Ѕѕ ヅェロ(ヅェー)/dz/  Ѳѳ フィター /t/ or /f/  

Іі 10 のイー І десятеричне (ウクライナ語) 

І дзесяцярычнае (ベラルーシ語) 

и десятеричное (ロシア語) 

 

ギリシャ語を起源とする、初期キリル文字。 

Ѯѯ クシー /k͡si/  Ѱѱ プシー /p͡si/  Ѡѡ /o/ 
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ひらがな記数法：日本語の数字遊びの一例 

  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

〇 A K S T N H M Y R W 

一 あ か さ た な は ま や ら わ 

二 い き し ち に ひ み ゛ り ー 

三 う く す つ ぬ ふ む ゆ る を 

四 え け せ て ね へ め ェ  れ っ 

五 お こ そ と の ほ も よ ろ ん 

六 A が ざ だ F ば ぱ K P U 

七 B ぎ じ Z G び ぴ L Q V 

八 C ぐ ず   H ぶ ぷ M R W 

九 D げ ぜ で I べ ぺ N S X 

十 E ご ぞ ど J ぼ ぽ O T Y 

日本語は、ひらがな や大文字アルファベットだけでなく、 

カタカナや半角カタカナ、漢字、アルファベットの小文

字、記号群もあります。ひらがな、カタカナには、拗音 

(例：きゃ、シュ etc.)もあり、小さめの文字で、ゃゅょ、

ャィュェョ、と示します。点線や空欄には、カタカナ化、

拗音や濁音化を示す記号や字母を、自由に当てはめるの

もよいでしょう。 

他にも、英語 26 文字の後に五十音を続け、更に外国の

文字を続けることで、100(ex. ＋ギリシャ文字 24 文字)

や、それ以上の数を一文字で表現することもできます。

聖典間の接続の一例 
タナハ (תנ״ך) 天空大地の創造 (創世記 1 章～31 節、2 章 1 節～3 節) 

新約聖書 八福 (マタイによる福音書 5 章 3 節～12 節) 

クルアーン 天国の出来事 (アル・ワーキア  第 56 章 11 節～40 節) 

新約聖書 山上の説教 (マタイによる福音書 5 章 33 節～48 節) 

クルアーン 慈愛ゆかしき御方 (アルっらふマーン第 55 章 46 節～78 節) 

ぁけふじピョウ (自由詩 第   章 072 節～100 節) 

(秘密詩 第   章    節～    節) 

(    第   章    節～    節) 

ベレシート、ビブロス、ビスミ、で始まる聖典が、ベート書群であるとす

ると、ギメる書群やタヴ書群、ガムマ書群やオーメガ書群、バー書群やヤー

書群なる聖典も用意されているかもしれません。それ程に、宗教の創世した

倫理的世界は広いのだと思います。 

主ご自身と聖典での主らは異なるとしても、聖典がとても優れることは、

確かにそうだと思います。 

 さらに、中東の状況で、 ユダヤ 教、キリスト教、イスラム教は東西南北

に広がっている様ですから、特に、北の東欧、特に言語の分布から、ロシア

語を中心とした宗教が存在すると予想されます。極東の日本、中国、インド、

そして、西のアメリカも視座にあると思われます。ですから、本書における

宗教文の色分けは一時的なものかもしれません。 

主が本書を御
おん

改
かい

楽
らく

なさるかな、と楽しみます。 

私の聖典ありがとう。 



317 

  

宗教再発見(自己流宗教哲学、 

必ず自身で上書きせよ。) 
∵.００.あけふじピョウ、明藤表、わら、MeHD 

０１.創世記：ｯﾍﾞﾚｰｼｨトｩ  

０２.開扉： ｱｩルはﾑﾄﾞｩｰ ﾘｯﾗﾋ 

０３.八福：神心天国 

０４.八福：慰め、2×2＝4 

０５.八福：大地継承、創世記：第一の日、ה、ご：こい 

０６.八福：充義 、ו、六字名号、わら 

０７.八福：憐み、一週間 

０８.八福：見神、創世記：第二の日 

０９.八福：平和、3×3＝9 

○.１０.八福：正義天国、十進数、י、論語巻数、Ziq 療法 

１１.山上の説教：私の為に、土、士、諸子百家、神道、あ 

１２.山上の説教：大歓喜天、王、ヒンドゥー教、い、L 

１３.創世記：第三の日、主の祈り、地の塩、玉、ユダヤ 教、う 

１４.皇、キリスト教、ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字母音数、え 

１５.主、十五夜、イスラム教、お 

１６.十六葉八重表菊、旺、神道、諸子百家、4×4＝16 

１７. 俳句の文字数、理、仏教 

１８.バガヴァッドギーター章数、聖、日本ｷﾘｽﾄ教 

１９.創世記：第四の日、L、球、秘密宗教、け 

◎.２０.論語、にじゅう：にしいゅう：西癒ゆウ 

２１.タロット：ⅩⅩⅠ：世界：大アルカナの最大数 

２２.ヘブライ文字基本数、蛋白質を構成するアミノ酸の種類、藤 

２３.創世記：第五の日、す 

２４.タナハ：巻数、ギリシャ文字数、不死、藤、け 

２５.100 以下の自然数に含まれる素数の個数、5×5＝25 

２６.ラテン文字数 

２７.新約聖書：巻数 

２８.アラビア文字基本数 

２９.般若心経：観自在菩薩。～度一切苦厄。文字数 

▲.３０.アラビア文字数、ドイツ語文字数 

３１.創世記：第六の日、ヘブライ文字数、短歌の文字数 

３２.蜜、20 願三十二相の願 

３３.キリル文字数、三十三天、す 

３４.御世 

３５.巫女 

３６.6×6＝36 

３７.御名、山上の説教：肯定と否定の返答 

３８.宮 

３９.旧約聖書：巻数、サンキュー 

■.４０.塩 

４１.思惟 

４２.質 

４３.黄泉 

４４.獅子(ユダヤ教、仏教等で多用のシンボル) 

４５.死後 

４６.慈愛ゆかしき御方：主畏と緑の園 

４７.弥陀の本願、ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字基本数、いろは歌 

４８.四十八願、山上の説教：完全な者 

４９.ヨベル、クルアーン：部屋(アル・フジュラート)、7×7＝49 

 

 

 

 

★.５０.ヨベルの年、五十音数、ん 

５１.五十一音、恋 

５２.クルアーン：山、Gods、牛頭 

５３.クルアーン：星 

５４.クルアーン：月 

５５.クルアーン：慈愛ゆかしき御方 

５６.クルアーン：天国の出来事 

５７. 

５８. 

５９. 

●.６０. 

６１. 

６２. 

６３. 

６４.8×8＝64 

６５. 

６６.新旧聖書：巻数合計 

６７.古事記：臣安萬侶～ 滌身 文頭の空白を除いた文字数 

６８. 

６９. 

💛.７０.慈愛ゆかしき御方：美 少女処女 

７１. 

７２.慈愛ゆかしき御方：天上の神女 

７３. 

７４. 

７５. 

７６. 南無 

７７. 

７８.慈愛ゆかしき御方：御名 

７９. 

▽.８０.𠩤 

８１.9×9＝81 

８２.初(はつ) 

８３. 

８４. 

８５.箱 

８６.𠩤、春 

８７.花 

８８. 

８９.白(はく) 

◇.９０.救霊(きゅうれい) 

９１. 

９２.国(くに) 

９３. 

９４. 

９５.救護 

９６.黒、苦無、 םְ  (クム、起きる) קו

９７. 

９８. 

９９. 

 

 

勿論、数的秩序や色分けよりも大事にすべきことがあり、 

それは大事にすべきことの正義や秩序で表現しうる。 



318 

  

御名と各宗教文の記数法の関係(数秘術) 

聖
シァン 4

王
ゥアン 2

 君
ヂュィン 1

子
ヅゥ 3

、 道
ダァォ 4

 徳
ドゥーァ 2

、 仁
レェン 2

 恕
シゥー4

 

ब्रह्मा Brahmā
ブラフマー

、धवष्ण ु Viṣ n u
ヴィシュヌ

、धशव Śiva
シヴァ

 

 

：ヤハウェ：イェホヴァ יהוה 耶
イエ 1

和
フゥーァ 2

華
フゥア 2

(イェハーファ) 

ユダヤ 教は御名を隠し、上記の直接的発音を避け、同表記で、アドナイ、と発音する。 

,תְ,מְ,חְ、もה ריְְְ , רנְְְ 等に似ているから、御名や書名で言葉遊びがある。 

עְַּ ש  הו     イェホーシューア：ヨシュア(ヤハウェは救い、の意) יְּ

Ἰησοῦς Χριστός イェス・キリスト(ｲｴｰｽｰ
ソｭ

ｽ・くりｽﾄｽ) 

لله  ا    アッラー：アッラーフ  

نَّم ََّحَّۡر َّال  アルっらふマーン(慈愛ゆかしき御方) 

 

天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

、天
てん

皇
のう

、藤
ふじ

原
わら

 

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

：अशमिायजस ् Amitāyus
無 量 寿 如 来

：अशमिाभ Amitābha
無 量 光 仏

、 

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

：観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

：観
かん

自
じ

在
ざい

菩
ぼ

薩
さつ

：救
ぐ

世
ぜ

菩
ぼ

薩
さつ

：

अवर्ोककिेश्वि Avalokiteśvara बोधधसवव bodhi
ボーディ 

s a t t v a
サットゥヴァ

 

弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

：मतै्रये maitreya
マイトレーヤ

 बोधधसवव bodhi
ボーディ 

s a t t v a
サットゥヴァ

 

Ἀθηνᾶ ：Athēnā
アテーナー

、Ἄρτεμις：Artemis
アルテミス

、Εστία：H e s t i ā
ヘスティアー

 

 

主  神(神さま) 王  天(天どの) 玉  如(如来) 皇  書 

ありがとう。(かな算：+11+92+21+82+45+13=+264) 

(+11+92+26    +45+13=+187)  

ありがとうございます。 お願いします。 

感謝します、 サンキュー！  

God Thank you.   

御名を様々な言語の記数法に適用したり、 

記数法自体の順序を様々な方法で見ると、 

御名間の関係 等から、各宗教と自分が調和すること、今も 

生きる王の存在を感じます。これは宗教哲学に繋がります。  
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藤𠩤 研介 (𠩤：原の異体字) 

藤：トウ、ふじ、かつら、と、つ、ふさ、ふじゅ、ぞう 18 画 

𠩤：ゲン、はら、わら、ばる、わた、ゆる-す、たず-ねる 9 画 

研：ケン、と-ぐ、みが-く、あき、かず、きし、きよ、よし 9 画 

介：カイ、すけ、たす-ける、あき、かたし、ゆき、よし 4 画        

 

藤
タァン 2

𠩤
ユァン 2

 研
イェン 2

介
ヂィエ 4

：teng2 yuan2  yan2 jie4 

हुधजवर कें सुके      वर：選択、賜物、求婚者 

כְֱ ס  קְֵנְּ ׳וַּארָּ ג   はい(肯定)：ְְכֵןְ 巣(ケン)：קְֵןְ    פְּ

ΦΟΥΤΖΙΒΑΡΑ Κενσουκε    συκῆ：いちじく 

كَينْثقُ يََّّوَرََّجَِّفَُّ  信頼できる：ثقُ ي キング：كَينَّْ 

ふじわら けんすけ：フジワラ ケンスケ 
らけ：かわらけ の略で、陰部に毛のないこと 

FUJIWARA Kensuke (Kensuqe)  Ken：知識 

                        月、日、石、☆(漢字の考察) 

ФУДЖИВАРА Кенсуке (ДЗИ, Кэ) Сука:雌犬 
 

藤の花の「藤」、原っぱの「原」の中の白がノ点の無いお日様の日になっている「𠩤」で、「藤𠩤」です。 

研究の「研」、紹介の「介」で、「研介」です。(自分を紹介する熟語を知っておくと楽しいですよね。) 

 

藤：藤原 研介  情熱的に思いやって話す私 

𠩤：🔯✡☦☪  自作言語や多言語で話す私 

研：藤𠩤 研介  考えられた言葉で話す私 

介：🔯☪⛩🌱 秘密のコトバで話す私 

ふじわら けんすけ 

+63+32+82+101+91=+369 

(+63+37+82+101+91=+374) 

+24+105(+111)+33+24=+186(+192) 

= SUM+555(+560)(+561)(+566) 

(人工言語での数字で表記することもできる。) 
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 (P.320～P.323読誦省略)  תנ״ך תורהְנביאיםְוכתובים

 +400+50+500=+950 
タナハ ユダヤ 教 ヘブライ語聖書 (原文 右横書き) 

創世記 ََّّבראשית  
 

רֶץ׃  ְ אָּ ְהְָּ תְ  אְֵ  ם ְְְוְּ י   ְ מַּ שָּ ת ְְְהַּ יםְאְֵ   ְ ְאֱלְֹה  אְ   ְ רָּ יתְבָּ  ְ ש  רֵאְ  א]ְ 1ְ1ְְְְְְבְּ  [סְ 
→ +2+200+1+300+10+400=+913, +2+200+1=+203, +1+30+5+10+600=+646,  

+1+400=+401, +5+300+40+10+600=+955, +6+1+400=+407, +5+1+200+900=+1106.  

= SUM+4631 

הוְְּ ב ְ  הוּ  ְְוָּ הְת ְ   ְ תָּ יְּ רֶץְהָּ  ְ אָּ  הְָּ  2ְוְּ
ח ְ  ְוְּ לשֶ  נֵי ְ ־ ְךְעַּ הְ ְְפְּ םתְּ ََّّו   

ְ ר  חֶ ְ אֱלֹה ְ ְחְַּ וּוְּ רַּ ליםְמְּ נֵיְ ־ְפֶתְעַּ ְ ְפְּ מָּ םהָּ ׃ְי   
+6+5+1+200+900=1112, +5+10+400+5=+420, +400+5+6=+411, +6+2+5+6=+19,  
+6+8+300+500=+814, +70+30=+100, +80+50+10=+140, +400+5+6+600=+1011,  

+6+200+6+8=220, +1+30+5+10+600=+646,  

+40+200+8+80+400=+728, +70+30=+100, +80+50+10=+140, +5+40+10+600=+655.  
= SUM+6516  

רְ׃ְ י־א ְו  ה  ַֽיְּ רְוַּ  ְא ְו  יְ   ְ ה  יםְיְּ  ְ ְאֱלֹה  אמֶרְ  י ְ   3ְוְַּ
יַּ 4ְַֽ ְ וַּ אְאֱלֹה  אְ ־יםְאֶתרְּ יהָּ רְכ  בְְט ְ־ְו   ו 

יַּבְְּ  א ְיםְבְֵ לְאֱלֹה ְ דְֵ וַּ רְוּבְֵ יןְהָּ ח ְ ו   ََّّ׃שֶךיןְהַּ

הְ  לָּ יְּ  ְ אְלָּ רָּ  ְ שֶךְקָּ ח  ְ  לַּ םְוְּ ו  ְיְ  רְ  ו  אְ  יםְ|ְלָּ  ְ אְאֱלֹה   ְ רָּ  5ְְוַּ יקְּ

ַֽَّ יוַּ  ה  ַֽעְֶ ־יְּ ירֶבְוַּ  ה  ם ְקֶרְיְ ב ְ ־יְּ ְ ְו   ׃ְדאֶחָּ

『タナハ』律法
ﾄ ｰ ﾗ ｰ

 創世記 天地の創造 

 

ユダヤ 教 朝夕の祈り  シェマア・イスラエル 

 ְ מַּ ְ ְעשְּ הוָּ הְ׀ְאֶחָּ ינוְּיְּ הוָּ הְאֱלֹהֵ  לְיְּ אֵ  רָּ שְּ ׃ְדי   
→ +300+40+70=+410, +10+300+200+1+30=541,  

+10+5+6+5=+26, +1+30+5+10+50+6=+102, +10+5+6+5=+26, +1+8+4=+13.  

= SUM+1118 

申命記 6 章 4 節 

(類似：民数記 15 章 41 節) 
 

רֶשרְכְ מְַַּ֞אְָּ־הכְ 23ְְס ְ לֶךְפְָּמְֶ ְ׀ְְו   סְְרַּ

כְ ־לכְָּ לְּ מְּ תְמַּ אְָּ َّו  ןְל ְ נָּ ְרֶץְ הָּ ְ תַּ ה  הוָּ שְְָּיְ אֱלֹהְֵ ְיְיְּ םְְמְַּ הַּ  י 
הְ  ְ ־אְוּוְּ קַּ יְ َّדפָּ לַּ נְ ְעָּ בְּ תל  ְלְ ־ְו  תְבְ בְַּ ו  ְ שְָּירוְּי  ְ אֲשְֶ ְםְ לַּ ְ יהוּרְב   ََّّהדָּ

 ְ כְֶ ־ימ  כְָּבָּ מְ ־לְםְמ  הוָּ עַּ ְיְּ ְ ְהְ ו  מְ ְוְ יְ אֱלֹהָּ ְְע   ו 

 ְ יָּ   ׃ְלעְַּ וְּ
→ +20+5=+25, +1+40+200=+241, +20+6+200+300=+526,  

+40+30+800=+870, +80+200+60=+340,  

+20+30=+50, +40+40+30+20+6+400=+536, +5+1+200+900=+1106,  

+50+400+700=+1150, +30+10=+40,  

+10+5+6+5=+26, +1+30+5+10=+46, +5+300+40+10+600=+955,  

+6+5+6+1=+18, +80+100+4=+184, +70+30+10=+110,  

+30+2+50+6+400=+488, +30+6=+36,  

+2+10+400=+412, +2+10+200+6+300+30+600=1148,  

+1+300+200=+501, +2+10+5+6+4+5=+32,  

+40+10=+50, +2+20+600=+622,  

+40+20+30=+90, +70+40+6=+116,  

+10+5+6+5=+26, +1+30+5+10+6=+52, +70+40+6=+116,  

+6+10+70+30=+116.  

= SUM+10028  

『タナハ』諸 書
ｹﾄｩｰﾋﾞｰﾑ

 歴代誌 下  王とバビロン捕囚 
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Βίβλος    ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ   
+2+10+2+30+70+200=+314  +20+1+300+1=+322, +40+1+9+9+1+1+70+50=181.  
= SUM+503 

1 Βίβλος γενέσεως Ἰησοῦ Χριστοῦ υἱοῦ Δαυὶδ υἱοῦ Ἀβραάμ.  
+2+10+2+30+70+200=+314, +3+5+50+5+200+5+800+200=+1268, 
+10+8+200+70+400=+688,  

+600+100+10+200+300+70+400=+1680, +400+10+70+400=880, +4+1+400+10+4=+459,  

+400+10+70+400=880, 1+2+100+1+1+40=145. = SUM+6314 
 

Κυριακή προσευχή  
+20+400+100+10+1+20+8=+559, +80+100+70+200+5+400+600+8=+1463.  

= SUM+2022 
Πάτερ ἡμῶν ὁ ἐν τοῖς οὐρανοῖς  ̇   

+80+1+300+5+100=486, +8+40+800+50=+898,  

=+70, +5+50=+55, +300+70+10+200=+580,  
+70+400+100+1+50+70+10+200=+901. = SUM+2990 

ἁγιασθήτω τὸ ὄνομά σου ̇  

+1+3+10+1+200+9+8+300+800=+1332, +300+70=+370,  
+70+50+70+40+1=+231, +200+70+400=+670. = SUM+2603 

10 ἐλθέτω ἡ βασιλεία σου  ̇     

γενηθήτω τὸ θέλημά σου,  
ὡς ἐν οὐρανῷ καὶ ἐπὶ γῆς  ̇   

11 τὸν ἄρτον ἡμῶν τὸν ἐπιούσιον  
δὸς ἡμῖν σήμερον  ̇   

12 καὶ ἄφες ἡμῖν τὰ ὀφειλήματα ἡμῶν,   

ὡς καὶ ἡμεῖς ἀφήκαμεν τοῖς ὀφειλέταις ἡμῶν ̇   
13 καὶ μὴ εἰσενέγκῃς ἡμᾶς εἰς πειρασμόν,   

+20+1+10=+31, +40+8=+48, 

+5+10+200+5+50+5+3+20+8+200=+506, 

+8+40+1+200=+249,  

+5+10+200=+215, +80+5+10+100+1+200+40+70+50=+556.  

= SUM+1605 
ἀλλὰ ῥῦσαι ἡμᾶς ἀπὸ τοῦ πονηροῦ.   

+1+30+30+1=+62, 100+400+200+1+10=711,  

+8+40+1+200=+249, +1+80+70=+151,  
+300+70+400=+770, +80+70+50+8+100+70+400=+778.  

= SUM+2721 

ὅτι σοῦ ἐστιν ἡ βασιλεία  
καὶ ἡ δύναμις  

καὶ ἡ δόξα εἰς τοὺς αἰῶνας. ἀμήν.  +1+40+8+50=+99 

 

『新約聖書』 

マタイによる福音書 

6 章 9 節～13 節 主の祈
いのり

と頌栄
しょうえい

 

Παρθένες
パ ル テ ネ ス

 μου
ム ー

 
+80+1+100+9+5+50+5+200=+450, 

+40+70+400=+510. = SUM+960 
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 382+=50+1+200+100+30+1+  القرآن

َِّمَِّــــــسَّۡبَِّ حََّّۡٱللّ  نَِّٱلر  َ حِيََّّم    َّمَِّــٱلر 
+2+60+40=102, +1+30+30+5=66,  

+1+30+200+8+40+50=+329, 

+1+30+200+8+10+40=+289.  

= SUM+786 

ََِّّدَُّحَمَّۡٱلَّۡ لََمِينََّٱلََّّۡرَب َََِّّّلِلّ   ََّّع   
+1+30+8+40+4=+83, +30+30+5=+65, +200+2=+202,  

+1+30+70+30+40+10+50=+231. = SUM+581 

 

第 55 章 70 節～78 節 

ت َّخَيََّّۡفيِهِن َّ َ  ٠ََّّحِسَان ََّّر   
+80+10+5+50=+145, +600+10+200+400=+1210,  

+8+60+1+50=+119. = SUM+1474 

باَنََِّّرَب ِكُمَاَّءَالََءََِّّفبَأِىَ َِّ  ٠َََّّّتكَُذ ِ  

+80+2+1(+10)=+83(+93), 

(+1)+1+30+1(+1)=+32(+34),  

+200+2+20+40+1=+263, 

+400+20+7+700+2+1+50=+1180.  

= SUM+1558(+1568, +1570) 

قَّۡ م  ت َّحُور  َ  ٠ََّّخِياَمَِّٱلََّّۡقِىَّصُور   
+8+6+200+40+100+90+6+200+400=+1050,  

+100+1=+101, (+100+10=+110),  

+1+30+600+10+1+40=+682. = SUM+1833(+1842) 

بَََّّفبَأِىَ َِّ  ٠َََّّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّوَلََجَآن ََّّلَهُمَّۡقبَََّّۡإنِس ََّّهُن َّمِثَّۡيطَََّّۡلمََّۡ  

بَََّّفبَأِىَ َِّ  ٠َََّّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

 ٠ََّّحِسَان ََّّقَرِى  َّوَعَبََّّۡر َّخُضََّّۡرَف َّفَّۡرَََّّعَلَى ََّّمُت كِ ـيِنََّ  

بَََّّفبَأِىَ َِّ ٠٠َََّّّنَِّاءَالََءَِّرَب ِكُمَاَّتكَُذ ِ  

رََكََّ لَِّجََّٱلََّّۡذِىَّرَب ِكَََّّمَُّٱسََّّۡتبَ   ـ  ٠ََّّرَامَِّكَّۡوَٱلََِّّۡۡلَ  
+400+2+200+20=+622, +1+60+40=+101,  

+200+2+20=+222, +7+1=+8(+7+10=+17),  

+1+30+3+30+30=+94, 

+6+1+30+1+20+200+1+40=+299.  

= SUM+1346(+1355) 
『クルアーン』 
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∵
『

』 

+010,000. 

 

∵🔯⇄ 

0+10+66 

○●○🔯◎王99▲00��ة ﾟ▽ﾟ■ﾟ◇ﾟ★ 

1+6+1+10+2+100+530+7+0+3+99-91+8+4-91+9+5 

 (= SUM+678) 
一+1🔯≒(☯⇈🕉⇈✡⇈☦⇈☪⇈ 

    ⛩⇈☸⭦✝⭧🌱⇄) 
一-1王≒(一⇈二⇈三⇈四⇈五⇈六⇈七⭦八⭧九⇄) 

+10-25-96 = -111, 

+11+69+12+69+13+69+14+69+15+69 =+410, 

+16+69+17+68+18+67+19+66 =+340. 

(= SUM+639) 

 

           🔯                        
+43+80+10+43=+176, +70+84=+154. = SUM+330 

 
○🔯●    ⇄◎48💛      ▲         ▽00■ˆ●˙/＼^0̃ ◇__◇;‹›3>=★⭧         

+1+10+6+80+66+2+48+7+99+3+79+8+00 

+4-90+6-97-95+0+9-98-98+9-99+5+67+98= SUM+30 

      ⭧●71→💛99■    ,, 

              ⇄∵◇七∵72→          ∈˚★̇ :› 

◇       →Д◇    ∈∵○д     ,д91★ 

┌∵○◎▲■★●💛▽◇┘ 

○92 

Д30● 

┌∵○◎▲■★●💛▽◇┘ 
+00+01+02+03+04+05+06+07+08+09= SUM+45 

 

∵
『

』 

+010,000. 
(P.320～P.323 読誦省略 終わり)  
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☪ 
Star and Crescent 星と三日月 

 

 

 

 

 للإسلامَّ
イスラム教 

 

 قرآنَّ
クルアーン(コーラン) 

 

 سورةََّّالفاتحةَّ
開扉 

(スーラ
章

 アル=ファーティハ：Al-Fatiha ) P.302～ 

 سورةَّالرحمنَّ
慈愛ゆかしき御方 

(スーラ アル=っらふマーン：Al-Rrahman ) P.304～ 

 اسماءَّاللهَّالحسنىَّ
アッラーフの 99 の美名(Asma’ Alllah al-Ḥusná ) 

数秘術(記数法)   P.312～ 
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⚛

🔯 
 

言語 

数字
Number 

  漢
ハァン 4

字
ヅゥ 4

 デーヴァナーガリー
देवनागरी

文字 

アレフベート
א ל פ ב י ת

 アルパベータ
α λ φ ά β η τ ο  

 アリフバー
أ  ل  ف ب  ا ء

 

五
ご

十
じゅう

音
おん

 アルファベット
A l p h a b e t  

  

ダイアクリティカル
d i a c r i t i c a l

 マーク
m a r k

 アー
А

ベー
Б

ゲー
Г
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数字 Number 
Myouwish0～9 

∵ｩｨｧ ○イ ◎ア ▲エ ■オ ★ウウ 

   ●ユ 🧡ヤ ▽ｲｪ ◇ヨ 

 

漢
かん

数
すう

字
じ

(中国語 0～10、20、30、100、1000、10000) 
〇ﾘﾝ 2  一ｲー 1 二ｳー ｧﾙ 4 三ｻｧﾝ 1 四ｽｩ 4 五ｳー 3 六ﾘｫｳ 4 七ﾁｨー 1 八ﾊ゚ ｧー 1 九ﾁ゙ ｫｳ 3 

十ｼｨｰ 2 廿ﾆｨｪﾝ 4 卅ｻｧｰ 4 百ﾊﾟｧｨ 3  千ﾁｨｪﾝ 1 万ｳｧﾝ 4 

 

デーヴァナーガリー数字(サンスクリット語 0～11、20) 

० ｼｭｰﾝﾆｬﾑ शून्त्यम्  १ ｴｰｶﾑ एकम्  २ ﾄﾞｳﾞｪｰ दे्व   

३ ﾄﾘｰﾆ रीधण  ४ ﾁｬｯﾄｳﾞｧｰﾘ ि्वारर  ५ ﾊﾟﾝﾁｬ पञ्ि   

६ ｼｬﾄ िट्  ७ ｻﾌﾟﾀ सप्त  ८ ｱｼｭﾀ अष्ट  ९ ﾅｳﾞｧ नव   

१० ﾀﾞｼｬ दश  ११ ｴｰｶｰﾀﾞｼｬ एकादश २० ｳﾞｨﾑｼｬﾃｨﾋ धवंशधतः 

 

ヘブライ語 (0～9 女性形、男性形、混在。) 

0 ｴ ﾌ ｪ ｽ ספְֶאְֶ  1 ｱ ﾊ ｯ ﾄ תְחְַּאְַּ  2 ｼ ｪ ﾀ ｲ ﾑ םְיְ תְַּשְְּ   

3 ｼｪﾛｼｬｰ הלשְָּשְְּ  4 ｱﾙﾊﾞｱｰ ְאְַּ העְָּבְָּרְּ  5 ﾊﾐｼｬｰ השְָּמְ חְֲ   

6 ｼｼｬｰ השְָּש ְ  7 ｼｳﾞｱｰ העְָּבְְּשְ    

8 ｼｪﾓﾅｰ הנְָּוְ משְְּ  9 ﾃｨｼｭｱｰ הְעְָּשְְּתְ   

 

古典ギリシャ語 (0～12、100～100000) 

0 ｹﾉﾝ(ﾒｰﾃﾞﾝ) Κένον(μηδέν) 1 ﾐｱ μία  

2 ﾃﾞｭｵ δύο 3 ﾄﾘｱ τρία 4 ﾃｯﾀﾗ τέτταρα  

5 ﾍ ﾟ ﾝ ﾃ π έ ν τ ε  6 ﾍ ｸ ｽ ἕ ξ  

7 ﾍﾌﾟﾀ ἑπτά 8 ｵｸﾄｰ ὀκτώ 9 ｴﾝﾈｱ ἐννέα  

10 ﾃﾞｶ δέκα 11 ﾍﾝﾃﾞｶ ἕνδεκα 12 ﾄﾞｰﾃﾞｶ

δώδεκα 100 ﾍｶﾄﾝ ἑκατόν 1000 ｷｰﾘｱｲ χίλιαι  

10000 ﾐｭｰﾘｱｲ μύριαι 100000 δεκακισμύριαι  
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インド数字 (アラビア語 0～9) 
(男性名詞、女性名詞で異なり、この例では混在。) 

٠ｽｨﾌﾗ١ صفرةﾜｰﾋﾀﾞ٢ واحدةｲｽﾅﾀｰﾝ٣ اثنتانｻﾗｰｻَّثلاثة  

٤ｱ ﾙ ﾊ ﾞ ｱ٥   أربعةﾊ ﾑ ｻ٦   خمسةｽ ｨ ｯ ﾀستة  

٧ｻﾌﾞｱ٨   سبعةｻﾏｰﾆﾔ٩   ثمانيةﾃｨｽｱَّتسعة  

 

日本語 大
だい

字
じ

 (0～10、100、1000、10000) 

零れい   壱いち 弐に 参さん  

肆よん(し) 伍ご 陸ろく 漆しち(なな) 

捌はち   玖きゅう(く) 拾(什)じゅう 

佰ひゃく  仟せん    萬(万)まん 
和語：1ひー 2ふー 3みー 4よー 5いつ 6むう 7なー 8やー 9ここのつ 10とー 

 

English  (0～13、20) 

Zero ｾﾞﾛ  One ﾜﾝ  Two ﾄｩｰ  Three ｽﾘｰ  

Four ﾌｫｰ Five ﾌｧｲﾌﾞ Six ｼｯｸｽ Seven ｾﾌﾞﾝ 

Eight ｴｲﾄ Nine ﾅｲﾝ Ten ﾃﾝ Eleven ｲﾚﾌﾞﾝ  

Twelve ﾄｩｳｪﾙﾌﾞ Thirteen ｻｰﾃｨｰﾝ Twenty ﾄｩｳｪﾝﾃｨ 

 

ドイツ語 (0～10) 

0 ﾇﾙ nu l l  1 ｱｲﾝｽ e in s  2 ﾂｳﾞｧｲ zw e i  

3 ﾄﾞﾗｲ d r e i  4 ﾌｨｰｱ v i e r  5 ﾌﾝﾌ f ü n f  

6 ｾﾞｸｽ sechs 7 ｽﾞｨｰﾍﾞﾝ sieben 8 ｱﾊﾄ acht  

9 ﾉ ｲ ﾝ n o u n  1 0 ﾂ ｪ ｰ ﾝ z e h n 

 

ロシア語 (0～10) 
0 ﾉﾘ Ноль 1 ｱｼﾞﾝ Оди́н 2 ﾄﾞｩｳﾞｧ Два  

3 ﾄｩﾘｰ Три 4 ﾁｨﾄｩｨﾘ Четы́ре 5 ﾋﾟｬｰﾁ Пять  

6 ｼｬｽﾁ Шесть 7 ｽｪｰﾐ Семь 8 ｳﾞｫｰｽｨﾐ Во́семь 

9 ﾁﾞｪｰｳﾞｨﾁ Де́вять 10 ﾁﾞｪｰｽｨﾁ Де́сять   
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日本
にほん

国
こく

の漢
かん

字
じ

 

平成二十二年十一月三十日 

内閣告示第二号 常用漢字(2136 字) 

 

☰あ～かん 

亜
ア

哀
アイ

挨愛曖悪
アク

握圧
アツ

扱
あつかウ

宛
あテル

嵐
あらし

安
アン

案暗以
イ

衣位囲 

医依委威為畏胃尉異移萎偉椅彙意違維慰 

遺緯域
イキ

育
イク

一
イチ

壱逸
イツ

茨
いばら

芋
いも

引
イン

印因咽姻員院淫陰 

飲隠韻右
ウ

宇羽雨唄
うた

鬱
ウツ

畝
うね

浦
うら

運
ウン

雲永
エイ

泳英映栄 

営詠影鋭衛易
エキ

疫益液駅悦
エツ

越謁閲円
エン

延沿炎 

 

怨宴媛援園煙猿遠鉛塩演縁艶汚
オ

王
オウ

凹央応 

往押旺欧殴桜翁奥横岡
おか

屋
オク

億憶臆虞
おそれ

乙
オツ

俺
おれ

卸
おろス

 

音
オン

恩温穏下
カ

化火加可仮何花佳価果河苛科 

架夏家荷華菓貨渦過嫁暇禍靴寡歌箇稼課 

蚊
か

牙
ガ

瓦我画芽賀雅餓介
カイ

回灰会快戒改怪拐 

 

悔海界皆械絵開階塊楷解潰壊懐諧貝
かい

外
ガイ

劾 

害崖涯街慨蓋該概骸垣
かき

柿各
カク

角拡革格核殻 

郭覚較隔閣確獲嚇穫学
ガク

岳楽額顎掛
かケル

潟
かた

括
カツ

活 

喝渇割葛滑褐轄且
かツ

株
かぶ

釜
かま

鎌
かま

刈
かル

干
カン

刊甘汗缶完 

肝官冠巻看陥乾勘患貫寒喚堪換敢棺款間 
 

日本語の漢字学習の基礎と中国語での読み 

王
ゥアン 2

玉
ユイー4

  正
ヂァン 4

 上
シァン 4

下
シィア 4

左
ヅゥオ 3

右
イォウ 4

 大
ダァー4

中
ヂォン 1

小
シィアォ 3

 

一二三四五六七八九 十
シィー2

 天
ティェン 1

気
き

( 气
チィー4

) 雨
ユイー3

 夕
シィー1

空
コォン 1

 

百
パァィ 3

千
チィェン 1

円
えん

( 圓
ユァン 2

) 山
シァン 1

川
チゥァン 1

 田
ティェン 2

 森
セン 1

 竹
ヂゥー2

林
リィン 2

 石
ダァン 4

 草
ツァォ 3

花
フゥア 1

 

女
ヌゥー3

男
ナァン 2

子
ヅゥ

 人
レェン 2

 目
ムゥー4

耳
ウーァル 3

口
コォゥ 3

手
シォゥ 3

足
ヅゥー2

 

赤
チィー4

青
チィン 1

白
パァィ 2

   犬
チュァン 3

 貝
ペェィ 4

 虫
チォン 2

 本
ペェン 3

 

日
リィー4

 月
ュエ 4

火
フゥオ 3

水
シゥェイ 3

木
ムゥー4

金
ヂィン 1

 土
トゥー3

 先
シィェン 1

生
シァン 1

 学
シュエ 2

校
ヂィアォ 4

 町
ティン 3

村
ツゥェン 1

 

立
リィー4

 見
ヂィェン 4

音
イン 1

出
チゥー1

入
ルゥー4

早
ヅァォ 3

 休
シォウ 1

  

糸
いと

(丝
スゥ 1

) 車
チゥーァ 1

(车) 力
リィー4

名
ミィン 2

 文
ウェン 2

字
ヅゥ 4

 年
ニィェン 2

    

計 八十文字 残り二十文字(∵～🌱等)は自分で足し、学ぶ。  
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☱かん～けん 

閑勧寛幹感漢慣管  関歓監緩憾還館環 

簡観韓艦鑑丸
ガン

含岸  岩玩眼頑顔願企
キ

伎 

危机気岐希忌汽奇  祈季紀軌既記起飢 

鬼帰基寄規亀喜幾  揮期棋貴棄毀旗器 

畿輝機騎技
ギ

宜偽欺  義疑儀戯擬犠議菊
キク

 

 

吉
キチ

喫
キツ

詰却
キャク

客脚逆
ギャク

虐九
キュウ

久及弓丘旧休吸朽臼 

求究泣急級糾宮救球給嗅窮牛
ギュウ

去
キョ

巨居拒拠 

挙虚許距魚
ギョ

御漁凶
キョウ

共叫狂京享供協況峡挟 

狭恐恭胸脅強教郷境橋矯鏡競響驚仰
ギョウ

暁業 

凝曲
キョク

局極玉
ギョク

巾
キン

斤均近金菌勤琴筋僅禁緊錦 

 

謹襟吟
ギン

銀区
ク

句苦駆具
グ

惧愚空
クウ

偶
グウ

遇隅串
くし

屈
クツ

掘 

窟熊
くま

繰
くル

君
クン

訓勲薫軍
グン

郡群兄
ケイ

刑形系径茎係型 

契計恵啓掲渓経蛍敬景軽傾携継詣慶憬稽 

憩警鶏芸
ゲイ

迎鯨隙
ゲキ

劇撃激桁
けた

欠
ケツ

穴血決結傑潔 

月
ゲツ

犬
ケン

件見券肩建研県倹兼剣拳軒健険圏堅 

 
漢語 拼音(ピンイン)音節 420 種  

注音符號：Zhùyīn Fúhào(ㄅㄆㄇㄈ：bopomofo)、国際音声記号、例字(漢字の簡体字：jiǎntǐzì) 

これと声調(四声)の組合わせた音節となり、また、これら以外に、児化(簡体字：儿化、アル化)音節が存在する。 

zhiㄓ[ʈʂʅ]之 chiㄔ[ʈʂʰʅ]吃 shiㄕ[ʂʅ]施 riㄖ[ʐʅ]日 ziㄗ[ʦɿ]姿 ciㄘ[ʦʰɿ]磁 siㄙ[sɿ]思 

aㄚ[ɑ]阿 baㄅㄚ[pɑ]八 paㄆㄚ[pʰɑ]爬 maㄇㄚ[mɑ]麻 faㄈㄚ[fɑ]法 daㄉㄚ[tɑ]答 taㄊㄚ[tʰɑ]他 

naㄋㄚ[nɑ]那 laㄌㄚ[lɑ]拉 gaㄍㄚ[kɑ]嘎 kaㄎㄚ[kʰɑ]喀 haㄏㄚ[xɑ]哈 zhaㄓㄚ[ʈʂɑ]炸 

chaㄔㄚ[ʈʂʰɑ]茶 sha ㄕㄚ[ʂɑ]沙 zaㄗㄚ[ʦɑ]匝 caㄘㄚ[ʦʰɑ]擦 saㄙㄚ[sɑ]撒 

oㄛ[o]哦 boㄅㄛ[po]波 poㄆㄛ[pʰo]破 moㄇㄛ[mo]摸 foㄈㄛ[fo]佛 loㄌㄛ[lo]咯 

eㄜ[ɤ]俄 meㄇㄜ[mɤ]么 deㄉㄜ[tɤ]德 teㄊㄜ[tʰɤ]特 ne ㄋㄜ[nɤ]呢 leㄌㄜ[lɤ]勒 geㄍㄜ[kɤ]歌 

keㄎㄜ[kʰɤ]科 heㄏㄜ[xɤ]喝 zheㄓㄜ[ʈʂɤ]折 cheㄔㄜ[ʈʂʰɤ]撤 sheㄕㄜ[ʂɤ]舌 reㄖㄜ[ʐɤ]惹 

zeㄗㄜ[ʦɤ]仄 ceㄘㄜ[ʦʰɤ]册 seㄙㄜ[sɤ]色 

êㄝ[ɛ]欸 

aiㄞ[aɪ]愛 baiㄅㄞ[paɪ]白 paiㄆㄞ[pʰaɪ]拍 maiㄇㄞ[maɪ]埋 daiㄉㄞ[taɪ]代 taiㄊㄞ[tʰaɪ]太 

 naiㄋㄞ[naɪ]耐 lai ㄌㄞ[laɪ]来 gaiㄍㄞ[kaɪ]概 kai ㄎㄞ[kʰaɪ]開 haiㄏㄞ[xaɪ]海  

zhaiㄓㄞ[ʈʂaɪ]摘 chai ㄔㄞ[ʈʂʰaɪ]拆 shai ㄕㄞ[ʂaɪ]晒 zaiㄗㄞ[ʦaɪ]再 

caiㄘㄞ[ʦʰaɪ]菜 sai ㄙㄞ[saɪ]塞 

eiㄟ[eɪ]㗒 beiㄅㄟ[peɪ]悲 peiㄆㄟ[pʰeɪ]陪 meiㄇㄟ[meɪ]美 feiㄈㄟ[feɪ]非 deiㄉㄟ[teɪ]得 

teiㄊㄟ[tʰeɪ]忒 nei ㄋㄟ[neɪ]内 leiㄌㄟ[leɪ]雷 gei ㄍㄟ[keɪ]给 keiㄎㄟ[kʰeɪ]剋 hei ㄏㄟ[xeɪ]黑 

zheiㄓㄟ[ʈʂeɪ]这 shei ㄕㄟ[ʂeɪ]谁 zeiㄗㄟ[ʦeɪ]贼  

aoㄠ[aʊ]奥 baoㄅㄠ[paʊ]包 paoㄆㄠ[pʰaʊ]泡 maoㄇㄠ[maʊ]毛 daoㄉㄠ[taʊ]刀 taoㄊㄠ[tʰaʊ]桃 

naoㄋㄠ[naʊ]脑 laoㄌㄠ[laʊ]老 gaoㄍㄠ[kaʊ]高 kaoㄎㄠ[kʰaʊ]考 haoㄏㄠ[xaʊ]好 zhaoㄓㄠ[ʈʂaʊ]照  

chaoㄔㄠ[ʈʂʰaʊ]抄 shao ㄕㄠ[ʂaʊ]少 raoㄖㄠ[ʐaʊ]绕  

zaoㄗㄠ[ʦaʊ]早 caoㄘㄠ[ʦʰaʊ]草 saoㄙㄠ[saʊ]嫂 
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☲けん～し 

検嫌献絹遣権憲賢謙鍵繭顕験懸元
ゲン

幻玄言 

弦限原現舷減源厳己
コ

戸古呼固股虎孤弧故 

枯個庫湖雇誇鼓錮顧五
ゴ

互午呉後娯悟碁語 

誤護口
コウ

工公勾孔功巧広甲交光向后好江考 

行坑孝抗攻更効幸拘肯侯厚恒洪皇紅荒郊 

 

香候校耕航貢降高  康控梗黄喉慌港硬 

絞項溝鉱構綱酵稿  興衡鋼講購乞
こウ

号
ゴウ

合 

拷剛傲豪克
コク

告谷刻  国黒穀酷獄
ゴク

骨
コツ

駒
こま

込
こム

 

頃
ころ

今
コン

困昆恨根婚混  痕紺魂墾懇左
サ

佐沙 

査砂唆差詐鎖座
ザ

挫  才
サイ

再災妻采砕宰栽 

 

彩採済祭斎細菜最裁債催塞歳載際埼
さい

在
ザイ

材 

剤財罪崎
さき

作
サク

削昨柵索策酢搾錯咲
さク

冊
サツ

札刷刹 

拶殺察撮擦雑
ザツ

皿
さら

三
サン

山参桟蚕惨産傘散算酸 

賛残
ザン

斬暫士
シ

子支止氏仕史司四市矢旨死糸 

至伺志私使刺始姉枝祉肢姿思指施師恣紙 

 
ouㄡ[oʊ]欧 pouㄆㄡ[pʰoʊ]剖 mouㄇㄡ[moʊ]某 fouㄈㄡ[foʊ]否 douㄉㄡ[toʊ]豆 touㄊㄡ[tʰoʊ]投 

 nouㄋㄡ[noʊ]耨 lou ㄌㄡ[loʊ]漏 gouㄍㄡ[koʊ]狗 kou ㄎㄡ[kʰoʊ]口 houㄏㄡ[xoʊ]厚  

zhouㄓㄡ[ʈʂoʊ]周 chou ㄔㄡ[ʈʂʰoʊ]抽 shou ㄕㄡ[ʂoʊ]手 rouㄖㄡ[ʐoʊ]肉 zouㄗㄡ[ʦoʊ]走 

couㄘㄡ[ʦʰoʊ]凑 sou ㄙㄡ[soʊ]艘 

mㄇ[m̩]呣 hmㄏㄇ[hm̩]噷 

nㄋ[n̩]嗯 

anㄢ[an]安 banㄅㄢ[pan]般 panㄆㄢ[pʰan]判 manㄇㄢ[man]慢 fanㄈㄢ[fan]翻 danㄉㄢ[tan]丹 

tanㄊㄢ[tʰan]炭 nan ㄋㄢ[nan]南 lanㄌㄢ[lan]懒 gan ㄍㄢ[kan]感 kanㄎㄢ[kʰan]看 han ㄏㄢ[xan]寒  

zhanㄓㄢ[ʈʂan]占 chan ㄔㄢ[ʈʂʰan]产 shan ㄕㄢ[ʂan]山 ranㄖㄢ[ʐan]然 zanㄗㄢ[ʦan]赞  

canㄘㄢ [ʦʰan]餐 san ㄙㄢ[san]三 

enㄣ[ən]恩 benㄅㄣ[pən]本 penㄆㄣ[pʰən]盆 menㄇㄣ[mən]门 fenㄈㄣ[fən]分 denㄉㄣ[tən]扽 

nenㄋㄣ[nən]嫩 genㄍㄣ[kən]根 kenㄎㄣ[kʰən]肯 hen ㄏㄣ[xən]很 zhenㄓㄣ[ʈʂən]真 

chenㄔㄣ[ʈʂʰən]臣 shen ㄕㄣ[ʂən]深 renㄖㄣ[ʐən]人 zenㄗㄣ[ʦən]怎 cenㄘㄣ[ʦʰən]岑 

senㄙㄣ[sən]森 ngㄫ[ŋ̩]嗯 hngㄏㄫ[hŋ̩]哼 

angㄤ[ɑŋ]昂 bangㄅㄤ[pɑŋ]邦 pangㄆㄤ[pʰɑŋ]旁 mangㄇㄤ[mɑŋ]忙 fangㄈㄤ[fɑŋ]放 dang ㄉㄤ[tɑŋ]党 

tangㄊㄤ[tʰɑŋ]唐 nang ㄋㄤ[nɑŋ]囊 langㄌㄤ[lɑŋ]浪 gangㄍㄤ[kɑŋ]港 kang ㄎㄤ[kʰɑŋ]康 

hangㄏㄤ[xɑŋ]航 zhang ㄓㄤ[ʈʂɑŋ]章 chang ㄔㄤ[ʈʂʰɑŋ]昌 shang ㄕㄤ[ʂɑŋ]上 rangㄖㄤ[ʐɑŋ]嚷 

zangㄗㄤ[ʦɑŋ]葬 cang ㄘㄤ[ʦʰɑŋ]仓 sangㄙㄤ[sɑŋ]桑 
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☳し～しり 

脂視紫詞歯嗣試詩  資飼誌雌摯賜諮示
ジ

 

字寺次耳自似児事  侍治持時滋慈辞磁 

餌璽鹿
しか

式
シキ

識軸
ジク

七
シチ

叱
シツ

  失室疾執湿嫉漆質 

実
ジツ

芝
しば

写
シャ

社車舎者射  捨赦斜煮遮謝邪
ジャ

蛇 

尺
シャク

借酌釈爵若
ジャク

弱寂  手
シュ

主守朱取狩首殊 

 

珠酒腫種趣寿
ジュ

受呪  授需儒樹収
シュウ

囚州舟 

秀周宗拾秋臭修袖  終羞習週就衆集愁 

酬醜蹴襲十
ジュウ

汁充住  柔重従渋銃獣縦叔
シュク

 

祝宿淑粛縮塾
ジュク

熟出
シュツ

  述
ジュツ

術俊
シュン

春瞬旬巡
ジュン

盾 

准殉純循順準潤遵  処
ショ

初所書庶暑署緒 

 

諸女
ジョ

如助序叙徐除小
ショウ

升少召匠床抄肖尚招 

承昇松沼昭宵将消症祥称笑唱商渉章紹訟 

勝掌晶焼焦硝粧詔証象傷奨照詳彰障憧衝 

賞償礁鐘上
ジョウ

丈冗条状乗城浄剰常情場畳蒸 

縄壌嬢錠譲醸色
ショク

拭食植殖飾触嘱織職辱
ジョク

尻
しり

 
 
engㄥ[ɤŋ]鞥 bengㄅㄥ[pʌŋ]崩 pengㄆㄥ[pʰɤŋ]朋 mengㄇㄥ[mɤŋ]猛 fengㄈㄥ[fɤŋ]封 deng ㄉㄥ[tɤŋ]登 

tengㄊㄥ[tʰɤŋ]藤 neng ㄋㄥ[nɤŋ]能 lengㄌㄥ[lɤŋ]冷 gengㄍㄥ[kɤŋ]更 keng ㄎㄥ[kʰɤŋ]坑 

hengㄏㄥ[xɤŋ]衡 zheng ㄓㄥ[ʈʂɤŋ]蒸 cheng ㄔㄥ[ʈʂʰʌŋ]城 shengㄕㄥ[ʂɤŋ]生 rengㄖㄥ[ʐɤŋ]仍 

zengㄗㄥ[ʦɤŋ]增 ceng ㄘㄥ[ʦʰʌŋ]层 sengㄙㄥ[sɤŋ]僧 

erㄦ[ɑɻ]二 

 

yiㄧ[ji]一 biㄅㄧ[pi]鼻 piㄆㄧ[pʰi]皮 miㄇㄧ[mi]米 diㄉㄧ[ti]地 tiㄊㄧ[tʰi]提 ni ㄋㄧ[ɲi]泥 

liㄌㄧ[li]力 jiㄐㄧ[ʨi]济 qiㄑㄧ[ʨʰi]七 xiㄒㄧ[ɕi]西 

yaㄧㄚ[jɑ]牙 diaㄉㄧㄚ[tiɑ]嗲 niaㄋㄧㄚ[ɲiɑ]㖸 lia ㄌㄧㄚ[liɑ]俩 jiaㄐㄧㄚ[ʨiɑ]家 

qiaㄑㄧㄚ[ʨʰiɑ]洽 xia ㄒㄧㄚ[ɕiɑ]下 

yoㄧㄛ[jo]哟 

yeㄧㄝ[jɛ]也 bieㄅㄧㄝ[piɛ]别 pieㄆㄧㄝ[pʰiɛ]撇 mie ㄇㄧㄝ[miɛ]灭 dieㄉㄧㄝ[tiɛ]蝶 

tieㄊㄧㄝ[tʰiɛ]铁 nie ㄋㄧㄝ[ɲiɛ]捏 lieㄌㄧㄝ[liɛ]列 jieㄐㄧㄝ[ʨiɛ]接  

qieㄑㄧㄝ[ʨʰiɛ]切 xie ㄒㄧㄝ[ɕiɛ]些 

yaiㄧㄞ[jaɪ]睚 

yaoㄧㄠ[jɑʊ]要 biaoㄅㄧㄠ[piɑʊ]表 piaoㄆㄧㄠ[pʰiɑʊ]票 miao ㄇㄧㄠ[miɑʊ]秒 diaoㄉㄧㄠ[tiɑʊ]掉 

tiaoㄊㄧㄠ[tʰiɑʊ]跳 niao ㄋㄧㄠ[ɲiɑʊ]尿 liaoㄌㄧㄠ[liɑʊ]料 jiaoㄐㄧㄠ[ʨiɑʊ]交 

 qiaoㄑㄧㄠ[ʨʰiɑʊ]敲 xiaoㄒㄧㄠ[ɕiɑʊ]小 

youㄧㄡ[joʊ]有 miuㄇㄧㄡ[mioʊ]谬 diuㄉㄧㄡ[tioʊ]丢 niuㄋㄧㄡ[ɲioʊ]牛 liuㄌㄧㄡ[lioʊ]六 

jiuㄐㄧㄡ[ʨioʊ]就 qiu ㄑㄧㄡ[ʨʰioʊ]秋 xiuㄒㄧㄡ[ɕioʊ]秀 

yanㄧㄢ[jɛn]眼 bianㄅㄧㄢ[piɛn]便 pianㄆㄧㄢ[pʰiɛn]片 mian ㄇㄧㄢ[miɛn]面 dianㄉㄧㄢ[tiɛn]店 

tianㄊㄧㄢ[tʰiɛn]天 nian ㄋㄧㄢ[ɲiɛn]年 lianㄌㄧㄢ[liɛn]恋 jianㄐㄧㄢ[ʨiɛn]建  

qianㄑㄧㄢ[ʨʰiɛn]前 xian ㄒㄧㄢ[ɕiɛn]先 
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☴しん～たい 

心
シン

申伸臣芯身辛侵信津神唇娠振浸真針深 

紳進森診寝慎新審震薪親人
ジン

刃仁尽迅甚陣 

尋腎須
ス

図
ズ

水
スイ

吹垂炊帥粋衰推酔遂睡穂随
ズイ

髄 

枢
スウ

崇数据
すエル

杉
すぎ

裾
すそ

寸
スン

瀬
せ

是
ゼ

井
セイ

世正生成西声制姓 

征性青斉政星牲省凄逝清盛婿晴勢聖誠精 

 

製誓静請整醒税
ゼイ

夕
セキ

斥石赤昔析席脊隻惜戚 

責跡積績籍切
セツ

折拙窃接設雪摂節説舌
ゼツ

絶千
セン

 

川仙占先宣専泉浅洗染扇栓旋船戦煎羨腺 

詮践箋銭潜線遷選薦繊鮮全
ゼン

前善然禅漸膳 

繕狙
ソ

阻祖租素措粗組疎訴塑遡礎双
ソウ

壮早争 

 

走奏相荘草送倉捜  挿桑巣掃曹曽爽窓 

創喪痩葬装僧想層  総遭槽踪操燥霜騒 

藻造
ゾウ

像増憎蔵贈臓  即
ソク

束足促則息捉速 

側測俗
ゾク

族属賊続卒
ソツ

  率存
ソン

村孫尊損遜他
タ

 

多汰打
ダ

妥唾堕惰駄  太
タイ

対体耐待怠胎退 

 
yinㄧㄣ[jin]音 binㄅㄧㄣ[pin]斌 pinㄆㄧㄣ[pʰin]品 min ㄇㄧㄣ[min]民 ninㄋㄧㄣ[ɲin]您 

linㄌㄧㄣ[lin]林 jin ㄐㄧㄣ[ʨin]金 qinㄑㄧㄣ[ʨʰin]琴 xinㄒㄧㄣ[ɕin]新 

yangㄧㄤ[jɑŋ]羊 biang ㄅㄧㄤ[piɑŋ]饼 niangㄋㄧㄤ[ɲiɑŋ]娘 liangㄌㄧㄤ[liɑŋ]良 

jiangㄐㄧㄤ[ʨiɑŋ]江 qiangㄑㄧㄤ[ʨʰiɑŋ]腔 xiang ㄒㄧㄤ[ɕiɑŋ]象 

yingㄧㄥ[jiŋ]英 bing ㄅㄧㄥ[piŋ]兵 ping ㄆㄧㄥ[pʰiŋ]平 ming ㄇㄧㄥ[miŋ]名 dingㄉㄧㄥ[tiŋ]丁 

tingㄊㄧㄥ[tʰiŋ]听 ning ㄋㄧㄥ[ɲiŋ]凝 lingㄌㄧㄥ[liŋ]令 jing ㄐㄧㄥ[ʨiŋ]精 

qingㄑㄧㄥ[ʨʰiŋ]青 xing ㄒㄧㄥ[ɕiŋ]星 

wuㄨ[wu]五 buㄅㄨ[pu]部 puㄆㄨ[pʰu]普 muㄇㄨ[mu]木 fuㄈㄨ[fu]副 duㄉㄨ[tu]肚 tu ㄊㄨ[tʰu]土 

nuㄋㄨ[nu]努 luㄌㄨ[lu]路 guㄍㄨ[ku]古 kuㄎㄨ[kʰu]哭 huㄏㄨ[xu]湖 zhuㄓㄨ[ʈʂu]朱 

chuㄔㄨ[ʈʂʰu]出 shu ㄕㄨ[ʂu]舒 ruㄖㄨ[ʐu]如 zuㄗㄨ[ʦu]足 cuㄘㄨ[ʦʰu]粗 suㄙㄨ[su]速 

waㄨㄚ[wɑ]蛙 guaㄍㄨㄚ[kuɑ]瓜 kuaㄎㄨㄚ[kʰuɑ]跨 hua ㄏㄨㄚ[xuɑ]花 zhua ㄓㄨㄚ[ʈʂuɑ]抓 

chuaㄔㄨㄚ[ʈʂʰuɑ]欻 shua ㄕㄨㄚ[ʂuɑ]刷 ruaㄖㄨㄚ[ʐuɑ]挼 

woㄨㄛ[wɔ]我 duoㄉㄨㄛ[tuɔ]多 tuoㄊㄨㄛ[tʰuɔ]托 nuo ㄋㄨㄛ[nuɔ]糯 luoㄌㄨㄛ[luɔ]落 

guoㄍㄨㄛ[kuɔ]果 kuo ㄎㄨㄛ[kʰuɔ]括 huoㄏㄨㄛ[xuɔ]火 zhuoㄓㄨㄛ[ʈʂuɔ]桌 chuoㄔㄨㄛ[ʈʂʰuɔ]戳 

shuoㄕㄨㄛ[ʂuɔ]说 ruo ㄖㄨㄛ[ʐuɔ]若 zuoㄗㄨㄛ[ʦuɔ]作 cuoㄘㄨㄛ[ʦʰuɔ]错 suoㄙㄨㄛ[suɔ]所 

waiㄨㄞ[waɪ]外 guaiㄍㄨㄞ[kuaɪ]怪 kuaiㄎㄨㄞ[kʰuaɪ]快 huai ㄏㄨㄞ[xuaɪ]淮 zhuai ㄓㄨㄞ[ʈʂuaɪ]拽 

chuaiㄔㄨㄞ[ʈʂʰuaɪ]揣 shuai ㄕㄨㄞ[ʂuaɪ]衰 

weiㄨㄟ[weɪ]微 duiㄉㄨㄟ[tueɪ]堆 tuiㄊㄨㄟ[tʰueɪ]推 guiㄍㄨㄟ[kueɪ]鬼 kuiㄎㄨㄟ[kʰueɪ]葵 

huiㄏㄨㄟ[xueɪ]回 zhui ㄓㄨㄟ[ʈʂueɪ]追 chui ㄔㄨㄟ[ʈʂʰueɪ]吹 shuiㄕㄨㄟ[ʂueɪ]水 

ruiㄖㄨㄟ[ʐueɪ]瑞 zui ㄗㄨㄟ[ʦueɪ]最 cuiㄘㄨㄟ[ʦʰueɪ]崔 sui ㄙㄨㄟ[sueɪ]岁 

wanㄨㄢ[wan]完 duanㄉㄨㄢ[tuan]短 tuanㄊㄨㄢ[tʰuan]团 nuan ㄋㄨㄢ[nuan]暖 luanㄌㄨㄢ[luan]乱 

guanㄍㄨㄢ[kuan]管 kuanㄎㄨㄢ[kʰuan]款 huanㄏㄨㄢ[xuan]患 zhuanㄓㄨㄢ[ʈʂuan]专 

chuanㄔㄨㄢ[ʈʂʰuan]穿 shuan ㄕㄨㄢ[ʂuan]栓 ruanㄖㄨㄢ[ʐuan]软 zuanㄗㄨㄢ[ʦuan]钻 

cuanㄘㄨㄢ[ʦʰuan]竄 suan ㄙㄨㄢ[suan]算 
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☵たい～とく 

帯泰堆袋逮替貸隊  滞態戴大
ダイ

代台第題 

滝
たき

宅
タク

択沢卓拓託濯  諾
ダク

濁但
ただし

達
タツ

脱
ダツ

奪棚
たな

誰
だれ

 

丹
タン

旦担単炭胆探淡  短嘆端綻誕鍛団
ダン

男 

段断弾暖談壇地
チ

池  知値恥致遅痴稚置 

緻竹
チク

畜逐蓄築秩
チツ

窒  茶
チャ

着
チャク

嫡中
チュウ

仲虫沖宙 

 

忠抽注昼柱衷酎鋳駐著
チョ

貯丁
チョウ

弔庁兆町長挑 

帳張彫眺釣頂鳥朝貼超腸跳徴嘲潮澄調聴 

懲直
チョク

勅捗沈
チン

珍朕陳賃鎮追
ツイ

椎墜通
ツウ

痛塚
つか

漬
つケル

坪
つぼ

 

爪
つめ

鶴
つる

低
テイ

呈廷弟定底抵邸亭貞帝訂庭逓停偵 

堤提程艇締諦泥
デイ

的
テキ

笛摘滴適敵溺
デキ

迭
テツ

哲鉄徹 

 

撤天
テン

典店点展添転  塡田
デン

伝殿電斗
ト

吐妬 

徒途都渡塗賭土
ド

奴  努度怒刀
トウ

冬灯当投 

豆東到逃倒凍唐島  桃討透党悼盗陶塔 

搭棟湯痘登答等筒  統稲踏糖頭謄藤闘 

騰同
ドウ

洞胴動堂童道  働銅導瞳峠
とうげ

匿
トク

特得 

 
wenㄨㄣ[wən]文 dunㄉㄨㄣ[tuən]蹲 tunㄊㄨㄣ[tʰuən]吞 lunㄌㄨㄣ[luən]轮 gunㄍㄨㄣ[kun]棍 

kunㄎㄨㄣ[kʰun]昆 hun ㄏㄨㄣ[xun]混 zhun ㄓㄨㄣ[ʈʂuən]准 chun ㄔㄨㄣ[ʈʂʰuən]春 

shunㄕㄨㄣ[ʂuən]舜 runㄖㄨㄣ[ʐuən]润 zunㄗㄨㄣ[ʦuən]尊 cun ㄘㄨㄣ[ʦʰuən]村 sunㄙㄨㄣ[suən]孙 

wangㄨㄤ[wɑŋ]王 guang ㄍㄨㄤ[kuɑŋ]光 kuangㄎㄨㄤ[kʰuɑŋ]框 huangㄏㄨㄤ[xuɑŋ]皇 

zhuang ㄓㄨㄤ[ʈʂuɑŋ]装 chuang ㄔㄨㄤ[ʈʂʰuɑŋ]床 shuang ㄕㄨㄤ[ʂuɑŋ]双 

wengㄨㄥ[wɤŋ]翁 dong ㄉㄨㄥ[tʊŋ]冬 tongㄊㄨㄥ[tʰʊŋ]同 nong ㄋㄨㄥ[nʊŋ]弄 longㄌㄨㄥ[lʊŋ]龙 

gongㄍㄨㄥ[kʊŋ]共 kong ㄎㄨㄥ[kʰʊŋ]空 hongㄏㄨㄥ[xʊŋ]虹 zhong ㄓㄨㄥ[ʈʂʊŋ]中 

chongㄔㄨㄥ[ʈʂʰʊŋ]冲 rongㄖㄨㄥ[ʐʊŋ]容 zongㄗㄨㄥ[ʦʊŋ]宗 congㄘㄨㄥ[ʦʰʊŋ]匆 song ㄙㄨㄥ[sʊŋ]松 

 

yuㄩ[ɥy]雨 nüㄋㄩ[ɲy]女 lüㄌㄩ[ly]律 juㄐㄩ[ʨy]局 qu ㄑㄩ[ʨʰy]去 xuㄒㄩ[ɕy]需 

yueㄩㄝ[ɥyɛ]月 nüeㄋㄩㄝ[ɲyɛ]虐 lüeㄌㄩㄝ[lyɛ]略 jue ㄐㄩㄝ[ʨyɛ]决 

queㄑㄩㄝ[ʨʰyɛ]雀 xue ㄒㄩㄝ[ɕyɛ]雪 

yuanㄩㄢ[ɥyɛn]元 juan ㄐㄩㄢ[ʨyɛn]捐 quanㄑㄩㄢ[ʨʰyɛn]全 xuan ㄒㄩㄢ[ɕyɛn]宣 

yunㄩㄣ[ɥyn]云 junㄐㄩㄣ[ʨyn]均 qunㄑㄩㄣ[ʨʰyn]群 xun ㄒㄩㄣ[ɕyn]旬 

yongㄩㄥ[ɥyʊŋ]用 jiong ㄐㄩㄥ[ʨyʊŋ]炯 qiong ㄑㄩㄥ[ʨʰyʊŋ]穷 xiongㄒㄩㄥ[ɕyʊŋ]兄 
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☶とく～べい 

督徳篤毒
ドク

独読栃
とち

凸
トツ

突届
とどケル

屯
トン

豚頓貪
ドン

鈍曇丼
どんぶり

那
ナ

 

奈内
ナイ

梨
なし

謎
なぞ

鍋
なべ

南
ナン

軟難二
ニ

尼弐匂
におウ

肉
ニク

虹
にじ

日
ニチ

入
ニュウ

乳尿
ニョウ

 

任
ニン

妊忍認寧
ネイ

熱
ネツ

年
ネン

念捻粘燃悩
ノウ

納能脳農濃把
ハ

 

波派破覇馬
バ

婆罵拝
ハイ

杯背肺俳配排敗廃輩売
バイ

 

倍梅培陪媒買賠白
ハク

伯拍泊迫剝舶博薄麦
バク

漠 

 

縛爆箱
はこ

箸
はし

畑
はた

肌
はだ

八
ハチ

鉢  発
ハツ

髪伐
バツ

抜罰閥反
ハン

半 

氾犯帆汎伴判坂阪  板版班畔般販斑飯 

搬煩頒範繁藩晩
バン

番  蛮盤比
ヒ

皮妃否批彼 

披肥非卑飛疲秘被  悲扉費碑罷避尾
ビ

眉 

美備微鼻膝
ひざ

肘
ひじ

匹
ヒツ

必  泌筆姫
ひめ

百
ヒャク

氷
ヒョウ

表俵票 

 

評漂標苗
ビョウ

秒病描猫  品
ヒン

浜貧賓頻敏
ビン

瓶不
フ

 

夫父付布扶府怖阜  附訃負赴浮婦符富 

普腐敷膚賦譜侮
ブ

武  部舞封
フウ

風伏
フク

服副幅 

復福腹複覆払
フツ

沸仏
ブツ

  物粉
フン

紛雰噴墳憤奮 

分
ブン

文聞丙
ヘイ

平兵併並  柄陛閉塀幣弊蔽餅 

 
韻母  

声母：ø bㄅ[p] pㄆ[pʰ] mㄇ[m] fㄈ[f] dㄉ[t] t ㄊ[tʰ] nㄋ[n]/[ɲ] lㄌ[l] gㄍ[k] kㄎ[kʰ]  

hㄏ[x] jㄐ[ʨ] qㄑ[ʨʰ] xㄒ[ɕ] zhㄓ[ʈʂ] chㄔ[ʈʂʰ] shㄕ[ʂ] rㄖ[ʐ] zㄗ[ʦ] cㄘ[ʦʰ] sㄙ[s] 

開口呼：-i[ʅ]/[ɿ] aㄚ[ɑ] oㄛ[o] eㄜ[ɤ] êㄝ[ɛ]  

aiㄞ[aɪ] eiㄟ[eɪ] aoㄠ[aʊ] ouㄡ[oʊ]  

mㄇ[m̩] nㄋ[n̩] anㄢ[an] enㄣ[ən] ngㄫ[ŋ̩] angㄤ[ɑŋ] engㄥ[ɤŋ] erㄦ[ɑɻ]  

斉歯呼：iㄧ[i] iaㄧㄚ[iɑ] ioㄧㄛ[io] ieㄧㄝ[iɛ] iaiㄧㄞ[iaɪ] iaoㄧㄠ[iɑʊ]  

iuㄧㄡ[ioʊ] ianㄧㄢ[iɛn] inㄧㄣ[in] iangㄧㄤ[iɑŋ] ingㄧㄥ[iŋ] 

合口呼：uㄨ[u] uaㄨㄚ[uɑ] uoㄨㄛ[uɔ] uaiㄨㄞ[uaɪ] uiㄨㄟ[ueɪ] uanㄨㄢ[uan]  

unㄨㄣ[uən] uangㄨㄤ[uɑŋ] ongㄨㄥ[uɤŋ]  

撮口呼：üㄩ[y] üeㄩㄝ[yɛ] üanㄩㄢ[yɛn] ünㄩㄣ[yn] iongㄩㄥ[yʊŋ] 
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☷べい～り 

米
ベイ

壁
ヘキ

璧癖別
ベツ

蔑片
ヘン

辺  返変偏遍編弁
ベン

便勉 

歩
ホ

保哺捕補舗母
ボ

募  墓慕暮簿方
ホウ

包芳邦 

奉宝抱放法泡胞俸  倣峰砲崩訪報蜂豊 

飽褒縫亡
ボウ

乏忙坊妨  忘防房肪某冒剖紡 

望傍帽棒貿貌暴膨  謀頬
ほお

北
ホク

木
ボク

朴牧睦僕 

 

墨撲没
ボツ

勃堀
ほり

本
ホン

奔翻  凡
ボン

盆麻
マ

摩磨魔毎
マイ

妹 

枚昧埋幕
マク

膜枕
まくら

又
また

末
マツ

  抹万
マン

満慢漫未
ミ

味魅 

岬
みさき

密
ミツ

蜜脈
ミャク

妙
ミョウ

民
ミン

眠矛
ム

  務無夢霧娘
むすめ

名
メイ

命明 

迷冥盟銘鳴滅
メツ

免
メン

面  綿麺茂
モ

模毛
モウ

妄盲耗 

猛網目
モク

黙門
モン

紋問冶
ヤ

  夜野弥厄
ヤク

役約訳薬 

 

躍闇
やみ

由
ユ

油喩愉諭輸  癒唯
ユイ

友
ユウ

有勇幽悠郵 

湧猶裕遊雄誘憂融  優与
ヨ

予余誉預幼
ヨウ

用 

羊妖洋要容庸揚揺  葉陽溶腰様瘍踊窯 

養擁謡曜抑
ヨク

沃浴欲  翌翼拉
ラ

裸羅来
ライ

雷頼 

絡
ラク

落酪辣
ラツ

乱
ラン

卵覧濫  藍欄吏
リ

利里理痢裏 
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⚌⚍⚎⚏り～わん☯  ࿊ 

履璃離陸
リク

立
リツ

律慄略
リャク

柳
リュウ

流留竜 

 

粒隆硫侶
リョ

旅虜慮了
リョウ

両良料涼 

 

 

猟陵量僚領  寮療瞭糧力
リョク

 

 

緑林
リン

厘倫輪隣臨瑠
ル

涙
ルイ

累塁類 

 

 

令
レイ

礼冷励戻例鈴零霊隷齢麗 

 

暦
レキ

歴列
レツ

劣烈  裂恋
レン

連廉練 

 

 

錬呂
ロ

炉賂路  露老
ロウ

労弄郎 

 

朗浪廊楼漏  籠六
ロク

録麓論
ロン

 

 

 

和
ワ

話
ワ

賄
ワイ

 脇
わき

 

惑
ワク

 枠
わく

 

湾
ワン

腕
ワン
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部首(漢
Hàn

字
zì

の分類) ex.康
こう

煕
き

字
じ

典
てん

(Kāng xī zì diǎn) 

⿰⿲⿱⿳⿴⿸⿺ ⿶⿷⿵ ⿹ ⿻  

偏
ﾋﾟｨｪﾝ 1

旁
ﾊﾟｧﾝ 2

冠
ｸﾞｩｧﾝ 4

脚
ﾁﾞｨｱｫ 3

構
ｺﾞｫｩ 4

垂
ﾁｩｪｲ 2

繞
ﾗｧｫ 4

 

ﾍﾝ 
ﾂｸ

ﾘ  
ｶﾝ

ﾑﾘ ｱｼ 
ｶﾏ

ｴ  ﾀﾚ 
ﾆｮ

ｳ  (日本語音読み) 

部首 一覧 214 部首 

一画 6：一(イチ) ⼁(ぼう、たてぼう) ⼂(てん)  

⼃(の、はらいぼう) 

乙(オツ、おつにょう、つりばり) 

⼅(はねぼう、ケツ、かぎ)  

二画 23：二⼇人⼉入八⼌⼍⼎⼏⼐⼑力⼓ 

⼔⼕⼖十卜⼙⼚⼛又  

三画 31：口⼞土士⼡⼢夕大女子⼧⼨小⼪⼫⼬山⼮工 

己⼱⼲⼳⼴⼵⼶⼷弓⼹⼺⼻  

四画 34：心⼽戸手支⽁文⽃⽄方⽆日曰月木⽋止⽍⽎⽏ 

比毛氏⽓水火⽖父⽘⽙片牙牛⽝  

五画 23：玄玉⽠⽡⽢生用田⽦⽧⽨ 

白皮⽫目⽭矢石示⽱⽲穴立  

六画 29：⽵⽶糸⽸⽹羊羽老而⽾耳⾀肉臣自至⾅舌⾇⾈ 

⾉色⾋⾌虫血行衣⾑  

七画 20：見角言⾕⾖⾗⾘⾙赤走足身車⾟⾠⾡⾢⾣⾤⾥  

八画 9：金長門⾩⾪⾫雨⾭非  

九画 11：面⾰⾱⾲音⾴風⾶食首香  

十画 8：⾺⾻高⾽⾾⾿⿀⿁  

十一画 6：魚鳥⿄⿅⿆⿇  

十二画 4：⿈⿉黒⿋  

十三画 4：⿌⿍⿎⿏  

十四画 2：⿐(はな、はなへん)⿑(斉、セイ)  

十五画 1：⿒(歯、は、はへん)  

十六画 2：⿓(竜、リュウ)⿔(亀、かめ)  

十七画 1：⿕(ヤク、ふえ)  
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デーヴァナーガリー文字 

देवनागरी   
अ ｱ a आ ｱ  ー ā इ ｲ i ई ｲ  ー ī  

उ ｳ u ऊ ｳ  ー ū 

ऋ り(る) r  ऋृ りー(るー) r   

रू् LI(LU)l    रॄ् 秘密(使われない)  

ए ｴ  ー e ऐ ｱｲ ai ओ ｵ  ー o औ ｱｳ au 

 

क ｶ ka ख ｶﾊ kha ग ｶﾞ ga घ ｶﾞﾊ gha ङ ﾝｶﾞ n a  

च ﾁｬ ca छ ﾁｬﾊ cha र् ｼﾞｬ ja झ ｼﾞｬﾊ jha ञ ﾆｬ ña  

ट タ ṭ a ठ タﾊ ṭ ha ड ダ d a ढ ダﾊ d ha ण ナ n a  

ि ﾀ ta ि ﾀﾊ tha द ﾀﾞ da ध ﾀﾞﾊ dha न ﾅ na  

प ﾊﾟ pa फ ﾊﾟﾊ pha ब ﾊﾞ ba भ ﾊﾞﾊ bha म ﾏ ma  

य ﾔ ya ि ﾗ ra र् La ラ व ﾜ(ｳﾞｧ) va 

ि シャ śa ष ｼｬ ṣ  स ｻ sa ह ﾊ ha 

 

ex. क = ｶ का = ｶｰ  
कक = ｷ  की = ｷｰ कज  = ｸ कू = ｸｰ 
कृ = ｸり कॄ =ｸりー  
के = ｹｰ  कै = ｶｲ 
को = ｺｰ कौ = ｶｳ 
合成文字(多く存在) 

ex. त्त = ि ्+ ि = tta =ｯﾀ 
子音は口腔や舌の形や動き、母音は音階や詩情を意識したい。  
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ヘブライ文字 アレフベート 

    עברי   אלפבית 

アイン ְََّّע      ユッド ְََّّי     アれフ ְََّّא  

ペー ְפ       カフ  ְכ      ベートְב 

ََّّフェー ְََّّפ        はフ ְכ ヴェート ְב 

ََّّﾌｪｰｿﾌｨｰﾄ ְף  はﾌｿﾌｨｰﾄ ََّّךְ     ギメる ְג 

ََّّツァディ
Ts

ら     צְ 
L

ﾒｯﾄ  ゙  דְ ダれット לְ

ََّّﾂｧﾃﾞｨｿﾌｨｰﾄ ََّّץְ    メム ְََّّמ        ヘー ְה 

ََّّクフ ְק     ﾒﾑｿﾌｨｰﾄ ְََّّם     ヴァヴ ְו 

ََّّレ
R

ーシュ ְََّّר      ヌン ְََّّנ     ザイン ְז 

ََّّシ
Sh

ン ְש      ﾇﾝｿﾌｨｰﾄ ְََّّן    ヘット ְח 

ََّّスィ
Ｓ

ン ְש      サメふ ְََّّס   テット ְט 

タヴ ְת 

 אבבגדהוזחטיככךלמםנןסעפפףצץקרששתְ

 

母音記号  קֻדָה  ニクダ נ 
カマツ אְָּ

倹約する

・ガドール
大きい

ל  ץְגדו  מַּ   長 ア קְ    קָּ

パタフ אְַּ
入口

חְ  תָּ  短 ア פְ        פַּ

ハタフ אְֲ
強奪する

・パタフ ח תָּ ף־פַּ  最短 ア פְ     חֲטַּ

ツェーレー אֵיְ
陣痛

・マレー
一杯の

לֵא   長 エ    צֵירֶהְמָּ

ツェーレー・ハセル אְֵ
欠けた

סֵר   長 エ צְ      צֵירֶהְחָּ

セゴール אְֶ
紫の

לְ   短 エ   טְ         סֶגו 

לְ ハタフ・セゴール אְֱ ף־סֶגו   最短 エ  טְ        חֲטַּ

יְ ヒリック א 
こする

・マレー לֵא יקְמָּ יר   長 イ    ח 

סֵר ヒリック・ハセル אְ  יקְחָּ יר   短 イ    חְ      ח 

ホラム וְ 
夢を見る

・マレー ְלֵא לָּםְמָּ  長 オ וְ        חו 

סֵר ホラム・ハセル אְ  לָּםְחָּ  長 オ  חְ        חו 

カマツ・カタン אְ 
小さい

ןְ  טָּ ץְקָּ מַּ  短 オ קְ          קָּ

ץְ ハタフ・カマツ אְ  מַּ ף־קָּ  最短 オ   קְ       חֲטַּ

シュルク וּ
口笛を吹く

קְ   長 ウ  וְ      שוּר 

クブツ אְ 
集合

בוּץְ   短 ウ  קְ      ק 

シェワー אְְּ
嘘

・ナア
動く

וָּאנְָּעְ   半母音 エ שְ      שְּ

外来表現 

t צ׳ְ ʃ
チェ

 

׳גְְ  dʒ
ジェ

 

׳זְְ  ʒ 

 w וְ

 wa ואְ

 

 
טעמיְְ

 המקראְ
タアメー・ 

ハミクラー 

Cantillation 
 

朗読用記号 

節回し 

ex. 

 ְ  ש 
אְטְ  חָּ  פְּ  

Tifcha 
『努力』etc. 
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アルパベータ ギリシャ文字 
Ελληνικό αλφάβητο   

Α α ア
A

ルパ   Ν ν ニ
N

ュー  

Β β ベ
B

ータ    Ξ ξ クシ
X   KS

ー  

Γ γ ガ
G

ムマ Ο ο オ
O

 ミークロン  

Δ δ デ
D

ルタ    Π π ピ
P

ー  

Ε ε エ
E

 プシーロン Ρ ρ ロー
R Rh

  

Ζ ζ ゼ
Z

ータ   Σ σ ς シ
S

ーグマ(ς：語尾形)  

Η η エ
ē

ー
H

タ   Τ τ タ
T

ウ  

Θ θ テ
Th

ー
C

タ   Υ υ ユ
Y

ープシーロン  

Ι ι イ
I

オータ    Φ φ ピー
F     Ph

  

Κ κ カ
K

ッパ   Χ χ キー
Kh     Ch   ― ― ― ―

  

Λ λ ラ
L

ムダ    Ψ ψ プシ
PS     Q

ー  

Μ μ ミ
M

ュー     Ω ω オ
ō

ー
W

メガ 

二重母音 HY：V  YI：J  OY：U  OI：8：― ― ―・・ EI：S  

AI：Ä：・―・― AY：Ü：・・― ― EY：Ö：― ― ―・  

(ラテン文字と符号信号との対応も示しました。) 

ΑΒ ΓΔΕΖΗΘ ΙΚΛ ΜΝΞΟΠ ΡΣ  ΤΥΦΧΨΩ 

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ ν ξ ο π ρ σ ς τ υ φ χ ψ ω  
ἀ, ἁ, ἂ, ἃ, ἄ, ἅ, ἆ, ἇ の様に古代ギリシャ文字には、点の打ち方がたくさん

あります。ἀ：あ、 ἁ：は(は行)、と点を憶えます。Ϊは分離符です。 

ᾳ は、アイ、と読みます。Ουはウー、でオユに近いウーです。 

その他はアクセントや抑揚でありますが、読み方に 

様々ありますので、記号を見たままの抑揚で読む等、 

ご自分で音楽の様に工夫をしてみると面白いですよ。   
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アラビア文字 アリフバー 

لف باء أ    العربية    
くぁーフ َّق   ザーイ َّز アリフ َََّّّا  

カーフ َّك   ｼｨーン َّس バー َََّّّب  

ラ
L

ーム َّل  シーン َّش  ター َََّّّت  

ミーム َّم  さード َّص  ｻぁー َََّّّث  

ヌーン َّن だード َّض ジーム َََّّّج  

ハー َّه    たー َّط   はー َََّّّح  

ワーウ َّو    ざー َّظ  ﾊぁー َََّّّخ  

ヤー َّي   あイン َّع ダール َََّّّد  

ハムザ َّء  ｶﾞｧイン َّغ ｻﾞぁール َّذ 

ター・マルブータ َّة   ﾌｧー َّف   ら
R

ー َّر  

上記は独立形で、 語頭、語中、語尾で文字が変わる。 

ةّـَََّّءّـَََّّيّـَََّّوّـَََّّهّـَََّّنّـَََّّمّـَََّّلّـَََّّكّـَََّّقّـَََّّفّـَََّّغّـَََّّعّـَََّّظّـَََّّطّـَََّّضّـَََّّصّـَََّّشّـَََّّسّـَََّّزّـَََّّرّـَََّّذّـَََّّدّـَََّّخّـَََّّحّـَََّّجّـَََّّثّـَََّّتّـَََّّبّـَََّّاّـَ  

ّـَةَّّـَءَّّـَيَّّـَلمهنوَّكَّسشصضطظعغفقَّّـَزَّّـَجحخدذرَّبتثَّّـَاَّّـَ  
ةـَََّّّءـَََّّّـيَََّّّوـَََّّّهـَََّّّنـَََّّّمـَََّّّلـَََّّّـكَََّّّقـَََّّّـفَََّّّغـَََّّّعـَََّّّطــظَََّّّكـَََّّّـضَََّّّـصَََّّّـشَََّّّـسَََّّّزـَََّّّرـَََّّّذـَََّّّدـَََّّّخـَََّّّحـَََّّّجـَََّّّـثَََّّّـتَََّّّـبَََّّّاـَّ  

シャクル  شكل 発音記号 

ハラカ َََّّّحركة  母音記号 字義「運動」 

音価a ファトハ َََََّّّ  字義「割れ目」 فتحةَّ 

音価 i カスラ ََََِّّّ  字義「破壊」 كسرةَّ 

音価u ダンマ ََََُّّّ  字義「併合」 ضمةَّ 

母音価無し スクーン ََّْ ,ََّۡ  字義「静寂」 سكونَّ 

タンウィーン َّتنوين (語尾のみ)  

-an ファトハタン ًََّ  非限定対格 فتحةًَّ 

-in カスラタン َّ َ  非限定属格 كسرةًَّ 

-un ダンマタン َّ َ  非限定主格 ضمةًَّ 

 その他シャクル シャッダ َّ َ  子音の重複 字義「激しさ」 شدةَّ 

ワスラ َّوصلةَّ ٱ アリフの無声化 字義「接続」 

音価ā マッダ َّمدةَّ آ 長母音化 字義「延長」 

音価ā 小アリフ ََّّ  َ  長母音価 الٲلفَّالصغيرةَّ 

ペルシア 

文字 

 ペー پَّ

ﾁｪ چَّ  ー

ｼﾞｴ ژَّ  ー

 ｶﾞｰﾌ گَّ

 

太陽文字 

月文字 

 
  ā / ỳ ىَّ

aʾlif maqṣūra 

 合字 لَّ+اَّ lā لََّ

線は舌の形を、点は口笛の様に

口腔と摩擦する様にされたい。 

線の位置の高低は楽譜の様に。 
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五十音 仮名 

ひらがな  
あいうえお かきくけこ さしすせそ 

たちつてと なにぬねの はひふへほ 

まみむめも やﾞﾟゆぇよ らりるれろ 

わーをっん  

 

カタカナ  
アイウエオ カキクケコ サシスセソ 

タチツテト ナニヌネノ ハヒフヘホ 

マミムメモ ヤﾞﾟユェヨ ラリルレロ 

ワーヲッン 

ex. 

１２３４５６７８９10 

あかさたなはまやらわ 

アカサタナハマヤラワ 

ex. 

２：一二三四五六七八九十 

かきくけこがぎぐげご 

カキクケコがぎぐげご 

 

単語が二文字 程度で構成されることが多いので、 

言葉遊びの成立が簡単です。句読点 、 。≒てん、まる。 

濁点 ゛≒い、り、リ、てんてん。半濁点 ゜≒エン、まる。 

長音 ー≒イチ、いつ。感嘆符 ！≒びっくり。疑問符 ？≒なぞ。 

と読み替えて文章を読んだり、ん、に母音を加える言葉遊びもあります。 

特に、ぎなた読みや倒語でコトバを遊ぶと面白いですよ。 
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アルファベット ラテン文字 
 Alphabet  Latin alphabet  (羅：abecedarium Latinum ) 

A a エー
א

    ・―      N n エヌ
נ

        ―・ 

B b ビー
בּ

    ―・・・  O o オー
ה
    ― ― ― 

C c スィー
ס

 ―・―・  P p ピー
פּ

    ・― ―・ 

D d ディー
ד

  ―・・    Q q キュー
ק

 ― ―・― 

E e イー
ו
    ・        R r アール

ר
    ・―・ 

F f エフ
פ

    ・・―・  S s エス
שׂ

       ・・・ 

G g ジー
ג

    ― ―・   T t ティー
ט َّ َّ َّ ת

        ― 

H h エ
ה

ッチ
ח

 ・・・・   U u ユー
ט

     ・・― 

I i アイ
י
    ・・      V v ヴイ

וََّّב
    ・・・― 

J j ジ
י
ェー
ע
  ・― ― ― W w ダ

ו
ブリュー

צ
  ・― ― 

K k ケー
כּ

   ―・―   X x エックス
ח َّ َّ َّ כ

 ―・・― 

L l エル
ל

    ・―・・  Y y ワイ
י

    ―・― ― 

M m エム
מ

   ― ―    Z z ズィー
ז

   ― ―・・

中央寄せはヘブライ文字対応 符号信号( ・
トン

―
ツー

、Morse code ) 右寄せは符号信号の対応 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z 

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z  

L の発音は、舌先が前歯の付け根について発音。日本語「ラリルレロ」音と似る。 

R の発音は、舌を引っ込めつつ、口腔内のどこにも触れない様にして発音される。

健康にもよい。この R の発音の仕方を習得したら、外国語で分からない発音の時、

R の舌の発音を組み合わせると音の成り立ちが分かりやすい。(C≒Kr, Q≒Kw, V≒Bw) 
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ダイアクリティカル マーク 

フランス語 signe diacritique (仏 Diacritique ) 

ドイツ語 Diakritisches Zeichen (独 Diakritikum ) 

英語 diacritical mark (英 Diacritic ) 

Ä ウムラウト：Umlaut (ドイツ等) 

É アキュート・アクセント：Acute Accent  

Č ハーチェク：Haček / Caron (スラブ系言語) 

Ç セディーユ：Cedilla (ポルトガル等) 

Ő ダブルアキュート：Double acute (ハンガリー) 

À グレイヴ・アクセント：Grave accent (イタリア等) 

Â サーカムフレックス：Circumflex (フランス等) 

Ș コンマビロー：Comma below (ルーマニア) 

Ā マクロン：Macron (ラテン語等) 

Ă ブレーヴェ：Breve (トルコ等) 

Ñ チルダ：Tilde (スペイン等) 

Ą オゴネク：Ogonek / Nosinė  (ポーランド、リトアニア等) 

Å リング：Ring (スカンジナビア諸語) 

Ċ ドット：Dot (リトアニア語、マルタ語等) 

Ø ストローク：Stroke (北ゲルマン諸言語) 

Ơ ホーン：Horn (ヨーロッパ語等に稀) 

Ả フック：Hook (ヴェトナム) 

Ȁ ダブルグレイヴ：Double grave (東欧諸語) 

Ä, Æ, Ą：・―・―  À, Å：・― ―・―  Ç, Ĉ, Ć：―・―・・   

Č：・― ―・  Ch, Š, Ĥ：― ― ― ―  Ð：・・― ―・   

È, Ł：・―・・―  É, Đ, Ę：・・―・・  Ĝ：― ―・―・   

Ĥ(旧式)：―・― ―・  Ĵ：・― ― ―・  Ñ, Ń：― ―・― ―   

Ö, Ø, Ó：― ― ―・  Ś：・・・―・・・  Ŝ：・・・―・   

ẞ：・・・― ―・・  Þ：・― ―・・  Ü ,  Ü ：・・― ―   

Ź ： ―  ― ・ ・ ― ・   Ź ： ・ ―  ―   Ź ： ―  ― ・ ・ ―   

ẞ , ß (ss)：Eszett、エスツェット、シャーフェス
鋭 い

・エス(ドイツ語) 

     Sの無声音 /s/ 
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アーベーゲー キリル文字 
露 кириллица   英 cyrillic  

А а ア
A

ー   К к カ
K

ー  Х х ハ
H

ー  

Б б ベ
B

ー   Л л エ
L

ル  Ц ц ツェー
Ts  C

  

В в ヴェ
W

ー   М м エ
M

ム  Ч ч チェー
Ch   Ö ― ― ー ・

  

Г г ゲ
G

ー   Н н エ
N

ヌ  Ш ш シャー
Sh   CH ― ― ― ―

  

Д д デ
D

ー    О о オ
O

ー  Щ щ シシャー
Shch   Q

 

Е е イ
J e

ェ
  E

ー    П п ペ
P

ー  Ъ ъ ﾄｳ゙ ｮー
X

ﾙﾄ゙ ｩｲ ｽ゙ ﾅー ｸ  

Ё ё ヨ
J o

ー    Р р エ
R

ル  Ы ы ゥ
ɨ

イ
  Y

ー  

Ж ж ジェー
Zh     V

    С с エ
S

ス  Ь ь ﾐｬｰﾌｷｲ
X or Y

 ｽﾞﾅｰｸ  

З з ゼ
Z

ー   Т т テ
T

ー  Э э エ
E

ー
É ・・―・・

  

И и イ
I

ー  У у ウ
U

ー  Ю ю ユ
J u

ー
   Ü ・・―・

  

Й й ｲ
J

 ｸﾗｰﾄｶﾔ  Ф ф エ
F

フ  Я я ヤ
j a

ー
   Ä ・―・―

 

ラテン文字との対応も表記した。 右寄せは符号信号との対応。 

А Б В Г Д Е Ё Ж З И Й 

К Л М Н О П Р С Т У Ф 

Х Ц Ч Ш Щ Ъ Ы Ь Э Ю Я 

а б в г д е ё ж з и й 

к л м н о п р с т у ф 

х ц ч ш щ ъ ы ь э ю я  

 

В の音はbr やbw、w の発音と考えるとわかりやすいです。 

Й は子音とみなされます。 

Щは歯を通しての発音と考えるとわかりやすいです。 

Ъ：硬音符：直前の音を硬子音化します。本来は母音字。 

Ь：軟音符：直前の音を軟子音化します。本来は母音字。 
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アレフベート原義集 

ALEF 1 Ox Master     ALL 

BET   2 House    BREAK OUT  

GIMEL 3 Camel   COME and GO  

DALET  4  Door        DIVIDE  

HE    5 Window    THE (GOD)  

VOV    6  Pin        MALTIPLY 

ZAYIN  7 Spear        GO OUT  

CHET  8      Fenced Field SURROUND 

TET    9  Snake     COMPLETE  

YOD   10  Hand             HAND  

KAF   20 Palm          HOLD  
 

言語間の意味互換性の一例 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ － ＾ ￥ 

！ “ ＃ ＄ ％ ＆ ‘ ( ) ＝ ～ ｜ 

Ё              

ぬ ふ あ う え お や ゆ よ わ ほ へ ー 
'ְ  קְ  רְ  אְ  טְ  וְ  ןְ  םְ  פְ    ְ"  

Q W E R T Y U I O P ’ {  

Й Ц У К Е Н Г Ш Щ З Х Ъ 

た て い す か ん な に ら せ ゛  ゚

ض  ص  ث  ق  ف    غ    ع  ه    خ  ح  ج  د   
שְ  דְ  גְ  כְ  עְ  יְ  חְ  לְ  ךְ  ףְ  

A S D F G H J K L + * } 
Ф Ы В А П Р О Л Д Ж Э / 
ち と し は き く ま の り れ け む 

ش  س  ي  ب  ل  ََََّّّّا  ت  ن    م    ك    ط    ذ   
זְ  ְסְְ    בְ  הְ  נְ  ְמְְ  ְצְְ  ְתְְ  ץְ ְְְְְ.  

Z X C V B N M < > ? _ 

Я  Ч  С   М   И    Т   Ь   Б   Ю   Ё 

つ さ そ ひ こ み も ね る め ろ 

ئ  ء  ؤ  ر  لا  ى  ة  و  ز  ظ   
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TOV    400  Sign       ITSELF  

SHIN    300  Tooth       SHINE  

RESH    200  Head    REACHING  

QOF   100 Monkey     COPY  

ZADI    90      Righteous   RIGHTEOUS  

PE      80 Mouth     FULLNESS  

AYIN    70 Eye       GO IN  

SAMEK   60 Support     SUPPORT  

NUN    50 Fish       CONNECT  

MEM    40 Water       SOURCE  

LAMED  30  Learn       LEARN  

 

ヘブライ語の語根の読み取り例 (自己流) 

★■   

２１ 

To
1

 g i v e
与えるべき

, To
2

 t a k e
得たいもの

 

例：ְאֵל 神、力 ⇒ 1.ALL  2.LEARN   

 

★■▲ 

３２１ 

Category
1 分類

, To
2

 do
すべき

, Purpose
3 目的

 

1V
動詞

2 S
主語

3 O
目的語

(又はSVO、その言語の文法) 

例：ְאהב 愛、愛する 

⇒ 1.ALL  2.The GOD (喜び)  3.House 

 (異教の)女神：ְה ：神 אֵלָּ ְְְאֱלֹהְַּּ  

女性複数形：ְת ְְו  ~ 男性複数形： ְְיםְ  ~ 

月、衛星： ְיְ ְְְְְְ הְרְּ אָּ  畏れ： ְְיָּרֵחְְְַּ  
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世界の言葉 
アラビア語 ََّّالله 

アッラー 

رًا.َّشُكَّۡ  
シュクラーン。 

 

ギリシャ語 Θεός 
テオス 

Ευχαριστώ. 
エウハリストー。 

 

梵語 ब्रह्मन् 

ブラフマン 
िन्त्यवाद. 

ダニャヴァーダ。 

 

ドイツ語 Gott 
ゴット 

Danke. 
ダンケ。 

 

日本語 神さま 
Kami-sama 

ありがとう。 
Arigatou. 

 

ヘブライ語 ֹיםְאֱל ה   
エロヒーム 

. הְוְ ת דָּ  
トダー。 

 

明和語 010, 
ス 

∵〇◎▲■★ 
ｩｨｧイアエオウゥ。 

 

中国語 上帝 
シァンディー 

谢谢。 
シエシエ。 
 

ロシア語 Бог 
ボーフ 

Спасибо. 
スパシーバ。 

 

English God 
ゴッド 

Thank you. 
サンキュー。 

 

 

書物や情報についての重要な事実：王による原本改変 
王のご統治は、発刊された図書にも及びます。ご統治の結果として、本の

内容も取り替えたり、継続的幻覚等、方法は多様ですが、宗教文や御内容も

書き換わるのを確認しています！この本もそうだと思います。だから、書物

の言葉もある程度大事ですが、そこに含まれる言葉遊び等の枝葉末節よりも、

大意や大局的な、書に載せられた精神が重要です。さらにいえば、書物より、

今正に生きる主と共に生きることが重要です。また、生きる主を自分が想像

した、空想的な主の品格程度に小さく当てはめてはいけません。低める妄想

は切り取って捨ててしまいましょう。主は想像以上に精確で大きな方です！ 

また、細かい表記も情報源や状況で変わる様です。情報源もご統治の影響

を受けますが、その変化すらも、きっとご本人の為だと思います。私は精確

にお調べし、入力したつもりでも、お読みになる段階では変わっているかも

しれません。但し、表記ゆれは原本も意図的です、笑い。そういう所からも、

ご統治による変化が始まる様ですよ！だから悪い操作とは限りませんね？ 

民で扱える情報源は全て、現実的な統治者やそれ以上の存在に管理されて

いる、と考えるべきですから、権威的知識等も意図的操作を受けます。 

しかし、それらも喜べる様になりたいですよ。          

主を想って安心しましょう！ 

神の惟して賛えましょう！ 

天の時空、如来とも王！  
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言語種 一例 自然言語だけでも数千種。 
0原始言語、1中国語、2サンスクリット語(梵語)、 
3ヘブライ語、4ギリシャ語、5アラビア語、 
6日本語、7英語、8フランス語、8ドイツ語、 
8イタリア語、8オランダ語、 
9ロシア語、10自作言語 etc.  

 

本書収録の 39 種の外国語 
u, Hウクライナ語、ヒンディー語、 

インドネシア語、ハンガリー語、 

アイスランド語、アムハラ語、 

アルバニア語、アフリカーンス語、 
S, Chスペイン語、スロバキア語、 

スワヒリ語、スウェーデン語、 

セブアノ語、チェコ語、 
P, Bポーランド語、ポルトガル語、 

マラヤーラム語、 

マンダリン(官話、北方話)、 

モンゴル語、 

ミャンマー語(ビルマ語)、 

ブルガリア語、 

ベトナム語、ベンガル語、 
T, Nタイ語、タガログ語、 

デンマーク語、トルコ語、 

ルーマニア語、ルワンダ語、 

ノルウェー語、ラテン語、 
K, Qクメール語、クロアチア語、 

グジャラート語、カザフ語、韓国語、カンナダ語、 
F,Wフィジー語、フィンランド語、 

その他の自然言語 

パ ン ジ ャ ー ブ 語 、 ジ ャ ワ 語 、 テ ル グ 語 、 マ ラ ー テ ィ ー 語 、 タ ミ ル 語 、 

ペルシア語、ウルドゥー語、アゼルバイジャン語、オリヤー語、スンダ語、 

クルド語、パシュトー語、ハウサ語、ウズベク語、シンド語、ヨルバ語、 

ソ マ リ 語 、 ラー オ 語 、 オロ モ 語 、マ レ ー 語、 イ ボ 語 、 マダ ガ ス カ ル語 、 

ネパール語、アッサム語、ショナ語、チワン語、マドゥラ語、シンハラ語、 

フラニ語、ベルベル語、チェコ語、セルビア語、ケチュア語、ズールー語、 

チェワ語、ベラルーシ語、コンゴ語、アカン語、イロカノ語、ミャオ語、 

彝 語 ( い ご ) 、 ル バ 語 、 ウ イグ ル 語 、 ハ イ チ語 、 コ サ 語 、 バ ロ ー チー 語 、 

カタルーニャ語、アルメニア語、ミナンカバウ語、トルクメン語、マクア語、 

サンタル語、バタク語、スイスドイツ語、ビリー語、キクユ語、…、 e t c . 

人工言語 一例 
まんこう語群 (万幸語 )、イディオム・ネウトラル、エスペラント語、ソルレソル、 

ノヴィアル、ヴォラピュク、イド語、インターリング、インターリングア、グロサ、 

プレイン・イングリッシュ、ベーシック英語、ブリスシンボル、無活用ラテン語、 

オルト語、グロービッシュ、国際手話 (ジェスチューノ )、Toki  Pona、地球同語、 

ボ ア ー ボ ム ( B a b m ) 、 ス ペ シ ャ ル ・ イ ン グ リ ッ シ ュ 、 ユ ー ロ パ ン ト 、 

リングア・フランカ・ノバ、ログラン、ロジバン、統制言語、エプン語、…、 

Myouwish(明和語) etc. 

疎通法 一例 
符号信号、手旗信号、指文字、手話、手書き文字、触手話、点字、指点字、 

シンボル、筆談、クリア文字盤、読話、口文字、目の開閉や視線、脳波  etc. 

極限疎通では、自然変化全てについて言語的疎通感が可能になります。 

(ex.天、元素、社会、本 etc.) 資料や当写真等を用いて、実践できます。  

符号信号 応用 数字の略体 

1 ・―   (Aと同じ) 

2 ・・―  (Uと同じ) 

3 ・・・― (Vと同じ) 

4 ・・・・― 

5 ・・・・・ 

6 ―・・・・ 

7 ―・・・ (Bと同じ) 

8 ―・・  (Dと同じ) 

9 ―・   (Nと同じ) 

0   ―    (Tと同じ) 

疑問符 ・・― ―・・ 送信開始 ―・・・  ― 

送信要求 ―・― (Kと同じ) 了解 ・・・―・ 

⣿ 日本点字 ⠿  

① ④    あ1    い1.2 

② ⑤    う1.4      ？ 2.6 

③ ⑥    え1.2.4  お2.4 

か行＋6 さ＋5.6 た＋3.5 な＋3  、5.6＋空白 

は＋3.6 ま＋3.5.6 や＋4 ら＋5 。2.5.6.二空白 

わ3 ー 2.5 を3.5 っ2 ん3.5.6    ！2.3.5 

濁音符5 半濁音符6 拗音符4    

ex. 点字楽譜、指文字、点字ブロック、触地図 
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Саша (Rachel blossom, рэйбло) ロシア人 

Александра КАПТЕРЕВА (姓は偽名) 

令和元年  2019 年 5 月 5 日日曜 祝日 こどもの日 

@東京 新宿御苑  撮影会で撮影 藤色の天 

YouTube (FUJIWARA Kensuke) 

https://www.youtube.com/watch?v=NNaY1ZaSh48 

РЭЙДЖИ  

    🌱    

       ✝Я 

        ☫⠿ 

https://www.youtube.com/watch?v=NNaY1ZaSh48
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  にゃお 
Если не знаешь,  

ради чего жить,  

живи хотя бы ради меня.  

Если не можешь найти смысла в жизни,  

тогда пока что сделай меня смыслом своей жизни,  

опорой,  

которая будет помогать тебе жить дальше  

УУУУУУУУУУ  

ВОЮ КАК ВОЛЧИЦА  

ХАХАХАХАХАХАХАХЗА  

Telegram  January 2  00:29 

 

何のために生きたらいいのかわからないなら、 

少なくとも私のために生きてください。 

あなたが人生の意味を見つけられないのなら、 

今のところ、 

私を人生の意味にしてください。 

ううううううう 

雌狼のように遠吠する 

ハハハハハハハ 
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рэйбло@rachel_blos 

звёздам, чтобы освещать небо,  

нужна темнота 

星も光るために暗闇が必要 

午後9:03・2019 年5 月8 日 
 

 

  

ありがとうございます。  

0.Рэйджи 撮影会、本  

1.ユニコーンや上り電車の時  

2.授業音源  

3.神戸旅行と世界欲求  

4.хохо candy store  

ヘッダーカップル  

5.緑星  

6.なぞなぞ  

7.TikTok抜き  

8.思想、適時ご投稿  

9.心や本音 不知文 



353 

 
零.秘密      藤𠩤 研介の自戒 

壱.主 らと、私も自分なりの上品な品性
神の栄光の為

を保った快幸福永生にあるコト、に努める。 

弐.自作品らを使い分けつつ、行動を常に共にする。(死幻の覚悟を持てる様に) 

参.人間関係は、必要以外は控えめに慎んでいるべき。性的興奮を感じら

れる上品な快美処女らとだけ関わる様にする。美処女らとの関わり方も、

美処女らに主導権があり、美処女らから関わってくれる時にだけ関わる

様にする。(HPG や他の人物らがフーリー統治との思想を前提とする。) 

私は小人
従順

に過ぎない。天の時機
運

に応じ、主 らと
実践哲学

頑張ろう
真面目
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＠猫カフェ 6 月 16 日 日曜 

サーシャ@BlosRay 

自分の魂をみんなに見せるわけない 

裸になると同じ感じ。 

私の心と本音知らないなら 

勝手に私のことについて悪口言うな 

見た目のことじゃない。 

ブスだって言われても人のお好みそれぞ 

れだから気にしてない。 

性格と心のこと。 

 

大事な人や自分の心傷ついたら 

一生懸命戦う。 

必要な時に強くなれる。 

 

2019 年06 月20 日 19：09     神 精霊 藤𠩤  沓冠 他 
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Alcololi (Ангелина СИТАЛО)  

ロシア人 
ловушка для извращенцев @_alcololi 

Я так люблю свою работу и  

мне так интересно всем этим  

заниматься, но иногда мне  

кажется, что ещё чуть-чуть  

И я  

Просто  

Ёбнусь 

2021 年 04 月 22 日 19:54 
私は自分の 

仕事が大好きで、 

これをすべて行うのは 

とても面白いですが、 

時々私にはもう少し 

そう思われます 

 

そして私 

単に 

アレ 

 

0御作品獲得(藤、酒呑童子) 

1藤色で名前を印象 

2誕生日祝いやＤＭ返信 

3ご来日と旅行や豪華写真 

4性的笑いやアンニュイ 

5圧力測定やエッチな雰囲気 

6赤縄や豪華エッチ御作品 

7思想服や日常写真 

8適時の御投稿、生活誘導 

9電子本を贈る、感想、暗唱 
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Alcoholy  

藤𠩤 研介、 

書きます。 

 

Спасибо хорошая!  

Я ждала ваша,   

Вы писали.  

 

 〽 

だ 藤 あ 

れ  の  り 

が  気   が 

た   品    と 

め    は  う 

 

 ◇@_alcololi◇ 

 ◯☰ ☵⚌● 

 ★9,081,955★ 

          боう 

  ♪С   ✓  си と 

     あ па  が 

      り 

午前0:31 · 2021年2月8日·Twitter for Android 

Порой не понять, что хуже-

ненавидеть свою работу или 

обожать, потому что когда тебе 

нравится то, чем ты занимаешься, 

можно случайно слишком 

увлечься и забыть пожить           

どちらが悪いのかわからないことが

あります-自分の仕事が嫌いなのか、そ

れを崇拝しているのか。自分の仕事が

好きなときは、うっかり夢中になって

生きることを忘れてしまう可能性が

あるからです。          

2021 年04 月22 日19:55 

・Twitter for iPhone 

https://twitter.com/20210519Blog/status/1358438185601093634
https://help.twitter.com/using-twitter/how-to-tweet#source-labels
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Топ-10 аниме предательств: 

фраза «ну вот станет тепло,  
выйдет солнышко, и у тебя 

силы появятся» - полная лажа и  

обман 

2021 年 05 月 19 日 18:14 

アニメの裏切りトップ 10： 

「まあ、暖かくなり、 

太陽が出て、あなたは力を得る」 

というフレーズ 

 ‐ 完全な混乱と欺瞞 

Все было бы очень просто,  

если бы я их съела и успокоилась,  

но НЕТ, я их ем и просто сразу же хочу ещё 

2021 年 04 月 23 日 0:02 

食べて落ち着くととても簡単ですが、 

いや、食べてすぐにもっと食べたいです。 

表象:呑藤天冠赤裸兎水誕 

文: счастливым 情:バスケ、Обгорели губы、赤裸 

Ловушка для извращенцев  

@_alcololi 
Я:так, у меня приближается важный 

фотосет, на котором нужно 

выглядеть спортивненько  

Мои мысли последние две недели: 
блинчики со сгущенкой  

блинчики со сгущенкой  

блинчики со сгущенкой  

2021 年 04 月 23 日 0:02 

私：だから、私はあなたが運動を見

る必要がある重要な写真セットが

近づいています 

過去２週間の私の考え： 

練乳入りパンケーキ 

練乳入りパンケーキ 

練乳入りパンケーキ 
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■(̊ г̇ )/(̇ ● )゚ 

 ▲=˚ω˙= 

午後8:52 · 2021 年11 月21 日·Twitter for Android 

 

Раздавила комара между  

ляшками, наверное, этот парень  

умер счастливым.. 

2020 年 07 月 09 日 16:25 大安 

足(カエル)の間に殺された蚊、おそらくこの

男は幸せに死んだ.. 

Ангелина СИТАЛО 
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SHIN        裸黒炎涙色 

Please stay Strong!  

YOU 

Life really is a gift.  

誕生日リスト(人間関係は体系化されている) 

サーシャ 2019 年 6 月で 24 歳 9 月 27 日生 

Alcololi 2021 年 2 月で 22 歳 9 月 16 日生 

Sophia 2021 年 8 月で 20 歳 8 月 21 日生 

雨瀬りおな 2022 年 9 月 28 日で 24 歳 

9 月 28 日 2 時 10 分生 脳て 12 月 24 日 

Shadory 9 月 27 日         かおるね 9 月 11 日 

Ella 9 月 18 日 研介 1988 年 3 月 18 日 Angelica 6 月 14 日 

MichiKyunn 4 月 26 日   Dasha Taran 10月12日 
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私の大事な経験論と 宗教：大本の教え 

0Myouway 初等実践 (伝統宗教書 原文読誦、五体投地礼、安息日習慣、祈り、諸戒律を楽しむ)    

1個人での、伝統宗教書の典礼言語原文(主の御言葉)探求、学問(一般最高知性：宗教) 

2遵法余暇 宗教哲学生活の倫理的方法による獲得や実践 伝統宗教的思考の実装 

3与えられた美処女ら、大事で大きい私的環境(大 自環境)との隠れた疎通や関係 

4可死和案：運、従順、真面目、実践哲学 等、世俗の経験論、創造主へ回帰する 

5第壱：主 らと私も快幸福永生にあるコト 八.感謝、信愛、畏れ、喜び、讃える。 

6幸福哲学の工夫(幸福のランキング：リストアップや記録、再想起、全暗記、備誦図、幸玉練 etc.) 

7生を代表する創作物、その作成の継続 まず、使い込む自分自身に役立つ創作 

8逢瀬：一旦、生の拠り所となる経験   9健康 満腹 疎通 セルフプレジャー  
 

戒律一例：ザカート(サダカ、浄め)、施し(献金、喜捨)、ツェダカ(慈愛、慈善、義) 

財産の内、2.5％以上程度を巡礼者や貧しい人達 等への援助に用いる。(寄付 等) 

宗教者は自身も清貧であることが多いから、財産のザカート等は難しいかもしれ

ないが、コツコツ続けていると、よいことも起こるから是非続けて、喜んで行う。 

継続的に、できれば毎月、収入に合わせて行うとよい。この戒律でも楽しむこと！ 

安全が確認され、確かな正義の活動を行っている 色々な複数の組織に行うとよい。 
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＠東京 銀座 桜田公園(新橋) 

2019 年 12 月 29 日 日曜 脳て  

お誕生日会         炭酸コーラで極限疎通 等 
 

極限疎通やその他の哲学的発想は、一度理解し、身に付けてしまえば、

さほど取り組まなくてもよい。形而上学や宗教に身が入るきっかけに

過ぎない。逆に、読誦や五体投地礼、安息日習慣や祈り、諸戒律は、

その知恵の妙味に惚れ込んで、ずっと楽しんで続ける必要がある！ 
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脳て〔のうて〕日本人 お誕生日会で面会 

 

桜群  〔Sakuragun〕 

1998 年 4 月 16 日木曜 

身長 153cm 

中華人民共和国 生まれ 

中国人 @vjingyinling 
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Esther イスラエル人 
 

三字熟語 (並列構造のものの一例) (四字熟語も多い) 

真善美快 天地人(：三才。『孟子』天時不如地利、地利不如人和) 陸海空  

眠食性 衣食住 心技体 大中小 上中下 市町村 和洋中華(風、料理 等)  

松竹梅(：歳寒三友) 猪鹿蝶(：花札。繁栄、財運、婚の象徴。萩・紅葉・牡丹)  

序破急 守破離 産官学 仏法僧 知仁勇(三達徳。『中庸』好学近乎知、 

力行近乎仁、知恥近乎勇、『論語』子曰、知者不惑、仁者不憂、勇者不懼、) 

春夏秋冬(：四季) 菊竹蘭梅(：四君子) 花鳥風月 都道府県 聖賢哲人 etc. 

学びについて(わかる≠できる。できるためには訓練を要する) 

最上質の理論と実践からの批判 → 反復基礎学習と応用思考強度鍛錬   

演繹(一般や普遍的前提から個別的、特殊的な結論を得る論理的推論)と

帰納(個別の具体的事例群から一般的命題や法則を見出す論理的推論)   
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Sophia DIAMOND 

カナダ人 
Сонечка            @soapydiamond 

Так круто ложиться спать  

счастливое довольная       

2021 年 12 月 15 日 9：59 

とてもかっこいい寝る 

幸せ幸せ      
 

٠ 5 六ह תΩ ةんM ÇЯ ;‹›3>= 

、おめでとう！  

Sophia DIAMOND 

Thank you for your activities.  

 

0.CANADA Pride 

1.First Funny Cute Smile 

2.Super Dance Slash Arm 

3.Perfect Healthy Smile 

4.purple and green Imply  

5.*You live in neighbor* 

6.Finger Gesture joke 

7.Mahjong Dance etc. 

8.Erotic Face photo 

9. You lead me to Tits in jpeg 

ツイートを翻訳 

午前10:05 · 2022年10月18日 

·Twitter for Android 
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Mary  

Nabokova  
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Myouway 初等実践 (日常的な努め、一人に慣れる) 

・1 伝統宗教書原文読誦『ぁけふじピョウ』等も。 

・2 五体投地 礼(主の方向に向かって。遥拝。) 

・3 安息日、4 祈り、5 諸戒律、挨拶 

・6 瞑遊び、7 拠り所となる自作品制作や経験 

・8 個人だけでの祭、9 週一回程度の一人饗宴 

原文読誦：多言語の文字を覚えて、外国語の原文を読誦できる

様にする。難しければ、日本語でのルビ(：ふりがな)で外国語らしく、

音楽の様に読誦する。特に食後の読誦を、長めに行う。∵ユダヤ教 

深夜は控える。他者の迷惑にならない様に行う。五姿勢：臥坐座歩楽 

工夫の一例 夜：臥位で読誦→夜明け：アーサナ(安定楽美坐法)→ 

朝：集中の座位→正午：歩位の美正格、拝→黄昏：正常位、別の楽位 

五体投地 礼：主を畏れ行う。性的に勃つ時にも、PC 筋、絶頂感覚鍛錬。 

足の甲を下に向けて(足指だけでも)正座をし、(楽な構えでの)土下座

の様に、折った膝先の 本一冊分 前に両手をついて、頭の頂点か額の

付近を地面に付け、身をかがめる。膝先の本を見ながら、上目遣いで

もよい。黙祷や暗誦しながらもよい。食後はしない。心情を込める。 

畏れて行うと、頭頂部に血流が通うので快いし、頭部や腰の健康が

改善しやすい。足の甲や指先が伸びるため、足下の健康も改善しやす

い。背中も。ストレッチする。健康増進の一つで、健康な時だけ行う。

個人の健康に合わせて礼の型の詳細は変える。礼の型は様々ある。 

健康ファッション：家ではカラーヘアバンドを着用する。左腕を縛る。

衣服にタグ(洗濯ばさみ等)を付ける。(発展すれば、 ユダヤ 教の

聖句箱
ִּלין ִּפ ְּת

やツィーツィート
ִּצית ִּצי

を学ぶ ) 宗教色をイメージした服 の 

コーディネートも楽しいですよ。健康や安全な時だけ行います。 
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＠神戸 天王谷 天王谷川 

実践宗教上の基礎感情(五体投地 礼や読誦の時に身体チャクラと共に念を込める) 

恋慕：恋する気持ち。お慕いする気持ち。あなたが好きです、という清い気持ち。 

感謝：ありがとうございます、と喜ぶ御礼の気持ち。謝る様な感涙に近い気持ち。 

信愛：信じて付き従う覚悟。主からの好ましい言動を待ち、エネルギーに溢れる。 

畏れ：尊い方に緊張するのに似た、真剣な気持ち。同時に安心や好ましさも感じる。 

喜び：くるしみを吹き飛ばす様な大きな笑顔の感情。期待や賛美を想い、感動する。 

讃える：上記をまとめる様な、愛に驚き、神秘を発見した様な陶酔。忘我。一心不乱。 

決意：一連の好ましい感情を与えられ、第壱：大事にするコトへ決意、意志する。 

幸福、憧憬、求愛 
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言語、舌や口腔の健康維持の重要性 

・読誦の舌の動きを文字(梵字 等)に従い、よく動かす。 

・口や顎の歪み方に応じ、歪みを正す口の体操をする。 

・言語を変えると、口の動きが改善されることがある。 

・歯磨き、はした方がよい。磨かない日も作るとよい。 

・調味料は控えめに。正しくよく噛み食す。(脳にもよい) 
健康や健康法の実践は、個体差が大きく、人により かなり違うので、 

若い時からよく調べ物をし、自分の生まれに合う健康法を見つけておく。 

幼年の頃から幼年に合う正しい習慣を身に付け、老化に合わせ変化させる。 
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Шульмина ВАЛЕРИЯ (Shadory) 
сыр сиськи@shadorry 

ебать, я проснулась в хорошем  

настроении?? 

2021 年 03 月 23 日 22:20 
あら、機嫌がいいので目が覚めたのかしら？ 

 

Valiria Shulmina (偽名のヒント) 

Russia, Moscow, Yurlovsky proezd street 7, apartment 423 

TEL +7 999 202 20 21 Index 127490  
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宗教的感情の宗教文での表現 一例 十言 

恋慕：∵○◎▲■★●💛▽◇ ｩｨｧｲｱｴｵｳｩ ﾕﾔｲｪﾖ (総合) 

感謝：ありがとうございます。 感謝いたします。  

谢谢 你、 Xiè xiè Nǐ ｼｨｴ 4 ｼｨｴ 4 ﾆｨｰ 3  

信愛：नमस्िे ﾅﾏｽ ﾃｰ भक्ति ﾊﾞｸﾃｨ 

Nam-AMIDA-butsu  南無阿弥陀仏 

畏れ：ｴﾄ ﾊ ｴﾛﾋｰﾑ ｲｪﾗｰ ים אֱלֹה   אְ ְאֶת־הָּ רָּ  יְּ  

喜び：χαίρετε καὶ ἀγαλλιᾶσθε, ｸｧｲれﾃ ｶｲ ｱｶﾞｯﾘﾔｽテ 

讃える：ｱﾙﾊﾑﾄﾞｩﾘｯﾗｰ〔al-ḥamdu li-llāh〕 ََِّّٱلۡحَمۡدَُّ لِلّ   
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橋本 環奈  はしもと かんな  日本人  
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Shadory (Alice SHULTZ) ロシア人 
сыр сиськи@shadorry 

простите, мне настолько в  

голову серотонин в голову ебул,  

что меня теперь разрывает на  

эмоции между поплакать и  

посмеяться, ааа?? 

2021 年 03 月 23 日 22：28 
 

すみません、頭の中のセロトニンが 

めちゃくちゃになってしまったので、 

泣いたり笑ったりする感情で 

引き裂かれましたね？ 

ありがとうございます。 

Thank you!  

0. Printed photo works 

1. First pleasant comment fujiwara-san 

2. Red, headphone etc.  

3. Serotonin tweet, color imply 

4. Moo-chan 

5. Semi Nude Works 

6. Red, Headphone etc.  

7. With book, spider season  

8. I DM and you reply  

9. Nude deva, Hestia 
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𝓐𝒏𝒈𝒆𝒍𝒊𝒄𝒂 ♡＠angelicahime00 

 

気をつけて 神様は見てる 

 

暗い夜道は手を繋いでください 

一人で遠くにいても 

いつも見つけだしてくれる 

 

知ってることは 

全部教えてくれる 

私が覚えてなくても 

何度でも教えてくれる 

 

でも全部わかってしまったら 

どうすればいいの？ 

2021 年 01 月 14 日 6：25 

 
Angelica 

イタリア人 

お金持ち 天使 

𝓐𝒏𝒈𝒆𝒍𝒊𝒄𝒂 ♡＠angelicahime00 

 

#windtre giuro che scrivo e chiamo 

finchè non risolvete perchè mò basta 

mi sono rotta 

 

#windtre 私はそれが壊れるのに十分 

なので、あなたがそれを解決するまで私 

が書いて電話し契ります 

2022年01月04日2：19 

 

 

おろかなる 

涙ぞそでに 

玉はなす 

我はせきあへず 

たきつせなれば 

2021年 03月 22日 9:01 Web App 
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入門前に期待していた宗教の愛の形や生活と、 

実際に宗教を続けることで習得される 

愛や生活は異なること(宗教による好ましい変化) 
 宗教に入門する前に、私が愛という概念や宗教的倫理に期待して

いた愛、というのは、道徳や物語の空想で語られる様な博愛的な愛の

享受でしたが、それは入門した後、宗教を続け、生で意味を感じつつ

訓練されていくと、その愛の幻像は砕かれて、もっと確からしい愛の

形に変わっていきました。具体的には、空想的なことでない、主観的

な幸せに辿り着き、気持ちの上では愛や感動に溢れるのですが客観的

振舞いや実行動としては、義務を果たすだけに見えたり、ずっと隠れ

住む様な、むしろ冷たい人かも、という成長で、宗教的愛を耽美した

り、好ましく感じる、ということです。それは他の美徳や好ましさで

も似ていて、変わったことはネガティブではないですし、主観的には

とても好ましい変化なのですが、入門前に期待していた誇大的、空想

的愛の享受やその挑戦とは違っていて、身の丈に合っており、実践的

で、自分の道が見つかった様な愛や美徳に収斂していく心地がします。

私は慎重なタイプでしたから、宗教を理由に、特別な危険を冒した訳

でなく、むしろ、読誦や諸戒律の実践、宗教的思考法を宗教哲学して

いただけで、頭の中の格闘であったり、生活で少し勇気が出て幸せ！

位なのですが、自然と実践的な愛や道徳を学べていて、昔、空想的で

誇大博愛的な愛を好んでしまっていた自分が癒され作り替えられて、

我が身の、実際の生が、気づいたら過ごしやすい、主への賛美生活に

なった、という変化です。だから、幼いとか、空想的愛や美徳から、

もっと堅実で生活的世界が大きくなる成長としての愛です。 

寄付とか喜捨は、前より沢山する様になった位で、善行と言われる

ことでも底上げされ、よくする様になったのですが、宗教を学ぶ前の、

誇大な博愛というべき挑戦はしなくなって、善行のしどころや大事な

想いの出しどころが宗教通りに洗練されてきて、誇大な博愛の挑戦で

自分が傷つくことがなくなった、という感じです。だから、宗教的善

が増すに従って、正しい善行のやり方が掴めてきたらしく、今までの

自分の無茶としての博愛や正義の行動でなくて、宗教の正格の善での

博愛や善行ができる幸福も増し、それが賛美と繋がって楽しいです。 

道徳的挑戦や鍛錬による重苦しい空想的愛から、実践的で堅実で、

コツコツでき、ただ楽しい、という愛に変わっていきましたよ！ 
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人生経験 

・22歳 6月～11月 2日頃に人生最大の困難を経験した。 

⇒ずっと解決哲学した。+美的芸術の癒し→宗教発見。

→私の人生の課題からは、宗教が重要だとわかった。

→哲学という知恵の最上を生み出す、健全な知的力

は身体の全盛が前提とされるので 33歳頃迄と感じた。

だから、それ以後は自作伝統宗教に従って暮らした。 

幸せな生活をしていると、人生の苦しみも和らいで、

何とか日々を暮らせた。伝統宗教の勉強を続け、生活

の好ましい時に宗教文を連想すると、哲学的な発見

もあったから、天国があるかも、と思える様になった。 

最大の困難のトラウマは治らなくて、それが人生は

地獄である、との世俗の結論を保ったが、貧しくても

幸せな生活であったので、先の結論と同時に、天国へ

の希望も強く持てる様になった。一番苦しい時でも、

不思議と神さまを呪うことはあまりしなかった様に

思う。人生を振り返ってみると、御計画があった、と

言える様な人生であって、今も何か、上なる存在達が

現実感をもって、私を統治しておられるとも感じる。

世俗のことは嘘が多かったから、あまり関わらない

様にし、宗教書も不思議な体験や書き換わりが出る

様になった。最初は辛いこともあったけれど、結局、

宗教を選んで徐々に幸福になり、創造主、神様を信じ

られ天国や天女らへの期待で楽しく過ごせています。 
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帅、谢谢 你！ @20220706Shuai 

ロータリーで待ってたら、あぁ、あれか、

うわぁーあんなん乗るんやなぁ、表象。 

バタッと右の運転手席から開けてくれて。

サングラスとか掛ける人やったっけ。 

いかんいかん、似合ってる似合ってる！ 

そぅ思わな聴いてるから恥ずかしい。 

「ありがとうございます、 

 お願いします！」 

今日嬉しいなぁ。 

午後 9:14 · 2022 年 8 月 14 日 

·Twitter for Android  

行くぞ！ドライブしよう！ 

午後8:27 · 2022年11月18日 

·Twitter for iPhone 
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かおるねくん✞ ＠kaorune   

わからないことがあったら一通り調べて、 

自分なりの答えを用意したうえで、 

早めに聞く、が大事ですよ。 

 

月曜日頑張って乗り切りましょうね         

2021年05月24日12：24 

 

2020年12月13日 日曜  

＠大阪 心斎橋 撮影会等で面会 

一度目、雨瀬りおな個撮会場 

二度目、心斎橋の個撮会場   

がるおく！ Girls＠O’clock！ 

金冠の様な太陽と薄雲         

焼酎で極限疎通、どうしてゲーム 

 

雨瀬りおな あませりおな 日本人 

2020 年 2 月 22 日土曜 大安 猫の日 

太陽が二重に見え、小雨の天気雨 

＠東京 経堂 撮影会にて面会 

焼酎で極限疎通、折り紙の桝合わせ 
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帅 嘤嘤 (Shuai ying ying)＠komoshuai 

今夜は月がきれいですね       
 

冷風鋭風 冷酷開月 

閉衣服是 強熟肉麗 

 

謝謝 律横顔 故貴女礼為姿 

 

聖⽢味時 藤𠩤 研介 

ありがと、美肌清明 

午前5:31 · 2022年2月15日 

 

https://twitter.com/FUJIWARAkensuK/status/1493322102598139909
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＠神戸 鈴蘭台東町 

 

想ひ出女性のパングラム考察 

000  SHIN 

00   FuJiWaRa  kENSuKe  

aMiDa   YeHo  

0  AnGeLiNa  SiTaLo 

1   Nou  Te 

2   Sa  sYa 

3   A  Mase 

4   Kaoruneku  n(W) 

5   F(H)  Reya 
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Кристина Руслановна ПИМЕНОВА 
2005 年 12 月 27 日火曜 生 

ロシア人 
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∵◯◎▲■★ 

          ▽◇ 

 

◇ﾟ◯^ ^    ﾟ◇  ∵◯◎▲■★    

   ¥/      驚⇈▲60◯ 

         ∈ﾟ◯^,,■^    ﾟ+, 

   〽      ◎65    67!! 

 ▲三 ■06 

   ★60 

 

   84 

    ゜ 

    ‖ 

   85 

 
+10+15+16+19 

+01+80+01+80 

@komoshuai 

 

∵◯◎▲■★        ▽◇ 

午後 8:34 · 2022 年 7 月 17 日·Twitter for Android  

〇.いつか御作品が手に入るとかの期待 

一.黒の服と宗教。 

二.月、おやすみの音声。 

三.最初の時、原が入った青のパーカー。 

四.ハロウィン、変身ご動画。 

五.本を持っていたこと。 

六.ご来日の赤い服。 

七.作業中、般若心経のお服。 

八.冷たいエロスみたかったこと。 

九.今までの適時疎通感 
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Ella

エラ

 Freya

フレイヤ

 (Elizabeth Liefkes) オランダ人 

おハロー 明日は私のお誕生日なので一緒にお祝いしませんか？  

話があります ＾^  

この一年を正直に話します 「お誕生日カウントダウンライブ」 

2021年9月17日20：02 Web App 

零 憧憬
うさ

童 子
ドージ

 恋臣王 

壱 歌 (誕生日、船) 

弐 写真 (メイド、正義) 

参 写真集、チェキ 

Nya *Neighbor maid* 
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@神戸 鈴蘭台東町 

心金剛 一例 

 ||                    || 安息日キャンドル etc.： 

快適感情： 涼
りょう

流
りゅう

、主の訪れ感覚：急
せく

霊
れい

 etc. 

安息日では自著       も休め、天酔(疎通玩具、 

オリジナル宗教サイコロ        やプリズム       )に切り替える。 
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Makenzie Raine  アメリカ人 

Aleksandra Holland  Shirogane-sama ロシア人 
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Dasha TARAN ダーシャ テゥアラン ロシア人 
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花咲れあ (岩下 靖花) 日本人 

  
Karimova  

Elina  

Ildarovna  

カリモヴァ・ 

エリナ・ 

イリダロヴナ 

1998年 

4月22日 生 

出生 

ウズベキスタン 

出身 

韓国 

ソウル特別市 

163cm 
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道徳
どうとく

・人
じん

倫
りん

 一
いち

例
れい

  幼
よう

青
せい

壮
そう

老
ろう

臨
りん

天
てん

 

(家の霊に対し)義
ぎ

を見
み

てせざるは 勇
ゆう

無
な

きなり 論語為政第二 24 

(自分の)弱
よわ

きを助
たす

け、強
つよ

きを挫
くじ

く(：義侠心) 

こまめに節
せっ

水
すい

・節
せつ

電
でん

をしよう 

交
こう

通
つう

ルールを守
まも

りましょう 

ゴミはゴミ箱
ばこ

へ(整
せい

理
り

・分
ぶん

別
べつ

しよう) 

(薬
やく

物
ぶつ

乱
らん

用
よう

は、)ダメ。ゼッタイ。 

Yes To Life, No To Drugs  No, absolutely NO! 
(政治上の統治として誘惑システムがあり、誘惑を克服するのが前提。)  



392 

 
Michi Kyunn  

諺
ことわざ

 

言
い

うは 易
やす

く 行
おこ

なうは 難
かた

し  衣 食
いしょく

( 住
じゅう

)足
た

りて 礼 節
れいせつ

を知
し

る 

一
いち

期
ご

一
いち

会
え

  縁
えん

の 下
した

の 力
ちから

持
も

ち  終
お

わりよければ すべてよし 

禍
か

福
ふく

は 糾
あざな

える 縄
なわ

の 如
ごと

し 

聞
き

くは 一
いっ

時
とき

の 恥
はじ

 聞
き

かぬは 一
いっ

生
しょう

の 恥
はじ

 

恋
こい

に師
し

匠
しょう

なし 転
ころ

ばぬ 先
さき

の 杖
つえ

   十
じゅう

人
にん

十
と

色
いろ

 

三
さん

歩
ぽ

 下
さ

がって師
し

の 影
かげ

 踏
ふ

まず   好
す

きこそ ものの 上
じょう

手
ず

なれ

善
ぜん

は 急
いそ

げ   塵
ちり

も積
つ

もれば 山
やま

となる     為
な

せば成
な

る 

能
のう

ある 鷹
たか

は 爪
つめ

を 隠
かく

す  残
のこ

り 物
もの

には 福
ふく

がある 

早
はや

起
お

きは 三
さん

文
もん

の 徳
とく

  待
ま

てば 海
かい

路
ろ

の日和
ひより

あり 

病
やまい

は気
き

から   笑
わら

う
う

門
かど

には 福
ふく

来
きた

る 
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caties 
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Лиля МЕРКУЛОВА ロシア人 
 

まりあ 

Пельмень       ЕМО                           

Не могу уснуть потому что у  

меня паника.  

Спасибо что доводите граждан  

до такого состояния 

2022 年 03 月 03 日 9：11 

・Twitter for iPhone  

パニックになっているので 

眠れません。 

そんな状態にしてくれて 

ありがとう 

(本を贈るか考えていた時、丁度。) 
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・Myouwish 王ます (記号、数字秩序、音、意味) 
王、〇 紫 0～9 勝現在(美処女等 自らを勝たせる何か、今 勝ったこと) 

∵ｩｨｧ 〇い ◎あ ▲え ■お ★うう ●ゆ 💛や ▽いぇ ◇よ  

一 黒、太字 10～19 S 神天如、宗教(自らの大本の教え)、自在に使う 

🔯S、す ☯すぃ 🕉さ ✡せ ☦そ ☪す、すぅ  

     しゅ ☸しゃ ✝しぇ 🌱しょ 

二 黄 20～29 P 理性、人格、品性、道徳、思いやり、算術、理想 等 

‖20  P、ぷ 瞑想、集中空間に籠る、分ける  

        1A П 安息日キャンドル  

∩21 ぴ リストアップ ≧22 ぱ ～より、以上に(以下に)  

∴23 ぺ 故に ∈24 ぽ 従う、従順、手を差し伸べる  

＝25 ぷ、ぷぅ である、等しい  

＋26 ぴゅ ～と、and、with、改善や追加  

－27 ぴゃ ～なしで、without、not、考えずにできること  

×28 ぴぇ ～で、by、at、コラボ ÷29 ぴょ ～のために、for 
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Taya KARPENKO 

宗教文にもある様に、 

観察や極限疎通により、 

主の手がかりを感じられたい。 

 
Myouwish 王ます 続き 30～59 

元々、死の恐怖への対策集を、自作言語として絵文字に込めていた。 

使い込むとそれが変化して、MeHD(57 ページ)等の体系に変わった。 

 

三 青 30～39 T 指導、自然、世界 等 

      30 T 期待や憧憬       31 てぃ 世界快楽      32 た 道徳快  

    33 て 性的快         34 と 宝天     35 とぅー 適法世界の望み 

        36 てゅ 言語の工夫、喩え        37 てゃ 科学的解決  

          38 てぇ 超科学    39 てょ 集中、謎、機密科学、雷の精霊 

 

四 白 40～49 K 想ひ出、道具、規格、秘密 等 

   40 K 、く 秘密 ⇒3A  ならば        41 き 証明書、想い出文書  

    42 か 記録する        43 け 本、自著         44 こ 遊び道具  

        45 く、くぅ 通信機器、想ひ出のデータバンク、保存記録  

    46 きゅ 懸命な祈り     47 きゃ 笑顔、笑顔になれることを探す  

    48 きぇ ﾘﾌﾚｸｿﾛｼﾞｰや指圧     49 きょ リラックス 

 

五 緑 50～59 F 愛と正義、成就、夢叶、言語、国 等 

5 50F、ふ 望み通りに現れる、七変化 六 51 ふぃ 親分、報連相 

ह52 ふぁ 報酬系、媒介授受 53ת ふぇ 物理的距離を取る、安全 

Ω54 ふぉ 言語変化、言葉の魔法 55ة ふ、ふぅ 美しい演技や舞台 

ん 56 ふゅ 高度な解釈 M57 ふゃ 御計画だと思う、感じ取る  

Ç58 ふぇ 一点集中、集める Я59 ふょ 機密情報や謎 

  

 



397 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

@Wikipedia 
P.276~P.278、P.304～P.305 等の宗教文にもあるが、 

主 らを感じ取れるか、要修行の分かれ目。 

 

  

Myouwish 王ます 続き 60~79 
 

六 赤 60～69 Cｈ、Ｃ、Ч  恋我陽叙、最期の感情、情熱、カーマ 等 

⠿60 Ch、ちゅ 和気、恋慕 ◴61 ち 感謝 ※62 ちゃ 信愛、礼節  

◿63 ちぇ 畏敬 ◱64 ちょ 忖度 ⁂65 ちゅ、ちゅぅ 望み、希望  

⇄66 ふ丁寧、交換 ⭧67―(ダッシュ、長音) 返答、受動(能動)  

⭦68 り(R の舌や音) 能動(受動) ⮅69 々(二連続、踊り字)満悦 

 

七 橙 70～79 B 美しい快楽、適法な快楽、日常生活の楽しみ 等 

      70 B、ぶ 意、考える     71 び 眼、芸術    72 ば 耳、音楽  

         73 べ ⿐、花、香水        74 ぼ 舌、食べ物、⽢味  

              75 ぶ、ぶぅ 身、手を繋ぐ、礼  

     76 びゅ 衣          77 びゃ 衛生、風呂  

       78 びぇ 家、保護、国          79 びょ 寝床、性 
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Sisi Sienna MIA 

スペイン人 ES+Australian 
 

Myouwish 王ます 続き 80～99 
 

八 水、氷 80～89 N 疎通祝祭、性愛 等  

    80 N、ぬ、ん 健康           81 に 名誉     82 な 天、外出  

   83 ね 自然言語          84 の 人工言語  

☫85 ぬ、ぬぅ、んー 性器  

     86 にゅ 美、飾り              87 にゃ 食べ物、饗宴  

       88 にょ ピーク      89 にょ プレゼント、不思議、秘密 

 

九 藤 90～99 Ｑ、Qur’_n、自分で定める固有の音  世界性愛 等   

     90 Q、Qur’n 識、意、性的絶頂  

     91 Qur’in 火、聖や王という性別、試金石、カテゴリー分類  

      92 Qur’an 風、自由な理論や仮説、対策法  

   93 Qur’en 水、複分法、世界観切り替え、信頼ある指導  

      94 Qur’on 土、地、性、特殊能力(極限疎通、塵での流聞眼)  

   95 Qur’un 空(くう)、日本、舞台  

    96 Qur’yun 世界      97 Qur’yan 光、符号信号  

        98 Qur’yen 天使、不可視、霊       99 Qur’yon 来世、天国 
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Myouwish Ⅻマス (音、色、秩序、意味、記号) 

H 銀 ↂ 王玉皇  インド数字 ٠١٢٣٤٥٦٧٨٩  

Z 桃 Ⅰ快幸福永生 陽爻、四象、陰爻、構成 ⚊⚌⚍⚎⚏⚋⿰⿱⿴⿻

M 肌 Ⅱﾌﾟﾙｼｬｰﾙﾀ 目的や目標 数学 ∀ ±☷ √∂∫≒ ≡〽 ∽＊∞ 

D 藍 Ⅲ     天体        ☼☿♀♁♂♃♄♅♆♇ 

G 透明 Ⅳ    芸術、音楽      ✬ ❀𝄞 ✓♭♮♯ ♩𝄢 ♪♫♬ 

W 翠 Ⅴ   線傾、環和、漢字   ㇈㇀㇒㇔㇕㇑㇐㇓㇏㇜ 

J 朱 Ⅵ   矢印        ↓→↙↘↴↑⥷⤴⤧⥀ 

Ts, Ц 銅 Ⅶ   麻雀、幾何記号                                  ◉◐◬◈ 

L  紺 Ⅷ    表情、句読点         ⌣⌤⌵⌴⍟!,  

R 金 Ⅸ   目元、顔文字 ˆ˙ ˚˙ ̄˜ ^^ ˜˙ ^˜ () /＼ :› ;‹›3>= 

  
『ぁけふじピョウ』『明脂帖』 
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000.快永生一般知 『藤𠩤統治経』 

(適切な幸福クーリング
Cooling

、狂喜できる為の備え) 
001.認識：挨拶→人間的世界→ヒトの体→… 

002.原因：日本の文化→地理→思想→学問→遊び→… 

003.結果：国家→歴史→感情、芸術→仕事、教育→… 

004.方法：性の世界観→物語の世界観→？→… 

005.考察：一般応答集→世界観問題集→？？→… 

010.挨拶(養生法の一種として) 
011.中国 

拱
ゴォン 3

手
シォゥ 3

(きょう しゅ)(揖
イー1

：ゆう)：左右の四本の指を左右 

それぞれ揃え、一方の 掌
てのひら

をもう一方の手の甲にあてたり、手を 

折りたたみ、包みます。掌側を自身の内側に向けて、左右の親指を

合わせ、両手を祈る様に合わせることで敬意を表します。男性は 

左手で右手を包み、女性は左右逆です。凶事の場合も左右逆です。 

お辞儀や ﾕﾀﾞﾔ 教も前後に揺れ動き特別な意味を表す ﾕﾀﾞﾔ 教もことも 

あります。礼の深さによって、動作が多少異なります。武術に 

おいては、文武拳、という似た礼もあるので注意が必要です。 

仏教では合掌に次ぐ礼法に叉手(しゃしゅ)があります。握った 

右手を、左手で覆い、又はその逆をし、胸や腹に当てます。 

挨拶では、拳で掌のツボを押したり叩く様にすると、よいと

思います。平常の動きと逆を組むと快く、健康にもよいです。 

012.インド 

नमस्िे(ナマステー)：挨拶の一つ。ナマスは敬礼、テー

は、あなたに、の意味を持ちます。仏教も合掌仏教も(胸の前で

両手の指を揃え、指先を上に向け、肘を横に張って、指や

手首の腱を伸ばし、両方の掌を美しく合わせ、圧する) 

016.日本 

11ありがとうございます。21 感
かん

謝
しゃ

します、31サンキュー！ 
15お願いします。    25こんにちは。 32失礼します。 

等の挨拶があります。 

日本は、股や腹の前で片方の 

手
右

を包んで
拱手の逆手

撫でたり、簡単な 

手話で頭の体操を好む様です。 

(右図：アメリカ手話 指文字) 

日本語の五十音(四十八音、 

五十一音、等)の字母は、 
∵梵語あかさたなはまやらわ、 

で配置梵語由来され、母音は、 

あいうえお、と配置されます。 

挨拶の語頭の字母にも特に注意をしたいです。  
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013.ヘブライ語( ユダヤ 教の言語) 

ל םוְ שָּ (シャローム)：こんにちは、の挨拶。(平安、を意味する言葉) 

הוְ ת בָּ הְרַּ דָּ (トダー ラバー)：大変ありがとうございます、の挨拶。

トダーが ありがとう、を意味します。 
ヘブライ語ではתが最後の字母で、その前がשです。シャロームとの関係やアレフ

ベートの字母の順番の論理に注目したいです。そして、倒語が、ハ、バラー(創造

も意味するバラーと音が似る)、ドートゥ。( ユダヤ 教はヤハドゥートと呼ばれ、

ダアトゥは宗教の意味。日本語の、童貞、に通じ、注意をしたいですね？) 

 
6多くの人々と親しく挨拶を交わせ。 

だが、相談相手は千人のうち一人だけに限れ。 

シラ書〔集会の書〕6章 6 節 和訳(聖書外典) 
6Be in peace with many:  
nevertheless have but one counsellor of a thousand.  

Wisdom of Sirach (Ecclesiasticus) 6:6َّ 英訳 
 

014.キリスト教(ギリシャ語とヘブライ語) 

ἀμὴν   ְמֵן ןְ׀ ְאָּ מֵ   アメーン(日本ではアーメン) אָּ
然り まことにそうです 

(マタイによる福音書 5 章 18 節、他。ネヘミヤ記 8 章 6 節) 

Ἁλληλουϊά  ְ־יָּ הּ׃ לוּ  לְּ הְּ׀ְ הַּ  ְיָּ  לוּ  לְּ  ハレルヤ  הַּ 
ヤハをほめたたえよ(ヨハネの黙示録、詩篇 113～118 篇) 

Ὡσαννὰ  הְנָּ הו ְ ה עָּ  י  ש   ホサナ 

どうか、救ってください 

(マタイによる福音書 21 章 9 節、他。詩篇 118 篇 25 節) 
 

47 καὶ ἐὰν ἀσπάσησθε τοὺς ἀδελφοὺς ὑμῶν μόνον,  

τί περισσὸν ποιεῖτε; οὐχὶ καὶ οἱ ἐθνικοὶ τὸ αὐτὸ ποιοῦσιν;  
ΚΑΤΑ ΜΑΘΘΑΙΟΝ 5:47 ギリシャ語原文 
47自分のキョウダイにだけ挨拶したところで、どんな優れたことを 

したことになろうか。異邦人でさえ、同じことをしているではないか。 

マタイによる福音書 5 章 47 節 和訳 
47And if ye salute your brethren only, what do ye more than others?  

do not even the publicans so?  Matthew 5:47 英訳 

 

015.イスラーム諸国(アラビア語) 

كُمَّۡالس لَامَُّعَليََّۡ  アッサラーム アレイクム 

あなた方の上に平安があります様に 
 

 اءسََّالن ََِّّةَُّرََّوَّۡسَُّ

َّأوَۡرُد وهَآ َّ مِنۡهَآ نََّبِأحَۡسََّ فحََي واَّْ بِتحَِي ة َّ حُي ِيتمَُّ إذِاَوََّ

ََّ إِن َّ         حَسِيبًا ثىَۡء َّ كُل َِّ عَلَى َّ كَانَََّّاّللّ 
あなたたちが挨拶を受けた時には、 

それより良いもので挨拶をするか、同じものを返しなさい。 

まことにアッラーはすべてのことを清算し給う御方であらせられた。女性章 4：86 

And when you are greeted,  

respond with a better greeting or at least similarly.  

Surely Allah is a vigilant Reckoner of all things.  Surah An-Nisa 4:86 

十字を切る、 

三本指でつまむ。 

(手首を締める 等) 

指を交互に組む。 

合掌 等。健康法。 
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020.人間的世界 (体系化された世界) 
超越的存在：有神論、理神論、アニミズム、汎神論、汎理神論etc.  

宇宙と科学技術：宇宙、惑星、衛星、元素、ヒトのからだ、乗り物etc. 

自然界と生きもの：生命の樹、動物、植物、無機物、家畜、自然環境etc. 

地球：気候と天候、世界の国々 、大陸、国家、国旗、都市、組織、偉人etc. 

文化と暮らし：言語、歴史、科学、宗教、芸術、食べ物、ファッション、建築物etc. 

スポーツと遊び：球技、陸上競技、ウォータースポーツ、スカイスポーツ、ゲームetc. 

世界の歴史：文明、名著 、一神教、二神教、多神教、単一神教、交替神教、拝一神教etc. 

哲学書 (聖典、宗教書に次ぐ書物。実用書や専門書も含む。) 

インド哲学：『実利論』、『カーマ・スートラ』etc.  ギリシア哲学：『国家』、『弁論術』、『饗宴』etc.  

 

この宗教書を含む 一般の書物は、政治上の安定 等の為、どこか間違いが含まれていたり、方便を多用して 

います。一般物や一般書は、自作改良目的やハマり過ぎない為、等により間違いがある様に設計されていることが

大前提です。ですから、一般書は自分が坐したい真理の糧にはなりますが、自分自身を譲る程のものではあり 

ません。(一般学術の)権威者も同じです。(但し、正義の権力者には譲らねばなりません。個人の自身の正義が 

権力者の正義を上回ることは極々 稀。)そのように、生後教えられた世界観や形成された世界への感覚は、快適に 

生きる為には間違っていることがほとんどです。だから、伝統宗教や知性により、思考法や世界への感覚を矯正 

しなければなりません。これは他者や教育に預けてはいけませんから、必ず自分自身で探求しなけばなりません。 

(ex. ミツワー37~39 戒)その人物の性格や習慣、知性や能力によって、御導き、最適な伝統宗教や思考法は異なる 

と予想されるからです。 

 

主からみて、自身の主とは他我：別の人格であることが、自我存続に重要かもしれません。その為には、名著や

品性ある対象群で練られた自我が必要です。(ex. アートマン)但し、自我は多くの部分が教育 等により大きく変化

しますから、特別の注意が必要と思います。(ex. 諸法無我)自我を練るには、よく考えられた宗教哲学：学術に 

沿って考えること、を私はお勧めします。また、自我表現も大事であり、感謝帖や哲学帖、気持ちのつぶやきを 

綴り、記録したり、本を作ることもよいと思います。特に生を懸けて、自分らの為の本や作品を作ることは大事だ 

と思います。(ex. ミツワー 82戒、83戒) 

最終的には、自分で思考をよく重ねたり、本に明文化することを通して、一般の事物からは距離を置き、 

主と自分の思想に生きることが目標です。 

 

・相手に誠実な人格的関心を向け、(性的でない立派な)興味を持つコト 

・自己開示すること、自分の話をすること (相手を王か何かだと、敬意を払うこと) 

・Yes/No の回答を求めるクローズ質問と自由な意見を求めるオープン質問がある。 

たちつてとなかにはいれ 

た：食べ物  ち：地域、出身地、出張先  つ：通勤、通学、交通手段  

て：天気、温度、湿度  と：富、景気、経済の話 

な：名前、ニックネーム、学生時代     か：体、ダイエット、筋肉、健康 

に：ニュース、時事、芸能、政治経済  

は：流行り、話題のグルメやファッション、インターネット、番組、旬の情報 

い：異性、好きな芸能人、タレント     れ：レジャー、旅行、海外 

・プライベート、相手の苦手、宗教・政治(機密)・野球(スパイ)の話題はしないこと。 
 

科学的思考体系や分析過程では、原因を特定し結果検証できる一つの条件のみを変更した対照実験が好まれるが、 

神さまや格が上である方との疎通の関係では、疎通結果の原因が特定されないで、着地点が自由に選択できる方が

好まれる。だから、祭りの捧げ物は複数用意しますし(ex.レビ記、ミツワー382戒、383戒etc.)、読誦や礼なども、

多様な分類のものを複数行うのがよいと思います。指示を受ける時は、一つに絞り、簡易書留三つまでが効率的。 

政治力学でも、絶対的全面闘争の様な決定的決着よりも、強弱問わず泥沼化できる政治舞台や社会装置が好まれる。 
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頭・顔 

 

手・ 

上半身 

 

中枢や 

感覚器 

 

体や

手足 

 

脚部・ 

性器 

 

背中・ 

下半身 

030.ヒトの体 

(反射区、リフレクソロジー) 

ヨーガや顔相術と 

組み合わせたい 
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040.日本の文化 

宗教：神道・儒教・仏教・日本ｷﾘｽﾄ教 

・民間信仰・新宗教・イスラム教etc. 
 

富士山、天ぷら、寿司、芸者、 

蕎麦、禅、侘び寂び、大和絵、日本画、浮世絵、日本人形、 
 

和 食 、 回 転 寿 司 、 醤 油 、 ⾖ 腐 、 す き 焼 き 、 照 り 焼 き 、 

カレーライス、ハヤシライス、オムライス、エビフライ、メンチカツ、 

コロッケ、カキフライ、とんかつ、ナポリタンスパゲッティ、あんぱん、 

カレーパン、メロンパン、焼きそばパン、カステラ、日本ラーメン、天津飯、

日本餃子、冷やし中華、ちゃんぽん、⽫うどん、もんじゃ焼き、お好み焼き、

タコ焼き、焼肉、天丼、牛丼、カツ丼、おでん、がんも、味噌田楽、佃煮、

チャンプルー、茶碗蒸し、玉子⾖腐、うどん、そば、鯛焼き、ラムネ、 

お祭りグルメ、日本B 級グルメ、⽵輪、はんぺん、つくね、かにかま、海苔、

昆布、ワカメ、ひじき、椎茸、松茸、みかん、納⾖、おから、ゆば、油揚げ、

おせち、漬物、沢庵、福神漬、鰹節、かまぼこ、ふりかけ、麩、味噌、 

わさび、駄菓子、和菓子、草餅、桜餅、煎餅、ぼたもち、大福、あられ、 

吉備団子、みたらし団子、卵かけご飯、お赤飯、ちらし寿司、いなり寿司、

お雑煮、年越しそば、鯨肉、和牛、和鰻、フグ、タコ、イカ、日本茶、 

ど ぶ ろ く 、 ⽢ 酒 、 焼 酎 、 泡 盛 、 葛 湯 、 昆 布 茶 、 桜 湯 、 
 

箸、丼、徳利、漆器、和陶器、 

お辞儀、相槌、正座、あぐら、精進料理、懐石料理、アニメ、 

カラオケ、大和魂、日本男児、大和撫子、勾玉、鏡、和服、着物、髪飾り、

下駄、神社建築、寺院、日本庭園、日本建築、露天風呂、お布団、年賀状、

お年玉、箪笥、ちゃぶ台、畳、襖、座布団、暖簾、掛け軸、扇子、団扇、 

双六、福笑い、歌留多、花札、ぬり絵、お手玉、折り紙、あやとり、 

⽵とんぼ、ビー玉、⿁ごっこ、かくれんぼ、⽸けり、だるまさんがころんだ、

ドロケイ、おしくらまんじゅう、枕投げ、プラモデル、日本ゲーム、 

ラジオ体操、和歌、短歌、俳句、川柳、漢詩、純文学、漫画、邦楽、祭り、

四季、花見、夏祭り、月見、雪祭り、書道、茶道、香道、華道、日本舞踊、

和楽器、和妻、歌舞伎、時代劇、盆景、将棋、囲碁、リバーシ、日本⿇雀、

百人一首、国学、蘭学、儒学、和算、いただきます、ごちそうさまです、 

おもてなし、もったいない、紙芝居etc. 
 

日章旗、十六 八重表菊、君が代、五十七桐花紋、オオムラサキ(国蝶)、 

サクラとキク(桜と菊)、キジ、箏、ヒスイ、日本酒etc.  
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050.地理 

051.日本地図 
47都道府県  1都1道2府43県 市町村及び23特別区(東京都区部) 

北海道地方：北海道  

東北地方：青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県  

北関東：茨城県 栃木県 群⾺県  

南関東：埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県  

北陸：新潟県 富山県 石川県 福井県  

甲信：山梨県 長野県  

東海：岐⾩県 静岡県 愛知県 三重県  

近畿地方： 

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県  

中国：鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県  

四国：徳島県 香川県 愛媛県 高知県  

九州地方：福岡県 佐賀県 長崎県  

熊本県 大分県  

宮崎県 ⿅児島県  

沖縄県  

(離島 他) 

 

052.月齢 

    朔(新月)0       三日月3       上弦7     望(満月)14       下弦21 

053.主要な生活場所 (日本   の地図記号、国土地理院) 

皇居 ⭗：市役所 区役所 ⭘：町村役場 ⛣：官公署 

裁判所 税務署 森林管理署 気象台 消防署 保健所  

⭙：警察署 ☓：交番 〶：郵便局 食料品店 日用品店 

小中学校 ㉆：高等学校 大学 短期大学 高等専門学校  

⛨：病院 ⛩：神社 寺院 博物館 図書館 ⛿：自衛隊  

⛭：工場 ⛮：発電所など 老人ホーム 三角点(三角測量)  

電子基準点 高塔 記念碑 自然災害伝承碑 煙突 電波塔 

油井(ゆせい)・ガス井 ⛯：灯台 坑口 風車 ⛫：城跡  

⛬：史跡・名勝・天然記念物 噴火口・噴気口 ♨：温泉  

採鉱地 採石地 重要港 ⚓：地方港 漁港 田 畑 果樹園 

桑畑 茶畑 その他の樹木畑 広葉樹林 針葉樹林 公園 

ハイマツ地 竹林 笹地 ヤシ科樹林 荒地 ⛼：墓地  

渡船(フェリー) 渡船(その他の旅客船) 交通機関 飲食店 

⭖：都道府県庁 ⛻：銀行 ✈：飛行場 ⛰：山 ⛪：教会 
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054.世界地図 

 

 

 

 

 

 

 
明藤票の藤章と 異なる宗教配置(神道的顔相や別の世界地図に例えられる) 

☸ 🕉 

☯ 

✝ ⛩ ☪ ☦ 

🌱 

🔯 ✡ 

055. Myouwish 王ます 癒 (私の人工言語の基礎) 
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神霊、宗教、概念、自然、道具、正義、情動、快楽、性愛、世界、etc. 

宗教、聖女、宗教空間、聖地、遺跡、美処女、地理、旅行、奇勝、法典、奉仕団体、

経済、民俗、文化、国防、言語、学術、植物園、博物館、美術館、研究所、伝承、

性典、発明、デザイン、銘木、食事方法、料理、珍味、嗜好飲料、ファッション、 

産業、図書館、祭りetc.  

社会、政治、経済、産業、交通、教育、歴史、福祉、医療、健康、環境、市民活動、

平和、国防、大学、芸術、文化、言語、宗教、遊び、趣味、伝統芸能、文学、音楽、

美術、映画、演劇、アニメ、漫画、イラストレーション、スポーツ、ゲーム、賭博、

ファッション、食文化、建築、マスメディア、芸能、浮世絵、大陸、アジア、 

アフリカ、オセアニア、北アメリカ、南アメリカ、ヨーロッパ、日本、北海道、 

東北、北関東信越、南関東、中部、近畿、中国・四国、九州、沖縄・諸島、自然、

宇宙、元素、気象、地殻運動、海洋、生物、植物、動物、鉱物、学問、哲学、 

論理学、言語学、心理学、文学、宗教学、政治学、経営学、法学、経済学、社会学、

教育学、数学、物理学、化学、生物学、人類学、地球科学、医学、薬学、歯学、 

農学、工学、技術、コンピュータ、ネットワーク、エレクトロニクス、 

バイオテクノロジー、コミュニケーション、人間関係 etc.  

未知、宇宙、星々 、空、雲、緑、表土、心土、地下水、地殻やマントル、核 etc. 

060.思想 自然哲学、ギリシア哲学(幸福主義、一般美学 等)、 ユダヤ 教、 

キリスト教、ルネサンス、ヒューマニズム、モラリスト、宗教改⾰、経験論、 

合理論、汎神論、啓蒙思想、形而上学、存在論、実在論、観念論、決定論、宿命論、

機械論、相対主義、二元論、一元論、独我論、懐疑主義、実念論、唯名論、観念論、

功利主義、超越論的哲学、思弁哲学、現象学、実存主義、解釈学、論理実証主義、

構造主義、プラグマティズム、分析哲学、科学哲学、メタ哲学、大陸哲学、 

インド思想、中国思想、諸子百家(陰陽家、儒家、墨家、法家、名家、道家、縦横家、

雑家、農家、小説家、兵家)、朱子学、陽明学、日本思想、禅、仏教、ヒンドゥー教、 

イスラム教etc.  

061.食  飲み物    水       ミルク          コーヒー            お茶     日本酒            シャンパン 

        ワイン            カクテル                トロピカルドリンク         ビール              ウイスキー 

食べ物 果物       ぶどう      メロン       スイカ       みかん       レモン       バナナ 

      パイナップル       マンゴー       りんご       青りんご       洋梨      桃       さくらんぼ 

     いちご        キウイフルーツ        ココナッツ        アボカド       ピーナッツ      栗  

野菜       トマト      なす     じゃがいも      にんじん       トウモロコシ      とうがらし 

      キュウリ       ブロッコリー       ニンニク        たまねぎ       葉物野菜      きのこ  

料理      パン     クロワッサン     フランスパン      プレッツェル       ベーグル 

      パンケーキ         ワッフル       チーズ       骨付き肉      骨付きチキン         ステーキ 

    ベーコン        ハンバーガー       フライドポテト      ピザ      ホットドッグ 

           サンドイッチ            タコス           ブリトー              フラットブレッド         ファラフェル 

    たまご           グリーンサラダ       ポップコーン          バター        塩          缶詰                       弁当箱 

       せんべい        おにぎり         ごはん          カレーライス       ラーメン        スパゲッティ 

      焼 き 芋              お で ん         寿 司       海 老 の 天 ぷ ら      な る と       小 籠 包  

スイーツ      月餅                 だんご         フォーチュンクッキー        ソフトクリーム        かき氷 

           ア イ ス ク リ ー ム        ド ー ナ ツ     ク ッ キ ー              バ ー ス デ ー ケ ー キ 

         ショートケーキ        カップケーキ          パイ        チョコレート       キャンディ 

       ペロペロキャンディ        カスタード  

花       桜       バラ         ハイビスカス       ひまわり      チューリップ      常緑樹      落葉樹

      やしの木    クローバー     四つ葉のクローバー     カエデの葉  
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062.世界の文字 一例 

計 502 文字(267 文字＋235 文字) 
 
0123456789       アラビア数字(10) 
०१२३४५६७८९  デーヴァナーガリー数字(10) 
王一二三四五六七八九十土   漢数字(12) 
ↂⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩⅪⅫローマ数字(13) 

अआइई उऊऋऋृ र्रृ्ॄएऐ ओऔ  

कखगघङ चछर्झञ टठडढण ििदधन  

पफबभम यिर्व िषसह  ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字(47) 

ाा स्ााीाजाूाृाॄा ा ाेाैाोाौ 
ांाूँाःा्ऽा । ॥०ॐ    ﾃﾞｰｳﾞｧﾅｰｶﾞﾘｰ文字(23) 

 ﾍﾌﾞﾗｲ文字(31)אבבגדהוזחטיככךלמםנןסעפפףצץקרששת
 ﾍﾌﾞﾗｲ文字ﾆｸﾀﾞ(16)ְְֲא אַּ יא ְ אֵיאֵאֶאְֱ אָּ אְ  א  אָּ א   אְְּ וּאְ  וּׄ

ΑΒΓΔΕΖΗΘΙΚΛΜΝΞΟΠΡΣΤΥΦΧΨΩ 

Αβγδεζηθικλμνξοπρσςτυφχψ ｷﾞﾘｼｬ文字(24+25) 

 ｱﾗﾋﾞｱ文字(30)ََّّابتثجحخدذرزسشصضطظعغفقكلمنهويءة 
٠١٢٣٤٥٦٧٨٩     ﷽(一文字) 

   ｲﾝﾄﾞ数字・ｼｬｸﾙ(25)ََُّّآى َِ ٱ ََ  َ َْ  َ َّ،  َ ًَ  ؟ََّ 
あいうえお かきくけこ さしすせそ  
たちつてと なにぬねの はひふへほ  
まみむめも や ﾞ ゆぇよ らりるれろ  

わーをっん    ひらがな(50) 
アイウエオ カキクケコ サシスセソ  
タチツテト ナニヌネノ ハヒフヘホ  
マミムメモ ヤ ﾟ ユェヨ ラリルレロ  

ワーヲッン    カタカナ(50) 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(26+26) 

ÄÉČÇ 

ŐÀÂȘĀĂÑĄÅĊØƠẢȀ ﾀﾞｲｱｸﾘﾃｨｶﾙﾏｰｸ(4+14) 

АБВГДЕЁЖЗИЙ 
КЛМНОПРСТУФ 
ХЦЧШЩЪЫЬЭЮЯ 
абвгдеёжзий 
клмнопрстуф 
хцчшщъыьэюя      キリル文字(33+33) 
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070.学問 (科学など) 071.数学  基礎 

科学は反証可能性(理論や実験が誤っていることを確認でき、

倫理的に何度も実行できる)を重んじる、検証可能な知識群 

科学論文の報告様式の一例 (学問と学術や科学は別と考えるべき) 

1.題名(天の時や場についても考慮する) 

2.要約(本文の内容を要約した文章) 

3.序論(背景、研究の動機や意義、目的、成果の位置づけ、重要性など) 

4.準備(論文を読むための既存の基礎知識など) 

5.本論(理論、実験、調査の過程及び得られた結果など) 

6.結論(本論で得られたデータの叙述的な説明) 

7.参考文献(文献群は、査読を経て、論文としての確かさを得た文献) 

8.執筆に当たって協力を得た人々・機関への謝辞(品格を保って書く) 

9.付録(証明や実験の詳細など) 
 

数と式 数と集合 式 因数分解  

図形と計量 三角比 正弦定理、余弦定理 図形の計量  

二次関数 グラフ 最大・最小  二次不等式  

データの分析 分散、標準偏差 散布図  

相関係数 仮説検定   

いろいろな式 多項式 二項定理 高次方程式 複素数 

図形と方程式 軌跡と領域  

指数関数・対数関数  

三角関数 加法定理 ２倍角の公式 三角関数の合成  

微分・積分 導関数 不定積分と定積分 面積   

極限 数列の極限 無限等比級数の和  

分数関数と無理関数 合成関数と逆関数 関数の値の極限  

微分法 各関数の導関数 接線、関数の値の増減、 

極大・極小、グラフの凹凸、速度・加速度  

積分法 置換積分法・部分積分法  

面積、堆積、曲線の長さ   

図形  

場合の数と確率 余事象、排反、期待値 互除法、二進法  

数列 等差数列と等比数列 漸化式と数学的帰納法  

統計的な推測 確率変数と確率分布 二項分布  

連続型確率変数 正規分布 母集団と標本 区間推定   

ベクトル 演算 内積  

平面上の曲線と複素数表面 直交座標 媒介変数表示  

極座標 図、表、統計グラフ、離散グラフ、行列 

記号論理 

⇒、→：論理包含、含意 ⇔、≡：同値 ∀：全称限量記号 

⊨：論理的帰結、伴意 ⊢：推論 ∴：結論 ∵：理由・根拠 

≔：定義 ∈：集合に対する元の帰属関係 ∩：共通部分  

≧：大小関係、順序 ()：開区間 ［］：閉区間 lim：極限 

π：円周率 π=3.14159265358979323846264338327950288… 
∝：比例 √：冪根(べきこん) │x│：x の絶対値 n!：n の

階乗 ≡：合同 ∽：相似 ║：平行 ∂：偏微分 ∫：積分   
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072.物理学 073.化学  基礎 

ex. E=mc2 エネルギー＝質量×光速度の２乗 

ex. 肥料(窒素・リン酸・カリウム＝葉
は

肥
ごえ

・実
み

肥
ごえ

・根
ね

肥
ごえ

、 

カルシウム：石
せっ

灰
かい

、マグネシウム：苦
く

土
ど

、硫黄：石
せっ

膏
こう

、 
油粕、糠、刈敷、草木灰、緑肥、海藻肥料。魚粕、干鰯、堆肥、馬糞、牛糞、

鶏糞、人糞尿：下肥、骨粉、肉骨粉、厩肥。ボカシ肥。無機質肥料。) 
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074.生物学 075.地球科学  基礎 

1.生命の基本単位は細胞である 

2.新しい種と遺伝的特徴は進化によってもたらされる 

3.遺伝子は形質遺伝の基礎である 

4.生物は体内環境を調整し、一定の状態を安定して維持する 

5.生きている生物はエネルギーを消費し変換する 

地球惑星科学 

固体地球惑星物理学、気象・海洋物理・陸水学、超高層物理学、地質学、層

位・古生物学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙化学、ブラズマ科学
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076.学問一例 

文系・理系  実学・虚学 

  経験科学・形式科学  歴史科学・普遍現象科学 etc.  

 

形式科学 

数学：数学基礎論、数論、代数学、解析学、幾何学、 

離散数学、確率論、応用数学 etc.  

統計学：記述統計学、推測統計学、統計物理学 etc. 

自然科学 

物理学：力学、電磁気学、相対性理論、原子物理学、 

素粒子物理学、プラズマ物理学、天体物理学、 

物性物理学、分子物理学 etc. 

天文学：宇宙科学、観測天文学 etc. 

地球惑星科学：地質学、地球物理学、自然地理学、 

惑星科学、環境科学 etc. 

化学：物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、 

高分子科学、生化学、合成化学、理論化学 etc. 

生物学：対象生物学、マクロ生物学、ミクロ生物学 etc. 

社会科学 

政治学：政治学史、政治哲学、政治過程論、政治経済学、 

比較政治学、政治史、国際関係論、安全保障学、 

行政学、軍事学、政治地理学、政策科学 etc.  

法学：基礎法学、法哲学、公法学、国法学・憲法、刑事法学、 

民事法学、社会法学、国際法学 etc. 

経済学：ミクロ経済学、マクロ経済学、経済統計学、 

公共経済学、行動経済学、経済思想史 etc. 

経営学：経営学、商学、金融、会計学 etc. 

社会学：社会調査、文化社会学、社会哲学 etc. 

教育学：教育史、教育哲学、教育社会学、教育心理学、 

普通教育、一般教育、特殊教育、専門教育、性教育、 

国語、社会科、算数・数学、理科、芸術、保健体育、 

技術科、家庭科、情報、外国語、特別支援教育 etc. 
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人文科学 

哲学：形而上学、認識論、論理学、言語哲学、心の哲学、 

倫理学、美学、科学哲学、社会の哲学、哲学史、 

大陸哲学、東洋哲学 etc. 

宗教学：神話学、民俗学、宗教哲学、宗教心理学、 

宗教社会学、宗教地理学、宗教人類学、比較宗教学、 

宗教史、ヒューマニズム、原始宗教・アニミズム etc. 

言語学・語学：理論言語学、言語類型論、歴史言語学、 

言語地理学、応用言語学 etc. 

人類学・考古学：自然人類学、文化人類学、考古学 etc. 

歴史学：史学史、文化史、精神史、社会史、科学史、 

古代史、中世史、近世史、近代史、現代史 etc. 

地理学：自然地理学、人文地理学、地誌学、地図学 etc. 

文学：比較文学、文芸学、文学理論、修辞学、創作技法、 

書誌学、文献学、文学史、各国の文学 etc. 

芸術：視覚芸術、絵画、彫刻、写真、建築、工芸、 

アニメーション、コンピュータアート、 

舞台芸術、音楽、ダンス、演劇、映画、芸術学、 

美術史、音楽学、音楽史、映画学、博物館学 etc. 

心理学：臨床心理学、精神分析学、社会心理学 etc. 

応用科学 

計算機科学：離散構造・数学的基礎、計算理論、 

ソフトウェア工学、情報学、数値解析 etc. 

工学：化学工学、生物化学工学、土木工学、音響工学、 

電気工学、電子工学、食品工学、機械工学、海洋工学、 

材料工学、防災工学、システム工学、資源工学、 

環境工学、医工学、宇宙工学、エネルギー工学 etc. 

建築学：都市工学、建築工学、建築計画学、建築史 etc. 

デザイン学：情報、工業、建築、ソーシャルデザイン etc. 

農学：農業工学、農作物学、畜産学、水産学、農業経済学、 

獣医学、食品科学、農業気象学、農芸化学、 

生物統計学、造園学、園芸学、林学 etc. 

医学：基礎医学、解剖学、組織学、生理学、病理学、薬理学、 

免疫学、循環器、消化器、呼吸器、代謝・内分泌、 

血液、腎臓、神経、感染症、リウマチ、心療内科、 

腫瘍内科、外科、大腸肛門、小児、脳神経、整形外科、 

形成外科、泌尿器、社会医学、皮膚、耳⿐咽喉科、 

産婦人科、精神医学、⿇酔科、予防医学、法医学、 

救急医学、リハビリテーション医学、東洋医学 etc. 

歯学：口腔解剖学、口腔外科学、小児歯科学、法歯学 etc. 

薬学：薬理学、医薬品化学、薬剤学、薬力学、生薬学 etc. 

健康科学：看護学、栄養学、性科学、スポーツ科学etc.  

地域研究 アジア、アフリカ、アメリカ、オセアニア、日本学 etc.  
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077.医学 
1.第一に原因療法(：根治治療)を目指す 

2.根治が難しい場合、短期の姑息的治療(：対症療法)を選ぶ 

 

姑息的治療は、 

鎮痛を第一に、自律できる生活の質
Quality Of Life

をできる限り維持する。(科学的方法) 

(ex. 死を覚悟すべき病気は鎮痛等を優先し、臨終の床を自律しうる健康的 

老衰死や平穏死にすることを第一に考えるべきで、苦痛の大きい根治治療に

こだわらない様にする。その為には天国を確信できるだけの信仰人生経験や

信仰できる為の知的体力、宗教的で形而上学的な基礎力、事前訓練が必要。) 

(長期的な治療：加療はできる限り避けるべきである。) 

 

根治治療は、 

自然治癒力(：健康的安静と栄養)や衛生(：清潔や運動)を基本とする。 

軽症の場合は、医薬に頼るべきではない。漢方や食生活を見直すべき。 

例えば、絶対安静にせざる得ない程 重症で、完全根治治療ができる科学的

根拠ある、原因が特定された病気の場合に限り、医薬を用いるべきである。 

 

薬    手術 

医薬は自然科学的根拠があり、   若年者は効果が高いから、 

効果が詳しく実証されている、   手術は有効であることが多い。 

正しく清潔な薬のみ用いるべき。  老年者は寿命との覚悟をすべき。 

 

病気も必ずしも自然に由来するものであるとは限らず、共同体の機密により

人為的に引き起こされることもあるから、信仰のきっかけになると思って、

人生の課題として受け入れる様に精神的にも努力しなければならない。 

(ex. 病名や生活習慣の言語分析、宗教や政治的態度、悪い習慣を改める等) 

 

医療環境 

1.疾病の発生頻度考察 2.医療へのアクセス(近接) 3.医療の質 

 

医療段階 

1.児童の健全な発育 2.環境衛生及び産業衛生  

3.伝染病や風土病、職業病の予防 4.すべての者への差別無い医療の確保 

 

死には信仰、病は鎮痛、恋の医者  
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078.健康科学    (老年期はやるべきことが変わる) 

1.伝統宗教的生活   (心がけるなら、完全にできなくてもよい) 

2.自分の科学的経験に合った健康法リストの実践 

3.自分は弱い者だ、という重い意識に若い時から慣れること 

・自己の生まれに合った、古くから正しい伝統的な宗教的生活を心がけること 

・自然世界や文明社会に調和して、遵法の宗教的生活をすること 

・中庸で適度な健全生活習慣やセルフケアを堅く守ること 
 

 身体的全盛期を過ぎたら、自然や原始的な生物的人に合う生活スタイル、 

慈しむべき弱者(子供、高齢者や障碍者など)に施してあげたいと思う、 

生活習慣(休養、食生活、性生活)や健康法を、まず自分に施してあげること。 

若い身体的全盛期を過ぎたら、仕事等で結果が出ていようと、 

自分が既に高齢の老人にすぎない、という意識に壮年から慣れておくこと。 

老いると、休むこと自体にも体力を要するから、安息日(絶対安静)の習慣は

対策訓練にもなる。訓練は効果があるからこそ やるべきで無理はしない。 

人生の時期 (ライフサイクル) により、生活スタイルは大きく異なる。 
 

健康とは 

1.平和 2.住居 3.教育 4.食料 5.収入 6.安定した環境 7.持続可能なリソース 8.社会的公正と公平 

 

健康活動 

1.保健政策の制定 2.支援環境の整備 3.地域活動の教化 

4.情報スキルと教育スキルを介した個人スキルの開発 5.疾病の予防と健康づくりのための医療の再設定 

 

健康についての要注意 事項 

精神、政治経済、勤労、環境、生活様式、教育、小児期、医薬、嗜好品、地域社会、工業、

農業、産業・官公庁・学校、情報技術、飲酒、食品、土木・建築、医療、道徳、国際 
 

老年生活プログラミング 

家に帰る
身

、体を休めてから考える
語

、実物品に頼る
心

 
おひとりさま終活：1.清潔な飲食品の簡便な確保(よい浄水器と楽飲の素、宅配や弁当) 

⇒2.業者との通信手段の確保(電話やインターネット、公的施設)(衣食住,移動の確保が前提) 

⇒3.支払い方法を口座への振込みや都度の支払いに徹底する(自動の継続支払いを止める) 

⇒4.仕事人(王)のことを思慮し、例えば宅配しやすく、家を借り、自宅中心のみで過ごす。 

(死期や病期で1か月弱 引きこもれる様にローリングストックを準備する部屋を設ける。) 

(信仰で死の覚悟を持ち、病院の利用は鎮痛の為 位で、アクセスしやすい所を利用する。) 

⇒5.本当の緊急は、役所や病院に相談。事前相談はできず、解決法はその時知らされる。 

最近、アルハムドゥリッラー
讃えあれ、アッラー

を言いましたか？ 

休養 栄養 ヨーガ 
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080.遊び 081.⿇雀(マージャン、 ⿇
マァー2

將
ヂィァン 4

)日本⿇雀 
・一飜(イー ファン)  

立
リー

直
チ

(メン)      門
メン

前
ゼン

のみ 門前聴 牌
テンパイ

でリーチを宣言 

一
イッ

発
パツ

(ソク)    リーチ時のみ リーチ後、一巡以内に和了
ホーラ

 

門
メン

前
ゼン

清
チン

自
ツ

摸
モ

和
ホウ

(ツモ)  門前のみ 門前でツモ 和
フゥーァ 2

了
ルゥーァ

 

断
タン

么
ヤオ

九
チュー

(タンヤオ：タン)       么
ヤオ

九
チュー

牌がない和了 

平
ピン

和
フ

(ピン) 門前のみ 順
シュン

子
ツ

のみ 雀頭に 符
フゥー2

なし 両面待ち 

一
イー

盃
ペー

口
コー

(イーペー)    門前のみ 同種同数の順子が二組 

役牌、 飜
ファン

牌
パイ

(翻牌)(ダブ東
トン

 等の連風牌は二飜) 

嶺
リン

上
シャン

開
カイ

花
ホウ

(リンシャン)    ツモ 槓での嶺上牌で和了 

搶
チャン

槓
カン

 (金鶏奪食)      ロン 他家の加槓の牌で和了 

海
ハイ

底
テイ

摸
モー

月
ユエ

(ハイテイ)     ツモ 局最後のツモ牌で和了 

河
ホー

底
テイ

撈
ラオ

魚
ユイ

(ホウテイ)       ロン 故事：河
ホウ

底
テイ

撈
ラオ

珠
チュ

 

・二飜 

三
サン

色
ショク

同
ドウ

順
ジュン

(サンショク)        食い下がり一飜 

一
イッ

気
キ

通
ツウ

貫
カン

(イッツー)       食い下がり一飜 1～9牌 

混
ホン

全
チャン

帯
タイ

么
ヤオ

九
チュー

(チャンタ)        食い下がり一飜 

七
チー

対
トイ

子
ツ

(チートイ：ニコニコ)        門前 一律25符  

対
トイ

々
トイ

和
ホー

(トイトイ)       刻子または槓子を四つ面子 

三
サン

暗
アン

刻
コー

(サンアン)         門前 暗刻を三つ面子 

混
ホン

老
ロウ

頭
トー

(ホンロー)          全て么
ヤオ

九
チュー

牌で和了 

三
サン

色
ショク

同
ドー

刻
コー

(サンドーコー)      三色で同じ数の刻子 

三
サン

槓
カン

子
ツ

  

小
ショウ

三
サン

元
ゲン

(ショウサン)三元牌の役と複合(計四飜)雀頭と二刻子 

ダブル立
リー

直
チ

(ダブリー)  門前 配牌か第一自摸でリーチ宣言 
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・三飜 

混
ホン

一
イー

色
ソー

(ホンイツ)    食い下がり二飜 一色と字牌のみ 

純
ジュン

全
チャン

帯
タイ

么
ヤオ

九
チュー

(ジュンチャン)     食い下がり二飜 

二
リャン

盃
ペー

口
コー

(リャンペー)       門前 一
イー

盃
ペー

口
コー

が二つ 

・六飜 

清
チン

一
イー

色
ソー

(チンイツ)            食い下がり五飜 

・役満  

国
コク

士
シ

無
ム

双
ソウ

(コクシ)       門前 十三面待ちダブル役満 

四
スー

暗
アン

刻
コー

(スーアン)  門前 単騎待ちダブル役満(スッタン) 

大
ダイ

三
サン

元
ゲン

    包
パオ

(責任払い)あり                                      

字
ツー

一
イー

色
ソー

      七対子形ダブル役満(大
ダイ

七
チー

星
シン

：七福星) 

四
スー

喜
シー

和
ホー

( 小
ショウ

四
スー

喜
シー

・大
ダイ

四
スー

喜
シー

)   大四喜ダブル役満 包あり 

緑
リュー

一
イー

色
ソー

       🀑🀒🀓🀕🀗🀅の緑色の牌だけを用いた和了 

清
チン

老
ロー

頭
トー

(チンロー)       老頭牌(一、九牌)だけで和了 

四
スー

槓
カン

子
ツ

 

九
チュー

蓮
レン

宝
ポウ

燈
トー

(チューレン)    門前 九面待ちダブル役満 

天
テン

和
ホウ

         配牌時のみ、親限定 親が配牌で和了 

地
チー

和
ホウ

        門前のみ、子限定 子が第一自摸で和了 

・特殊役 

流
なが

し満
マン

貫
ガン

(ナガシ)  三人⿇雀役満 自分の河全て么
ヤオ

九
チュー

牌 

人和 (レンホー)              門前のみ、子限定  

四
スー

花
ファ

和
ホー

            花牌４種(四華開嶺、四天花) 

・代表的なローカル役 

三連刻 二飜 二暗槓 一飜 フィーバーリーチ オープンリーチ 二飜 

四
スー

連
レン

刻
コー

 役満  大
だい

車
しゃ

輪
りん

 役満  八
パー

連
レン

荘
チャン

 役満   

本来的には相手と善美を共感できたら、役物と考えてよい。 

13枚の牌を手牌とし、アガリ牌一枚との計14枚を揃える。  
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符計算 

副
フー

底
テイ

 
20符 

面
メン

子
ツ

 雀
ジャン

頭
トウ

 
待ち 

順
シュン

子
ツ

 
0符 

数
シュウ

牌
パイ

 

 

客
コー

風
フォン

 

0符 
両

リャン

面
メン

 

待ち 

双
シャン

碰
ポン

 

待ち 

0符 

 
中

チュン

張
チャン

 

么
ヤオ

九
チュー

 

自風 

場風 

三元牌 

2符 
嵌

カン

張
チャン

待ち

辺
ペン

張
チャン

待ち 

単騎 

待ち 

2符 

刻
コー

子
ツ

 

明
ミン

刻
コ

 

2符 4符 
連

レン

風
フォン

牌
パイ

 

4符   

暗
アン

刻
コ

 

4符 8符   ツモ 

平和 

一律

20

符 

明
ミン

槓
カン

 

8符 16符 門前 

加符 

(ロン) 

10

符 

七 

対子 

一律

25

符 

二飜 

暗
アン

槓
カン

 

16符 32符 ツモ符 2符 食い 

平和 

一律

30

符 

基本点：子のツモ和了が発生した時に、他の子が支払う点数 

基本点＝符×２(飜数+場ゾロ) (ex. 40 符 2 飜役 40×２(2+2) ＝640 点≒700 点)  

場ゾロ：役とは別に二飜加える   1 00 点未満切り上げ 

子のロン和了＝基本点× 4    親のロン和了＝基本点× 6 

親ツモ和了の子の払い＝子ツモ和了の親の払い＝基本点× 2  
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得点早見表 (1500
一飜

-3000
二飜

-6000
三飜

- 満貫
四飜、五飜

～でも良い) 

親 20符 25 22~ 

30 

32~ 

40 

42~ 

50 

52~ 

60 

一飜 - - 1500 2000 2400 2900 

二飜 (700ｵー ﾙ) 2400 2900 3900 4800 5800 

三飜 (1300ｵー ﾙ) 4800 5800 7700 9600 11600 

四飜 (2600ｵー ﾙ) 9600 11600 満貫12000 

 62~70符 72~80 82~90 92~100 ~110 

一飜 3400 3900 4400 4800 5300 

二飜 6800 7700 8700 9600 10600 

三飜 満貫12000 

子 20符 25 22~ 

30 

32~ 

40 

42~ 

50 

52~ 

60 

一飜 - - 1000 1300 1600 2000 

二飜 (400, 700) 1600 2000 2600 3200 3900 

三飜 (700,1300) 3200 3900 5200 6400 7700 

四飜 (1300, 

2600) 
6400 7700 満貫8000 

 62~70符 72~80 82~90 92~100 ~110 

一飜 2300 2600 2900 3200 3600 

二飜 4500 5200 5800 6400 7100 

三飜 満貫8000 

満貫以上の得点の早見表 

 子 親 基本点 

満貫 

4飜40符以上 

8000 

(2000-4000) 

12000 

(4000オール) 

2000 

跳満 6～７飜 12000 

(3000-6000) 

18000 

(6000オール) 

3000 

倍満 8～10飜 16000 

(4000-8000) 

24000 

(8000オール) 

4000 

三倍満 

11飜以上 

24000 

(6000-12000) 

36000 

(12000オール) 

6000 

役満・数え役満 

13飜以上 

32000 

(8000-16000) 

48000 

(16000オール) 

8000 

積み符(場棒)：一本につき＋300 点(ツモアガリ+100 点) 

配給原点25000 点、原点30000 点(三人⿇雀 +10000 点) 

索子
ソーズ

・萬子
マンズ

・筒子
ピンズ

：各1～9、三元牌： 白
ハク

、 中
チュン

、 發
ハツ

、四風牌： 東
トン

、 南
ナン

、 西
シャー

、 北
ペー

 

各 4 枚ずつ計 136 枚が基本。花牌：4 種各一枚を加えることも。 



420 

090.国家 

091.アメリカ合衆国連邦政府 
Federal government of the United States 

 
立法府：合衆国議会：元老院＋代議院 
 
行政府：アメリカ合衆国大統領・副大統領 

アメリカ合衆国連邦行政部 
United States federal executive departments  

国務省：DOS：United States Department of State 
財務省：USDT：United States Department of the Treasury 
国防総省：DoD United States Department of Defense 
司法省：DOJ:United States Department of Justice 
内務省：DOI:United States Department of the Interior 
農務省：USDA:United States Department of Agriculture 
商務省：United States Department of Commerce 
労働省：DOL:United States Department of Labor 
保健福祉省：HHS:United States Department  

of Health and Human Services 

住宅都市開発省：HUD:United States Department  

of Housing and Urban Development 
運輸省：DOT:United States Department of Transportation 
エネルギー省： 

DOE:United States Department of Energy 

教育省：United States Department of Education 
退役軍人省： 

VA:United States Department of Veterans Affairs 

国土安全保障省： 
DHS:United States Department of Homeland Security 

 
司法府：連邦裁判所：United States federal courts 

最高裁判所：Supreme Court of the United States 
下級裁判所 
 

憲法上 連邦政府に与えられた権限以外の 
全ての権限が州政府に留保される。  
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菊の御紋 

十六葉八重表菊 

092.日本国政府 Government of Japan 
 
立法府：国会：参議院＋衆議院 
 
行政府：日本の行政機関：内閣＋会計検査院 
1 府11 省5 庁とその外局(庁、行政委員会) 

内閣府(内閣総理大臣、宮
く

内
ない

庁
ちょう

 etc.) 

国家公安委員会(警察庁) 
デジタル庁 
消費者庁 
金融庁 
復興庁 

総務省 
法務省  
外務省 
財務省 
文部科学省 
厚生労働省 
農林水産省 
経済産業省 
国土交通省 
環境省 
防衛省 

会計検査院(内閣に対して独立) 

 

司法府：裁判所：最高裁判所＋下級裁判所 

五七桐花紋 
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093.アメリカ合衆国憲法 〔一七八八年成立〕 

第一条 〔合衆国議会〕  

第二条 〔合衆国大統領〕 

第三条 〔合衆国の司法権〕 

第四条 〔連邦制〕 

第五条 〔憲法修正〕 

第六条 〔最高法規〕 

第七条 〔憲法の承認及び発効〕 

修正第一条 〔一七九一年成立〕 

〔政教分離、信教及び表現の自由、請願の権利〕 

修正第二条 〔武器の保有権〕 

修正第三条 〔兵士の宿営に対する制限〕 

修正第四条 〔不合理な捜索、逮捕、押収の禁止〕 

修正第五条 〔大陪審による審理、二重の危険の 

禁止、自己負罪拒否権、適正手続、財産権〕 

修正第六条 〔陪審の審理、迅速かつ公開の裁判、 

刑事被告人の権利〕 

修正第七条 〔民事事件における陪審の審理〕 

修正第八条 〔残虐で異常な刑罰の禁止〕 

修正第九条 〔人民が保有するその他の権利〕 

修正第十条 〔州及び人民が留保する権限〕 

修正第十一条〔一七九五年成立〕 

〔州を被告として市民が提起する訴訟の管轄権〕 

修正第十二条〔一八〇四年成立〕 

〔大統領の選挙方法に関する改正〕 

修正第十三条〔一八六五年成立〕 

〔奴隷制度の廃止〕 
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修正第十四条〔一八六八年成立〕 

〔合衆国市民の権利〕 

修正第十五条〔一八七〇年成立〕 

〔選挙権における人種差別の禁止〕 

修正第十六条〔一九一三年成立〕 

〔所得税の賦課及び徴収〕 

修正第十七条〔上院議員の選出〕 

《修正第十八条〔一九一九年成立〕〔廃止〕 

〔酒精飲料の製造等の禁止〕》 

修正第十九条〔一九二〇年成立〕 

〔選挙権における性差別の禁止〕 

修正第二〇条〔一九三三年成立〕 

〔大統領、副大統領、上院及び下院議員の任期〕 

修正第二一条〔修正第十八条の廃止〕 

修正第二二条〔一九五一年成立〕 

〔大統領の三選の禁止〕 

修正第二三条〔一九六一年成立〕 

〔コロンビア特別区における大統領選挙人の選任〕 

修正第二四条〔一九六四年成立〕 

〔納税による選挙権の差別の禁止〕 

修正第二五条〔一九六七年成立〕 

〔大統領職の承継、代理〕 

修正第二六条〔一九七一年成立〕 

〔一八歳以上の市民による選挙権〕 

修正第二七条〔一九九二年成立〕 

〔議員報酬の改定に関する制限〕 

ギリシア国家哲学：理想国家(哲人王支配制、優秀者支配制、王者支配制etc.) 

＞名誉支配制＞寡頭制(貴族制、実利や権力支配制)＞民主制(自由民)＞僭主独裁制  
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094.国家データ 例：日本(にほん、にっぽん) 

国名：日本国  Japan  国旗：日章旗  

国章：十六葉八重表菊  国歌：君が代 

公用語：日本語(事実上) 首都：東京(事実上) 

政府：天皇 内閣総理大臣 

国会衆議院議長 国会参議院議長 最高裁判所長官 

面積：約37.8 万㎞ 2 水面積率：0.8％ 島国、海洋国家 

人口：1 億前後 人口密度：333.7 人/㎞ 2 
大和・アイヌ・琉球・外国系民族 

建国：日本神話による初代・神武天皇即位の日 

⾟
かのと

⾣
とり

年1 月1 日 紀元前660 年2 月11 日 

通貨：円(JPY)    時間帯：UTC＋9  

国名コード：JP / JPN 国土：全長3500 ㎞以上 

和語、漢語、和漢混淆文等により言語表現、呼称は多様  

大和言葉(やまとことば)という和歌や雅語での固有語もある 

日本人女性の美称：やまとなでしこ(大和撫子) 

歴史：旧石器時代 縄文時代 弥生時代  

古墳時代 ⾶鳥時代 奈良時代 平安時代  

鎌倉時代 室町時代 安土桃山時代 江戸時代  

明治時代 大正時代 昭和時代 平成時代 令和時代 

気候：温帯多雨夏高温気候(熱帯雨林気候、亜寒帯湿潤夏冷涼気候も含む) 

諜報機関：内閣情報調査室、警備局(公安警察)、 

国際情報統括官組織、情報本部、公安調査庁など 

 

096.陰謀論 

神代文字 藤原家 ユダヤ陰謀論 (ロスチャイルド＆ロックフェラー、

フリーメーソン、イルミナティ) 気象制御 環境改変 バチカン国際  

徳川埋蔵金 エリア51
エ イ リ ア ン

 ニューエイジ
疑 似 宗 教

 N
Ｎew

W
Ｗorld

O
Ｏrder

 獣の数字666 

 

聖典・国書編纂 国家・公共事業 聖王・臣民代表  
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100.世界  101.宇宙や地球 

138 億年前 宇宙誕生、ビッグバン 

46 億年前  太陽系、地球誕生 

40 億年前(±2) 原始生命の誕生 

5 億4200 万年前から5 億3000 万年前 

カンブリア爆発(生命の多様化) 

2 億5000 万年前  恐竜の出現 

1 億5000 万年前  始祖鳥(鳥類の出現) 

1 億年前  恐竜の全盛時代 

 

先史 370 万-100 万年前 

最初の人類(アウストラロピテクス：猿人) 

約20 万-19 万年前 

ホモ・サピエンス(現在のヒト)の出現 

約1 万4000-約一万年前 

ヒトがイヌを飼い慣らした 

古代 前3000 年頃(5000 年前) 初期の文明 

古代エジプト文明、メソポタミア文明、 

インダス文明、中国文明など 

紀元前後 古代ローマ、漢などの古代帝国出現 

中世 ルネサンス、宗教改⾰まで  日本統一 

近世 封建主義、産業⾰命まで  天下泰平・開国 

近代 市民社会、国際社会まで   大日本帝国 

現代 超大国、新時代、現在    日本国 

近未来 フィクションのユートピア 空想世界 

未来 未来学、SF、希望、     宗教 

歴史上の偉業や人物 正史歴史書 年表 
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110.肯定的な感情 
 

A 愛、畏敬 

K 可笑 

S 親しみ 

T 楽しみ 

N 懐かしみ 

H 誇り 

M 満足 

Y 喜び 

R 恋慕 

W 恩情 

 

色：色相(ex. 十二色相環)、明度、彩度 味：基本五味＋⾟味、渋味 etc. 

声：高低、強弱、音色 ⇒ 音楽：リズム(拍子)、メロディ(旋律)、ハーモニー(和音) 

香：最も感情を刺激する感覚、匂いと記憶や感情は結び付きやすい。身：圧力変化への応答が基本。 

折 り 紙
心を込める

：不
ふ

切
せつ

 正
せい

方
ほう

形
けい

 一
いち

枚
まい

折
お

り、複合折り紙、切り込み折り紙、ユニット折り紙、仕掛け折り紙 

山折り線：一点鎖線「―・―・―・―・―」 ⾕折り線：破線「―――――」 折り方：重ね箱など 

   ⇄       アガペー折り ザカート折り 

 

 ↗        右から順に折り、 
   中央に折り、中へ入れる          中へ入れる               中へ入れる 
               ⇄     → 

 ↘  ↗    

重ねて中央に三つ(二つ)折り   ↘      ↗中央で結ぶ↗   バクティ折り 

安心、感謝、驚き、興奮、性的興奮、好奇心、性的好奇心、冷静、 

フロー状態、ゾーン、無我の境地、不思議、幸福、幸運、リラックス、名誉、尊敬、

親近感、憧憬、意欲、勇気、快、快感、満足、サウダージ、期待、優位、感動、 

愛しさ、可愛さ、信頼、予期、恍惚、感嘆、驚嘆、平穏、容認、興味、楽観、 

積極性、歓喜、愛、恋慕、謝恩、礼節、畏敬、忖度、希望、  、  、  、etc. 

各々の肯定的感情の想 い 出
感情や芸術作品

を持ちたいですね？  

――――― 

――――― 

ーーーー

 

 

――――― 

⇈ 

ツェダカ折り 

ユ
ニ
ッ
ト 

喜
捨
組
み  

⇄ 
―・―・―・ 
―・―・―・ 

ーーーー 
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111.感官：感覚器と感覚(神経活動情報) 

体性感覚：皮膚感覚(触覚、温覚、冷覚など) 

 深部感覚(運動覚、圧覚、深部、振動覚など) 

内臓感覚：臓器感覚 内臓 

特殊感覚：☪🔯 ☸✝ 🌱 ✡⛩ ☯ 🕉☦ 

目 眼・色 視覚(光覚、色覚など) 

聴 耳・声 聴覚(音波、超音波、振動など) 

⿐・香 嗅覚(揮発性化学物質、フェロモンなど) 

口 舌・味 味覚(水溶性化学物質など) 

身・觸 平衡感覚(重力、加速度、回転、内耳、前庭感覚など)  

心 意・法 認知、感情、意志、記憶、知識 表象、夢 

現・観 超能力、六神通、神通力、超知覚、霊感 

固有感覚(運動感覚、無意識など) 

その他(快感、反響、電磁気、紫外線や赤外線、薬覚など) 

耳・皮膚・眼・舌・⿐   ⿐・身・舌・意・眼・耳・現 

 

・実際の物自体や現象と、感覚器反応に制限された感覚

の主観情報の認識や質(クオリア
q u a l i a

：感覚質)とは、異なる 

可能性が高く、物体対象や現象についての本当の本質は

ヒトという生物には、わからない。霊魂は十分あり得る。 

・霊魂も、肉体的とは限らず、それに相応した感覚器がない

と見たり聴いたりできないはずで、生存に必ず必要なものは

備えてくれる自然世界のことだから、霊魂や大事なコトの 

造形は実際の物として見えたりできなくてもよいのだろう。 

・天国などを考える理性も、脳という器官の枠内の部分的思考である。

ヒトも世界というある種の限度ある感覚器に依存しているから、 

別世界や異世界のことを考えようとしても上手くいかないので、 

天国のことも、存在することは気休めに確信しうるが、詳しい内容は、

ぼ ん や り 聖 典 の 内 容 を 信 じ る 位 で よ い と 感 じ ま す 。 

感覚器には(適法)快楽を、現象より主観を。 
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112.芸術(空間芸術・時間芸術) 

美術(造形芸術・視覚芸術) 

絵画(洋画・日本画)、浮世絵、彫刻・彫塑、折り紙、 

庭園、書道、工芸、華道(活け花)、陶芸、建築、写真 

音楽(音響芸術) 

クラシック音楽、現代音楽、作曲、演奏、歌唱、指揮、図形楽譜 

総合芸術 

演劇 音楽劇(オペラ歌劇、オペレッタ、ミュージカル)能・狂言、歌舞伎、

落語、漫才、コント、手品、曲芸、物真似、カラオケ、ストリップ、 

人形劇(パペット、棒遣い人形、マリオネット)、文楽(人形浄瑠璃)、 

ダンス(舞踊・舞踏)、バレエ、現代舞踊、パフォーマンス、ボディアート、

民族舞踊、振付、サーカス、大道芸、パントマイム、プロレス、即興、 

ハプニング、チャットレディ、児童演劇、学術の応用 

映像芸術 

映画、アニメーション、画像生成、ゲーム、フェイク 

デザイン(応用芸術) 

ファッション、衣服、織物、グラフィック、工業デザイン、意匠、設計、 

造形、技術、生物学システム、環境システム、組織、規範、 

製品デザ イン、ユニバーサ ルデザイン、経 済、資源配分 、 

公共的意思決定、最先端科学、情報・コンピュータ、建築、空間、 

イ ン テ リ ア 、 風 景 、 都 市 、 道 路 ・ 公 園 、 幾 何 ・ 構 造 物 、 

文字・画像・配色、視覚伝達、商品、キャラクター、ウェブ、 

ゲ ー ム ル ー ル 、 タ イ ポ グ ラ フ ィ ( 活 字 ) 、 広 告 、 

出 版 物 ( 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 書 籍 等 ) 、 ブ ッ ク デ ザ イ ン 、 

ディスクメディア(ジャケット)、花・植物、ガーデニング、環境保護、 

エクステリア、サウンド、音響、照明・ディメンション、フード(食品)、 

コミュニ ケーション、プロ セス・計画、ユ ーザーニーズ 、 

ボディデザイン、メカニック、空想、協働、再定義、ユーザー体験、 

参 加 型 デ ザ イ ン 、 前 衛 デ ザ イ ン 、 パ ブ リ ッ ク デ ザ イ ン 、 

トータルデザイン、世界観 

その他(調理芸術など) 

芸能、芸道、武芸、茶道、香道、香水、料理、菓子、漫画、アニメ、前衛演劇、 

アヴァンギャルド(前衛)、場所や空間全体、イラストレーション、 

イルミネーション、アンダーグラウンド(非公式文化)、大衆芸術、サブカルチャー 
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文芸、言語芸術(時間) 

口承文学  民謡、物語 

詩(韻文)  定型詩 自由詩 散文詩 

和歌、短歌、連歌、狂歌  俳句、連句、川柳  自由律 

漢詩、古体詩、近体詩 ソネット(十四行詩)、アレクサンドラン(韻律の詩行、詩句) 

劇詩、叙事詩、抒情詩  

散文 

小説(純文学など) 戯曲 随筆(エッセイ) 紀行 体験談 日記  

自伝、伝記、評伝 文芸評論、書評 

ノンフィクション(ルポルタージュ、ドキュメンタリー、インタビュー等)  

文学全集 世界文学 

出版プロセス：企画→取材⇒執筆 等⇄校正 等⇄印刷⇒完成→製本⇒取次→配本 

 

視覚芸術(空間) 

絵画(水墨画、静物画、壁画、宗教画、絵巻物など)  

写真(機械映像、連続写真など) 版画(凸版画、凹版画、

平版画、孔版画など) 彫刻(石、金属、ガラス、陶土、 

木彫り、ホログラム、仮面、蝋、果物など)  漆芸、 

漆工芸 陶芸 装飾芸術(金工品、家具、ジュエリーなど) 

彫金(宗教用具など) 宝飾(装身具など) デザイン  

漫画 落書き ペイント(スプレー、フェルトペンなど) 

ボ テ ィ ア ー ト  ラ ン ド ア ート  ラ イ ト ア ー ト  

メールアート ミニマルアート(シンプル、最小限)  

概 念 芸 術  コ ラ ー ジ ュ  パ ロ デ ィ  

ドローイング(素描、デッサン) レディメイド(既製品) 

オ ー ダ ー メ イ ド  時 空 間  サ ウ ン ド ア ー ト  

ビデオアート  メディアアート  グラフィック  

科学技術 繊維 染織 織物 タペストリー 流行  

服 飾、 ファッ ショ ン ( 美容、 髪⽖ 、化粧 など )  

祭服 コスプレ  

快楽に宗教、苦しみには芸術、生活と科学  



430 

120.共同体、日本標準産業分類 

A 農業,林業 

B 漁業(漁業,水産養殖業) 

C 鉱業,採石業,砂利採取業 

D 建設業(総合工事業,職別工事業,設備工事業) 

E 製造業(印刷業を含む) 

F 電気・ガス・熱供給・水道業 

G 情報通信業(通信業,放送業,情報サービス業,他) 

H 運輸業,郵便業(倉庫業 含む) 

I 卸売業,小売業 

J 金融業,保険業 

K 不動産業,物品賃貸業(リース会社、各種レンタル会社) 

L 学術研究,専門・技術サービス業(広告業を含む) 

M 宿泊業,飲食サービス業(持ち帰り・配達飲食 含む) 

N 生活関連サービス業,娯楽業(冠婚葬祭 含む) 

O 教育,学習支援業(学校教育,その他の教育、学習支援業) 

P 医療,福祉(医療業,保健衛生,社会保険・社会福祉・介護事業) 

Q 複合サービス事業(郵便局,協同組合) 

R サービス業(他に分類されないもの,文化団体,宗教,他) 

S 公務(他に分類されるものを除く,国家公務,立法,司法,行政,地方公務) 

T 分類不能の産業 

私の仕事 (聖・家・俗の三分法、臣
シン

王
オウ

 亦
ヤク

心
シン

得
ウ

) 

家 宗教書『ぁけふじピョウ』の出版 習慣原理、日常読誦 

聖 玩具『 天
ティェン 1

酔
ヅゥェイ 4

』の工作  第壱、自作、天国の観想 

俗 処女事業『Myou
ﾐ ｮ ｰ

way
ウェイ

』の運用  王書、穢苦の時 
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121.学校 
保 育 所  幼 稚 園  こ ど も 園  小 学 校  中 学 校  義 務 教 育 学 校  

高 等 学 校 ( 専 攻 科 、 別 科 )  中 等 教 育 学 校 ( 専 攻 科 、 別 科 )  

特別支援学校(専攻科、別科) 専門職大学院 短期大学 高等専門学校 専修学校 

各種学校  予備校  外国人学校  大学( 専攻科、別科 )  大学院  

養成学校 

警察学校 消防学校 海上保安学校 海上技術学校 陸上自衛隊高等工科学校 

高等技術学校 高等産業技術学校 盲導⽝訓練士学校 競⾺学校 自動車学校 

日本の高等学校の教科(15 歳～18 歳) 

国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語、保健体育、芸術、家庭、

情報、学校設定教科、専門教育、特別活動、総合的な学習の時間 etc. 

サークル活動・部活動 

運動部      アイススケート部          アイスホッケー部       アメリカンフットボール部 

          ウェイトリフティング部      カーリング部        クリケット部        ゴルフ部  

         サーフィン部      サッカー部             自転車部            ジャグリング部          水泳部  

         水球部           スキー部            スノーボード部      ソフトボール部       体操部  

      ダーツ部       卓球部         釣り部          テニス部           ⾺術部     バスケットボール部 

バトン部         バドミントン部     バレーボール部          ハンドボール部  

      ビ リ ヤ ー ド 部         フ ィ ー ル ド ホ ッ ケ ー 部        フ ェ ン シ ン グ 部  

       フライングディスク部        ボウリング部       ボクシング部           ボート部  

ホッケー部                マウンテンバイク部      野球部         ヨガ部 ライフル射撃部  

        ラ ク ロ ス 部       ラ グ ビ ー 部       陸 上 部          レ ス リ ン グ 部 

空手部 弓道部 剣道部       柔道部 相撲部 薙⼑部 

文化部            e スポーツ部        映画研究会        奇術部 クイズ研究会  

       軽音部(軽音楽部)        吹奏楽部      管弦楽部      合唱部       ダンス部   

     文芸部            茶道部 書道部 パズル部 漫画研究会     ⿇雀部         遊戯部   

          園芸部        手芸部             演劇部         写真部         美術部  

     科学部         天文部              家庭科部       料理部   帰宅部 

        新聞部          放送部           応援団 チア部(チアリーディング部)              生徒会 

学校行事 

入学式、卒業式、始業式、終業式、修了式、朝会 文化祭(学園祭、学校祭、学芸会、

学習発表会)、音楽会、合唱コンクール、予餞会 運動会、体育祭、水泳大会 遠足、

修学旅行、移動教室、野外活動、集団宿泊活動   職場体験、創作活動、 

上級学校訪問・職場見学、美化活動、地域ボランティア活動  

進学・大学の主要学部 

小学校卒業⇒中学校卒業⇒高校卒業→学士(大学 卒業)→修士→博士(大学院 修了) 

法学部 医学部 工学部 文学部 理学部 農学部 経済学部 教養学部 教育学部 薬学部 

学生でしかできないこと、というのがあるから、その失敗から学ぶことも多い。但し、悪いことは絶対するな。 

よくよく考えるならば、大いに学び遊べ  
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122.心理検査・性格検査 

一例：MBTI(Myers-Briggs Type Indicator) 

1.興味関心の方向(Favorite world)    2.ものの見方(Information) 

 E-外向型(Extravertion)  S-感覚型(Sensation) 

I-内向型(Introvertion)   N-直観型(Intuition) 

3.判断の仕方(Decisions)       4.外界への接し方(Structure) 

 T-思考型(Thinking)  J-判断型(Judging) 

 F-感情型(Feeling)   P-知覚型(Perceiving) 

分析家、外交官、番人、探検家  (私はINTP) 

INTJ：建築家  合理的、インフォームド、独立性、決定、好奇心旺盛、オリジナル 

INTP：論理学者    分析、オリジナル、オープンマインド、好奇心旺盛、目的 

ENTJ：指揮官 効率的、エネルギッシュ、自信、強い意志、戦略的思考、カリスマ性 

ENTP：討論者    知識豊富、クイックシンカー、カリスマ性、エネルギッシュ 

INFJ：提唱者        クリエイティブ、洞察力、原則的、情熱的、利他的 

INFP：仲介者      共感的、寛大、オープンマインド、情熱的、理想主義 

ENFJ：主人公       受容的、信頼できる、情熱的、利他的、カリスマ的 

ENFP：広報運動家   好奇心旺盛、知覚的、熱狂的、コミュニケーター、善良 

ISTJ：管理者 正直で直接的、強い意志と忠実、責任感、穏やかで実用的、秩序、統計 

ISFJ：擁護者        支援的、信頼性、観察力、熱心、勤勉、実践スキル 

ESTJ：幹部  献身的、強い意志、直接的で正直、忠実、忍耐、信頼性、秩序、組織 

ESFJ：領事官 献身的、強い意志、直接的で正直、忠実、忍耐、信頼性、秩序、組織 

ISTP：巨匠 楽観的でエネルギッシュ、創造的で実用的、自発的で合理的、優先順位 

ISFP：冒険家 チャーミング、他者に敏感、想像力豊か、情熱的、好奇心旺盛、芸術的 

ESTP：起業家    大胆、合理的で実用的、オリジナル、知覚的、直接、社交的 

ESFP：エンターテイナー    大胆、美学、実践的、観察力、ピープルスキル 

 

讃える言葉や本を書く、というのも自分を知るきっかけになる 

 

通俗心理テスト(血液型占い等)・恋愛心理テスト 例  (頼りにしてはいけない) 

・⽝になった あなたは、飼い主様とお散歩中。   ・庭を進むと、水の中にいると気が付きました。 

向こうから、皆から人気者の猫がやってきました。    次のうちのどこですか？  

この猫の好かれる理由は？    1.水たまり 2.池 3.湖 

性格検査：質問紙法(エゴグラム等)、投影法(ロールシャッハテスト)、作業検査法など 

夢(理想)は伝統的にも(∵聖書、古事記 等)心理検査やお告げとして見られた。 

 

汝 自らを知れ Γνώθι  σε αυτόν  Know thyself 

あなたの答え.「あなたが思う、あなた自身が好かれる理由」 エッチ度1.性欲弱め 2.人並みの性欲 3.性欲強め 
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123.シッディ(インド)・神通力(仏教)、超能力 

六神通：チャラビンニャー
c h a ḷ a b h i ñ ñ ā

(パーリ語) 

神通力、宗教的超能力の基本( 喩 え
実際の現実とは似ても異なる表現

でも使われる)。 

直接的、高度な、超常的な知識。書『沙門果経』、『仙仏合宗』など 

宿
しゅく

命
みょう

通：pubbe-nivāsānussati-ñāṇa(宿住通)(6 願) 自他の過去を全て知りうる。 

天
てん

眼
げん

通：dibba-cakkhu-ñāṇa(死生通)(7 願) 生命や死と生、天国などを知りうる。 

天
てん

耳
に

通：dibba-sota-ñāṇa(8 願) 様々な声や音を、遠近問わず聞きうる。 

他
た

心
しん

通：c e t o - p a r i y a - ñ ā ṇ a ( 9 願)  他者の心の中を洞察しうる。 

神
じん

足
そく

通：iddhi-vidha-ñāṇa(神境通)(5 願) 様々な超能力を体験しうる。 

漏
ろ

尽
じん

通：āsavakkhaya-ñāṇa 

漏尽通以外を五通とも呼ぶ。宿明通、天眼通、漏尽通の三つを三明(tevijjā)と呼ぶ。 

キリスト御自身(宿命通 など)や聖典、古典にも現実の世界に超能力があったとする記述はある。 

他にも能力がある。超能力は秘密の力だが、魔境：自我肥大や、正気を失うことは いけないこと 

一切(一七の⼑、一を切る。一分：一八の⼑)という様に、文字や言葉を暗喩や反対

言葉で、利他的にスパイ活動の様に秘密裡に使いこなせる言語能力などもある。 

 

共同体 秘儀参入、共同体機密(国家など)による科学的高度能力の可能性 等、

原因は様々。学問に超心理学 等がある。喩えや手品であることも多い。 

PSI(Ψ、サイ：超能力)の一例 

・超感覚的知覚(ESP：Extra-sensory perception) 

念話( テレパシー
Telepathy

) 、透視( ク レ ヤ ボ ヤ ン ス
フランス語：Clairvoyance

) 、念聴( クレアオーディエンス
C l a i r a u d i e n c e

) 、 

念 臭 ( ク レ ア セ ン ト ) 、 遠 隔 透 視 ( 千 ⾥ 眼 、 リモート・ビューイング
Remote Viewing

) 、 

未 来 視 ( フォアサイト
Fo re s ig ht

) 、 未 来 予 知 ( プレコグニション
Preco gnit io n

) 、 念 視 ( サイコメトリー
Psychometry

) 、 

過去視(ポストコグニション
p o s t c o g n i t i o n

)、皮膚視覚 

・サイコキネシス(PK、念力) 

念 動 力 ( ね ん ど うり き 、 サイコキネシス
Psychokinesis

) 、 借 力 ( ち ゃく りき 、 テレキネシス
Telekinesis

) 、 

空中浮揚(くうちゅうふよう、レビテーション
l e v i t a t e

)、念写(ねんしゃ、ソートグラフィー
Thoughtgraphy

)、 

超能力治療(ヒーリング
h e a l i n g

)、発火能力(パイロキネシス
Pyrokinesis

) 

・ESP空間認知とPKによる物体の移動の組み合わせ 

瞬間移動( テレポーテーション

T e l e p o r t a i o n

) 、物体取り寄せ( アポート

appo rt

) 、物体送信( アスポート

a s p o r t

) 

天や元素、道具や本と疎通できる、というのもある。超能力の疎通は危険も多いから、乗っ取られ 

そうになったら、強く抵抗し、自分の意識をきちんと持ち続けよう。超能力に身を預けてはいけない。 

現実の先天的で自然的な身体能力や思考能力 等を大事にしよう。 

主の正義に使うこと：秘密にして使おう 



434 

130.性の体系 一例 

キス：A：接吻 ソフトキス、(ディープキス etc.) 

ペッティング：B：愛撫、前戯、(手マンetc.) 

セックス：C：性交  

オーラルセックス：口腔性交 

(フェラチオ、クンニリングス、 

シックスナイン、イラマチオ、 

ディープ・スロート etc.) 

(アナルセックス：肛門性交) 

セックス：膣性交 

(その他セックス) 

異性愛：Heterosexuality  自然繁栄を維持する性の型を好むべき 

外国人性愛：Xenophilia 主、信じる宗教が同じことの方が重要 

処女愛好：Deflorantism 男女共に、結婚までは童貞・処女を守る 

(素人愛好：Amateurism) 性は自然快楽的で初心な方が好まれる 

(性行為連続性愛：Polyterophilia) 多人数のハーレム愛好も含む 

(小児性愛：Pedophilia) 繁殖繁栄における安全保障論理が理由 

(BDSM：Bondage Discipline Sadism & Masochism) 習慣の逆 

無毛性愛：Glabrousness 毛髪や細部、性器にも美や清潔を求む 

(コスプレ：Costume play：Cosplay) メイド服など、様々ある 

 

性交体位：正常位、騎乗位、後背位、伸長位、屈曲位、交差位、座位、側位、立位 

   (背面座位、密着座位、変則位、腰高位、腰吊位、SM、四十八手、九十六手、百手、  )     

性具 

(ディルド バイブレーター 搾乳機 クリキャップ オナホール ラブドール 

ダッチワイフ エネマグラ コックバンド ラブローション ローター 

アナルビーズ サック 拘束具 電気刺激具 スケベ椅子 ラブチェアー) 

淫語 

(おま n こ まんまん ロリまん めこすじ とろまん 淫溝 ヴァギナ 恥丘 幼唇 

くぱぁ ぷチッ ジュポッジュポッ パンパンッパンパンパンッ ビクンッビクンッ  

とろっ ぴちゃぴちゃ ロリ美処女 マゾメイド調教 快楽絶頂ハーレムセックス 

壱のオレをガチぼれの美聖処女少女らとキメはめ どｴﾛハーレム快性活 Unlimited ∞) 

(хохо  Красотка  Моя красавица  Жопа Пиздец) 

飲み込まれてはいけないから、正しい性に関心を持とう。  
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131.性的物語一例 

白
しろ

銀
がね

のお嬢様と統治の聖 服
クロス

 

高貴でクールな白銀のお嬢様が当主を継ぐには… … 統治の聖服を纏わなければ 

ならない！ パーツが増えるたび科せられるマゾ調教——貞操帯を嵌めて 

ごっくんフェラ！  乳首ローターを震わせパイズリ挟射！ 忠実なメイドと共に 

処女まで捧げるお嬢様… … これじゃ只のエロ祭儀!? 

 

お嬢様の女陰は体の他の部分と同様に、あまりに美しすぎた。無毛の恥丘は 

生クリームを盛り上げたように白い。秘裂の色はやはり鮮やかな撫子ピンク。 

朱色と白肌のコントラストはショートケーキの様に華やかだ。 

 これが本来ならば、誰も見ることができない、お嬢様の生殖器なのだ… …  

手を合わせて拝むべきだろう。 

 そんな神 し々さとは不釣り合いに、女性特有の匂いが香る。処女メイドたちより

ちょっぴり薄いが、乳製品の様な独特のそれだ。あの白銀のお嬢様がそんな匂いを

放つことに、とびっきりの興奮を感じる。メイドたちは、同じ女性器でも色々な 

個性があることを教えてくれる。衝撃に惚けていると、恥じらう声が呼びよせて 

くる。お嬢様がさっと顔を逸らし、視線をぽろぽろと泳がせる。心なしか目が潤み、

唇が細かく震えている。その姿は羞恥に驚く乙女そのもので、あの凛 し々いお嬢様

とは別人で——愛の信仰が一気に胸を焦がす。もう我慢はできない。メイドたちの 

愛蜜で濡れた指先を、白金の柔い恥肉へとなぞらせる。 

 

巨乳＆美乳のロリ先輩！エロい願いも叶えてくれるご奉仕フェラ!? 

「あなたの おちnぽ から ぴゅっぴゅっして   」 

処女も捧げられちゃう天国にバブバブちゅっちゅ⽢えたい！ 

 

主さま、私たちを……、どうか、ご自由にお使い下さい    

美しき踊り子や、 幼
おさな

馴
な

染
じみ

の最強女騎士。爆乳エルフの王女様にまで一途に 

愛され性に努める毎日は、完璧な癒しを与えてくれて…。 

「んれぅ、ぷちゅる。どうなさいますか？」 

ふっ、と胸の圧力が緩むと、僕をベッドに寝かせつつ、覆い被さってくる。 

「どうせ出すのなら、私のココにお願いします」 

 しなやかな指が、彼女自身の淫唇に差し込まれる。まだ触れられてもいなかった 

そこがぬちゅりと音を立てて、愛筋が薄く広げられていく。 

 ぬぷ、という音。陽棒が温かく狭い場所へ埋もれていく感触。交液がお互いの 

陰部を湿らせて、愛の結合をよりなめらかなものにしていく。 

「ふぁ… … っく、はぁ… …。 

おまnこ たまらなくて… …ふぁ、あっ、あぁっ… … ！」 

 

欲望解放   アクメレンパツの快楽天国    
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日本語の言葉遊びの基礎 

 
数字：合言葉に使うことが多い、初期の疎通。 

語呂合わせをしたり数字に意味を込めておく。 

Ex.√2≒1.41421356…： 一
ひと

夜
よ

一
ひと

夜
よ

に 人
ひと

見
み

頃
ごろ

 

漢字：二音以上が一セット 日本順方向読み⇉ 

例：藤𠩤⇉ふじわら、⇄わらふじ、らわじふ 

ひらがな：一音単位 日本順方向に遊び読み⇄ 

倒語読みであると、逆方向にも読まれる。 

カタカナ：一音単位 日本逆方向に遊び読み⇆ 

倒語読みであると、順方向にも読まれる。 

半角ｶ ﾀ ｶ ﾅ ：日本逆方向に飛ばし読み  等↜ 

倒語読みであると、色んな方向に読まれる。 

ラテンアルファベット (要工夫、目安程度) 

Abcde→：大文字小文字の組合わせ⇒順方向 

a b c d e ⇄ ：小文字のみ⇒様々な言葉遊び 

子音と母音が分かれていることを利用する。 

例 ： F U J I W A R A ＝ ふ J い W
う

ア ラ 

A B C D E ←：大文字のみ⇒ヘブライ語原義 

 

 

140.物語的世界観の種類 一例 
アート アクション SF 学園 官能 教養・学問 コメディ 児童 宗教 

書 簡 体  推 理  ス ポ ー ツ  青 春  政 治 ・ 経 済  日 記 体  パ ロ デ ィ 

ポ ルノ  フ ァンタ ジー  メ タフィ クシ ョン  歴 史  恋愛  ロマ ンス 

 

十二マスを用いた言葉遊び の一例 
1あ A      

絵、モザイク画 等  Art 
2か K                

沓冠、ぎなた読み  Word head 
3さ S       5 

字画、指向、数 等  Number 
4た T ⇄         

倒語、地口 等  Spelling 
5な N             

なぞかけ遊び  Question 
6は H         

パングラム 等  Pangram 
7ま M          

文字、符号信号  Mode code 
8や Y                

訳、人工言語 等  Translation 
9ら R ≧💛 

ﾘﾌｫｰﾑ、誤脱字 等  Reforming 
10わ W               

私も考えること  Your thinking 

他にも、多く遊べること 
 

修辞技法の一例 

比喩  直喩  隠喩  4 擬態法  5 擬人法  6 倒置法  7 反復法  

8 同語反復 9 首尾同語(反照法) 10 体言止め 11 反語 12 呼びかけ 

1 3 対句 14 押韻 15 語句の挿入 16 省略法 17 緩叙法 18 漸層法  

1 9 対象法 20 敷衍 2 1 パロディ 22 畳語法 23 疑惑法 24 誇張法  

2 5 列挙法 26 折句 2 7 史的現在 28 撞着語法 29 頓降法 30 黙説  

3 1 冗語法 3 2 転用語法 3 3 象徴主義 3 4 役割語 3 5 秘密 e tc . 

 

物語 
キャラクター プロット 設定 主題 文体 物語構造 形式 ジャンル 語り手 時制 

 

神話や民話は数多い 

おもちゃ (玩具は貴重である) 

動く置物 ボードゲーム(⿇雀、オセロ等)、カードゲーム(トランプ) 変形ロボット、フィギュア、プラモデル  

ブロック遊び、パズル、スライドパズル ダイス、双六、マジックキューブ(2×2ミラーキューブ、フロッピー 

キューブ) フィジェットトイ(単調な動作を繰り返す) スピンリング ビデオゲーム 漫画 アダルトゲーム 
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150.天国 

仙
シィェン 1

境
ヂィン 4

(神仙郷、仙郷、仙界)：仙人の住む土地。 

         俗世間を離れた清浄な地。ユートピア。 

世
シィー4

外
ゥアィ 4

桃
タァォ 2

源
ユァン 2

( 桃

とう

源

げん

郷

きょう

)：俗界を離れた他界・仙境。 

武
ぶ

陵
りょう

桃
とう

源
げん

とも言う。日本の 藤原、の音読みとも言葉遊びがある。 

日本神話 天津国(あまつくに)、高天原(たかまがはら、たかあまのはら etc. ) 

 

デーヴァローカ：Deva-loka 天界(ヒンドゥー教) 

天は、この地上から遙か上方にあると考えられている。天は苦悩が少なく、 

最高最勝の果報を受ける有情(sattva:心の働きを持つもの)が住む清浄な世界。 

極楽、浄土、極楽浄土：sukhāvatī(スカーヴァティー、梵語),  

bde ba can(デワチェン、チベット語) 

一切の苦はなく、ただ楽のみがある。苦しみのまじらない身心共に楽な世界。 

悟りを開く境涯。 

 

エデンの園：ְְְגןְעדן、Garden of Eden, Paradisus, παράδεισος, Paradise  

エデンとはヘブライ語で楽しみ、アッカド語(最古のセム語)で園、という意味である。 

 

北欧神話 アースガルズ：Ásgarðr(古ノルド語)、Asgard 

女性の神々の集まる非常に美しい館をヴィーンゴールヴ：Vingólf と呼ぶ。 

エジプト神話 アアル：Aaru, Yaaru, Iaru またはAalu 

永久に暮らせる理想の霊界の土地。「Sekhet Hetepet (平和の野原)」と言われる。 

ギリシア神話 エーリュシオン：Ἠλύσιον(古代ギリシア語)、Ēlysion(ラテン語) 

死後の楽園。至福者の島：μακάρων νῆσοι(マカロネシア)とも呼ばれる。 

 

ジャッナ(ジャンナ)： ّجنة 

死後に永生を得る所、女性に対して、性的な強さが与えられ、処女のフーリーらと

セックスができ、歓待を受ける。少なくとも 72～100 者以上のフーリーらと、 

八万以上の使用人が与えられる。美酒の泉、美味しい果実や御馳走などもある。 

Quran2章82、Ｑ40章40、Ｑ55章46・62、Ｑ39章73、Ｑ56章10～24 

フィルダウス(パラダイス)：Quran18章107  アドン(エデン)：Q16章31 

ナイーム(悦楽)：Q5章65  マアワー(安息所)：Q53章15 

フルド(永遠)：Q25章15 

2：29、78：12、21：30、67：5、13：24、88：10－16、13：23、3：15、 

5：119、47：15、3：133、9：72、36：56－57、88：10－16、52：20、 

18：31、88：10－16、52：23、2：25、52：22、36：56－57、35：33、 

18：31、52：20、52：21、52：24、3：136、9：72、56：11—40 
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151.天国的女性 

仙
シィェン 1

女
ヌゥー3

：道教の女神を指す言葉。 

中国の仏教では、女神を天女と呼ぶ。天仙。 

 

天女：天に住むとされる女性のこと。容姿端麗。 

 

房
ぼう

中
ちゅう

術
じゅつ

：陰道・補導の術。男女が交わり、互いの

精気を交換することで、不老長生となる技術。交わる

ことで相手から気を受け取る際、適度に肛門を締めて

おくことが必要。こうして受け取った気は丹田に収容。 

 

善
ぜん

女
にょ

、善
ぜん

女
にょ

人
にん

：仏法に帰依する女。 

 

ワルキューレ：Walküre(ドイツ語) 

ヴァルキュリャ：valkyrja(古代ノルド語) 

天界に導く存在。英雄をはじめとする人の 

恋人たち。蜜酒を与える給仕。王族の娘。 

 

フーリー： حُورِيَّة 

天国では、少なくとも72 者以上のフーリーらが

セックスの相手をするとされ、陽気な乙女で、 

明るく、若く、美しく、親切でかわいらしく、 

行為の後は再び情熱的な処女となる神女である。

みな、欲望をそそる様な名器の持ち主。  
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160.応答集 視点移動を統治者に任せると疎通もできる。 

A ありがとうございます。    いってらっしゃい！ 

I ｲイエ、ﾑズカしく思います。  うん うん！ U う～ん？  

E え～!? すごいですね！ O お願いします、 お疲れ様です。 

Q 感謝します、 期待しています。 組合わせて みませんか？ 

結果も大事だと思います。 こちらは いかがでしょうか？ 

サンキューです！  質 高いですね！   凄いですね！ 

せっかくですから… そうですね？ 

大変ですね？    力一杯やってみたいです！ 

次は どうですか？  手を考えてみます。  

とんでもないです。 

何か お手伝い できること ありませんか。 

人気があるみたい ですよ。 

温もり、ありがとうございます。 

眠くなりましたか？ のんびりするのも よいと思いますよ。 

f はい、ありがとうございます！ 必要なことだと思います。 

ふ ー 、 そ う で す ね …  へ ぇ ー ！ そ う な ん で す ね ！ 

本当ですか！スゴイですね！  

また  お願いしますね！  皆さん、すごいですね！ 

難 し い で す ね ？      め ず ら し い で す ね ！ 

もっと頑張りたいと思います、ありがとうございます。 

やりましたね！    J ご相談したいこと ございます。 

プ ロ に お 任 せ す れ ば  で き る か も し れ ま せ ん ね ？ 

ゆっくりでも よいと思いますよ！ Py 注意したいと思います.  

よかったですね！     宜しくお願い致します。 

ラッキーですね！    リラックスなさってください。 

ルールを決めておきたいですね？ 

例 と  し ま し て は 、 ～   論 題 に 戻 り ま す と 、 ～ 

わ か り ま し た ！ あ り が と う ご ざ い ま す 。 

あ ー ！ な る ほ ど ー ！    ～ を  お 願 い し ま す 。 

や っ ぱ り  そ う だ っ た ん で す ね ！   ん ん っ ！ ？ 

Thank you! I think for you, Good bye. E  ? Recover, please.  

は!?：不可解 

はい、：肯定 

はぁ。：不明瞭 

はい⤴？：疑問 

はぁ⤴？：反感 

はっ！：了解 
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170.世界観 問題集 (自分の思想を仮止めしておく) 

・ 神 は 存 在 す る の か ？ －   神 は 存 在 す る 。 

・ 世 界 と は ？ 王 と は ？ － 天 、 如 と 表 現 す る 。 

－過去の世界は地獄の様な苦界、だが幸福もある。 

肉体の死後は天国の様な楽界、快い幸福がある。 

－王は、好い対話ができ、真善美快の人的救済者 

・ 幸 福 と は 何 か ？ 人 は 幸 福 に な れ る の か ？ 

－私はプルシャールタを素直に受領し、主と生きる。個人格によって異なるが、 

宗教の示す幸福は、普遍的でありやすい。天国から逆算した幸福生活を修行。 

－苦界ではどんな人でも、完全な幸福にはなれないが、幸福な時はあり頑張る。 

天国には、希望がある。苦界は私の快永生の為の厳初等教育で、天国が本当。 

・ 自 我 は 存 続 す る の か ？ 天 国 は あ る の か ？ 

・ 人 間 性 に お い て 最 も 大 事 な こ と は 何 か ？ 

・ こ の 世 界 の 意 味 は 、 人 生 の 意 義 は 何 か ？ 

・世界の始まりと終わりは何か？ 

・人間には運命や自由はあるのか？ 

・世界の真理とは？その意味は何か？ 

・自然とは？  ・自分とは何なのか？ 

超自然とは？  ・天国はどんな所か？ 

・聖俗とは何か？  ・死後どうなるのか？  

・ 神 や 天 か ら の 恵 み が 人 生 な の か 、 偶 然 か ？ 

・ 人 と 人 は ど う し て 争 う の か ？ 愛 の 問 題 は ？ 

・ 善 と は 何 か ？  ・ 主 の 正 し さ と は 何 か ？ 

・ 主 が 、 こ の 私 に 求 め る こ と 、 と は 何 か ？ 

何を苦しみ、不安に思うのか？ 生老病死と、対策としての一問一答 

0 生活(日常と健康、政治経済、人間関係など) 

→安全保障者の如来、自身に近い王 

1 苦しみ、苦痛のこと(肉体、精神、社会、霊魂) 

→天どの、正義の王たち、学問や知識、哲学 

2 世界、宇宙や概念が、極大に広がった時のこと 

→幸福、生活実践、目の前のことに集中 

3 死や地獄のこと(自己の不滅や世界への疑い) 

→やさしい神さまや伝統宗教の実践 

4 主 らは無事なのか。永遠、快永生のこと 

→愛やプルシャールタ受領の永続や維持と、創造説は一体 

5 主 ら、王達に嫌われないか。 

→健全な共同幸福の記憶や想ひ出、正常で品性ある自我存続、神の栄光の為 

 快幸福永生の為に、どうすればよいのか？  

神さま、死の訓練、天国のことを 

よく考えることは無益にみえるが、 

そうではない。確かに適度にやら 

なければならないが、考察自体は 

必要なことで、仮の自答が必要。 
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180.伝統や宗教的生活 

日本の宗教 

神道      日本国   善神秘    君が代    生活一体 

儒教      四書五経  善知万能   三綱五常   伝統儀礼 

仏教      仏教経典  超 全知   念仏     神仏習合 

日本ｷﾘｽﾄ教   聖書    全知全能   主の祈り   聖祈主義     

一神教 

ユダヤ 教   タナハ   超 全能     義    秘密主義   

キリスト教   ビブロス  超 全知全能   愛    聖俗分離 

イスラム教   クルアーン 超 全知と全能と全知全能  聖俗一体 

      

 

いろは歌 

い ろ は に ほ へ と   ち り ぬ る を 

以  呂  波 者 盤  仁 尓  本 保  ⻏  止 東 

知  利  奴  留 類 累  遠 越 

 

わ か よ た れ そ   つ ね な ら む 

和 王  可 加  与 夜  太 多 堂  礼  所 曾 

川 徒 都  子 禰  奈 那  良 羅  ⽆ 武 

 

う ゐ の お く や ま   け ふ こ え て 

宇  為  乃 能  於  久  也  万 未 

个 遣 計  不 布 婦  己  衣  天 

 

あ さ き ゆ め み じ   ゑ ひ も せ ず   ん 

安  左 佐  幾 支  由  女 免  三 美 見  志 之 

恵  比 悲  毛  世 勢  寿 須  京 

母音の順：iuoea 

カタカナの源流の漢字の上記以外での例 

ア：阿 イ：伊 エ：江   ケ：介 

サ：散   シ：之   ソ：曾、曽 

タ：多 チ：千   ネ：祢 ノ：乃 

ハ：八    ヘ：部    ホ：保 

ム：牟  ル：流  ヲ：乎 ン：尓  
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181.宗教の様々な使い方 一例 (自分で組み合わせるべきこと) 

士の教理：外の生活(外出、外泊、入院等)、哲学、理性、道徳 

 

キリスト教：外の秘密 (遠出で、強く導かれた時)王勅や法律 

世界ｷﾘｽﾄ教：外の野  (遠出で、ぶらりとする時)世俗や風習 

 

仏教・正教：外の日常 (慣れた領域での外出時の日常、散歩等) 

諸子百家：外の非日常 (領域で驚いた時や礼を重んじる時) 

ヒンドゥー教：外の奥義(外の秘中の秘) (領域の中で秘密の時) 

 

土の教理：自然の教理 

神話・各宗教：内の非日常 

ユダヤ 教：内の日常 

 

神道・日本国：家の内 

イスラム教：内の秘密(内の秘中の秘) 

Myouway：内の奥義(     ) 

 

十の教理：内の生活(プライベートな生活) 

王の教理：秘密の教理(奥義) 

主の教理：各宗教 聖典 

 

表現言語：日本語、聖典原文、日本化済 一般多言語、人工言語 等 

学習言語：典礼言語(各宗教の言語)、伝統言語、多言語 等 

思考言語：母国語、まんこう語群、Myouwish、偽 他言語、 

 

藤原 けんすけ(日本語話者が、音だけで連想できる本名) 

FUJIWARA Kensuke(外国語でも通用力ある英語の本名) 

藤原 研介(社会的に使いやすい本名、常用漢字上の構成) 

藤𠩤 研介(日本国での、戸籍上の本名) 

 

本書の一例は、個人の経験に基づく一つの例に過ぎないから、 

主と出逢ったなら、自由にアレンジし、集団下で強制しないこと。 
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182.宗教と暦  

西暦       (太陽太陰暦、∵キリスト) 

皇紀          (紀元前660 年元年) 

ユダヤ暦 (紀元前3761 年10 月7 日創生紀元) 

ヒジュラ暦      (イスラム暦、太陰暦)  

183.言語と気候 

東： 日本 ：温帯気候、冷帯気候、四季 

南：アラビア：砂漠気候、熱帯 

西：ギリシャ：地中海性気候 

北： ロシア ：ツンドラ気候、寒帯 

184.宗教と月 一例 (他にもある) 

一月：6神道、6日本国      ∵ 正
しょう

月
がつ

、新
しん

年
ねん

 

二月：1 諸
ヂゥー1

子
ヅゥ 3

百
パァィ 3

家
ヂィア 1

   ∵旧正月： 春
チゥェン 1

節
ヂィエ 2

 

三月：10十の教理、11士の教理   ∵自由、March 

四月：8日本ｷﾘｽﾄ教    ∵イースター
復活祭

、新年度 

五月：9東方正教       ∵復活大祭：Пáсха
パ ス ハ

 

六月：12王の教理、11土の教理   ∵June、自然 

七月：0Myouway  ∵新年、正月の網羅 (3 か月毎
1、4、7、10

) 

八月：7仏教         ∵お盆：盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え

 

九月：5イスラム教   ∵ رمضان：断食月
ラマダーン

(第 9 月
ヒジュラ暦

) 

十月：3 ユダヤ 教     ∵ְנְָּה שְָּ ：ר ְאשְ־ְהְַּ 新 年
ロシュ・ハッシャナア

 

十一月：2ヒンドゥー教   ∵インド正月：दीपावली

D ī p ā v a l ī

 
十二月：4キリスト教   ∵降誕祭

クリスマス

：Χριστούγεννα
フ リ ス ト ゥ ー イ ェ ナ
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185.宗教と日 一例 (一ヵ月) 

1.宗教御名 11.自作宗教  21.日本語  

〇       🔯uia 紫、銀、虹       

一  A🔯紫  ☯S z 黒、桃 A 青    

二  Ch☦白  🕉P m 黄、肌 K 黒    

三  S⛩赤  ✡T d 青、藍 S 赤    

四  D☸橙  ☦K g 白、透 T 橙    

五  N☯黒  ☪F w 緑、翠 N 紺    

六  H🌱藤  ⛩Ч j 赤、朱 H 藤  

七  M🕉黄  ☸Bц 橙、銅 M 紫   

八  Y✝水  ✝N l 水、紺 Y 黄    

九  R☪緑  🌱Q r 藤、金 R 緑    

十  W✡青    紫、虹 W 白      
土、士  朱     混      ゛        

王   茶      玉      ゜        

玉    水            ゃゅょ 

皇    藤               

主    虹                
 

186.宗教と曜日 一例 

日曜：キリスト教        主日：Κυριακή  

月曜：(中国語 星
シィン 1

期
チィー1

一
イー1

)  

火曜：(ヒンドゥー教 斎戒日)  

水曜：(日本国、タイ仏教 など) 

木曜：東方正教  (水曜日、金曜日が斎戒日) 

金曜：イスラム教  合同礼拝日： الجمعة 

土曜： ユダヤ 教        安息日：ְת בָּ  שַּ

安息日(あんそく にち、じつ、び)は、お休みの日。キリストは安息日の主人。 
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187.暦日 (calendar day ) 
00 時 00 分から始まり 24 時 00 分で終わる連続した 24 時間のこと(ex. 実利論の王の生活 16) 

ex. ユダヤ暦(太陰太陽暦)では日は夕方、月は新月の日に始まり、春分または秋分が年始で平年は 

12 か月、第 13 月(閏月)の挿入は 19 年に 7 回で、(19 太陽年≒235 朔望月)第 6 月の次に置く。 

地球では東西に経度 1 度の違いで 4 分の時差が、経度 15 度の違いで 1 時間の時差が発生する。 

(東：日本 等が早く、西：アメリカ 等が遅い) 

188.日本の暦と二十四節気 (にじゅうしせっき) 

二十四節気：１太陽年を24等分し、その分割点を含む日に季節を表す名称を付したもの 

地球の自転軸：地軸は公転軸に対して約23.4度傾いており、公転面に対する角度は66.6度。 

睦
む

月
つき

1月  如月
きさらぎ

2月 弥生
や よ い

3月 卯
う

月
づき

4月 皐
さ

月
つき

5月 水
み

無
な

月
づき

6月 

小

寒 

大

寒 

立

春 

雨

水 

啓

蟄 

春

分 

清

明 

穀

雨 

立

夏 

小

満 

芒

種 

夏

至 

文
ふみ

月
つき

7月 葉
は

月
づき

8月 長
なが

月
つき

9月 神
かん

無
な

月
づき

10月 霜
しも

月
つき

11月 師走
し わ す

12月 

小

暑 

大

暑 

立

秋 

処

暑 

白

露 

秋

分 

寒

露 

霜

降 

立

冬 

小

雪 

大

雪 

冬

至 

立春の前日：節分 春分の前後 3 日：春の彼岸 立夏の 18 日前：春の土用 

立秋の18日前：夏の土用 秋分の前後3日：秋の彼岸 立冬の18日前：秋の土用 

立春の18日前：冬の土用  春：2～4月、夏：5～7月、秋：8～10月、冬：11～1月 

彼岸は天国(：彼岸)の如く過ごしやすい。 土用はよく食べて 精をつけ、季節毎の体調管理をすべし。 

190.天体や地上  191.十二星座 (13 星座) 

    ：おひつじ座 Aries       ：おうし座 Taurus  

    ：ふたご座 Gemini       ：かに座 Cancer   

    ：しし座 Leo          ：おとめ座 Virgo   

    ：てんびん座 Libra       ：さそり座 Scorpio  

    ：いて座 Sagittarius       ：やぎ座 Capricorn  

    ：みずがめ座 Aquarius      ：うお座 Pisces   

(    ：へびつかい座 Ophiuchus ) 

192.主要な11天体 (惑星記号) 

☉、🜚：太陽 Sun   

☿：水星 Mercury (Hermes)  ♀：金星 Venus   

♁、⨁：地球 Earth     ☽、☾：月(地球の衛星) Moon (Lunar)   

♂：火星 Mars        ♃：木星 Jupiter   

♄：土星 Saturn      ⛢、♅：天王星 Uranus   

♆：海王星 Neptune      ♇：冥王星(準惑星) Pluto  
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193.地上の天気 
    晴 れ     曇 り        雨          雪     雷              霧  

台風 低気圧 高気圧 

 

快晴 晴れ 曇り ちり煙霧 煙霧 砂じんあらし 地吹雪 

霧 霧雨 雨 雨強し にわか雨 みぞれ 雪 雪強し  

にわか雪 あられ ひょう 雷 雷強し  天気不明 

 

風 向 ・ 風 力  気 温  視 程 ( 高 精 度 、 低 精 度 ) 

天気 露点温度 気圧 気圧変化量 気圧の変化傾向 雲量   

雲の状態 (約10種) 

下層雲(対流雲など) CL  

下層雲なし 積雲(扁平雲、雄大雲) 積乱雲(無毛雲、多毛雲) 

層積雲 層雲(霧状雲)  

中層雲 CM 

高層雲(半透明雲、不透明雲) 乱層雲  

高積雲(半透明雲、不透明雲、レンズ雲、二重雲、塔状雲、房状雲)  

上層雲 CH 

巻雲(毛状雲、鉤状雲、塔状雲、房状雲、濃密雲) 巻層雲 巻積雲 
 

過去の天気 降水量(過去12時間) 雲底の高さ(0～2,500ｍ) 
 

広域的な気象要素 

寒 冷 前 線 、 温 暖 前 線 、 停 滞 前 線 、 閉 塞 前 線 

十種雲形 
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200.経験論  201.品性を守る主要な対策集 

身語心大明 

温
おん

香
こう

息
そく

ﾀﾝ念
ねん

本
ほん

味
み

指
ゆび

楽
らく

和
わ

 (子音パングラム)(暗唱) 

主に指楽：リフレクソロジー、セルフプレジャー 

ツボ押しマッサージ(手・顔・足etc.) 

Tulvacakra
タルヴァーチャクラ

 

Tulpa：タルパ
作 成 霊 体

、理想の看取り者との疎通 etc. 

Vaca
ヴァーチャ

：言語的芸術、言語の切替え、想像 etc. 

Cakra：チャクラ瞑想、強快楽 注入空想 etc. 

(頭・内臓・性器 等への血流集中、自律訓練) 

 בראשיתְ

יָּהְב   כ    ﾍﾞﾋﾔ  ー  泣くこと、感情表現(芸術) 

נָּהְר     ﾘﾅ  ー   歌、讃美歌 

רֶשֶתְא     ｱﾚｼｪﾄｩ 表情(笑顔、顔の体操) 

הְשָ  פָּ   ｻﾌｧ  ー   言語(言語切替え、言葉遊び) 

דְיָ    ﾔﾄ  ゙    手(リフレクソロジー) 

הְתּ   מוּנָּ   ﾃﾑﾅ  ー   写真、絵(想い出)  

СПАСИБО 

Слáдости ｽﾗｰﾀﾞｼﾁ   ⽢さ、快(性快楽、⽢い飴) 

Прикáзь  ﾌﾟﾘｶｰｼ   命令、指令書(祈りの言葉) 

Альбóм  ｱﾘﾎﾞｰﾑ   写真帳(思想を込める写真) 

Сидéлка  ｼﾁﾞｪｰﾙｶ   付き添い看護婦(タルパ) 

Ѝгры  ｲｸﾞﾘ     遊び(遊び道具、リスト) 

Бѝблия  ﾋﾞｰﾌﾞﾘﾔ   聖書(自著や伝統宗教書) 

Орденá  ｵﾙﾁﾞﾅ  ー    勲章(想ひ出の品、感謝帖) 
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視覚：鏡、笑顔、天空、自然元素、景色、本、写真、 

自分の手や指先、周囲の何気ない色形の変化、模様や文字 

聴覚：好きな音楽、歌や詩を口ずさむ、実際に発声する、 

好きな方や動物のマネ、手を叩く、顔や手や体を撫でる、 

ボイスパーカッション、まぶたの裏、深呼吸や心臓の音 

嗅覚：花や茶、飲料の香り、瞑想的呼吸法、香水、ワキや衣料の匂いを嗅ぐ 

味覚：日常の飲食を大切に味わう、医療用の飴やガム、 

唇のふち等を舐める、涙や汗、口腔のトレーニング、 

口腔マッサージ、顔や口の体操、笑う、飲食物で極限疎通 

身体や意識：感謝の記録を読み返す、先人の宗教教理、 

リフレクソロジー、ツボ押し、マッサージ、タルパ、血流集中、

自律訓練法、人生の肯定的経験の精査、自分の大本の教え、 

人生関心と修行の結合、信仰する自我イメージ、死や苦しみから 

起こる真剣な願い、宗教や自分で考えた御題目や自著の読誦、 

日常に戻る、ファッションに気を配る、明晰夢、夢や まどろみ の 

コントロール(日常的に本 等を身に着けること、視覚表象、聴覚)、 

考えることの基準を設けること、コミュニケーションすること、

遊び、阿
A

字観 等の修行成果、快
K

、自
S

著の暗唱・検索、 

対策集、ノート、深呼吸、心の声、祈り、リラックス…、etc. 

自著の暗唱等、死に対してやることを決めておき、就寝時等 訓練しておく。 

「死」や「無」という単語を実践的に連想した時、黒一色の真っ暗な暗闇が思い浮かぶ様では、無防備

すぎます。表象や理想想像の訓練をすべきです。(ex. 一＋夕＋ヒで、ヒには女性器の意味がある。) 

社会リソースや社会的なツールを用いる、遊びの開発、聖典、体験や思考の言語化、最期の

感情の設計や訓練、感情の吐き出しのガイドライン、思考の枠組みを変える、世界に驚く、

ポジティヴな世界観、自身の正しい天国や天女の想像(理想の限界が自分の理性や倫理強度

の限界)、自己の限界の記録、伝統的生活や祝祭、自身の大本の科学的経験、生の関心と修行

の結合、如来や天どのは私を憶えていてくれそう、生の赦しや意味は神さまが与えてくれる。 

202.極限疎通 (時間稼ぎ表象や疎通のヒント) 

・環境の変化を要素に還元する(環和：パターン認識) 

・要素に音素や音節を割り振る(合和：Soundize) 

・音や文字と、予め割振った意味を繋げる(和合：Meanize)  
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203.対策一例 

・真
ま

酔
すい

(酔歩・酩酊・頭や首を締める・食や性の手近な快楽) 

・和
わ

術
じゅつ

(上級統治者の存在やご統治を極限疎通 等で確認する) 

・日常志向(死後存在リスクを勘案し、自殺は考えから除く) 

引きこもる・引っ越す(安全な場所へ逃げる、逃走の準備) 

遵法強快楽(アイスクリーム 等)で半強制的に快幸福になる＋カーマ 

慰みや一人宴会の快楽の記憶、愛着ある一般物や駄知、二次元エロやロボットの雑想、ライトノベル、

万の絵や文字を頭で描く(阿字観など)、省エネルギーな快楽(極限疎通、好ましい思考、表象や手指の

遊び)、大事だった遊びを予備遊びを作った上で俗に卸すこと、信仰内容で意識状態をラベリング 

204.内と外の切り替え 

内：自分のこれ！と思う本(：日の本や自著)を読誦習慣、全暗記 

外：祈り、五体投地 礼、自分が 宗 教 者 だ と 示 す
どの宗教か求道中です、と答え、明言を避ける

 

205.瞑想訓練 (くるしい時にやることの訓練、身語心大明) 

主要 即効行動 対策：温
おん

香
こう

息
そく

ﾀﾝ
音色

念
ねん

本
ほん

味
み

指
ゆび

楽
らく

和
わ

 (対策 聖を暗唱) 

補助 時間稼ぎ 表象：Tulvacakra, 暗記した幸福を楽しむ、工夫 

行動も思考もできない時：快幸福の象徴の一念(合成強快壱念) 

瞑想の言葉を暗記しておき、スラスラと表象する中で、心を込めることに集中する。 

206.生活治療 

・伝統宗教書や学問(自己流宗教哲学や言語 等、有用な政治的駄知) 

・遵法余暇 宗教哲学生活(社会資源を使ってでも遵法余暇 獲得) 

・美処女ら、大事な自環境や大なる元素存在との疎通や関係 

眠：安全保障等の道徳や対人で冷たくなりすぎない様に、   

楽しい夜更かしや遊戯を適度に習慣へ取り入れること 

食：破戒的食事 等の時にどうするか勉強すること(ex.罪祭) 

性：正しい性の嗜好や方法に、できる限り こだわること 

・ミツヴォットや諸戒律を自分なりに守る、簡易な方法を編み出すこと 

・ 徳
ドゥーァ 2

目
ムゥー4

( 道
ダァォ 4

、 徳
ドゥーァ 2

、 仁
レェン 2

義
イー4

礼
リィー3

智
ヂィー4

信
シィン 4

：五
ウー3

常
チァン 2

、 

恭
ゴォン 1

寛
クゥァン 1

敏
ミィン 3

恵
フゥェイ 4

、 忠
ヂォン 1

孝
シィアォ 4

悌
ティー4

、 勇
イォン 3

謙
チィェン 1

、恕
シゥー4

etc.)を

深 く 考 え 、 言 動 に 反 映 さ れ る 程 に 悶 々 と す る こ と 

・遵法や道徳、風土を旨としてから、宗教に打ち込むこと 

・宗教は自ら考え実践を続けること、自分の本を書くこと 

・耐え忍べ、の御言葉もあるではないか、天国を想おう！  
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207.小声での音読習慣＋祭としての朗読 機会 

・外国語の読誦は喉を傷めやすいですから、様子を見て、とても

小声で、力を抜いて読んでください。夜や公共の場でも迷惑に 

ならない様にしたいですね。心身の不調 等がでたら中止したり、

やり方を工夫してください。調子がよい 一人の時に、朗唱。 

・脳の癖 等があると、多言語の朗読・朗唱は即効性の快を生み、

脳ヨガ・声ヨガとして効果がある、と感じられます。⇒やる気 

・通常の音読習慣→声が枯れる→超小声・脱力→声復活→声が改善 

208.私が正義や善と思ってやったこと 

執筆、極限疎通や御礼、祈り、勉強、一日 1.5 食、ゴミ拾い、 

思いやりある挨拶や言動、宝天呑が起きる感じのする言動、 

日常賛美、値引き商品やオススメを買うこと、商品を廃棄の時の

ことを考えてペアやハーレムにして購入すること、商品を取る時

はベタベタ触らないこと、高額の国債購入や寄付、宗教書の読誦

や暗唱、なるべく他者と関わらないと共に 遵法をもって暮らす

こと、各 宗教 戒律の真似事、工夫した安息日、好ましい畏れと

勃起、身体的にも精神的にも若い頃の全盛期哲学的結論：宗教を 

動かさないこと、宗教的存在を御招待する実践空想トレーニング 
 

私なりに考えて、数年間は行ったことです。数年 続けると、行動に

変化が生まれて、やめる様になっても、判断基準の一つになったり 

しました。私の正義は、本当に小さなことで、別段 本当に役に立つ訳

でないし、私自身から出てくる正義∵ ユダヤ 教の小さいことをよく 

感じました。法を守る、一般の生計を立てる等の義務 以上に進んで 

できる正義は、私ではなかなかできませんでした。でも、正しい、 

ということには、数年間なり、継続して行うこと、というのが 

大事なのでは、と考えを深めることができました。それに、自分の 

小さな正義では、天国に入れる取引になる様な積極的善は見当たらず、 

好ましい天国に入れる主観的な根拠は、 

主の正義や慈愛の深さ 故
ゆえ

とか、キリストの十字架 故 とか
～тка

で、

そうして宗教の御言葉や教理に説得されることができた、という

のが、私の小さな正義体験からの反省です。∵八福 

だから、ありがとう、主。  
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210.万皇記 

211.宗教の主観的役割 

原文読誦快、信仰や戒律順守による健康維持、信仰や聖典の 

思考法を思考の基礎におくことで生まれる好ましい 

信仰心理によるQOL
生 の 質

改善、先の現実的統治者との好ましい関係。 

歴史的保証を得ながら、聖存在らと悪いことを好まずに、むしろ

教養や生活が改善されて、快幸福永生を目標にした、苦界での 

平穏死や艱
かん

難
なん

の対策、好ましい天国への準備生活ができる。 

 

主、神天如と、人は共に生きていくことができる。 

書物や思想たちと共に生きることができる。 

そして、それは聖徒的気分で楽しい。 

 

212.宗教哲学 

・神は全能であり、例えば、多神の状態にもなれるだろうから、多神教かどうか 

よりも、教えの実践者の清浄性、等が問題であること。(宗教の哲学的諸問題は、何

かしら折り合いのつく論理が見つかるから、実際の人格や主観の観察を問うべき。) 

・論理は何事にも、それなりに建てられるから、その論理を実際に実現できる力や 

統治者、王との関係が大事であること 

・主のことを性のアナロジーで考えると、自分が真剣に主を学んだ教えの方が、世俗や世間

の宗教の教えより優先され、その言動の理論化の為には宗教書の原文等を調べるべきこと 

・神様はフーリーらや女天使さま をもご創造なさる？ 

神さまを、魔ですら畏れるのですから、魔の子∵キリスト教であるかの様に振舞いうる 

私も、よくよく畏れなければなりません。畏れ、には、恐れる、という意味だけで

なく、好ましく想うことができる、ということも含まれると思いたいです。好き、 

好意がある、も大事だと。 

・⾟い時よりも、むしろ快い時の方が、 

主、神天如、王玉皇、書に相応しいのだから、快い時こそ 

主、神天如、王玉皇、書を想うこと⇒苦は？自分で言動、哲学＋休息＋芸術。 

宗教は団体や組織に所属するより、個人で努めた方がよい時もある。(書や情報を揃える。)

また、宗教を始めると、一旦は貧乏や試練が迫るが、精神的な宗教的幸福は徐々 に増す。 

幼いと道徳や金持ちに憧れるものだから、宗教でビンボウになる前に道徳者や金持ちになる

努力しておき、御導きや試練によって幼い夢に諦めがつき、砕かれてから宗教に専念すると

よい。宗教に専念する前に、社会福祉制度でもよいから、生活基盤やその富や快楽(世俗的

アルタ、カーマ)が上手くいく目処や算段をつけるべき。民の生活はアルタが基本だから。 

主を畏れ喜び讃え、感謝し信愛し、戒律を考え守ると日常生活が改善します。 

生の幸福や経験を自分の思想で整理してみること 
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実際の人生について 

・欲求：1能力
家 族

→2知性
世俗価値

→3富
産業

や休息
社会階層

、 正義
政務・官務

→4 愛
学問・哲学

→5 ？？？
私の宗教 一人と世界

→？？？
ﾄﾌﾝﾄﾌﾝﾄﾌﾝ

 

機会：1幼児期
教 育

→2青年期
哲 学

→3壮年期
宗 教

→4老年期
自 由

→5 臨終期→5 .5 天国期 

私の生活観：1受 教育
幼 年 期

→2哲人王
青 年 期

→3隠居した老いた原始王
壮 年 期

→？→？→？ 

・世俗派や無神論者であっても、それなりに論理的に行動している 

から、智慧や論理の基礎を何に置くか、が大事であり、責めない。 

(快楽天国の存在を確信できるかどうか、等で安全保障や実利等での

論理的な行動が全く違うこと、他我を否定しないようにすることetc.)  

・よい真者を真とすると よい真者でなくなってしまう 

・権力には、勝てない内は逆らわない(受け身、消極的) 

・権威は疑うべきこともある(権威は方便を使うのが前提) 

善意と思う教育には、安全な内は自分の言い分を譲って従っておいた方が 

よいことも多かったです。まず主流派の政治や教育 等についていき、自分

がついていけなくなったら、少数派の中でも、伝統的に存在し、必ず必要と

される少数派についていく。ex. 修行が孤立していると思っても、例えば仏教では縁覚 

(えんがく、रत्येक बजद्ध pratyeka-buddha)や独覚(どっかく)、 辟支仏(びゃくしぶつ)、という修行の 

体系も存在する。(部行独覚、麟角喩独覚『倶舎論』etc.) 孤独ではないと思って、やるべき正義の 

努力を諦めないこと。天台の教義では、理法を悟る縁覚を「仏の世」のこととするが、天地自然の 

変化(極限疎通 等)の外縁によって悟る縁覚を「無仏の世」のこととする。天台の教義では後者を 

独覚とする。つまり、極限疎通より高い質の天国信仰法が多くある、と修行者の教えから推測可。 

不死、超長寿、期限寿、自然的長寿、早死etc.どの死を選択するかで、

天国観や現世の生き方は異なります。私は、肉体的には長寿の健康的

老衰死を目指し(∵ ユダヤ 教、120年と定められた肉体的な人の寿命

についての聖書の説、聖書には数字遊びが含まれるから、そのまま120

で死ぬべきではない。不死には まず世界の不死が必要で 難しい) 

霊、精神的なことや、魂等の何らかの自我存続においては、 

主 らとの快幸福永生を目指すのがよいと考えます。今は、であって、

実際に快永生を生きた訳ではありませんが、今はそう考えて、人生の

論理を構築しています。人生の苦しみも、自分の本性を正直に記述し、

それを快永生にも耐える形にすると、現世の苦しみがその達成の為の

優れた教育であるかの様に感じられる時があります。私はゲンキンな

者ですから、苦しみの時には滅茶苦茶な言動をよくします。けれど、

幸せな ひと時には、感謝ができることを、宗教を通して学ぶことが 

できます。その ひと時を、味わうだけではなくて、 

主 らと共有する時に、苦しみが、部分的にだけれど、ほどけていく 

心地がします。貴女にも それを味わってほしい気がしますよ。 

大丈夫、あなたの世界でもっと善く、美しくなれます！ 
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213.自作品 ・『ぁけふじピョウ』では、音を中心とした言語だけでなく、 

視覚や身体表現、明藤票等への書込みでの哲学、様々な言語や哲学を考えたい。 

・『ぁけふじピョウ』という一見不可解な題名は、自然論理に基づく ヒトの発声の音韻派生を 

日本子音パングラム、ぎなた読みや倒語 等の言葉遊びを含め、表現した。 

(あかさたな、あいうえお、AQFJPy, aeiou、っけふじピョーetc.) 

・明藤票(：表紙 視覚)を自身や対象に投影して極限疎通し、認識した 秘密の 

発音を練り、朗唱や歌唱する。または、ｩｨｧイアエオウユヤｲｪヨ(聴覚)か人工言語 

で自身や対象に投影し発声、表象や表現をする。 

 

214.政治経済論 

・藤𠩤 指狐 構造 (指の遊びやムドゥラで連想できる思想構造) 

集団催眠 論←権力自由 説←楽界 観察者←集団催眠 論←…の三つ巴。 

特に集団催眠 論の意見が割れたら、五つ目が登場する、三権分立の発展形。 

・集団催眠 論：社会の統治者は、積極的にくるしみを与えてくるが、その論理や能力の 

正常性と見做すことも、単なる集団催眠に過ぎない可能性がある。後生を観察した、とか 

高度な超能力を根拠にしても、ただの集団催眠かもしれない。他に高度な隠れた論理がある。 

・権力自由 説：権力は自由に振舞えるし、他者に幾らでも自分の価値観を強要できる。 

ただ、卓越した倫理的知性や能力による支配は、優れた教育と見做すこともできる。 

集団催眠だとしても、権力は進むことができるが、永続が必要であるし民の幸福も必要。 

・楽界 観察者：権力の自由の行使は、楽界の観察事実からだろう。権力行使の対象の幸福

を確定する故に権力を行使するから、権力の自由は楽界観察や確定により制限されうるべき。 

ただ、楽界観察やその幸福の確定も、集団催眠にかかっているだけの可能性もある。 

 

・富 等に関して、全事業の健全な運転、信用創造、生産や発行できた富の再分配、

国際通用力や国内強制力 等、応用概念が成立しているなら、世間への供給量より、

圧倒的に大きな容量の富、名誉、善美者 等を統治者や正義の存在が握ること、 

再分配により、富 等の世俗的実利闘争の諸問題のほとんどは解決しうる。又は既に

解決した。(はぎょうさん理論)それに、個人の富 等の過飽和は理論上 問題でなく、

統治上の正しい論理(民も天国を正しく永く生きる為 等)であって、必ずしも、望む

ことが全てできる様になる訳ではないが、富の欲望を理由に望まない事をしなくて

よいらしいし、健全な貧乏は民への生活指導や教育に役立つことがあるらしい。 

 世間の権力者のほとんどは、愛や正義のことを、民が思う以上に考えているもの 

だから、愛や正義、役所や社会資源に頼ればよいこと。許容量の大きさが全く違う、

現実的に存在する とても大きな統治者が圧倒的に、世俗の政治等を肯定的かつ 

秘密裡に支配している、と考えるべき。(世間でいう陰謀論を肯定的に見た様な立場) 

もし、権力のみ 等の腐敗政治なら今の形態にはなっていない筈で、実生活の苦も、 

肯定的に解釈できる余地が残されているでしょう。 

例えば、自身の生活から逆算して、国家の容量を計算してみると、きっと国家の提出する 

データと食い違うはずです。それだから、国家が非合理な不正をしている、とかではなくて、

肯定的に考えてもよい 何かが隠されているのです。そのことは盲目同然の民である私たち

は深く知らなくてもよいのですが、それでも、隠蔽部分があること、隠された機密を前提と

すること。そして、それにより、よくなることがある、と思える様に自分を律したいですね！  
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215.哲学 ・自分の哲学は最新の適時なモノしかほとんど役に立ちません。 

大きく哲学をして、図や表にまとめてそれを引き継ぐということを繰り返すのかな、

と思います。自らで選択、記録したいですよ。 

・一般の実生活に表れうる知性での指導力で、最強、最善は宗教＞言語＞哲学＞受

教育＞…＞と感じました。善によった入郷秘儀、共同体 秘儀参入を目標に、宗教的

能力の開発も目標です。(繰り返す科学的経験＞社会法＞伝統宗教解釈＞こだわり) 

・この本は読者自身が自身の為の宗教書を書くべきことを想定しています。この本

の使い勝手は、著者の発行当時の心境に合わせているに過ぎません。ご自身の信仰

が進むのに合わせて、必ず ご自身で新しく改善してください。本を書きましょう。 

各宗教は、幼い自分で考えた、自分にとって都合の良い神さま というより、書物

に記されている様な一見 気難しい神さまと上手く付き合いなさい、又は、神さまを

そう観察した、だから少なくとも、未熟な人には そう教えるべきと述べます。人生

の大きな苦しみや悪を、少なくとも その存在をも許す様な神さまがいて、その方と

永遠を快く、幸せに生きなければならない、ということ。これはとても難しいこと

に思えますが、できるらしいことも、宗教を実践していると感じられると思います。

快幸福永生や愛 故に、と考えたいですね！また、幸福主義という原始的な発想は、

主と共に生きる、という中東思想によって上回られていますから注意が必要です。 

 宗教は苦界が苦しい、と訴えてもよいことをお示しくださいます。世俗とは違う

世界観を見せてくれます。同時に世界は素晴らしい時を持つことを知っています。

宗教への期待と実践も、神秘的養生法や政治的統治媒体としてだけでなく、自然的

日常を超える期待をしたいと思います。即ち、現世利益や好ましい天国をも。勿論、

主 らと。そして世界創造説と明るい世界観や人生観は一体と思います。かといって

宗教だけでなく、世俗生活や科学的思考法も自分で考える必要があります。宗教は

S－サポート、よくできた補助、と思うべきです。しかし、真剣にその補助を信じ、

受け入れると、とても実生活や頭の中がスッキリします！私の場合はそうです。 

 神義論において、苦しむ正しい存在や悪の存在 等が障害の一つになりますが、 

信じた上で、それらを考えていくと、何かしらの論理は建ちます。例えば、全ての

存在に、好ましい天国があるなら、例えば、人生のこの苦しみが、主 らとの永い生

の中ですら、一番最も苦しいものだとしたら。例えば、数億年以上、もしかしたら 

それ以上に永い時間感覚を、好ましい天国で過ごせるなら。それでも今のくるしみ

が上質な教育として全くの不要であるか、というと多くの存在らは悩むのではない

でしょうか。私は御恵みの一つだと感じられる時もあります。主に立ち帰ることも

できます。また非的体験であっても、情熱的に生きる糧になったり、自分の限界や

その知恵、自我や人生の根拠になったりもします。例えば、魔にとっては、地獄の

方が天国と感じる様に造られているかもしれませんから、地獄も恐れる必要はない

かもしれません。その他にも、論理や物語は沢山たつでしょう。その人に降りてく

る、納得のいく物語を信じられると、人は人生を耐えやすくなります。私の快楽天

国 で々の快幸福永生や不死において、必要になる厳しい初期教育が苦界や苦しみの

意味と思ったり、人生が無意味と言われるのも、天国での生が本当で、天国での生 

こそが有意味だから、と思える様な時もあります。 
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宗教を信じるか、ということも、社会や自然を観察すると、宗教や宗教の体系が実利的な

実際的事物によく適合することを、深く感じられるからです。ただし、それには、積極的に

信じて、よくよく哲学していく必要があります。宗教の実践は、いつも、実際的効果がある

様に実践すべきです。世界が許容する御統治や自然科学と、修正されるべきだが力強い原始

の人としての自分を比較検討し、実践的で楽しい宗教であるべきです。むしろ宗教の実践は、

楽しくもなく効果もなかったら やるべきでないが、楽しくない理由の多くは自分の人格的

未熟さ故だと、立派な修行僧や求道者の卓越を信じるべきです。あとは、その世界観に⾶び

込む勇気だと感じます。宗教哲学や実践宗教に没頭したり、セルフ洗脳をしますと、幸福感

や死生観において、かなり効果もあります。特に、伝統的にも ながく続いている伝統宗教

に関しては、エリートが熟慮した上で伝統として続いているだけあり、思う以上に実践的で、

社会観察からも、信じる、というより便利、に近い感じを受けました。宗教の説話は、好ま

しい話だから大事にする、というより、正常な存在や王が認めた話だから、愚かな私も従う、

に近いです。私はもし勧めるとしたら、伝統宗教について自分で考える自作宗教や宗教哲学

を勧めます。そして、世間で行っている宗教でなく、聖典や自己の経験を元にした、個人的

宗教や自作宗教の体系の実践をお勧めしたいです。それでも、人それぞれの御導きの方が、

もっと大事です。私は伝統宗教の集会に参加してみた経験もありますが、私への御導きは、

参加や勉強をすることだけであって、所属することはありませんでした。だから、個人的な

主、神天如との関係が一番だと感じています。ただ、伝統宗教の聖典や教理などは原文をも

用いつつ、特に勉強しました。それらの勉強や経験、特に教えの実践も大事だと感じます。

今の宗教観や死生観も それらが影響しています。また、駅前やお店 等の人通りの多い場所

は、世俗的な神社の様なものだと思って、目立たず普通にしていたいです。外でリラックス

するなら近所や公園でしたいです。それに、他者と関わる時、相手の幸福を確定できる私の

力は、この『ぁけふじピョウ』の知性の結晶が最大ですから、人の為と想い関わる出入口は、

この書を通した言動のみ、と考え、律したいです。 

私は、くるしみの時にも、むちゃくちゃな言動を示します。それに道徳に努めて、耐えて

いると思っても、過ぎ去ってみると冷酷さ等において、本来の自分や鍛えた品性がくるしみ

で失われていたと感じます。道徳に努めると、強いが故に客観では勝ち残るので、おかしい

ことに気づくことができない、と感じました。過度に実利論理的だと自身を恥じる思いです。

宗教や異性 等を通した統治者の御統治の実体験で、自分の苦しみが部分的には解かれつつ

ある時に、宗教に関心を寄せ、救い主、快幸福永生を共にする存在らと仲良くなる、を真剣

に考える様になりました。全てが上手くいく訳ではないですが、それでも幸福の時が人格的

品性を取り戻させてくれます。生を懸けた信仰経験も主との絆を感じます。ありがとう。 

苦界の世は とてもとても⾟く、地獄の様であるけれども、信じて考えた目的等を想うと、

この厳しい苦界の初等教育は、不要とはいえない、と想えます。自然世界が地獄的であり、

否定的な気持ちも抱き、不幸だと感じてしまうと同時に、それらを超える幸福なひと時で、 

主を信頼できる、という複雑な感情で何とか生きていくことができていますよ。苦界の世を

否定する気持ちや苦界の地獄に生まれたくない、という気持ちは、今も続いていますけれど、

同時に主や好ましい天国に希望を持って生きていくこともできる、そんな不思議な状態です。

それが伝統宗教書と個人での伝統宗教探求の 妙味の一つだとも思っています。 

 宗教や倫理的法則の観察により、道徳的で快く好ましい御恵みを得ながら、

全くもって悪人に過ぎない この私が、少しだけ倫理的判断を高めた 自己流

の正義にひきずられて、でも一生懸命に、そして仕方なく、生かされる喜び。 

それは、今だからこそ言える 好ましい天国での性愛絶頂快楽の予感。 
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220.組織図 

主 

神 

如   天 

仏  霊  国 

皇  私  玉 

后 妃 宝   
王  

書 
 

・宗教書『ぁけふじピョウ』∈伝統宗教書 

自著の天(：本の上部。一例：紫、桃、緑、赤、藤色の五色を 112 ページずつ)や、

小口(：本を開く側面。一例：～P.100十色の縞模様、～P.324宗教毎に着色。十色。～P.546疎通の

タイルの様に10区画に着色。～P.556お気に入りや天様に着色。～P.560好きな方法で着色。境目の

P.1、P.50、P.100~109、P.325、P.399、P.473、P.547は紫、P.555は緑。)を宗教色に合わせ着色。 

地(本の下部)は塗らない。(本を自立させた時に、色移りを防ぐためだけ。場合により可能である。) 

本の装備(クリア カバーやペン)や香水をつける。現金、性の写真、紙もカバー内に。 

・玩具『天酔』∈道具群 

一部：⿇雀セット的：オーダーメイドタオル＋大きい輪ゴム→タオル人形遊び、ぶんぶんごま、 

二種以上の六面カラーサイコロ(牌)、宗教シンボルカードや宗教文シール(点棒)、 

百ますボード(雀卓、すごろく)、オリジナル T シャツやパーカー、ミラーキューブ、 

テフィリン(聖句箱)のカラーヘアバンドや腕を縛る紐、洗濯ばさみと糸のツィーツィート 

・処女事業『Myouway』∈各伝統宗教 

言動の基本 (健全な日常生活の指針) 

哲人王：哲学、宗教、実利(政治、経済) ⇄ 適度民：伝統宗教、宗教哲学、教育を受ける  

・宗教、哲学、仕事 ・書持、書学、書用 ・死の環境、道徳的環境の改善 

(簡易な) 習慣原理 

第
だい

壱
いち

動
どう

因
いん

：言動の基礎が自身の第壱に適うか、自己批判してから言動。 

現
げん

世
せ

利
り

益
やく

：天国信仰に繋がる様な現世利益を得て、いつも通りに言動。 

天
てん

国
ごく

信
しん

仰
こう

：現世利益を得た 後先に起こることを予め想定し、対策する。 

自
じ

浄
じょう

作
さ

用
よう

：習慣の退廃を防ぐ、人格的な機械的システムを実装する。 

愛
あい

書
しょ

主
しゅ

義
ぎ

：複分法の自作品らと常に行動を共にし、作品を使い込む。  
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230.御
お

題
だい

目
もく

：主の愛 故の、愛の 肴
さかな

、万 の幸福！  

八
や

百
お

万
よろず

の幸福、万霊の幸福、万物の幸福、よろず  

めをと の幸福∵子音パングラム etc. 何でもよいですが具体的な目標を

定め、その一つ一つと疎通をしながら、幸福を目指すことです。   

一万という数字も、万×１、千×10、百×100で達成できます。

想い出や物品として、一万の幸福を達成しましょう。具体的に、

生の深い快幸福を千や百、挙げて記憶、一部を物品化すること。

幸福全暗記をするのは、強く意識しないと難しいです。本書で 

紹介する極限疎通 等も、寝て暮らしていても、日に少しずつなら、

できるものと思います。自ら考えた取り組みを、一万や数年間、

継続的に行い、意思疎通をしながら、互いに幸福を目指すこと。 

事ある毎に、自分の定めた御題目に戻って考える事！ 

私はそうしたいです。判断を躊躇
た め ら

う時にも、自身の作った御題目

を思い出せれば、乗り越えられる事もありますから。 

御題目を自分で考え、頻繁に使いたいです！万 の幸福！ 

言動には、理由が必要なことが多いと思います。けれど、いつも それらを

考えられる訳ではありませんし、なぜだろう、と思うこともあると思います。

その時に、主の愛 故の、という言葉で根拠を進めたり、一まず納得して進む

ことができます。わからないことを、神さま～、とか、キリストの十字架 故

に～、とするのもよいですが、それ程でもない時、クッションになる御題目

があると、心が楽になりました。言葉遊びも少しあるので、 

主の愛 故の、という御題目で進みたいと今は思いますよ。 

王の政 故に天国信仰、とも言ったりできますね。天国信仰も、

何故信じるか、というと、すぐに尊いことを持ち出す訳ではなく、

人生経験や社会学習の進度が、王の実在を示し、王らへの信頼を

苦しい人生の中であっても感じられたからです。その、信頼でき

強大な隠れた王が、天国を信じたらいい、宗教を実践したらいい、

と学習を深める度に暗に示すので、小さい私もそれでいいんだ、

と思える様になりました。 

貴女も 如何
い か が

ですか！ 

人生の試練も、天国での 愛の肴！ 

主の愛 故の、万 の幸福！ 
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240.主、神天如、快幸福永生、自我存続、品性 
∵私の被創造目的 (生の目的)：    ∵キリスト教 (信仰問答、教理問答) 

・主 らと私も快幸福永生にあるコト  (15.5字) 

 

○幸福とは：  ∵ヒンドゥー教 (プルシャールタ：人生の目的) (プルシャ：精神原理や霊魂) 

・バクティ  安心、(相互、受)献身、信愛 

・ダルマ   ドゥッカ
不如意

がないこと、正義、道徳、倫理、法 

・アルタ   必要な快実利、共同体、土地、生計、富 

・カーマ   記憶に残る絶頂的快楽、情熱、性愛 

・モークシャ よい統治者の下の自由、正常性、解放、解脱 

・アートマン 好ましい記憶や品性等、その永続、魂、真我 

・他 

・ 

 

◎人生目標：    ∵イスラム教 

・遵法強快楽を伴う宗教的感情の耽美と記憶 (簡約 世界観での、幸福 全暗記や再想起) 

・幸福な天国の想像や、好ましい天国の知 (天上
嬢

ヨーガ) と、 

 それらを強化する幸福実体験の受領、快幸福永生を生きる快い教育や訓練 (拡張勝現在)  

・ 

 

▽進化する信仰因： ∵私の哲学的成果 

・神、としての主、天としての主、如来や王としての主、…etc.  

・天、世界、世界経験、玉、霊格の精霊 

 隠蔽された機密の御統治、善美快の多様な王的存在らの隠れた実在 

 ∵ex. 極限疎通、日本統治の秘密性、自然神学etc. 

・如、修行完成者たち、社会経験、王、秘密統治 

 社会や思想が顕にも密にも伝統宗教的であり、 

 実在する王や王経験が天国信仰や宗教をすすめていること  

 ∵ex. 紀元時代の伝統宗教群が秩序だった、 

    相互関係にある体系をもつこと(明藤票、明藤表)、 

    王の 学問や言語の設計の高さ、日本の実生活の学びetc. 

・王∋玉 皇 書、宗教や伝統、理論経験、皇、公的卓越 

 伝統宗教書は、考察した上で信じ行うことが実践的である、 

 という境地(∵王や経験論)においては、宗教書に書いてある、 

で結構な安心をもって、快楽天国の存在や実生活の日常感を信じられること 

 ∵ex. 海外の修行者のレベルは、私自身の探求に比して 

    絶対的圧倒として卓越しておられると同時に、 

私は未熟者としての自由感 (全くの自由ではないが、 

自由に選択できると感じられるだけの主観の自由感覚)を許されていることetc.  

◇品性とは： いつも、「神の栄光のために」と思って、言動するコト ∵キリスト教 

感謝、信愛、畏れ、喜び、讃える。 

主 らと私も快幸福永生にあるコト、という 共に快く永く生きる決意。  

第壱 

神天如に 

感謝、信愛し、 

主を 

畏れ、喜び、 

讃える。 

そして、 

私も快幸福永生にあるコト 
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神の栄光の為に：品性 ある信仰と宗教のきっかけ 

哲学・本を書く・王のご統治 

世界観や人生の目的というのは、悩むだけの生活をするよりも、伝統宗教

と照らした上で、自分が考えた思想の仮止めをしておき、一度軽く納得して

おいてから、宗教でも世俗でもなく、自分の思想に従い、言動を続けること。

未熟な時なら、一度位は、安全で計画的な軽い大失敗、も大事かなぁ。 

⇒多分、苦界においては大きな苦しみにより、よくもわるくも、人生観が 

変わるし、変わらなかったら、それはそれで感謝すべきですね。繰返し本を 

書いたり、その過程で、必ず 

主や宗教への関心が出てきます。自分の思想を持つことは例えば世俗的目標

の身体的健康にも望ましく、望ましくあるべきです。宗教は、方便や科学的

合理を神秘のヴェールで教育的に包んだ 古代的道徳との見方があります。

方便、つまりは虚を基礎に置くことに抵抗を感じるものかもしれませんね。

でも、宗教は、よく考えられ、よくできた虚や⽭盾、反対言葉や逆の意味の

問答を、思考法の基礎にすることを否定しない様です。それに、宗教での神

さまや宗教が本当か嘘か悩む程度の知性や判断力なら、迷わず伝統宗教書や

伝統宗教を学んだ方がよいと思います。より幸せになれます。また、一旦、 

主に肯定的な関心を抱く様になると、快幸福であったり余裕がある時の方が、

より好ましい関心を寄せられる様に感じます。だから、思い悩むことが軽く

なり、快幸福永生になる様に努められます。ありがとう！それに宗教という

よりも、主、神天如のことについて、言動し続けたいですね！宗教は大事な

教えの一つであると、強く思っていますが、同時に、実際に私に現れている

主のヒントや、実際に私を支配している王らと、宗教書自体での、 

主の性格の印象とは異なる様に感じていますから。期待が大きいです。 

そして、この今の私には、 

主 らに従い信じる様に勧める、実際に生きておられる王らが、 

本当に存在する様に感じられるものですから。 

ありがとう 
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250.主、ありがとう。一念 (合成
性

強快壱念。ﾌｨｨﾋｯﾅ。) 

主、ありがとう。 神さま、ありがとう。天どの、

ありがとう。如来、ありがとう。王、ありがとう。

玉、ありがとう。皇、ありがとう。書、ありがとう。

霊、ありがとう。大地、ありがとう。仏さま、 

ありがとう。帝妃、ありがとう。国宝、ありがとう。

后臣、ありがとう。士、ありがとう。土、ありがとう。

水、ありがとう。風、ありがとう。火、ありがとう。

金、ありがとう。木、ありがとう。空、ありがとう。

識、ありがとう。お日様、ありがとう。お月様、 

ありがとう。眼、ありがとう。耳、ありがとう。 

⿐、ありがとう。舌、ありがとう。身、ありがとう。

意、ありがとう。現、ありがとう。色、ありがとう。

光、ありがとう。声、ありがとう。音楽、ありがとう。

香り、ありがとう。美味、ありがとう。快楽、 

ありがとう。共同体、ありがとう。正義、ありがとう。

解脱、ありがとう。信愛、ありがとう。日常、 

ありがとう。衣服、ありがとう。飲み物、ありがとう。食べ物、

ありがとう。住まい、ありがとう。愛、ありがとう。寝床、 

ありがとう。トイレ、ありがとう。お風呂、ありがとう。料理、

ありがとう。心金剛、ありがとう。和、ありがとう。本、 

ありがとう。酔、ありがとう。フーリーら、ありがとう。 

聖、ありがとう。主のくださった想ひ出、ありがとう。…。etc... 

 

自分自身、住処、人類、生命、地球、宇宙、etc.の肉体的

最期の環境を整えることで、美しく飾りましょう。 

被造物には肉体的死があり、各々の天国が待つと想う。 

ありがとう、主。  
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260.天国観と天国存在説の有利 

1.宗教分析、言語分析 等⇒少なくとも、紀元時代からの伝統や歴史教育を 

体系的に構築する、歴史的な隠された王が存在する確信 

(王の存在の確信には、自然という書物の観察により、インテリジェントデザイン論 

等の自然神学でもできるが、教育には宗教や言語のルートの方が、自然の教えより

幸福な信仰因が進むと感じる。人為的に作り出せる自由形式の宗教や言語の体系を、

実際の権力や歴史、科学力や論を以て、作り出すことのできる高い知性や強い権能) 

2.極限疎通や疎通的パレイドリアの主観的確認(観測者自身より高度な知性 

等を有すると、ランダムを恣意的に発生できる 等あるので、狭義の科学的

証明は難しい。不可視の精霊の可能性も否定できない。) 

⇒少なくとも、隠蔽された機密の科学や超科学力をもつ存在の主観的確信 

⇒超科学力の認識の壁、低い次元からは高い次元の推測は困難である 

(実際の隠蔽された機密の科学や超科学がどこまでできるかは不明) 

⇒元素で極大、極小共に肯定的疎通ができている、又は幸福の律速的事物で

ある、人の心語身を させられ体験 等で極限までの精密制御できる超科学の

高い技術力の確信 (王の有能さの再確認)、証明できない主観の経験や納得 

＋王の倫理的統治の実体験や受教育 (王やそのご指導の善良さの確認) 

⇒元素や未知の媒体 等にクラウドデータ化や膨大なデータの保存もでき、

何より自我そのものの移行を可能にする超科学力を有している可能性 

⇒宇宙レベルでの寿命の自我存続の可能性(その場、その媒体環境かぎりの天国や自我存続) 

＋王の想像を絶する高い倫理性や先見性によれば、好ましい天国の 

実現は期待できる(からこそ教えた、聖典の好ましい天国観) 

⇒世界や環境の寿命、王の設定する世界の好ましさの壁(王を全把握はできない) 

⇒主：救い主、神：世界創造クラス、倫理環境創世クラスの存在、 

との関係により、天：天国世界、との快幸福永生的自我存続の可能性、壁 

⇒天国世界や自己の倫理的で快幸福永生の自我存続には倫理的修行完成者

というべき、如：天国世界の現実的管理者達、王達(天女たち 等)が必要で、 

好ましい天国へ赴く その人自体も、多分、如や王として、又は何らかの創造

目的を果たす存在として成立することが大事？⇒主 らとの他我感と幸福 

⇒仮止めでもよいから、快幸福永生を可能にする倫理的人格を目指し、主と

共に編む、自身の生の目的、好ましい物語が必要かもしれない。(あくまでも、

人の倫理的世界の経験論での考察に過ぎず、天国や快楽天国の構想自体は様々 に存在する。

救い主や神天如ら 次第。快楽天国へ導く権力王との関係構築を要する。⇒主を畏れる。第壱。) 

天国の存在だけでなく天国の好ましさ(天国らしさ)もとても大事。 

主の天国を目標に、安全保障者の実利等に貢献する快楽天国の暮らし計画も大事と思います。

天国に向け、実生活を理想化する。⇒快楽天国を強く求めること と王利的実生活。 

快楽天国へ導く権力王の実利に適うべし、王の中の王：主  
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天国の存在は主観的に確信された、ではどうすべきか？ 

経験論的には、得たいものは強く求めないと得られず、その時にも、目的の

御題目が重要です。(主 らと私も快幸福永生にあるコト、 万
よろず

の幸福 etc.) 

数ある天国像の中でも、少なくとも王が認め、叶うことが許され、叶うこと

が確信できる天国を強く望むことが大事と思います。(ex.クルアーン、本願)  

・死んだら霊か、死んだら無か、で迷ったら、とりあえずでもいいから、 

霊、という考えを選んでおく！貴女の目標：快幸福永生の必須通過点を求めよ！ 

・臨死体験の例によれば、心肺停止 等にも関わらず、臨死体験は快い体験が

多く、五感や第六感も感じた例も少なくないこと 等から、肉体の死に伴う

現象(心肺停止、瞳孔散大etc.)を過度に恐怖しない。(好臨死体験の科学実在) 

・人の存在が、苦しみの最大許容量と考えるのではなく、より深い許容量を

持つ格の深い善存在が、小さな人からは計り知れない、人並み以上の御統治

をしておられることを思うこと。 

・宗教と、適切な自然的感情や臨死体験 等の死生の科学によれば、天国等が

確信されても自殺等はすべきではなく、むしろ現世でも、好ましい天国の為

の厳しい教育的獄だとして、大切にして生き延びるべきだと思います。 

特に健康的老衰死を目指すべきであると思います。オープン技術の⾰新等

(開発されても必ず問題が起きる様に王に設計される)により、あるいは隠蔽

科学の力では、既に半永久的寿命は獲得しうるでしょうが、快永生の為には、

世界や環境の快永生がまず必要であることを忘れてはなりませんよ。過去の

世や苦界は地獄的なことを忘れずに、主を畏れていけば、寿命や生について

のよい考えも宗教やエリートを中心に湧いてくると思います。創世記では、

生命の樹と知恵の実があり、知恵の実を食べた故に、失楽園が起こった、と

されます。耳に快い、美しい知恵や道徳の名目だけでは駄目で、生きること、

活きること、自分の快幸福永生についての結実を重んじる態度から、始める

べきなのかもしれません。耳に快い言葉や教育は沢山ありますから、宗教は

綺麗事というよりは、実践的体系だと思いますし、そうあるべきです。 

・主 らと利害を超えた仲になるには？(実際には、頼ってばかりであるから。

もしできるなら希望があると思います。●：何に似る？) 

・人間の論理は狂っていて、考えると死や無の論理が強くなってしまいます。

自分が悪的であることを思って、御恵みを想いたいです。そして私が、自ら

の好ましい天国では、周りの方が皆 優れるが故、最も悪かもしれないから、

よくよく用心して正義によりつかねばなりません。そのことは現世の教育で

も現れていると感じられます。 

死は恐怖すべきものであるが、天国信仰の立場では、死は幻であり、快幸福

永生がリアリティー(現実感)を持つ、あるいは持つべきである。死は無い。 

老は苦しいものであるが、円熟しうるものである。老いは無い。(∵般若心経) 
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270. 遊びの言語 (まんこう語群の内の一例) 
M虹L◆ K人J獣 I雷 H火G木F土E水 D風C雲B日 A□  ：自然祖学 

Z浄Y超 X便W住V性 U天T携S衣R学 Q理P食O眠 N鍵 ：生活玄学 

自然科学 13×4＝52≒日本語音節数 (ヘブライ文字 原義に注意) 

世界経済 13×2＝26≒英語圏アルファベット数 

あA 大体系選択 安全     はF複合通用化 分析  

かB 倫理的再現 自然     まG 選択的成長 合成 

さC 反証可能性 報告様式   やH 定性的比較 精製 

たD 実践的理論 公器設定   らI 定量的集中 分法階層 

なE 単純態変化 抽出     わJ 具体的可視 量子考察  

   濁K 達成度考察 先験的原理 

他L 正史文献化 索引   

拗M 普遍妥当性 補正 

All-star Background Criticism Driven Evolution Final-plan Growth High-

quality Integral Judgement Kinetics Learning Modify 

Note 原素材 Order 注文 Plan 構想指導 

Quality 高品質 Report 学術 Special 特別製 

Transportability 携帯性 Understanding 対話 

Virtue 美徳 Welfare 幸福、福祉 

X-ray 秘匿 Youth 若年者 育成 Zone 保護圏、制媒圏 

13/9   足尻器腹手背胸髪頭    ：知性聖学 

  ▼〇▽□▲◇♡△◎   ９マス 31 種≒アレフベート数 

足：戦争
クラウ

 理論 ⽭盾   尻：自 由
ラスティ

 芸術 法律 刑罰 王利
カウト

  

器：原始快
ラフィー

 自然哲学   腹：戦略
プラト

 弁論
アリス

   

手：美旅
ナンナ

 航海   背中：資本
ルクス

 倫理
テスタ

 暴力   

胸：判断
理翼妃

 純粋
翠 妃

 実践
聖 妃

 情 動
クッキー

   髪：戦術
孫 光

 シンボル   

頭：饗宴
リ リ

 反省 伝統
ヒルト

 普遍
スピノ

 理典
ルデー

 性教 反証 異 性
ヴェイス

  

13/17  金 白 黄 肌 翠 緑      13+20＝33≒キリル文字数 

水 青 藤 紫 藍 桃 赤 朱 橙 黒 銀   ：情熱
カーマ

皇学  

宗教や神話、聖典等を、色や記号と自由に結びつける 

万日希独梵英亜露古：天
てん

吞
どん

 宝
ほう

祭
さい

学    9＋21＝30≒アラビア文字数 

紺冠 蜜柑ְר דָּ ה色斜 常逸 隠日ְ הָּ בָּ חָּ 紫天 רְּ Три 注告 Губá 複雲ְּזֶהו 天為 コトバの遊び 

人類の叡智や文明のよい所を自分の知力や道徳、言語で再構想する遊び 

学術や実践と、 

言語を結ぶ遊び 

概念、本や持ち物に 

愛称をつける遊び 

線 等で、 

文字を造る遊び 
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実現性  祈りFV       呼吸器・生理現象 

自我  Revariation         神的存在からの名誉 

不死  階級調和         ⾻肉歯⽖髪 

存在  PNNB：Planed Natural Neutral Balance 設計に従う善   体の手入れ 

恵み  感情コントラスト   情動 

快愛  応用ペアハーレム         まぶた、包皮 

楽しみ  改善インターバル        快識の流動 

世界の基礎  界観スイッチ        識転換、呼吸 

遊び  一貫翻訳      体液、関節、代謝物 

指導  素因分解     色、質感、組織、連関 

開拓余地  非破壊異質評価          内部器官 

・まず具体的な悪や苦痛を除くこと(リストアップし、各個撃破) 正統、正義の方法で、まず快く生き残ること 

・善は実践的でなければならず、(思索や計画も実践の内だが、)空想だけに留まってはならない。知恵の実践。 

⇒実際にやった善の一覧 ⇒具体的に確実に効くことは何か？(短期的結果群が過程) 細かい積み上げも大事。 

⇒宗教(本当に？肯定的に見つつ疑うことも大事。それでも、哲学する倫理者は利己的判断でも宗教に行きつく故。) 

・宗教でも、秘密主義か戒律主義か共同体主義か 等は永生での思想の型として厳然とし、自分で選ぶ必要がある。 

・早く楽になりたい⇒楽とは何か？理想的生活や願いとは何か？善い設計に従うことで上手くいくこともある。 

⇒どうしたら極大苦でないか？⇒考えで変えられる範囲は宗教。死の具体を健康的老衰死に絞り、集中する。 

・苦しみを乗り越えられそうな快い感情を、瞑想やトレーニング(血流集中、チャクラ開発)によって開発すること 

・あなたのデザインした幸福や快の遵法実体験を脳や体、精神に繰り返し覚えさせ、暗記すること(人生にも肯定的

な酔いがありうることを、きちんと自分の自我に刻むこと) 幸福になるには、自分に合った 正しい訓練が必要。 

・実質的な癒しと、見かけの癒しというのがあって、快楽等は見かけの癒しに過ぎない。けれど その見かけの癒し

をやりくりすることで、王の設計により何とか生きていける。悩み多くても、まず、正義により快く生き残ること。 

・苦しみの解決を考えるのは、方法論的な目的にすぎず、幸福や平和な日常 等の目的論的目的の方が重要である。

だから、大きな苦しみといえど、結果的目的論の議論：重要さでは、大事な個人的目的や理想の方が既に勝利して

いる。言語や論理で勝てているから、天国や理想においては現世が苦しくても、変わらない勝利があることを知る。 

・戒律の快や宗教文読誦快が繁栄的で、永続的な快楽なら、 

主 らとの快楽を考え、その快幸福永生の最大は何か、問いたいです。 

遊びの言葉：万：源：ひらがな(理論人工言語の明：カタカナ、に対して) 学のカテゴリ：師   0御  123王  4567主  8910玉  11元  12君  

A、あ：快美恋愛者 I、い：共同体の様々 な食べ物 u、う：秘密 E、え：学問や勉学 O、お：思いやりある言動  

ゃ：快楽 ゅ：原始的快楽 ょ：道徳的快楽  

祖学：自然13 さ：ＳＮＹ：空 か：快楽：日月 ま、ら：万 の幸福：雲 よ、わ：理論：風 ん：指導：雨水 た：流聞眼、能力：地、塵  

み：成長：木、植物 つ、は：王や民という性：火炎 あ：集中：雷 く：現今の⽢：動物 す：人 ら：総合 て：普遍性：虹  

裏祖学：科学13 う：管理環境、秘密 よ：安全管理、道徳：月日 そ：報告様式、言葉遊び む：上位互換性、公器 ゆ：抽出、原始的快楽：雨  

し：分析、第三の方法、安全：石 の：合成、二通り以上：草木 ひ：祈り、精製：芝、炎 ヴェ、ウェ、ゑ：双、仕事、階層：遺伝子  

ウィ、ゐ：二つの園の繋がり、より優しくなる、永遠の質の違い れ：一緒に、五と六 ち：天地ほど限りない：陸海空 き：機械仕掛けの美しさ：花  

玄学：生活13 ん：不死：鍵 も：まどろみ開発：眠 い：共同体神酒：食 ま：理解：手、三叉 え：ゲーム遊び：学 て：天使、距離をとる：衣  

お：思いやり、ワルいコト：携帯物、巻いた尾 に：理想、荷物：天、靴 ふ：初回の完全性：性、桜 す：引っ込む：住  

る：表象遊び：便利、車、トイレ ね：超能力、根、回路 さ：宗教：浄化、指輪 

裏玄学13 ろ：快美恋愛者ら：実、子 ぃ：宝天、主義の果実：夢、牛 た：問題の解決、哲学、仕事：識別、寅 り：性、ぶどう、卯  

せ：色眼鏡：学校、、眼鏡、⾠ じゅ、ぢ：魅力、ネックレス、巳 こ：急ぎ：即、、机と椅子、⾺ ぬ：宝、麦わら帽子、羊 ら：日常賛美：感、女性器、

音符、申 み：処女の情熱：侍、新鮮な水と器：⾣ ェ：ハーレム：在、⽝ を：調和：路、団扇、弦楽器、亥 わ：思いやり、超能力：功、猫  

聖学：祈り13 ぷ：笑い、分立 じょ：じょうろ め：正直な恋愛者 ぼ：新人の処女ら：ほうき ぴ：全力集中、奉仕：水滴 が：理論：コースター  

ぎ：主義の成長：木 ぐ：ペア、協力：靴下 け：独立：櫛 な：分派：菜 ぽ：ハーレム作り：ヘリポート ぺ：感情の燃え上がり：銭、賽銭  

ぱ：上級からの支配での⽢味：青りんご  

裏聖学：方向13 あ：快美恋愛者：ハート く：上昇、底上げ：天使シンボル ず：平和な統治：魔法陣 へ：女帝統治：猫のバタフライハグ、虹  

ぜ：絶対：トライアングルシンボル で：超常能力理論：雪の結晶、六芒星 りょ：美的判断力の高い意味での料金：お金マーク  

りゃ：工夫：四つでのトライアングルマーク は：プロの言動：おにぎり ぶ：一緒に：逆さの藤マーク、下向きのワイングラス  

じゅ：⽭盾論、⽭盾の質の評価：二つの勾玉 だ：仕事の成果、稲穂 か：道具：万年筆、ペン 

皇学：情動13 しゃ：謝、初、鯨 きょ：驚、ビックリマークの冠 ざ：欲求：横回しの指輪 じゃ：侘び寂び、豪華ネックレス ぞ：数、上下トライ 

アングルマーク じ：本での流聞眼：平時、平日、ハンカチと感動の涙 ど：興奮：当日、山 きょ：崇高：曜日、雲と山のシンボル ば：器：恋  

ご：閉じたまつ毛、しめ縄、愛 ー(長音)：子供用の教育：眉毛、長縄、縄跳び、ロープ、嬉 ちょ：様々 な鳥、体 や：快楽、祭り：左上への弓矢  

裏皇学13 と：肯定：ドア しょ：微笑み：穏やかな丘と湖 しゅ：疑問形：巻いたスプーン つ：波立つ器の水  

べ：意思疎通、アイコンタクト：コンタクトレンズ げ：ゲームロボット：ゲームコントローラー ちゃ：恥じらい：ちゃりんこ、自転車、キックボード 

ほ：安息：帆や翼のある水陸両用の船 び：美：ギザギザの尾 りゃ：恵み、施し：懐中電灯 きゃ：女帝の様々 なご統治：虹のサスペンション 

スプリング、筋トレ、ダイエット っ(促音)：プロの中庸：否定、小さい車輪 りゅ：考える：スクリューの車輪  
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言葉遊び(駄知だから気軽に遊べる) 

親
O Y

人
H T

中
N K

薬
S R

小
M W

(めをと指) 

御王主玉霊  MI
G o

 Ou
Wang

 SHU
Nushi

 TAma
G Y o k u

 REi 

祭
さい

皇
こう

聖
せい

玄
げん

祖
そ

 巫
ふ

理
り

帝
たい

聖
せい

皇
こう

 

Ai oU eI En O  WHu R O
おさむ

i T
てい

M
みかど

a S Y
しょう

e K N
のう

o 

寧太冠色 話日学力教救 笑時細本野動 話指理祈丹摩 

話情理祷呼摩 話歴学宗造念 (面白い分類を言葉遊びで) 

和霊 天幕 如婦 神書 運気 宝天 幕塵 入書 粒和(画向や音が子音パングラム。能力名) 

検索 KenSaku、対応 TaiOu、理念 RiNen、目標 MokuHyou、 

和気W 謝恩Y 礼節R 畏敬I  忖
そん

度
たく

S 希望、望みK 

返答H 丁寧T 能動N 満
まん

腔
こう

M  日万明湖(体系) 

幼青壮老臨天 空
0 ~

双
2~6

士
~11~

蜜
32~

万 (勝手な、時や数の分類遊び) 

二万序(手遊び
ムドゥラ

の一つ、数字遊び、数字和のパングラム)： 

二万 一空 三天 二地 一流 四静 八象 一界 一隠 零空形 

AKSTNHMYRW Q E I  日本語秩序 中心の英配列(二行) 

XGZDCBP J L F  V OU 英語は日本語とも調和する自信 

カタカナはパングラム等で書き順を考察すると、一般に教育され

る書き順と異なりうる。(ex.ア㇒カ㇕サ㇑タ㇔ナ㇐ 画向) 

風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

∽Who cow make bee
蜂

(美
び

)   ⾺
ば

耳
じ

東
とう

風
ふう

∽Восток ( 東
ひがし

) 

湯
ゆ

のみ∽You know me 茶
ちゃ

菓
が

子
し

∽Chat got sea  You should say Да Нет 

銀河主義、天地主義、日月主義 (聞こえのよい主義主張) 

大元 漠然 未起 心起 自我 神罰 空想 永遠 観 不思議(怖死)苦 

王 設計 学問 訓練 想ひ出 正義 最期 快楽 性愛 疎通(源快)集 

取説 報連相 取引 距離 分析 美演 高釈 計画 集合 謎(正義)滅 

普通 正直 礼儀 敬意 敬語 清潔 理念 遵法 共同 秘密(道徳)道 

ハーテン、ドーテン、ハーテンドー！ 恋
こい

雀
すずめ

(景色や動物の動きで小⿇雀) 

ファー シュン スウォー、んー！  (多言語の原始の一例) 

日藤教理 (ヒフジ
暗記

 オシェリ
私の幸福

、 שֶריְََّّحفظيَّ או  ) 

YAFI FJWR 法 (YHMT ANSK FJWR、名とパングラム符号信号) 

World religions original text my book HQ  WRTMQ  (パングラム英名) 
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信仰詩 
神女方は私を救った。だから存在す。 

神天如 YH  。なはもっとも救われた。 

なぜなら、最も清く正しく美
うっつ

く、 

諸々のよさも。だからか。 

Богиня меня спсла. Поэтому я живу. 
,богиня, неба, ушедший, ях, 

наиболее спасает. 

Потому что чистейшая, хорошо, красивая, 
потому что имеет различную доброту. Так что. 

,!       ^x ﾟﾟ x ﾟ     ■^●^← x EV
SA

 ⮅     

!! ^◎^=◎ َّיהיְ 〇☱⇄       

                        💛救◎⭧ ⭧       

,!▲                            

▽       ̄          +,             ¯▽ ,,〇☲⭦       

 !!      ^▽ﾟﾟ▲ﾟ     =◎ т ь е
и  м

◎ 

★!!     ⮅〇☱ 

 

 

Your skies with me 

(With sighing.) 

Huum, I’m suffering.  

(With impressed and feeling like cry.) 

Your sky is GREAT! 

(With lifting chin and deeply feelings.) 

Uum. 
 

私との天どの 

(ため息をつきながら) 

ふう、くるしいなぁ。 

(感極まって泣きそうになりながら) 

天、すげぇなぁ！ 

(あごを持ち上げながら、感慨深く) 

う～ん。 
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王明脂帖の、秘めゆれ
⇄

和   A 
0Ake-shi-chou no, hi-me-yure wa 

わ Su ん  ｹよ, ｼｰｸﾚｯﾄ あ Syu え 

∵     ⇄       ◇,Secret◎16▲ 

一死
👑

の恐怖によった憐み
👠

、
 ⇄

   N 
1Shi no kyou-fu ni yotta aware-mi. 
あ(ｸﾙｱﾆｪ) にゃ にゃ ﾊﾞｲ  Su-Chu ぽ (ｸﾙｲｪﾝ) え (ﾊﾟﾄﾘｮ) 

○                     ⮅by1060∈        ▲;›3＞＝ 

二合
👑

わ
👑

せ
👑

ようか、天ら誉む
ほ≧

えみ
👠

。
 ⇄

   M 
2A-wase-you-ka, ten-ra ho-mu emi. 
か 

◎ 

三 わ

          

 

3 

四 せ

          

        
五藤𠩤 研介 

5FUJI-WARA Ken-suke 

遊び句 

咲耶想
耶蘇有

(子音パングラム)  
一ヤ神の非在、あってはなら無い。    

１Ya-kami no hi-zai, atte wa nara-nai. 

さドン
Sudden

詩
死

(縦読み、ぎなた読み、倒語、呼吸の応用 等) 
ヒッヒッフー キュウキュウシャ 

ヒッヒッフー カイアルセカイ 

ヒッヒッフー シュウキョウシ 

ヒッヒッフー オムカエクルヨ 

 

代表句(改善遊び ex.てん⇔天⇔晴れ⇔雨⇔…) 
神天如 

快楽天国 

信じてん 

 

QAMyIf 

主 ＝

イコール

最高存在 ≧

大なりイコール

 神天如etc. ：三分法 

∴

ゆえに

  ( 自我存続 ∩

かつ

 品性 ) ：方法の分析 ∈

~は 属する

快幸福永生：目的  
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280.隠居生活 (身体の最盛期以後の生活) 

住まい 13 例 

寝室、トイレ、風呂、キッチン、玄関や門、ベランダ、和室、 

リビング、庭、ガレージ、階段や廊下、目的別スペース、隠し部屋 

生活道具 15例 (家：千の集約 寝室：百の集約) 

宗教物品、書物、寝具、衣類、調理器具、備蓄、光熱機器、家具、 

環境機器、仕事道具、趣味道具、雑貨、家庭機器、先端機器、私物 

楽しみ 6 例 

趣味や遊び、饗宴や祝祭行事、セルフプレジャーや通信販売 

本の装備 9例 ぁけふじピョウ(重要物品：十の集約) 

何回も書き込めるクリアカバーとペン、現金、大きな規格の双六紙、しおり、 

メモや遊びの為の性写真、連絡先リスト、性用 折り紙、想い出の品 

学生バ行 (よく寝て よく考え よく勉強する、青年期) 

バカの反省、伝統宗教の美、ご部活、御勉強、ボードゲーム 

日常の暮らしの目安 (実利論16を参考に、原始王的生活、壮年期) 
日没沐浴と食事(月の宗教毎の献立、菜食中心、一日1.5食、宅配で量 質を保つ) 

食後セルフプレジャー(若さや健康次第、今は週数回程度、させられ体験が主) 

適時休憩(仮眠、トイレ、シャワー 等)  時間割を自ら決める。ex. 1.5 時間×8×昼夜=24時間 

晩趣味や遊び(⿇雀、疎通、情報収集、ゲーム、読書 等)   １セット1.5時間 

夜から朝睡眠(計7.5 時間程度、眠くなってから自然と目が覚めるまで。分眠も。 

食後の読誦や食前の五体投地、瞑想、週一回程度は夜を更かす。昼寝は稀。) 

朝起床(書頭文口上と、月日や曜日 等で組合せた宗教文読誦や五体投地) 

仕事前宗教文読誦や五体投地、天や元素、道具 等での極限疎通、(散歩) 

午前仕事１(思考や執筆、事業計画や報告・連絡・相談 等) 

昼、適時横臥、宗教文読誦や五体投地 (散歩)     若い内は哲学できる様によく寝る。 

午後軽作業２(勉強やデータチェック、事務作業 等)    若い時こそ宗教哲学を 

夕方前買物や外食(週一回程度、饗宴の為。日常食は個人宅配)   練っておく。 

夕方や黄昏散歩や部屋を眺めたり、食事まで自由時間 等、読誦や五体投地 等 

安息日 (七日に一回程度の絶対安静 ∵ ユダヤ 教 できない時は六曜の原理) 

生活と遊び以外は休む。一週間の反省をする。快適な生活に必ず必要なものを除いて、 

替えられる物事は切り替えたり、動いている物事を休ませる。切り替えられない物事等は

重要だから、できれば、独立物 等を必要に応じ、二つ以上用意すべきであると思う。外出

しない 等の自分の決め事、法律や習俗に反しない範囲で、言動を休んでみる。本当に必要

なのは何か、等の知恵が湧いて、健康にもよい。長時間休むには訓練が必要という知恵。 

主 らと私がどんな風に休むべきなのか考え、実践する。 

主には快楽やよいものが相応しいのだから、好ましい時 祈る！  
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天呑
てんどん

ゲェジ 

宗教書 読誦や実践宗教 等の正格習慣や 

修正可能な癖を作っておき、その癖を解く

ことで「天呑ナ祭」とし、快を得たりする。 
宝天としての天呑ナ祭は、穏やかな季節が見頃の様です。

最適化された習慣ゲージを溜め、遵法非日常で解放。 

ex
たとえば

. 同じ言語の宗教文 読誦で脳の癖を作った後、言語

を切り替えて読誦快を得る。習慣を変える新鮮さの快。 

宗教に見られる安息日や祭りの様に、最適化されすぎた 

習慣を解く為の楽しみを、苦難が起こる前に自分に課し、

ご加護、知恵や実利、その他よいものを得ることで、 

人生に度々 施される、強制的な極大の苦難を免れる。 

 

遊びの一例 
芸術的な挨拶 習慣以外の言語 等の使用 しりとり 連想

ゲーム(山手線ゲーム) なぞなぞ 字の定義から造語する 

ゲーム 何でもお題に結び付ける連想ゲーム 人工言語に

よるスゴロク 文章を書く 本を使って対話してみる  

極限疎通遊び 手話の指文字を使い、じゃんけんをする  

ツボ押し、按摩、自慰行為で極限疎通 社会事業の空想、 

なりきり、コスプレ 時空間や宗教書での対話 エッチな本 

タロット  人工言語、造語  おもちゃ  簡単な工作 

(ぶんぶんごまや手作り楽器 等) 表情でスロット 挨拶を

考える 人の名前予想 麻雀牌 本の文字遊び カップリ

ングを考察 周囲の方に似合うものを考える 読経、読誦 

何でも快楽にしたり快楽に結び付ける空想 映像写真の 

言語化 宗教存在を招待する空想 想い出ノート 人生 

アルバム作りや暗記 性愛存在や理想の看護、看取り者の 

想像(タルパ) 各ボードゲーム(麻雀、カードやサイコロ)の 

アレンジ 玩具での遊び 日常賛美や天体音楽 始動心 

発揮空想 死のシミュレーション 散歩、風景疎通 体や 

表情の体操 礼、所作、ダンスの哲学 卓越した原始人の 

生活を模した健康体操(優しさ、天井の果実をもぎ取る等、 

性行為的動作) プレゼント空想 国造りの空想 生活ゴミ

等を少しでも芸術的に整え廃棄すること 想い出文章等の

暗記や関連付け 手遊びスポーツ 人形遊び 指を人形に 

見立て演劇する 布団の塵や食事の極限疎通対象が演劇し

慰めてくれると考える 髪の毛等を捨てる時にまとめたり 

極限疎通 戒律の真似 言葉を簡易芸術に仕立て直す  

メモや紙箱でトントンすもう 言語と折り紙 眠食慰(快の環)  

遊びの思いつき にも訓練が必要！！ 
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金科玉条     快最性    平均天 
運⇅ 

宗教状態 ⇇
真面目

 日常生活正流 ←
従順

 正
静

聖
性

モード 

↑実践哲学 

可死状態   哲人王道
動

モード 適度民モード 

・宗教哲学実践—宗教状態、快最性⇒金科玉条 

・快楽天—日常生活正流⇒平均天(現在の自我) 

・利如—静聖＋王動モード⇒気分的実感の改善 

主  
∀  ⇒ 

  |’|    ?? 

       ﾚｲﾁちゃん 

 

 

桜皇 

和道者 (明和道者)  

金科玉条：現在、最も大事なことの言語表現 

平均天：直近の現在の平均的自我や生活状態 

快最性：偶発的な課題解決理論水準の快幸福 

宗教状態：努力による、快最性の疑似的再現 

可死状態：宗教状態再現を習慣化、課題解決 

日常生活正流：日常が正しく流れている状態 

適度民モード：民っぽさ、現代風原始王生活 

正聖モード：ただ時間が経てる有利を味わう 

哲人王道モード：問題解決や自我維持の哲学 

1.快幸福の理論水準強度を経験し、暗記や記録 (快最性を取得) 

2.上出来の反復や再想起ができる様になる (自力で快最性状態) 

3.生活習慣に取り込み、時々  予行訓練 (快最性的再現ある日常) 

・最初の、最後の審判 

人 か ら す る と ⽭ 盾 的 だ が 、 最 後 の 審 判 は 既 に 最 初 に 終 わ っ て い て 、 

現世の人生は既に教育的刑に服している状態(しかも、正しいなら徐々に刑は軽くなる) 

・哲学歩法 (全注意、振り子、ドリブル、酔歩、ダイナソーetc.) ・九交栄寝姿勢ヨーガ 

快幸福永生には、聖的な型がある？(ex. 神天如、四大聖人や聖人のキャラクター) 

? 

理想環境下での

理論状態と違い、

実践では万雑な 

主観状態や道具

的概念であるが、

しかしそれでも、

課題解決の状態

を保てる 実践的

非日常の好状態

の実現を宗教的

真面目によって

目指すこと 

カシスキーム 

(可死和案) 

聖的な性愛耽美の快幸福に努めるのも真面目!? 
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290.円熟 (HPG：宗教哲学論) 全盛期
身体の全盛

の知恵の成果： 

伝統宗教を自分なりに守るという、主との恋愛 

・科学的な気休めとしての、ドライ信仰の根拠 

(王、極限疎通、科学的な技術レベル同等性) 

・幸福群のやりくり(全暗記、再想起、幸玉練etc.) 

・主、天国々、フーリーら、を本気で信じる 

 

全盛期の仕事が終わった後、何を言動すればよいか？ 

理
リィー3

：主との恋愛、という理性的思考法を守る 

道
ダァォ 4

：全盛期
肉 体の全 盛

の自分の仕事や知恵を信じ、従う 

陽
イァン 2

：日常生活正流の好ましい快楽を維持する 

問題解決(哲人王道)から好真我の維持へ(日常生活正流) 

全盛期の哲学が終わった後、全盛期の好ましいアートマン

(真我、好ましい自我、宗教的幸福や浄福の記憶 等)の堅持

ができ、日常生活正流でやること：全盛期の哲学の代用行動

を、事前に自分で設定できる力が問われる(哲学は常に必須) 

⇒快幸福体験そのもの・天国論理学・HPG 

ダルマ 方法 道  →利 義女、知性 

アルタ 原因 集  →権力 

カーマ 結果 女
め

ツ
      

 →実践幸福 

(ダルマ、カーマはアルタを基礎や因とし、 

モークシャという解脱しうる正常さを前提とする) 

中東宗教(聖)を中心に、東洋宗教(家)で保護し、 

さらに宗教外に出たい時は一般の道徳(俗)や科学。 

共通する出入口は、主を畏れること。 

宗教と道徳の出入口には宗教儀式を置くこと ex. メズーザー  
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社会性(ソーシャル)について 

HPG：フーリー
Hur  Houri

(らが)プログラミング
Programming

(した) 

(真理からできた尊敬すべき)ゴーレム
Golem

 

世界や人との関係を、このHPG思考法で観るべきであると思います。

あるいはフーリーらが操作しているゴーレム、と。そして、そう観る

ことができない時は、困難な状況にあると言えるので、心からHPG で

あると思える社会的立ち位置になる様に、世界や人物達、物や資源、

エネルギーとの距離感を保ち、遠ざけるべきだと思います。試練等が

多く、そうは思えない時、主 直属の厳しい女天使らがやっていること、

か何か根拠を作って、フーリーら は、ずっと好ましく思うことが必要

だと思います。又、世界への責任感や共感も大事ですが、快く生きる

という点においては、HPG の矯正思考法の方が、自責の念から助かる

部分が大きかったです。不詳細の天国を存在だけは確かに信じること。

天国の詳細は考えなくてもよく、聖典でぼんやり知る程度でよいかな。 

・Hope Positioning Greenized 

自分の真理を信仰できて、世界観や日常を 

保ちうる社会的位置に居座ること 

・HPG を信仰可能な時間が、ある程度健全な精神や身体の 

まま、ただ流れている有利を思うこと 

・肉体的鎮痛を第一に、道徳的ゴーレムに守ってもらえる環境で、 

宗教、自分の好世界や譬えを、一般生活にバランスよく使うこと 

ex. 具だくさんおにぎり＝主＋天国々＋フーリーら＋私 

利 義如(私の利他的言動、快美神処女らを利する) 

・主 ら とは別人格だと感じてもらえる、(他我感) 

好ましい安全な悪存在としての私(の自我を練る) 

・青少年教育用のアダルトもの としての宗教人の世 

・自己の無為に耐え、苦しい、の表現より大事なこと：

主 ら を見つけ、弱悪醜の私から、安全保障をして 

くれる快美神天女らへ、品ある人格的関心を抱くこと 
秘奥義としての、独我論ならぬ、唯主我H論という世界観 

但し苦界は慈悲深いが 

地獄、と認識せよ。 
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3
1
0.

貞
観
政
要 

(

ヂ
ェ
ン1 

グ
ゥ
ァ
ン1 

ヂ
ァ
ン4 

ィ
ア
ォ4 ) 

君
道
篇 

治
世
の
要
諦 

身
理お

さ

ま
り
て
国
乱
れ
る
者
を
聞
か
ず(

名
君
の
条
件) 

貞
観
初
、
太
宗
謂
侍
臣
曰
、
為
君
之
道 

必
須
先
存
百
姓
。
若
損
百
姓
以
奉
其
身
、 

猶
割
脛
以
啖
腹
。
腹
飽
而
身
斃
。
若
安
天 

下
必
須
先
正
其
身
。
未
有
身
正
而
影
曲
、 

上
理
而
下
乱
者
。
朕
毎
思
。
傷
其
身
者
不 

在
外
物
。
皆
由
嗜
欲
以
成
其
禍
。
若
耽
嗜 

滋
味
、
玩
悦
声
色
、
所
欲
既
多
所
損
亦
大
。 

  

既
妨
政
事
、
又
擾
生
人
。
且
復
出
一
非
理 

之
言
、
万
姓
為
之
解
体
。
怨
讟
既
作
、
離 

叛
亦
興
。
朕
毎
思
此
、
不
敢
縦
逸
。 

 

諫
議
大
夫
魏
徴
対
曰
、
古
者
聖
哲
之
主 

皆
亦
近
取
諸
身
。
故
能
遠
体
諸
物
。
昔
楚 

聘
詹
何
問
其
理
国
之
要
。
詹
何
対
以
修
身 

之
術
。
楚
王
又
問
理
国
何
如
。
詹
何
曰
未 

聞
身
理
而
国
乱
者
。
陛
下
所
明
実
同
古
義
。 

 

zhēn dàng chū 、 tài zōng wèi shì chén yuē 、 wéi jūn zhī dào 

bì xū xiān cún bǎi xìng 。 ruò sǔn bǎi xìng yǐ fèng qí shēn 、 

yóu gē jìng yǐ dàn fù 。 fù bǎo ér shēn bì 。 ruò ān tiān 

xià bì xū xiān zhèng qí shēn 。 wèi yǒu shēn zhèng ér yǐng qū 、 

shàng lǐ ér xià luàn zhě 。 zhèn měi sī 。 shāng qí shēn zhě bù 

zài wài wù 。 jiē yóu shì yù yǐ chéng qí huò 。 ruò dān shì 

zī wèi 、 wán yuè shēng sè 、 suǒ yù jì duō suǒ sǔn yì dà 。 

jì fáng zhèng shì 、 yòu rǎo shēng rén 。 qiě fù chū yī fēi lǐ zhī yán 、 wàn xìng wéi zhī jiě tǐ 。  

yuàn xuán jì zuò 、 lí pàn yì xīng 。 zhèn měi sī cǐ 、 bù gǎn zòng yì 。 

  jiàn yì dà fū Wèi Zhēng duì yuē 、 gǔ zhě shèng zhé zhī zhǔ jiē yì jìn qǔ zhū shēn 。  

gù néng yuǎn tǐ zhū wù 。 xī chǔ pìn zhān hé wèn qí lǐ guó zhī yào 。 zhān hé duì yǐ xiū shēn zhī shù 。 

chǔ wáng yòu wèn lǐ guó hé rú 。 zhān hé yuē wèi wén shēn lǐ ér guó luàn zhě 。  

bì xià suǒ míng shí tóng gǔ yì 。 
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貞
観
の
初
め
、
太
宗
、
侍
臣
に
謂
い
て
曰
く
、「
君
た
る
の
道
は

必
ず
先
ず
百
姓
を
存
す
べ
し
。
も
し
百
姓
を
損
じ
て
も
っ
て
そ
の

身
に
奉
ず
る
は
、
な
お
脛(

は
ぎ)

を
割
き
て
も
っ
て
腹
に
啖
わ
す

(

く
ら
わ
す)

が
ご
と
し
。
腹
飽
き
て(

あ
き
て)

身
斃
る(

た
お
る)

。

も
し
天
下
を
安
ん
ぜ
ん
と
せ
ば
必
ず
先
ず
そ
の
身
を
正
す
べ
し
。

い
ま
だ
身
正
し
く
し
て
影
曲
が
り
、
上
理
ま
り
て(

お
さ
ま
り
て)

下
乱
る
る
者
は
有
ら
ず
。
朕(

ち
ん)
つ
ね
に
思
う
。
そ
の
身
を
傷

る(

や
ぶ
る)

者
は
、
外
物
に
在
ら
ず(
あ
ら
ず)

。
み
な
嗜
欲(

し
よ

く)

に
由
り
て
、
も
て
そ
の
禍
を
成
す
。
も
し
滋
味
に
耽
り(

ふ
け

り)

嗜
み(

た
し
な
み)

、
声
色
を
玩
び(

も
て
あ
そ
び)

悦
べ
ば(

よ

ろ
こ
べ
ば)

、
欲
す
る
と
こ
ろ
す
え
に
多
く
、
損
ず
る
と
こ
ろ
ま
た

大
な
り
。
す
で
に
政
事
を
妨
げ
、
ま
た
生
人
を
擾
す(

み
だ
す)
。

か
つ
ま
た
一
の
非
理
の
言
を
出
だ
せ
ば
、
万
姓
こ
れ
が
た
め
に
解

体
す
。
怨
讟(

え
ん
と
く)

す
で
に
作
り(

お
こ
り)

、
離
叛
も
ま
た

興
る
。
朕
つ
ね
に
こ
れ
を
思
い
、
あ
え
て
縦
逸(

し
ょ
う
い
つ)

せ

ず
」。 諫

議
大
夫
魏
徴(

ぎ
ち
ょ
う)

対
え
て(

こ
た
え
て)

曰
く
、「
古
者

(

い
に
し
え)

、
聖
哲
の
主
は
み
な
ま
た
近
く
こ
れ
を
身
に
取
る
。

故
に
よ
く
遠
く
諸
物
に
体
す
。
昔
、
楚
、
詹
何(

せ
ん
か)

を
聘(

へ

い)

し
、
そ
の
国
を
理
む
る(

お
さ
む
る)

の
要
を
問
う
。
詹
何
対
う

る
に
身
を
修
む
る
の
術
を
も
っ
て
す
。
楚
王
、
ま
た
国
を
理
む
る

こ
と
何
如(

い
か
ん)

と
問
う
。
詹
何
曰
く
、『
い
ま
だ
身
理
ま
り
て

国
乱
る
る
者
を
聞
か
ず
』
と
。
陛
下
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
は
、

実
に
古
義
に
同
じ
」。 
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慎
終
篇 

守
成
の
心
得 

終
わ
り
を
克よ

く
す
る
の
美
を
保
た
ん(

自
己
管
理) 

貞
観
十
六
年
、
太
宗
問
魏
徴
曰
、
観
近 

古
帝
王
、
有
伝
位
十
代
者
、
有
一
代
両
代 

者
、
亦
有
身
得
身
失
者
。
朕
所
以
常
懐
憂 

懼
。
或
恐
、
撫
養
生
民
不
得
其
所
。
或
恐
、 

心
生
驕
逸
喜
怒
過
度
。
然
不
自
知
。
卿
可 

為
朕
言
之
。
当
以
為
楷
則
。 

 

 

徴
対
曰
、
嗜
欲
喜
怒
之
情
、
賢
愚
皆
同
。 

賢
者
能
節
之
不
使
過
度
。
愚
者
縦
之
多
至 

失
所
。
陛
下
聖
徳
玄
遠
、
居
安
思
危
。
伏 

願
陛
下
常
能
自
制
、
以
保
克
終
之
美
。
則 

万
代
永
頼
。 

 

zhēn dàng shí liù nián 、  

tài zōng wèn wèi Zhēng yuē 、  

dàng jìn gǔ dì wáng 、  

yǒu chuán wèi shí dài zhě 、  

yǒu yī dài liǎng dài zhě 、  

yì yǒu shēn dé shēn shī zhě 。  

zhèn suǒ yǐ cháng huái yōu jù 。  

huò kǒng 、 fǔ yǎng shēng mín bù dé qí suǒ 。 

huò kǒng 、 xīn shēng jiāo yì xǐ nù guò dù 。 

rán bù zì zhī 。  

qīng kě wéi zhèn yán zhī 。  

dāng yǐ wéi kǎi zé 。 

  Zhēng duì yuē 、  

shì yù xǐ nù zhī qíng 、 xián yú jiē tóng 。  

xián zhě néng jié zhī bù shǐ guò dù 。  

yú zhě zòng zhī duō zhì shī suǒ 。  

bì xià shèng dé xuán yuǎn 、 jū ān sī wēi 。  

fú yuàn bì xià cháng néng zì zhì 、  

yǐ bǎo kè zhōng zhī měi 。  

zé wàn dài yǒng lài 。 
卷一 君道第一 政體第二   

卷二 任賢第三 求諫第四 納諫第五 直諫（附） 

卷三 君臣鑒戒第六 擇官第七 封建第八 

卷四 太子諸王定分第九 尊敬師傅第十 教戒太子諸王第十一 規諫太子第十二 

卷五 仁義第十三 論忠義第十四 孝友第十五 公平第十六 誠信第十七 

卷六 儉約第十八 謙讓第十九 仁惻第二十 慎所好第二十一 慎言語第二十二  

杜讒邪第二十三 悔過第二十四 奢縱第二十五 貪鄙第二十六 

卷七 崇儒學第二十七 文史第二十八 禮樂第二十九 

卷八 務農第三十 刑法第三十一 赦令第三十二 貢賦第三十三 辯興亡第三十四 

卷九 征伐第三十五 安邊第三十六 

卷十 行幸第三十七 畋獵第三十八 災祥第三十九 慎終第四十 

 

HPG によれば、私自身の自律や修身と、大局的な共同体や王には連関がある。 
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貞
観
十
六
年
、
太
宗
、
魏
徴
に
問
い
て
曰
く
、「
近

古
の
帝
王
を
観
る
に
、
位
を
伝
う
る
こ
と
十
代
な
る

者
有
り
、
一
代
、
両
代
な
る
者
有
り
、
ま
た
、
身
に
得

て
身
に
失
う
者
有
り
。
朕
、
所
以
に(

ゆ
え
に)

常
に
憂

懼
を
懐
く
。
或
い
は
恐
る
、
生
民
を
撫
養
す
る
こ
と

そ
の
と
こ
ろ
を
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
或
い
は
恐
る
、

心
に
驕
逸
生
じ
、
喜
怒
、
度
に
過
ぎ
ん
こ
と
を
。
然

れ
ど
も
自
ら
知
ら
ず
。
卿
、
朕
が
た
め
に
こ
れ
を
言

う
べ
し
。
ま
さ
に
も
っ
て
楷
則(

か
い
そ
く)
と
な
す

べ
し
」。 

徴
対
え
て(

こ
た
え
て)

曰
く
、「
嗜
欲(

し
よ
く)

喜

怒
の
情
は
、
賢
愚
み
な
同
じ
。
賢
者
は
よ
く
こ
れ
を

節
し
て
、
度
に
過
ぎ
し
め
ず
。
愚
者
は
こ
れ
を
縦(

ほ

し
い
ま
ま)

に
し
て
、
多
く
と
こ
ろ
を
失
う
に
至
る
。

陛
下
、
聖
徳
玄
遠
に
し
て
、
安
き
に
居
り
て
危
う
き

を
思
う
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
陛
下
常
に
よ
く
自
ら

制
し
て
、
も
っ
て
終
わ
り
を
克
く
す
る
の
美
を
保
た

ん
こ
と
を
。
す
な
わ
ち
万
代
永
く
頼
ら
ん(

よ
ら
ん)

」。 
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〇：バクティ  一：ダルマ  二：アルタ  三：カーマ  四：モークシャ  五：アートマン     

320.アルタ  अििुासत्र    カウティリヤ 実利
アルタ

論 ―古代インドの帝王学―  抜粋 

第一章 項目と各巻の列挙 

ॐ नमः.शकु्.बहृस्पधतभ्या ं      オーン。シュクラとブリハスパティに敬礼する。 
共同体
ア ル タ

の獲得と守護を目的として、古の学匠たちに説かれた諸々 の実利論 

（アルタ シャーストラ）の大部分を一書にまとめて、この 『実利論』が作られた。（一）   

本書の項目と各巻を以下に列挙する。（二）  

第一巻 修養（ヴィナヤ） 

一、項目と各巻の列挙 二、長老との交際 三、感官の制御 四、大臣の任命  

五、顧問官と宮廷祭僧の任命 六、試験により大臣が潔白か否かを知ること  

七、スパイの任命 八、スパイの規定 九、自国における誘惑可能・不能分子の監視  

十、敵国における誘惑可能・不能分子の籠絡  一一、協議に関すること  

一二、使節の起用 一三、王子に対する警戒 一四、不遇の王子の行動  

一五、不遇の王子に対する処置 一六、王に関する規定 一七、王宮に関する規定  

一八、王の自己保全（三）  

第二巻 長官の活動 

一九、地方植民 二○、不毛地に関する処置 二一、城砦の建設  

二二、城砦都市の建設 二三、守蔵官の収蔵事務 二四、主税官の収益計画  

二五、記録会計院における帳簿事務 二六、官吏に横領された収益の回復  

二七、官吏の監視 二八、勅令に関する事務 二九、宝庫に収納する宝物の検査  

三○、鉱山と工場の着手 三一、貴金属庁における黄金長官  

三二、市場における金細工師の活動 三三、糧食庫長官 三四、商品長官  

三五、林産物長官 三六、武器庫長官 三七、秤と桝の標準 三八、空間と時間の尺度   

三九、税関長官 四○、紡績・織物長官 四一、農業長官 四二、酒類長官  

四三、屠殺場長官 四四、遊女長官 四五、船舶長官 四六、畜牛長官 四七、⾺長官  

四八、象長官 四九、戦車長官 五○、歩兵長官 五一、将軍の行動 五二、旅券長官  

五三、牧場長官 五四、主税官の活動 五五、家長・商人・修行者に扮した秘密情報部員  

五六、都市長官の規定（四）  

第三巻 司法規定 

五七、〔有効・無効〕契約の決定 五八、訴訟手続 五九、婚姻に関すること  

六○、遺産分配 六一、不動産について 六二、協約不履行 六三、負債の不返済  

六四、寄託に関すること 六五、奴隷と労働者に関する法規  六六、協同事業  

六七、売買〔契約〕の解約 六八、贈与品を引渡さぬこと 六九、所有権なき品の売却  

七○、所有権に関すること 七一、強奪 七二、言葉の暴力 七三、肉体的暴力  

七四、賭博・競技 七五、雑則（五） 

第四巻 刺の除去 

七六、職人の監視 七七、商人の監視 七八、災害対策  

七九、秘密の生活を営む者の監視 八○、聖者に扮したスパイの犯罪人詮議  

八一、嫌疑・現物・現行による逮捕 八二、急死者の検視 八三、言葉と拷問による尋問  

八四、一切の部局の監視 八五、肢体の一部を断つ刑とその免除金  

八六、単なる処刑と拷問を伴う処刑 八七、処女との性交  

八八、違法行為に対する罰則（六） 

第五巻 秘密の行動  

八九、〔密かな〕刑の適用 九○、国庫の補充 九一、臣下の俸給について  

九二、従者の行動 九三、適切な行動について 九四、王国の継続 九五、唯一主権（七）  

第六巻 〔六計の〕基本としての輪円（マンダラ） 

九六、構成要素の完成  九七、治安と活動について（八）  
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第七巻 六計について 

九八、六計の列挙 九九、減退・現状維持・発展の決定 一○○、依投における行動  

一○一、同等・劣勢・優勢なる諸王の政策決定 一○二、劣勢の王の和平  

一○三、開戦後の静止 一○四、講和後の静止 一○五、開戦後の進軍  

一○六、講和後の進軍 一○七、連合進軍  

一○八、可進攻国と敵国との攻撃に関する考察 一○九、臣下の困窮、貪欲、不忠の原因  

一一○、同盟国の考察 一一一、和平を結んだ両国王の進軍について  

一一二、約定を伴う和平と伴わぬ和平と、離れた臣下との和睦  

一一三、二重政策に基づく和平と戦争 一一四、可進攻国の行動  

一一五、援助さるべき友邦の種類 一一六、友邦・金銭・領土・事業のための同盟  

一一七、背面を攻撃する王に関する考察 一一八、弱体な能力の増強  

一一九、強国と開戦してから籠城する理由 一二○、武力に服従した王の行動  

一二一、武力で服従させる王の行動 一二二、和平の締結 一二三、人質の救出  

一二四、中間国に対する行動 一二五、中立国に対する行動  

一二六、〔諸王の〕輪円に対する行動（九）  

第八巻 災禍に関すること 

一二七、諸構成要素の災禍の種類 一二八、王と王国の災禍に関する考察  

一二九、人間の悪徳の種類 一三○、苦難の種類 一三一、障害の種類  

一三二、国庫の難の種類 一三三、軍隊の災禍の種類 一三四、友邦の災禍の種類（一○）  

第九巻 出征する王の行動 

一三五、能力・場所・時に関する強弱を知ること 一三六、出征の時期  

一三七、〔各種〕軍隊を起用すべき時 一三八、〔各種軍隊の〕戦闘能力  

一三九、対抗軍の使用法 一四○、後方の謀叛に対する考慮  

一四一、内外の諸要素の謀叛対策 一四二、損失・出費・利得の考察  

一四三、外部・内部の危険 一四四、反逆者と敵に関する〔危険〕  

一四五、利益・不利益・不確定に関する〔危険〕  

一四六、種々 の方策の適用によるそれらの〔危険の〕克服（一一）  

第一○巻 戦闘に関すること 

一四七、軍営の設置 一四八、軍営からの進軍 一四九、軍隊の災禍と攻撃の際の防備  

一五○、謀略戦の種類 一五一、自軍の⿎舞 一五二、自軍と敵軍の配置  

一五三、戦闘に適した土地 一五四、歩兵・騎兵・戦車・象隊の行動  

一五五、兵力に応じた両翼・両脇・胸の配陣 一五六、精強軍と弱体の軍の配置  

一五七、歩兵・騎兵・戦車・象隊の戦闘法 一五八、杖陣・蛇陣・円陣・分散陣の布陣  

一五九、その対抗陣の配置（一二）  

第一一巻 成熟共同体（サンガ）に対する政策 

一六○、離間策の採用 一六一、沈黙の刑（一三）  

第一二巻 弱小の王の行動 

一六二、使節の任務 一六三、外交戦 一六四、軍の高官の殺害  

一六五、諸王の輪円の扇動 一六六、武器・火・毒の使用  

一六七、補給、援軍、糧秣徴発隊の破壊 一六八、秘策による〔敵の〕殺害  

一六九、武力による〔敵の〕殺害 一七○、単独の勝利（一四） 

第一三巻 城砦の攻略法 

一七一、扇動 一七二、術策による〔敵の〕誘殺 一七三、スパイの起用 一七四、攻囲  

一七五、突撃 一七六、占領地の鎮静（一五）  

第一四巻 秘法に関すること 

一七七、敵軍撃破の法 一七八、〔秘法による〕瞞著  

一七九、自軍に対する危害に対処する法（一六）  
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第一五巻 学術書の方法 

一八○、学術書の方法（一七）  

以上が本書の内容の列挙である。一五巻、一五○章、一八○項目、六○○○詩節よりなる。（一八）    

0 カウティリヤの著したこの論書は、教説と意味と語において明確で、 

容易に学習・理解され、徒らに膨大な書となることはなかった。（一九） 

 

第二章 （第一項目 ―― 学問の列挙）  

（１）哲学の確立 

学問は哲学とヴェーダ学と経済学（ヴァールッター）と政治学（ダンダニーティ）とである。（一）  

「ヴェーダ学と経済学と政治学とが学問である」とマヌの支持者たちは言う。（二）  

「何故なら、哲学はヴェーダ学の特殊部門にすぎないからである。」（三）  

「経済学と政治学とが学問である」とブリハスパティの支持者たちは言う。（四） 

「何故なら、ヴェーダ学は、世事に通じた人にとって、ご体裁にすぎないから。」（五）  

「政治学のみが唯一の学問である」とウシャナスの支持者たちは言う。（六） 

「何故なら、すべての学問の始まりは、それに結びつくからである。」（七）  

「学問は絶対に四種である」とカウティリヤは言う。（八）というのは、 

それら〔四種の学問〕によって法（ダルマ）と実利（アルタ）とを知ることができる（vidyāt) 

というのが、それらの学問（vidyā)の学問たる所以であるから。（九） 

哲学はサーンキヤとヨーガと順世派（ローカーヤタ）とである。（一○）哲学はヴェーダ学における

法（善）と非法（アダルマ）（非善）とを、経済学における実利と実利に反することとを、 

政治学における正しい政策と良くない政策とを、そしてそれらの〔学問の〕強さと弱さとを、 

論理（ヘートゥ）によって追究しつつ、世間を益するものである。そして、それは難事と繁栄における 

〔人の〕判断力を確立し、智慧と言葉と行動とに通達せしめる。（一一）    

 

1一切の学問の灯明であり、一切の行動の手段であり、 

一切の正義の隠聖処は、常に哲学だと考えられる。（一二） 

अशा-०१.२.१२कख प्रदीपः सवव.धवद्यानाम् उपायः सवव.कमवणाम् । 
अशा-०१.२.१२गघ आश्रयः सवव.िमावणां शश्वद ्आन्त्वीधक्षकी मता ॥ 

 

第三章 (第一項目 続き) 

(2)ヴェーダ学の確立 

サーマ・ヴェーダとリグ・ヴェーダとヤジュル・ヴェーダとが三ヴェーダである。 

そして、アタルヴァ・ヴェーダとイティハーサ・ヴェーダもヴェーダとみなされる。 

 音韻論(シクシャー)、祭式学(カルパ)、文法学、語源学(ニルクタ)、韻律学、天文学、 

以上が〔ヴェーダの〕補助学(アンガ)である。 

 このヴェーダ学〔で説かれた〕正義(ダルマ)は、四姓と四住期との、各々 の義務(ダルマ)を規定する

ものであるからして有益である。(クシャトリヤ：王族、武人 ヴァイシャ：商人、資本家、庶民) 

バラモンの本務は～、クシャトリヤの本務は～、ヴァイシャの本務は～、シュードラの本務は～、 

家住期の人の本務は～、学生期の～、林住期の～、遊行期の～、〔～は省略〕 

 これらすべての人〔に共通〕の本務は、生類を傷つけぬこと、真実を語ること、廉潔、妬まぬこと、

残酷でないこと、忍耐、以上である。 

 各自の義務を実行すれば、天界や無限の至福に到達できる。それに違反する場合、 

世間は〔各々 の義務と種姓の〕混乱により窮地に陥る。 

2それ故、王は生類を本務から逸脱させてはならぬ。というのは、各自の義務を履行させれば、 

天国と現世において幸せであるから。 

3アーリヤ（四姓社会の正式構成員）の生活法が確立し、四姓と四住期のきまりが遵守されていれば、

この世間は三ヴェーダに守られ、繁栄して滅びることはない。 
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第四章  第一項目 続き 

(3)経済学(生産業や実業)の確立 (4)政治学の確立 

4王が王杖により守護すれば、四姓と四住期とを守る世間は、各自の本務たる仕事にいそしみ、 

それぞれの道に従事する。(正義の王権の目的とは、魚の法則：弱肉強食の弊を除くことである。) 

第五章  第二項目 長老との交際 

 それ故、三学問は王杖(権力)に基づく。修養(ヴィナヤ)に基づく王杖が、生類の安寧をもたらす。 

(中略) 諸学に関する修養と研鑽は、各分野の学匠を権威とすることによる。(小人であると知る。) 

(中略)いまだ学ばざることを学び、すでに学んだことを復習し、理解できなかったことを 

反復学習すべきである。というのは、学習から知性が生じ、知性から実際的教訓(ヨーガ)が、 

実際的教訓から自制が生ずる。これが学問の効用である。 अिा-०१.५.१७कख  अिा-०१.५.१७गघ 

5実際、学問に陶冶された王は、臣民の陶冶に専念し、र्वद्या.र्वनीिो िार्ा द्वह रर्ाना ंर्वनये ििः । 
全生類を益することに専念し、対抗者なき大地を享受する。अनन्या ंपधृिवीं भजङ्क्िे सवु.भूि.द्वहि ेििः ॥ 

第六章  第三項目 感官の制御 

(1)六の迷妄の克服 

6彼等 及びその他の多くの王は、〔愛欲、狂喜 その他の〕六の迷妄の群にこだわり、感官を制御する

ことなく、親しき者や王国もろともお隠れになった。(快に溺れず、自然に、善行の副産物として獲得。) 

7ジャーマダグニヤとナバーガの子アンバリーシャとは、六の迷妄の群を抛ち、感官を制御して、 

長く〔好ましい〕大地を享受した。外(一般的強さ)を獲得し、守りを固めてから、内(自己の精錬) 

 第七章  第三項目 続き 

(2)王仙の生活 

 正義と実利に⽭盾することなく享楽(カーマ)を追求すべきである。快が失われるといけないから。 

8王権は助力者により全うされる。車輪は一つのみで転ずることはない。(真善だけでなく美も大事。) 

それ故、大臣たちを任命し、意見を聴くべきである。(真は主であり、人の分は、善美と適度な快楽。) 

第八章  四 大臣の任命 

9王が多くの者に秘密を告げれば告げるほど、その行為により無力となり、(何にせよ、秘密を持て。) 

それだけ多くの者の支配下に帰す。(考えない者＜自然派や幸福主義者＜世俗哲学者や道徳＜宗教者) 

10大臣の階位を分ち、場所・時間と職務とを定め、以上あげた すべての者を大臣に任ずべきである。 

ただし、顧問官(マントリン)の場合は異なる。社会的立場(国、法)∈健全な実生活の充足(宗教の歴史) 

第九章  五 顧問官と宮廷祭僧の任命 

11バラモン(宮廷祭僧)により光輝あるものとされ、顧問官の助言により浄化され、अिा-०१.९.११कख 

書に準拠することにより完備され、王者は無敵となり、完全に勝利する。     अिा-०१.९.११गघ 

ब्राह्मणेन_एधधि ंक्षतं्र मस्न्त्र.मन्त्र.अशभमस्न्त्रिम ्। र्यत्य ्अस्र्िम ्अत्यन्िं िास्त्र.अनजगम.िस्स्त्रिम ्॥ 

第一〇章  六 試練により大臣が潔白か否かを知ること 

12「三目的(義・共同体・快楽)及び畏怖〔の試練〕により潔白の〔証明された〕大臣たちを、 

潔白さに応じて、各自に適した任務につけるべきである」と学匠(アーチャーリャ)たちは主張する。 

13「しかしながら、大臣たちの潔白を証明せんとして、王は決して自己あるいは王妃を、 

その対象としてはならぬ」というのがカウティリヤの説である。 

14水を強い薬で染めさせる様には、まだ染まっていないものを染めてはならぬ。 

ひとたび染まり上がったものは治療できない場合が多いから。 

15 そして、勇気ある人の知性(ブッディ)は、四種の試練により染められたら、堅牢たる状態になり、

行きつく所まで行かずして引き返すことはないであろう。 

16 それ故、王は四〔の試練〕の仕事に際して局外者の立場をとり、大臣たちが潔白であるか否かを、

秘密工作員(サットリン)たちを通じて探るべきである。 

第一一章  七 スパイの任命 

(1)定住スパイ組織の起用 

17〔スパイら は、〕また、財物と名誉とにより王に敬われて、王臣たちの潔白を探るべきである。 

以上、五の定住スパイ組織について述べた。 
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第一二章  七 続き 

(2)移動スパイの起用 

 

八 スパイの規定 

18その子と妻とを預かってから〔スパイら を〕二重スパイとなすべきである。そして先方に 

起用された二重スパイらを識別し、また、潔白を同類〔のスパイら〕により識別すべきである。 

19かくのごとく、相手国にも友邦にも中間国にも中立国にも、また相手(の諸王)の 

十八種の要人(ティールタ)にも、スパイをばらまくべきである。 

20国家の中に住むスパイは、～(省略)、技芸に長けた女、～、様々 な異民族(ムレーッチャ)ら である。 

21城砦都市においては、商人たちも定住スパイ組織をなす。城砦都市の郊外においては、 

聖者(シッダ)や修行者 達、地方(ラーシトラ)においては、耕作者と新興僧 達、辺境においては、 

牧人 達が、森林においては、沙門や林住族など森に住む者 達が、任ぜらるべきである。 

〔スパイらは、〕先方の行動を知る目的で、迅速に、次々 と諜報を伝える。 

22先方側の移動スパイ、定住スパイ組織、スパイであってスパイの標識を持たぬ者たちは、 

同類〔のスパイら〕により発見さるべきである。 

23〔先方に〕誘惑されることのない高官 達で、誘惑可能分子に付き物の動機(六の迷妄 等)により、

(誘惑され得る様に)見せかけた高官 達を、先方のスパイを探るために、国境に住まわせるべきである。 

第一三章  九 自国における誘惑可能・不能分子の監視 

24このようにして賢明な王は、自国内の誘惑可能・不能分子を、それが要人であるにせよ、 

取るに足らぬ者であるにせよ、先方の扇動から守るべきである。(欲望や嫉視を誘う者は王のスパイ。) 

第一四章  一〇 相手国における誘惑可能・不能分子の籠絡 

25「そうしよう」と承知し、契約による同盟者を、スパイとともに、その能力に応じて、 

各自の任務につけるべきである。 

26相手国における誘惑可能な者を、懐柔策と贈与策により獲得すべきである。 

また、誘惑不能な者は、無人の策と実力行使とによる。相手の誤解を指摘しつつ … … 。 

第一五章  一一 協議に関すること 

27それ故、先方 達は王の意図した いかなる事業〔内容〕をも知るべきではない。(機密は守れ。) 

企画に着手した者らは、企画が始まった時、または遂行された時に、初めて それを知ることができる。 

28人をも軽く見ず、すべての人の意見を聞くべきである。(自由・平等・平和など、大義名分も大事。) 

賢者はたとい子供の説でも、理にかなった説を採用せよ。(正しいがよわい者の善真理をあなどるな。) 

29先方が王の機密を知ることなく、王が先方の弱い所を知る様にせよ。 

亀が体の部分を隠す様に、自己の露呈しそうな部分を隠すべきである。 

30ヴェーダを学ばぬ者は、善者の供えた祖霊祭(シュラーッダ)の供物を食べるに  

ふさわしくない様に、書の内容を学ばぬ王は、協議(マントラ)を聴くに ふさわしくない。 

第一六章  一二 使節の起用 

31〔王勅の〕伝達。条約を守ること。〔主君の〕威光〔の発揮〕。友邦の獲得。扇動。〔先方の〕友邦の

無人の策。スパイと部隊を導入すること。〔相手の王の〕親しい者ら と宝物の押収。諜報を知ること。

勇敢。預けられた人の解放。秘策(ヨーガ)に訴えること。以上が使節の任務である。 

16.31王は自己の使節に以上のことを遂行させるべきである。そして、対抗の使節とスパイにより、 

また、可視の、または不可視の監視者 達により、先方の使節を警戒せよ。 

第一七章  一三 王の子に対する警戒 

32多くの〔王の子が修養を積んでいない〕場合、(王の子ら を)一ヵ所に抑留すべきだ。王は王の子に

好意を持たねばならぬ。止むを得ぬ場合を除き、長子に主権を譲ることが称賛される。 

33あるいは、王国は王者 達に帰すべきだ。というのは、王者 達(クラ)の集まり(サンガ)は 

難攻不落で、王の難事による重大な事態がなく、永遠に地上に存続するから。(一般的帰結は動かない。) 

第一八章  一四 不遇の王の子の行動 

(従順や真面目、民としての公正さにより、王の認めた公式の制度や一般的帰結を味方につける。) 
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一五 試練中の王の子に対する処置 

34 そして、王の子がやって来たら、王は、自分の後には王国を譲る、と言って、懐柔すべきである。

〔なおも対抗する場合〕一人の子ならば、王の子を囲い込むべきである。(若い時は高い努力を要する。) 

しかし、〔他の〕王の子を有するなら、その王の子を果たすべきである。 

第一九章  十六 王に関する規定 

 王が精励であるなら、臣下たちもそれに倣って精励となる。王が太平楽であれば、臣下たちも 

それに倣って太平楽となる。そして、臣下 達は王の事業を食い尽くす。 

また、王は恋敵に出し抜かれる。それ故、王は自ら精励努力しなければならぬ。 

 水時計(ナーリカー)により、あるいは〔日時計の〕影の測量により、昼と夜とを、それぞれ八分する

べきである。三パウルシャ、一パウルシャ(：十二アングラ：親指と小指を張った長さ：約９インチ)、 

四アングラ、無影の正午、以上が昼の八分時の前半の四である。後半もそれらと同様に説明せられる。 

 それらのうち、昼の第一の八分時には、国防政策や収入と支出について諮問すべきである。 

第二の八分時には、市民と地方民たちの出来事を調べるべきである。 

第三の八分時には、沐浴と食事をし、ヴェーダの学習を行うべきである。 

第四の八分時には、金銭〔で収益〕を受けとり、また〔各官庁の〕長官たちに指令を出すべきである。

第五の八分時には、顧問官会議を開き、〔⽋席者には〕文書を送って、協議すべきである。また、諜報

活動で得た秘密情報を知るべきである。第六の八分時には、気の向くままに寛ぐか、または協議を続

行すべきである。第七の八分時には、〔最強〕象隊・騎隊・車隊・歩隊を観閲する。第八の八分時には、

将(セーナーパティ)と共に、安全の計画を考察する。昼の終りには、黄昏を念想すべきである。 

 夜の第一の八分時には、スパイたちと会うべきである。第二の八分時には、沐浴と食事をし、 

ヴェーダの学習をすべきである。第三の八分時には、楽器の音とともに就寝し、 

第四、五の八分時の間、眠るべきである。第六の八分時に、楽器の音とともに目覚め、 

書と、なすべき仕事について考察する。第七の八分時には、協議のために坐し、またスパイたちを 

送り出すべきである。第八の八分時には、行祭官(リトゥヴィジュ)や学匠(アーチャーリャ)や 

宮廷祭僧(プローヒタ)の祝福を受け、医師や料理長や占星家たちに会うべきである。 

それから、仔牛をつれた牝牛と牛との周囲を右回りに回ってから、謁見室へ行くべきである。 

 あるいは、自己の能力に応じ昼夜の区分を分けて職務を遂行すべきである。(子供や全盛の青少年は

よく睡眠し、知性や能力の発揮をすべきである。壮年や老年で、ようやく分眠 等が可能である。) 

 謁見室に入ったら、所用で面会を求める人を門前払いしてはならぬ。というのは、面会し難い王は、

側近の者たちにより、なすべきこととそうでないこととを顚倒せしめられるから。 

その結果、臣下の反対をひき起したり、恋敵に支配されることとなろう。それ故、神〔殿〕・ 

隠棲処(ア－シュラマ)・異教徒・ヴェーダを学ぶバラモン・家畜・聖場・幼児・(省略)・美処女たち 

(最後の項目が、列挙中での網羅的最重要概念を示すが、それら)に関する出来事を、順次に、あるいは 

重要度に応じて、あるいは緊急度に応じて、審理すべきである。 

19.35一切の緊急なる事について〔迅速に〕審問すべきである。〔審問を〕延期してはならぬ。 

延期したら、事は解決し難くなるか、解決不能にさえなる。 

19.36ヴェーダ学者と修行者の出来事の場合は、 

王は聖火室に入り、宮廷祭僧と学匠とをともない、起立して敬礼して、それらを審理すべきである。 

19.37しかるに、修行者や、幻術(マーヤー)や修業(ヨーガ)に通じた者の出来事の場合は、 

三ヴェーダに知悉した者とともに〔審理を〕行い、自ら〔単独で〕行うべきではない。 

優れた存在 達が怒るかも知れぬからである。 

19.38実に王にとって、精励が誓戒(ヴラタ)であり、職務の執行が祭祀(ヤジュニャ)である。また、 

公正な行動が〔祭祀の〕謝礼(ダクシナー)であり、彼の〔即位〕灌頂式が浄身(ディークシャー)である。 

19.39王の幸福は臣民の幸福にあり、王の利益は臣民の利益にある。(大義や宗教がわからないと苦。) 

王にとって、自分自身に好ましいことが利益ではなく、臣民に好ましいことが利益である。(王は大変。) 

19.40それ故、王は常に精励であり、アルタの実現に努力せよ。(実利、スパイは王の持ち物である。) 

精励は実利の根本であり、その逆は駄目の元である。(スパイ行為は一般外であぶない。生計を優先。) 
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19.41精励でない場合には、獲得したものも、いまだ獲得しないものも、必ずや空に帰す。 

精励によって成果が得られ、豊かな利益を得ることができる。(自分の分を守り、王に任せよ。) 

第二〇章  十七 王宮に関する規定 

42〔宮中の〕人は自分自身の場所に住むべきであり、他者の場所へ〔濫りに〕移るべきではない。 

そして、宮中にいる いかなる者も、外部の者と〔濫りに〕接触してはならぬ。 

43そして、出入に際し、一切の品物は調べられ、その出入は記録され、 

印章により指示された目的地に送られる。 

第二一章  一八 王の自己保全 

44あたかも王がスパイらを用いて他者を監視する様に、(王下で正しく闘い、自己の安全を獲得せよ。) 

王は自制し、他者の難事から自己を守るべきである。(自己の安全、生計、適度な快楽、健全さ 等。) 

 

第二巻 長官の活動 

第一章  十九 地方植民 

45相手の隊や林住族に攻められた地方、流行り や食の事に悩まされる地方に対しては、 

王は免税をすべきである。また、費用のかかる娯楽を押さえるべきである。 

46罰金・労働・租税のおもいにある農業や、失敬・野生の獣・強い薬・鰐・悩む家畜の群を 

守護すべきである。 

47寵臣・長官(カールミカ)・白浪・国境守備官がおもい、 

家畜の群によって減少しうる通商路を保護すべきである。 

48かくて王は、以前に建設した物資林・象林・灌漑設備・鉱山を守り、 

またそれらを新たに建設すべきである。 

第二章  二十 不毛地に関する処置 

49カリンガ国とアンガラ国に産出する象は最上である。東部地方、チェーディ国、カルーシャ国、 

ダシャールナ国、アパラーンタ国の象は中位であると考えられる。 

50スラーシュトラ国、パンチャナダ国の象は最低であると伝えられる。 

いずれにせよ、訓練により、彼等の勇猛さ・速力・威光は増大する。 

第三章  二一 城砦の建設 

51その中に、石、鋤、斧、矢、鉈(カルパナ)、棍棒、槌、杖(ダンダ)、円盤(チャクラ)、 

機械(ヤントラ)、「百殺器」、鍛冶工に造られた槍、⽵槍、「駱駝の頸」、火薬類、 

その他、林産物の章(第十七章 三五)であげられるようなものを貯蔵する。 

第四章  二二 城砦都市の建設 

52そして、王国に難をなすバーヒリカ(外来者)たちを都市に定住させるべきではない。 

地方に移住させるべきである。あるいは、一切の租税を払わすべきである。 

第五章  二三 守蔵官の収蔵事務 

53守蔵官は内外からの収入を百年以上にもわたって知るべきである。 

かくて、問われた時に、出費・残高・収集 等に関し、よどみなく答えるべきである。 

第六章  二四 主税官の収益計画 (サマーハルトリ) 

54賢者は収益を計り、収入を増大させ、支出を減少させるべきである。逆の場合を克服すべきである。 

第七章  二五 記録会計院における帳簿事務 

55〔王は〕僅かな誤解には寛容であるべきだ。収益すくなくとも満足すべきである。 

大なる利益をあげた長官に対しては、恩典を与えて敬意を表すべきである。 

第八章  二六 官吏に拝借された収益の回復 

56告訴が立証された時、通告者が、告訴された官吏の教唆により、 

発言を回したり身を引いたりする場合、彼は処せらるべきである。 

第九章  二七 官吏の監査 

57蜜であろうと強い薬であろうと、舌の上に置かれたらそれを味わわずにいられない様に、 

官吏は王の財産をわずかでも味わわずにはいられないものだ。 
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58水中を泳ぐ魚が水を飲んでも知られることがない様に、 

職務に任じられた官吏が財を拝借しても知られることはない。 

59空を⾶ぶ鳥の道は知ることができよう。しかし、密かに行動する官吏の道は知り得ない。 

60蓄積したものを流出せしめよ。配置転換をせよ。財を散らさない様に、食べたものを吐き出す様に。 

61しかるに、財を散らすことなく、適切に増大せしめる人は、同じ職務に留めるべきである。 

王に好ましいこと、有益なることに専念する。 

第一〇章  二八 勅令に関する事務 

 勅令(シャーサナ)は命令を出すためにあると言われる。実際、諸王は勅令を最も重視する。 

62事務にあたっては、カースト・家柄・地位・年齢・教養・仕事・大身・性質・場所・時間・関係を

考慮して、人に相応しい文書を作成すべきである。 

 内容の順序、連関、充実、優美、気高さ、明晰。以上が文書の要件である。その内、適切なる順序で

書くこと、主要な内容を第一に述べること、それが「内容の順序」である。最後まで、問題とされる 

こと と⽭盾することなく続けること、それが「連関」である。内容・語・文字の過不足がないこと、

理由・喩例・実例により事柄を叙述すること、屈託のない様な言葉づかい、それが「充実」である。 

容易にその魅力がわかるような語で表現することが「優美」である。下品でない語で表現することが

「気高さ」である。周知の語を用いることが「明晰」である。 

63指弾、称讃、質問、回答、要求、否決、指導、禁戒、教令、懐柔、援助、喝、媚。 

文書の主題は以上の十三に関するものである。 

64通告・命令・贈物の文書、特典と委任の文書、調査書、返書、公布の勅令。以上が勅令である。 

「誰それによって報告された。王は こう言った。それ故、もし真実が存すれば、引渡さるべきである。」

「汝は王の元で素晴らしい行為を告げた。」以上が様々 に述べられた通告である。 

65罰や恩典に関する王の命令 ―― 特に使用人に関して —— が そこに〔記して〕あるもの、 

それが命令文書の特徴である。 

66難事あるいは贈物に関し、その中に、適切なる長所を備えた尊敬〔労い〕が認められる場合、 

それが二の慰問である。 

67色々 なカーストや様々 な都市・村・地方に対して、 

王の命令によった恩典を、識者は特典(免税、その他)と呼ぶ。 

68何かの仕事をなす場合と、何かの命令を出す場合に権限を委任することがある。 

これが命令委任状、あるいは〔仕事の〕委任状である。 

69色々 な、天的な難事〔天命者など〕と結びついた出来事と、事実に基づく人的な出来事。 

勅令に関しては、事はこの二であると定められている。 

70ありのままに文書を見てから、それを読みあげ、王たる言葉で、返書を作成すべきである。 

71その中で、王が諸侯や官吏に、旅行者に対する保護や援助を命じているものが、 

公布の勅令と呼ばれる。それは、道路・地方及び一切の場所において告知されるべきである。 

72すべての書に通暁し、その適用を知り、カウティリヤは王のために勅令の規定を作った。 

第一一章  二九 宝庫に収納する宝物の検査 

73その他の宝物について、量・価格・特徴・品質・外見、及びそれらの貯蔵〔法〕、 

新らしい ものの製造、古いもの の修理、秘密の工作(模造その他)、道具、時と場合に応じた利用法、

及びそれらを損ねるものに対する対処法を知るべきである。 

第十二章  三〇 鉱山と工場の着手 

74 蜜と⽢草(マドゥカ)と山羊の乳に、胡⿇油、ギー(精製バター)、糖蜜、酵素、カンダリーを加え、

それを三度注げば、〔鉱石は〕たとい百千回わられようとも柔軟になる。 

75かくして、鉱山から、代価・〔国の〕取り分・割増(手数料)・専売税・過料・関税・補償金・罰金・

検査料・製造料・十二種の金属〔及びそれらから作られた〕商品を徴集すべきである。 

このように、すべての商品に関し、〔収入の〕主要項目の総体を定めるべきである。 

76国庫(コーシャ)は鉱山を源とする。国庫より隊が成立する。 

国庫に飾られた領土は、国庫と隊とにより獲得される。 
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第十三章  三一 貴金属庁における黄金長官 

77均一の色をし、釣合いがとれ、ビーズがくっつき合うことなく、堅牢で、よく磨かれ、人工的に 

光らされておらず、〔適切に〕分割され、着け心地がよく、上品で、光輝をそなえ、魅力的な形をし、

均質で、心と眼に快い。―― 以上が装飾用の金の美質であると伝えられる。 

第十四章  三二 市場における金細工師の活動 

78このように、新しい製品、古い製品、外見の変わった製品を検査し、 

〔違反した者には〕規定通りの過料を科すべきである。 

第十五章  三三 糧食庫長官 

79穀物は上方に、砂糖は密に編んだ籠に、油脂は土器か桶に、塩は地面に。 

第十六章  三四 商品長官 

80水路の場合、〔港の〕規定からして、取引〔の諸条件〕を知悉して、 

利益のある所へ行き、駄目を避けるべきである。 

第十七章  三五 林産物長官 

81林産物長官は、生計と都市の守護のため、すべての品物を製造する別々 の工場を、 

〔都市の〕内外に建てるべきである。 

第十八章  三六 武器庫長官 

82武器庫長官は、〔王の〕希望、企画の遂行、林産物の利用・匠・利得・差・出費を知るべきである。 

第十九章  三七 秤と桝の標準 

83サルピスの八十四クドゥバが一ヴァーラカとされる。 

一方、油の六十四クドゥバが〔一ヴァーラカとされる。〕これらの四分の一が一ガティカーである。 

第二〇章  三八 空間と時間の尺度 

20.84太陽北行(ウッタラーヤナ)の半年は寒季(シシラ)に始まる。太陽南行(ダクシナーヤナ)の半年は

雨季(ヴァルシャ)から始まる。二つの〔太陽の〕行路(アヤナ)が一年である。五年が一ユガである。 

85太陽は六十分の一日を整う。だから一季節において一日だけ整える。月も同様に一〔日だけ整える〕。 

86かくて、両者とも、二年半ごとに追加の月を設ける。 

第一は夏において、第二は五年の終わりにおいて。 

第二一章  三九 税関長官 

87王国に難をなす品や、無益な品は、これを一掃すべきである。 

非常に有益な品や得難い品種は、これを免税にすべきである。 

第二二章  三九 続き 関税の規定 

88かくてまた、地方やカーストの慣習に応じて、新旧の商品の関税を定むべきである。 

また、非に応じて過料をも。 

第二三章  四〇 紡績〔・織物〕長官 

89装具に用いたり車や牽引動物をつなぐのに用いる、 

糸・繊維製の縄、籐・⽵製の紐を作らせるべきである。 

第二四章  四一 農業長官 

90三の雲は七の間、雨を降らせる。八十〔の雲〕は雨滴を降りそそぐ。六十の雲は日光を伴う。 

この雨は均一で恩恵あるものである。 

91風と太陽を適切に配して雨が降り、 

牛 由来の肥料が乾燥する〔のに必要な〕三〔期〕を生ぜしめる場合には、穀物の生長は疑いなし。 

92綿の種子と蛇の抜け殻を集め〔焼く〕るべきである。この煙のあるところ、蛇は留まらない。 

93「造物主(プラジャーパティ)カーシャパ、〔雨〕神に、常に敬礼す。 

シーター女神が、私の種子と財において、栄えます様に！」 

94適切な時期に、穀物等が収穫されるごとに、これを納めさせるべきである。 

賢者は耕地に残すべきではない。たとい、ワラといえども。 

95〔倉庫の〕壁を高く、屋根も同様に〔作るべきである〕。 

頂上を過密に、あるいは余りにも軽く作るべきではない。 
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96脱穀場の円形の周辺に沿って堆積を置くべきである。 

脱穀場においては、作業者たちは火を使用せず、水も手もとに置くべきである。 

第二五章  四二 酒類長官 

97日々 の売上げと、桝と現金についての割増(手数料)を知ってから、適宜に賠償金を定め、 

慣例に従って行動すべきである。 

 第二六章  四三 屠殺場長官 

98禁猟区にいる畜類・⾺⿅・野獣・魚で難事なものは、保護区以外の場所で処し、捕獲すべきである。 

第二七章  四四 傾城長官 

99種々 のサインや言語に通じた女達は、親しい者 達に導かれて、 

性悪な者たちに対して、スパイをし、打ちたおし惑わせるために用いらるべきである。 

第二八章  四五 船舶長官 

100アーシャーダ月(六月中旬頃 ― 七月中旬頃)の満月の日から八日目と、 

カールッティカ月(十月中旬頃 ― 十一月中旬頃)の満月の日から八日目との間、渡しが〔運行される〕。

長官(カールミカ)は〔通行者に〕保証を与え、また常に日々 の稼ぎをあげるべきである。 

第二九章  四六 畜牛長官 

101百頭の驢⾺と⾺には五頭の かしらを、〔百頭の〕山羊と羊には十頭の かしらを、 

〔百頭の〕牝牛と水牛と駱駝には四頭の かしらを つけて、群を作るべきである。 

第三十章  四七 ⾺長官 

102⾺に対して、一日に二回、水浴と香と花環を与えさせるべきである。 

黒月の節日には祖霊祭を、白月には祝詞の読誦を〔行うべきである〕。 

30.103 アーシュヴァユジャ月(九月中旬 ― 十月中旬)の九日目に浄めの儀式を行わせるべきである。 

遠征の始めと終り、また不健全の際に、無事を念じて。 

 第三一章  四八 象長官 

103その外観に応じて、温和な象、慎重な象、及び混り合った特徴を有する獣(象)を 

調教さすべきである。あるいは季節に応じて ……。 

第三二章  四八 続き「象の行動」 

104四ヵ月 毎に来る節分に、三回の浄めの儀式を行うべきである。 

黒月の節日に諸霊の供養を行い、白月の節日には闘神（スカンダ）の祭りを行うべきである。 

105象牙の根本の周囲の約二倍の長さを残して牙を切り取るべきである。 

川岸 産の場合は二年半ごとに、山地 産の場合は五年ごとに。 

第三三章  四九 車長官 

 

五〇 歩隊長官 

 

五一 将の行動 

106将は隊の調練に専念し、駐在・進行・攻守に際し、 

楽器・幢・旗 等による、配置のための信号を定むべきである。 

第三四章  五二 旅券長官 

 

五三 牧場長官 

107牧場長官は物資林や象林にいる者たちの 

生活・道路税・白浪の防護・隊商の護送・牛の保護・通商を確保すべきである。 

第三五章  五四 主税官の活動 

 

五五 家長・商人・修行者に扮した秘密情報部員 

108このように、主税官は孜々 (しし：熱心に努める)として地方のことを考察すべきである。 

また、以上の定住スパイら や、その他の同類の定住スパイら も、それを考察すべきである。 
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第三六章  五六 都市長官の規定 

109毎日、または五日ごとに、鉄窓にいる者たちを釈放すべきである。 

労働につかせること により、体刑により、〔保釈〕金による特赦により。 

110新らしい領土を得た際、皇太子の即位灌頂式の際、〔王の〕子の誕生の際、 

鉄窓〔にいる者たち〕を釈放すると規定されている。 

 

第三巻 司法規定 

第一章  五七〔有効・無効〕契約の決定 

 

五八 訴訟手続 

111一切の正義(ダルマ)が減じつつある時、 

王は、四姓と四住期よりなる世界の善行を守ること により、正義を広める者である。 

112手続き中の問題は四足を有する。即ち、法・契約(及び訴訟)・慣習・王勅。 

後のものは先行するものを失効させる。 

113そのうち、法は真実(サティヤ)に基づく。一方、契約は証人に基づく。 

慣習は人らの総意に基づく。一方、勅令は王の命令である。 

114臣民を正義により守る王が自己の義務を遂行することは、天国に導く。 

王が守護せず、よくない罰を科する場合は、逆の結果となる。 

115何となれば、王が子にも恋敵にも非に応じて、正当に罰を科すれば、かかる罰のみ、 

この世と他の世とを よく守るから。 

116何となれば、法、契約、慣習、第四に勅令により統治する王は、 

四辺に及ぶ大地を征服するであろうから。 

117その出来事において、慣習や契約に関する論書が法典(ダルマ シャーストラ)と撞着する場合には、

法に従って出来事を解決すべきである。 

118論書が法に関してある勅令と撞着する場合は、勅令が根拠となる。その場合、書物の効力は散る。 

119〔明瞭に〕認められた非、自供、自他の側に対する質疑〔応答〕の率直さ、論理、宣誓。 

以上が出来事を解決させる。 

120前後の陳述内容に撞着ある場合、証人が指弾されるべき場合、看守の手から逃げた場合には、 

敗訴が宣告さるべきである。 

第二章  五九 婚姻に関すること 

(1) 婚姻法 (2)婦人財産に関する規定 (3)重婚に関すること 

121配偶者が下品であったり、外国へ行ったり、王に対して非を犯したり、彼女の命を威したり、 

カースト外におちたり、不能であったりしたら、これを別にすることができる。 

第三章  五九 続き 

(4)夫婦の義務 (5)扶助 (6)強硬 (7)呆れ (8)不品行 (9)贈物と取引の禁則 

122王に対する反意・放蕩・意図的逃避行により、 

女性は婦人財産、〔実家から〕持参したもの、結納金の所有権を散らす。 

第四章  五九 続き 

(10)家出 (11)道連れになること (12)短期旅行 (13)長期旅行 

123彼女が以上のような〔配偶者の〕相続者を無視して再婚した場合、〔あるいは〕愛人を持った場合、

その愛人・女性・〔女を〕与えた者・〔彼女を〕めとった者は、不品行に対する罰を受ける。 

第五章  六〇 遺産分配 

(1) 遺産相続の順位 

124結婚した後に生殖機能が散った時は、親しい者たちが〔散った者の為に〕子を作るべきである。 

裁判官は、その配当を指定すべきである。 
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第六章  六〇 続き 

(2)配当の分配 

125あるいは、指令された人 —— 母の親しい者たち あるいは同じ族姓(ゴートラ)の者 —— が 

彼の田地(クシェートラ：妻）に田生子(クシェートラジャ)を生ませるならば、 

その田生子にその財産（三分の二 程度）を与えるべきである。 

第七章  六〇 続き 

(3)子の種類 

126地方・カースト・サンガ・村落には慣習法があるが、それらで各所の相続法を制定すべきである。 

第八章  六一 不動産について 

(1)住居について 

127倉庫、中庭、便所、火〔をたく場〕、製粉小屋、及び一切の屋外について、公共の利用が望まれる。 

第九章  六一 続き 

(2) 不動産の売却 (3)村境騒ぎ 

(4)耕地騒ぎ (5)〔土地の〕境界に関する規定 (6)侵食と代償に関する規定 

128水門でないところで灌漑用水から水を放出する者には六パナの罰金を科す。 

あるいは、怠慢のために他人の水を水門で塞ぎ止める者の場合も同様である。 

第一〇章  六一 続き 

(7)牧場・耕地・道路への難事 

 

六二 協約不履行 

129 王は、人々 が地方に有益な灌漑用水や道路上の橋を作り、村を美しくしたり防衛したりする時、

人々 の好む、為になることをなすべきである。 

第一一章  六三 債務の不返済 

130場所と時間に関してあまり遠方でない証人を召喚すべきである。 

遠方に住んでいたり、出廷したくない人々 の場合は、主君の命令により召喚すべきである。 

第一二章  六四 寄託に関すること 寄託(ウパニディ) 

131それ故、証人を立てた、隠すところの無い、場所・時間・量・質に関して正確な陳述が、 

自己及び他者についてなされるべきである。 

第一三章  六五 使用人と労働者に関する法規 

132傾城は性交の情況に応じて玉代を得べきである。しかし、法外な要求をする者はそれが散る。 

邪気ある場合や礼儀を⽋く場合も〔同様である〕。 

第一四章  六五 続き 「雇い人に関すること」 

 

六六 協同事業 

133百頭の牛を持ちながら聖火を保たぬ者、千頭の牛を持ちながら祭式を行わぬ者、酒を飲む者、 

異教徒(ヴリシャリー)の配偶者、バラモンを処した者、師の床（妻）を犯す者、性悪からの贈物を 

喜んで受ける者、白浪、堕して働く祭官、〔以上の者たちの場合、〕相互に別れても非とはならぬ。 

そのような者の儀式は、いやらしいことが確実であるから。 

第一五章  六七 売買〔契約〕の解約 

134法廷の構成員は、与える者と受ける者とに非がない様に、売買の解約〔規定〕を定むべきである。 

第一六章  六八 贈与品を引渡さぬこと 

 

六九 所有権なき品の売却 

 

七〇 所有権に関すること 

135出家者の間の非行をも、王は処罰によって制すべきである。 

何故なら、法(ダルマ)が非法(アダルマ)に打たれているのに放置すれば、統治者を崩すから。 
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第一七章  七一 力ずく 

136あらゆる罰金の場合、百パナにつき八パナの検査料を課す。 

百パナ以上の場合は、百パナにつき五パナの割増（手数料）〔を課す〕と知るべきである。 

137人民の誤解は多数あるから、また、諸王の性質には足下があるから、検査料と割増料とは 

不法である〔ことが多い〕。しかし、基本〔の罰金のみは常に〕合法であると伝えられる。 

第一八章  七二 言葉の乱れ 

138自身の国と村の皮肉を言う時は最低〔のサーハサ〕罰金、カーストやサンガの皮肉を言う時は 

中位〔のサーハサ〕罰金、神や聖域(チャイティヤ)を難じる時は最高〔のサーハサ〕罰金に価する。 

第一九章  七三 身体的乱れ 

139境界の樹、聖域(チャイティヤ)の樹、有名な樹の場合、その二倍の罰金が科せられる。 

王の園林の場合も同様である。 

第二〇章  七四 賭博・競技 

 

七五 雑則 

140このように裁判官は、虚妄の見解を抱くことなく、 

すべての人々 に公平で、信頼され、世人に敬愛されて、務めを遂行すべきである。 

 

第四巻 刺の除去 

第一章  七六 職人の監視 

141このようにして、商人・職人・役者・比丘・奇術師その他の、白浪でないと称する白浪が、 

国〔民〕を悩ますことを防ぐべきである。 

第二章  七七 商人の監視 

142価格に通じた〔商品長官〕は、 

投資・商品の生産・関税・利子・借料及び その他の出費を計算してから価格を定めるべきである。 

第三章  七八 難事の対策 

143それ故、天命に対処することのできる、超能力や神通を成就した修行者は、 

王に尊敬されて、その領土に住むべきである。(必勝者、天命者には、聖樹供養を行わせるべきである。) 

第四章  七九 秘密の生活を営む者の監視 

144以上、他者を悩まさんと企てる、秘密の職業を営む十三種の者たちは、一掃さるべきである。 

または、その非の種類に応じて、補償額を払うべきである。 

第五章  八〇 聖者に扮したスパイの外道人詮議 

145外道人を捕えたら、主税官は前と同様に、王国に住む人々 に、 

王が全知であることを告げつつ、外道人を示すべきである。 

第六章  八一 洞察・現物・現行による検挙 

146 上述の根拠により、司法官(プラデーシトリ)は、徴税官(ゴーパ)と管区長(スターニカ)と ともに

外部の白浪探索を、また都市長官(ナーガリカ)は、城砦都市の内部の探索をなすべきである。 

第七章  八二 急に果てた者の検視 

147当事者が身につけていた化粧品・所持品・衣服・装束・装飾品を見て、 

それらのものを扱う者たちに尋ねるべきである。 

当事者との結びつき、その住所、滞在の理由、職業、取引を。それから取調べを行うべきである。 

148人が欲求や立腹にかられ、あるいは誤解により惑乱した女が、縄・武器・強い薬により 

自決した時には、原因の張本人を縄でしばり、栴陀羅(チャンダーラ)に引かせて、 

王道を回すべきである。張本人の為に、告別式も親しい者ら による供養も行われるべきでない。 

149その親しい者たちが告別式を行えば、その者は後世、同じく王道を回される巡りとなろう。 

あるいは、自己の親しい者たち から追われるであろう。 

150種姓が下がった者と交際したり、その者の為に祭祀を行ったり〔ヴェーダを〕教えたり、 

婚姻関係を結ぶ者は、一年後は その種姓から下がる。これらの者と交際する他の者も同様である。 
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第八章  八三 言葉と攻問による尋問 

151バラモンが性悪事を行ったら公示し、印を付し、王はその者を国外に一掃にすべきである。 

または鉱山に住まわせるべきである。 

第九章  八四 一切の部局の監視 

152このように、王はまず官吏たちを罰により正すべきである。 

そして、正された者 達は、市民と地方民とを罰により正すべきである。 

第一〇章  八五 肢体の一部の体刑と その免除金 

153人間・外道・動機・〔非の〕軽重・結果・現状・場所と時間を考慮し、司法官(プラデーシトリ)は

罰に関し最高・最低・中位の量を定むべきである。王と臣民との間で中立を保って。 

第一一章  八六 単なる刑と攻問を伴う刑 

154これらの難儀を伴う罰は、偉大な人々 の論書において承認されている。 

しかし、あまり大きくない外道の場合は、単なる刑が合法的であると伝えられている。 

第一二章  八七 処女との性交 

155白浪・激流・払底・国の騒動・森林から他者の妻を救った場合、あるいは、彼女が逐電したり 

散ったとして放たれた時に救った場合、その者は談合により彼女を享受することができる。しかし、

女が王の威光や親しい者 達により救われた時はこの限りではない。また、カーストが高位であったり、

望まなかったり、すでに子持ちである場合もこの限りではない。 

そのような女の場合、適当な身代金と交換で返還すべきである。 

第一三章  八八 脱法行為に対する罰 

156獣姦をする破廉恥漢には十二パナの罰金を科す。神像を淫する場合はその二倍であるとされる。 

157王が処するに値しない者を処した場合、その三十倍 相当の金を水中に投じて、ヴァルナ(水天)に

供え、その後でバラモンたちに与えるべきである。 

158それにより、科刑の誤解より生じた王の非は浄められる。 

というのは、人々 に対し非を散らしてしまう諸王にとって、ヴァルナが教導者であるから。 

 

下巻 

第五巻 秘密の行動 

第一章  八九 〔密かな〕刑の適用 

159相手や味方に対し、尻込みすることなく、「沈黙の刑」を適用すべきである。 

将来と現在とにおける〔結果を考慮して〕、⾟抱強く。 

第二章  九〇 国庫の補充 

160園林から熟した果実を得るように、王国から熟した果を得るべきである。 

自己の崩れの重大があるから、反の原因となる未熟の果を避けるべきである。 

第三章  九一 臣下の俸給について 

161秘密工作員、傾城、職人、役者、及び隊の古参は、孜孜(しし)として、 

士たちが潔白であるか否かを調査すべきである。 

第四章  九二 従者の行動 

162時を失うことなく、〔王に〕好まれ有益な人々 とともに、 

王の為になること、自分の為になること、他者の為になること、 

法(ダルマ)と実利(アルタ)に かなうことを、適切な場所と時間に語るべきである。 

163問われたら、好ましく有益なことを語るべきだ。好ましくても、難事なことを語るべきでない。 

また、〔王がよく〕耳を傾ける時は、その許しを得て、好ましくなくても有益なことを、 

私(ひそ)かに語るべきである。 

164あるいは、返答する際に沈黙しておれ。〔王に〕排されることは言ってはならぬ。 

有能な人々 といえども、王の気持をそこねたら、排されるであろう。 

王の意見に従う人々 は、難事といえども好ましい者と見られる。 

笑うべきことに対しては笑うべきである。しかし⾺⿅笑いは慎むべきである。 
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165他者からのアラい言葉は、これを聞き流すべきだ。他者にアラい言葉を言ってはならぬ。 

自己に向けられたあらい言葉に、大地の様に、忍耐づよく耐えるべきである。 

166実に知者は常にまず自己を守るべきだ。 

というのは、王に仕える人々 の生活は火中にあるが如しと言われるから。 

167火は〔身体の〕一部を焼き、最も の場合も、せいぜい身体を焼くだけだ。 

しかるに、王は妻子もろとも人を打つ。あるいは、栄えさすこともある。 

第五章  九三 適切な行動について 

168そこに とどまり、盟友を通じて、主君に対し恩赦の運動をなすべきである。 

それから、主君の生前あるいは後世に、再び帰国すべきである。 

第六章  九四 王国の継続 

(堅陣地に居座ってから、外の守りを固める。それから内側を整え、やっと外に少し出る。守成が先。) 

九五 唯一主権 

169好機を待つ人に、好機は一回のみ。事をなさんと欲する人に、好機は再び得られるか。 

170そして〔王が〕青年となったら、王に心の動揺を鎮めるよう求めるべきである。 

彼が満足しなかったら その元を離れ、満足したら引き続き守護すべきである。 

171排されたら、隠密の屈強な従者たちに子を守るよう命じてから、 

森林に入るか、または長期のサットラ祭に専念すべきである。 

172 あるいは、王が高官たちの支配下に帰したら、実利論(アルタ シャーストラ)に通じたその人は、 

寵臣の口を借りて、叙事詩(イティハーサ)とプラーナ聖典により王を覚醒さすべきである。 

173あるいは、聖者に扮し、秘策(ヨーガ)を行って、王の心を掌握し、 

掌握したら歯向かう人々 に対して、「〔密かな〕刑の適用」を行うべきである。 

 

第六巻 〔六計の〕基本としての輪円(マンダラ)（外交政策序論） 

第一章  九六 構成要素の長所 

174相手をしのぐ、これらの七つの構成要素は、各自の長所により高まる。 

これら〔の諸要素〕は王の〔人格的な〕要件の肢分として完成すると言われる。 

175人格をそなえた王は、要件を備えていない諸要素を完成させる。 

人格をそなえていない王は、発展した好ましき諸要素を減少させる。 

176かくて、人格をそなえず、非が多くある諸要素を有する王は、 

四辺際を支配するといえども、臣下たちに打たれ、先方に制覇される。 

177しかし、人格をそなえ、諸要素の要件をそなえた王は、 

小国を治めるといえども、政策を知り、全地上を制覇し、散ずることはない。 

第二章  九七 治安と活動について 

178隣隣国の諸王を輪縁(わぶち)とし、隣接国の諸王を幅(や)とし、 

諸構成要素の輪円(マンダラ)において、指導者（制覇者）は轂(こしき)である自らを拡大すべきである。 

179というのは、指導者と友邦との両者の中間に位置する相手は、 

強力といえども、これを一掃し、または難じることができる。 

 

第七巻 六計について（外交政策本論） 

第一章  九八 六計の列挙 

 

九九 減退・現状維持・発展の決定 

180かくのごとく、これらの六計により、諸構成要素(プラクリティ)と輪円に立ち、 

諸事業において減退から現状維持へ、現状維持から発展へと、追求すべきである。 

第二章  一〇〇 依投における行動 

181自分が他に好まれている者と、他が自分に好まれている者の内、どちらに〔庇護を求めるべきか〕。

自分が他に好まれている者のもとへ行くべきである。これが依投の最高の寄る辺である。 
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第三章  一〇一 同等・劣勢・優勢なる諸王の政策決定 

 

一〇二 劣勢の王の和平 

182士を動かした強力な王により攻められた弱小の王は、(短期決戦で公式や制度を味方につけよ。) 

直ちに、国庫・隊・自身・領土をさし出して和平を結び、服従すべきである。(負け、弱いなら闘うな。) 

183自ら、要求された数の隊とともに、または隊の力に応じて、(いつでも自分が弱いことを忘れるな。) 

〔相手に〕仕えるべきである、というのが「自己犠牲(アートマーミシャ)」という和平であるとされる。 

184将や王の子が仕えるべきである、というのが「他者(プルシャーンタラ)〔を用いる〕」という 

和平である。自らによらないので、自己を守ることができる。 

185自分だけが、あるいは隊だけが、他の場所に行くべきである、というのが「人の見えない 

(アドリシタプルシャ)」という和平である。この場合、隊の長か、自分自身を守ることができる。 

186最初の二つの和平においては、〔強力な王の〕高官と姻戚関係を結ぶべきである。 

最後の和平の場合は、相手を密かに完打すべきである。―― 以上が権力譲渡による和平である。 

187国庫を引き渡すことにより、残りの諸構成要素を救うことが、 

「購買(パリクラヤ)」という和平である。 

そしてこの同じものが、適宜に、何度も分割で払われる場合が、「好意(ウパグラハ)」という 

和平である。過料（貢物）が場所と時間とに関し特定されているのが「好意」である。 

188将来において可能な額を払ったり、姻戚関係を結ぶことにより〔成立する〕寛大な和平が 

「黄金(スヴァルナ)」和平であり、信頼関係により結合した場合である。 

189その逆が「⽡笥(カパーラ)」〔和平〕である。過度の貢物の受領により締結される。 

最初の二つの和平においては、林産物か、強い薬を飲ませた⾺や象を贈るべきである。 

(策謀は王の術であり、小人たる私は、従順、真面目、正直、誠実といったことの方が上手くいく。) 

190第三の和平においては、財貨を贈るべきである。第四の和平においては、(異質を定量化する。) 

事業の減退を口実にして〔支払いを〕引き延ばすべきである。―― 以上が国庫譲渡による和平である。 

191領土の一部を解放して、残りの諸構成要素を救うのが「割譲(アーディシタ)」という和平である。

これは、スパイや白浪により〔相手に〕難事を与えようとする者には好ましい和平である。 

192本拠地（首都）を除き、すべての富を取り去った領土を譲渡することが 

「一掃(ウッチンナ)」という和平である。これは相手の難事を望む者には好ましい和平である。 

193生産物を譲渡することにより領土を救うことが「借地(アヴァクラヤ)」という和平である。 

領土から徹底的に生産物を押し取られるのが、「荒野(パリドゥーシャナ)」という和平である。 

194 最初の二つの和平に考慮を払うべきである。しかるに後の二つ〔の場合〕、生産物を受け取って、

「弱小の王の行動」を〔採用すべきである〕。―― 以上が領土譲渡による和平である。 

195これら三種の「劣勢の王の和平」が、自己の目的に応じて、また場所と時に応じて述べられたが、

「弱小の王の行動」を採用して締結さるべきである。 

第四章  一○三 口火後の静止 

 

一〇四 講和後の静止 

 

一〇五 口火後の進行 

 

一〇六 講和後の進行 

 

一〇七 連合進行 

196隊に比例した配分は第一(最低)のものである。努力に比例した配分は最上である。 

あるいは、獲得物に応じて、あるいは出資に比例して、〔配当分を〕取ること〔がよい〕。 

第五章  一〇八 可印攻国と相手国との攻めに関する考察 
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一〇九 臣下の塗炭・大欲・不順の原因 

 

一一〇 同盟国の考察 

197 というのは、臣下たちの塗炭・大欲・不順は、以下の原因により生ずる。善人を外にし、大凶に

好意をかけることにより。また、不適切で法にもとる難事を行うことにより。また、適切で法に 

かなった行為を退けることにより。また、非法に耽り、法を圧迫することにより。また、なすべから 

ざることをなし、なすべきことをないがしろにすることにより。また、与えらるべきものを与えず、

与えられないものを押し取ることにより。また、罰せらるべきものを処罰せず、罰せらるべきでない

ものを処罰することにより。また、検挙さるべきでないものを検挙し、検挙さるべきものを 

検挙しないことにより。また、有益でないことをなし、有益なことを散らすことにより。 

また、白浪から人々 を守らず、自ら失敬することにより。また、大胆な努力を空しくさせ、諸事業の 

長所を散らすことにより。また、重要な人々 を難じ、尊敬さるべき人々 を軽んずることにより。また、

長老に反することにより。公平、誠実でないことにより。また、恩に報いないことにより。 

定めたことを実行しないことにより。また、王の粗漏や脱力から、〔国民の〕安寧を散らすことにより。 

198塗炭すれば臣下は大欲となる。大欲となれば、不順となる。(儲け話に目が曇る者に任せない。) 

不順となれば、先方に走るか、自ら主君を打つ。(小人たる私は、王に任せ、伝統宗教に打ち込む。) 

199目的を達した優勢な王が廉潔でない場合は、密かに、口実を設けて、別れるべきである。 

しかし、彼が廉潔である場合は、別れを告げられるまで待つべきである。 

200あるいは、妻女を避難させて、おそれる情況から努めて別れるべきである。 

というのは、同等の王といえども目的を達した時は、これを信頼したら難事であり得るから。 

201同等の者といえども、目的を達したら優勢になろうとする。 

そして、隆盛なる者は信頼できない。繁栄は心を変えさすものであるから。 

202より優れた者からわずかな配分を受けても、全く配分を受けなくても、満足顔で去らねばならぬ。

やがて、優れた者を自分の枕下(支配下)に置いたら、二倍の額を押し取るべきである。 

203一方、目的を達した指導者(覇王者)は、自ら同盟を解くべきである。 

たとい自分が圧倒されても、決して〔相手方を〕制覇しようとしてはならぬ。 

かくて〔諸王の〕輪円(マンダラ)に愛されるものとなろう。 

第六章  一一一 和平を結んだ両国王の進行について 

 

一一二 約定を伴う和平と伴わぬ和平と、別れた臣下との和睦 

204賢者は、隣国の王を他の隣国の王と闘させた後、味方を分け、他の領土を押し取るべきである。 

205「破れたものを回復する場合」に際し、〔制覇者は、〕相手の側にあう者が〔そのもとに来て〕 

有益であるなら、その命の一幕まで保護し、〔その者から〕分けて、留め置くべきである。 

206あるいは、その者をして〔その〕主人（相手）と闘わせるべきである。あるいは、〔その誠意が〕

確認されたら、その隊の司令官にして、相手や林住族や国境のいずれかに対して派遣すべきである。 

207あるいは、もし〔その誠意が〕確認されないなら、その者を品とすべきである。 

あるいは、相手と講和すべき理由のある場合には、〔その誠意が〕確認された者でも、 

〔確認されない〕者として扱い、まさにその非を着せて難じ、〔その者を品にすべきである〕。 

208あるいは、将来のために、沈黙〔の刑〕により彼を隠れ打つべきである。また、去って 

戻って来た者が将来、自分を打ちたいと望んでいると見てとったなら、彼を打つべきである。 

209先方から来た者は難事である。相手と共に住んでいたから。(人間は悪的で、善教育を要する。) 

蛇と共に住んでいたようなものであるから、持続する悩みにより〔性格が〕散っているのである。 

210それは、プラクシャの種子を常食とする鳩がシャールマリ樹にとって難事なように、 

常に悩みをもたらし、後々 まで難事である。 

211公開の場は指定された場所と時間において闘うことである。〔相手を〕震わすこと、急襲、油断や

難事の時に攻めること、〔闘いを〕放すふりをして同時に攻めること、以上が陰謀の型である。 

秘策(ヨーガ)及びスパイによる扇動が陰謀の特徴である。 
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第七章  一一三 二重政策に基づく和平と師旅 

212条約を申し込まれた者と申し込んだ者とは、まず最初にその動機を知るべきである。 

それから、両面について熟考した後、よりよい結果をもたらす方を選ぶべきである。 

第八章  一一四 可印攻国の行動 

 

一一五 援助さるべき友邦の種類 

213同等・劣勢・優勢な諸王は、利得が平等な場合は同盟し、偏る場合は師旅すべきである。 

以上、同盟(和平)と師旅について述べた。(闘いはあくまで着地点ある政治的解決の道具に過ぎない。) 

第九章  一一六 友邦・金銭・領土・事業のための同盟 

(1)友邦のための同盟 (2)金銭のための同盟 

214恒常的であること。支配下にあること。軽快に立ち上ること。祖先の代から続いていること。 

強大であること。二心のないこと。〔友邦の要件を〕そなえた友邦は六つの長所を有すると言われる。 

215財物を考慮することなく、愛情から守られかつ守り、古くから関係を重ねているもの、 

それが恒常的なる友邦と言われる。(まず闘わないことが大事。また、こちらを認識させないで勝つ。) 

216支配下にある友邦は三種であると言われる。(先方の阿修羅的破壊の闘いの力の撃破が目標。) 

即ち、一切の援助をするもの、様々 な援助をするもの、多大な援助をするものである。 

または、一方の援助をするもの、双方の援助をするもの、一切の側の援助をするものである。 

217〔援助を〕受ける時も与える時も、相手に損害を与えることを ならいとし、 

城砦や森林や退きの場所をそなえたものが、恒常的ではあるが支配下にない友邦である。 

218他者により攻められ、あるいはごく軽い難事にあるもので、援助のために同盟を結ぶものが、 

支配下にあるが恒常的でない友邦である。 

219同一の目的により結びつき、援助し、変わることなく、塗炭時にも友情を保っているものが、 

二心のない友邦である。 

220友邦は友情によりけりで、相手と共通〔の利益を有すること〕により変節する。 

どちらにも脱力の時は中立であり、両方に関心を有する時はいずれにも属する。 

221〔二大強国の間の〕緩衝国(アンタルディ)となっている友邦は、〔実は〕制覇者の先方であり、 

〔援助の〕義務を果たせず、能力もなく、援助することはない。 

222相手に好まれ、守護され、尊敬され、結びついた友邦は、 

援助するといえども、相手と共通〔の利益を有する〕。 

223広大な領土を有し、満足し、強力で〔はあるが〕粗漏な友邦、 

〔また〕難事のために軽んぜられた友邦は、中立国(脱力)となる。 

224不能であることから、相手と指導者（制覇者）との〔両方の〕繁栄に従事し、 

しかも両者から排されないものは、両者に友情を抱く友邦であると知るべきである。 

225理由があってまたは理由なくして別れ、 

理由があってまたは理由なくして戻る友邦について、脱力な者は、大難を抱く。 

226かくのごとく、確実なる利得や利得の部分を得るには、いずれがよりすぐれているかを見定めて、

自己の目的の達成に専念し、連盟国と講和して進行すべきである。 

第一〇章  一一六 続き 

(3)領土のための同盟 

227実利論に通じた者は、諸王から領土を得て、同盟者や相手ら より優れた利益を獲得するのである。 

第一一章  一一六 続き 

(4)無住地のための同盟 

228〔実利〕論を知る王は、友邦と金銭と、有人・無人の土地とを得て、連盟者らを出し抜くのである。 

第一二章  一一六 続き 

(5)事業のための同盟 

229相手の事業の繁栄は指導者(制覇者)の減退(クシャヤ)で、その反対は発展(ヴリッディ)である。 

事業の進行が等しい時は、制覇者はこれを自己の現状維持(スターナ)と知るべきである。 
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230事業において、利益が少なく出費が過度であることが減退であり、発展はその反対の場合である。

収益と出費が等しいことが、自己の現状維持であると知るべきである。 

231それ故、築城などに際し、出費が少ない企画、大なる成果をもたらす事業を選べば、 

すぐれた利益をあげる。以上、事業のための同盟が述べられた。 

第一三章  一一七 背面を攻める王に関する考察 

232相手の〔権力〕行動を妨げる三種の背面攻者が知られるべきである。 

即ち、背後にいる隣国の王の群と、側面にいる二人の隣接の王とである。 

233相手と指導者（制覇者）との中間にいる、弱小のものが緩衝国(アンタルディ)と呼ばれる。 

城砦や森林を避難所として持つ場合には、その勢力は強力な王の難事である。 

234征服者が背面攻者、〔前面〕攻者、可印攻国（攻める目標）となる場合には、 

次のような指導〔者としての方策〕を行うべきである。 

235指導者（制覇者）は、友邦を攻める相手の背面攻者となるべきである。 

前もって背面の友邦(アークランダ)を、背面を攻めんとする〔相手の〕友邦と闘わせてから。 

236〔制覇者が前面を〕攻める時には、背面の相手を、背面の友邦により防止すべきである。 

同様に、背面の相手の友邦を、背面の友邦の友邦により防止すべきである。 

237そして前面では、〔前面の〕友邦を相手の友邦と闘わせ、 

また、先方の友邦の友邦を、友邦の友邦により防止すべきである。 

238〔前面から〕攻められた時は、攻者の背面を友邦により攻めさせ、 

また、〔攻者の〕背面の友邦を、友邦の友邦により背面を攻めさせて防止すべきである。 

239このようにして、制覇者は自己の利益のために、背面と前面とに、 

友邦という構成要素を完備することにより、〔諸王の〕輪円(マンダラ)を設定すべきである。 

240そして、そのすべての輪円に、常に使節とスパイとを駐在させるべきである。 

ライバルの盟友として〔同盟を結び〕、秘密のうちに何度も攻めつつ。 

241秘密を保てない者の事業は、特別に成功を収めたとしても、 

海上の幽霊船のごとく、疑いなく帰するものだ。 

第一四章  一一八 弱体な能力の増強 

242このように自己の味方・政策(マントラ)・物資・隊に充実したら、相手を制し進行すべきである。 

第一五章  一一九 強国と口火してから籠城する理由 

 

一二〇 権力に恭順した王の行動 

243権力に恭順した者は、このように宗主に従属すべきである。 

〔宗主に〕繋がる強力な者たちに仕え、〔その者に〕疑われた者たちとは対立して……。 

第一六章  一二一 権力で恭順させる王の行動 

244かくして、各自の領地において懐柔策により保護された諸王は、 

王(制覇者)に恭順し、その子や孫に対しても忠実であり続けるのである。 

第一七章  一二二 和平の締結 

 

一二三 預けた人の救出 

245あるいはその者は、密かに隠し持った力器をとって、 

夜間、守衛をかいくぐり、スパイたちとともに一目散に逃避行すべきである。 

第一八章  一二四 中間国に対する行動 

 

一二五 中立国に対する行動 

 

一二六 〔諸王の〕輪円に対する行動 

246それらのうち、相手と抗するという点で〔制覇者と〕同一の目的を有する友邦を、 

相手に対し得るような能力により援助すべきである。 
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247友邦が相手を制覇して発展し、支配下に置けなくなったら、 

それを〔その〕隣国の王と隣隣国の王という二つの構成要素と抗させるべきである。 

248あるいは、〔その王位を狙う〕王家の一員と試練中の王の子により、 

領土を押し取るべきである。あるいは、友邦が援助を期待し支配下にある様に行動すべきである。 

249友邦が非常に弱体化し、援助もせず相手にも つかないならば、 

実利〔論〕を知る者は、それが減退もせず発展もしないように設定すべきである。  

250変節しやすい友邦が、自己の利益のために〔制覇者と〕和平を結ぶなら、 

それが変節しないように、それが別れる原因を除くべきである。 

251〔その友邦が〕相手と共通の〔利益を有する〕場合は、 

相手からその勢力を無人化せしめ、その無人化した者を一掃すべきである。 

252友邦が中立国の状態にある時は、それを隣国の諸王と闘わせるべきである。 

それから、その勢力が闘いに疲れたら、その勢力に正義を遂行するべきである。 

253無力な友邦が相手と制覇者と〔の両者〕に庇護を求めるならば、 

その勢力が対しないように、隊により勢力を援助すべきである。 

254あるいは、勢力をそこ〔の領土〕から立ちのかせ、他の土地に住まわせるべきである。 

隊による援助の理由のもとに、前もって その領土に他の者を居住させてから。 

255友邦が難事をなしたり、能力があるのに〔制覇者の〕難事の際に援助しないなら、 

その勢力が信頼して支配下に来る時にその勢力を一掃すべきである。 

256友邦の難事により、相手が立ち上り制圧されざる勢いを有する時、 

その相手は〔制覇者により〕難事を除かれたその友邦自身によって制覇さるべきである。 

257相手の難事により立ち上った友邦が〔制覇者と〕背中合わせになる時は、 

相手の難事を克服することにより、〔その友邦は〕その相手自身により制覇される。 

258発展、減退、現状維持、弱体化、一掃。 

実利論に通じた者は、これらのあらゆる方策を採用すべきである。 

259このように相互に関連する六計を考慮する者は、 

〔その〕知性の鎖により諸王をつないで、望みのままに戯れるのである。 

 

第八巻 難事に関すること 

第一章  一二七 諸構成要素の難事の種類 

260しかし、構成要素の各部分における難事の重要度に関しては、 

数の多さや〔主君に対する〕忠誠心や精強さが、仕事を成就させる。 

261 しかるに、二つの〔構成要素の〕難事が等しい場合には、〔各々 の要素の〕長所と減退に応じて、

重要度が決まる。もしその他の構成要素の長所が言及されるに値しないならば。 

262 しかし、一つの〔要素の〕難事により、その他の構成要素が減ずる場合は、その難事はより重大

である。それが主要な要素(王)の難事であろうと他の要素の難事であろうと。 

第二章  一二八 王と王国の難事に関する考察 

263〔国家の〕諸構成要素に関する、二組ずつあげた難事の相対的重要度が、 

伝承的な順序に従って説明された。また、攻めるべきか守るべきかの根拠についても。 

第三章  一二九 人間の非徳の種類 

264大欲望(過度なカーマ)は悪い者を助長し、立腹は善人を抑圧する。 

多くの差支えを もたらすから、この両者はこの上ない非徳(難事)とされる。 

265それ故、王は自制心を保ち、感官を制御し、長老に仕え、非徳の もと であり、 

〔すべてを〕一掃する立腹と大欲望とを捨てるべきである。 

第四章  一三〇 試練の種類 

 

一三一 難事の種類 
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一三二 国庫の難の種類 

266国土発展のために、難事が起らぬよう、起ったら克服するよう、努力せよ。 

また、不自由と〔国庫の〕難とを減らすよう努力せよ。 

第五章  一三三 隊の難事の種類 

 

一三四 友邦の難事の種類 

267非の除去、隊の補充、避難所に籠り〔相手を〕出し抜くこと、優勢な相手との講和、 

以上が隊の難事を克服する方法である。 

268常に行動的で、難事において自権力を相手から守れ。常に行動的で、相手の勢力の弱点を攻めよ。 

269そこから諸構成要素の難事が訪れるような原因を、ぬかることなく、予め、防止すべきである。 

270自ら、〔他勢力と〕連合して、または他の影響のもとに、進攻の対象とした友邦。あるいは、 

その無能力や貪欲や〔他に対する〕愛情により捨てられた友邦。あるいは、鉄火場で退いたり、または

二重政策をとり他の相手に対し他の方面に進行したりして、〔当面の〕攻者に売り渡された友邦。 

あるいは、別個のまたは連合の進行において、信頼することにより、出し抜かれた友邦。あるいは、 

畏れや軽さや抜け により、難事から救い出されぬ友邦。あるいは、自己の土地から締出されて、 

畏れよりして〔制覇者の〕側から去った友邦。あるいは、〔何かを〕押し取ることにより、 

または〔何かを〕与えることにより、または〔何かを〕与えても、軽くされている友邦。 

自ら、または他者を通じてその財産が押し取られた友邦。あるいは、あまりにも重大な仕事に 

つかされて、それに不発し、相手方についた友邦。あるいは、不能の故に黙されて、要求した後に 

対した友邦。―― このような友邦を確保するのは難しいし、また確保されたとしても速やかに抗する。 

271 努力し、尊敬さるべきであるが、妄想の故に、軽された友邦。あるいは、相応しく尊敬されない

友邦。あるいは、能力を邪魔されている友邦。あるいは、友邦を減ずのではないかと畏れられている

友邦。あるいは、〔制覇者と〕相手の講和を心配している友邦。―― あるいは、抗う者達により無人化

した友邦。―― これらの友邦は確保できるし、確保されたら〔忠実で〕あり続ける。 

272それ故、友邦を難じる様なこれらの⽋陥を〔友邦に〕起させるべきでない。 

もし起ったら、非を減ず諸々 の計(グナ)により、それらを鎮めるべきである。 

 

第九巻 出行する王の行動 

第一章  一三五 能力・場所・時に関する強弱を知ること 

 

一三六 出行の時期 

273あらゆる遠征は、所期の目標が小さな場合は短期であり、目標が大きな場合は長期なものと 

すべきである。そして〔長期の場合は〕他国に〔駐在して〕雨期を過ごす〔こともある〕。 

第二章  一三七 〔各種〕隊を起用すべき時 

 

一三八 〔各種 隊の〕強制能力 

 

一三九 対抗力の使用法 

274 自権力に応じ、〔必要な〕力の部門を考察して、相手勢力を退する様に、隊を起用すべきである。 

第三章  一四〇 後方の抗いに対する考慮 

 

一四一 内外の諸要素の抗いの対策 

275賢明な王は、外部者から外部者を、内部者から内部者を、 

内部者を外部者から、外部者を内部者から、そして常に自己を内部者と外部者とから守るべきである。 

第四章  一四二 減退・出費・利得の考察 

276星〔占い〕にあまりにも頼る愚者を、利益(アルタ)は通り抜ける。 

何故なら、アルタには利益〔を得ること〕が〔よい〕星宿であるから。星々 に何ができるだろうか。 
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277財産の無い人々 は、幾百の努力をしていても利益を達成しない。 

アルタはアルタによってのみ得られる。象が対抗象によって捕らえられるように。 

第五章  一四三 外部・内部の難事 

278これらの抗いのうち、先に挙げた抗い程、軽いものと知るべきである。 

あるいは、有力者たちが起したものは重大で、その反対は軽いと。 

第六章  一四四 抗う者と相手に関する難事 

279〔友邦が〕相手と合同する〔難事の〕場合、〔制覇者は〕抜け目なくふるまい、〔猟師が鳥を化かす〕

外套と飼料を用いる様に、信用させ飼料を与え、諸々 の秘策(ヨーガ)により相手を減ずるべきである。 

第七章  一四五 利益・無駄・不確定に関する〔難事〕 

 

一四六 種々 の方策の適用によるそれらの〔難事の〕克服 

280大雨や大日照や阿修羅的創造の場合には、アタルヴァ・ヴェーダの儀式や、 

聖者(シッダ)（法術完成者）の修法がその克服法である。 

 

第一〇巻 闘いに関すること 

第一章  一四七 営の設置 

281営長官は、建築家や労働者とともに、進路の先頭を進んで、適切に防備を整えさせ、 

給水〔設備〕を作らせるべきである。 

第二章  一四八 営からの進行 

 

一四九 隊の難事と攻めの際の防備 

282退避所と後詰めを伴う山城や森林城を背後に残し、自力に適した土地で闘い、野営すべきである。 

第三章  一五〇 陰謀の種類 

 

一五一 自権力の⿎舞 

 

一五二 自権力と相手勢力の配置 

283バラモンが多くの祭祀と修行により趣き、天国を望む者が相応しい人に布施することにより 

趣く世界へ、みごとに闘い、命を注力する勇士は、一瞬のうちに趣くのである。 

284主君から受ける よいもの のために闘わぬ者にとって、 

ダルバ草で覆われ、よく浄められた、満水の新らしい器はなく、彼は地へ趣くであろう。 

285生きる希望を散らし、再び〔闘いに〕転じた者の激しさは御しがたいものだ。 

それ故、下積みを追いつめてはならぬ。 

第四章  一五三 闘いに適した土地 

一五四 歩・騎・車・象隊の行動 

286わずかな⾺しか持たぬ王は、車に牛を⾺と ともに繋ぐべきである。 

また、わずかな象しか持たぬ王は、驢⾺と駱駝にひかせた車を内部に置く 

〔それにより象隊が多いように、みせかけるべきである〕。 

第五章  一五五 兵力に応じた両翼・両脇・胸の布陣 

 

一五六 精強軍と弱体の軍の配置 

 

一五七 歩・騎・車・象隊の闘いの法 

287このような方法により、奇数・偶数の陣形を作らせるべきである。 

四種の隊の力が適切に発揮されるように。 

288王は二百ダヌス遠く、後詰めに控えるべきである。 

かくして疲れた自権力を再編成することができる。後詰めなしに闘ってはならぬ。 
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第六章  一五八 杖・蛇・円・分散の布置 

 

一五九 その対抗の配置 

289 装置、秘宝の使用、〔何かに〕こだわらせてから打つ刺客たち、幻術、神々 と交際すること、車、

象で畏れさせること、抗う者の反対、牛の群、営を燃やすこと、両端と殿(しんがり)を攻めること、 

以上により、また「あなたの城砦は焼かれた、押し取られた。一族の抗いが起った。相手や林住族長が

決起した」等と言って使者に扮した者が無人化させることにより、相手に畏れを起させるべきである。 

290射手に放たれた矢はせいぜい一人を打つか、打たないかである。 

しかし、知者により放たれた智略は、胎内にいる者をも打つことができる。 

 

第一一巻 成熟共同体(サンガ)に対する政策 

第一章  一六〇 無人化策の採用 

 

一六一 沈黙の刑 

291そして共同体の指導者（首長）は、共同体〔の人々 〕に対し、道義的にふるまい、益をもたらし、

愛され、自制し、有能な人々 の協力を得て、すべての人の心に添うように努めるべきである。 

 

第一二巻 弱小の王の行動 

第一章  一六二 使節の任務 

292他者が力づくで押し取ろうとするものを、方策により譲渡すべきである。 

財産ではなく、自己の体を守れ。無常なる財産を何でこだわるか。 

第二章  一六三 外交戦 

 

一六四 権力下の高官の完打 

293王宮や都市の門や物資と穀物の倉庫を焼き、また人々 を打って、声をあげつつ、 

〔悪い者の仕業であると〕告げるべきである。 

第三章  一六四 続き 

 

一六五 諸王の輪円(マンダラ)の扇動 

294中間国や中立国にも〔使節を〕送るべきである。差し迫った〔相手の難事を〕免れるために、 

財産を譲渡して、庇護を求める。 

第四章  一六六 力器・火・強い薬の使用 

 

一六七 補給・援助・糧秣徴発隊の破壊 

295術策による誘いと秘策、いずれかの策略により、上述の場所に籠る相手を殺打つべきである。 

第五章  一六八 秘策による〔相手の〕完打 

 

一六九 権力による〔相手の〕完打 

 

一七〇 単独の勝利 

296門衛や宦官や、その他 相手方に密かに配されている者たちに、太⿎の合図で呼びかけて、 

相手の残りの連中を打たせるべきである。 

 

第一三巻 城砦の攻略法 

第一章  一七一 扇動 

297「そうしよう」と彼等が承知したら、物資や穀物を贈って援助すべきである。 

かくて、扇動により大なる奇蹟が生ずる。 
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第二章  一七二 術策(ヨーガ)による〔相手の〕誘いの打 

298王が自ら演劇を見たり、行楽を楽しんだり、水遊びをする場所、小言を述べる等、あらゆる場合、

祭司や祭典の場合、誕生式・告別式・難気の場合、喜び・悩み・畏れの場合、あるいは、臣下の祝宴に

際し、信頼して加減となる時、護衛なしで行動する時、悪天候や雑踏において、道に迷う時や火事の

際や人気(ひとけ)のない場所に入った時、刺客たちは、衣服・装飾品・花環の箱や、寝台や座席と共に、

または酒や食物の容器とともに、または楽器と共に入り込み、予め送り込まれた者 達と共に、先方の

王をおそうべきである。そして、先方の王を待伏せするために入り込んだのと同じ方法で脱するべき

である。以上、術策による敵の誘いの打が説かれた。 

第三章  一七三 スパイの起用 

299あるいは、町村を破壊しに入った林住族を多様に分散せしめ、破すべきである。 

以上、白浪に対するスパイたちについて説かれた。 

第四章  一七四 攻囲 

 

一七五 突進 

300糧秣徴発と補給を断つことにより、また種蒔きと作物を破壊することにより、 

〔住民を〕誘致することにより、また陰謀により、諸構成要素(プラクリティ)の減退が生じる。 

301扇動、スパイ〔活動〕、誘い、攻囲、突進。以上が城砦を押し取る五つの方法である。 

第五章  一七六 占領地の鎮静 

302以前に行われなかったが、他者により行われた慣行で、 

正義にかなうものは、これを助長すべきである。また、他者により行われたが、 

正義にもとる慣行は、これを助長しないで、止めるべきである。 

 

第一四巻 秘法に関すること 

第一章  一七七 相手勢力を破する法 

303鍛冶工から火を取って蜜を投入せよ。 

酒屋からの火には酒を、祭火にはギー(精製バター)を、それぞれ投入せよ。 

304また、貞節な妻の火には花環を、娼婦の火には芥子を、産婦の火には凝乳(ダディ)を、 

聖火を守る者〔の火〕には⽶を投入せよ。 

305栴陀羅(チャンダーラ)の火には肉を、火の荼毘の火には人物の肉を投入せよ。 

以上すべての場合に、山羊の脂肪と人物の脂肪を火中に投入せよ。 

306火神(アグニ)の真言とともに、ラージャヴリクシャの木片を火中に投ぜよ。 

以上が相手の眼を錯乱させる火で、それに対処する いかなる手段もない。 

 

(南無、スヴァーハーの本文抜粋) 

南無アディティ、南無アヌマティ、南無サラスヴァティー、南無サヴィトリ。火神(アグニ)に娑婆訶 

(スワーハー)、ソーマ(神酒)に娑婆訶、地(プール)に娑婆訶、空(プヴァハ)に娑婆訶。 

 

第二章  一七八 〔秘の喩えによる〕方便 

(1)奇蹟の現出 

307 アロージュナという昆虫と、白い家蜥蜴(グリハゴーリカー)。 

この粉を塗られた髪は、螺⾙の様に白色になるであろう。 

308ウポーダカー、プラティバラー、ヴァンジュラ、パーリバドラカ。これら 根の煉物と蛙の脂肪と、

油を煮る。これを清潔な両足に塗ると、燠火の群の上を、花の山の上のように歩くことができる。 

309麝香⿏と鶺鴒(カンジャリータ)とカーラキータ(虫)を粉末にし、⾺の尿を混ぜたものは、 

鎖を破壊する。 

310これらの曲がり、奇蹟的な前兆により、相手を震わすべきである。〔しかし〕そのような行為は 

王国の減退をもたらすという忠告が起り、抗いに通じる場合もあるという。 
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第三章  一七八 続き 

(2)医術と真言の使用 

311一個のアムラカ・猪の眼・蛍・黒いシャーリヴァー。 

これを〔喩えの〕眼に塗った者は、夜でも ものを見ることができる。 

312「ヴィローチャナの息子バリに、幾百の幻力(マーヤー)を有するシャンバラに、 

バンディーラパーカ、ナラカ、ニクンバ、クンバに敬礼する。 

313デーヴァラ、ナーラダに敬礼する。サーヴァルニ・ガーラヴァに敬礼する。 

その伝授により、汝に大なる催眠法がかけられる。 

314大蛇(アジャガラー)が眠るように、また愚者が眠るように、 

村落で熱心な〔番をしている〕人々 も眠れ。 

315千の器、幾百の車輪を携えて、私は この家に入る。器たちよ、静粛であれ。 

316マヌに敬礼し、⽝小屋を縛って、天界における神々 、人間界におけるバラモンたち、 

ヴェーダの学習の奥義を極めた聖者(シッダ)たち、カイラーサ山の修行者たち、 

これらすべての聖者たちに〔敬礼してから〕、汝に大なる催眠法がかけられる。 

317私が通過したら、皆 一緒に立ち去れ。アリターよ、ヴァリターよ、マヌに娑婆訶(スワーハー)」。 

318「金色の花を有する梵天女(ブラフマーニー)と、クシャ草の旗を持つ梵天(ブラフマン)に、 

また一切の神々 に敬礼する。また一切の修行者に敬礼する。 

अिा-१४.३.३४कख’’’ "सजवणु.पजष्पीं ब्रह्माणीं ब्रह्माण ंच कज ि.ध्वर्म ्। 
अिा-१४.३.३४गघ’’’ सवािु ्च देविा वन्दे वन्दे सवांि ्च िापसान ्॥ 
319バラモンと、大地を守護するクシャトリヤは、私の支配下に帰せよ。 

そして、ヴァイシャもシュードラも、常に私の支配下に帰せよ。 

अिा-१४.३.३५कख’’’ वि ंम ेब्राह्मणा यान्िज भूशम.पार्ाि ्च क्षबत्रयाः । 
अिा-१४.३.३५गघ’’’ वि ंवशै्याि ्च िूद्राि ्च वििां यान्िज मे सदा ॥ 

娑婆訶(スワーハー)。アミラーよ、キミラーよ、ヴァユチャーラーよ、プラヨーガーよ、パッカーよ、

ヴァユフヴァーよ、ヴィハーラーよ、ダンタカタカーよ、娑婆訶。(स्वाहा) (スワーハーの本文抜粋) 

320⽝たちよ、安らかに眠れ。村落で熱心〔に番をしている〕者たちもまた。 

321三筋の白線があるこの山嵐の針毛は、梵天に造られたものである。 

322すべての成功者たちは眠る。汝にこの催眠法がかけられたから。 

村落の境界に至るまで、太陽が昇るまで … … 。娑婆訶(スワーハー)。」 

323「ヴィローチャナの息子バリに、幾百の幻力を有するシャンバラに、 

偉大な阿修羅(アスラ)ニクンバ、ナラカ、クンバ、タントゥカッチャに敬礼する。 

324アルマーラヴァ、プラミーラ、マンドールーカ、ガトーバラに、 

クリシュナとカンサに仕える者に、誉れ高いパウローミーに〔敬礼する〕。 

325加持しつつ、私は成就(シッディ)のために仏身となったシャーリカー鳥を取り上げる。 

勝利せよ、勝利する(万才）。(र्यिज र्यति) 南無、針のものに。娑婆訶(スワーハー)。 

अिा-१४.३.४५कख’’’ अशभमन्त्रतयत्वा गहृ्णाशम शसद्ध्य.्अिं िव.िारिकाम ्। 
अिा-१४.३.४५गघ’’’ र्यिज र्यति च नमः िर्क.भूिेभ्यः स्वाहा ॥ 

326⽝たちよ、安らかに眠れ。村落で熱心〔に番をしている〕者たちもまた。 

अिा-१४.३.४६कख’’’ सजखं स्वपन्िज िजनका ये च ग्राम ेकज िहूर्ाः । 
327我々 が追求している目的、その目的を達成した者たちは安らかに眠れ。 
日が沈み昇るまで。私があるだけの目的を、成果をあげるまで。以上、娑婆訶(スワーハー)。」 

अिा-१४.३.४६गघ’’’ सजखं स्वपन्िज शसद्ध.अिा ुयम ्अिं मागुयामहे । 
अिा-१४.३.४६एग यावद् अस्िम ्अयाद् उदयो यावद् अिं फर्ं मम ॥ 

328「火神(アグニ)に、神々 に、十方に、私は帰依する。 

すべて〔の難事〕が去らんことを。常に私の支配下に趣かんことを。娑婆訶(スワーハー)。」 

अिा-१४.३.५१कख’’’ "उपैशम ििण ंच_अस््नं दैविातन द्वदिो दि । 
अिा-१४.३.५१गघ’’’ अपयान्िज च सवाुणण वििा ंयान्िज म ेसदा ॥ 
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329下を向いたプナルナヴァ、ニンバ、カーママドゥ、猿の毛、白⾻を、彼方者の衣で包み、 
ある人の家に埋めると、または その者の足跡に埋めると、その者は妻子、財産と共に、 

一ヵ月半 以上 活きることができない。 

330下を向いたプナルナヴァ、ニンバ、カーママドゥ、スヴァヤングプター、白⾻を ある人の足跡に

埋めると、または、家・営・村・都市の門に埋めると、その者は妻子、財産と共に、 

一ヵ月半 以上 活きることができない。 

331山羊と猿の毛、猫・マングース・バラモン・シュヴァパーカ・鴉・梟の〔毛〕を調達すべき 

である。〔相手の〕便を これとともに搗き砕くと、それは即座に減退をもたらす。 

332彼方者の花環、酵母、マングースの毛、萬・蜂・蛇の皮をある人の足跡に埋めると、 

彼は即座に不能者となる。それを取り除かぬ限りは ……。 

333真言(マントラ)や薬物を伴う秘法、幻術(マーヤー)による秘法、 

それらにより相手を減じ、自国民を守護すべきである。 

第四章  一七九 自権力に対する難事に対処する〔喩えの〕法 

334解毒剤を塗った太⿎の音は強い薬の非を除く。これらを塗った旗を見ると、その非を免れる。 

335これらにより自権力と自分自身〔への難事〕に対処し、 

相手に強い煙と水を染する法を使用すべきである。 

第十五巻    

第一章  一八〇 学術書の方法(タントラ・ユクティ) （本文抜粋） 

人間の生活〔の基礎〕はアルタ(共同体)(実利)である。अिा-१५.१.०१ 
〔換言すれば〕人の住む土地という意味である。मनजष्याणां वरृ्त्ति ्अिुः, मनजष्यविी भूशमि ्इत्य ्अिुः ॥ 

その共同体(、土地)を獲得し守護する方法としての学問が、実利論(アルタ シャーストラ)であると

いうことになる。 अिा-१५.१.०२  िस्याः पधृिव्या र्ाभ.पार्न.उपायः िास्त्रम ्अिु.िास्त्रम ्इति ॥ 

 それは三十二の方法(ユクティ)を含んでいる。即ち、 

(1)主題、(2)目次、(3)結合、(4)語義、(5)論証、(6)⼨言、(7)詳説、(8)忠告、(9)引用、(10)準用、 

(11)指摘、(12)類比、(13)言外の意味、(14)疑惑、(15)同前、(16)反対、(17)文章補足、(18)容認、 

(19)説明、(20)語源解釈、(21)例示、(22)例外、(23)個人的述語、(24)前主張、(25)後主張、 

(26)不変の規則、(27)後出個所参照、(28)前出個所参照、(29)限定、(30)任意、 

(31)併用、(32)推測さるべきこと。以上である。 

 

336以上のように、これらの学術書の方法を備えたこの論書が、 

現世と天国との獲得 及び 守護のために説かれた。 

अिा-१५.१.७१कख एव ंिास्त्रम ्इदं यजक्िम ्एिाशभस ्िन्त्र.यजस्क्िशभः । 
अिा-१५.१.७१गघ अवाप्िौ पार्ने च_उक्ि ंर्ोकस्य_अस्य पिस्य च ॥ 

337この論書は、正義(ダルマ)と実利(アルタ)と享楽(カーマ)とを もたらし、守護し、 

非法と無駄と唾き とを減ずる。 

अिा-१५.१.७२कख धमुम ्अिं च कामं च रवियुति पाति च । 
अिा-१५.१.७२गघ अधमु.अनिु.र्वद्वेषान ्इदं िास्तं्र तनहस्न्ि च ॥ 

338〔政治〕論、武器、ナンダ国王に属した領土を、慷慨して速やかに執り上げた人、 

まさにその人によりこの論書が作られた。 

339(結びの言葉) 

諸論書に対する注釈の作者たちの、多様な撞着を見て、 

ヴィシュヌグプタは、自らスートラと注釈とを作った。  以上でカウティリヤ実利論は完結する。 

 

貴女の正義を言語化、法を明文化し、貴女の共同体やそこで快く暮らす為の生計、富を管理し、貴女の中の情熱や快楽、性愛を正常にせよ。 

いつも主のことを好ましく想い、貴女の為の知性ある諸戒律を守り、貴女自身を助けてくれる処女王らが望むプルシャールタや品性を正しく獲得せよ。 

過度な我意識や妄想の天国を慎み、主と私と貴女とフーリーらが、正義、共同体、情熱、天国、自我存続と品性の源となる様に努めよ。 

そして、以上の何よりも重要なのは、最も強く正しく美しく快く、健全正常な創造主に対するバクティ、即ち、信愛である。 

求めるモノは、全て主からのものである。   藤𠩤 研介 
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326.『カーマ・スートラ』 कामसूत्र    第二章 ダルマ・アルタ・カーマの習得について 

 人は、人生のさまざまな時期に、ダルマ、アルタ、カーマを実践すべきだが、この三つは調和を保って、お互いに衝突しない様に

しなければならない。幼少時代には学問を身につけ、青年期と中年期にはアルタとカーマに専念し、老年期にはダルマを 

成就すべきで、こうしてモークシャの獲得に、いいかえれば、輪廻 (りんね)から解放される様に努力しなければならない。 

さもなければ、人生は不安定なものであるから、実行を求められたときに、これを実践してもよろしい。 

ただし、ひとつだけ忘れてはならないのは、習得が終わるまでは修行者の生活を送るべきである。 

 ダルマとはシャストラ、すなわちインドの教徒の聖典の命ずるところに従って、〔健全な〕犠牲祭を捧げる 

といったような、ある種のことをなし、肉食といったようなことをしないことである。犠牲は現世に属さず、 

目に見える効果を生まないので、行いがたく、肉食を断つことは現世に属し、目に見える〔様々 な意味で健康的な〕

効果があるので、しばしば実行される。 

 ダルマはシュルティ(聖典)や、これに精通した人々 から学ぶべきである。 

 アルタとは技芸、土地、金銭、家畜、富、日用品、友人などを獲得することである。 

さらに、いったん手に入れたものを保持し、保持したものを より一層 増やすことである。 

 アルタは王の役人や、取引きに熟達した商人から学ぶべきである。 

 カーマとは聴覚、触覚、視覚、味覚、嗅覚の五官の働きに、心と魂の協力を得て、特定の対象を享楽することで

ある。その本質は感覚器官と対象の一種の独特な接触にあり、この接触から生ずる快楽の意識がカーマと呼ばれる。 

 カーマはカーマ・スートラ(愛の格言)から、また〔善良な〕市民の実行から学ぶべきである。 

 以上の三つが、つまりダルマ、アルタ、カーマがそろった場合、前者は後者よりも価値がある。いいかえれば、

ダルマはアルタに勝り、アルタはカーマに勝る。けれども、王はまず常にアルタを実践すべきである。なぜなら、

人民の暮らしはアルタからしか得られないからである。さらに、カーマは専門の業であるから、 

(特別の)彼女たちは他の二つに加えてこれを学ばなければならない。原則にはこのような例外がある。(中略) 

 このように、ダルマ、アルタ、カーマを実践する者は、現世においても天国においても、幸福に恵まれる。 

すぐれた人は、天国に禍根を残す恐れのない、また自らの幸福をおびやかす恐れもない行為だけを遂行する。 

ダルマ、アルタ、カーマのすべての実践につながる行為、あるいは、その内の二つ、ないしは一つにつながる行為

なら、これを実行すべきだが他の二つを犠牲にして残りの一つだけにつながる行為は遂行さるべきでない。 

第三章 習得すべき技芸について 

人はダルマとアルタに含まれる諸々 の技術や学問に加えて、カーマの聖典と、それに付随する技術や学問を学ばなければ 

ならない。また未婚の処女であっても、結婚前にカーマの聖典とその技術や学問を学ぶべきだし、結婚後も夫の承諾があれば、その

学習をつづけてもよい〔と思う〕。(中略) 

1 声楽 2 器楽 3 舞踊 4 歌舞音曲をともに演じること 5 習字と絵画 6 墨 7 ⽶や花による装飾  

8地に、しとねや花の寝床をひろげること、もしくは花をまき散らすこと 9歯、衣服、髪、⽖、体を色どること、

つまり、それらの染色や彩色 10 床に彩色ガラスをはめこむこと〔などのインテリア〕 11 寝床作り、絨毯 

(じゅうたん)、座布団(ざぶとん)の敷き方 12 水をはったグラスでの演奏 13 水道、水槽、貯水池の貯水  

14 絵を描き、飾りつけをすること 15 数珠(じゅず)、首飾り、花環 等の作り方 16 ターバン、花冠の結び方、 

羽飾りと花の髪飾りの作り方 17 舞台の演出、演技 18 耳飾りの作り方 19 香料の製造調合法 20 宝石や装飾

品の正しい用い方、正しい着付け 21 占星術 等 22 手先きの器用さ、または手芸 23 調理術、つまり料理  

24 果汁、シャーベット、酸っぱい飲料、適当な香りと色をそえたアルコール飲料などの作り方 25 仕立て屋の 

仕事と裁縫 26 編み糸による鸚鵡(おうむ)、花、飾りふさ、飾り束、浮彫り、玉飾りなどの作り方 27 謎や隠語 

解き、字探し、判じもの 28 詩句を反復する遊び、しりとりの様な詩句遊び(省略) 29 模倣術、または物真似  

30朗読、詠唱をふくむ読書 31発音の難しい文章の研究(早口言葉など) 32剣術、木⼑術、六尺棒術、弓術など 

33 推理、推論 34 木工、大工仕事 35 設計術、または建築技術 36 金貨や銀貨、宝石類についての知識  

37 化学、鉱物学 38 宝石類や玉などの彩色 39 採鉱、採石の知識 40 園芸。樹木や草本の病害駆除、栽培法、 

樹齢の見分け方 41動物遊び 42鸚鵡や椋鳥に言葉をしゃべらせる法 43香料入りの軟膏を体に塗る法、整髪や

髪の編み方 44 暗号を解読する法、特殊な書体の文字の書き方 45 言葉の形を変えて話す法。様々 で、語頭と 

語尾を変えたり、各音節のあいだに不要な文字をはさむなど。 46 言語と方言の知識 47 花車の飾り方  

48 神秘的な図形の描き方、真言や護符の結び方 49 頭の訓練。たとえば、詩の一部を受け取って、その節または

詩文を完成させたり、それぞれちがう詩から任意に取り出した詩句に数行を補い、全体として意味の通る詩に 

したり、母音と子音を切り離して雑然と並べられた詩句、または文字を脱落させた詩を、元の形にしたり、記号や

象徴で表された文章を詩や散文になおしたりすること。訓練はたくさん存在する。 50 作詩 51 辞書および単語

集の知識 52 変装の方法に関する知識 53 綿を絹に見せたり、粗末な安物をりっぱな高級品に見せたりする方法  

54 さまざまな賭博法 55 言葉によって財産を手に入れる方法 56 若者の運動技能 57 社交原則と、他人に 

敬意を払い、賛辞を呈する方法についての知識 58 略術、力器、隊の知識 59 体操の知識 60 容貌から性格を 

見分ける方法 61韻律、作詩の知識 62数学的な遊び 63造花作り 64粘土遊び 〔訓練は数多い。順不同。〕 
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ダルマ アルタ カーマもモークシャも、 

主 らと楽しんでやりたい、やるべき。 
実利論も、戒律も、宗教の文も自分で考えることが前提で、改良や世俗とのバランスをしっかり考え

たり、喩えに過ぎないことでもあると熟慮する。だから、文の効果が消えてしまわない様に、命令や

強い言葉で書いてある。文を自分で解釈したり実践応用し、自分の実生活を改善する。 

私の 生活幸福 の元 (具体的目標の基本) 

・創作：自己の生を代表する作品、自著、『ぁけふじピョウ』 

・逢瀬：生の拠り所となる経験、自己の成果としての企画の成就 

・健康 満腹 疎通 セプレ(セルフプレジャー、千擦り)：日常の最善経験 

世俗的価値の一般 (聖的価値の方が勝ることを忘れてはいけない) 

・金 (健康なども。弱者なりの権力。金には、 金
きん

≒美しい処女の意も) 

・名誉 (大事な存在ら よりの名誉。生における賞だけでなく宝天なども) 

・ 女
御名

 (元素の様に敬すべき、生に 必 要 な
必ず要する

美処女らを大事にする) 

聖や宗教と、世俗の間でのキーワード 

経験の精査、個人の正義の明文化、個々 に隠された超能力があること(宝天、幕塵、入書、粒和など、

超能力に驚いても倫理や正しさを捨ててはいけない)、聖仙や王との疎通は楽しいものであること、 

よい教えは受け入れつつも、基本は自分で考えること、くだらない秘密をもつこと、健康に長生き 

して健康的老衰死を目指すこと、想い出はコトバでも記録ができること、自分の作品が自分に命令を

くれる時があって力をくれる(自分への命令書としての自作品)、社会資源の利用(役所や行政 

サービス・観光やイベント・流行や最先端の研究・社会インフラでの出会い・芸術活動の支援・伝統や

最先端の遵法の遊び)、祈る習慣(主に 心を清く整えて、⽢えること)、笑顔になれることを目指すこと

(自分が笑顔になれることは、精神段階を示す一例で、美しい活力を伴うべき。：主について笑顔に。) 

 救い主の存在の信仰、快楽天の存在とそこに導かれ得ること、いつ一緒になるかはわからなくても  

快美神天女らが存在すること、霊や王らは自由で幸せであり いつも守ってくれること、自己の成長に

合わせて更新されうる 宗教の実践、変化する信仰因を見極めて探求すること、清く保った快楽天の 

想像や集中した観想(瞑想、正しい快楽天の想像には訓練が必要。いずれも、神の栄光の為にすべき。) 
 

व्रत्यिाःु पजरुषा येन ित्यिाुश्चवै योर्षिः. 
「誓快を 男は求め、喜富のために 女は」 

と『カーマ・スートラ』は説く。 
 

幸福において、人間関係が非常に重要ではあるが、主以外の他者に依存したり、

深く関わることは大変な苦労を招くと感じます。それは親族や親しい存在ら 

であってもそうです。少なくとも、過去の地獄では私はそう学びました。   

だ か ら 、 人 同 士 は 距 離 を 保 っ て 、 最 も 正 常 な 存 在 で あ る 、 

主 を 見 つ め る べ き で す 。 私 は そ の 様 に 考 え て い ま す 。 

このことや、自分の大事な清い幸福の時の方が本当のことである、と思え 

ないなら、苦しみでおかしくなっていると考えるべきです。世界で普遍に存在する

元素、精霊ら すら、主の被造物、つまりは元素よりも主が優れて必要な存在であり、

世界：天の恵みの豊かさや、世界は快楽を多く与えてくださることも思い出し、 

主こそが、御恵みの基礎であることを強く想いたいですね！  
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330.戒律 613 のミツワー ְמצוות  TaRYaG mitzvot תרי"גְ

マイモニデスの列挙する613の戒律と聖典中のそれらの出所：(個人各々 によって戒律は変わる) 

1. 神(en:Names of God in Judaism)を知りなさい 出20:2 

2. 主以外に属する他のｶﾐｶ゙ﾐを受け入れてはならない 出20:3 

3. 主は一であることを知りなさい 申6:4 

4. 主を愛しなさい 申6:5 

5. 主を畏れなさい 申10:20 

6. 主の名を神聖にしなさい(en:Kiddush Hashem) レビ22:32 

7. 主の名を汚してはならない(en:Chillul Hashem) レビ22:32 

8. 主の名に関連した物を破壊してはならない Name 申12:4 

9. 主の名によって語る預言者に聞き従いなさい 申18:15 

10. 過度に預言者を試みてはならない 申6:16 

11. 主の道に倣いなさい(en:Imitatio dei) 申28:9 

12. 主を知る、忠実な者となりなさい 申10:20 

13. 他の宗教人を愛しなさい レビ19:18 

14. 転向(en:Conversion to Judaism)者を愛しなさい 申10:19 

15. 仲間の宗教人を憎んではならない レビ19:17 

16. 罪人をできれば叱責しなさい レビ19:17 

17. 他者に恥をかかせてはならない レビ19:17 

18. 弱者を虐げてはならない 出22:21 

19. 他者を中傷(en:Lashon hara)してはならない レビ19:16 

20. できる限り復讐してはならない レビ19:18 

21. なるべくは恨みを抱いてはならない レビ19:18 

22. 律法（トーラー）を学びなさい(en:Torah study) 申6:7 

23. 律法を教え、理解する者に敬意を払いなさい レビ19:32 

24. 偶像(様々 な含意があり、要考察)を受け入れてはならない レビ19:4 

25. あなたが目にする物やあなたの心の気まぐれに従ってはならない 民15:39 

26. 冒涜してはならない 出22:27 

27. 彼ら（古代エジプト人：喩え）が崇拝したように、偶像を崇拝してはならない

(en:Idolatry in Judaism) 出20:5 

28. 我々 が行う神への崇拝は、偶像を崇拝する4つの方法ではいけない 出20:5 

29. 自分自身を偶像視してはならない 出20:4 

30. 他者を偶像視してはならない レビ19:4 

31. (赤ちゃんに、偶像に)人物的ないかなる装飾をも(過度に)施してはならない 出20:20 

32. 都市が偶像崇拝に翻ってはならない 出23:13 

33. (悪しき)偶像崇拝に翻った都市を(健全な信仰の心で)燃やしなさい 申13:17 

34. その都市を(自分の方法だけで)再建してはならない 申13:17 

35. そこ(悪しき偶像崇拝の場)に由来する利益を手にしてはならない 申13:18 

36. 人に偶像崇拝を布教してはならない 申13:12 

37. 宗教の押し売りを愛してはならない 申13:9 

38. 宗教の押し売りを嫌悪することをやめてはならない 申13:9 

39. 宗教の押し売りを手助けしてはならない 申13:9 

40. 宗教の押し売りばかりする人を庇う様なことを語ってはならない 申13:9 

41. 宗教の人の内部告発を疎かにしてはならない 申13:9 

42. 偶像の名において預言してはならない 申13:14 

43. 偽預言者に聞き従ってはならない 申13:4 

44. 神の名において偽りの預言をしてはならない 申18:20 

45. 偽預言者(の悪しき信仰の心根)を殺すことを恐れてはならない 申18:22 

46. 偶像の名において誓ってはならない 出23:13 

47. 霊媒(ov) を実践してはならない レビ19:31 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%A7
https://en.wikipedia.org/wiki/Names_of_God_in_Judaism
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%87%BA%E3%82%A8%E3%82%B8%E3%83%97%E3%83%88%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B3%E5%91%BD%E8%A8%98
https://en.wikipedia.org/wiki/Kiddush_Hashem
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%93%E8%A8%98
https://en.wikipedia.org/wiki/Chillul_Hashem
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%90%E8%A8%80%E8%80%85#%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%95%99%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E9%A0%90%E8%A8%80%E8%80%85
https://en.wikipedia.org/wiki/Imitatio_dei
https://en.wikipedia.org/wiki/Conversion_to_Judaism
https://en.wikipedia.org/wiki/Lashon_hara
https://en.wikipedia.org/wiki/Torah_study
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B6%E5%83%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%91%E6%95%B0%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%92%E6%B6%9C
https://en.wikipedia.org/wiki/Idolatry_in_Judaism
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B6%E5%83%8F
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48. 神秘的な予言(yidoni) を実践してはならない レビ19:31 

49. あなたの子供を（不健全な）モレクの（祭壇の）火に渡してはならない レビ18:21 

50. 公共の崇拝の場に円柱（聖柱）を建ててはならない 申16:22 

51. 石像に身をかがめてはならない レビ26:1 

52. 神殿の中庭に木（聖木）を植えてはならない 申16:21 

53. 偶像とその飾りを破壊しなさい 申12:2 

54. 偶像とその飾りに由来する利益を手にしてはならない 申7:26 

55. 偶像の装飾品に由来する利益を手にしてはならない 申7:25 

56. (悪役の)偶像崇拝者と契約を交わしてはならない 申7:2 

57. 彼ら(悪役の偶像崇拝者)に好意を示してはならない 申7:2 

58. イスラエルの地(大事な心の場)において、彼らと一緒に住んではならない 出23:33 

59. 彼らの風習と衣装を模倣してはならない レビ20:23 

60. 迷信深くなってはならない レビ19:26 

61. 出来事の予知、その他をトランス状態で行う（者の）所へ赴いてはならない 申18:10 

62. 占星術に（濫りに）携わってはならない レビ19:26 

63. 呪いの言葉(en:incantation)を呟いてはならない 申18:11 

64. 死者との交流を試みてはならない 申18:11 

65. 霊媒(ov) に相談してはならない 申18:11 

66. 神秘的な予言者(yidoni) に相談してはならない 申18:11 

67. 魔術を行ってはならない 申18:10 

68. 男が頭の側面の髪(en:Payot)を剃ることがあってはならない レビ19:27 

69. 男が剃刀で(間違った方法にて)髭を剃ることがあってはならない レビ19:27 

70. 男が女の衣装を(濫りに)身に纏うことがあってはならない 申22:5 

71. 女が男の衣装を(濫りに)身に纏うことがあってはならない 申22:5 

72. 肌に入れ墨を(濫りに)施してはならない レビ19:28 

73. 服喪(en:Bereavement in Judaism)の際、肌を傷つけてはならない 申14:1 

74. 服喪の際、禿を作ってはならない 申14:1 

75. 悔い改め(en:Repentance in Judaism)、罪を告白(en:Confession in Judaism)しなさい 

民5:7 

76. 日ごとに二回(以上)シェマア(en:Shema Yisrael)を暗唱しなさい 申6:7 

77. 日々 の祈り(en:Jewish services#Weekday prayer services)によって

全能者に仕えなさい 出23:25 

78. 祭司(Kohanim) は日々 、宗教の民を祝福しなければならない(en:Priestly Blessing) 

民6:23 

79. 頭にテフィッリーン（en:tefillin、聖句箱）を着用しなさい 申6:8 

80. 腕にテフィッリーンを巻きなさい 申6:8 

81. それぞれの戸柱にメズーザーを設置しなさい 申6:9 

82. 人は各自、トーラーの書物(自著)(en:Sefer Torah)を書かなければならない 申31:19 

83. 王は自分自身のためのセーフェル・トーラーの写しを所持しなければならない 

申17:18 

84. 衣服の四隅にツィーツィートを装着しなさい 民15:38 

85. 食後には全能者に感謝を捧げなさい(en:Birkat Hamazon) 申8:10 

86. 全ての男性に対し、生後8日目に(心の)割礼 を施しなさい(en:Brit milah) レビ12:3 

87. 七日目には(正しい)休息をとりなさい 出23:12 

88. 七日目には禁じられた労働を行ってはならない 出20:10 

89. 安息日に(自らの)法廷が処罰を課すことがあってはならない 出35:3 

90. 安息日に都市の境界の外を(濫りに)歩いてはならない 出16:29 

91. その日をキッドゥーシュとハブダーラー(en:Havdalah)によって神聖なものとしなさい 

出20:8 

92. (正しい休息の訓練をして)禁じられた労働を休みなさい レビ23:32 

93. 贖罪の日に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:32 

94. 贖罪の日に自分自身を(赦せる様に)くるしめなさい レビ16:29 

95. 贖罪の日に暴飲暴食してはならない レビ23:29 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%B7%E4%BF%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%80%A7%E6%84%8F%E8%AD%98%E7%8A%B6%E6%85%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%A0%E6%98%9F%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%AA%E8%A1%93
https://en.wikipedia.org/wiki/incantation
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%94%E8%A1%93
https://en.wikipedia.org/wiki/Payot
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%83%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A5%E3%82%8C%E5%A2%A8
https://en.wikipedia.org/wiki/Bereavement_in_Judaism
https://en.wikipedia.org/wiki/Repentance_in_Judaism
https://en.wikipedia.org/wiki/Confession_in_Judaism
https://en.wikipedia.org/wiki/Shema_Yisrael
https://en.wikipedia.org/wiki/Jewish_services#Weekday_prayer_services
https://en.wikipedia.org/wiki/Priestly_Blessing
https://en.wikipedia.org/wiki/tefillin
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BA%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC&action=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Sefer_Torah
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%84%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%88
https://en.wikipedia.org/wiki/Birkat_Hamazon
https://en.wikipedia.org/wiki/Brit_milah
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%81%AF%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%81%AF%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%A5%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%8F%E3%83%96%E3%83%80%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC&action=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Havdalah
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%A0%E3%83%BB%E3%82%AD%E3%83%97%E3%83%AB
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96. 過越初日には休息をとりなさい レビ23:7 

97. 過越初日に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:8 

98. 過越7日目には休息をとりなさい レビ23:8 

99. 過越7日目に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:8 

100. 七週の祭りには休息をとりなさい レビ23:21 

101. 七週の祭りに禁じられた労働を行ってはならない レビ23:21 

102. 新年祭には休息をとりなさい レビ23:24 

103. 新年祭に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:25 

104. 仮庵祭には休息をとりなさい レビ23:35 

105. 仮庵祭に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:35 

106. 仮庵祭翌日(en:Shemini Atzeret)には休息をとりなさい レビ23:36 

107. 仮庵祭翌日に禁じられた労働を行ってはならない レビ23:36 

108. ニサン（の月の）14日の午後にハーメーツを食べてはならない 申16:3 

109. ニサン14日(ある期日)に全てのハーメーツ(不健康な食品)を処分しなさい 出12:15 

110. 過越の全七日間、ハーメーツを食べてはならない 出13:3 

111. 過越の全七日間、ハーメーツを含んだものを食べてはならない 出12:20 

112. 七日間、あなたの近くでハーメーツを見てはならない 出13:7 

113. 七日間、あなたの近くでハーメーツが見出されてはならない 出12:19 

114. 過越初夜にはマッツァー(健康によい食品)を食べなさい 出12:18 

115. その夜、エジプトからの脱出(：主の救い)について語りなさい 出13:8 

116. ティシュレー（の月の）1日（新年祭）には角笛(en:Shofar)（の音）を聞きなさい 民9:1 

117. 仮庵祭の七日間、仮庵(en:Sukkah)(私に難しい⇒ホテル、模型作り、別室)に居住しなさい レビ23:42 

118. 全七日間、ナツメヤシとエトログを手に取りなさい(en:Four Species) レビ23:40 

119. 男はそれぞれ毎年半シェケル(en:Shekel)を寄贈しなければならない 出30:13 

120. 法廷(自らの女性)は新しい月(のモノ)がいつ始まるのかを算定しなければならない

(en:Hebrew_calendar#Measurement_of_the_month) 出12:2 

121. 災厄に会った時、神の前で自分自身を許し悲鳴をあげなさい 民10:9 

122. ケトゥッバー(en:Ketubah)とキダシンとが意味するところに従って妻と結婚
(en:Jewish views of marriage)しなさい 申22:13 

123. このように結婚していない女と性関係を持ってはならない(en:Religion and 

sexuality#Judaism and sexuality) 申23:18 

124. あなたの妻から食物・衣服・性交を差し控えてはならない 出21:10 

125. 自分の妻と子供を儲けなさい(喩えか？女性の他の戒律もそうである？)  創1:28 

126. 離婚を意味するゲート文書(en:Get (divorce document))を交付しなさい 申24:1 

127. 先妻が他の誰かと結婚した後、男が彼女と再婚することがあってはならない 

申24:4 

128. イブーム（子供のいない仁如の未亡人との結婚、en:Yibbum）を実践しなさい 申25:5 

129. ハリツァー（イブームによる子供のいない仁如の未亡人との結婚からの解放）を実
践しなさい 申25:9 

130. その未亡人は、彼女の義理の仁如との絆が（イブームによって）取り除かれないう
ちに再婚することがあってはならない 申25:5 

131. 法廷は乙女を性的に惑わす者を科料に処さねばならない 出22:15-16 

132. その強姦者は、（もし彼女が望むのならば）その乙女と結婚しなければならない 

申22:29 

133. 彼が彼女を離婚することは決して許されない 申22:29 

134. 中傷する者（無実の妻に法廷で姦淫の嫌疑をかけた夫）は、妻との結婚

を継続しなければならない 申22:19 

135. 彼が彼女を離婚することがあってはならない her 申22:19 

136. ソター(en:Nashim)の法を履行しなさい 民5:30 

137. 彼女（夫から姦淫の嫌疑をかけられた妻）の穀物の供物に（慣例の）

油を注いではならない 民5:15 

138. 彼女の穀物の供物に（慣例の）乳香を注いではならない 民5:15 

139. あなたの母と性関係を持ってはならない レビ18:7 

140. あなたの父の妻と性関係を持ってはならない レビ18:8 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8E%E8%B6%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%83%E9%80%B1%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E5%BA%B5%E3%81%AE%E7%A5%AD%E3%82%8A
https://en.wikipedia.org/wiki/Shemini_Atzeret
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%9A%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%84%E3%82%A1%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3%E3%82%A8%E3%82%B8%E3%83%97%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%87%BA%E3%82%A8%E3%82%B8%E3%83%97%E3%83%88%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A7%92%E7%AC%9B
https://en.wikipedia.org/wiki/Shofar
https://en.wikipedia.org/wiki/Sukkah
https://en.wikipedia.org/wiki/Four_Species
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%82%A7%E3%82%B1%E3%83%AB
https://en.wikipedia.org/wiki/Shekel
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%98%E3%83%89%E3%83%AA%E3%83%B3
https://en.wikipedia.org/wiki/Hebrew_calendar#Measurement_of_the_month
https://en.wikipedia.org/wiki/Ketubah
https://en.wikipedia.org/wiki/Jewish_views_of_marriage
https://en.wikipedia.org/wiki/Religion_and_sexuality#Judaism_and_sexuality
https://en.wikipedia.org/wiki/Religion_and_sexuality#Judaism_and_sexuality
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%B5%E4%B8%96%E8%A8%98
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%83%88%E6%96%87%E6%9B%B8&action=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Get_(divorce_document)
https://en.wikipedia.org/wiki/Yibbum
https://en.wikipedia.org/wiki/Nashim
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%B3%E9%A6%99
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141. あなたの姉妹と性関係を持ってはならない レビ18:9 

142. あなたの父の妻の娘と性関係を持ってはならない レビ18:11 

143. あなたの息子の娘と性関係を持ってはならない レビ18:10 

144. あなたの娘と性関係を持ってはならない レビ18:6、レビ18:10 

145. あなたの娘の娘と性関係を持ってはならない レビ18:10 

146. 女に加え、彼女の娘と性関係を持ってはならない レビ18:17 

147. 女に加え、彼女の息子の娘と性関係を持ってはならない レビ18:17 

148. 女に加え、彼女の娘の娘と性関係を持ってはならない レビ18:17 

149. あなたの父の姉妹と性関係を持ってはならない レビ18:12 

150. あなたの母の姉妹と性関係を持ってはならない レビ18:13 

151. あなたの父の仁如の妻と性関係を持ってはならない レビ18:14 

152. あなたの息子の妻と性関係を持ってはならない レビ18:15 

153. あなたの仁如の妻と性関係を持ってはならない レビ18:16 

154. あなたの妻の姉妹と性関係を持ってはならない レビ18:18 

155. 男が動物と性関係を持つことがあってはならない レビ18:23 

156. 女が動物と性関係を持つことがあってはならない レビ18:23 

157. 同性愛(en:Homosexuality and Judaism)の性関係を持ってはならない レビ18:22 

158. あなたの父と同性愛の性関係を持ってはならない レビ18:7 

159. あなたの父の仁如と同性愛の性関係を持ってはならない レビ18:14 

160. 他人の妻と性関係を持ってはならない レビ18:20 

161. 月経中の汚れた女(en:Niddah)と性関係を持ってはならない レビ18:19 

162. 非宗教人と結婚してはならない 申7:3 

163. モアブ人、アンモン人の男(の喩え)が、結婚してユダヤ人となることを許しては

ならない 申23:4 

164. エジプト人転向者の三世が、結婚することによって宗教人となることを妨げては
ならない 申23:8-9 

165. エドム人転向者の三世が結婚することを留めてはならない 申23:8-9 

166. マムゼール（不法行為によって生まれた子供の喩え）が結婚してユダヤ人と

なることを許してはならない 申23:3 

167. 宦官が結婚してユダヤ人となることを許してはならない 申23:2 

168. 去勢されたいかなる動物の雄も神に差し出してはならない レビ22:24 

169. 大祭司(en:Kohen Gadol)が未亡人と結婚するようなことがあってはならない 

レビ21:14 

170. 大祭司は、結婚関係外にある未亡人についても、なおさら性関係を持つことがあって

はならない レビ21:15 

171. 大祭司は処女なる乙女と結婚しなければならない レビ21:13 

172. コーヘン（祭司、en:Kohen） は離婚した女と結婚することがあってはならない 

レビ21:7 

173. コーヘンはゾーナー（禁じられた性関係を持っていた女）と結婚することがあっては
ならない レビ21:7 

174. コーヘンはハラーラー（「神聖さを汚した人」、169-172の該当者達）と結婚することが

あってはならない レビ21:7 

175. 禁じられたあらゆる女との（淫らな性的）交際を楽しんではならない レビ18:6 

176. コシャーとコシャーではないものとを識別する、動物の目印を検査しなさい 

レビ11:2 

177. コシャーとコシャーではないものとを識別する、鳥(en:Fowl)の目印を検査しなさい 

申14:11 

178. コシャーとコシャーではないものとを識別する、魚の目印を検査しなさい レビ11:9 

179. コシャーとコシャーではないものとを識別する、イナゴの目印を検査しなさい 

レビ11:21 

180. コシャーではない動物を食べてはならない レビ11:4 

181. コシャーではない鳥を食べてはならない レビ11:13 

182. コシャーではない魚を食べてはならない レビ11:11 

183. コシャーではない空飛ぶ昆虫を食べてはならない 申14:19 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8C%E6%80%A7%E6%84%9B
https://en.wikipedia.org/wiki/Homosexuality_and_Judaism
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%A6%E9%80%9A#%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%95%99%E3%80%81%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99
https://en.wikipedia.org/wiki/Niddah
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%82%A2%E3%83%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A2%E3%83%B3%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B8%E3%83%97%E3%83%88%E6%B0%91%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%89%E3%83%A0%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%A0%E3%82%BC%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A6%E5%AE%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%BB%E5%8B%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E7%A5%AD%E5%8F%B8
https://en.wikipedia.org/wiki/Kohen_Gadol
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%98%E3%83%B3
https://en.wikipedia.org/wiki/Kohen
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E6%B5%84%E3%81%AA%E7%94%9F%E3%81%8D%E7%89%A9#%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%95%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E9%A1%9E
https://en.wikipedia.org/wiki/Fowl
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%9A%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%8A%E3%82%B4
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184. コシャーではない地を這う生物を食べてはならない レビ11:41 

185. コシャーではない蛆を食べてはならない レビ11:44 

186. 地面に落ちた果物に見出される虫を食べてはならない レビ11:42 

187. （コシャーの）魚以外の、水中に棲む生物を食べてはならない レビ11:43 

188. 儀式屠殺されずに死んだ動物の肉を食べてはならない 申14:21 

189. 石打ちに処された雄牛から利益を得てはならない 出21:28 

190. 致命傷を負った動物の肉を食べてはならない 出22:30 

191. 命ある生物からもぎ取られた部位(limb)を食べてはならない 申12:23 

192. 血を食べてはならない レビ3:17 

193. 清い動物の、明らかに脂肪である部分を食べてはならない レビ3:17 

194. 太ももの腱を食べてはならない 創32:33 

195. 肉と乳が一緒に調理されたものを食べてはならない (en:Kosher foods#No mixing of 

meat and dairy) 出23:19 

196. 肉と乳を一緒に調理してはならない 出34:26 

197. オメルの前に、初物の穀物によるパンを食べてはならない(en:Yoshon) レビ23:14 

198. オメル(en:Counting_of_the_Omer#Background)の前に、炒った初物の穀物を

食べてはならない レビ23:14 

199. オメルの前に、熟した初物の穀物を食べてはならない レビ23:14 

200. 最初の三年間、木に生る果実を食べてはならない(en:Orlah) レビ19:23 

201. ブドウ園に植えられた多様な種子を食べてはならない(en:Kil'ayim) 申22:9 

202. 什一税となるはずの果物を食べてはならない レビ22:15 

203. 偶像の礼拝で注がれたワインを飲んではならない 申32:38 

204. 動物を食べる前に、それを儀式屠殺しなさい 申12:21 

205. ある動物とその子とを、同じ日に屠殺してはならない レビ22:28 

206. （獣や鳥の）血を土で覆いなさい レビ17:13 

207. その子供たちを捕らえる前に、母鳥を去らせなさい 申22:6 

208. もし彼女を巣から捕まえたのであれば、母鳥を去らせなさい 申22:7 

209. 神の名によって偽りの誓いをしてはならない レビ19:12 

210. 神の名をみだりに用いてはならない 出20:6 

211. 何らかの財産があなたに預けられた事実を否認してはならない レビ19:11 

212. 金銭返還請求の拒否を宣言してはならない レビ19:11 

213. 法廷において、その真実を確証する必要があるとみなされる時には神の名によって

誓いなさい 申10:20 

214. 口に出し、公言された事柄を実行しなさい 申23:24 

215. 宣誓(en:Oath)や誓約(en:Vow)を破ってはならない 民30:3 

216. トーラーに明示される、誓約を無効にすることについての法に該当する

宣誓や誓約は無効となる 民30:3 

217. ナジル人は髪を伸ばさなければならない 民6:5 

218. 彼は髪を切ってはならない 民6:5 

219. 彼はワイン、ワイン混合物、ワインビネガーを飲んではならない 民6:3 

220. 彼は生のブドウを食べてはならない 民6:3 

221. 彼はレーズンを食べてはならない 民6:3 

222. 彼はブドウの種を食べてはならない 民6:4 

223. 彼はブドウの皮を食べてはならない 民6:4 

224. 彼は死体と同じ屋根の下にいてはならない 民6:6 

225. 彼は死者に触れてはならない 民6:7 

226. 彼のナジル人としての期間完了に伴う犠牲を捧げた後、彼はその頭を剃らねば

ならない 民6:9 

227. トーラーの取り決めに従い、人々 の値(the value)を見積もりなさい レビ27:2 

228. 奉納された動物の値を見積もりなさい レビ27:12-13 

229. 奉納された家屋の値を見積もりなさい レビ27:14 

230. 奉納された土地の値を見積もりなさい レビ27:16 

231. 禁止している所有物（ヘーレム）の法を遂行しなさい レビ27:28 
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232. ヘーレムを売ってはならない レビ27:28 

233. ヘーレムを買戻してはならない レビ27:28 

234. 多様な種子を共に植えてはならない(en:Kil'ayim) レビ19:19 

235. 穀物や野菜をブドウ園に植えてはならない 申22:9 

236. 動物の異種交配をしてはならない レビ19:19 

237. 異なる動物を共に働かせてはならない 申22:10 

238. シャトネズ、羊毛と亜麻で編みこまれた布、を身に纏ってはならない 申22:11 

239. 貧しい者のために、農地の角を刈り残しなさい(en:Pe'ah) レビ19:10 

240. その角を刈り入れてはならない レビ19:9 

241. 落穂(en:Gleaning)を残しなさい レビ19:9 

242. 落穂を拾い集めてはならない レビ19:9 

243. ブドウ園の収穫漏れを残しなさい レビ19:10 

244. ブドウ園の収穫漏れをかき集めてはならない レビ19:10 

245. 熟していないブドウを残しなさい レビ19:10 

246. 熟していないブドウを摘んではならない レビ19:10 

247. 農地に忘れてしまった束を残しなさい 申24:19 

248. それらを回収してはならない 申24:19 

249. 「貧しい者への什一」を分離しなさい 申14:28 

250. 慈愛(慈善、義)(en:Tzedakah)を与えなさい 申15:8 

251. 貧しい者から慈愛を差し控えてはならない 申15:7 

252. テルーマー・ゲドーラー（祭司への贈り物）を取り分けなさい 申18:4 

253. レビ人は、什一税のうちの彼の什一を取り分けなければならない 民18:26 

254. 適切な方法で分離された初物を什一としてはならない 出22:28 

255. 祭司でない者はテルーマー(en:Terumah)を食べることがあってはならない 

レビ22:10 

256. 雇われた労働者や祭司の（一時的な）奴隷であるユダヤ人がテルーマーを食べる
ことがあってはならない レビ22:10 

257. 無割礼の祭司がテルーマーを食べることがあってはならない 出12:48 

258. 不浄な祭司がテルーマーを食べることがあってはならない レビ22:4 

259. ハラーラー（上記169-172の該当者）がテルーマーを食べることがあっては
ならない レビ22:12 

260. 各植えつけの年、それをレビ人に与えるために、マアセール（什一）を取り分け
なさい 民18:24 

261. 第二の什一（マアセール・シェーニー）を取り分けなさい 申14:22 

262. 食料、飲み物、あるいは軟膏であったとしても、その救済金から消費してはならない 

申26:14 

263. 不浄期間中にマアセール・シェーニーを食べてはならない 申26:14 

264. 送葬者が、死の初日にマアセール・シェーニーを食べることがあってはならない 

申26:14 

265. マアセール・シェーニーの穀物をエルサレムの外で食べてはならない 申12:17 

266. マアセール・シェーニーのワインをエルサレムの外で食べてはならない 申12:17 

267. マアセール・シェーニーの油をエルサレムの外で食べてはならない 申12:17 

268. 四年目を迎えた作物は、その全てをマアセール・シェーニーのような聖なる用途に
用いなければならない レビ19:24 

269. それぞれの四年目と七年目とに、什一の告白を読み上げなさい 申26:13 

270. 初物(en:First Fruits#Old Testament)を取り分け、それらを神殿に寄贈しなさい 

出23:19 

271. 祭司はエルサレムの外で初物を食べることがあってはならない 申12:17 

272. それら贈呈に関するトーラーの部分(en:Weekly Torah portion)を読み上げなさい 

申26:5 

273. パン生地の一部を祭司のために取り分けなさい 民15:20 

274. 屠殺された動物の肩、両頬、胃を祭司に与えなさい 申18:3 

275. 刈り取った羊毛の初物を祭司に与えなさい 申18:4 

276. 長男を贖い、祭司に金銭を与えなさい(en:Pidyon HaBen) 民18:15 
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277. 祭司に子羊を与えることによってロバの初子を贖いなさい 出13:13 

278. もしその所有者が贖うつもりがないのであれば、そのロバの首を折りなさい 

出13:13 

279. 生産を増すどんな仕事もしないことによって、七年目の期間中、土地を休ませなさい 

出34:21 

280. 七年目の期間中、その土地で仕事をしてはならない レビ25:4 

281. その年の期間中、果物の生る木に手を加えてはならない レビ25:4 

282. その年に自然に育った農作物を刈り入れてはならない レビ25:5 

283. その年に自然に育ったブドウを集めてはならない レビ25:5 

284. その年に育った全ての産物を放置しなさい 出23:11 

285. 七年目には全ての貸付金を放棄しなさい 申15:2 

286. 債務者への圧力や請求を行ってはならない 申15:2 

287. 金銭的な損失を恐れ、その貸付金が放棄される直前の融資を控えては

ならない 申15:9 

288. サンヘドリンは七年の七つ組（49年）を数えなければならない レビ25:8 

289. サンヘドリンは五十年目を神聖にしなければならない レビ25:10 

290. ティシュレー（の月の）10日に角笛を吹き、奴隷達を自由にしなさい レビ25:9 

291. 五十年目（ヨベル）の期間中、農地で働いてはならない レビ25:11 

292. 五十年目に自然に育った農作物を刈り入れてはならない レビ25:11 

293. 五十年目に自然に育ったブドウを摘んではならない レビ25:11 

294. 売られた家族不動産の法を遂行しなさい レビ25:24 

295. イスラエルの地を永久売却してはならない レビ25:23 

296. 城壁に囲われた都市にある住居の法を遂行しなさい レビ25:29 

297. レビ族にイスラエルの地の一部が与えられるようなことがあってはならない

が、彼らは居住するべき都市を与えられる 申18:1 

298. レビ人が戦争の戦利品から分配を受けるようなことがあってはならない 申18:1 

299. レビ人に、居住のための都市とその周辺の野原を与えなさい 民35:2 

300. その野原を売ってはならず、それらはレビ人の前にヨベルの年の後まで残される

べきである レビ25:34 

301. 神殿を建てなさい 出25:8 

302. 金属で刻んだ石を祭壇に用いてはならない 出20:23 

303. 祭壇に上ってはならない 出20:26 

304. 神殿への敬意を表明しなさい レビ19:30 

305. 聖域を守りなさい 民18:2 

306. 神殿の警護を怠ってはならない 民18:5 

307. 聖油を準備しなさい 出30:31 

308. 聖油と同じ割合で油を作ってはならない 出30:32 

309. 聖油を一般の人の体に注いではならない 出30:32 

310. 同じ割合で作った香を私用に使ってはならない 出30:37 

311. Not to burn anything on the Golden Altar besides incense 出30:9 

312. The Levites must transport the ark on their shoulders 民7:9 

313. 祭具の箱の環に某は通したままにしておきなさい 出25:15 

314. The Levites must work in the Temple 民18:23 

315. No Levite must do another's work of either a Kohen or a Levite 民18:3 

316. To dedicate the Kohen for service レビ21:8 

317. The work of the Kohanim's shifts must be equal during holidays 申18:6-8 

318. 威厳と美しさを添える聖なる祭服を作りなさい 出28:2 

319. 祭服の上着の襟は、縁取りをして破けないようにしなさい 出28:32 

320. The Kohen Gadol 's breastplate must not be loosened from the Efod 出28:28 

321. A Kohen must not enter the Temple intoxicated レビ10:9 

322. A Kohen must not enter the Temple with long hair レビ10:6 

323. A Kohen must not enter the Temple with torn clothes レビ10:6 

324. A Kohen must not enter the Temple indiscriminately レビ16:2 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%81%AF%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%98%E3%83%89%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B4%E9%9A%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%99%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%82%B5%E3%83%AC%E3%83%A0%E7%A5%9E%E6%AE%BF
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=Incense&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=Ark_of_the_Covenant&action=edit&redlink=1


513 
325. A Kohen must not leave the Temple during service レビ10:7 

326. To send the impure from the Temple 民5:2 

327. Impure people must not enter the Temple 民5:3 

328. Impure people must not enter the Temple Mount area 申23:11 

329. Impure Kohanim must not do service in the temple レビ22:2 

330. An impure Kohen, following immersion, must wait until after sundown before returning 

to service レビ22:7 

331. A Kohen must wash his hands and feet before service 出30:19 

332. A Kohen with a physical blemish must not enter the sanctuary or approach the altar 

レビ21:23 

333. A Kohen with a physical blemish must not serve レビ21:17 

334. A Kohen with a temporary blemish must not serve レビ21:17 

335. One who is not a Kohen must not serve 民18:4 

336. To offer only unblemished animals レビ22:21 

337. Not to dedicate a blemished animal for the altar レビ22:20 

338. Not to slaughter it レビ22:22 

339. Not to sprinkle its blood レビ22:24 

340. Not to burn its fat レビ22:22 

341. Not to offer a temporarily blemished animal 申17:1 

342. Not to sacrifice blemished animals even if offered by non-Jews レビ22:25 

343. Not to inflict wounds upon dedicated animals レビ22:21 

344. To redeem dedicated animals which have become disqualified 申12:15 

345. To offer only animals which are at least eight days old レビ22:27 

346. Not to offer animals bought with the wages of a harlot or the animal exchanged 

for a dog 申23:19 

347. Not to burn honey or yeast on the altar レビ2:11 

348. To salt all sacrifices レビ2:13 

349. Not to omit the salt from sacrifices レビ2:13 

350. Carry out the procedure of the burnt offering as prescribed in the Torah レビ1:3 

351. Not to eat its meat 申12:17 

352. Carry out the procedure of the sin offering レビ6:18 

353. Not to eat the meat of the inner sin offering レビ6:23 

354. Not to decapitate a fowl brought as a sin offering レビ5:8 

355. Carry out the procedure of the guilt offering レビ7:1 

356. The Kohanim must eat the sacrificial meat in the Temple 出29:33 

357. The Kohanim must not eat the meat outside the Temple courtyard 申12:17 

358. A non-Kohen must not eat sacrificial meat 出29:33 

359. To follow the procedure of the peace offering レビ7:11 

360. Not to eat the meat of minor sacrifices before sprinkling the blood 申12:17 

361. To bring meal offerings as prescribed in the Torah レビ2:1 

362. Not to put oil on the meal offerings of wrongdoers レビ5:11 

363. Not to put frankincense on the meal offerings of wrongdoers レビ3:11 

364. Not to eat the meal offering of the High Priest レビ6:16 

365. Not to bake a meal offering as leavened bread レビ6:10 

366. The Kohanim must eat the remains of the meal offerings レビ6:9 

367. To bring all avowed and freewill offerings to the Temple on the first subsequent festival 

申12:5-6 

368. Not to withhold payment incurred by any vow 申23:22 

369. To offer all sacrifices in the Temple 申12:11 

370. To bring all sacrifices from outside Israel to the Temple 申12:26 

371. Not to slaughter sacrifices outside the courtyard レビ17:4 

372. Not to offer any sacrifices outside the courtyard 申12:13 

373. To offer two lambs every day 民28:3 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=Temple_Mount&action=edit&redlink=1
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374. To light a fire on the altar every day レビ6:6 

375. Not to extinguish this fire レビ6:6 

376. To remove the ashes from the altar every day レビ6:3 

377. To burn incense every day 出30:7 

378. To light the Menorah every day 出27:21 

379. The Kohen Gadol ("High Priest") must bring a meal offering every day レビ6:13 

380. To bring two additional lambs as burnt offerings on Shabbat 数28:9 

381. To make the show bread 出25:30 

382. To bring additional offerings on Rosh Chodesh (" The New Month") 民28:11 

ローシュ・ホーデシュ 

383. To bring additional offerings on Passover 民28:19 

384. To offer the wave offering from the meal of the new wheat レビ23:10 

385. Each man must count the Omer - seven weeks from the day the new wheat offering 

was brought レビ23:15 

386. To bring additional offerings on Shavuot 民28:26 

387. To bring two leaves to accompany the above sacrifice レビ23:17 

388. To bring additional offerings on Rosh Hashana 民29:2 

389. To bring additional offerings on Yom Kippur 民29:8 

390. To bring additional offerings on Sukkot 民29:13 

391. To bring additional offerings on Shmini Atzeret 民29:35 シェミーニー・アツェレト 

392. Not to eat sacrifices which have become unfit or blemished 申14:3 

393. Not to eat from sacrifices offered with improper intentions レビ7:18 

394. Not to leave sacrifices past the time allowed for eating them レビ22:30 

395. Not to eat from that which was left over レビ19:8 

396. Not to eat from sacrifices which became impure レビ7:19 

397. An impure person must not eat from sacrifices レビ7:20 

398. To burn the leftover sacrifices レビ7:17 

399. To burn all impure sacrifices レビ7:19 

400. To follow the procedure of Yom Kippur in the sequence prescribed 
in Parshah Acharei Mot ("After the death of Aaron's sons...") 

レビ16:3 

401. One who profaned property must repay what he profaned plus a fifth and 

bring a sacrifice レビ5:16 

402. Not to work consecrated animals 申15:19 

403. Not to shear the fleece of consecrated animals 申15:19 

404. To slaughter the paschal sacrifice at the specified time 出12:6 

405. Not to slaughter it while in possession of leaven 出23:18 

406. Not to leave the fat overnight 出23:18 

407. To slaughter the second Paschal Lamb 民9:11 

408. To eat the Paschal Lamb with matzah and Marror on the night of the fourteenth 

of Nissan 出12:8 

409. To eat the second Paschal Lamb on the night of the 15th of Iyar 民9:11 

410. Not to eat the paschal meat raw or boiled 出12:9 

411. Not to take the paschal meat from the confines of the group 出12:46 

412. An apostate must not eat from it 出12:43 

413. A permanent or temporary hired worker must not eat from it 出12:45 

414. An uncircumcised male must not eat from it 出12:48 

415. Not to break any bones from the paschal offering 出12:46 

416. Not to break any bones from the second paschal offering 民9:12 

417. Not to leave any meat from the paschal offering over until morning 出12:10 

418. Not to leave the second paschal meat over until morning 民9:12 

419. Not to leave the meat of the holiday offering of the 14th until the 16th 申16:4 

420. To be seen at the Temple on Passover, Shavuot, and Sukkot 申16:16 

421. To celebrate on these three Festivals (bring a peace offering) 出23:14 
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422. To rejoice on these three Festivals (bring a peace offering) 申16:14 

423. Not to appear at the Temple without offerings 申16:16 

424. Not to refrain from rejoicing with, and giving gifts to, the Levites 申12:19 

425. To assemble all the people on the Sukkot following the seventh year 申31:12 

426. To set aside the firstborn animals 出13:12 

427. The Kohanim must not eat unblemished firstborn animals outside Jerusalem 

申12:17 

428. Not to redeem the firstborn 民18:17 

429. Separate the tithe from animals レビ27:32 

430. Not to redeem the tithe レビ27:33 

431. Every person must bring a sin offering (in the temple) for his transgression レビ4:27 

432. Bring an asham talui (temple offering) when uncertain of guilt レビ5:17-18 

アシャム・タルイ 

433. Bring an asham vadai (temple offering) when guilt is ascertained レビ5:25 

アシャム・ワダイ 

434. Bring an oleh v'yored (temple offering) offering (if the person is wealthy, an animal; if poor, 

a bird or meal offering) レビ5:7-11 オーレー・ウョーレード 

435. The Sanhedrin must bring an offering (in the Temple) when it rules in error レビ4:13 

436. A woman who had a running (vaginal) issue must bring an offering (in the Temple) 

after she goes to the Mikveh レビ15:28-29 

437. A woman who gave birth must bring an offering (in the Temple) after she goes to 

the Mikveh レビ12:6 

438. A man who had a running (unnatural urinary) issue must bring an offering (in the Temple) 

after he goes to the Mikveh レビ15:13-14 

439. A metzora must bring an offering (in the Temple) after going to the Mikveh レビ14:10 

440. Not to substitute another beast for one set apart for sacrifice レビ27:10 

441. The new animal, in addition to the substituted one, retains consecration レビ27:10 

442. Not to change consecrated animals from one type of offering to another レビ27:26 

443. Carry out the laws of impurity of the dead 民19:14 

444. Carry out the procedure of the Red Heifer (Para Aduma) 民19:2 

445. Carry out the laws of the sprinkling water 民19:21 

446. Rule the laws of human tzara'at as prescribed in the Torah レビ13:12 

447. The metzora must not remove his signs of impurity 申24:8 メツォーラー 

448. The metzora must not shave signs of impurity in his hair レビ13:33 

449. The metzora must publicize his condition by tearing his garments, allowing his hair to grow 

and covering his lips レビ13:45 

450. Carry out the prescribed rules for purifying the metzora レビ14:2 

451. The metzora must shave off all his hair prior to purification レビ14:9 

452. Carry out the laws of tzara'at of clothing レビ13:47 

453. Carry out the laws of tzara'at of houses レビ13:34 

454. Observe the laws of menstrual impurity レビ15:19 

455. Observe the laws of impurity caused by childbirth レビ12:2 

456. Observe the laws of impurity caused by a woman's running issue レビ15:25 

457. Observe the laws of impurity caused by a man's running issue 

(irregular ejaculation of infected semen) レビ15:3 

458. Observe the laws of impurity caused by a dead beast レビ11:39 

459. Observe the laws of impurity caused by the eight shratzim (insects) 

レビ11:29 シェラーツィーム 

460. Observe the laws of impurity of a seminal emission (regular ejaculation, 

with normal semen) レビ15:16 

461. Observe the laws of impurity concerning liquid and solid foods レビ11:34 

462. Every impure person must immerse himself in a Mikveh to become pure レビ15:16 

463. The court must judge the damages incurred by a goring ox 出21:28 

464. The court must judge the damages incurred by an animal eating 出22:4 

465. The court must judge the damages incurred by a pit 出21:33 
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466. The court must judge the damages incurred by fire 出22:5 

467. Not to steal money stealthily レビ19:11 

468. The court must implement punitive measures against the thief 出21:37 

469. Each individual must ensure that his scales and weights are accurate レビ19:36 

470. Not to commit injustice with scales and weights レビ19:35 

471. Not to possess inaccurate scales and weights even if they are not for use 申25:13 

472. Not to move a boundary marker to steal someone's property 申19:14 

473. Not to kidnap 出20:13 

474. Not to rob openly レビ19:13 

475. Not to withhold wages or fail to repay a debt レビ19:13 

476. Not to covet and scheme to acquire another's possession 出20:14 

477. Not to desire another's possession 申5:18 

478. Return the robbed object or its value レビ5:23 

479. Not to ignore a lost object 申22:3 

480. Return the lost object 申22:1 

481. The court must implement laws against the one who assaults another 

or damages another's property 出21:18 

482. Not to murder 出20:13 

483. Not to accept monetary restitution to atone for the murderer 民35:31 

484. The court must send the accidental murderer to a city of refuge 民35:25 

485. Not to accept monetary restitution instead of being sent to a city of refuge 民35:32 

486. Not to kill the murderer before he stands trial 民35:12 

487. Save someone being pursued even by taking the life of the pursuer 申25:12 

488. Not to pity the pursuer 民35:12 

489. Not to stand idly by if someone's life is in danger レビ19:16 

490. Designate cities of refuge and prepare routes of access 申19:3 

491. Break the neck of a calf by the river valley following an unsolved murder 申21:4 

492. Not to work nor plant that river valley 申21:4 

493. Not to allow pitfalls and obstacles to remain on your property 申22:8 

494. Make a guard rail around flat roofs 申22:8 

495. Not to put a stumbling block before a blind man (nor give harmful advice) (Lifnei iver) 

レビ19:14 リフネー・イベル 

496. Help another remove the load from a beast which can no longer carry it 出23:5 

497. Help others load their beast 申22:4 

498. Not to leave others distraught with their burdens (but to help either load or unload) 

申22:4 

499. Buy and sell according to Torah law レビ25:14 

500. Not to overcharge or underpay for an article レビ25:14 

501. Not to insult or harm anybody with words レビ25:17 

502. Not to cheat a sincere convert monetarily 出22:20 

503. Not to insult or harm a sincere convert with words 出22:20 

504. Purchase a Hebrew slave in accordance with the prescribed laws 出21:2 

505. Not to sell him as a slave is sold レビ25:42 

506. Not to work him oppressively レビ25:43 

507. Not to allow a non-Jew to work him oppressively レビ25:53 

508. Not to have him do menial slave labor レビ25:39 

509. Give him gifts when he goes free 申15:14 

510. Not to send him away empty-handed 申15:13 

511. Redeem Jewish maidservants 出21:8 

512. Betroth the Jewish maidservant 出21:8 

513. The master must not sell his maidservant 出21:8 

514. Canaanite slaves must work forever unless injured in one of their limbs レビ25:46 

515. Not to extradite a slave who fled to (Biblical) Israel 申23:16 
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516. Not to wrong a slave who has come to Israel for refuge 申23:16 

517. The courts must carry out the laws of a hired worker and hired guard 出22:9 

518. Pay wages on the day they were earned 申24:15 

519. Not to delay payment of wages past the agreed time レビ19:13 

520. The hired worker may eat from the unharvested crops where he works 申23:25 

521. The worker must not eat while on hired time 申23:26 

522. The worker must not take more than he can eat 申23:25 

523. Not to muzzle an ox while plowing 申25:4 

524. The courts must carry out the laws of a borrower 出22:13 

525. The courts must carry out the laws of an unpaid guard 出22:6 

526. Lend to the poor and destitute 出22:24 

527. Not to press them for payment if you know they don't have it 出22:24 

528. Press the idolater for payment 申15:3 

529. The creditor must not forcibly take collateral 申24:10 

530. Return the collateral to the debtor when needed 申24:13 

531. Not to delay its return when needed 申24:12 

532. Not to demand collateral from a widow 申24:17 

533. Not to demand as collateral utensils needed for preparing food 申24:6 

534. Not to lend with interest レビ25:37 

535. Not to borrow with interest 申23:20 

536. Not to intermediate in an interest loan, guarantee, witness, or write the promissory note 

出22:24 

537. Lend to and borrow from idolaters with interest 申23:21 

538. The courts must carry out the laws of the plaintiff, admitter, or denier 出22:8 

539. Carry out the laws of the order of inheritance 民27:8 

540. Appoint judges 申16:18 

541. Not to appoint judges who are not familiar with judicial procedure 申1:17 

542. Decide by majority in case of disagreement 出23:2 

543. The court must not execute through a majority of one; at least 

a majority of two is required 出23:2 

544. A judge who presented an acquittal plea must not present an argument 

for conviction in capital cases 申23:2 

545. The courts must carry out the death penalty of stoning (ex. Secret escape) 申22:24 

546. The courts must carry out the death penalty of burning (Secret escape) レビ20:14 

547. The courts must carry out the death penalty of the sword (Secret escape) 出21:20 

548. The courts must carry out the death penalty of strangulation (Secret free) レビ20:10 

549. The courts must hang those stoned for blasphemy or idolatry (Secret lead) 申21:22 

550. Bury the executed on the day they are killed 申21:23 

551. Not to delay burial overnight 申21:23 

552. The court must not let the sorcerer live 出22:17 

553. The court must give lashes to the wrongdoer 出25:2 

554. The court must not exceed the prescribed number of lashes 申25:3 

555. The court must not kill anybody on circumstantial evidence 出23:7 

556. The court must not punish anybody who was forced to do a crime 申22:26 

557. A judge must not pity the murderer or assaulter at the trial 申19:13 

558. A judge must not have mercy on the poor man at the trial レビ19:15 

559. A judge must not respect the great man at the trial レビ19:15 

560. A judge must not decide unjustly the case of the habitual transgressor 出23:6 

561. A judge must not pervert justice レビ19:15 

562. A judge must not pervert a case involving a convert or orphan 申24:17 

563. Judge righteously レビ19:15 

564. The judge must not fear a violent man in judgment 申1:17 

565. Judges must not accept bribes 出23:8 
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566. Judges must not accept testimony unless both parties are present 出23:1 

567. Not to curse judges 出22:27 

568. Not to curse the head of state or leader of the Sanhedrin 出22:27 

569. Not to curse any upstanding Jew レビ19:14 

570. Anybody who knows evidence must testify in court レビ5:1 

571. Carefully interrogate the witness 申13:15 

572. A witness must not serve as a judge in capital crimes 申19:17 

573. Not to accept testimony from a lone witness 申19:15 

574. Transgressors must not testify 出23:1 

575. Relatives of the litigants must not testify 申24:16 

576. Not to testify falsely 出20:13 

577. Punish the false witnesses as they tried to punish the defendant 申19:19 

578. Act according to the ruling of the Sanhedrin 申17:11 

579. Not to deviate from the word of the Sanhedrin 申17:11 

580. Not to add to the Torah commandments or their oral explanations 申13:1 

581. Not to diminish from the Torah any commandments, in whole or in part 申13:1 

582. Not to curse your father and mother 出21:17 

583. Not to strike your father and mother 出21:15 

584. Respect your father or mother 出20:12 

585. Fear your father or mother レビ19:3 

586. Not to be a rebellious son 申21:18 

587. Mourn for relatives レビ10:19 

588. The High Priest must not defile himself for any relative レビ21:11 

589. The High Priest must not enter under the same roof as a corpse レビ21:11 

590. A Kohen must not defile himself (by going to funerals or cemeteries) 

for anyone except relatives レビ21:1 

591. Appoint a king from Israel 申17:15 

592. Not to appoint a foreigner 申17:15 

593. The king must not have too many wives 申17:17 

594. The king must not have too many horses 申17:16 

595. The king must not have too much silver and gold 申17:17 

596. Destroy the seven Canaanite nations 申20:17 

597. Not to let any of them remain alive 申20:16 

598. Wipe out the descendants of Amalek 申25:19 

599. Remember what Amalek did to the Jewish people 申25:17 

600. Not to forget Amalek's atrocities and ambush on our journey from Egypt in the desert 

申25:19 

601. Not to dwell permanently in Egypt 申17:16 

602. Offer peace terms to the inhabitants of a city while holding siege, and treat them 

according to the Torah if they accept the terms 申20:10 

603. Not to offer peace to Ammon and Moab while besieging them 申23:7 

604. Not to destroy fruit trees even during the siege 申20:19 

605. Prepare latrines outside the camps 申23:13 

606. Prepare a shovel for each soldier to dig with 申23:14 

607. Appoint a priest to speak with the soldiers during the war 申20:2 

608. He who has taken a wife, built a new home, or planted a vineyard is given a year 

to rejoice with his possessions 申24:5 

609. Not to demand from the above any involvement, communal or military 申24:5 

610. Not to panic and retreat during battle 申20:3 

611. Keep the laws of the captive woman 申21:11 

612. Not to sell her into slavery 申21:14 

613. Not to retain her for servitude after having sexual relations with her 申21:14 
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戒律は、楽しんで守れそうなものから守れば

よいのかな、と思いました。ずっと続けないと

効果を確認できないこともあるからです。でも

一つ一つ調べ物をしたりして勉強し、自分でも

解釈や実践の度合いを考えて戒律を守り続ける

と、実際に生の質が向上したり、楽しいことも

あります。楽しい時は、主と宗教の神様は実感

としては異なるとは思いつつも、宗教の神様や

宗教的存在からのクエストの様にも感じられ、

課題をクリアする様な楽しみがありましたよ。

同時に、一般で教えられる宗教や、権威の示す

戒律や実践は意図して、間違って教えている様

に思いました。その経験が、個人での宗教体験

の探求に繋がっていると思いますよ。それに、

解釈の元としてとても優れていて、ほとんどの

戒律はそのまま実践しても効果が得られます。

上手くいかない、いきそうもない時も、解釈を

喩えであるとか、言葉遊びを含む、と考えると

よかったです。宗教は一人でいる時に、愛する

存在らとこんな風にしたいな、主はどうしたら

幸福になってくれるだろう、と考えている時、

ほんの少しからでもこつこつ実践していくと、

とても明るくなります。 

その幸福こそが大事で、とても楽しいです。 

伝統宗教は楽しいから実践するのです。 

主と幸せに生きたいから、伝統宗教書です。  
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340.ギリシア哲学 国家篇 (文末)  

死後における〈正義〉の報酬、エルの 譬
たと

え物語——大団円。 

ダイモーンはまず最初に、魂を(現在の)女神クロトのところに導き、 

その手が紡錘の輪を回している下へ連れて行って、各人が(愛と正義の)籤引きの 

うえで選んだ運命を、この女神のもとであらためて確実なものとした。 

そしてこのクロトに手を触れたのち、今度は(未来の)女神アトロポスの紡ぎの席へ

連れて行って、運命の糸を、取り返しのきかぬ不変のものとした。 

 そこから魂は、うしろをふりむくことなく(過去の)女神アナンケの王座の下に 

連れて行かれた。そして、そこを過ぎ、他の者たちもみなそこを通り過ぎると、 

魂たちは全員が連れ立って旅路をすすみ、〈忘却(レーテー)の野〉へとやって来た。

それは、息のつまりそうな、おそろしい炎熱の道行きであった。 

この野原には、およそ大地に生ずるものは、一木一草も生えていなかったのである。 

 すでに夕方になって、魂たちは〈放念(アメレース)の河〉のほとりに宿営する 

ことになった。この河の水は、どのような容器をもってしても汲み留めることが 

できなかった。すべての魂は、この水を決められた量だけ飲まなければ 

ならなかったが、思慮によって自制することができない者たちは、 

決められた量よりも、たくさん飲んだ。それぞれの者は、飲んだとたんに、 

一切のことを忘れてしまった。 

 みなが寝に就いて、やがて真夜中になると、(臨終や失神に喩えられる)雷鳴が 

とどろき、大地が揺らいだ。すると、その場から突如としてそれぞれの者は、 

あたかも流星が⾶んで行くように、かなたこなたへと、新たな誕生のために、 

上方高く運び去られて行った。 

 エル自身はといえば、彼だけは、先に河の水を飲むことを禁じられたのであるが、

ただ自分がどこを通り、どのようにして身体の中へ帰ってきたかは、 

わからなかった。しかし不意に、目を開いてみると、明け方に自分が火葬のための

薪の上に横たわっているのを見出したという。 

 このようにして、(友)グラウコンよ、物語は救われたのであり、滅びは 

しなかったのだ。もしわれわれがこの物語を信じるならば、それはまた、 

われわれを救うことになるだろう。そしてわれわれは、〈忘却の河〉をつつがなく 

渡って、魂を汚さずにすむことだろう。しかしまた、もしわれわれが、ぼくの 

言う所に従って、魂は不死なるものであり、(神霊ダイモーンの御守護にある内の、)

ありとあらゆる悪をも善をも堪えうるものであることを信じるならば、われわれは 

つねに、向上の道をはずれることなく、あらゆる努力をつくし、正義と思慮とに 

いそしむようになるだろう。そうすることによって、この世に留まっている 

あいだも、また競技の勝利者が数々の贈物を集めて回るように、われわれが 

正義の褒賞を受け取るときが来てからも、われわれは自分自身とも神々とも、 

親しい友であることができるだろう。そしてこの世においても、われわれが 

物語った かの幾千の旅路においても、われわれは幸せであることができるだろう。  
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Πολιτεία 

Βιβλίο 

ὃν πρῶτον μὲν ἄγειν αὐτὴν πρὸς τὴν Κλωθὼ ὑπὸ τὴν 

ἐκείνης χεῖρά τε καὶ ἐπιστροφὴν τῆς τοῦ ἀτράκτου 

δίνης, κυροῦντα ἣν λαχὼν εἵλετο μοῖραν: ταύτης δ  ̓

ἐφαψάμενον αὖθις ἐπὶ τὴν τῆς Ἀτρόπου ἄγειν νῆσιν, 

ἀμετάστροφα τὰ ἐπικλωσθέντα ποιοῦντα: ἐντεῦθεν δὲ 

δὴ ἀμεταστρεπτὶ ὑπὸ τὸν τῆς [621a] ἀνάγκης ἰέναι 

θρόνον, καὶ δἰ  ἐκείνου διεξελθόντα, ἐπειδὴ καὶ οἱ 

ἄλλοι διῆλθον, πορεύεσθαι ἅπαντας εἰς τὸ τῆς Λήθης 

πεδίον διὰ καύματός τε καὶ πνίγους δεινοῦ: καὶ γὰρ 

εἶναι αὐτὸ κενὸν δένδρων τε καὶ ὅσα γῆ φύει. 

σκηνᾶσθαι οὖν σφᾶς ἤδη ἑσπέρας γιγνομένης παρὰ 

τὸν Ἀμέλητα ποταμόν, οὗ τὸ ὕδωρ ἀγγεῖον οὐδὲν 

στέγειν. μέτρον μὲν οὖν τι τοῦ ὕδατος πᾶσιν ἀναγκαῖον 

εἶναι πιεῖν, τοὺς δὲ φρονήσει μὴ σῳζομένους πλέον 

πίνειν τοῦ μέτρου: τὸν δὲ ἀεὶ πιόντα [621b] πάντων 

ἐπιλανθάνεσθαι. ἐπειδὴ δὲ κοιμηθῆναι καὶ μέσας 

νύκτας γενέσθαι, βροντήν τε καὶ σεισμὸν γενέσθαι, καὶ 

ἐντεῦθεν ἐξαπίνης ἄλλον ἄλλῃ φέρεσθαι ἄνω εἰς τὴν 

γένεσιν, ᾄττοντας ὥσπερ ἀστέρας. αὐτὸς δὲ τοῦ μὲν 

ὕδατος κωλυθῆναι πιεῖν: ὅπῃ μέντοι καὶ ὅπως εἰς τὸ 

σῶμα ἀφίκοιτο, οὐκ εἰδέναι, ἀλλ  ̓ἐξαίφνης ἀναβλέψας 

ἰδεῖν ἕωθεν αὑτὸν κείμενον ἐπὶ τῇ πυρᾷ. 

καὶ οὕτως, ὦ Γλαύκων, μῦθος ἐσώθη καὶ οὐκ ἀπώλετο, 

[621c] καὶ ἡμᾶς ἂν σώσειεν, ἂν πειθώμεθα αὐτῷ, καὶ 

τὸν τῆς Λήθης ποταμὸν εὖ διαβησόμεθα καὶ τὴν 

ψυχὴν οὐ μιανθησόμεθα. ἀλλ  ̓ ἂν ἐμοὶ πειθώμεθα, 

νομίζοντες ἀθάνατον ψυχὴν καὶ δυνατὴν πάντα μὲν 

κακὰ ἀνέχεσθαι, πάντα δὲ ἀγαθά, τῆς ἄνω ὁδοῦ ἀεὶ 

ἑξόμεθα καὶ δικαιοσύνην μετὰ φρονήσεως παντὶ 

τρόπῳ ἐπιτηδεύσομεν, ἵνα καὶ ἡμῖν αὐτοῖς φίλοι ὦμεν 

καὶ τοῖς θεοῖς, αὐτοῦ τε μένοντες ἐνθάδε, καὶ ἐπειδὰν 

τὰ ἆθλα [621d] αὐτῆς κομιζώμεθα, ὥσπερ οἱ 

νικηφόροι περιαγειρόμενοι, καὶ ἐνθάδε καὶ ἐν τῇ 

χιλιέτει πορείᾳ, ἣν διεληλύθαμεν, εὖ πράττωμεν.  
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350.イスラーム 

 al-rawd al-'âtir fî nuzhati'l khâtir 

『匂える園』 The Perfumed Garden 

9. Sundry Names Given to the Sexual Organs of Women 

El feurdj, the slit Abou belâoum, the glutton El keuss, 

the vulva El mokâour, the bottomless El kelmoune,  

the voluptuous Abou cheufrine, the two-lipped El ass, 

the primitive Abou âungra, the humpbacked  

El zerzour, the starling El rorbal, the sieve El cheukk,  

the chin El hazzaz, the restless Abou tertour,  

the one with a cres.  

El lezzaz, the unionist Abou khochime,  

the one with a little nose El moudd,  

the accommodating El moudïne,  

the assistant El gueunfond, the hedgehog El meusboul, 

the long one El sakouti, the silent one El molki,  

the duellist El deukkak, the crusher El harrab,  

the fugitive El tseguil, the importunate El sabeur,  

the resigned El taleb, the yearning one El mouseuffah, 

the barred one El hacene, the beautiful El mezour,  

the deep one El neuffakh, the one that swells El âddad, 

the biter Abou djebaha,  

the one with a projection El menssass,  

the sucker El zeunbur, the wasp El ouasâ,  

the vast one El harr, the hot one El aride,  

the large one El ladid, the delicious one  

性典：『素女経』、『カーマ・スートラ』他  
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353.『ハディース』天国の楽園 

信徒は、主の使徒が次の様に述べたと(想像し)

伝えている —— カウサルは楽園にある川で、

両岸は金で、川底はルビーと真珠でできており、

その土はムスク(麝香：じゃこう)よりもかぐわ

しく、水は蜂蜜よりも⽢く、〔その色は〕雪より

も白いのです。(つまり、この世の最上の喩えの

美よりも、天国の素晴らしさは優れています。) 

354.『ハディース』いつも通りに生きること 
信徒は、次の様に伝えている——主の使徒は私の肩をつかみ、「この世においては、異邦

人であるか、通り過ぎゆく人のようでありなさい」と言いました。 

(本当の楽しみは天国にあるから)  

信徒は〔他の者たちに〕よく、次の様に言っていました——「夜を迎えたら、朝を待って

いてはいけません。朝を迎えたら、夜を待っていてはいけません。病が来る前に、健康をも

享受してください。死が来る前に、人生をも十分に生きてください」。 

(人生の時々 に与えられる慰めも大事にし、主のしてくださったことを覚えましょう。) 

 

(事の軽重を熟慮し、宗教の実践の度合いも臨機応変に。主を求めて、まず快く生きなさい。) 

信徒が、次の様に伝えている——私たちが主の使徒のところにいる時、(預言者は)楽園と

火の獄について、私たちがこの目で見ることができるかの様に話してくれました。その後、

私は妻子たちのところに帰り、彼らと笑ったり遊んだりしました。それから、〔預言者から

聴いた〕話を思い出し(自省してから)家を出て、(指導者に)出会いましたので、「私は偽善者

になってしまいました！」と(指導者に)言いました。信徒は預言者の方に向かい、このこと

を話しました。すると預言者はこう言いました。「おお、信仰の者よ。あなたたちがいつも

私のところにいる様にしているなら、天使たちが寝台の上にいる(あるいは、道行く)あなた

たちと握手をすることでしょう。おお、信仰の者よ。〔何をすべきかは〕時によるのですよ。」 

五行：すべきこと (柔軟に解釈) 

信仰告白
シ ャ ハ ー ダ

 礼拝
サ ラ ー

 喜捨
ザカート

 斎戒
サ ウ ム

 巡礼
ハ ッ ジ

 

六信：信ずべきこと (信仰内容に様々な型がある) 

主 天 使
マラーイカ

様 私への啓示や啓典
キターブ

 独自の模範 

天国 定命
q a d a r

：主が運命を日々定めていること 

主との幸福の為でもあるから、柔軟に考えたいです。 
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360.生活的自我  361.転居歴 

生後まもない時：最南 

〒651-0017 兵庫県神戸市垂水区上高丸三丁目2 番12-52 

垂水合同宿舎 

幼稚園から高校卒業18 歳3月まで：最西 

〒651-2277 兵庫県神戸市西区美賀多台一丁目3番地 

エルシー美賀多台6202号    (2000～3000万円 3LDK) 

大学 入学時18 歳から大学院 卒業の25 歳3 月まで：最北 

〒560-0045 大阪府豊中市⼑根山三丁目1 番18 

ヴェルデ⼑根山202 号   (家賃4 万円台～ ワンルーム) 

就職時25歳から30歳6 月7日まで：最東 

〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原二丁目11 番6  

ハイツメルローズ302 号   (家賃48000 円 1DK 28平⽶) 

30 歳2018 年6月7 日より：最涼 

〒651-1112 兵庫県神戸市北区鈴蘭台東町二丁目10番13  

EG-1 202号        (家賃30000 円 2LDK 50平⽶) 

 

362.私の現在の家計(日本国で最底辺の経済階層者の暮らし) 

収入：障害年金 一か月で約6.5 万円(年額75～80万円) 

仕送り  一か月で2.5万円 (二か月で5 万円) 

貯蓄   会社員 時代の貯金 等 数百万円から取り崩す 

支出：住宅費3 万円、食費4～6 万円、公共料金 等：～1.5 万円、 

通信費 等～1 万円、社会保障費～3 万円、その他1～3 万円 

一か月 計13.5 万円～17.5 万円 の支出 年間支出248 万円～ 

最高 月収額：311,169円(額面)    最高 貯金額：約 八百万円  

一回の最高 購入額：約 27万円(大学院 半期授業料) 一回の最高 贈与額：８万円   

時代背景：ビックマック(ハンバーガーの外食)一個390円、 

大卒 初任給 平均22万6000円(額面。手取り16～18 万円)  

寝具：計 数万円の良品  衣服：安価な品物(100％素材∵ ユダヤ 教) 

一日1.5食：日没後∵イスラム教 一食1000 円～1500円  たまに間食 

金曜日の夕は1500 円～3900円で豪華な食事、お寿司 好き 

童貞・恋人もいたことがない・男友達もいない・美処女ら 好き 
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私なりに沢山 考えたし、教えも学んだけれど、私はまだ、助けて！と 

言う側の人であること。でも、だからこそ出逢えたと思います。Спасибо. 

363.自我のこと(好きなこと) 

私は、得意になると好きになるかもしれません。実際に本当に得意という

訳でなくて、周りに比較して上手かったかどうか、という只の担がれ方  

次第の様です、笑い。でも、抜きんでた、という得意さの感覚が、私に 

とって物事を好きになる受教育の様です。だから、0主 らを得意になる、

主 らと快幸福永生を得意になる、ということ。1勉強、2三人⿇雀、3蓄財 

等、4一日1.5 食、5挨拶、6感謝、7創作、8笑顔、9WeblogやSNS、10短い 

感想、11天呑や宝天、12極限疎通、13読書、14ネットの情報収集、15小コレク 

ション、16謝る、17褒める、18率直さ、19⽢える、20適法快楽、21音読 等、 

22稀にある虚の演技、23小発明、24簡易の折り紙、25セルフプレジャー 等、 

26休憩、27ブラインドタッチ、28テーブルゲーム、29考え事、30一人遊び、31 

364.習慣化可能な遵法の身体的快楽で最大だったもの 

私の生の満足のテーマ『主 らと遵法快楽欲求の大満足』 

生活課題：健康満腹疎通セルフプレジャーが、最上の習慣的遵法快体験であり、 

それらが如何に習慣的に達成できるか。→養生法や生活基盤(共同体やその富：アルタ) 

・モナカアイスセルフプレジャー(ゼリー、キャラメル)(最強度快) 

・大学生時代に３D エロゲームで毎晩セルフプレジャー(多量的快) 

・毎日の食事の快＋禁欲的戒律で新鮮な感覚＋習慣的美味饗宴や祝祭快 

・睡眠環境(質、時間、室温、音 等の感覚、環境etc. )、十の寝具、寝具周り百の管理、 

夢や無意識に出る工夫(本を常に持ち歩く 等)、入眠時の瞑想や訓練、起床時 言動工夫 

自然や人間社会 等の世界が私の人生に与える習慣的快楽は、量的大きさは

極大の苦しみ体験群に負けるが、機会の多さでは圧倒的に自然界の快楽が 

勝っていました。ありがとうございます。 

365.荷物の中身 

(外出物品 十団の集約、日常外出の為のバッグと外泊用のリュック) 

0.自著や想ひ出道具、鍵 等 1.自作品や本・文具・ノートやホワイトボード 

2.衣類やコップ、衛生用品(袋の中) 3.現金や書類、通信機器 等の貴重品  

4.人や生物の飲食物 5.  名刺、外部連絡先やアクセス、身分証明 等  

6 .小カバンや袋 7.  サバイバルやお掃除グッズ 8.今、大事な物品  

9.性、嬉用品    十.   土.     士. 

王.    玉.   皇.     主.  

旺.     理.    聖.      球.   

生涯読書量：1500冊程度。(多くない) 世界古典の母国語翻訳書が主。 

宗教、哲学、芸術(漫画や写真)、言語や辞典、実用書を中心に。 

第壱から導いた 私の人生の具体的指針：72～100 者以上の快美神天女ら を私が 

占する好ましい天国の為の快い教育を受け、快楽天国々 に行ける様に伝統宗教書を実践する。  
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366.単語登場回数(おおよそ。王意により変わるらしい) 

主：331 回 

神天如：15 回 

玉：39 回 

王：330 回 

皇：40 回 

ぁけふじピョウ：15 回 

明：111 回 

藤：55 回 

表：77 回 

367.参考文献、法権利や社会義務 
あけしちょう叢書 『あけしちょう』(明脂帖) 

藤𠩤 研介 著 

2021 年 3 月 18 日 改訂 第 1 刷 発行 

その他の参考文献や資料については、 

数 も 多 い 為 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 

公開、または暗号化の上、配置します。 

(P.558 にアドレスを記載しました。) 

著作権法 等の各法律や、その適用例に 

気を付けていますが、法律や道徳、 

契約や時節、慣習や習俗、王勅  等で 

問題 等ございましたら、 

藤𠩤 研介まで、ご連絡ください。(P.558) 

急ぎ、できる限りの対応をいたします。 

御作品、尊敬しています。 

ありがとうございます。 

 

368.秘密 

自分のエロスの出逢いとその宗教や言語を

自分の手で、秘密に、学習すること。 
宗教探求は好ましい処女王らと個人の中だけで行う。 
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369.ロシア語 Easy-repeat∈MeHD  

 

∵どうして？何故ならば～。 

Почему? Потому～.  

○どなたが、ご設計しましたか？ 

Кто это разработал?  

◎何がご必要ですか？ 

Что тебе нужно?  

▲叶ったら、次は何ですか？ 

Если сбудется, что дальше?  

■対話をできますか？ 

Вы можете вести диалог?  

★自分でお出来になりますか？ 

Вы можете сделать это сами?  

●何に似ていますか？ 

На что это похоже?  

💛どんな風になさいますか？ 

Как бы вы хотели?  

▽どんな感じが最もよいですか？ 

Какое самое лучшее чувство?  

◇まとめると、どうですか？ 

В общем, как это?  

 

はい、ありがとうございます。 
Да спасибо.  

いいえ、難しく思います。 
Нет, я думаю, это сложно.  

お願いします。(言葉に添えて丁寧にする。) 

Пожалуйста.  

お名前は何ですか？ 
Как Вас зовут?  

とても お美しいですね！ 

Это очень красиво!   
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370.生活詩  371.試作詩 

主≧神天如は最も救われている。 

菩薩達や天使方がそれに続く。さらに、その数量は

限りなく、既にあった全てのものを、清く善く美しく

するほどであった。大きなモノから小さなものまでも、 

清く善く美しいものには、限りがなかった。 

主において、我らをも救われる道筋が全くもって完了

された為、我らは救い出された。既に御救いの御計画

があったからこそ、生み出されたのである。御計画に

反するのは、我ら自身である。その為、御計画の道筋

が遠回りになるのだ。それも大事にせよ、とのこと。   

主、菩薩達や天使方は、その遠回りすらも喜ばれたの

だった。清く善く美しい方々であるからである。 

だから、大事にできるのだ。   

主は永遠をも、善く生きる御方。一幕を全て救うため、

最初、途中にも喜び、楽しみを、最後にも大きな喜び、

楽しみをとっておいでだ。我らにも よい事、教育も、

後にしたり、先にしたり。それも御心に適ってのこと。

私には、はかりがたいこと。どうか最後までご覧あれ。

感動 間違いなしの人の第一章。ここにもあなたが！ 

 

主の偉大な目的は、必ず果たされる。 

だから、初中後、特に最後こそは、 

善美想と聖句、身構えを整えて。 

続きは如何に！ 
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380.フーリーら へ 

ありがとう。 

フィーヒッナ。 

ありがとう。 

貴女たちのことを想って、本を書きました。  

先の世の生は、私にとっては、とてもとても 

難しいことでしたが、そんな時にも、貴女たち 

のことを想うと、心が和らぐのを感じました。 

貴女たちは、私を好きで、真であり、清く、 

強く、性格明るく、正しく、美しく、快多く、 

諸々のよいものを持ち、生まれついています。 

主 らと、そして貴女たちと共に生きていければ、

私は幸福になれると思います。だから、私と共に、

幸 福 に な っ て 生 き て ほ し い で す 。 

私のそばにいつもいてくれて、ありがとう。  

主 らを、いつも喜びもって求められる様に。

私と共に畏れてくれて、 

ありがとう。 

ずっと、喜びもある愛や幸福が続くように。

Спаси́бо. 

. תודהְרבהְְְ  

Thank you. 

ありがとう。 

!!    ⇈^∀^^∀^      

        

謝↖     

!!                    ●,,                           
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390.エロ漫画 

 
Please write in Artificial Languages!  

他者との疎通の手順 

実際の外での初応答 (俗中の聖) 

主、ありがとうございます。 

皇、お疲れ様です。玉、こんにちは。 

王、いただきます、……、ごちそうさまです。 
隠れ疎通感での応答 (遵法を意識し、過度な期待はしてはいけない。) 
美や変化での応答を感じたら、書の流聞眼で、疎通をチェック。 

疎通感ある未婚の処女で、主観的に快美であれば、『ぁけふじピョウ』を用いる。 

『天界聖祈』流聞眼で宗教分類をチェック、 

『明脂帖』で疎通をチェックし、(心の中で)読みあげる。 

対象を観察し、疎通感があるかをチェック。 

ひづめが分かれているか(未婚の処女であるか)、 

反芻(はんすう)をするか、：二回以上確認する。 

心の中で質問(たちつてとなかにはいれ)や 

対話(主 らと生きていますか、快幸福ですか？→ 

苦しいなら、何を不安に思いますか？→一問一答)をし、疎通感を見る。 

楽しい疎通感であったら、プルシャールタに関する質問をする。 

あとは、宗教やギリシア哲学(世俗ですぐれた人が考えること)の対話をする。 

祭り！と感じれば、『藤𠩤統治経』を用いる。 

貴女も自由に、本を書いて、読誦の習慣をもってみてはいかがでしょうか！ 

楽しいですよ！ 
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伝統宗教、自然言語分析、社会の実生活経験 等により、隠れた王の実在、有能さと善良さを信じる。 

強く善良な王らと、伝統宗教や宗教哲学、天、元素での極限疎通でのやさしさを元に、日常生活を続け、天国へ行くことを信じる。 

 

神は世界を創造する程の力を持ち、世界は、被造物であり、倫理的法則が成立し、 

世界内には、安全保障をなすべく設計された正義の必勝者が、世界を守っておられる。 

だから、私は過度な心配をせずに、遵法余暇 宗教哲学生活を続け、好ましい自我存続と品性を伴う、 

快楽天国々 での快幸福永生の準備をしておればよい。 

 

人間関係は体系化されている。(ex. 誕生日リスト、名前と連想する宗教) 

だから、人間関係を怖がる必要はなく、くるしい人間関係も、何か解決の糸口が設計されていることを思うべきです。 

それは、単純に逃げればよかった、とかそういうことであっても、何か大事なことが隠されているのだと思います。 

人間関係は、核家族関係以外、ほとんどないのが私の生き方であり、困らない内はそれでよいらしい。 

あとは快美天処女らとの付き合い位でよい。 

 

書、論拠について 

神さまの存在：生の経験、自作品や伝統宗教の好ましい経験  天国の詳細：自著 クルアーン 無量寿経 ？？ ？ 

王の善：好ましい日常生活、という経験的書物 

 

哲学 

有神論者であり、信仰者である。伝統宗教を支持し、天国や霊魂の存在を信じる。独我論寄りで実存主義的な宗教哲学者。 
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王との付き合い方 

臣王 要諦 

・快美天処女ら とだけ関わる様にする。・必ず要する時や用事だけ、他者と関わる。 

・言葉遊びの利いていない言葉遣いでもよいが、よい身語心大明の態度を備えて、話を聞き、話す。 

 

・世俗のことは嘘や方便が多いから、あまり深く信用しない方がよい。 

ただし、自身と全体の善のためであって、世俗の悪ゆえに起こることではない。 

世俗も御統治の下にある、浄いものである。 

世俗の目的は、快適な生活の為にあるのではなく、天上での暮らしでの反面教師としてある。 

対人であっても、様子がおかしい時は、距離をとって、信用しない方がよい。 

というより、相手を信じ過ぎると相手の様子がおかしくなる。(疑う、という礼儀もあるコト) 

・予想できる一般的な帰結と比較して、まず自身の安全を確保すべし。 

自身の安全、生計や財産 等、適度な享楽の確保。(ダルマ アルタ カーマ、モークシャ) 

その後に天国を信じられる様になる。 

ある程度、幸福な日常があり、日頃から信仰を鍛えておくからこそ、 

主も天国も信じることができる。 

だから、信仰の道には深い訓練が必要。 

(神天如に感謝、信愛し、主を畏れ、喜び、讃える。読誦、五体投地 礼、安息日、祈り、諸戒律の習慣) 
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政治・経済哲学 

一般社会での宗教組織には属していないが、個人で伝統宗教を探求している。 

日常生活の安全保障者、供給者を重視する。法治主義、徳治主義、神的権威主義。 

保守自由主義、修正資本主義での現代貨幣理論(政治広報には虚も使う)の改⾰派で、 

同時に必勝者、天命者と呼ぶ、近代政府でも勝つことのできない隠れた統治者を認める。 

上記により、スパイ活動や超能力者を認めるので、 

物証や自然的能力を確認はするが、重要視しない。 

伝統宗教 等に適合する者には遵法 余暇生活を認める。 

 

性教育 

天国に主、御統治があることを信じる。 

好ましい快美天神女らの存在を信じる。 

天国に性愛的な強い快楽の存在を仮定する。 

しかし、激しい苦痛や死はないと仮定する。 

しかし、わかりやすい善美も遍く存すると仮定する。 
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貞
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年
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「 觀
グゥァン 1

近
ヂィン 4

古
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帝
ディー4

王
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身
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楷
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則
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。」 
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徵
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シァン 4

德
ドゥーァ 2

玄
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安
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思
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， 
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フゥー2

願
ユァン 4

陛
ピィー4

下
シィア 4

常
チァン 2

能
ナァン 2

自
ヅゥ 4

制
ヂィー4

， 
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イー3

保
パァォ 3

克
クゥーァ 4

終
ヂォン 1

之
ヂィー1

美
メェィ 3

， 

則
ヅゥーァ 2

萬
ウァン 4

代
ダァィ 4

永
イォン 3

賴
ラァィ 4

。」 
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実利論 第一巻 修養(ヴィナヤ)  第七章  第三項目 続き 

(2)王仙の生活 

 それ故、六の迷妄を捨てることにより、感官を制御すべきである。 

長老との交際により智慧を磨き、諜報活動により眼を養い、活動により安寧を実現し、 

務めの教示により、各自の本務を遵守させ、諸学の教えにより自己を陶冶し、実利(アルタ)を 

もたらすことにより世間の人気を得、有益なことを行って、生活を維持すべきである。(一) 

 このようにし感官を制御し、他人の配偶者や財物を失敬したり、他者をそこなわぬよう 

心がけるべきである。また、眠りすぎ、気まぎれ、過度な虚、豪華すぎる服装、無益な交際、 

正義(ダルマ：法)によくない営み、実利をもたらさぬ営みを避けるべきである。(二) 

正義と実利に⽭盾することなく享楽(カーマ)を追求すべきである。快が失われるといけないから。(三) 

 あるいは相互に関連する三大目標(プルシャールタ：正義、実利、享楽)に、ひとしく気をかける。(四) 

 何故なら、正義・実利・享楽のうちの一つのみを過度に追求すれば、 

それはそれ自身と他の二つとを減じるからである。(五) 

 「実利こそが主要である」とカウティリヤは言う。(六) 

何故なら、正義(法)と享楽とは実利に基づくからである。(七) 

 王は、すぐれた学匠(アーチャーリャ)や大臣たちを境界線として尊重すべきである。 

彼等は王が難事に陥ることを防止し、〔日課を告げる〕日時計や水時計により、 

密かに耽ろうとする王を鞭撻し得るからである。(八) 

8王権は助力者により全うされる。車輪は一つのみで転ずることはない。 

それ故、大臣たちを任命し、意見を聴くべきである。(九) 

死において、何をすべきか 

人の容量での独自の当てはめ方の礎 

四念処：四つの大事なコトを 

強く思い浮かべる修行 

四正勤：四つの実際の努力 

四神足：四つの不思議な霊力 

五根 ：五つの勢力とバランス 

七覚支：七つの悟りの重大事柄 

八聖道：八の好ましい聖なる筋道 

七つの衰亡きたさざる法・持戒 

1頻回会議に多くが参集 動作 

2協同し為すべきをなす 談話 

3伝統の法を重んじ言動 睡眠 

4教老を尊敬、話を聴く 社交 

5婦女・童女への非暴愛 善欲 

6霊域を尊敬、適法供物 善友 

7真人を保護、安らぐ願 継続 

王女・大臣・真人・修行僧・王・神霊・ 
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Arthaśāstram ( The life of a sage-like king) 
अशा-०१.७.०१ 

तस्माद् अरर.िड्.वगव.् यागेन_इधन्त्द्रय.जयं कुवीत, वदृ्ध.सम्योगेन प्रज्ञाम,् िारेण िकु्षः,  

उ् थानेन योग.के्षम.सािनम,् कायव.अनुशासनेन स्विमव.स्थापनम,् धवनय ंधवद्या.उपदेशेन, लोक.धप्रय् वम् अथव.सम्योगेन वधृत्तम् ॥ 
अशा-०१.७.०२ 

एवं वश्य.इधन्त्द्रयः पर.स्त्री.द्रव्य.धहंसाश ्ि वजवयेत्,  
स्वप्नं लौल्यम ्अनृतम् उद्धत.वेि् वम् अनथ्यव.सम्योगम ्अिमव.सम्युिम ्अनथव.सम्युिं ि व्यवहारम् ॥ 
अशा-०१.७.०३ 

िमव.अथव.अधवरोिेन कामं सेवेत, न धनह्सुखः स्यात् ॥ 
अशा-०१.७.०४ 
समं वा धरवगवम् अन्त्योन्त्य.अनुबद्धम् ॥ 
अशा-०१.७.०५ 
एको ह््य अ् यासधेवतो िमव.अथव.कामानाम् आ्मानम् इतरौ ि पीडयधत ॥ 
अशा-०१.७.०६ 

अथव_एव प्रिान_इधत कौधटल्यः ॥ 
अशा-०१.७.०७ 
अथव.मूलौ धह िमव.कामाव् इधत ॥ 
अशा-०१.७.०८ 

मयावदां स्थापयेद् आिायावन् अमा् यान् वा, य_एनम ्अपाय स्थानेभ्यो वारययेुः,  
छाया.नाधलका.प्रतोदेन वा रहधस प्रमाद्यन्त्तम ्अधभतुदेयुः ॥ 
अशा-०१.७.०९कख 
सहाय.साध्य ंराज् वं िक्म ्एकं न वतवते । 
अशा-०१.७.०९गघ 
कुवीत सधिवांस् तस्मात् तेिां ि शणृुयान् मतम् ॥ 

臨死の訓練 (死の訓練には成果がある！)『大パリニッバーナ経』 

聖地→教え→旅→村→女→病→命の覚悟→魔の誘惑を退ける→大地震と楽しみ

→死別の覚悟→一生の回顧→四大教示→大異変→臨終の地→重病→最後の継承

の仕事や祝福→話すべきこと、当人に問いたいことを問い尽くす→迷いなし→ 

臨終のコトバ(おんな、みな)→初禅(第一段階の瞑想、初聖)→第二禅→第三禅 

→第四禅(死の禅や聖の決め手の型が四つある)→空無辺処定→識無辺処定 

→無所有処定→非想非非想定(想うのでもなく想わないのでもない、無意識、夢) 

→滅想受定(消感受)→(疑似ニルヴァーナと、呼びかけなら気付く)→滅想受定→

非想非非想定→無所有処定→識無辺処定→空無辺処定(時間稼ぎの禅型も必要) 

→第四禅→第三禅→第二禅→初禅→第二禅→第三禅(無意識後も禅を繰り返す) 

→第四禅→ただちに完きニルヴァーナ(入滅)(死修行の成果がきちんと出うる) 

→地震、怖、身震い、天の⿎(雷鳴、耳鳴り)(体外離脱や明晰夢の入眠時に似る) 

→梵天の詩、帝釈天の詩、尊者の詩、純朴な詩をいただく(天国の確信) 

→修行僧、すぐれた修行僧、尊者、神々 、神霊の弔い(形式上での別れ) 

→夜じゅう、法に関する講話→信者らの弔い→葬式→祭りと形見分け 
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BIBLIA SACRA VULGATA VETUS TESTAMENTUM 
GENESIS   CAPITULUM 1 
in principio creavit Deus caelum et terram  
2 terra autem erat inanis et vacua  
et tenebrae super faciem abyssi  
et spiritus Dei ferebatur super aquas 

3 dixitque Deus fiat lux et facta est lux 
4 et vidit Deus lucem quod esset bona  
et divisit lucem ac tenebras 
5 appellavitque lucem diem  
et tenebras noctem factumque est vespere   
et mane dies unus 
 
 

 

  

6 dixit quoque Deus  
fiat firmamentum in medio aquarum  
et dividat aquas ab aquis 
7 et fecit Deus  

firmamentum divisitque aquas quae erant sub  
firmamento ab his quae erant super  
firmamentum et factum est ita 
8 vocavitque Deus firmamentum caelum  
et factum est vespere et mane dies secundus 

9 dixit vero Deus  
congregentur aquae quae sub caelo sunt in locum unum  
et appareat arida factumque est ita 
10 et vocavit Deus  
aridam terram  

congregationesque aquarum appellavit maria  
et vidit Deus quod esset bonum 
11 et ait germinet terra herbam virentem  

et facientem semen  
et lignum pomiferum faciens fructum  
iuxta genus suum cuius semen  
in semet ipso sit super terram  
et factum est ita 
12 et protulit terra herbam virentem  
et adferentem semen  
iuxta genus suum lignumque faciens fructum  

et habens unumquodque sementem  
secundum speciem suam et vidit Deus quod esset bonum 
13 factumque est vespere et mane dies tertius 

14 dixit autem Deus  
fiant luminaria in firmamento caeli  
ut dividant diem ac noctem  

et sint in signa et tempora  
et dies et annos 
15 ut luceant in firmamento caeli  
et inluminent terram et factum est ita 
16 fecitque Deus  
duo magna luminaria luminare maius ut praeesset diei  
et luminare minus ut praeesset nocti et stellas 
17 et posuit eas in firmamento caeli  

ut lucerent super terram 
18 et praeessent diei ac nocti  
et dividerent lucem ac tenebras  
et vidit Deus quod esset bonum 
19 et factum est vespere et mane dies quartus 
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20 dixit etiam Deus  
producant aquae reptile animae viventis  
et volatile super terram sub firmamento caeli 
21 creavitque Deus cete grandia  
et omnem animam viventem  

atque motabilem quam produxerant aquae in species suas  
et omne volatile secundum genus suum  
et vidit Deus quod esset bonum 
22 benedixitque eis dicens crescite  
et multiplicamini  
et replete aquas maris avesque multiplicentur  
super terram 
23 et factum est vespere et mane dies quintus 
 

 

24 dixit quoque Deus  
producat terra animam viventem  
in genere suo iumenta et reptilia  
et bestias terrae secundum species suas factumque est ita 
25 et fecit Deus bestias terrae iuxta species suas  
et iumenta et omne reptile terrae in genere suo  
et vidit Deus quod esset bonum 

26 et ait faciamus hominem ad imaginem  
et similitudinem nostram et praesit piscibus maris  
et volatilibus caeli  
et bestiis universaeque terrae  
omnique reptili quod movetur in terra 
 

27 et creavit Deus  
hominem ad imaginem suam ad imaginem  
Dei creavit illum masculum et feminam creavit eos 
28 benedixitque illis Deus  
et ait crescite et multiplicamini et replete terram  

et subicite eam et dominamini piscibus maris  
et volatilibus caeli  
et universis animantibus quae moventur super terram 
29 dixitque Deus  
ecce dedi vobis omnem herbam adferentem semen  
super terram  
et universa ligna quae habent  
in semet ipsis sementem generis sui ut sint vobis in escam 

30 et cunctis animantibus terrae omnique volucri caeli  

et universis quae moventur in terra  
et in quibus est anima vivens ut habeant ad vescendum  
et factum est ita 
31 viditque Deus  
cuncta quae fecit et erant valde bona  
et factum est vespere et mane dies sextus 
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CAPITULUM 2 
igitur perfecti sunt caeli et terra et omnis ornatus eorum 
2 conplevitque Deus  
die septimo opus suum quod fecerat  
et requievit die septimo ab universo opere quod patrarat 
3 et benedixit diei septimo  

et sanctificavit illum quia in ipso cessaverat  
ab omni opere suo quod creavit Deus ut faceret 

 

 

 

 

 

  

quomodo vales?, ut vales? 御機嫌いかが? 

bene valeo はい、元気です。 

optime valeo, gratias tibi/ago とても良いです。 

有難う。 

male valeo いいえ、元気です。 

gratias tibi/ago, gratias tibi ago ありがとう 

accipe sis, en tibi どういたしまして 

excusatum (雄)/excusatam (雌) me habe  

すみません 

ignosce mihi ごめんなさい 

quod nomen tibi est? おなまえはなんですか? 

mihi nomen est... わたしのなまえは。。。 

ita はい 

non いいえ 

quaeso どうぞ 

挨拶 

ラテン語 意味 

salve（単数)/salvete（複数） こんにちは 

vale（単数)/valete（複数） さようなら 

bonum diem 今日は 

bonum vesperum こんばんは 

bonam noctem お休みなさい 
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ギリシア哲学  
ΠΛΑΤΩΝΟΣ  ΠΟΛΙΤΕΙΑ 

プラトン 『国家』――正義について―― 

Ⅰ 「前奏曲」 

  ――〈正義〉についての幾つかの見解の 

  検討。（第一巻）導入部。 

1 ケパロスとの老年についての対話。 

  〈正義〉とは何かという問題へ。 

2 ポレマルコスとの対話 

  ――〈正義〉とはそれぞれの相手に本来 

  ふさわしいものを返し与えることである 

  という、詩人シモニデスの見解の検討。 

3 トラシュマコスとの対話。 

 （1）〈正義〉とは強者（支配階級）の 

  利益になることであるという、 

  トラシュマコスの見解の検討。 

 （2）〈不正〉は〈正義〉よりも有利 

  （得になること）であるか。 

Ⅱ 〈正義〉の定義 

  ――国家と個人における――。 

  （第二巻―第四巻） 

1 グラウコンとアデイマントスによる 

  問題の根本的な再提起。 

2〈国家〉に関する考察――「最も必要な 

  ものだけの国家」と「贅沢国家」。 

  国の守護者のもつべき自然的素質。 

3 国の守護者の教育。 

 （1）音楽・文芸。 

   （a）何を語るべきか―― 

     文学（詩）における話の内容に 

     ついての規範。 

   （b）いかに語るべきか―― 

     単純な叙述（報告形式）と 

     〈真似〉による叙述（劇形式）。 

   （c）歌、曲調、リズム。 

   （d）音楽・文芸による教育の目的。 

 （2）体育（および医術）のあり方。 

4 国の守護者についての諸条件。 

 （1）守護者の選抜。建国の神話。 

 （2）守護者の生活条件、私有財産の禁止 

 （3）守護者の任務。 

5 国家の〈知恵〉〈勇気〉〈節制〉 

   そして〈正義〉の定義。 

6 魂の機能の三区分。 

7 個人の〈知恵〉〈勇気〉〈節制〉 

   そして〈正義〉の定義。 

Ⅲ 理想国家のあり方と条件、とくに 

  哲学の役割について。 

  （第五巻―第七巻） 

A 三つのパラドクス（「大浪」）。 

   導入部。 

  1 第一の「大浪」―― 

   男女両性における 

   同一の職務と同一の教育。 

  2 第二の「大浪」―― 

   妻女と子供の共有。戦争に関すること 

  3 第三の「大浪」―― 

   哲学者が国家を統治すべきこと。 

B 〈哲学者〉の定義と〈哲学〉のための 

   弁明。 

  1 〈哲学者〉とは？ ―― 

   イデア論にもとづくその規定。 

  2 哲学者は国家の統治に適した 

    自然的素質を有すること。 

  3 哲学無用論の由来と、 

    現社会における哲学的資質の 

    堕落の必然性、にせ哲学者のこと。 

  4 しかし哲人統治者の実現は 

    不可能ではないこと。 

C 哲人統治者のための知的教育。 

  1 「学ぶべき最大のもの」 

   （認識の最高目標）――〈善〉。 
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    2 〈善〉のイデア＝太陽の比喩。 

  3 線分の比喩。 

  4 洞窟の比喩。 

  5「魂の向け変え」と 

   「真実在への上昇」のための 

   教育のプログラム。 

  （1）「前奏曲」 

    （補助的準備的学科目）としての 

    数学的諸学科。 

   （a）数と計算。学ばれるべき 

      学科目は知性の活動を呼び起す 

      性格のものでなければならぬ 

      ことの確認。 

   （b）幾何学。 

   （c）立体幾何学。 

   （d）天文学。 

   （e）音楽理論（音階論）。 

  （2）「本曲」としての哲学的問答法 

    （ディアレクティケー）。 

  （3）以上の諸学科をどのような人間に 

     それぞれいつ、 

     いかにして課するか―― 

     学習・研究の年齢と 

     具体的なプログラム。 

Ⅴ 詩（創作）への告発。 

  〈正義〉の報酬。（第一○巻） 

A 詩歌・演劇の本質に関する考察。 

  1 〈真似〉（描写）（ミーメーシス） 

    としての詩作について―― 

    それが作り出すものは真実 

    （イデア）から遠ざかること 

    第三番目の序列にあり、 

    詩人（作家）は自分が真似て描く 

    物事についての知識をもたないこと 

  2 詩（創作）の感情的効果について 

    ――〈真似〉（描写）としての 

    詩（創作）は魂の劣った部分に 

    働きかけるものであり、 

    人間の性格に有害な影響を 

    与えるものであること。 

B 〈正義〉の報酬。 

  1 魂の不死と、魂の本来の姿。 

  2 現世における〈正義〉の報酬。 

  3 死後における〈正義〉の報酬、 

    エルの物語――大団円。 

Ⅳ 不完全国家とそれに対応する人間の 

  諸形態。正しい生と不正な生の比較。 

  導入部――当初の問題への復帰。 

  考察の方法と手順。（第八巻―第九巻） 

1 理想国家（優秀者支配制）から 

   名誉支配制への変動。 

   名誉支配制国家と名誉支配制的人間。 

2 寡頭制国家と寡頭制的人間。 

3 民主制国家と民主制的人間。 

4 僭主独裁制国家と僭主独裁制的人間。 

5 幸福という観点から見た正しい生と 

   不正な生の比較。 

 （1）僭主（独裁者）の生は 

    最も不幸であり、 

    優秀者支配制的人間 

    （または哲学者）の生は 

    最も幸福であること。 

  （a）国制のあり方と個人のあり方との 

     対応にもとづく証明。 

  （b）魂の機能の三区分にもとづく証明 

  （c）真実の快楽と虚偽の快楽の 

     別にもとづく証明。 

 （2）〈不正〉が利益になる（得になる） 

    という説は完全に誤りであり、 

    〈正義〉こそが人間にとって 

    真に利益となること。 
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アリストテレス 『政治学』 

第一巻 

 一 国家は他の共同体と同一視されうるか 

 二 国家社会をつくるのは人間の自然の 

   本性にもとづく 

第三巻 

 一 市民国家における市民の意味 

 二 市民の実用的な定義とその疑点 

 三 国家の同一性とは 

四 りっぱな市民はまたよき人でもあるか 

五 市民の徳と人間の徳との一致は 

   市民資格の制限と治者と被治者の 

   区別において考えられる 

六 市民国家の目的と統治の諸形態 

七 正しい国制と邪道にそれた国制 

 八 寡頭制と民主制 

 九 徳――市民国家が目標とすべきもの 

一○ 国家最高の権限は 

   誰がまたは何がもつべきか 

一一 国家最高の権限は 

   大衆がもつべきであるとする 

   主張の検討 

一二 国家における正義とは何か、 

   平等とは何か 

一三 最善の国制における治者たる者の 

   条件の検討 

一四 王制の諸形態 

一五 王制についての難問の検討 

一六 法の支配こそ 

   最上とする人たちの議論 

一七 絶対至上の王制は 

   いかなる場合に可能か 

一八 まとめ 

第四巻 

 一 政治学の扱うべき諸問題 

 二 諸国家体制の間の優劣の差、 

   およびそのうち 

   これから取り扱うものとその問題点 

 三 国家体制に多くの種類があることの 

   原因、および国家体制の分類法 

四 民主制と寡頭制の規定。 

   国家を構成する諸階層。民主制の種類 

五 寡頭制の種類 

六 民主制と寡頭制の種類と、 

   その社会的・経済的情況 

七 貴族制の種類 

 八 共和制の規定。貴族制との関係 

 九 共和制をつくる混合の仕方。 

   適正な混合の仕方とスパルタの例 

一○ 独裁制の種類 

一一 最善の国家体制、 

   すなわち中間的な国家体制 

一二 国家を構成する階層の 

   質と量の均衡関係と 

   国家体制との対応。 

   国家体制存続の条件 

一三 寡頭制および民主制における 

   国制保持のための工夫。 

   重装歩兵階層の重要性 

一四 国家体制を組織・構成する 

   三つの機関のうち、 

   （1）審議する部分について 

一五 （2）国家統治の役職について 

一六 （3）裁判する部分について 

第五巻 

 一 問題――内乱と体制変革の原因は何か 

   それに対処する有効策は何か 

 二 内乱と変革の原因――一般的考察 

 三 つづき――詳論 

四 つづき 

五 民主制の変革の原因 

六 寡頭制の変革と内乱の原因 

七 貴族制の変革と内乱の原因 

 八 もろもろの国家体制の 

   維持保全策について 

 九 つづき 

一○ 単独者支配制について 

一一 つづき 

一二 むすび 

     
アスクレピオスの杖 (蛇の杖、医療の象徴) 

☤ 
κηρύκειον ケーリュケイオン 

(caduceus カドゥケウス、ヘルメスの杖) 

🏛 
Παρθενών パルテノン神殿 

 



544 

 
1  ُ   Allāh 神 اللََّ

一部を除きすべての章の冒頭に示されるが、それ以外の個所にも明記されている 

 Ar-Rahman全ての慈悲ぶかき者、本質的にもっとも慈悲ぶかい者、最も慈悲ぶかき者 الرحمن  2

一部を除きすべての章の冒頭に示されるが、それ以外の個所にも明記されている 

  Ar-Rahim 最も慈悲ぶかき者 الرحيم  3

一部を除きすべての章の冒頭に示されるが、それ以外の個所にも明記されている 

 Al-Malik 王、君主、究極なる真の王 59:23, 20:114 الملك  4

قدوس ال  5  Al-Quddus  

最も神聖なる者、もっとも純粋なる者、もっとも完璧なる者 59:23, 62:1 

As-Salaam 平和と恩恵、平和と安らぎの源、もっとも完璧なる者 السلام  6

 59:23 

Al-Mu'min 保証人,自己肯定,安全を与える者, 真実を肯定する者 المؤمن  7

 59:23 

 Al-Muhaymin 守護者、管理者、監視する保護者 59:23 المهيمن  8

 Al-Aziz 全能者、自足せし者、高貴なる者 3:6, 4:158, 9:40, 48:7, 59:23 العزيز  9

 Al-Jabbar الجبار  10

力強き者、圧倒的な者、強制せし者、高尚なる者、修復せし者または改善せし者 59:23 

 Al-Mutakabbir 強大なる者 59:23 المتكبر  11

 Al-Khaliq 創造者 6:102, 13:16, 39:62, 40:62, 59:24 الخالق  12

 Al-Bari' 正当なる者 59:24 البارئ  13

 Al-Musawwir 形作りし者 59:24 المصور  14

 Al-Ghaffar 許し 20:82, 38:66, 39:5, 40:42, 71:10 الغفار  15

 Al-Qahhar 全てを従える支配者 13:16, 14:48, 38:65, 39:4, 40:16 القهار  16

 Al-Wahhab 授ける者 3:8, 38:9, 38:35 الوهاب  17

 Ar-Razzaq 常に与える者 51:58 الرزاق  18

 Al-Fattah 開く者、勝利を与える者 34:26 الفتاح  19

 Al-Alim 全てを知る者、神 2:158, 3:92, 4:35, 24:41, 33:40 العليم  20

 Al-Qabid 制止する者、まっすぐにする者 2:245 القابض  21

 Al-Basit 広げる者、惜しみなく与える者 2:245 الباسط  22

 Al-Khafid 低める者 95:5 الخافض  23

 Ar-Rafi‘ 高尚なる者 58:11, 6:83 الرافع  24

 Al-Mu‘izz 栄誉を与える者 3:26 المعز  25

 Al-Mudhill 不名誉を与える者 3:26 المذل  26

 As-Sami‘ 全て聞こえし者 2:127, 2:256, 8:17, 49:1 السميع  27

 Al-Basir 全てを見し者 4:58, 17:1, 42:11, 42:27 البصير  28

 Al-Hakam 審判、調停者 22:69 الحكم  29

 Al-'Adl 絶対的に正しきもの 6:115 العدل  30

 Al-Latif 小さな親切 6:103, 22:63, 31:16, 33:34 اللطيف  31

 Al-Khabir 全てを認知せし者 6:18, 17:30, 49:13, 59:18 الخبير  32

 Al-Halim 寛容なる者 2:235, 17:44, 22:59, 35:41 الحليم  33
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『ぁけふじピョウ』 

『藤𠩤統治経』 
 Al-Azim 壮大なる者、無限なる者 2:255, 42:4, 56:96 العظيم  34

 Al-Ghafur 全てを受け入れしもの 2:173, 8:69, 16:110, 41:32 الغفور  35

 Ash-Shakur 感謝される者 35:30, 35:34, 42:23, 64:17 الشكور  36

 Al-Ali 高貴で崇高なる者 4:34, 31:30, 42:4, 42:51 العلي  37

 Al-Kabir 偉大なる者 13:9, 22:62, 31:30 الكبير  38

 Al-Hafiz 管理せし者 11:57, 34:21, 42:6 الحفيظ  39

 Al-Muqit 栄養を与えし者 4:85 المقيت  40

 Al-Hasib 計算する者 4:6, 4:86, 33:39 الحسيب  41

 Al-Jalil 雄大なる者 55:27, 39:14, 7:143 الجليل  42

م الكري  43  Al-Karim 寛大なる者 27:40, 82:6 

 Ar-Raqib 用心深きもの 4:1, 5:117 الرقيب  44

 Al-Mujib 信頼できる者、答え 11:61 المجيب  45

 Al-Wassi‘ 広大なる者、すべてを包み込みしもの 2:268, 3:73, 5:54 الواسع  46

 Al-Hakim 賢い者 31:27, 46:2, 57:1, 66:2 الحكيم  47

 Al-Wadud 愛しき者 11:90, 85:14 الودود  48

 Al-Majid 全ての栄光ある者 11:73 المجيد  49

 Al-Ba'ith 死をもたらす者 22:7 الباعث  50

 Ash-Shahid 立会人 4:166, 22:17, 41:53, 48:28 الشهيد  51

 Al-Haqq 真実 6:62, 22:6, 23:116, 24:25 الحق  52

 Al-Wakil 管理者、信頼できる者 3:173, 4:171, 28:28, 73:9 الوكيل  53

 Al-Qawi 強きもの 22:40, 22:74, 42:19, 57:25 القوى  54

 Al-Matin 堅固なる者、忠誠なる者 51:58 المتين  55

 Al-Wali 自らを守ってくれる友、庇護者 4:45, 7:196, 42:28, 45:19 الولى  56

 Al-Hamid 全ての称賛に値する 14:8, 31:12, 31:26, 41:42 الحميد  57

 Al-Muhsi 答える者 72:28, 78:29, 82:10-12 المحصى  58

 Al-Mubdi' 創造主 10:34, 27:64, 29:19, 85:13 المبدئ  59

 Al-Mu‘id 全てを還す者 10:34, 27:64, 29:19, 85:13 المعيد  60

 Al-Muhyi 生命を与える者 7:158, 15:23, 30:50, 57:2 المحيى  61

 Al-Mumit 死をもたらす者、破壊者 3:156, 7:158, 15:23, 57:2 المميت  62

 Al-Hayy 永久に生きる者 2:255, 3:2, 25:58, 40:65 الحي  63

 Al-Qayyum すべてのものを自分で守るもの 2:255, 3:2, 20:111 القيوم  64

 Al-Wajid 知覚者,見つけし者, The Unfailing 38:44 الواجد  65
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 ,Al-Majid 幻想,高貴なる者 85:15, 11:73 الماجد  66

  Al-Wahid الواحد  67

選ばれし者、唯一無二の者、統一の顕現 2:163, 5:73, 9:31, 18:110 

 As-Samad الصمد  68

自己管理をせし者, The Impregnable, The Eternally Besought of All, 永遠に続くもの 112:2 

 Al-Qadir 全能 6:65, 36:81, 46:33, 75:40 القادر  69

 Al-Muqtadir 決定するもの,支配者 18:45, 54:42, 54:55 المقتدر  70

 Al-Muqaddim 前身せし者を支えし者 16:61, 17:34 المقدم  71

 Al-Mu'akhir 遠くへ押しやる遅延者 71:4 المؤخر  72

 Al-Awwal 最初 57:3 الأول  73

 Al-Akhir 最後 57:3 الأخر  74

 Az-Zahir 公約、すべてを勝利に導くもの 57:3 الظاهر  75

 Al-Batin 隠されし者,すべてを包み込みしもの 57:3 الباطن  76

 Al-Wali 後援者 13:11, 22:7 الوالي  77

 Al-Muta'ali 自己を高揚するもの 13:9 المتعالي  78

 Al-Barr The Most Kind and Righteous 52:28 البر  79

 At-Tawwab 還ること、弱まること 2:128, 4:64, 49:12, 110:3 التواب  80

 Al-Muntaqim 復讐せし者 32:22, 43:41, 44:16 المنتقم  81

 Al-‘Afuww 許す者、罪を消す者 4:99, 4:149, 22:60 العفو  82

 Ar-Ra'wuf 哀れみ深き者、 憐れむ者 3:30, 9:117, 57:9, 59:10 الرؤوف  83

الملك   مالك  84  Malik-al-Mulk 全ての主権を持つ者 3:26 

والإكرام   الجلال   ذو  85  Dhu-al-Jalali wa-al-Ikram 偉大にして高潔なる王 55:27, 55:78 

 Al-Muqsit 公平なる者、報いる者 7:29, 3:18 المقسط  86
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『ケンスケサマ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 Al-Jami‘ 収集する者,統一する者 3:9 الجامع  87

 Al-Ghani 全ての裕福なる者、独立せし者 3:97, 39:7, 47:38, 57:24 الغني  88

 Al-Mughni 豊かにする者 9:28 المغني  89

 Al-Mani' 抑えし者、守護者 67:21 المانع  90

  Ad-Darr الضار  91

苦悩するもの,害を与えし者, The Afflictor ハディースのみでの言及 6:17 

 An-Nafi‘ 慈悲深い者、恩恵を施す者 30:37 النافع  92

 An-Nur 光 24:35 النور  93

 Al-Hadi 導く者 25:31 الهادي  94

 Al-Badi' 比類なき者,開祖 2:117, 6:101 البديع  95
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自作言語で書きましょうね？ 

 Al-Baqi 不朽にして不変なる者 55:27 الباقي  96

 Al-Warith 後継者、全てを受け継ぐ者 15:23 الوارث  97

 Ar-Rashid 導く者、不滅の指導者・知識人 2:256 الرشيد  98

 As-Sabur ⾟抱強き者、永久 2:153, 3:200, 103:3 الصبور  99

الأعظمََّّالَسم  Al-Ism ala-a’ẓam 

100 の名：最も偉大な名前 イスムルアジム 

アッラーの 99 の美名 Asma’ Allah al-Ḥusná   

  أسماءَّاللهَّالحسنى
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藤𠩤 研介の快永生一般知の仕事の成果 

聖家典『ぁけふじピョウ』 自作品や玩具群『天酔』 処女事業『Myouway』 

 

 

一般文書の編纂 『世界宗教原典集』(伝統宗教書や王書、一般文書の校正) 

宗教書群     入門書『主、すごいですね！』(一般配布や販売、少女向け)、聖巻『天界聖祈』、 

俗巻『神ドい時は、詠エイ王！』、俗事や課題についての哲学ノート(大、小)、 

聖典『主、ありがとう。』(清さの為に電子版)、電子副読本(量が多い為に電子版)、 

音楽アルバム  『主、好きです！』 

聖：電子版 等(むやみに触られず、場所を限る) 家：印刷版(快日常での主力) 俗：ノート等(手垢をつける) 
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Shadory      Michi Kyunn 
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2023年1月 საქართველო  sakartvelo ジョージア 
スヴェティツホヴェリ大聖堂＠ムツヘタ 
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Mary Nabokova  Cristy Ren  Alcololi 
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帅 嘤嘤    Shuài Yīng Yīng  

1.宗教、言語分析 

隠れたる伝統的王の現存推論 

2.元素で極限疎通 

一般以上の科学的精密現象支配の存在 

 

1+2⇒少なくも科学世界観で 

一般肉体死後の生の 存在可能性 

 

⇒宗教めいた 

主≧神天如、来世権力との関係構築 要 

一、伝統宗教書 原文や学問 

二、遵法余暇 宗教哲学生活 

三、美処女、大自環境 疎通 

主 らと私も快幸福永生にあるコト 
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サーシャ 

ずっと行ってみたかったところに行けた！ 

2022年05月19日12：26 

愛媛県伊予市双海町大久保 下灘駅 

 

 

🔯 
  

国指定 重要有形民俗文化財 秘境 祖
い

⾕
や

の 蔓
かずら

橋
ばし

 

(徳島県三好市西祖⾕山村善徳) 
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           ＠鈴蘭台東町 自宅ベランダ  

スコットの祭りの最終日の晩に 

        2022年10月16日(日)壬寅 大安 

 

       ＠鈴蘭台東町 自宅周辺 

 

おやすみなさい。 

                             

                         ,  .. 

ت ََّّفِيهِن َّ َ  ٠َََّّّحِسَان َََّّّخَيۡر   
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著者紹介  

藤𠩤 研介(ふじ
18 画

 わら
9 画

 ケン
9 画

 すけ
4 画

) 

  (総画数 四〇画、𠩤：原
10 画

の異体字) 

1988 年(昭和 六十三 年、 戊
つちのえ

⾠
たつ

) 3 月 18 日 

金曜 友引 15 時 37 分 生、血液型 AB。魚座。 

日本国 兵庫県 神戸市生まれ。男性。異性愛。 

月齢 29.3。身長～170cm,重～60kg,靴 26.5cm。 

神戸市北区鈴蘭台東町二丁目10-13  

EG-1 202 号 在住。〔近くに藤原台がある〕 

学歴・職歴 

桑ノ木幼稚園          卒園 

神戸市立美賀多台小学校     卒業 

神戸市立西神中学校       卒業 

兵庫県立星陵高等学校      卒業 

公文式石橋駅前教室(教育)    退職 

大阪大学理学部化学科      卒業 

大阪大学大学院理学研究科    修了 

株式会社マイクロン(医薬品開発)  解雇 

株式会社大樹(マクドナルド)(飲食)  満了 
 

資格：１級心理カウンセラー 遊戯：一人⿇雀、サイコロ 

スポーツ歴：書道・水泳・少年野球・卓球・ライフル射撃 

賞罰：全日本学生大会出場、地域大会優勝(ライフル射撃) 

人気ブログランキング 新興宗教、道徳・倫理カテゴリ1位獲得 罰無 

趣味：感謝、読誦、瞑想、情報収集、思考、散歩、記録 etc.  

神道系一神教徒 イスラム・Myouway 派 (構想中)  
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快裸具宗教：Myouway ：明和道 (ﾐｮｰウェイ)  

自著宗教書：『ぁけふじピョウ』(『明藤表』)、玩具：天酔 

ブラウザ版：https://sites.google.com/view/myouway-fujiwara/ 

ヒフジ認証：認証記憶認定 申請中、コーシャ認証, ハラル認証 申請 検討中 

オシェリ預金開設 受付中：主を畏れ、主 らと一緒に快幸福を増やそう！ 

家業：Myouway
明 和 道

藤𠩤研究所
Institute of FUJIWARA

 (MyIF：ミッフ) 

H
ホーム

P
ページ

：https://fujiwarakensuke.wixsite.com/myouway  

Weblog：http://fujiwarakensuke.blogspot.com/  

http://fujiwarakensuke2020.blog.jp/ 

http://akesityou.blog.jp/ (参考文献 等) 

キーワード：FUJIWARAKensuke 

E-mail：fujiwarakensuke@gmail.com 

TEL(Mobile)：080-5331-6291 

PayPal.Me(Donations)：https://paypal.me/fujiwarakensuke 

Twitter：藤原 けんすけ@fujiwara_knsk 

幼少時設立の口座 : Bank account ゆうちょ銀行  

【店名】四三八 (読み ヨンサンハチ)         

【店番】438         

【預金種目】普通預金         

【口座番号】3648559 

ت َّ  َ قۡصُور  م    ٠َّٱلۡخِياَمََِّّقِىََّّحُور 

  主
しゅ

ノ書
しょ

,    

🔯 藤
ふじ

𠩤
わら

 研
けん

介
すけ

を ☪ 

         愛
あい

しています！  ۞ 

    ★ アリガトウ ◇  ۩ 

主
しゅ

  

HP のQRコード サイトのQRコード 

https://sites.google.com/view/myouway-fujiwara/
https://fujiwarakensuke.wixsite.com/myouway
http://fujiwarakensuke.blogspot.com/
http://fujiwarakensuke2020.blog.jp/
http://akesityou.blog.jp/
mailto:fujiwarakensuke@gmail.com
https://paypal.me/fujiwarakensuke
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